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はじめに

このマニュアルでは、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのインストールおよび使用時に発生するエラー・メッセージについて説明します。メッセージの文、および原因と処置を説明しています。Oracle Application Serverのエラー・メッセージの詳細は、http://www.oracle.com/technology/products/ias/index.htmlにアクセスしてOracle Technology Network（OTN）のドキュメントを参照してください。


対象読者

このマニュアルは、Oracle Fusion Middlewareの使用時に発生したエラー・メッセージに関する情報を必要とする、すべてのユーザーを対象にしています。


ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs(聴覚障害者向け)を参照してください。


表記規則

このマニュアルでは、次の表記規則を使用しています。


	規則	意味
	
太字

	
太字は、処理に関連付けられたGraphical User Interface要素、あるいは本文中または用語集で定義されている用語を示します。


	
イタリック体

	
イタリック体は、特定の値を入力する必要があるプレースホルダや変数を示します。


	
固定幅フォント

	
固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、例の中のコード、画面に表示されるテキスト、またはユーザーが入力するテキストを示します。












1 ADF_FACES-00001からADF_FACES-60104



	ADF_FACES-00001: 永続するChangeManagerを作成できません: {0} {1} 
	
原因: adf-config.xmlで指定された永続ChangeManagerクラスをロードできませんでした


	
処置: adf-config.xmlで指定されたJavaクラスがアプリケーションのJava ClassLoaderに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00002: カスタム・イベント: {0}のリスナーがありません 
	
原因: リスナーが何も登録されていないときに、アプリケーションがイベントを起動しようとしました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、イベントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00003: RegionModelに追加される可能性がある将来のリージョン・コンポーネント・クライアントIDに、再描画が必要なことを示すマークを付けることができません。このRegionModelの実装ではサポートされていないためです。 
	
原因: このRegionModelのサブクラスが正しく作成されていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-00004: キー: {0}のタイプが文字列ではありません。 
	
原因: クライアントからサーバーへのマーシャリングが無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-00005: セキュア・キー: {0}を同期化しようとしました 
	
原因: サーバーのみ書込み可能なコンポーネント・プロパティにクライアントが書き込もうとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-00006: キー: {0}を値: {1}からタイプ: {2}に強制変換できませんでした。 
	
原因: レンダラのクライアント側ピアがレンダラで認識されないプロパティをマーシャリングしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-00007: 不明なキー: {0}を同期化しようとしました。 
	
原因: レンダラのクライアント側ピアが、レンダラでアンマーシャリング方法が不明なプロパティをマーシャリングしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-00008: nullのQueryModelオブジェクトが見つかりました。 
	
原因: QueryCriteriaにnullまたは無効なQueryModelが存在するか、モデルにQueryDescriptorsが指定されていません。


	
処置: QueryModelが有効かどうかを検証してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00009: viewId: {0} URI: {1} actual-URI: {2}の処理中にエラーが発生しました。 
	
原因: リージョンの子の処理中に例外がスローされました。


	
処置: スローされた例外に関連する処置を使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00017: eventContextがランチャに設定されていますが、使用可能な起動IDがありません。eventContextランチャを使用するには、ヒントAdfDhtmlPopupWindow.HINT_LAUNCH_SOURCE_IDセットのあるクライアント上でポップアップを起動する必要があります。詳細はポップアップのドキュメントを参照してください。 
	
原因: eventContextがランチャに設定されていますが、使用可能な起動IDがありません。


	
処置: eventContextランチャを使用するには、ヒントAdfDhtmlPopupWindow.HINT_LAUNCH_SOURCE_IDが設定されたクライアントでポップアップを起動する必要があります。詳細はポップアップのドキュメントで確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00018: launcherVar属性が設定されていますが、eventContext属性がランチャに設定されていません。LauncherVarは、eventContextがランチャに設定されている場合のみ使用可能です。 
	
原因: launcherVar属性は設定されていますが、eventContext属性がランチャに設定されていません。


	
処置: launcherVar属性を削除するか、eventContext属性をランチャに設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00019: イベント: {2}のために{0}を値: {1}に設定中にエラーが発生しました。 
	
原因: setPropertyListenerの設定時にエラーが発生しました。


	
処置: EL式が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00020: RegionModelのprocessBeginRegion()内からID {0}のリージョンでinvokeOnComponent()がコールされています 
	
原因: これは、RegionModel実装がRegionModelのprocessBeginRegion()から戻る前にinvokeOnComponent()をコールすると発生します。一般的には、アプリケーションがinvokeOnComponent()をコールする関数へのタスク・フロー・パラメータのバインドに式言語を使用していることが原因です。


	
処置: invokeOnComponent()を使用してコンポーネントの状態を動的に取得するのではなく、値をアプリケーションの状態に隠します。これにより、その値を直接取得できるようになります。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_FACES-00021: 識別子名としてMoveChildComponentChangeに渡された値{0}が無効です。デフォルトで''id''に設定されます。 
	
原因: これは、識別子のid以外の値でMoveChildComponentChangeが構成されている場合に発生します。


	
処置: idを値として渡します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00022: helpTopicId={1}のバンドル{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定されたhelpTopicIdのリソース・バンドルが見つかりません。


	
処置: ヘルプ・プロバイダが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00023: インクルード・コンポーネントのMethodExpressionラッパーは、デシリアライズ後にこのコンポーネントを検出できませんでした。この式は機能しません。見つからないクライアントIDは{0}です 
	
原因: コンポーネントのインクルードが現在のコンポーネント・ツリーにある場合に、メソッド式がデシリアライズされませんでした。


	
処置: インクルード・コンポーネントのプロパティのメソッド式は、そのコンポーネント・ツリーが現在のツリーである場合のみデシリアライズされます。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00024: ロケール{1}内のタイムゾーン{0}の表示名をロードできません 
	
原因: このロケールにはTimeZone情報が存在しません。


	
処置: このロケールのリソース情報が存在していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00025: {0}のため、アクセス中のコンテキストを分解できません。 
	
原因: アクセス中のコンテキストを分解できません。


	
処置: この障害の発生原因の可能性がある他の例外を探してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-00026: コンポーネント・タイプ{1}の{0}ファセットに、必須タイプ{2}のコンポーネントが含まれていません。 
	
原因: このファセットは正しいタイプのコンポーネントを返していません。


	
処置: ファセットを調べて、正しいタイプのコンポーネントが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-00027: コンポーネント・タイプ{1}の{0}ファセットに、複数の子が含まれています。許可されるのは、単一の子のみです。 
	
原因: ファセットに複数の子が含まれています。許可される子は1つのみです。


	
処置: ファセットを調べて、含まれるコンポーネントが1つのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-10001: representationClassが指定されていません。 
	
原因: 不正な引数がフレームワークに渡されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10002: wrappedEvent 
	
原因: 不正な引数がフレームワークに渡されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10003: Basenameがnullです。 
	
原因: アプリケーションがsetBaseName()をコールしませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10004: NumberRangeにnullの数値は許可されません。 
	
原因: 不正な引数がフレームワークに渡されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10005: 未登録キー: {0} 
	
原因: 不正な引数がフレームワークに渡されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10006: レンダラ{0}がリッチ・レンダラではありません。 
	
原因: RichRendererのレンダリングを非RichRendererに委任しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10007: {0}に対するNull値は許可されません。 
	
原因: 非nullフィールドに対してnull値でユーザー・アクティビティ情報を記録しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10008: 親はnullにできません。 
	
原因: nullである親内で子コンポーネントを検索しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10011: 重複IDを追加しようとしました 
	
原因: 宛先で重複コンポーネントを追加しようとしました。


	
処置: 宛先にソース・コンポーネントのIDを持つ子が存在していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10012: 許可されたアクションを指定する必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10013: 常時保護の属性を非保護にしようとしました 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10014: インクルード・コンテキスト外のインクルード属性マップの不正なアクセス 
	
原因: コンテキスト外部からインクルードの属性マップに対して無効なアクセスを実行しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10015: すでにコンテキストにあるインクルードのコンテキストを設定する不正なコール 
	
原因: コンテキストにインクロードが存在するにもかかわらず、インクロード・コンポーネントのコンテキストを設定しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10016: コンテキストにないインクルードのコンテキストを分解する不正なコール 
	
原因: コンテキストが設定されていないにもかかわらず、インクルード・コンポーネントのコンテキストの無効な分解を実行しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10017: 未対応の例外のためページ・テンプレート・コンテキストの設定に失敗しました。 
	
原因: ページ・テンプレート・コンテキストの設定で未対応の例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10018: 未対応の例外のためページ・テンプレート・コンテキストの分解に失敗しました。 
	
原因: ページ・テンプレート・コンテキストの分解で未対応の例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10019: 未対応の例外のためインクルード・コンポーネント・コンテキストの設定に失敗しました。 
	
原因: インクルード・コンポーネント・コンテキストの設定で未対応の例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10020: 未対応の例外のためインクルード・コンポーネント・コンテキストの分解に失敗しました。 
	
原因: インクルード・コンポーネント・コンテキストの分解で未対応の例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10021: インクルード・コンポーネントの処理中に、検出されたコンテキスト変更が現在のコンポーネントと一致しませんでした。要求{0}、実際{1}。 
	
原因: インクルード・コンポーネントの処理中に、検出されたコンテキストの変更が現在のコンポーネントと一致しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10022: 一時停止されなかったインクルード・コンポーネントを再開しようとしています。 
	
原因: 一時停止されていないインクルード・コンポーネントを再開しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10023: readObjectはデシリアライズではサポートされていません。SerializationProxyが必要です。 
	
原因: SerializationProxyを使用するクラスでreadObjectをコールしようとしました。readObjectはコールできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10024: AdfFacesContextの実装は見つかりませんでした。これがリッチ・クライアント・アプリケーションの場合は、機能しません。これは、トリニダード・アプリケーションの場合に予想されています。 
	
原因: クラスパスでAdfFacesContextImplが見つかりませんでした。


	
処置: これがリッチ・クライアント・アプリケーションである場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10025: インクルード属性の評価中に、コンテキストが分解できませんでした。この属性に別のインクルード・コンテキストからアクセスしていないことを確認してください。 
	
原因: インクルード属性の評価中にコンテキストの分解を実行できませんでした。


	
処置: この属性が別のインクルード・コンテキストからアクセスされていないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-10026: リージョン・コンポーネントの処理中に、コンテキスト変更が見つからなかったか、または現在のコンポーネントで設定したインスタンスと一致しませんでした。要求{0} 実際{1}。 
	
原因: リージョン・コンポーネントの処理中に、コンテキスト変更が見つからなかったか、または現在のコンポーネントで設定したインスタンスと一致しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30001: 構成パラメータ(1チャネル当たりの予想ページ数)の値が無効です: {0} 
	
原因: adf-config.xmlの1チャネル当たりの予想ページ数の構成が2,147,483,647を超えています。


	
処置: pages-per-channelの構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30002: パラメータ: {1}の構成に無効な値: {0}が指定されました 
	
原因: adf-config.xmlのアクティブ・データ構成パラメータが正数ではありません。


	
処置: 構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30003: 不明なアクティブ・データ・サービス・アクションがクライアントから送信されました - リクエストを無視します 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30006: アクティブ・データを開始中に予期しない例外が発生しました: {0} 
	
原因: ActiveModel実装でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30007: 不明なActiveDataModelでデータ変更通知が発生しました: {0} 
	
原因: ActiveModel実装でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30008: ActiveDataModelの停止中に予期しないランタイム例外が発生しました: {0} 
	
原因: ActiveModel実装でエラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30011: clientId: {1}のchangeCount: {0}を解析できませんでした 
	
原因: クライアントから送信された変更カウントが数値ではありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30013: ウィンドウに名前がない場合はアクティブ・データを登録できません 
	
原因: WindowIdProviderがnullのウィンドウ名を返しました。Auto-PPR (ページの部分リフレッシュ)およびADS (アクティブ・データ・サービス)機能は動作しません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30014: ドロップ・ターゲット: {0}に対するドラッグ元がありません 
	
原因: ドロップが発生しましたが、ドラッグ元が見つかりません。


	
処置: ドロップ・ターゲットにドラッグ元が定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30016: ドラッグ元: {0}に対するドロップ・ターゲットがありません 
	
原因: コンポーネントをドロップ・ターゲットにするように指定されましたが、ドロップ・ターゲットが存在しません。


	
処置: ドラッグ元にドロップ・ターゲットが定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30017: カスタム・イベント: {0}のリスナーがありません 
	
原因: クライアントが起動したカスタム・クライアント・イベントにリスナーが存在しません。


	
処置: カスタム・クライアント・イベントのリスナーを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30018: アクティブ・データ・サービスの変更開始カウント: {0}を解析できません 
	
原因: アクティブ・データの初期変更カウントが数値ではありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30022: ドロップ・リスナー: {0}のコール中にエラーが発生しました 
	
原因: ドロップ・リスナーが例外をスローしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30023: ドロップ・リスナー: {0}を{1}でコール中にエラーが発生しました 
	
原因: ドロップ・リスナーが例外をスローしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30025: コンポーネント: {0}のクライアント・イベントが有効なフォームにありませんでした: {1} 
	
原因: クライアント・イベントのパラメータがマップではないものとしてマーシャリングされました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30026: collectionDragSource: {0}はコレクション・コンポーネントにのみアタッチできます。 
	
原因: CollectionDragSourceはUIXCollectionsにアタッチされませんでした。


	
処置: このコンポーネントに適したDragSourceのタイプをアプリケーションで使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30027: 無効な位置合せの値です: {0} 
	
原因: ポップアップの位置合せ属性がサポート対象の値ではありませんでした。


	
処置: サポート対象のポップアップ位置合せ属性をアプリケーションで使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30028: レンダー・キット: {0}が見つかりませんでした 
	
原因: このIDのレンダー・キットがアプリケーションに登録されていません。


	
処置: このレンダー・キットを登録するか、登録されたレンダー・キットのIDを使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30031: 色文字列: {0}をデコード中にエラーが発生しました - nullを戻します 
	
原因: この値はサポート対象の文字列表示色ではありません。


	
処置: 色文字列が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30032: 列: {0}が表の外部で使用されました 
	
原因: 列が表の外部で使用されました。


	
処置: 適切な表の内部に列を移動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30036: キー: {0}を持つスキン・アイコンは存在しません 
	
原因: この名前のアイコンがスキンに存在しません。


	
処置: アイコン名が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30037: 必要なスクリプト要素: {0} 
	
原因: アプリケーションは"script"出力を要求しましたが、スクリプト以外のタグを書き込みました。


	
処置: スクリプト要素が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30038: 無効なコンポーネント階層が検出されました 
	
原因: UIXCommandが必要ですが、別のタイプのコンポーネントが検出されました。


	
処置: 正しいUIXCommandが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30039: コレクション・デコレータには、ツリー、表またはtreeTableが最初の子として含まれている必要があります。 
	
原因: ツリーまたは表が必要な場所にツリーまたは表以外のコンポーネントが使用されています。


	
処置: 正しいコンポーネントが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30040: ファセット: {0}はメニュー・コンポーネントである必要があります 
	
原因: メニューが必要な場所にメニュー以外のコンポーネントが使用されています。


	
処置: メニュー・コンポーネントが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30041: ツールバー・ファセット: {0}はRichToolbarコンポーネントである必要があります 
	
原因: ツールバーが必要な場所にツールバー以外のコンポーネントが使用されています。


	
処置: ツールバー・コンポーネントが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30042: フルページ・リクエスト中のポップアップ: {0}のロードはサポートされていません。 
	
原因: フルページ・リクエスト中にポップアップをロードしようとしました。


	
処置: フルページ・リクエスト中にポップアップのロードが行われないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30043: {0}の要素にPPR対応のIDが見つかりませんでした 
	
原因: アプリケーションで存在しないIDのPPRを実行しようとしました。


	
処置: 有効なIDが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30044: progressIndicatorに無効なモデルが提供されました(BoundedRangeModelが必要)。progressIndicator ID: {0}。 
	
原因: progressIndicatorの値がBoundedRangeModelではありませんでした。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、progressIndicatorを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30045: モードがnullです。現在のQueryDescriptorから正しく戻りません。 
	
原因: モードがQueryDescscriptorに設定されていません。


	
処置: 有効なモードが設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30046: nullのQueryDescriptorオブジェクトが見つかりました。 
	
原因: 問合せコンポーネントにQueryDescriptorが設定されていないか、指定されたオブジェクトがnullまたは無効です。


	
処置: 問合せコンポーネントに有効なQueryDesriptorが設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30047: ID: {0}のコンポーネントでクライアント・コンポーネントを受け取れません。クライアント・コンポーネントが繰返しセパレータ(または類似した用途)に使用されているためです。 
	
原因: ClientComponentがサポートのない場所で要求されました。


	
処置: クライアント・コンポーネントの使用が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30048: レンダー・キットがExtendedRenderKitServiceをサポートしていないため、ウィンドウを起動できませんでした。 
	
原因: ウィンドウの起動にはExtendedRenderKitServiceが必要ですが、現在のレンダー・キットはこのサービスをサポートしていません。


	
処置: ExtendedRenderKitServiceをサポートするレンダー・キットをポイントするようにRenderKitIdを切り替えてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30049: 既存のページ・フロー・スコープ・パラメータを上書きしています 
	
原因: ダイアログ・パラメータのいずれかが、ページ・フロー・スコープ・パラメータと競合しています。


	
処置: パラメータが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30050: 元のビュー・ルートは設定されていませんでした。 
	
原因: viewRootが設定されていません。


	
処置: サーブレット・フィルタの順序を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30052: selectBooleanRadioコンポーネントのグループ属性がnullです。selectBooleanRadioコンポーネントが正しく機能するにはnullでない値に設定する必要があります。 
	
原因: グループ属性がselectBooleanRadioに設定されていません。


	
処置: グループ値をselectBooleanRadioコンポーネントで設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30053: スキニング・プロパティ・キー: {0}を整数として解析できません。 
	
原因: プロパティが整数ではありませんでした。


	
処置: スキン・プロパティを整数に変更してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30055: シャトル: {0}用に選択したアイテム数がシャトル内のアイテムの合計数を超えています。選択したアイテムは戻されません。 
	
原因: シャトルの状態が破損しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30056: ID: {0}の表に表示可能な列がありません。 
	
原因: 表に表示可能な列が存在しません。


	
処置: 表コンポーネントに1つ以上の表示可能列を追加してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30057: 表のinlineStyleは、width:autoがサポートされていないため無視されます。 
	
原因: 表コンポーネントのサイズ制御でサポートされていないため、inline CSSプロパティのwidth:autoは無視されました。


	
処置: 表コンポーネントのinlineStyleプロパティを削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30058: 表の幅属性は、autoがサポートされていないため無視されます。 
	
原因: 表コンポーネントのサイズ制御でサポートされていないため、属性width=autoは無視されました。


	
処置: 表のwidth属性を削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30059: 不明な表フェッチ・タイプ 
	
原因: クライアント表ピアから不明なフェッチ・タイプのフェッチ・リクエストが送信されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30060: MenuModelオブジェクトが提供されなかったか、無効なオブジェクトが提供されました。 
	
原因: トレイン・コンポーネントがMenuModelタイプの値を要求しました。


	
処置: トレイン定義を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30061: トレインに提供されたモデルにストップがありません。 
	
原因: トレイン・コンポーネント・モデルにトレイン・ストップの指定がありません。


	
処置: モデルが正しく設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30062: ストップ: {0}の親ストップ・ラベルはnullでした 
	
原因: 親ストップ・ラベルがnullでした。


	
処置: ストップ・ラベルを追加してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30063: treeTable: {0}上のnodeStampファセットがないか、タイプがUIXColumnではありません。 
	
原因: treeTableでnodeStampファセットが指定されていません。


	
処置: treeTableでnodeStampファセットを指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30064: {1}の無効な値: {0} 
	
原因: 表のバンド間隔は>= 0にする必要があります。


	
処置: バンド間隔が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30065: treeTable: {0}上のnodeStampファセットがないか、タイプがUIXColumnではありません。 
	
原因: treeTableのnodeStampファセットが無効でした。タイプがUIXColumnのコンポーネントのみがサポートされます。


	
処置: nodeStampファセットが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30066: ファミリ: {0}、タイプ: {1}に登録されたFacesBean.Typeがありません 
	
原因: このcomponentFamilyおよびrendererTypeにはFacesBeanが登録されていません。


	
処置: このcomponentFamilyおよびrendererTypeをサポートするレンダー・キットを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30067: マルチスレッド実行が中断されました。 
	
原因: マルチスレッド・ストリーミング・リクエストの実行が中断されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30068: マルチスレッド実行例外 
	
原因: マルチスレッド・レンダリング中にモデルから例外がスローされました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30071: コンポーネントの内部にID: {0}のコレクション・コンポーネントが見つかりません。 
	
原因: 指定されたIDのコンポーネントがポップアップ内で見つかりませんでした。


	
処置: 有効なコンポーネントIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30072: ID: {0}のコンポーネントはコレクション・コンポーネントではありません。 
	
原因: このコレクション・ポップアップ・コンテンツはコレクション・コンポーネントではありませんでした。


	
処置: ポップアップ・コンテンツが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30073: コレクション戻りリスナー{0}はUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: コレクション戻りリスナーがUIComponentタグの内側にありませんでした。


	
処置: コレクション戻りリスナーがUIComponentタグ内にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30074: returnActionListenerは入力ポップアップ・コンポーネントの内部にある必要があります。 
	
原因: returnActionListenerタグが入力ポップアップ・コンポーネントを作成したタグの内部にありませんでした。


	
処置: returnActionListenerを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30075: 定義: {0}の親のincludeタグが見つかりませんでした。 
	
原因: 定義タグを含むタグが見つかりませんでした。


	
処置: includeタグが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30076: コンポーネント: {0}はincludeタグの子として含める必要があります。 
	
原因: pageTemplateDefまたはcomponentDefタグの親コンポーネントは拡張UIXIncludeである必要があります。


	
処置: pageTemplateDefまたはcomponentDefがincludeタグの子であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30077: Facesコンポーネント・メタデータに対してタイムスタンプ確認が有効になっています。本番環境では使用しないでください。property:oracle.application.environment=development 
	
原因: アプリケーションが開発モードで実行されるように構成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_FACES-30078: ファイル: {2}のID: {1}のコンポーネントに属性: {0}がありません。 
	
原因: 必須のコンポーネント属性が指定されていません。


	
処置: すべての属性が定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30079: ファイル: {0}のコンポーネント・タグの解析中にエラーが発生しました 
	
原因: ページ・テンプレートまたはインクルード・コンポーネントのメタデータにエラーが含まれています。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30080: {1}で不明な要素: {0} 
	
原因: インクルードのメタデータに不明なXML要素が含まれています。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30081: {1}に属性: {0}がありません。 
	
原因: インクルードのメタデータ属性名が指定されていません。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30082: {0}で例外 
	
原因: インクルードのメタデータ解析時に例外が発生しました。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30083: ID: {1}のコンポーネント: {0}は子を持てません。 
	
原因: 子を持てないコンポーネントでcomponentRefタグを追加しようとしました。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30084: viewId: {0}およびuri: {1}のRequestDispatcherを取得できませんでした。 
	
原因: インクルードするJSPが見つかりませんでした。


	
処置: JSPが指定された場所にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30085: facetRefはaf:pageTemplateDefまたはaf:componentDefの内側にある必要があります。 
	
原因: facetRefタグがaf:pageTemplateDefタグまたはaf:componentDefタグの外部で使用されています。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30086: 親のインクルード・コンポーネントが見つかりません。 
	
原因: 親のインクルード・コンポーネントが見つかりません。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30087: viewId式: {0}からnullが検出されました。 
	
原因: インクルードのURIがnullでした。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30088: {0}に閉じカッコ>が見つかりません。 
	
原因: XmlContentTagに終了タグがありません。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30089: {0}のルート要素を解析できません。 
	
原因: XmlContentTagで開始されるルート要素がありません。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30090: {0}にルート要素が見つかりませんでした。 
	
原因: XmlContentTagにルート要素がありません。


	
処置: 開発ツールを使用してインクルードを開き、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30091: 接頭辞: {1}を持つ{2}の要素: {0}のネームスペースを計算できませんでした。 
	
原因: 接頭辞のXMLネームスペースが見つかりませんでした。


	
処置: ネームスペースが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30093: ライブラリ: {0}のロード中にエラーが発生しました 
	
原因: 遅延ライブラリをロードしようとしたときにIE例外が発生しました。


	
処置: ライブラリが指定された場所にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30094: リソースを取得できません: {0} 
	
原因: 指定されたリソースがクラスパスで見つかりませんでした。


	
処置: リソースがクラスパス内に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30095: StateHolderのマーシャリングはまだサポートされていません。{0}をスキップします。 
	
原因: StateHoldersのマーシャリングはサポートされていないため、スキップされました。


	
処置: 開発ツールを使用して問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30096: StateHolderのアンマーシャリングはまだサポートされていません。 
	
原因: StateHoldersのアンマーシャリングはサポートされていません。


	
処置: 開発ツールを使用して問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30097: 位置: {0}でリッチ・テキスト解析エラーが発生しました。終了していない要素です: {1} 
	
原因: リッチ・テキスト値で、予期しない終了していない要素が見つかりました。


	
処置: この要素のタグが終了していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30098: 位置: {0}でリッチ・テキスト解析エラーが発生しました。閉じていない要素です: {1} 
	
原因: リッチ・テキスト値で閉じタグを必要とする要素が見つかりましたが、閉じタグが指定されていません。


	
処置: この要素で閉じタグが指定されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30099: 位置: {0}でリッチ・テキスト解析エラーが発生しました。サポートされていない要素です: {1} 
	
原因: リッチ・テキスト値でサポートされない要素が見つかりました。


	
処置: この要素は使用しないでください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30100: 位置: {0}でリッチ・テキスト解析エラーが発生しました。終了していない属性名です 
	
原因: リッチ・テキスト値で終了していない属性名が見つかりました。


	
処置: この属性名が終了していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30101: 位置: {0}でリッチ・テキスト解析エラーが発生しました。終了していない属性の値です: {1} 
	
原因: リッチ・テキスト値で終了していない属性値が見つかりました。


	
処置: この属性値が終了していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30102: 指定されたエージェントでリッチ・テキスト・エディタはサポートされていません: {0} 
	
原因: サポートされないWebブラウザでリッチ・テキスト・エディタ・コンポーネントを使用しようとしました。


	
処置: 使用するブラウザが、このリッチ・テキスト・エディタ・コンポーネントでサポートされることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30107: ページの表示状態の期限が切れました。ページをリロードしてください。 
	
原因: ビューのUI状態の期限が切れています。これは、「戻る」ボタンの使用回数の過剰、ページ上でのページ送信の発生過剰、またはビュー・コードに潜在するバグに起因しています。


	
処置: ADFを使用するアプリケーションは、JSF ViewExpiredExceptions用のADFcエラー・ハンドラをインストールするか、org.apache.myfaces.trinidad.CLIENT_STATE_MAX_TOKENS web.xmlパラメータを大きい値に構成する必要があります。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30108: 活動がなかったため、ページの表示状態の期限が切れました。ページをリロードしてください。 
	
原因: セッションの期限が切れたため、ビューのUI状態の期限が切れました。


	
処置: ADFを使用するアプリケーションは、JSF ViewExpiredExceptions用のADFcエラー・ハンドラをインストールする必要があります。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30109: クライアントからの値を同期中に変換に失敗しました。変換対象: {0}、コンポーネントID: {1}。 
	
原因: クライアントの値を設定しようとしましたが、サーバーで変換できませんでした。


	
処置: アプリケーションでクライアントに有効な値が設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30110: エクスポートにはHTTPサーブレットが必要です。 
	
原因: エクスポート操作に失敗しました。この操作はHTTPサーブレットのみでサポートされます。


	
処置: コンテンツをエクスポートするには、HTTPサーブレットが使用可能であることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30111: ID: {0}のコレクションはexportCollectionActionListenerではサポートされていません。 
	
原因: 無効なコレクションでexportCollectionActionListenerが使用されました。


	
処置: エクスポート対象のコンポーネントが、表、ツリーまたはtreeTableのいずれかであることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30112: エクスポート・タイプ: {0}はexportCollectionActionListenerではサポートされていません。 
	
原因: サポート対象外のエクスポート・タイプが指定されました。


	
処置: exportCollectionActionListenerタグのドキュメントの指定に従って、サポート対象のエクスポート・タイプのいずれかを使用してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30113: ID: {0}のエクスポート済コレクションが見つかりませんでした。 
	
原因: 指定されたIDのエクスポート済コレクションが見つかりませんでした。


	
処置: IDが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30114: ID: {0}のinputDate用に指定されたコンバータはjavax.DateTimeConverter: {1}のインスタンスではありません。 この入力フィールドは日付の表示のみをサポートします。timeやtimezoneのサポートを取得するには、javax.DateTimeConverter.DateTimeConverterからコンバータをサブクラス化するか、Application.createConverterを使用してコンバータを入手してください(優先)。 
	
原因: 指定されたコンバータがjavax.DateTimeConverterのサブクラスではありませんでした。


	
処置: javax.faces.application.Application.createConverterによって指定されるコンバータを使用するか、カスタム・コンバータ・サブクラスjavax.DateTimeConverterを作成してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30115: IDが{0}のInputDate用に指定されたコンバータはClientConverterインタフェース: {1}を実装していません。 この入力フィールドはクライアントの変換や検証をサポートせず、入力フィールドの表示のみが行われます(日付ピッカー・ポップアップはありません)。 クライアント変換および検証のサポートを取得するには、org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterインタフェースを実装するか、javax.faces.application.Application.createConverterを使用してコンバータを入手してください(優先)。 コンバータ・パターンをプログラムで設定するのみの場合は、createConverterを使用してコンバータを取得し、setPattern()をコールしてください。 
	
原因: 指定されたコンバータはClientConverterインタフェースを実装していません。


	
処置: Application.createConverterによって指定されるコンバータを使用するか、カスタム・コンバータ実装org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30116: {0}リクエストのユーザー・アクティビティ情報は使用できません。 
	
原因: この情報をモニタリング・サービスのログに記録する際、ユーザー・アクティビティ情報がnullでした。


	
処置: モニタリング・サービスが有効な場合は、ユーザー・アクティビティ情報がnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30117: ID: {0}ではコンポーネントを検索できません。 
	
原因: コンポーネントのクライアントIDを使用してコンポーネントのコールバックを実行しようとしたときにコンポーネントが見つかりませんでした。


	
処置: 正しいクライアントIDを使用して起動されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30118: helpTopicId={0}のヘルプ・プロバイダが見つかりません。 
	
原因: 指定されたhelpTopicIdのヘルプ・プロバイダが見つかりません。


	
処置: ヘルプ・プロバイダが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30120: 複数のaf:skipLinkTargetが見つかりました: {0}。1つのページで使用可能なaf:skipLinkTargetは1つのみです。 
	
原因: 複数のaf:skipLinkTargetsが見つかりました。


	
処置: af:skipLinkTargetを削除して、1ページに1つのみ指定されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30121: コンポーネント: {0}にaf:skipLinkTargetのaf:documentの祖先がありません。af:skipLinkTargetはaf:documentと一緒に使用する必要があります。 
	
原因: af:skipLinkTargetにaf:documentの祖先がありません。


	
処置: af:skipLinkTargetを削除するか、af:documentの内部に移動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30122: コンポーネント: {0}にaf:skipLinkTargetの無効な親があります。af:skipLinkTargetはコンテンツを生成するコンポーネント内に置く必要があります。 
	
原因: af:skipLinkTargetはコンテンツを生成するコンポーネントの内部に配置する必要があります。


	
処置: af:skipLinkTargetを削除するか、コンテンツを生成する親の内部に移動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30123: af:panelStretchLayout: {0}のファセット・サイズが無効です。{1}は有効なCSS長ではありません。 
	
原因: panelStretchLayoutサイズ(topHeight、bottomHeight、startWidth、endWidth)属性に無効な値が指定されています。


	
処置: panelStretchLayoutサイズ(topHeight、bottomHeight、startWidth、endWidth)属性に有効なCSS長を指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30124: viewId: {0}で複数のフォームが検出されました。リッチ・クライアントでは現在、複数のフォームの処理に制限があります。 
	
原因: 同一ページ上の複数のフォームでADFFacesページが検出されました。現在、同一ページ上の複数フォームの処理に関していくつかの問題があり、これは慎重に実行する必要があります。


	
処置: 含まれるフォームが1つのみになるようにページを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30125: エクスポートした行タイプ: {0}はexportCollectionActionListenerではサポートされていません。 
	
原因: サポート対象外のエクスポート行タイプが指定されました。


	
処置: exportCollectionActionListenerタグのドキュメントの指定に従って、サポート対象のエクスポート行タイプのいずれかを使用してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30126: ファイル名: {0}、メッセージ: {1} 
	
原因: 機能/パーティションの構成ファイルの解析中にエラーが検出されました。


	
処置: 機能/パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30127: 行: {0}、列: {1}、エラー: {2} 
	
原因: 機能/パーティションの構成ファイルの解析中にエラーが検出されました。


	
処置: 機能/パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30128: ファイル名: {0}、行番号: {1}、列番号: {2}、エラー: {3} 
	
原因: 機能/パーティションの構成ファイルの解析中にエラーが検出されました。


	
処置: 機能/パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30129: feature-nameがないため、機能要素を無視します。 
	
原因: 機能要素に必要なfeature-nameの子がありません。


	
処置: 機能の構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30130: 機能{0}のfeature-dependencyを無視します。このような機能は存在しません。 
	
原因: feature-dependencyが存在しない機能の依存関係を指定しています。


	
処置: 機能の構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30131: partition-nameがないためパーティション要素を無視します。 
	
原因: パーティション要素に必要なpartition-nameの子がありません。


	
処置: パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30132: 機能要素{0}を無視します。このような機能は存在しません。 
	
原因: パーティション要素に不明な機能が含まれています。


	
処置: パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30133: パーティション間の循環依存性が検出されました: {0}。ライブラリのパーティション化は無効化されます。 
	
原因: パーティション間に循環依存性が存在しています。


	
処置: パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30134: パーティション{0} ({1})はパーティション{2} ({3})に依存します。 
	
原因: パーティション間に循環依存性が存在しています。


	
処置: パーティションの構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30135: 不明なパーティションのリクエスト: {0} 
	
原因: 不明なパーティションに対するリクエストが実行されました。


	
処置: パーティションの構成が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30136: 機能{0}はどのパーティションにも含まれていません。 
	
原因: 不明な機能に対するリクエストが実行されました。


	
処置: 機能/パーティションの構成が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30137: リソース: {0}のリクエストをサービスできません。FacesContextを使用できません。 
	
原因: パーティション・リソース・ローダーでFacesContextを取得できませんでした。


	
処置: 他の例外/エラーのログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30138: パーティション{0}でAdfBootstrap機能を無視します。AdfBootstrapFeatureは自身のパーティションに存在する必要があります。 
	
原因: パーティションは、AdfBootstrap機能とその他の機能の両方が含まれるように定義されています。


	
処置: AdfBootstrap機能を自身のパーティションに移動する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30139: 相対ID {0}のコンポーネントが{1}から見つかりませんでした。このメソッドは親NamingContainerで最終試行としてfindComponentを呼び出して、指定されたIDのコンポーネントの検索を試行します。 
	
原因: 指定された識別子はNamingContainersを正しく説明していませんでした。


	
処置: 指定された相対IDが正しいこと、およびこのIDのコンポーネントが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30140: ラベル{0}のスライダ・コンポーネントに表示されているティックが多すぎます。パフォーマンスに多大な影響を与えます。 
	
原因: 指定された最小値が小さすぎるか、指定された最大値が大きすぎます。


	
処置: 最大または最小(あるいはその両方)の属性を変更して、スライダの範囲指定を改善してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30141: 指定されたrowKeyを持つ基準が見つからないため、rowKey {0}を持つ基準を削除できません。 
	
原因: これは、すでに削除した基準を削除しようとした場合に、実行速度の遅いアプリケーションで発生する可能性があります。


	
処置: 基準フィールドの削除が1回のみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30142: コンポーネント{0}にはタイプ{2}の属性{1}があります。属性はタイプ{3}である必要があります。 
	
原因: 属性に指定された値が間違ったタイプを返しています。


	
処置: 属性の値を戻すメソッドを確認して、そのタイプを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30143: 機能間の循環依存性が検出されました: {0}。ライブラリのパーティション化は無効化されます。 
	
原因: 機能間に循環依存性が存在しています。


	
処置: 機能の構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30144: 機能{0}は機能{1}に依存します。 
	
原因: 機能間に循環依存性が存在しています。


	
処置: 機能の構成ファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30145: {1}、行{2}で機能{0}の重複定義が見つかりました。同じ名前の機能が{3}、行{4}で最初に定義されています。これは、同じjarファイルの複数のコピーがクラス・パスにあることを示している可能性があります。新しい機能定義を無視します。 
	
原因: これは、クラス・パス上に同じadf-js-features.xmlを含むjarファイルのコピーが複数存在する場合に発生します。また、異なるadf-js-features.xmlが同じ機能名を使用する場合に発生することもあります。


	
処置: クラス・パス上に機能定義を含むjarの複数のコピーが存在することを確認してください。また、機能名が一意であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30146: calendarDropTarget: {0}はカレンダ・コンポーネントにのみアタッチできます。 
	
原因: CalendarDropTargetはUIXCalendarにアタッチされませんでした。


	
処置: このコンポーネントに適したDragSourceのタイプをアプリケーションで使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30147: IDが{0}のInputColor用に指定されたコンバータはClientConverterインタフェース: {1}を実装していません。 この入力フィールドはクライアントの変換や検証をサポートせず、入力フィールドの表示のみが行われます(カラー・ピッカー・ポップアップはありません)。 クライアント変換および検証のサポートを取得するには、org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterインタフェースを実装するか、javax.faces.application.Application.createConverterを使用してコンバータを入手してください(優先)。 コンバータ・パターンをプログラムで設定するのみの場合は、createConverterを使用してコンバータを取得し、setPattern()をコールしてください。 
	
原因: 指定されたコンバータはClientConverterインタフェースを実装していません。


	
処置: Application.createConverterによって指定されるコンバータを使用するか、カスタム・コンバータ実装org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30148: IDが{0}の指定されたコンバータ{1}はClientConverterインタフェースを実装していません。 この入力フィールドはクライアントの変換や検証をサポートしません。標準の文字列から数値への変換のみがサポートされます(fiveから5ではなく、5から5など)。 クライアント変換および検証のサポートを取得するには、org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterインタフェースを実装するか、javax.faces.application.Application.createConverterを使用してコンバータを入手してください(優先)。 コンバータ・パターンをプログラムで設定するのみの場合は、createConverterを使用してコンバータを取得し、setPattern()をコールしてください。 
	
原因: 指定されたコンバータはClientConverterインタフェースを実装していません。


	
処置: Application.createConverterによって指定されるコンバータを使用するか、カスタム・コンバータ実装org.apache.myfaces.trinidad.convert.ClientConverterを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-30149: 受動化またはフェイルオーバーにより、PartitionManagerが見つかりません。PartitionManagerを再作成しています。 
	
原因: PartitionManagerオブジェクトがnullです。受動化またはフェイルオーバーに起因しています。


	
処置: 処置は必要ありません。PartitionManagerが再作成されます。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_FACES-30150: 日付を解析できません: {0}。 
	
原因: クライアントから送信された日付文字列の解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 日付文字列を正しいフォーマットで設定する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30151: {0}ファセットはポップアップを返していません。 
	
原因: ファセットがポップアップを返していません。ポップアップはカレンダ・ファセットでのみ受け入れられます。


	
処置: ファセットを調べて、ポップアップが含まれることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30152: カレンダ・ツールボックス・レイアウトには''all''およびビルトイン値{0}が含まれています。''all''が使用されます。 
	
原因: toolboxLayoutにallが含まれる場合、その他のビルトイン値は使用されません。


	
処置: toolboxLayout属性を修正し、必要に応じてallまたはビルトイン値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30153: カレンダのカスタムtoolboxLayout値{0}に対応するファセットが見つかりません。 
	
原因: toolboxLayoutに対するカスタム値が見つかりましたが、対応するファセットが見つかりません。


	
処置: ファセットが追加されているか、名前がtoolboxLayoutに指定されている値と一致することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30154: アクティビティ{0}にproviderIdが指定されていません。プロバイダIDは必須です。 
	
原因: アクティビティのproviderIdにnull値が指定されています。


	
処置: アクティビティ・ソースを調べて、providerIdがnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30155: アクティビティ{0}にactivityIdが指定されていません。アクティビティIDは必須です。 
	
原因: アクティビティのactivityIdにnull値が指定されています。


	
処置: アクティビティ・ソースを調べて、activityIdがnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30156: ALLDAYアクティビティ{0}の開始日と終了日が無効なため、正しくレンダリングされない可能性があります。ALLDAYアクティビティのstartDateとendDateの有効値については、CalendarActivity Javadocを参照してください。 
	
原因: アクティビティのactivityIdにnull値が指定されています。


	
処置: アクティビティ・ソースを調べて、activityIdがnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30157: クライアントID{0}のChooseColorコンポーネントの幅{1}が大きすぎます。これは、パフォーマンスに多大な影響を及ぼします。設計モードでは、このコンポーネントは最大幅{2}でレンダリングします 
	
原因: 指定された幅が大きすぎます。


	
処置: コンポーネントの幅の属性を小さくしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30158: コンポーネント: {0}にaf:resourceのaf:documentの祖先がありません。af:resourceはaf:documentと一緒に使用する必要があります。 
	
原因: af:resourceにaf:documentの祖先がありません。


	
処置: af:resourceを削除するか、af:documentの内部に移動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30159: oracle.adf.view.rich.SUPPRESS_IDSのコンテキスト・パラメータに無効な値{0}が指定されました。 
	
原因: oracle.adf.view.rich.SUPPRESS_IDSコンテキスト・パラメータに無効な値が指定されています。


	
処置: web.xmlファイルを調べて、有効なSUPPRESS_IDS値が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30160: 無効な値{0}がカレンダ属性''availableViews''に指定されています。 
	
原因: カレンダ属性availableViewsに指定された値が認識されませんでした。


	
処置: availableViews属性をall、day、week、month、listのいずれかに修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30161: availableViews属性には''all''およびビルトイン値{0}が含まれています。''all''が使用されます。 
	
原因: availableViewsにallが含まれる場合、その他のビルトイン値は使用されません。


	
処置: availableViews属性を修正し、必要に応じてallまたはビルトイン値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30162: ''view''属性{0}がビルトインavailableViewsのいずれかに対応していません。カレンダには{1}が表示されます。 
	
原因: view属性は、availableViewsで指定されたビューのいずれかに対応している必要があります。availableViewsが指定されないかallに設定されている場合は、view属性をビルトイン・ビューのday、week、month、listのいずれかにする必要があります。


	
処置: view属性を、availableViewsに表示されるビューのいずれかに修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30163: このアプリケーションは新規ウィンドウ検出フラグがオフの状態で動作しています。新規ブラウザ・ウィンドウが起動されたときにアプリケーションが正しく機能するよう、このフラグをオンにすることをお薦めします。web.xmlで、コンテキスト・パラメータoracle.adf.view.rich.newWindowDetect.OPTIONSを'on'に設定します。 
	
原因: 新規ウィンドウ検出をオフにすると、ブラウザ・ウィンドウ・ダイアログが予期したとおりに機能しないことがあります。


	
処置: コンテキスト・パラメータoracle.adf.view.rich.newWindowDetect.OPTIONSの値をオンにしてweb.xmlに追加し、新規ウィンドウ検出をオンにしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30164: キャッシュ・ルールのvaryElementに{0}を定義する必要があります。 
	
原因: varyElementのパラメータのいずれかが未定義です。


	
処置: varyElementのすべてのパラメータを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30165: cache-key-patternに式が定義されていません。 
	
原因: cache-key-patternに式が定義されていません。


	
処置: cache-key-patternに式を定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30166: caching-ruleにcache-key-patternが定義されていません。 
	
原因: caching-ruleにcache-key-patternが定義されていません。


	
処置: caching-ruleにcache-key-patternを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30167: キャッシュにルールが定義されていません。 
	
原因: キャッシュにルールが定義されていません。


	
処置: キャッシュにルールを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30168: Search-Keyにキーが定義されていません。 
	
原因: Search-Keyにキーが定義されていません。


	
処置: Search-Keyにキーを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30169: VaryBy要素にvary-elementが定義されていません。 
	
原因: VaryBy要素にvary-elementが定義されていません。


	
処置: VaryBy要素にvary-elementを定義してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30170: キャッシュ・ヘッダーの上書きを抑止しています-- {0}: {1}。 
	
原因: キャッシュ・ヘッダーを抑止しています。


	
処置: キャッシュ・ヘッダーはオーバーライドしないでください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_FACES-30171: WEB CACHEがアプリケーション・サーバーより前にインストールされています。 
	
原因: WEB CACHEがアプリケーション・サーバーより前にインストールされています。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_FACES-30172: リージョン{0}のコンテンツをインクルードできません。FaceletContextが使用できません。 
	
原因: これは予期しない状態で、ADF Facesのバグに起因している可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30173: 推奨されない構成要素: パラメータ: use-pollingはパラメータ: transportにより置き換えられます 
	
原因: adf-config.xmlのアクティブ・データ構成パラメータは非推奨になりました。


	
処置: 構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30174: 前のリクエストのuserActivity情報をロギング中に無効またはnullのcontextIdが指定されました。 
	
原因: これは、クライアントに送信された前回の応答にnullのcontextIdが含まれていた場合、またはuserActivity情報の取得時にクライアントでエラーが発生した場合に発生する可能性があります。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30175: ExecutionContextProviderのサービス・プロバイダ実装によりnullのcontextIdが返されました。 
	
原因: ExecutionContextProvider実装によってnullのcontextIdが返されました。


	
処置: META-INF/servicesに正しいサービス・プロバイダが登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30176: アプリケーションが本番モードで実行中ですが、web.xmlファイルでプロファイラが有効になっています。設定が正しいかどうかを確認してください。 
	
原因: web.xmlにプロファイラを有効にする構成設定が含まれています。


	
処置: 必要に応じて構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30177: アプリケーションが本番モードで実行中ですが、web.xmlファイルで自動化が有効になっています。設定が正しいかどうかを確認してください。 
	
原因: web.xmlに自動化を有効にする構成設定が含まれています。


	
処置: 必要に応じて構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30178: アプリケーションが本番モードで実行中ですが、ADF Faces内でアサートが有効になっています。web.xmlファイルが正しいかどうかを確認してください。 
	
原因: web.xmlにADF Faces内のアサートを有効にする構成設定が含まれています。


	
処置: 必要に応じて構成を適切な値に修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30179: 詳細は、「UIViewRootがnullです。PhaseId: {0}で致命的な例外が発生しました」という内容で始まるサーバーのエラー・ログを参照してください。 
	
原因: UIViewRootがnullです。


	
処置: 詳細はサーバーのエラー・ログを参照してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-30180: コンポーネントID {0}のジオメトリ管理構成で循環依存性が検出されました。 
	
原因: コンポーネントに、循環依存性を発生させる属性割当てが存在します。


	
処置: 詳細は、コンポーネントのタグのドキュメントのジオメトリ管理に関する項を参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30181: アクティブ・データが無効になっています。 
	
原因: ポートレット環境でアクティブ・データ・サービスはサポートされません。


	
処置: 現在、ポートレット環境におけるアクティブ・データの機能はサポートされません。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-30182: サイトマップXMLエントリの数が制限値50 000を超えました 
	
原因: ADF Facesは、50,000エントリを超えるサイトマップの生成をサポートしていません。


	
処置: 50,000を超えるエントリのサイトマップの生成には別の方法を使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60001: ActiveDataModelがnullです。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60002: STATIC ActiveDataPolicyのコンポーネントを登録しようとしました 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60003: ID: {0}のコンポーネントはアクティブ・データに登録されていません。 
	
原因: コンポーネントが適切に登録されていません。


	
処置: コンポーネントをアクティブ・データに登録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60004: ActiveDataModelが登録されていません。 
	
原因: activeDataModelが登録されていません。


	
処置: activeDataModelを登録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60005: <help-provider-class>が先頭に必要です。 
	
原因: 最初にhelp-provider-classを構成せずにオンライン・ヘルプが構成されています。


	
処置: adf-config.xmlでhelp-provider-classを指定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60006: リクエストが開始していません。 
	
原因: IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60007: フェーズ{0}はすでに通過しました。少なくともフェーズ{1}にいます。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60008: 属性名が必要です。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60009: dropHandlerが必要です 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60010: 許可されたアクションが必要です 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60011: 許可されたアクションを指定する必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60012: 一重引用符と一重引用符のエスケープはキーで使用できません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60013: パターンの終了が見つかりません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60014: NamedMessageFormat: 空の引数{}が見つかりました。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60015: ドロップ・コンポーネントが必要です。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60016: パラメータが必要です。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60017: DropTargetがコールされるまでドロップ・アクションを取得できません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60018: clientActionが範囲外です 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60019: 文字が無効です 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60020: DnDAction.NONEはSet<DnDAction>では使用できません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60021: DnDActionが指定されていません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60022: nullのDataFlavorは許可されたフレーバに追加できません。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60023: コンポーネント: {0}はクライアント・リスナーをサポートしていません。 
	
原因: 無効なクライアント・リスナーが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、クライアント・リスナーを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60024: コンポーネント: {0}はクライアント属性をサポートしていません。 
	
原因: クライアント属性はUIXComponentsのみでサポートされます。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、コンポーネントを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60025: 索引を{0}から{1}に変更中にエラーが発生しました。rowCount: {2}。 
	
原因: IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60026: パスにnullのrowKeyが含まれています。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60027: 予期しないnavigationPaneヒント: {0} 
	
原因: 無効なnavigationPaneヒントが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、navigationPaneコンポーネントを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60028: targetComponentを指定する必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60029: フェッチ制約: {0}が指定されている場合、シリアライズ可能にする必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60030: Fetch ClientEventでコンポーネントを指定しないでください。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60031: ダイアログから戻るために使用可能なreturnIdがありません。 
	
原因: IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60032: ExtendedRenderKitServiceが見つかりませんでした。 
	
原因: レンダー・キットはExtendedRenderKitServiceをサポートしていません。


	
処置: ExtendedRenderKitServiceをサポートするレンダー・キットを使用してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60033: selectOneの発行値の索引{0}が範囲外です。0と{1}の間にある必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60034: SelectOneで発行値の索引{0}をint {1}に変換できませんでした。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60035: コンポーネント{0}はrowKeyで索引付けされたコレクションをサポートしていません。 
	
原因: 無効な索引のコンポーネントが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、コンポーネントを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60036: 不正なPhaseId: {0} 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60037: ClientIdを指定する必要があります。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60038: コンポーネントIDパラメータがnullです。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60039: AsyncFetchモデル・パラメータがnullです。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60040: AsyncFetcherがnullです。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60041: フェーズ{0}はすでに開始または通過しました。少なくともフェーズ{1}にいます。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60042: {0}の要素を再帰的にネストできません。 
	
原因: これらの要素は再帰的にネストされています。


	
処置: この問題はアプリケーション開発ツールを使用して解決してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60043: {0}はnullです。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60044: FacesTag : {0}にネストされていません 
	
原因: 親タグがFacesTagではありませんでした。


	
処置: 開発ツールを使用してタグが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60045: 親UIComponentインスタンスがnullです。 
	
原因: 親FacesTagにUIComponentがありません。


	
処置: 開発ツールを使用してタグが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60046: 不明なレンダー・キットID: {0} 
	
原因: このIDのレンダー・キットが見つかりません。


	
処置: レンダー・キットを正しいIDで登録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60047: イテレータはnullにできません。 
	
原因: イテレータがnullであることが検出されました。


	
処置: 開発ツールを使用して、イテレータが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60048: JavaScriptでnullのキーはサポートされていません。 
	
原因: JavaScriptでnullキーが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してJavaScriptを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60049: rowKeyはnullにできません。 
	
原因: nullの行キーが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用して問題を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60050: ActionListener: {0}はcommandコンポーネントのUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: JSPページ・メタデータでエラーが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してActionListenerを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60051: 列: {0}に無効な幅: {1} が指定されました。 
	
原因: 無効な幅の列が見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、列を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60052: 列: {0}に無効なminimumWidth: {1}が指定されました。 
	
原因: 無効な最小幅の列が見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、列を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60053: 位置: {0}のリッチ・テキスト解析エラー 
	
原因: リッチ・テキスト値で破損したコメントが見つかりました。


	
処置: この値のコメントが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60054: 位置: {0}のリッチ・テキスト解析エラー 
	
原因: リッチ・テキスト値で終了していないコメントが見つかりました。


	
処置: この値のコメントが終了していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60055: コンバータ: {0}にsetPatternメソッドがありません。 
	
原因: コンバータでメソッドの欠落が見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、コンバータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60056: コンバータ: {0}でsetPatternメソッドを実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: コンバータで無効なメソッドが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、コンバータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60057: コンバータ: {0}にあるsetPatternメソッドにアクセスできません。 
	
原因: コンバータで無効なメソッドが見つかりました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、コンバータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60058: 別のモデルのコンポーネントを再登録しようとしました。 
	
原因: IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60059: nullのQueryModelオブジェクトが見つかりました。 
	
原因: 問合せコンポーネントにQueryModelが設定されていないか、モデル・プロパティの式がnullまたは無効なオブジェクトに解決されています。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、問合せを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60060: nullのListOfValuesModelオブジェクトが見つかりました。 
	
原因: lovコンポーネントにListOfValuesModelオブジェクトが設定されていないか、モデル・プロパティの式がnullまたは無効なオブジェクトに解決されています。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、値リスト・コンポーネントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60061: 現在の基準が有効でないかnullです。 
	
原因: QueryDescriptor.getCurrentCriterion()メソッドが正しく実装されていないか、nullを戻しました。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、問合せを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60062: ID: {0}のポップアップ・コンポーネントが見つかりません。 
	
原因: LOVコンポーネントのcreatePopupIdに指定されたIDのポップアップが見つかりません。


	
処置: 開発ツールを使用してページを開き、ポップアップを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60063: af:decorativeBox: {0}のファセット・サイズが無効です。{1}は有効なCSS長ではありません。 
	
原因: decorativeBoxサイズ(topHeightなど)属性に無効な値が指定されています。


	
処置: decorativeBoxサイズ(topHeightなど)属性に有効なCSS長を指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60064: サポートされていない要素: {0} 
	
原因: 機能/パーティションの構成ファイルの解析中にサポートされない要素が見つかりました。


	
処置: 機能/パーティションの構成が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60065: サポートされていないネームスペース: {0} 
	
原因: 機能/パーティションの構成ファイルの解析中にサポートされないネームスペースが見つかりました。


	
処置: 機能/パーティションの構成が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60066: ADF Faces JavaScript機能のロードに失敗しました。 
	
原因: ADF Facesが自身の機能構成メタデータをロードできませんでした。


	
処置: 他の例外/エラーのログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60067: ADF Faces JavaScriptパーティションのロードに失敗しました。 
	
原因: ADF Facesが自身のパーティション構成メタデータをロードできませんでした。


	
処置: 他の例外/エラーのログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60068: タイプがvalueChangeに設定されたsetPropertyListenerを、editableValueHolderでないコンポーネントに追加しようとしています 
	
原因: タイプがvalueChangeに設定されたsetPropertyListenerをeditableValueHolderではないコンポーネントに追加しようとしました。


	
処置: setPropertyListenerタグを移動するか、リスニングしているイベントのタイプを変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60069: タイプ: {0}のmethodData情報がありません。 
	
原因: 指定されたタイプで使用可能なmethodData情報はありません。


	
処置: タイプがサポート対象のタイプであることを確認してください。サポート対象のタイプである場合は、バグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60070: タイプ: {0}のコンポーネントへのリクエストされたリスナーの追加試行に失敗しました。タイプ: {1}の場合、setPropertyListenerタグにより、コンポーネントがメソッド: {2}を持つことが求められます。 
	
原因: 指定されたタイプには、自身をリスナーとして追加するためにコールするsetPropertyListenerの適切な名前付き追加メソッドが存在しません。


	
処置: タイプ属性をコンポーネントでサポートされるイベント・タイプに変更するか、setPropertyListenerタグを削除してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60071: タイプ: {0}は有効タイプではありません。タイプの有効値は{1}です。 
	
原因: setPropertyListenerタグに無効なタイプが渡されました。


	
処置: setPropertyListenerタグのタイプ・プロパティをサポート対象のタイプに変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60072: setPropertyListenerタグはUIComponentの子である必要があります。 
	
原因: setPropertyListenerタグがUIComponentの子ではありませんでした。


	
処置: setPropertyListenerタグを移動して、UIComponentの子になるようにしてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60073: setPropertyListenerの"to"'属性はEL式である必要があります。 
	
原因: setPropertyListenerのto属性がEL式ではありませんでした。


	
処置: EL式になるようにto属性を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60074: タイプがactionに設定されたsetPropertyListenerを、actionSourceでないコンポーネントに追加しようとしています 
	
原因: タイプがactionに設定されたsetPropertyListenerをactionSourceではないコンポーネントに追加しようとしました。


	
処置: setPropertyListenerタグを移動するか、リスニングしているイベントのタイプを変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60075: ドロップ・ハンドラはnullを戻せません。 
	
原因: ドロップ・ハンドラはnullを戻せません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60076: アクティブ・データ・サービスはすでに初期化されています 
	
原因: AdsInitializerListenerはweb.xmlに登録されています。


	
処置: web.xmlからAdsInitializerListenerクラスを削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60077: CalendarModelはnullです。 
	
原因: カレンダが有効なCalendarModelにバインドされていません。


	
処置: カレンダの値属性を調べて、有効なoracle.adf.view.rich.model.CalendarModelに設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-60078: ID: {0}のコンポーネントがアクティブ・データに登録されていないため、クライアントでページのリロードが施行されます。 
	
原因: コンポーネントが適切に登録されていません。


	
処置: コンポーネントをアクティブ・データに登録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60079: カレンダの'availableViews'属性には'month'が含まれますが、'day'は含まれません。'month'が存在する場合、'day'も必要です。 
	
原因: カレンダのavailableViewsはmonthビューを表示するように構成されていますが、dayビューは構成されていません。


	
処置: dayを含めるにようにavailableViews属性を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60080: カレンダの'availableViews'属性には有効な値が含まれません。 
	
原因: カレンダのavailableViews属性が指定されていますが、認識可能な値が含まれていません。


	
処置: 有効な値の組合せ(all、day、month、week、list)を使用するようにavailableViews属性を修正するか、未指定のままにしてデフォルトのビュー(all)が表示されるようにします。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60081: OutputStreamはすでに取得済みです。 
	
原因: OutputStreamはすでに取得されています。


	
処置: OutputStreamをnullにする必要があります。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60082: ライターはすでに取得済みです。 
	
原因: ライターはすでに取得されています。


	
処置: ライターをnullにする必要があります。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60083: レスポンスはすでにコミットされています。 
	
原因: レスポンスはすでにコミットされています。


	
処置: コミットされたレスポンスは変更しないでください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60084: コンポーネントがデフォルトのDragSourceをサポートしないか、提供されたDragSourceが無効でした。 
	
原因: IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60085: EditableValueHolderのインスタンスではない親です: {0} 
	
原因: バリデータ・タグにはEditableValueHolderの親が必要です。


	
処置: バリデータをEditableValueHolderの親に追加してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60086: validatorId:{0}、binding:{1}のバリデータの作成に失敗しました 
	
原因: 有効なvalidatorIdまたはバインディングを指定する必要があります。


	
処置: バリデータのvalidatorIdおよびバインディングを確認してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60087: 移動するファセットの検索に失敗しました。コンポーネント・ツリーから必要なコンポーネントが削除されています。コンポーネントは、クライアントID{0}、相対検索パス{1}のコンポーネントの下にあると考えられます。 
	
原因: 必要なコンポーネントがコンポーネント・ツリーから削除されています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60088: IDが{0}のコンポーネントは、自動的に再度レンダリングされるように再登録されていません。 
	
原因: このコンポーネントは自動的に再レンダリングされるように登録されていません。


	
処置: reregisterComponentForPPR (FacesContextコンテキスト、UIComponentコンポーネント)をコールする前に、このコンポーネントが自動的に再レンダリングされるように登録されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60089: oracle.adf.view.rich.portal.FILE_DOWNLOAD_MAX_DISK_SPACEの構成値({0})より大きなファイルが保存されようとしました。 
	
原因: FileDownloadActionListenerのメソッドに対するコールにより、ファイル・システムに保存するファイルが生成されました。web.xmlでoracle.adf.view.rich.portal.FILE_DOWNLOAD_MAX_DISK_SPACEパラメータが構成されていないためにデフォルト制限の2MBを超過したか、そのファイルが構成値よりも大きくなっています。


	
処置: web.xmlでoracle.adf.view.rich.portal.FILE_DOWNLOAD_MAX_DISK_SPACE context-paramを追加または更新して、必要な最大ファイル・サイズに対応してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60090: アクティブ・データ・サービスDataUpdateManagerがNULLです 
	
原因: 現在のページのDataUpdateManagerがNULLです。


	
処置: なし。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60091: タイプ: {0}のコンポーネントへのリクエストされたリスナーの追加試行に失敗しました。タイプ: {0}の場合、resetListenerタグにより、コンポーネントがイベント{1}を公開することが求められます。 
	
原因: 指定されたタイプには、自身をリスナーとして追加するためにコールするresetListenerの適切な名前付き追加メソッドが存在しません。


	
処置: タイプ属性をコンポーネントでサポートされるイベント・タイプに変更するか、resetListenerタグを削除してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60092: タイプ: {0}は有効タイプではありません。タイプの有効値は{1}です。 
	
原因: resetListenerタグに無効なタイプが渡されました。


	
処置: resetListenerタグのタイプ・プロパティをサポート対象のタイプに変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60093: resetListenerタグはUIComponentの子である必要があります。 
	
原因: resetListenerタグがUIComponentの子ではありませんでした。


	
処置: resetListenerタグを移動して、UIComponentの子になるようにしてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60094: PanelCollectionのfeaturesOff属性の未認識の機能: {0}。 
	
原因: PanelCollection featuresOff属性で無効な機能名が使用されています。


	
処置: 有効な機能名を使用してください。機能名では大文字と小文字が区別されます。PanelCollectionタグのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60095: フォーム・レンダラの処理中に、検出されたコンテキスト変更が必要なコンポーネントと一致しませんでした。 
	
原因: フォーム・レンダラの処理中に、検出されたコンテキストの変更が予期されるコンポーネントと一致しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60096: PPR中のサーバー例外、#{0} 
	
原因: PPRリクエストの実行中に例外がスローされました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60097: 詳細は、{0}で始まるエントリのサーバーのエラー・ログを参照してください。 
	
原因: PPRリクエストの実行中に例外がスローされました。


	
処置: このエラーの詳細は、サーバーのエラー・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60098: Facesライフサイクルでフェーズ{0}の未対応の例外を受信します 
	
原因: ADF例外ハンドラで例外が処理されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60099: ID: {0}のリージョン・コンポーネントでは、複数のルート・コンポーネントでページ・フラグメントが検出されました。複数のルート・コンポーネントを含むフラグメントはリージョンに正しく表示されず、また、パフォーマンスにマイナスの影響がある場合があります。ページ・フラグメントを再構築してルート・コンポーネントを1つにすることをお薦めします。 
	
原因: リージョン・コンポーネントにより複数のルートを持つページ・フラグメントが検出されました。


	
処置: 単一のルート・コンポーネントが設定されるようにフラグメントを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60100: リクエストの処理中にエラーが発生しました。詳細は、HTTPエラー・ステータス・コード: {0}で始まるサーバーのエラー・ログを参照してください 
	
原因: PPRリクエストの実行中に例外がスローされました。


	
処置: このエラーの詳細は、サーバーのエラー・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60101: HTTPエラー・ステータス・コード: {0}。 
	
原因: HTTPサーバーでエラーが発生したため、リクエストを実行できませんでした。


	
処置: サーバーから戻されたステータス・コードを参照して問題を解決するか、システム管理者に問い合せてください。
レベル: 1

タイプ: SEVERE

影響: ロギング










	ADF_FACES-60102: 現在のリクエストにviewIdを特定できません。ヘッダーAdf-View-idにnullのviewIdが設定されます。 
	
原因: UIViewRootインスタンスは現在のリクエストに対してnullです。


	
処置: 現在のリクエストのレスポンス・ヘッダーにnullのviewIdが設定されます。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_FACES-60103: このアプリケーションの実行に十分でないJSFバージョンです。 
	
原因: JSFのバージョンが、このアプリケーションに必要なバージョンより低いバージョンです。


	
処置: 環境を調べて、アプリケーション・クラス・パスのJSFライブラリを確認してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADF_FACES-60104: 名前{1}の値{0}をエンコードできないため、かわりにnullを書き込みます。 
	
原因: クライアントに送信する値をエンコードできません。


	
処置: 値を確認してください。たとえば、クライアントに送信するためにjavascriptでエンコードできない値がclientAttributeコンポーネントに設定されている可能性があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング















2 ADF_TRINID-00001からADF_TRINID-30336



	ADF_TRINID-00001: FacesBeanクラス{0}が見つかりませんでした 
	
原因: FacesBeanクラス名が見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00002: FacesBean {0}のインスタンスを作成できませんでした 
	
原因: IllegalArgumentExceptionです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00003: faces-bean.propertiesファイルが見つかりません 
	
原因: いずれのJARでもfaces-bean.propertiesファイルを見つけることができませんでした


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00004: {0}をロードできませんでした 
	
原因: URLを見つけることができません


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。URLが正しく入力されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00005: {0}の新規コンポーネント・インスタンスの作成時にエラーが発生しました 
	
原因: ChangeManagerのエラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。TrinidadとJSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00006: 変換クラス: {0}のタイプが{1}ではありません 
	
原因: ChangeManagerのエラーです。


	
処置: 変換できるようにタイプを変更するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00007: converterClass: {0}をインスタンス化できません 
	
原因: ChangeManagerのエラーです。


	
処置: converter classがインスタンス化できることを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00008: 保存済の子の数が現在の数と一致しません(過去{0}、現在{1}) 
	
原因: TreeState実装のエラーです。


	
処置: TreeState実装を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00009: {0}の一部のファセットの状態が欠落しており、リストアされません。 
	
原因: TreeState実装のエラーです。


	
処置: TreeStateファセットを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00010: 保存済のファセットの状態には、リストアされたツリーにないファセット"{0}"の状態が含まれています。この状態を破棄します。 
	
原因: TreeState実装のエラーです。


	
処置: TreeStateファセットを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00011: 保存済の状態には一時コンポーネント: {0}の状態が含まれています 
	
原因: TreeState実装のエラーです。


	
処置: TreeState状態の実装を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00012: clientRowKey:{0}のrowKeyが見つかりませんでした 
	
原因: clientRowKeyの設定/取得時のUIXCollection実装のエラーです。


	
処置: UIXCollection実装を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00013: currencyKey:{0}およびcurrencyKeyForInitialStampState:{1}およびstampId:{2}の初期スタンプ状態がありませんでした 
	
原因: UIXCollectionのエラーです。


	
処置: UIXCollection実装を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00014: {0}のレンダラ(rendererType = {1})が見つかりませんでした 
	
原因: レンダー・キットのレンダラ登録エラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録し、Trinidad JARがインストールされていることを確認して、faces-config.xmlファイルを調べてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00015: タイプ・プロパティをロードできませんでした 
	
原因: JARからのfaces-bean-type.propertiesの取得エラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録し、TrinidadとJSF JARがインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00016: リソース・キー{0}をスキン{1}から取得できませんでした 
	
原因: ResourceBundleキーがフレームワークまたはスキンのリソース・バンドルに存在しません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録するか、スキン・リソース・ファイルをチェックしてスキンにリソース・キーが存在することを確認してください(trinidad-skins.xmlを参照)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00017: すでにRenderingContextを持っていたスレッドに追加で添付しようとしています。 
	
原因: スレッドにはすでに連結されているRenderingContextがありました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。release()をコールしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00018: RequestContextが見つかりません。2桁の開始年はデフォルトに設定されます 
	
原因: RequestContextが未設定です。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのJARがインストールされ、web.xmlでフィルタが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00019: RequestContextが見つかりません。TimeZoneはデフォルトに設定されます。 
	
原因: RequestContextが未設定です。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのJARがインストールされ、web.xmlでフィルタが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00020: タイプ: {0}のDecimalFormatの取得に失敗しました。小数区切り、数値グループ区切り、通貨コードはロケール{1}に基づいたデフォルトに設定されます 
	
原因: DecimalFormatが設定されていません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのJARがインストールされ、web.xmlでフィルタが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00021: RequestContextがnullです。小数区切り、数値グループ区切り、通貨コードはロケールに基づいたデフォルトに設定されます 
	
原因: RequestContextが未設定です。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのJARがインストールされ、web.xmlでフィルタが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00022: RequestContextがnullで、通貨コードを取得できません 
	
原因: RequestContextが未設定です。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのJARがインストールされ、web.xmlでフィルタが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00023: 数値書式がDecimalFormatのインスタンスではありませんでした。フォーマット時に通貨情報は無視します。 
	
原因: 数値書式が正しく設定されていませんでした。


	
処置: 数値書式を正しく設定するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00024: CollectionModelがnullに設定されました 
	
原因: setCollectionModelにnullパラメータを渡されました


	
処置: setCollectionModelをコールするコードを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00025: 無効なrowkey:{0}、タイプ:{1} 
	
原因: ClassCastExceptionのrowkeyは整数である必要があります


	
処置: rowkeyを整数に修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00026: ViewIdPropertyMenuModel内のviewIdプロパティはnullです。viewIdプロパティはフォーカスrowKeyの検索に必要です。 
	
原因: ツリーのノードからviewIdの取得に使用されるviewIdPropertyがnullです。


	
処置: viewIdPropertyをnull以外に設定するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00027: EL式{0}が無効か、不正な値を戻しました 
	
原因: ELExpression評価で例外が発生しました。


	
処置: ELExpressionを有効にするか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00028: URI {0}を開く際の例外 
	
原因: openStreamの例外です。


	
処置: URIを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00029: メニュー・モデル{0}を作成中の例外 
	
原因: メニュー・モデルの作成中の例外です。


	
処置: メニュー・モデル・コードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00030: パス"{1}"のリソース"{0}"が見つかりません 
	
原因: getResource呼び出し中のエラーです。


	
処置: リソースが見つかることを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00031: タイプ{0}のアイコンのイメージ・データを取得できません。ContextImageIconを使用してください。 
	
原因: Icon openStreamメソッドがコールされましたが、サポート対象外でした。


	
処置: かわりに、コード内でContextImageIconを使用してみてください。または、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00032: 解析中のエラー: {0} 
	
原因: /META-INF/servicesのファイルからのサービスの解析中のエラーです。


	
処置: サービスを調べ、URLが有効であることを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00033: リソースをロード中のエラー: {0} 
	
原因:サービスをロード中のIOExceptionです。


	
処置: サーバーを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00034: リソース名"{0}"がスラッシュで始まるため、移植性がありません。 
	
原因: リソース名がスラッシュで始まっていますが、これは許可されません。


	
処置: リソース名をスラッシュで始まらないように修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00035: バンドル{0}をロードできません 
	
原因: MissingResourceException。バンドルをロードできませんでした。


	
処置:ロードできるようにリソース・バンドルを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00036: Facesバンドル{0}をロードできません 
	
原因: MissingResourceExceptionです。


	
処置: JSF JARが正しくインストールされていることを確認してください。Facesバンドルが存在することを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00037: サーブレット・パス:{0}でResourceServletのResourceLoaderが見つかりません。原因: リソース:{1}が見つかりませんでした 
	
原因: リソースがありません。


	
処置: 指定したリソースが存在することを確認してください。JARが正しくインストールされていることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00038: Trinidad ResourceServletがデバッグ・モードで実行中です。本番環境では使用しないでください。/WEB-INF/web.xmlの{0}パラメータを参照してください。 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードで稼働しないようにweb.xmlのパラメータを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00039: コンテキスト・クラス・ローダーが見つかりませんでした。 
	
原因: Thread.getContextClassLoaderがnullを戻しました。


	
処置: コードを修正してContextClassLoaderのロードを可能にしてください。Webサーバーを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00040: {0}をint[]に変換できませんでした 
	
原因: 値が整数のリストではありません。


	
処置: 整数の配列に変換できるように値を変更してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00041: 値{0}をパターン"yyyy-MM-dd"を使用した日付に解析できませんでした。無視します。 
	
原因: 日付プロパティの値のフォーマットが正しくありません。


	
処置: 使用しているパターンに問題がない場合は、処置は必要ありません。これ以外の場合は、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00042: 親の<tr:componentRef>が見つかりません。 
	
原因: 親のcomponentRefコンポーネントが存在しません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ページにcomponentRefコンポーネントを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00043: イベント{0}が、すでに公開状態にあるshowDetailに配信されました。 
	
原因: レンダラが不必要なイベントを配信したか、公開イベントを待つのではなく、自分自身を公開する設定にしました。


	
処置: showDetailレンダラ・コードを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00044: 名前"{0}"はすでに登録されています。 
	
原因: 名前付きのFacesBean addKeyはすでに追加されています。


	
処置: 重複した名前がないことを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00045: 索引"{0}"はすでに登録されています。 
	
原因: 索引のあるFacesBean addkeyはすでに追加されています。


	
処置: 重複した索引がないことを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00046: タイプはすでにロックされています 
	
原因: FacesBeanタイプのオブジェクトはロックされています。さらに変更を加えることはできません。IllegalStateException。名前はすでにkeymapに存在します。


	
処置: FacesBean.Typeをロックしているコードを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00047: プロパティ"{0}"が見つかりません。 
	
原因: IllegalArgumentException。バインディングをサポートしていないキーに値バインディングを設定しようとしました


	
処置: プロパティに値バインディングを設定しないでください。または、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00048: キー{0}はリストに使用できません 
	
原因: IllegalArgumentException。PropertyKeyがリストではありません。このメソッドをコールするにはリストである必要があります。


	
処置: PropertyKeyがリストに使用できるようにコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00049: キー{0}はリスト・キーです 
	
原因: IllegalArgumentException。渡されたpropertykeyはリストですが、リストは使用できません。


	
処置: propertyKeyがリスト・キーでなくなるようにコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00050: デフォルト値{0}はタイプ{1}に割当不可です 
	
処置: IllegalStateException。PropertyKeyコンストラクタのエラーです。


	
処置: null以外のdefaultValueパラメータに渡すようにPropertyKeyコンストラクタを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00051: 機能マスク{0}が解釈されません 
	
処置: IllegalStateException。PropertyKeyコンストラクタのエラーです。


	
処置: PropertyKey APIを確認して有効な機能マスクを使用するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00052: 無効な索引 
	
処置: IllegalStateException。PropertyKeyコンストラクタのエラーです。


	
処置: PropertyKey APIを確認してPropertyKeyコンストラクタに有効な索引を指定するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00053: 重複ID {0}の追加を試行 
	
原因: ChangeManager。すでにこのIDのある子が存在します。


	
処置: 重複IDを削除するか、アプリケーションに対するバグを記録をします。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00054: ノードが指定されていません 
	
原因: ChangeManager。メソッドに渡したcomponentNodeがnullです。


	
処置: ノードを指定するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00055: コンポーネントが必要 
	
原因: ChangeManager。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: ChangeManager APIを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00056: DocumentFragmentが必要 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentExceptionです。


	
処置: ChangeManager APIを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00057: 属性名がnullのAttributeChangeは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: ChangeManager APIを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00058: FacesContext、UIComponentまたはChangeのいずれかがnullのChangeは追加できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: ChangeManager APIを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00059: UIComponentがnullのChangeComponentProxyは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: 検索パターンにNULL以外の値を指定してください。APIを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00060: ターゲット・クラス名を指定する必要があります 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentExceptionです。


	
処置: targetClassNameを指定するChangeManager.registerDocumentFactoryのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00061: コンバータ・クラス名を指定する必要があります 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentExceptionです。


	
処置: converterClassNameを指定するChangeManager.registerDocumentFactoryのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00062: 親はnullにできません 
	
原因:ChangeManager。パラメータがnullです。


	
処置: 親をnull以外にするか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00063: 子IDがnullのRemoveChildChangeは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: nullでない子IDを指定するようにコンストラクタを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00064: facetNameがnullのRemoveFacetChangeは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: null以外のfacetNameを使用するようにコンストラクタを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00065: 子IDがnullのReorderChangeは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: nullでない子IDを使用するようにコンストラクタを修正をするか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00066: facetNameまたはfacetComponentのいずれかがnullのAddFacetChangeは作成できません。 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: nullでないfacetNameまたはfacetComponentを使用するようにコンストラクタを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00067: ファセット名を指定する必要があります 
	
原因: ChangeManager。IllegalArgumentException。コンストラクタ・エラーです。


	
処置: null以外のfacetNameを使用するようにコンストラクタを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00068: 索引:{0} サイズ:{1} 
	
原因: ChildArrayListは正しくビルドされませんでした


	
処置: ChildArrayListをビルドするコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00069: 不正なPhaseId: {0} 
	
原因: メソッドに渡されたphaseIdが無効です


	
処置: このメソッドをコールするときにphaseIdが有効であることを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00070: 無効なID: {0} 
	
原因: コンポーネントのIDが正しくありません。最初の文字がセパレータ文字か空である可能性があります。


	
処置: ページで無効なコンポーネントIDを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00071: wrappedEvent 
	
原因: WrapperEventコンストラクタの無効な使用です。wrappedEventパラメータがnullです。


	
処置: WrappedEventオブジェクトを作成するコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00072: RenderingContextがすでに解放されていたか、添付されていませんでした。 
	
原因: 添付されていないRenderingContextを解放しようとしました。


	
処置: RenderingContextをリリースしようとするコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00073: 現在のコンテキストとは異なるRenderingContextを解放しようとしています。 
	
原因: 現在のRenderingContextではないRenderingContextを解放しようとしました。


	
処置: RenderingContextをリリースしようとするコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00074: エラーではありません。このトレースはデバッグ用です。 
	
原因: エラーではありません。このトレースはRequestContextクラスのデバッグに使用されます。


	
処置: これはデバッグ・ログ・メッセージであるのみのため、処置は必要ありません。このメッセージをオフにするには、LOGをFINESTよりも大きく設定してください
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00075: 現在のコンテキストとは異なるRequestContextを解放しようとしています。 
	
原因: 現在のRequestContextではないRequestContextを解放しようとしました。


	
処置: RequestContextを作成したものと同じコードでコールされた解放メソッドを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00076: このクラス・ローダーにはすでにファクトリが使用できます。 
	
原因: IllegalStateException。このクラスローダーにすでに存在するRequestContextFactoryをマップに設定しようとしました。


	
処置: クラス・ローダーにすでに存在するRequestContextFactoryでsetFactory(RequestContextFactory factory)をコールしないでください。また、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00077: 指定されたFacesContextまたはUIComponentがnullです 
	
原因: NullPointerException。メソッドに渡されたFacesContextまたはUIComponentがnullでした。


	
処置: このNullPointerExceptionを発生させたコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00078: FacesContextまたはUIComponentがnullです 
	
原因: NullPointerException。メソッドに渡されたFacesContextまたはUIComponentがnullでした。


	
処置: このNullPointerExceptionを発生させたコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00079: パターンには少なくとも値を1つ含める必要があり、nullにはできません 
	
原因: ColorConverterのIllegalArgumentException。パターンがnullまたは空です。


	
処置: ColorConverterのパターンを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00080: 指定されたオブジェクトは色として書式設定できません 
	
原因: メソッドに渡されたオブジェクトが色または数のインスタンスではありませんでした。


	
処置: メソッドに渡すオブジェクトを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00081: 無効な属性名{0} 
	
原因: IllegalArgumentException。FacesBean.Typeで属性名が見つかりませんでした。


	
処置: 値バインディングを調べて属性名が存在することを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00082: 値"{0}"のタイプはjava.util.Dateでなく{1}です 
	
原因: ClassCastException。値が文字列または日付ではありませんでした。


	
処置: 文字列または日付を示すように値バインディングを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00083: 無効な日付形式''{0}'' 
	
原因: IllegalStateException。日付形式が、default、short、medium、long、fullまたはshortishではありませんでした。


	
処置: DateTimeConverterのdateStyle属性を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00084: 無効な時間形式''{0}'' 
	
原因: IllegalStateException。時間形式がdefault、short、medium longまたはfullではありませんでした。


	
処置: DateTimeConverterのtimeStyle属性を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00085: 無効なタイプ''{0}'' 
	
原因: IllegalStateException。タイプがdate、time、またはbothではありませんでした。


	
処置: DateTimeConverterのtype属性を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00086: 無効なメッセージIDで、予期しない値{0} 
	
原因: DateTimeConverterのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: メッセージ・パターンを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00087: 属性"type"の無効な値で、予期しない値{0} 
	
原因: IllegalArgumentExceptionです。


	
処置: DateTimeConverterのtype属性を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00088: FacesContextまたはComponentがnullです 
	
原因: NullPointerException。メソッドに渡されたFacesContextまたはUIComponentがnullでした。


	
処置: NullPointerExceptionを発生させたコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00089: "pattern"または"type"を指定する必要があります 
	
原因: IllegalArgumentException。patternとtypeのパラメータが両方ともnullでした。


	
処置: NumberConverterのtypeまたはpatternの属性を設定するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00090: "value"のタイプがjava.lang.Numberではありません 
	
原因: NumberConverter内のIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: NumberConverterの値を数値または文字列に修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00091: {0}は有効なタイプではありません 
	
原因: NumberConverter内のIllegalArgumentException。タイプは数値、通貨、またはパーセンテージである必要があります。


	
処置: NumberConverterのtype属性を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00092: 無効なパターン文字''{0}'' 
	
原因: rgbパターン文字のチェック時の、RGBColorFormat内のIllegalArgumentEcxeptionです。


	
処置: RGBColorFormatのrgbパターンを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00093: ロガーが必要 
	
原因: TrinidadLoggerコンストラクタ・エラーです。


	
処置: TrinidadLoggerを作成するコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00094: ロガー名が必要 
	
原因: このメソッドに必須のパラメータである名前を指定せずにTrinidadLoggerを作成しようとしました。


	
処置: TrinidadLogger.createTrinidadLoggerのコールを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00095: クラスが必要 
	
原因: このメソッドに必須のパラメータであるクラスを指定せずにTrinidadLoggerを作成しようとしました。


	
処置: TrinidadLogger.createTrinidadLoggerのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00096: パッケージが必要 
	
原因: このメソッドに必須のパラメータであるパッケージを指定せずにTrinidadLoggerを作成しようとしました。


	
処置: TrinidadLogger.createTrinidadLoggerのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00097: rowDataがnullです 
	
原因: TreeModelまたはMenuModelのIllegalStateException。rowDataがnullです。


	
処置: rowDataを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00098: ルート・コンテナを終了できません 
	
原因: TreeModelまたはMenuModelのIllegalStateExceptionです。


	
処置: パス・サイズに関するTreeModelまたはMenuModelのコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00099: 無効な値が設定されています - 値は-1と最大の間である必要があります 
	
原因: コンストラクタが不適切な値でコールされました。


	
処置: DefaultBoundedRangeModelを作成するコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00100: {0}をMenuModelに変換できませんでした 
	
原因: IllegalArgumentException。値をMenuModelに変換できませんでした。


	
処置: MenuModelに変換されるようにMenuModelの値を修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00101: rowKey 
	
原因: IllegalStateException。PathHelperのrowKeyが未設定で、nullです。


	
処置: PathHelperのrowKeyを設定するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00102: ポップするパス要素がありません 
	
原因: PathHelperのIllegalStateExceptionです。


	
処置: パスを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00103: クローニングできませんでした 
	
原因: CloneNotSupported。クローニングできないオブジェクトに対してclone()をコールしようとしました。


	
処置: メソッドをコールする前にオブジェクトがクローニングできることを確認するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00104: 削除する要素がありません 
	
原因: IllegalStateException。null要素を削除しようとしました。


	
処置: rowKeySetコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00105: TODO 
	
原因: これは単にtodoです。原因はありません。


	
処置: これは単にtodoです。処置はありません。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00106: プロパティがnullです 
	
原因: SortCriterionコンストラクタ・エラー、NullPointerExceptionです。


	
処置: NullPointerExceptionを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00107: MenuContentHandlerは登録されませんでした。 
	
原因: IllegalStateException。サービスに登録されているMenuContentHandlerはありません。


	
処置: MenuContentHandlerを登録するようにコードを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00108: RenderingContextがありません 
	
原因: IllegalStateException。RenderingContextはnullにできません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00109: リソース・パスの正規表現"{0}"の先頭にスラッシュがありません 
	
原因: IllegalArgumentException。先頭にスラッシュがありませんが、存在している必要があります。


	
処置: 先頭にスラッシュを追加してリソース・パスを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00110: このクラス・ローダーにはすでにファクトリが使用できます。 
	
原因: IllegalStateException。このクラス・ローダーではSkinFactoryをすでに使用できます。


	
処置: SkinFactory.setFactoryのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00111: byte[]はnullにできません 
	
原因: NullPointerException。引数はnullです。


	
処置: byte[]をnull以外の値に設定してNullPointerExceptionを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00112: 実際の長さ: {0} オフセット: {1} 長さ: {2} 
	
原因: IndexOutOfBoundsException。メソッドに渡されたbyte[]、オフセット、長さの引数が正しくありません。


	
処置: IndexOutOfBoundsExceptionを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00113: FastMessageFormatは数値引数のみをサポートします 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: メソッドに渡される引数を数値に修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00114: パターンの終了が見つかりません 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: FastMessageFormatパターンを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00115: FastMessageFormat: 空の引数 - {} - が見つかりました 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: 空でない引数が設定されるようにメソッドのコールを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00116: バンドルが見つかりません 
	
原因: バンドルが見つかりませんでした。


	
処置: コードを修正してリソース・バンドル(たとえばApplicationFacesMessageBundle)を見つけられるようにするか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00117: resourceIdがnullです 
	
原因: NullPointerException。null値がメソッドに渡されました。


	
処置: null値でないresourceIdを渡すことでNullPointerExceptionを修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00118: デフォルトのFacesMessage.FACES_MESSAGESが見つかりません 
	
原因: NullPointerException。JSF仕様からのFacesMessage.FACES_MESSAGESが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00119: FacesContextがnullです 
	
原因: NullPointerException。メソッドに渡されるときにFacesContextがnullでしたが、nullは使用できません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00120: カスタム・メッセージのタイプはValueBindingまたは文字列である必要があります 
	
原因: IllegalArgumentException。メソッドのカスタム・メッセージのタイプが正しくありませんでした。


	
処置: customMessagePatternをValueBindingまたは文字列オブジェクトに修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00121: プロバイダ{0}は、{1}を実装するオブジェクトを戻しませんでした 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00122: FacesContext.getRenderKit()が{0}サービスの取得時にnullを戻しました。構成を確認してください。 
	
原因: サービス・ユーティリティ・コードでサービスを取得中のIllegalStateExceptionです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。構成を確認し、JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00123: FacesContextまたはComponentがnullです 
	
原因: NullPointerException。メソッドに渡されたFacesContextまたはUIComponentがnullでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。構成を確認し、JSF JARがすべて正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00124: エンコーディング: {0}はJVMでサポートされていません 
	
原因: JVMでサポートされないエンコーディングを使用してByteLength Validatorにエンコードをしようとして、IllegalCharsetNameExceptionが発生しました。


	
処置: エンコーディング、およびJVMを確認してください。あるいは、アプリケーションに対するバグを記録してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00125: 'value'のタイプがjava.util.Dateではありません 
	
原因: 値が要求されるタイプではありませんでした。


	
処置: java.util.Dateのタイプに値を変更するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00126: パターンがnullです 
	
原因: 正規表現のパターンがnullでしたが、nullは使用できません。


	
処置: 正規表現をnullでない値に修正するか、アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00127: 無効な属性名{0} 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-00128: <f:view>がこのページにありませんでした。<f:view>が処理されていないタグ{0}が検出されました。 
	
原因: このページにビュー・タグが存在しませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページにビュー・タグを追加してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30001: ユーザー・エージェント"{0}"は不明です。エージェント属性が"unknown"のエージェントを作成します。 
	
原因: ユーザーのエージェントのユーザー・エージェントが不明です。


	
処置: IE7やFirefoxなどの既知のエージェントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30002: エージェント・タイプは不明です。エージェント属性がnullのエージェントを作成します。 
	
原因: ユーザーのエージェントのエージェント・タイプが不明です。


	
処置: IE7やFirefoxなどの既知のエージェントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30003: 機能ドキュメントから機能を取得できませんでした 
	
原因: ユーザー・エージェントの機能マップを取得しようとして、RuntimeExceptionが発生しました。


	
処置: IE7やFirefoxなどの既知のエージェントを使用してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30004: 機能ドキュメントが見つかりませんでした 
	
原因: 機能ドキュメントMETA-INF/agent/capabilities.xmlが見つかりませんでした。


	
処置: Apache TrinidadフレームワークJARがインストールされていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30005: 機能ファイルを解決できません 
	
原因: 機能ドキュメントMETA-INF/agent/capabilities.xmlをロードしようとして、例外が発生しました。


	
処置: Apache TrinidadフレームワークJARがインストールされていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30006: 参照組込みに無効な依存関係が見つかりました 
	
原因: 指定されたcapabilitiesNodeの機能の解決中に無効な依存関係が見つかりました。


	
処置: IE7やFirefoxなどの既知のエージェントを使用してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30007: ID: {0}への参照が見つかりません 
	
原因: ノードのrefIdを使用してノードの機能を取得しようとしましたが、refIdが見つかりませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。機能ドキュメントが有効なxmlであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30008: 機能ドキュメントの解析に失敗しました 
	
原因: XMLベースの機能ドキュメントの解析中にIOExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。機能ドキュメントが有効なxmlであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30009: エージェント文字列を解析できません 
	
原因: エージェント文字列解析中にParseExceptionが発生しました。


	
処置: IE7やFirefoxなどの既知のエージェントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30010: 要素{0}に欠落した(または空の)属性があります 
	
原因: ドキュメントを解析しようとしましたが、エレメントに必要な属性が存在しません。


	
処置: 解析対象のドキュメントの構文と属性が正しいことを確認してください。Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30011: 機能データ・ドキュメントの解析に失敗しました 
	
原因: 機能データ・ドキュメントを解析しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。機能ドキュメントが有効なxmlであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30012: モデル文字列を解析できません 
	
原因: 機能ファイルのデバイス・ノードを解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 機能ドキュメントを確認してください。機能ドキュメントが有効なxmlであることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30013: 機能データURL {0}が無効です 
	
原因: URL作成中にMalformedURLExceptionが発生しました。


	
処置: 機能ドキュメントを調べ、URLのフォームが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30014: トークン{0}の保存済表示状態が見つかりませんでした 
	
原因: StateManagerで保存済表示状態が見つかりませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30015: 使用可能な構造も使用可能なルートもありません 
	
原因: StateManagerで状態をリストアしようとしましたが、利用可能な表示ルートがありませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30016: 使用可能な構造がありません 
	
原因: StateManagerの状態をリストアしようとしましたが、使用可能な構造がありませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30017: サーブレット初期化パラメータ:{0}を無視します。解析できません:{1} 
	
原因: サーブレット初期化パラメータを解析しようとしましたが、エラーが発生しました。


	
処置: サーブレット初期化パラメータを確認してください。Webサーバーを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30018: ViewHandler {0}をロードできませんでした 
	
原因: ViewHandlerをロードしようとしましたが、例外がスローされました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30019: Apache Trinidadがタイムスタンプ・チェックを有効にした状態で実行中です。これは本番環境では使用しないでください。WEB-INF/web.xmlの{0}プロパティを参照してください 
	
原因: web.xmlでタイムスタンプ・チェックが有効化されています。


	
処置: 本番環境ではタイムスタンプ・チェックをオフにしてください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30020: {0}をロードできませんでした 
	
原因: URLをロードしようとしましたが、例外が発生しました。


	
処置: サーバー上でURLが見つかることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30021: UploadedFileProcessorをインスタンス化できませんでした 
	
原因: UploadedFileProcessorをインスタンス化しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Trinidad JARが正しくインストールされていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30022: Trinidadがデバッグ・モードで実行中です。本番環境では使用しないでください。参照:{0} 
	
原因: デバッグ・モードがオンです。


	
処置: web.xmlでデバッグをfalseに設定してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30023: 要素{0}が解釈されません 
	
原因: WEB-INF/trinidad-config.xmlの解析中に、無効な要素が見つかりました。


	
処置: trinidad-config.xmlファイルを調べ、要素が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30024: 要素{0}はEL式をサポートしません。 
	
原因: WEB-INF/trinidad-config.xmlの解析中に、ELバインディングをサポートしていない要素でELバインドが見つかりました。


	
処置: trinidad-config.xmlファイルを確認し、この要素をELバインドしないようにします。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30025: 要素{0}は整数値のみを受け入れます 
	
原因: WEB-INF/trinidad-config.xmlで問題が見つかりました。


	
処置: trinidad-config.xmlファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30026: コンテキスト・クラス・ローダーが見つかりませんでした。 
	
原因: Thread.currentThread().getContextClassLoader()をコールしようとしました。


	
処置: Webサーバーを確認してください。Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30027: コンフィギュレータ・サービスがすでに初期化されています。 
	
原因: グローバル・コンフィギュレータとコンフィギュレータ・サービスの初期化中に、これらがすでに初期化されていることが検出されました。


	
処置: コンフィギュレータ・サービスを複数回初期化しないでください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30028: RequestContextが以前のリクエストで正しく解放されていませんでした。 
	
原因: RequestContextが解放されたかどうかを確認しましたが、解放されていませんでした。


	
処置: これはコードによってクリーンアップされるため、処置は不要です。コードを調べ、RequestContextを正しく解放していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30029: リクエスト文字エンコーディングを{0}に設定できません。リクエスト・パラメータがすでに読み込まれているためです。 
	
原因: パラメータを取得した後に、文字エンコーディングを設定しようとしました。


	
処置: コードでsetCharacterEncodingが不適切な時点にコールされているため、Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30030: returnFromDialogが正しく機能するために使用可能な'DialogUsedRK'キーがありません。 
	
原因: ダイアログからの戻りがこのエラーの原因です。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30031: 戻りイベントをキューできませんでした。起動ソースがありません 
	
原因: 戻りイベントをキューしようとしました。


	
処置: ダイアログ・コードを調べ、起動ソースが存在することを確認してください。Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30032: RenderKit {0}はDialogRenderKitServiceをサポートしていないため、複数ダイアログの起動には使用できません。かわりに単一のウィンドウを使用します。 
	
原因: ダイアログを起動しようとしました。


	
処置: DialogRenderKitServiceをサポートするレンダーキットを使用するか、DialogRenderKitServiceを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30033: Apache Trinidadは、永続性の変更にHTTPSessionを使用しています 
	
原因: アプリケーション開発者にTrinidadがHTTPSessionを使用していることを伝える通知です。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30034: ChangeManager:{0}を作成できません 
	
原因: ChangeManagerを作成しようとして、例外が発生しました。


	
処置: ChangeManagerの構成を確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30035: 部分トリガー{0}を{1}から見つけることができませんでした 
	
原因: 部分トリガーを見つけようとしました。


	
処置: partialTriggersが既存のコンポーネントのIDに指定されていることを確認してください。JDeveloperでjspxのページを表示すると、JDeveloperによってエラーのフラグが立てられます。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30036: 文字エンコーディング{0}の設定に失敗しました 
	
原因: 文字エンコーディングを設定しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30037: リクエストされた文字エンコーディングの検出は無効です。 
	
原因: ServletRequestから文字エンコーディングの取得中に例外が発生しました。


	
処置: 必要に応じて、ServletRequestの文字エンコーディングを有効化します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30038: ServletRequest#setCharacterEncoding()メソッド: {0}の取得に失敗しました。 
	
原因: ServletRequestからの文字エンコーディングの取得中に例外が発生しました。


	
処置: 必要に応じて、ServletRequestの文字エンコーディングを有効化します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30039: コンポーネントはnullですが、クライアントIDに必要なためスクリプトは作成されません 
	
原因: メソッドに渡されたUIComponentがnullです。


	
処置: nullでないUIComponentがメソッドに渡されることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30040: クライアントIDがnullで、スクリプトがレンダリングされません 
	
原因: メソッドに渡されたUIComponentがnullです。


	
処置: nullでないUIComponentがメソッドに渡されることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30041: タイプ{0}のコンバータを作成しようとしましたができませんでした。コンバータが登録されていないことが原因と考えられます。 
	
原因: コンバータを作成しようとして失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。コンバータを登録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30042: クライアントIDがnullで、スクリプトがレンダリングされません 
	
原因: コンバータを作成しようとして失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。コンバータを登録してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30043: プロパティ{0}のインスタンス化に失敗しました。 
	
原因: プロパティのインスタンス化をしようとしましたが、例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30044: 一意の名前を取得できませんでした。 
	
原因: イメージ・キャッシュから一意の名前の取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。この例外は発生させないようにする必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30045: 経過時間: {0}秒(gifのエンコード) 
	
原因: gifをエンコーディングしています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30046: laf "{0}" not found. 
	
原因: ルック・アンド・フィールを見つけようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30047: "name"属性に無効な文字(空白)があります 
	
原因: name属性を解析しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。name属性を確認し、空白を削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30048: "name"属性が誤って"name"に設定されています 
	
原因: name属性を解析しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。name属性を確認し、空白を削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30049: "name"属性が"target"に設定されているため、Javascriptのエラーの原因になります。 
	
原因: name属性を解析しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。name属性を確認し、空白を削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30050: "{0}"属性の値が"javascript:"で始まっています。これは不要であり、実際にJavascriptのエラーになることがあります。 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページで属性を修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30051: 要素が閉じていません 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページで要素を修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30052: コメントに"--"を含めることはできません 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページでこれを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30053: {1}が必要なときに{0}を終了しています。パス:{2} 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページでこれを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30054: 要素の外側に属性を書き込んでいます 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページでこれを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30055: 属性"{0}"が2回出力されるため、かわりに属性を"duplicate_{1}"として書き込みます。 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページでこれを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30056: 要素の終了名:{0}が開始名:{1}と一致しません 
	
原因: htmlをページに書き込もうとしました。


	
処置: jspxページでこれを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録するか、また、レンダラ内の場合はApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30057: GroupNode {0}が有効なノードを参照していません。 
	
原因: グループ・ノードを処理しようとしました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30058: モデル{0}を作成中の例外 
	
原因: メニュー・モデルを作成しようとしました。


	
処置: menuModelを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30059: EL式{0}が無効か、不正な値を戻しました。 
	
原因: メニュー・モデルの作成中に、無効なEL式が見つかりました。


	
処置: 無効なEL式を修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30060: リソース・バンドル{0}が見つかりませんでした。 
	
原因: メニュー・モデルでバンドルをロードしようとしました。


	
処置: リソース・バンドルが見つかることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30061: ファイルを閉じる際のエラー: {0} 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30062: リージョンメタデータ・ファイルを取得中のエラー: {0} 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正し、また、ファイルシステム上でそれが見つかることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30063: リージョンメタデータ・ファイルを読取り中のエラー: {0} 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30064: componentType:{2}に対して、jspUri {0}を{1}と置換しました 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30065: {1}で不明な要素:{0} 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30066: {1}に<{0}>がありません 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30067: {0}での例外 
	
原因: リージョン・メタデータ・ファイルを処理しようとしました。


	
処置: リージョン・メタデータ・ファイルを有効なxmlに修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30068: レンダラ{0}のインスタンス化に失敗しました 
	
原因: レンダラをインスタンス化しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: レンダラがfaces-config.xmlで正しく登録されていることを確認してください。アプリケーションまたはApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30069: コンポーネント・ファミリ''{1}''用のレンダラ''{0}''が見つかりません 
	
原因: レンダラをインスタンス化しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: レンダラがfaces-config.xmlで正しく登録されていることを確認してください。アプリケーションまたはApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30070: SkinFactoryがありません 
	
原因: SkinFactoryを見つけようとしましたが、失敗しました。SkinFactoryは登録されていません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。TrinidadFilterがインストールされていることを確認してください。SkinFactoryはこれによって登録されます。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30071: requestMap上に指定されたスキン{0}は使用されません。requestMap上のstyleSheetDocument IDがローカル・スキンのstyleSheetDocumentのIDと一致しないためです。 
	
原因: requestMapでスキンが指定されていますが、使用できません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ポータル・サーバー上のJARとポートレット・サーバー上のJARが一致することを確認して、スキンのstyleSheetDocument IDを一致させてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30072: requestMap上に指定されたスキン{0}は使用されません。そのstyleSheetDocument IDがrequestMapになく、スキンが同一であることを確認するためにはローカル・スキンのstyleSheetDocumentのIDと比較する必要があるためです。 
	
原因: requestMapでスキンが指定されていますが、使用できません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ポータル・サーバー上のJARとポートレット・サーバー上のJARが一致することを確認して、スキンのstyleSheetDocument IDを一致させてください。また、styleSheetDocument IDとスキンIDをサーバーへ送信してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30073: requestMap上に指定されたスキン{0}は、存在しないため使用されません。 
	
原因: requestMap上でスキンが指定されましたが、サーバーに存在しないため使用されません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ポータル・サーバー上のJARとポートレット・サーバー上のJARが一致することを確認して、スキンのstyleSheetDocument IDを一致させてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30074: SkinFactoryからスキン{0}を取得できませんでした 
	
原因: スキンを取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。リクエストされたスキンは、起動時にSkinFactoryに登録されませんでした。TrinidadFilterがインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30075: java.io.Fileハンドル("javax.servlet.context.tempdir")はServletContextに設定されていません 
	
原因: ServletContextからファイル・ハンドルを取得しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30076: AdfRenderingContextは使用できません 
	
原因: RenderingContextを取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Trinidad JARが正しくインストールされていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30077: 基本のHTMLRenderKitが見つかりませんでした 
	
原因: HTMLRenderKitを特定しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Trinidad JARが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30078: {0}用の基本HTMLレンダラ、タイプ={1}が見つかりませんでした 
	
原因: 基本HTMLレンダラが見つかりませんでした。


	
処置: Trinidad JARが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30079: スタイルシート・キャッシュを取得できませんでした 
	
原因: スタイルシート・キャッシュを取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: スタイルシート・ディレクトリが書込み可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30080: チャート・コンポーネント用のモデルが指定されていません。 
	
原因: チャート・コンポーネント上のモデルを取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: チャート・コンポーネント用のモデルを指定してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30081: トレインはフォーム内で使用する必要があります 
	
原因: トレイン・コンポーネントがフォーム・コンポーネント内にありません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。トレインをフォーム内に配置してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30082: トレインにはnodeStampファセットが必要ですが、トレイン{0}にそのようなファセットは見つかりませんでした 
	
原因: トレインのレンダリング中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。トレインにnodeStampファセットを設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30083: 表示ストップ・カウントは0より大きい値である必要があります。見つかった値は{0}です 
	
原因: トレインのレンダリング中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。トレイン表示カウントは0より大きい値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30084: 表示ストップ・カウントは整数である必要があります。見つかった値は{0}です 
	
原因: トレインのレンダリング中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。トレイン表示カウントは0より大きい値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30085: 'nodeStamp'ファセットがありません。 
	
原因: トレインのレンダリング中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。トレインにnodeStampファセットを設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30086: フレームはFrameBorderLayoutの内部にある必要があります 
	
原因: フレームのレンダリング中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。フレームはframeborderlayoutの内部に設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30087: {0}の要素用のPPR対応''id''が見つかりませんでした。このコンポーネントは''id''属性を書き出していません。 
	
原因: コンポーネントのPPR更新をしようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。コンポーネントにidを追加してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30088: chooseDateの無効な文字列属性: {0} 
	
原因: 値を日付に変換しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。chooseDateドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30089: エンコーディング''{1}''を使用してURL ''{0}''をエンコードできません 
	
原因: URLをエンコードしようとしましたが、失敗しました。


	
処置: URLを再チェックして、有効であることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30090: ソートが無効になっています。表がフォーム内にありません 
	
原因: フォーム内にない表をレンダリングしようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。フォームを親として表に追加してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30091: {0}: 列が表の外部で使用されました 
	
原因: 表の外に列を持つ表をレンダリングしようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。列のコンポーネントはすべて表コンポーネント内に配置してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30092: ノード名がNullのためクライアント・サイド・コンバータとバリデータを追加できません 
	
原因: クライアント・サイド・コンバータとバリデータをページに追加しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ノード名を設定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30093: {0}用のNullのバリデータ・イテレータ 
	
原因: バリデータを処理しようとしましたが、nullバリデータ・イテレータが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。バリデータを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30094: "{0}"上にすでにコンバータがあります。コンバータはコンポーネントごとに1つのみにする必要があります。 
	
原因: 1つのコンポーネント上で複数のコンバータが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ページ内で、1つのコンポーネントに対してコンバータが1つのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30095: フレーム:{0}に属性:{1}がありません 
	
原因: frameborderlayoutに属性がありません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。欠落している属性を追加してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30096: 警告: 無効なコンポーネント階層が検出されました。UIXCommandを予期していましたが、かわりに別のタイプのコンポーネントが見つかりました。 
	
原因: 階層内で必要なコマンド・コンポーネントが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ページのコンポーネント階層を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30097: 警告: NavigationLevelRendererで子プロパティ""{0}""を検索していましたが見つかりませんでした。予期しない子コンポーネントが見つかったことが原因と考えられます(CommandNavigationItemを予期していました)。 
	
原因: navigationLevelコンポーネントをレンダリングしていましたが、存在すべき子コンポーネントが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。CommandNavigationItemがnavigationLevelコンポーネントの子コンポーネントであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30098: PanelAccordionはフォーム内で使用する必要があります 
	
原因: フォームに含まれないpanelAccordionをレンダリングしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。panelAccordionがフォーム内に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30099: 部分ページ・レンダリング中のエラー 
	
原因: 部分ページ・パスのレンダリングに失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ページを調べ、PPRが正しく使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30100: ポーリング・コンポーネントはフォーム内にある必要があります。ポーリング{0}を無効にします 
	
原因: フォーム・コンポーネントに含まれないポーリング・コンポーネントをレンダリングしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ポーリングがフォーム内に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30101: シャトル: {0}用に選択したアイテム数がシャトル内のアイテムの合計数を超えています。選択したアイテムは戻されません。 
	
原因: シャトル・コンポーネントと選択されたアイテムをレンダリングしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。シャトル・コンポーネントとその子コンポーネントを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30102: showDetailはフォーム内にないため、正しく機能しません 
	
原因: フォーム・コンポーネントに含まれないshowDetailコンポーネントをレンダリングしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。showDetailがフォーム内に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30103: 値が{0}のエントリの一部がSelectItems: {1}に見つかりません 
	
原因: selectManyコンポーネントのレンダリング中、selectItemの値に不整合が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。selectManyコンポーネントとselectItemを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30104: 値"{0}"と一致する選択アイテムが{1}に見つかりませんでした 
	
原因: 選択コンポーネントのレンダリング中に、選択アイテムに問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。選択コンポーネント、値およびselectItemを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30105: ID: {0}の表に表示可能な列がありません。 
	
原因: 表のレンダリング中に、表示可能な列がないことがわかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。表に表示可能な列が少なくとも1列は存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30106: ツリー・コンポーネントはフォーム内で使用する必要があります。 
	
原因: フォーム・コンポーネントに含まれていないツリー・コンポーネントをレンダリングしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ツリーがフォーム内に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30107: スクリプトレット: {0}が見つかりませんでした 
	
原因: コンポーネントをレンダリングしていましたが、スクリプトレットが1つ見つかりませんでした。


	
処置: スクリプトレットがコンポーネントに含まれている場合は、このスクリプトレットを登録しているコードを確認してください。アプリケーション、またはApache Trinidadフレームワークに対するバグを記録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30108: リソース{0}を取得できません 
	
原因: スクリプトレットをレンダリングしていました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。ビルド・システムに問題がある可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30109: Apache Trinidadがdebug javascriptを使用して実行中です。本番環境では使用しないでください。/WEB-INF/web.xmlの"+_DEBUG_JAVASCRIPT+"パラメータを参照してください 
	
原因: debug javascriptがweb.xmlで有効化されています。


	
処置: web.xmlで本番環境のdebug javascriptチェックをオフにしてください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30110: {1}の無効な値:{0} 
	
原因: 表コンポーネントのレンダリング中に、無効なバンド間隔が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。列および行のバンド間隔については、表および列コンポーネントのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30111: alignの不明な値:{0} 
	
原因: 表コンポーネントのレンダリング中に、align属性に対する無効な値が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。align属性の有効な値については、列コンポーネントのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30112: tableSelectコンポーネントはtableおよびtreeTable内でのみ使用できます 
	
原因: tableSelectコンポーネントのレンダリング中に、有効な親コンポーネントが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。tableSelectコンポーネントが表またはtreeTable内にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30113: treeTable:{0}上のnodeStampファセットがないか、タイプがUIXColumnではありません 
	
原因: treeTableコンポーネントのレンダリング中に、nodeStampファセットに問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。treeTableドキュメントを調べて、jspxページを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30114: 予期しないツリー状態: 「すべて開く」または「すべて閉じる」リクエスト上のフォーカスrowKeyが空です。 
	
原因: ツリー・コンポーネントのレンダリング中に、予期されないツリー状態が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。treeTableまたはツリー・ドキュメントを調べ、jspxページを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30115: ページにフォームがないため、正しく機能しません 
	
原因: フォーム・コンポーネントのないページをレンダリングしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ページにフォームが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30116: tr:showDetailItemのみがtr:panelTabbedの子として許可されています。 
	
原因: panelTabbedコンポーネントのレンダリング中に、無効な子が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。panelTabbedの子にはshowDetailItemを使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30117: IDが''{0}''のコンポーネントの値が、有効なBoundedRangeModelインスタンスではありません 
	
原因: コンポーネントのレンダリング中に、無効なBoundedRangeModelが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。BoundedRangeModelのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30118: パス"{1}"のリソース"{0}"が見つかりません 
	
原因: レンダリング時にリソースが見つかりませんでした。


	
処置: リソースが存在することを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30119: バンドル{0}が見つかりませんでした 
	
原因: レンダリング中に、変換バンドルを見つけられませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。JARが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30120: 必須属性"{0}"が見つかりません。 
	
原因: レンダリング中に、必須属性が見つかりませんでした。


	
処置: jspxファイルでコンポーネントにこの必須属性を設定します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30121: {0}は解釈された子要素ではありません 
	
原因: ドキュメントの解析中に、不明な要素が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30122: "{0}"は解釈された属性ではありません 
	
原因: ドキュメントの解析中に、不明な属性が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30123: ここでは1つのみの子要素が許可されています。 
	
原因: ドキュメントの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30124: 属性: {0}の値を解析できませんでした 
	
原因: ドキュメントの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30125: 属性: {0}、ネームスペース={1}の値を解析できませんでした 
	
原因: ドキュメントの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30126: 不明な属性: {0} 
	
原因: ドキュメントの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30127: 不明な属性: {0}、ネームスペース={1} 
	
原因: ドキュメントの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30128: スキンcssファイルの解析時のエラーです。プロパティの名前はnullまたは空の文字列にできません。パーサーにより無視されます。名前は''{0}''で値は''{1}''です 
	
原因: スキンCSSファイルの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30129: 対応するセレクタがないためプロパティ{0}を無視します。 
	
原因: スキンCSSファイルの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30130: スキンcssファイルからの読取り中のエラー 
	
原因: スキンCSSファイルの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30131: nullのskinIdまたはnullのskinのスキンは追加できません 
	
原因: スキンの登録中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30132: nullのskinIdのスキンは取得できません 
	
原因: スキンの取得中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30133: ファミリ{0}およびrenderkit {1}と一致するスキンが見つからないため、simpleスキンを使用します 
	
原因: スキンの取得中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンが正しく定義されていることを確認してください。trinidad-configおよびskin-family要素を確認します。スキンのrenderkitidが現在のrenderkit IDと一致することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30134: 接続を開けなかったためスタイルシート・ドキュメントのタイムスタンプを取得できませんでした。 
	
原因: スキンのスタイルシート・ドキュメントのタイムスタンプを取得しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スタイルシート・ドキュメント・ファイルとディレクトリを調べ、開けることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30135: 次のスキンは相互に循環拡張しているか、拡張したスキンが存在しません:{0} 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルからのスキンの登録中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのtrinidad-skins.xmlファイル(CLASSPATHのjars内のものも含む)を確認し、循環拡張しているスキンを修正します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30136: id "{1}"、ファミリ"{2}"、renderkit ID "{3}"のスキンを定義する際に使用するベース・スキン"{0}"が見つかりません。デフォルトのベース・スキン"{4}"を使用します。 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルからのスキンの登録中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。すべてのtrinidad-skins.xmlファイル(CLASSPATHのjars内のものも含む)を確認し、基本スキンが存在すること、および存在しないスキンを拡張していないことを確認します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30137: 解析中のエラー: {0} 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルの解析中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイル(jars内のファイルも含む)のフォーマットの問題を調べてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30138: ファイルをロード中のエラー: {0} 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルのロード中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイル(jars内のファイルも含む)のフォーマットの問題を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30139: スタイルシート: {0}をロードできませんでした 
	
原因: スキンのCSSファイルをロードできませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのCSSファイルを調べ、CSSファイルが存在すること、およびtrinidad-skins.xmlのstyle-sheet-name urlが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30140: {0}の解析中のIOException 
	
原因: スキンのスタイルシート・ドキュメントの作成中にIOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スタイルシート・ドキュメントを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30141: スタイルが見つかりません。コンテキスト - {0} 
	
原因: スキンのスタイルシート・ドキュメントを作成していましたが、StyleContextに一致するスタイルは見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。基本スキン定義は、すべてのコンテキストで必要です。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30142: ファイルを作成中のIOException: {0} 
	
原因: スキンのスタイルシート・ドキュメントの作成中にIOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30143: スタイルシート{0}を次のキャッシュ・ディレクトリに生成できません {1}。 キャッシュ・ディレクトリが存在し、書込み可能なことを確認してください。 
	
原因: スキンのスタイルシートの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。キャッシュ・ディレクトリが存在し、書込み可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30144: 書込み用ファイルを開く際のIOException: {0} 
	
原因: スキンのスタイルシートの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。キャッシュ・ディレクトリを調べ、書込み可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30145: cssファイルがIEの4095個のCSSセレクタ限度に達しました。ファイルには{0}個のセレクタがあります。以降のセレクタは無視されます。 
	
原因: スキンのスタイルシートの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。可能であれば、スキニング・ファイルを単純化する必要があります。可能でない場合は、Apache Trinidadに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30146: 連続したサブ要素(::)構文がセレクタ{0}で使用されています。これはサポートされていません。 
	
原因: スキンのスタイルシートCSSファイルの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。このスキンのCSSファイルには、1つのセクターに2つの疑似要素があります。これはCSSでは無効です。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30147: スタイルシート''{1}''のプロパテイ''{0}''にはurl()で区切られたurl値が必要です。見つかった値: ''{2}''。 
	
原因: スキンのスタイルシートCSSファイルの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30148: 無効なイメージuri ''{0}''がスタイルシート''{1}''にあります 
	
原因: スキンのスタイルシートCSSファイルの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30149: 空のURLがスタイルシート''{0}''に見つかりました 
	
原因: スキンのスタイルシートCSSファイルの生成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのCSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30150: <style>要素には名前またはセレクタ属性のいずれかが必要です 
	
原因: スキンのXSSスタイルシートに問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのXSSファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30151: インポートを解析できませんでした: {0} 
	
原因: スキンのスタイルシートに問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのスタイルシート・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30152: インポートに必須のhref属性がありません 
	
原因: スキンのスタイルシートに問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。スキンのスタイルシート・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30153: 'componentType'属性が必要です 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30154: リージョンメタデータにcomponentType:{0}のメタデータが見つかりませんでした 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30155: componentType:{0}のjspUriがありませんでした 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30156: componentType:{1}に属性:{0}がありません 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30157: facetRefはUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30158: 親の<tr:componentRef>>が見つかりません 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30159: facetRefにfacetNameが必要です 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30160: validatorタグがUIComponentの内側にありません。 
	
原因: ページの処理中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30161: validatorId:{0}およびbinding:{1}のバリデータを作成できませんでした 
	
原因: バリデータの作成中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30162: 属性'validatorId'がありません 
	
原因: バリデータの作成中に問題が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30163: 値{0}をパターン"yyyy-MM-dd"を使用した日付に解析できませんでした。無視します。 
	
原因: 日付値の解析中に問題が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認します。yyyy-MM-dd形式を使用してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30164: ネームスペース{0}のコンポーネントにRendererFactoryが登録されていません 
	
原因: RendererFactoryが登録されていません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。TrinidadおよびJSF JARが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30165: {0}にレンダラが登録されていません 
	
原因: レンダラが登録されていませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークまたはアプリケーションに対するバグを記録します。faces-config.xmlファイルをチェックしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30166: イメージ・キャッシュを取得できませんでした 
	
原因: イメージ・キャッシュが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30167: クラス:{1}の{0}をDataObjectListに変換できません 
	
原因: オブジェクト周囲にDataObjectListアダプタ・クラスを作成しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30168: {0}を{1}に変換できませんでした 
	
原因: ある値から別の値への変換中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30169: サポートされていないUINode:{0}、パス = {1} 
	
原因: レンダリング中にサポートされていないUINodeが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30170: 無効な値です。idが''{0}''のコンポーネントをデフォルトの不確定モードに設定します 
	
原因: コンポーネントの処理中に無効な値がレンダリングされました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30171: {0}用のフォームが見つかりません 
	
原因: フォーム・コンポーネントに含まれていないコンポーネントをレンダリングしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。フォーム・コンポーネントがフォーム内に存在することを確認してください。JDeveloperのjspxページを調べ、エラーにフラグを立てられることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30172: アイコン: {0}用のイメージ・プロバイダを取得できませんでした 
	
原因: イメージ・プロバイダの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30173: {0}用の色指定されたアイコンを取得できませんでした 
	
原因: 色指定されたイメージの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30174: キーが指定されたアイコンが見つかりませんでした 
	
原因: 色指定されたイメージの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30175: 別名{0}用のレンダラが見つかりませんでした 
	
原因: レンダラの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: faces-config.xmlファイルを調べ、レンダラが登録されていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30176: 現在のリクエスト・コンテキスト(''{1}'')の下にないため、アイコン''{0}''を反転できません 
	
原因: lafアイコンを反転しようとして、エラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30177: formValue {0}の親フォームが見つかりませんでした 
	
原因: ページのレンダリング中、親となるフォームを見つけられませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。formValueに親フォームがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30178: ローカル名が{0}のノードのコンポーネントはnullです 
	
原因: コンポーネントの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: faces-config.xmlファイルを調べ、コンポーネント/レンダラが登録されていることを確認してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30179: {0}用の反転アイコンを取得できませんでした 
	
原因: 反転されたアイコンの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30180: ノード名がnullのため、ローカル名が{0}のノード用に追加されるクライアント・サイドの必須バリデータはありません 
	
原因: バリデータの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30181: クラス{0}が見つかりませんでした 
	
原因: 強制変換でクラスの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: JARが正しくインストールされていることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30182: クラス{0}:{1}をロードできませんでした 
	
原因: 強制変換でクラスの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: JARが正しくインストールされていることを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30183: メソッド{0}はアイコンを戻しません 
	
原因: アイコンの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30184: {1}にメソッド{0}が見つかりませんでした 
	
原因: メソッドの検索でエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30185: {1}にアクセス{0}が見つかりませんでした 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30186: 必須要素'skin-id'が見つかりません。 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルのエラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンにskin-idがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30187: 必須要素'style-sheet-name'が見つかりません。 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルのエラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンにstyle-sheet-nameがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30188: 必須要素'id'が見つかりません。 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルのエラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンに一意のIDがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30189: 必須要素'family'が見つかりません。 
	
原因: trinidad-skins.xmlファイルのエラーです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。trinidad-skins.xmlファイルを調べ、スキンにskin-familyセットがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30190: 不正な形式のプロパティ・エントリ: {0}={1} 
	
原因: renderertype-localname.propertiesのエラーです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30191: レンダラ・タイプをローカル・ネーム・マッピングにロードできませんでした。 
	
原因: renderertype-localname.propertiesのエラーです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30192: エンコーディング{0}はクライアント・サイドではサポートされません。クライアント・サイド検証はスキップされます。 
	
原因: クライアントでサポートされていないエンコーディングを使用しようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡し、エンコーディングがサポート対象であるかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30193: TrinidadFilterはインストールされていません。Apache Trinidadでは正常実行のためにこのフィルタが必要です。 
	
原因: TrinidadFilterがインストールされていないことが検出されました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。TrinidadFilterをインストールします。web.xmlを参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30194: mergeCapabilities()はこのクラスにより作成されたエージェントでのみ使用できます。 
	
原因: サポートされていないエージェントとcapabilitiesをマージしようとしました。


	
処置: サポートされているエージェント/ブラウザを使用します。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30195: 無効なネームスペース: {0} 
	
原因: capabilitiesドキュメントの解析中に無効なネームスペースが見つかりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30196: 無効なルート要素: {0} {1} 
	
原因: capabilitiesドキュメントの解析中に無効なルート要素が見つかりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30197: 予期しない'\'です。 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30198: 予期しない文字です。'_'または'\'が必要です 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30199: 予期しない文字です。'*'が必要です 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30200: 必要な文字 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30201: 閉じていない引用符です。 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30202: 予期しないcharです 
	
原因: エージェントの名前とバージョンの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30203: 無効な保存済の状態オブジェクト 
	
原因: 保存されている状態はPageStateのインスタンスではありませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30204: ここでtransientをサポートしないでください 
	
原因: transientはサポートされません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30205: リクエスト当たりのディスク容量の制限を超えました。 
	
原因: リクエスト当たりのディスク容量の制限を超えました。


	
処置: システム管理者に照会してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30206: popView(): ビューがプッシュされていません。 
	
原因: DialogServiceのIlegalStateExceptionです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30207: popView(): ビューがプッシュされていません。 
	
原因: DialogServiceのIlegalStateExceptionです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30208: next()を1回以上コールする必要があります 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30209: {0} UnsupportedOperationException 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30210: HttpServletRequestのみがサポートされています 
	
原因: HTTPServletRequestなしでServletExternalContextからパラメータを取得しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30211: {0}はnullにできません。 
	
原因: HTTPServletRequestなしでServletExternalContextからパラメータを取得しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30212: このコンテキストではリクエストがnullです。 
	
原因: servletRequestなしでServletExternalContextのディスパッチをコールしています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30213: このコンテキストではレスポンスがnullです。 
	
原因: servletResponseなしでServletExternalContextのディスパッチをコールしています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30214: サポートされていない{0}から{1}への変換 
	
原因: BaseConverterの値の変換中に、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: コンバータ・コードを確認してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30215: :{0}に変換できません" 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30216: Nullの名前 
	
原因: 名前属性がnullです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。名前にはnull以外の値を設定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30217: Null値 
	
原因: 値属性がnullです。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。値にはnull以外の値を設定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30218: putAll操作はWrappingMapではサポートされていません 
	
原因: UnsupportedOperationException。コールされたWrappingMapはMapを実装しますが、putAll操作をサポートしていません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。putAllをコールしないようにコードを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30219: clear操作はWrappingMapではサポートされていません 
	
原因: UnsupportedOperationException。コールされたWrappingMapはMapを実装しますが、clear操作をサポートしていません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。clearをコールしないようにコードを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30220: ロード中の問題 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30221: ピクセルの受信中: 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30222: イメージをフェッチ中のエラーです。{1} x {2}のイメージの{0}個のピクセル値を受信しました。 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30223: gifの色の限度を超えました。 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30224: 透明にするための空き領域がありません 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30225: 長さが異なります - sourceColorsとtargetColors 
	
原因: イメージの生成中に問題が発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30226: ネストできていない要素数:{0} 
	
原因: リージョン・メタデータがネストされましたが、ネストはできません。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。このページでリージョン・メタデータをネストしないでください。JDeveloperを使用して、ページの構文を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30227: ファミリ"{1}"で重複しているレンダラ・タイプ"{0}" 
	
原因: レンダー・キットにファミリの重複レンダラを追加しようとしています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。faces-config.xmlファイルでレンダラの登録を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30228: ダイアログから戻るために使用可能なreturnIdがありません。これは通常はダイアログの最初の場所にいないことを意味しています。 
	
原因: ダイアログから戻ろうとしましたが、returnIdが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。ダイアログから戻るには、ダイアログにいる必要があります。または、pageFlowScopeを使用可能にします。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30229: TrainRendererは{0}のインスタンスのみをレンダリングします。{1}が見つかりました 
	
原因: トレインのレンダリング中に、不適切なインスタンスが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30230: SelectOne submittedValueの索引{0}が範囲外です。0と{1}の間にある必要があります。 
	
原因: selectOneコンポーネントをレンダリングしていましたが、submittedValueが本来の範囲から外れていました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。変更すべきではないときにモデルが変更された可能性があります。モデルを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30231: SelectOneでsubmittedValueの索引{0}を整数{1}に変換できませんでした 
	
原因: selectOneコンポーネントをレンダリングしていましたが、submittedValueをint型に変換できませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。selectOneコンポーネントのモデルを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30232: これを列ヘッダー用にコールしないでください 
	
原因: 表のレンダリング中に、getHeaderFormatClassメソッドが列ヘッダーに対してコールされました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。列ヘッダーに対してメソッドをコールしないように、コードを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30233: contextURIがnullです 
	
原因: 構成コンテキストURLを取得しようとしましたが、ディレクトリが使用不可です。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。ディレクトリを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30234: {0}のコンテキストURIがスラッシュで終わっています 
	
原因: 構成のコンテキストURIがスラッシュで終わっていますが、これは許可されません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30235: contextPathがnull {0}です 
	
原因: 構成のコンテキスト・パスがnullです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30236: null URIを登録しました 
	
原因: 構成URLのレンダリング中に、このURLがnullであるとわかりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30237: {0}にnullパスが登録されました 
	
原因: 構成のレンダリング中に、nullパスが登録されていることがわかりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30238: ベース・パスが登録されていません 
	
原因: 構成の登録中に、ベース・パスが登録されていないことがわかりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30239: キーと値の数が一致する必要があります 
	
原因: ServletRequestParametersの処理中に、エラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30240: {0}が文字ではありません 
	
原因: タイプを文字に強制変換しようとしましたが、それが文字ではないことがわかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30241: クラス{0}が見つかりませんでした 
	
原因: 強制変換でクラスの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30242: {0}を{1}に解析できません 
	
原因: 値を日付に強制変換しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30243: タイプがnullです。 
	
原因: 値を日付に強制変換しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30244: タイプ{0}の値をタイプ{1}に強制変換できませんでした 
	
原因: 値を日付に強制変換しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30245: {0}をjava.awt.Colorに強制変換できません 
	
原因: 値を日付に強制変換しようとしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。valuebindingsを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30246: {1}が見つかりませんでした 
	
原因: ファイルを検索しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30247: DecimalFormatContextはクローニングできません。 
	
原因: DecimalFormatContextをクローニングしようとしましたが、IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30248: ユーザー定義のサブクラスはサポートされていません。 
	
原因: LocaleContextImplはサブクラスにできないため、IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30249: 不明な読取り方向です: {0} 
	
原因: 読取り方向を不明な値に設定しようとしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。別のブラウザで試行してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30250: Format.parseObject(String)が失敗しました 
	
原因: ColorFormatを解析しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: ColorFormatが正しいことを確認します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30251: 指定されたオブジェクトは色として書式設定できません 
	
原因: ColorFormatを解析しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: ColorFormatが正しいことを確認します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30252: 無効なパターン文字''{0}'' 
	
原因: ColorFormatを解析しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: ColorFormatが正しいことを確認します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30253: 無効なパターン文字''{0}'' 
	
原因: ColorFormatを解析しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: ColorFormatが正しいことを確認します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30254: FastMessageFormatは数値引数のみをサポートします 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: FastMessageFormatでは数値引数のみを使用してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30255: パターンの終了が見つかりません 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: FastMessageFormatのパターンを修正します。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30256: FastMessageFormat: 空の引数 - {} - が見つかりました 
	
原因: フォーマット時のFastMessageFormatでのIllegalArgumentExceptionです。


	
処置: FastMessageFormatを修正してください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30257: コンテンツがマルチパート・フォーム・データではありません 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30258: アイテムがファイルではありません 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30259: アイテムがすでに過去に読み取られています。 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30260: 入力ストリームがすでにリクエストされています。 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30261: 長さが{0}バイトのアップロード・ファイルが最大許容長({1}バイト)を超えました 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、EOFExceptionが発生しました。


	
処置: 使用するファイルのサイズを小さくしてください。アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30262: アイテムがすでに過去に読み取られています。 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30263: ファイルの終わり 
	
原因: 指定されたInputStreamとコンテンツに対してMultipartFormHandlerを作成しようとしましたが、IOExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30264: 宣言されていない接頭辞: {0} 
	
原因: 値からのネームスペースの解析中に、例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析対象ファイルのネームスペースのフォーマットを確認してください。JDeveloperにより、エラーにフラグが立てられます。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30265: パーサーがnullです 
	
原因: ParserManagerの設定中に、nullパーサーが渡されました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30266: rootClassとrootParserがどちらもnullです 
	
原因: xmlドキュメントの解析中、rootパーサーとrootクラスがnullでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30267: {0}の循環組込みが検出されました。 
	
原因: XMLファイルの解析中に循環組込みが検出されたため、SAXParseExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析中のファイルを確認して、循環組込みを削除します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30268: NullのID 
	
原因: SkinExtensionの作成中、スキンIDがnullでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。skin-extensions(trinidad-skins.xmlで定義)でIDが指定されていることを確認します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30269: コンテキストがnullです 
	
原因: スキンから翻訳後の値を取得していましたが、ロケール・コンテキストがnullでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30270: NullのiconName 
	
原因: スキンにnullアイコンが登録されていました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。skin-extensionsをチェックして、アイコンが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30271: NullのstyleSheetName 
	
原因: スキンにnullのスタイルシートが登録されていました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。skin-extensionsをチェックして、スタイルシート名が正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30272: スキンが指定されていません。 
	
原因: スキン・オブジェクトなしでSkinStyleProviderを作成しています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30273: NullのinputStream 
	
原因: NullPointerException。trinidad-skins.xmlファイルの解析中にinputStreamがありませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30274: NullのparserManager 
	
原因: NullPointerException。trinidad-skins.xmlファイルの解析中にparserManagerがありませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30275: 必須のXSSファイル{0}が存在しません。 
	
原因: スキンを登録していますが、必要なXSSファイルが存在しません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30276: NullのsourceName 
	
原因: スキンのXSSスタイルシートの解析中にソース名が見つかりませんでした。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30277: 引数がnullです 
	
原因: ルック・アンド・フィール拡張機能、null baselookandfeel、ID、またはファミリの登録中にエラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30278: NullのpropertyName 
	
原因: XSSファイルからの組込みの解析中にnullのプロパティ名が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析中のXSSファイルでnullのプロパティ名を確認します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30279: PropertyNodeの名前はnullまたは空の文字列にできません。名前は''{0}''で値は''{1}''です 
	
原因: XSSファイルからの組込みの解析中にnullのプロパティ名が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析中のXSSファイルでnullのプロパティ名を確認します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30280: 子がPropertyNodeのインスタンスではありません 
	
原因: XSSファイルからの組込みの解析中に無効な子ノードが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析中のXSSファイルを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30281: 子がIncludePropertyNodeのインスタンスではありません 
	
原因: XSSファイルからの組込みの解析中に無効な子ノードが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。解析中のXSSファイルを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30282: UIComponentTag内でネストされていません 
	
原因: 属性タグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30283: コンポーネントがUIComponentTagに関連付けられていません 
	
原因: 属性タグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30284: 名前属性はELにバインドできません 
	
原因: 属性タグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30285: componentDefはスタンドアロンとして実行できません。JSFコンポーネント・ツリー内に組み込む必要があります。 
	
原因: componentDefタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30286: componentDefは<tr:componentRef>の子として組み込む必要があります。 
	
原因: componentDefタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30287: tr:componentDefは'var'上でELをサポートしていません 
	
原因: componentDefタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30288: アイテムは単純なJSF EL式である必要があります 
	
原因: forEach/itemsタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、itemsのエラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30289: "var"は式にできません 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、varのエラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30290: "varStatus"は式にできません 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページをチェックして、varStatusのエラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30291: "items"はリストまたは配列を指す必要があります 
	
原因: forEach/itemsタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、itemsのエラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30292: 'items'が指定されていない場合は、'begin'および'end'を指定する必要があります 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30293: 'var'および'varStatus'は同じ値にしないでください 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30294: 'begin'が0未満 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30295: 'step'が1未満 
	
原因: forEachタグの処理中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30296: ResetActionListenerはUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: resetActionListenerタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30297: returnActionListenerはUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: returnActionListenerタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30298: setActionListenerはUIComponentタグの内側にある必要があります。 
	
原因: setActionListenerタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30299: setActionListenerの'to'属性はEL式である必要があります。 
	
原因: setActionListenerタグの処理中にJSPExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。jspxページを確認して、エラーを修正します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30300: ''{1}''内の色コード{0}が''#''で始まっていません 
	
原因: chooseColorのカラーデータ処理中にParseExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。カラーコードの先頭には「#」が必要です。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30301: このメソッドはgetRenderer(RenderingContext, UINode)に変更されました 
	
原因: IllegalStateException。サポートされないメソッドをコールしようとしました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。正しいメソッドをコールします。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30302: 2.0でgetIndexedNodeList()に置き換わりました 
	
原因: IllegalStateException。サポートされないメソッドをコールしようとしました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。正しいメソッドをコールします。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30303: UIXコンポーネント・レンダラのインスタンス化に失敗しました。クラス{0}が見つかりません。 
	
原因: レンダリングされたUIXコンポーネントを登録しようとしましたが、失敗しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30304: ロール索引の再利用 
	
原因: NodeRolesの作成中にIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30305: {0}に対するnullのレンダラの登録試行 
	
原因: nullのレンダラを登録しようとしました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30306: ContextBasedConfigurationのみがサポートされています 
	
原因: RenderingContextに無効な構成タイプを設定しようとしています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30307: ファセットはRendererManagerが割り当てられた後には設定できません。 
	
原因: RendererManagerの割当て後にファセットを設定しようとしましたが、IllegalStateExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30308: {0}上に子を設定することは無効です 
	
原因: 子を置換しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30309: {0}に子を追加することは無効です 
	
原因: 子を追加しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30310: {0}から子を削除することは無効です 
	
原因: 子を削除しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30311: UnmodifiableCompoundNodeList上に子を設定することは無効です 
	
原因: 子を変更しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30312: UnmodifiableCompoundNodeListに子を追加することは無効です 
	
原因: 子を追加しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30313: UnmodifiableCompoundNodeListから子を削除することは無効です 
	
原因: 子を削除しようとしましたが、UnsupportedOperationExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30314: アダプタ・クラスはBeanDOAdapterを実装していません 
	
原因: BeanAdapterクラスでIllegalArgumentExceptionが登録されました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30315: {0}は{1}のインスタンスではありません 
	
原因: Beanクラスのインスタンスをアダプタに添付しようとしましたが、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30316: leftSideValueがnullです 
	
原因: ComparisonBoundValueを作成しようとしましたが、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30317: rightSideValueがnullです 
	
原因: ComparisonBoundValueを作成しようとしましたが、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30318: 不明な比較 
	
原因: ComparisonBoundValueを作成しようとしましたが、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30319: BoundValueのテストが必要 
	
原因: IllegalArgumentExceptionがあるIfBoundValueを作成しようとしています。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30320: Nullのリスト引数 
	
原因: 非推奨のコードでNullPointerExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30321: Nullのデータ・オブジェクト引数 
	
原因: 非推奨のコードでNullPointerExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30322: {0}にファクトリが登録されていません 
	
原因: LookAndFeelExtensionでレンダラ・ファクトリが見つかりません。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30323: NullのbaseScorer 
	
原因: スキニングのNameOnlyスコアラでNullPointerExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30324: NullのbaseScore 
	
原因: スキニングのNameOnlyスコアラでNullPointerExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30325: ファセット{0}は{1}上でサポートされていません 
	
原因: スキンRendererFactoryを返すときにIllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30326: キーと値の数が一致する必要があります 
	
原因: キーと値の数が一致していないため、Javascriptイベント・オブジェクトのエンコーディング・エラーが発生しました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30327: 子がnullでなく、IconNodeのインスタンスでもありません 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30328: Nullのレンダラか、レンダラが渡されていません 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30329: Nullの子か、子がRendererNodeのインスタンスではありません 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30330: Nullのファミリ 
	
原因: スキン・ノードの解析中に、nullのskin-familyが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。クラスパスおよびWEB-INFのすべてのtrinidad-skins.xmlを確認し、個々のスキンにこのskin-familyが設定されていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30331: 非Nullの子で、子はSkinPropertyNodeのインスタンスではありません 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30332: RenderingContextがすでに作成されています。 
	
原因: RenderingContextを作成しようとしましたが、これはすでに存在しています。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30333: {0}は{1}のスーパークラスではありません 
	
原因: IntrospectionExceptionです。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30334: 予期しないリフレクション例外: {0} 
	
原因: このエラーはコードに存在しなくなりました。


	
処置: Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30335: Javascriptでnullのキーはサポートされていません 
	
原因: JavaScriptオブジェクト表記法でマップをエンコードしているときに、IllegalArgumentExceptionが発生しました。


	
処置: nullキーは使用しないでください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	ADF_TRINID-30336: エンコーディング: {0}はJVMでサポートされていません 
	
原因: クライアント側でバイト長の検証を有効にしているときにIllegalCharsetNameExceptionが発生しました。


	
処置: サポートされているJVMを使用してください。Apache Trinidadフレームワークに対するバグを記録します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ロギング















3 ADFC-00001からADFC-14018



	ADFC-00001: 例外が発生しました。 
	
原因: 不明な問題により例外が発生しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00002: ADF Controllerは{0}なしで動作できません。クラスパスに''{1}''が存在することを確認してください。 
	
原因: ADF Controllerはクラスパスで必要なクラスを見つけられませんでした。


	
処置: クラスパスを変更し、必要なクラスを含めてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: インストール










	ADFC-00003: AdfFacesContextが見つかりません。ADF Controllerは動作しません。 
	
原因: ADF Controllerはクラスパスで必要なクラスを見つけられませんでした。


	
処置: クラスパスを変更し、必要なクラスを含めてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: インストール










	ADFC-00004: RequestContextが見つかりません。ADF Controllerは動作しません。 
	
原因: ADF Controllerはクラスパスで必要なクラスを見つけられませんでした。


	
処置: クラスパスを変更し、必要なクラスを含めてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: インストール










	ADFC-00005: ADF Controllerはタスク・フロー・テンプレート''{0}''を実行できません。 
	
原因: タスク・フロー・テンプレートを実行しようとしました。タスク・フロー・テンプレートは実行できません。


	
処置: 関連付けられたタスク・フロー・コール・アクティビティを修正し、タスク・フロー定義を参照するようにしてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00006: タスク・フロー''{0}''をコールする際には既存のトランザクションが必要です。 
	
原因: ADF Controllerが既存のトランザクションを必要とするタスク・フローの入力を試行しましたが、トランザクションは開かれませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00007: トランザクション・タイプが不明です。 
	
原因: ADF Controllerが不明なトランザクション・タイプを検出しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00008: ADF Controllerで、タスク・フローのDataControlFrameが見つかりません。 
	
原因: ADF Controllerでタスク・フローのモデル・レイヤーDataControlFrameが見つかりませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00010: DataControlFrameセーブポイント・ハンドルが存在しません。 
	
原因: セーブポイント・ハンドルが存在しないときに、DataControlFrameセーブポイントのリストアが試行されました。後のセーブポイントのADFc保存がリストアされた後、セーブポイント・ハンドルがnullとなる可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00011: ADF ControllerはMDSSessionを作成できません。詳細は例外を参照してください。 
	
原因: ADF ControllerはMDSSessionによるメタデータの検索を要求しています。MDSSessionの作成の試行に失敗しました。多くの問題が原因となり得ます。


	
処置: 付随する例外を参照してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00012: ADF Controllerは構成ファイルadf-config.xmlを解析できません。 
	
原因: 構成ファイルadf-config.xmlの解析中に未指定のエラーが発生しました。


	
処置: 付随する例外を参照してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00013: 構成ファイルadf-config.xmlに含まれる''{0}''要素が多すぎます。 
	
原因: 構成ファイルadf-config.xmlに含まれる指定要素のインスタンスが許可された数を超えています。


	
処置: ファイルの内容を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00014: 構成ファイルadf-config.xmlに含まれるphase-listener''{0}''の登録が重複しています。 
	
原因: 1つ以上のphase-listenerに同じlistener-id値が使用されています。


	
処置: ファイルの内容を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00015: 構成ファイルadf-config.xmlの''before-id-set''または''after-id-set''のいずれかに、重複するphase-listener''{0}''が含まれています。 
	
原因: 同じセット内でphase-listenerが2回指定されました。


	
処置: ファイルの内容を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00016: 構成ファイルadf-config.xmlに無効な値が含まれています: [element, value] = [''{0}'', ''{1}'']. 
	
原因: 構成ファイルadf-config.xmlに無効なXMLが含まれています。


	
処置: ファイルの内容を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00017: 構成ファイルadf-config.xmlに必須要素''{0}''がありません。 
	
原因: 構成ファイルadf-config.xmlに無効なXMLが含まれています。


	
処置: ファイルの内容を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00018: UrlParameterConverterのEL式がnullです。 
	
原因: URLパラメータを変換しようとしましたが、コンバータEL式がnullです。


	
処置: コンバータのメタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00019: EL式''{0}''により、URLパラメータ・コンバータに正しくないオブジェクトが指定されました。 
	
原因: oracle.adf.controller.UrlParameterConverterインタフェースを実装していないオブジェクトがEL式で指定されました。


	
処置: oracle.adf.controller.UrlParameterConverterインタフェースを実装しているオブジェクトを指定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00020: タスク・フロー''{0}''には新規トランザクションが必要ですが、トランザクションはすでにフレームで開いています。 
	
原因: トランザクションがすでに開いているため、フレーム上で新規トランザクションを開始できませんでした。


	
処置: アプリケーションのフローまたはタスク・フローのメタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00021: タスク・フロー''{0}''には共有DataControlFrameが必要ですが、親フレームがnullです。 
	
原因: タスク・フローがDataControlスコープを親と共有するように構成されています。親のDataControlFrameはnullです。


	
処置: アプリケーションのフローまたはタスク・フローのメタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00022: ロガー''{0}''を作成できません。 
	
原因: 名前がnullのロガーを作成しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	ADFC-00023: ControllerContextはnullです。 
	
原因: null以外が必要でしたがControllerContextがnullでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00024: ExternalContextが見つかりませんでした。 
	
原因: ExternalContextの値が見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00025: ADF Controllerは正常に初期化されませんでした。 
	
原因: ADF Controllerは正常に初期化されませんでした。構成エラーの可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡し、初期化に失敗した理由の詳細についてサーバー・ログを調べてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00026: ロックされていないリクエストのロックを解除しようとしました。 
	
原因: ロックされていないリクエストのロックを解除しようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡し、サーバー・ログを調べてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00027: 別のリクエストによってリクエストのロックを変更しようとしています。 
	
原因: 別のリクエストによってリクエストのロックを変更しようとしています。


	
処置: システム管理者に連絡し、サーバー・ログを調べてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00028: /WEB-INF/web.xmlファイルの解析中にADF Controllerでエラーが発生しました。 
	
原因: /WEB-INF/web.xmlファイルの解析中にADF Controllerでエラーが発生しました。


	
処置: /WEB-INF/webg.xmlファイルを確認し、解析に失敗した理由の詳細についてサーバー・ログを調べてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-00029: タイムアウトにより、ルート・ビュー・ポート・リクエストのロックを取得しようとして失敗しました。 
	
原因: 通常、他のスレッドが原因でリクエスト・ロックを長く保持しているのは、デッドロックが原因である可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡し、サーバー・ログを調べてください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00617: ポータル環境では絶対アクションURLはサポートされていません。 
	
原因: ポータル環境での実行時に、絶対アクションURLを作成しようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00618: ビューID ''{0}''は無効です。 
	
原因: 指定された値は、使用されているコンテキストで有効なビューIDではありませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00619: 認可チェックに失敗しました: ''{0}'' ''{1}''。 
	
原因: 適切な権限なしでタスク・フローにアクセスしようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	ADFC-00620: パラメータ値は無効です。 
	
原因: パラメータの1つに指定した値によって検証が失敗しました。


	
処置: パラメータ値を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00621: ADF Controllerはビューをブックマーク可能にできません。 
	
原因: ADF Controllerはビューをブックマーク可能にできませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00622: INVOKE_APPLICATIONフェーズ以外でビュー・ポートのビューIDを設定しようとしています。 
	
原因: ビュー・ポートのビューIDは、リクエスト・ライフサイクルのINVOKE_APPLICATIONフェーズでのみ設定できます。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00623: リージョン''{1}''のタスク・フローID EL式''{0}''がnullに評価されました。 
	
原因: リージョンのタスク・フローIDのEL式がnullに評価されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00624: リージョン''{1}''のタスク・フローID EL式''{0}''が無効なオブジェクト・タイプ''{2}''に評価されました。 
	
原因: リージョンのタスク・フローIDのEL式が無効なオブジェクトのタイプに評価されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00625: 新規セッションURLは、RENDER_RESPONSEフェーズでのみリクエストできます。 
	
原因: 新規セッションURLのリクエストが、リクエスト・ライフサイクルの不適切なフェーズで作成されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00626: ADFは、INVOKE_APPLICATIONフェーズの完了後のConfigurableNavigationHandler.performNavigation()のコールをサポートしていません。 
	
原因: リクエスト・サイクルの不適切なフェーズでConfigurableNavigationHandler.performNavigation()のコールが行われました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00627: ADF ControllerはsendError()コールを発行できませんでした。 
	
原因: response.sendError()コールがトリガーされましたが、そのコールは失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00628: ADF ControllerはブックマークURLを更新できませんでした。 
	
原因: response.sendError()コールがトリガーされましたが、そのコールは失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-00629: ADF Controllerは認証をトリガーできません。 
	
原因: 権限チェックに失敗しました。ユーザーはまだ認証されていません。ADFcは認証サービスにリダイレクトできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	ADFC-00630: ADF Controllerは、無効なリモート・タスク・フロー・リターン・リクエストを受信しました。 
	
原因: リモート・コールが未処理でないときに、リモート・タスク・フロー・コール・リターン・リクエストがサーバーに送信されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02000: ADF Controllerはメタデータ・サービスを初期化できません。 
	
原因: ADF Controllerはメタデータ・サービスを初期化できませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFC-02001: ADF Controllerで''{0}''が見つかりません。 
	
原因: 見つからないメタデータをロードしようとしました。


	
処置: 必要なすべてのファイルが使用可能であることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFC-02002: ADF Controllerはタスク・フロー・メタデータを解析できません。 
	
原因: メタデータは有効なタスク・フローを表していません。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、メタデータを検証してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02003: タスク・フロー定義''{0}''でデフォルト・アクティビティを指定する必要があります。 
	
原因: ADF Controllerは、タスク・フロー定義でタスク・フローのデフォルト・アクティビティを見つけられませんでした。


	
処置: タスク・フロー定義にデフォルト・アクティビティを追加します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02004: デフォルト・アクティビティID ''{0}''が無効です。 
	
原因: ADF Controllerはデフォルト・アクティビティIDを作成できませんでした。


	
処置: デフォルト・アクティビティIDを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02005: タスク・フロー定義が見つかりません: ''{0}''。 
	
原因: 指定したタスク・フローを読み取ろうとしました。タスク・フローが見つかりません。


	
処置: 必要なファイルが使用可能であることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02006: URLにタスク・フローIDが見つかりません。 
	
原因: 指定したタスク・フローIDがリクエストされましたが、見つかりませんでした。


	
処置: タスク・フロー参照が正しいことを確認してください。また、必要なすべてのファイルが見つかることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02007: URLにタスク・フロー・ドキュメントが見つかりません。 
	
原因: URLパラメータを使用してタスク・フローにアクセスしようとしました。指定したドキュメントが見つかりませんでした。


	
処置: ドキュメント・パラメータの値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ブラウザ










	ADFC-02008: 'documentName'の値はnullまたは空にできません。 
	
原因: 'documentName'にnull値を使用してタスク・フローを参照しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02009: 'localTaskFlowId'の値はnullまたは空にできません。 
	
原因: 'localTaskFlowId'にnull値を使用してタスク・フローを参照しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02010: ''localTaskFlowId''の値は''#''にできません。 
	
原因: 'localTaskFlowId'に無効な値を使用してタスク・フローを参照しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02011: 'localActivityId'の値はnullまたは空にできません。 
	
原因: 'localActivityId'に無効な値を使用してoracle.adf.controller.internal.metadata.ActivityIdを作成しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02012: アクティビティID文字列はnullまたは空にできません。 
	
原因: 無効な値を使用してoracle.adf.controller.internal.metadata.ActivityIdを作成しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02013: ADF Controllerでアクティビティ''{0}''のメタデータが見つかりません。 
	
原因: メタデータが定義されていないアクティビティにアクセスしようとしました。


	
処置: タスク・フロー・ドキュメントを検証してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02014: アクティビティ・タイプ''{0}''にはアクティビティ実装を使用できません。 
	
原因: 既知のアクティビティ・タイプではないアクティビティにアクセスしようとしました。


	
処置: タスク・フロー・ドキュメントを検証してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02015: ドキュメント''{1}''のタスク・フローID '{0}''が無効です。 
	
原因: ADF Controllerはタスク・フローIDを作成できませんでした。


	
処置: タスク・フローIDを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02016: ''{1}''の解析時にテンプレート''{0}''への循環参照と思われるものが検出されました。 
	
原因: タスク・フロー・メタデータが、このタスク・フローですでに参照されているテンプレートを参照しています。


	
処置: タスク・フロー・テンプレートが相互に循環して参照していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-02017: 'url'の値はnullまたは空にできません。 
	
原因: 'url'にnull値を使用してURLビュー・アクティビティを参照しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ブラウザ










	ADFC-02018: ''{1}''のルート・タグ''{0}''が<adfc-config>に一致しません。 
	
原因: 無効なルート・タグのあるドキュメントが参照されました。


	
処置: ルート・タグを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02019: タスク・フロー定義''{0}''でアクティビティが指定されていません。 
	
原因: タスク・フロー定義にアクティビティが含まれていません。


	
処置: タスク・フロー定義にアクティビティを追加します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02020: デフォルト・アクティビティ''{0}''がタスク・フロー定義''{1}''に見つかりません。 
	
原因: ADF Controllerは、タスク・フロー定義でデフォルト・アクティビティを見つけられませんでした。


	
処置: デフォルト・アクティビティを追加します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02021: クラスパスに複数回出現するドキュメントのカスタマイズはサポートされていません。ドキュメント名: ''{0}''。 
	
原因: ドキュメントがクラスパス上に複数回出現します。


	
処置: 複数のドキュメントを削除してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: コンプライアンス










	ADFC-02022: 'parent-outcome'または'root-outcome'を指定する必要があります。 
	
原因: 'parent-outcome'および'root-outcome'を指定せずに親アクション・アクティビティを解析しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: ブラウザ










	ADFC-04000: PagePhaseListenerの値をnullにできません。 
	
原因: PagePhaseListenerをnull値で使用しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04001: リスナーID文字列の値はnullまたは空にできません。 
	
原因: nullのリスナーIDを使用してPagePhaseListenerを識別しようとしました。


	
処置: リスナーIDには空でない文字列を使用します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04002: リスナーIDが''{0}''のPagePhaseListenerはすでに存在します。 
	
原因: それぞれのPagePhaseListenerを一意のリスナーIDで登録してください。


	
処置: まだ存在しないリスナーIDを使用します。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04003: タイプが''{0}''でリスナーIDが''{1}''のPagePhaseListenerは、内部APIの一部であるため登録できません。 
	
原因: ADF Controllerは、パブリックAPIを使用して内部PagePhaseListenerを登録できませんでした。


	
処置: 内部ではないPagePhaseListenerを使用してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04004: 値'any_public_listener'は許可されていません。 
	
原因: 値'any_public_listener'はafterSetまたはbeforeSetパラメータの一部でした。


	
処置: 'any_public_listener'をbeforeSetまたはafterSetのリスナーIDとして使用しないでください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04005: IDが''{0}''のPagePhaseListenerは内部であり、削除できません。 
	
原因: 内部PagePhaseListenerを削除しようとして失敗しました。この操作はサポートされていません。


	
処置: 削除を試行する前に、PagePhaseListenerが内部ではなくパブリックであることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04006: LifecycleContextの値をnullにできません。 
	
原因: LifecycleContextがnullのPagePhaseEventを作成しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04007: FacesPageLifecycleContextはまだ存在しません。 
	
原因: 作成前のFacesPageLifecycleContextを取得しようとしました。


	
処置: JavaServer FacesライフサイクルのRestoreViewフェーズまで待機してから、FacesPageLifecycleContextを取得してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-04008: セッションのBindingContextがnullです。 
	
原因: セッションから取得したBindingContextがnullでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06000: ADF Controllerで制御フロー・ルーティングの実行中に例外"{0}"が捕捉されました。詳細はスタック・トレースを参照してください。 
	
原因: ADF Controllerでアプリケーションの制御フローを実行中に未対応の例外が発生しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、ナビゲーション・ルールが正しく指定されていることを確認してください。また、ルーティングをトリガーするための正しい結果が生成されたことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06001: TaskFlowId ''{0}''は無効です。 
	
原因: 無効な文字列を使用してTaskFlowIdを作成しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06002: 未対応の例外 
	
原因: ADF Controllerで例外が発生しました。例外ハンドラ・アクティビティが定義されていないか、ADF Controllerおよびタスク・フローがこの例外を捕捉するように構成されていません。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。例外ハンドラ・アクティビティが正しく定義されていることを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06003: 子ビュー・ポートのTaskFlowIdを指定する必要があります。 
	
原因: TaskFlowIdにnull値を使用して子ビュー・ポートを作成しようとしました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06004: 無効な転送''{0}''が使用されました。タスク・フローには''{1}''が必要です。 
	
原因: 必要な転送を使用せずにタスク・フローにアクセスしようとしました。


	
処置: 適切な転送を使用してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	ADFC-06005: ADF ControllerはURLパラメータ・バリデータを起動できません。 
	
原因: ビュー・アクティビティでは1つ以上のパラメータ・バリデータが定義されます。パラメータ・バリデータの起動に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06006: ''{2}''で定義されている''{1}''に対して指定されたメソッド式''{0}''の評価中に例外が発生しました。 
	
原因: ビュー・アクティビティではブックマーク・メソッドが定義されます。指定したメソッドの起動に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06007: ADF Controllerはタスク・フローの入力パラメータをコピーできません。オブジェクトはシリアライズ可能である必要があります。 
	
原因: タスク・フロー・コール・アクティビティでは1つ以上の入力パラメータが指定されます。ADF Controllerは指定された値をコピーできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認し、指定したオブジェクトがシリアライズ可能であることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06008: ルーター・ケース式''{0}''はブールとして評価されません。 
	
原因: ルーター・アクティビティ・ケースに、ブールとして評価されないEL式が含まれています。


	
処置: 式を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06009: ADF ControllerはURLをエンコードできません。 
	
原因: ADF ControllerはURLをエンコードできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、メタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06010: ADF Controllerはリモート・タスク・フローURL: ''{0}''をエンコードできません。 
	
原因: ADF ControllerはURLを使用してタスク・フローを起動できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、メタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06011: ADF Controllerはリモート・プロセス戻りURL: ''{0}''をエンコードできません。 
	
原因: タスク・フロー・メタデータで無効な戻りURLが指定されました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、メタデータを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06012: リモート・コールから戻されたタスク・フローIDが、呼び出したタスク・フローのIDと一致しません。calledId=''{0}''、returnedId=''{1}''。 
	
原因: リモート・タスク・フロー・コールから戻されたタスク・フローIDが、コールされたタスク・フローのIDと一致しませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06013: ADF Controllerはブックマーク・パラメータ''{0}''をエンコードできません。 
	
原因: ADF Controllerはブックマーク・パラメータをエンコードできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06014: タスク・フロー・ファイナライザの起動時に例外が発生しました。 
	
原因: タスク・フロー・ファイナライザの実行で例外が発生しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06015: タスク・フロー・イニシャライザの起動時に例外が発生しました。 
	
原因: タスク・フロー・イニシャライザの実行で例外が発生しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-06016: タスク・フローの再入力は許可されていません: ''{0}''。 
	
原因: 再入力が禁止されているタスク・フローを再入力しようとして失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08000: ADF Controllerはセーブポイント操作のビュー状態を取得できません。 
	
原因: UIViewRootを保存またはリストアしようとして失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08001: ADF Controllerはセーブポイント・データベース・トランザクションをコミットできません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントをデータベースにコミットできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08002: ADF Controllerは、データベースへのログインまたはデータベース接続の取得ができません。 
	
原因: ADF Controllerはデータベースにログインできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08003: ADF Controllerはデータベースからユーザー''{0}''のすべてのセーブポイント・レコードを削除できません。 
	
原因: ADF Controllerは、指定されたすべてのセーブポイントを削除できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08004: ADF Controllerはデータベースからセーブポイント・レコード''{0}''を削除できません。 
	
原因: ADF Controllerは指定したセーブポイントを削除しようとしました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08005: セーブポイントIDに使用されている式の評価時に例外が発生しました。 
	
原因: タスク・フローには少なくとも1つのセーブポイント・リストア・アクティビティが含まれます。セーブポイントIDの値の評価に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、タスク・フロー・メタデータを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08006: ADF ControllerはID = ''{0}''のセーブポイントを取得できませんでした。 
	
原因: ADF Controllerは指定されたセーブポイントを取得できませんでした。


	
処置: 正しいIDが指定されていることを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08007: セーブポイントIDが空です。 
	
原因: IDがnullのセーブポイントを作成または取得しようとしました。


	
処置: 有効なセーブポイントIDを指定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08008: ADF ControllerはIDが''{0}''のセーブポイント・レコードを挿入できません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントをデータベースに挿入できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08009: ADF ControllerはJDBCドライバ''{0}''を登録できませんでした。 
	
原因: ADF ControllerはJDBC接続を確立できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08010: ADF Controllerは、JOCベースの状態マネージャ実装を見つけられませんでした。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントの保存にJava Object Cacheを使用できませんでした。


	
処置: JOCが使用可能であることを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08011: JNDI接続名が構成ファイルadf-config.xmlで指定されていません。 
	
原因: JDBC接続を確立しようとしました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08012: 指定されたデータソースJNDI名''{0}''が見つかりませんでした。 
	
原因: データベース接続を確立しようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08013: ADF Controllerは現在のユーザーのセーブポイントIDのデータベース問合せを実行できません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイント・セットについてデータベースへの問合せを実行できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08014: ADF Controllerはセーブポイント・リストア・アクティビティを実行できません。 
	
原因: タスク・フローにはセーブポイント・リストア・アクティビティが含まれます。そのアクティビティの実行に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照し、メタデータが正しいことを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08015: セーブポイントをリストアできません。セーブポイントIDがnullです。 
	
原因: nullのセーブポイントをリストアしようとしました。


	
処置: タスク・フロー・メタデータが正しいことを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08016: ADF Controllerはデータベースからセーブポイント''{0}''を取得できません。 
	
原因: ADF Controllerはデータベースから指定されたセーブポイントを取得できませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08017: ADF Controllerはセーブポイントを保存できません。 
	
原因: ADF Controllerは永続性マネージャにセーブポイントを保存できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08018: ADF ControllerはSQL文''{0}''を作成および実行できません。 
	
原因: ADF Controllerで、作成も実行もできないSQLが生成されました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08019: ADF Controllerでトランザクション・マネージャが見つかりません。 
	
原因: ADF Controllerはトランザクションの一時停止または再開を試行しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08020: ADF Controllerはトランザクションを再開できません。 
	
原因: ADF Controllerはトランザクションを再開できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08021: ADF Controllerはトランザクションを一時停止できません。 
	
原因: ADF Controllerはトランザクションを一時停止できませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08022: ADF ControllerはID''{0}''のセーブポイント・レコードを更新できません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントを更新できませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08023: セーブポイント・リストア・ファイナライザの起動中にADF Controllerで例外が発生しました。 
	
原因: タスク・フローではセーブポイント・リストア・ファイナライザが指定されます。ファイナライザの実行で例外が発生しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいクラスおよびメソッドを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08024: セーブポイントID ''{0}''が無効です。 
	
原因: 無効なIDのセーブポイントを作成または使用しようとしました。


	
処置: UUIDフォーマットに準拠する有効なセーブポイントIDを指定してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08025: ADF Controllerはセーブポイントをシリアライズできません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントをシリアライズできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08026: ADF Controllerはセーブポイントをデシリアライズできません。 
	
原因: ADF Controllerはセーブポイントをデシリアライズできませんでした。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08027: ADF Controllerはデータベース接続を閉じることができません。 
	
原因: ADF Controllerはデータベース接続を閉じることができませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08028: ADF ControllerはID = ''{0}''のセーブポイントをリストアできません。 
	
原因: ADF Controllerは存在しないセーブポイントをリストアできません。


	
処置: セーブポイントIDが正しいことを確認してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-08029: ADF Controllerで、ダイアログ・ウィンドウが表示される前に作成されたインメモリー・セーブポイントを見つけることができません。 
	
原因: セーブポイントを作成しようとして失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10000: メソッド・パラメータのクラス''{0}''が見つかりません 
	
原因: メソッド・コール・アクティビティにより指定したクラスの呼出しが試行されましたが、見つかりませんでした。


	
処置: クラスパスを修正してください。また、メタデータが正しいクラスを参照していることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10001: クラス''{0}''をインスタンス化できません 
	
原因: タスク・フローではマネージドBeanが指定されています。このマネージドBeanのインスタンス化に失敗しました。


	
処置: マネージドBeanのメタデータが正しいことを確認してください。また、クラスにデフォルト・コンストラクタがあることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10002: 値バインディングの式''{0}''から値を取得できません 
	
原因: タスク・フロー・メタデータがマネージドBeanを参照しています。Beanのインスタンス化に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10003: ''{0}''の配列にはnullの値を設定できません 
	
原因: タスク・フローではタイプ'LIST'のマネージドBeanが指定されます。null値を設定しようとしました。


	
処置: Beanタイプを変更するか、またはBean値を設定しようとしているコードを変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10004: マネージドBeanプロパティ''{0}''を設定できません 
	
原因: マネージドBeanでプロパティを設定しようとしました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、タスク・フロー・メタデータを検証してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10005: ''{0}''に対するMethodExpressionが見つかりません 
	
原因: タスク・フロー・メタデータはメソッド・バインディングを参照しています。指定したメソッドの起動に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、メタデータが正しいことを確認し、指定したメソッドを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10006: ''{1}''に対して指定された式''{0}''の評価中に例外が発生しました。 
	
原因: タスク・フロー・メタデータはEL式を参照しています。この式の評価に失敗しました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、式を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10007: マネージドBean ''{0}''への循環参照と思われるものが検出されました。 
	
原因: タスク・フロー・メタデータは、このタスク・フローですでに参照されているマネージドBeanを参照しました。


	
処置: マネージドBeanが参照テンプレートでまだ指定されていないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10008: 結果to-stringメタデータを、無効なJavaメソッドを指しているメソッド・コール・アクティビティに指定することはできません。アクティビティID: ''{0}''。 
	
原因: メソッド・コール・アクティビティ結果メタデータはto-stringを指定しています。


	
処置: fixed-outcomeを使用するようにメソッド結果メタデータを変更するか、java.lang.String値を返すようにJavaを変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-10009: ''{0}''メソッドの起動中に例外が発生しました。 
	
原因: 注釈付きマネージドBeanメソッドを起動できません。


	
処置: メソッド実装を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12000: 現行セッションではリクエスト内の状態IDが無効です。 
	
原因: リクエストには状態インスタンスIDが含まれていましたが、そのIDがセッションに存在しませんでした。また、これはブックマークされたリソースに対するリクエストではありません。セッション・タイムアウトが原因である可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12001: ADF Controllerは、ページ・フロー・スコープ・スタックから最終エントリをポップしようとしています。 
	
原因: ADF Controllerは、タスク・フロー・スタックからの最上位タスク・フローのポップを試行しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12002: ADF Controllerはページ・フロー・スタックから最上位ADFバインドなしタスク・フローをポップできません。 
	
原因: ADF Controllerは、ページ・フロー・スタックからのバインドなしタスク・フローのポップを試行しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12003: ページ・フロー・スコープ・スタックが空です。 
	
原因: ADF Controllerは現在のタスク・フローの取得を試行しました


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12004: ページ・フロー・スタックID ''{0}''が無効です。 
	
原因: ADF Controllerは、2つのページ・フロー・スタック間でデルタの計算を試行しました。指定したスタックIDは無効です。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12005: ADF Controllerで共通ページ・フロー・スタック要素が見つかりません。 
	
原因: ADF Controllerは、2つのページ・フロー・スタック間でデルタの計算を試行しました。2つのスタックには共通の要素がありません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12006: 参照先オブジェクト''{0}''のスコープが参照元オブジェクト''{1}''より短くなっています。 
	
原因: スコープ外のマネージドBeanにアクセスしようとしました。


	
処置: 関連付けられた例外を参照してください。また、マネージドBeanが正しく定義されており、参照が有効であることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12007: ページ・フロー・スコープ・インスタンスID ''{0}''が無効です。 
	
原因: ADF Controllerは、このインスタンスIDのバインドなしタスク・フローの取得を試行しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12008: ADF Controllerリクエスト状態が存在しないか無効です。 
	
原因: 存在しない、または無効なADF Controllerリクエスト状態が検出されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12009: アプリケーションのページ・フロー・スコープへのアクセスが早すぎます。 
	
原因: アプリケーションは、リクエスト・ライフサイクルでページ・フロー・スコープへのアクセスを早期に(ページ・フロー・スコープが使用可能になる前に)試行しました。


	
処置: リクエスト・ライフサイクルでページ・フロー・スコープに後でアクセスするようにアプリケーションを変更してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12010: nullのウィンドウIDが許可されていない状況で検出されました。 
	
原因: nullのウィンドウIDが許可されていない状況で検出されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12011: ウィンドウID ''{0}''は無効です。 
	
原因: 現在のHTTPセッションで生成された有効なウィンドウIDではないウィンドウIDが発行されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-12012: リクエストに無効な状態IDがあるため、セッションがタイムアウトしました。 
	
原因: リクエストには状態インスタンスIDが含まれていましたが、セッションは現在のリクエスト中に作成されました。


	
処置: アプリケーションの開始ページに戻ります。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12013: 現在のリクエストについてコントローラの状態が初期化されていません。 
	
原因: コントローラ・リクエスト初期化が現在のリクエストで実行されていません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12014: すでに解放されたオブジェクトにアクセスしようとしました。オブジェクト・タイプ: ''{0}''。 
	
原因: すでに解放されたオブジェクトにアクセスしようとしました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12015: backingBeanScope IDがNullです。 
	
原因: NullのbackingBeanScope IDが検出されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12016: ADF Controllerの状態をURLに追加しようとして失敗しました。 
	
原因: ADF Controllerの状態をURLに追加しようとして失敗しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12017: ADFスコープのみが指定可能な場所に非ADFスコープが指定されました。 
	
原因: ADFスコープのみが指定可能な場所に非ADFスコープが指定されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12018: nullのADF Controllerの状態が検出されました。 
	
原因: null以外が必要でしたが、ADF Controllerの状態がnullでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFC-12019: ウィンドウ''{0}''はすでに閉じられています。 
	
原因: ADF Controllerは、閉じられたとすでに報告されているウィンドウからのリクエストを受信しました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14000: ビュー・ポートID ''{0}''は無効です。 
	
原因: 無効なビュー・ポートIDが参照されました。


	
処置: 値を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14001: ADF Controllerは子ビュー・ポートを作成できません。 
	
原因: ルート・ビュー・ポートが作成されませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14002: ADF Controllerはルート・ビュー・ポートがないビュー・ポート階層を設定できません。 
	
原因: ADF Controllerは、ルート・ビュー・ポートがないビュー・ポートの階層を設定できませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14003: リージョンにビュー・アクティビティがないか、到達できません。 
	
原因: リージョンで、到達可能なビュー・アクティビティのないタスク・フローが指定されました。


	
処置: 正しいタスク・フローが指定されていることを確認してください。また、タスク・フローに少なくとも1つのナビゲート可能なビューがあることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14004: ADF Controllerはルート・ビュー・ポートでページ・フラグメントを使用するタスク・フロー''{0}''を実行できません。 
	
原因: タスク・フロー定義はこのタスク・フローがページ・フラグメントを使用していると宣言しています。ルート・ビュー・ポートは、ページ・フラグメントではなくページを使用するタスク・フローの実行のみ可能です。


	
処置: タスク・フロー定義''{0}''からuse-page-fragmentsフラグを削除してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14006: クライアントID ''{0}''はすでに存在します。 
	
原因: すでに使用中のクライアントIDを持つ子ビュー・ポートを作成しようとしています。


	
処置: リージョンに対する循環参照はサポートされていません。リージョンをページから削除してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14007: 表示名''{0}''はjava.lang.Stringとして評価される必要があります。 
	
原因: display-nameプロパティのEL式はjava.lang.Stringとして評価される必要があります。


	
処置: EL式を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14008: タスク・フロー・コール・アクティビティはリージョン内のリモート・タスク・フローを起動できません。 
	
原因: リージョン内からリモート・タスク・フローを起動しようとしました。


	
処置: アプリケーションを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14009: ポップ操作の実行中にRegionDataスタックが見つかりませんでした。 
	
原因: ポップ操作の試行時にRegionStackが存在しないか空でした。プッシュなしでポップした結果である可能性があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14010: すでに一時停止されているタスク・フロー・コンテキストを一時停止しようとしています。 
	
原因: すでに一時停止されているタスク・フロー・コンテキストを一時停止しようとしています。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14011: 一時停止されていないタスク・フロー・コンテキストを再開しようとしています。 
	
原因: 一時停止されていないタスク・フロー・コンテキストを再開しようとしています。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14012: リクエストで発行されたビューIDをリージョンのビュー・ポートに設定しようとしています。 
	
原因: リクエストで発行されたビューIDをリージョンのビュー・ポートに設定しようとしています。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14013: タスク・フロー・バインディングの''active''属性がブール値ではありません。バインディング=''{0}''、式=''{1}''。 
	
原因: タスク・フロー・バインディングの'active'属性がブール値として評価されませんでした。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14014: タスク・フロー・バインディングの''active''属性がnullに評価されました。バインディング=''{0}''。 
	
原因: タスク・フロー・バインディングの'active'属性がnullに評価されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14015: タスク・フロー・バインディングの''active''属性が指定されませんでした。バインディング=''{0}''。 
	
原因: activation="conditional"が使用されている場合、''active''属性を指定する必要があります。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14016: タスク・フロー・バインディングの属性''activation''が不明な値です。バインディング=''{0}''、値=''{1}''。 
	
原因: タスク・フロー・バインディングの属性''activation''に不明な値が検出されました。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14017: 複数タスク・フロー・バインディング''{1}''の式''{0}''が無効です。 
	
原因: taskFlowList属性の式は、タイプjava.util.Listのオブジェクトには評価されません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFC-14018: IDがnullのタスクフロー・バインディングを作成できません。複数タスク・フロー・バインディング''{0}''のtaskFlowList属性を確認してください。 
	
原因: taskFlowList属性の式は、IDがnullのTaskFlowBindingAttributesを含むリストに評価されます。


	
処置: システム管理者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム















4 ADFDI-00100からADFDI-55516



	ADFDI-00100: BindingContextのリクエストを送信できません: DIRemoteServletのコールはすでに進行中です。 
	
原因: 別のリクエストがすでに進行している間に、DIRemoteServletへのリクエストが試行されました。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00101: 属性メタデータに予期しない値が見つかりました: {0} 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00103: 開始要素を検出できません: BindingContainerはレスポンス・ストリームにあります。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00105: 無効な子要素<{0}>が<{1}>要素内にあります 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00106: 終了要素が欠落しています: </{0}> 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00107: 行制限の超過 
	
原因: 結果セットの行が多すぎます。


	
処置: 問合せを絞り込んで一致する行の数を減らしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00108: ユーザー・セッションは必須です 
	
原因: サーバーと通信するには有効なユーザー・セッションが必要です。


	
処置: サーバーにログインしてリクエストを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00109: GetResourceBundleレスポンスが無効です 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00110: 要素{0}を検出できないか、その内容を解析できません 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00111: リクエスト・オブジェクトを作成できません 
	
原因: DIRemoteServletへの接続を確立できません。


	
処置: DIRemoteServlet URLが正しく指定されていることを確認してリクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00112: XmlTextWriterを作成できません 
	
原因: DIRemoteServletにリクエストを送信中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00113: リクエスト・ストリームを取得できません 
	
原因: DIRemoteServletにリクエストを送信中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00114: DIRemoteServletが要素{0}の属性{1}に未知の値を戻しました: {2}。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00115: DIRemoteServletがレスポンスXMLで予期しない要素タイプを戻しました: {0} 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00116: DIRemoteServletが無効なXMLを戻しました: レスポンスの予期しない終了です。 
	
原因: DIRemoteServletレスポンスの読取り中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00117: DIRemoteServletレスポンスの読取り中に予期しないエラーが発生しました。 
	
原因: DIRemoteServletレスポンスの読取り中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00118: DIRemoteServletがエラーを戻しました。レスポンスからのエラー詳細の読取り中に次のエラーが発生しました。 
	
原因: DIRemoteServletレスポンスの読取り中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00119: DIRemoteServletがエラーを戻しました。レスポンスからのエラー詳細の読取り中に次のエラーが発生しました: 予期しない要素タイプです: {0}。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00120: DIRemoteServletがエラーを戻しました。レスポンスからのエラー詳細の読取り中に次のエラーが発生しました: 予期しない要素名です: {0}。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00121: 必要なXML要素{0}が見つかりませんでした。かわりにタイプ{2}の要素{1}が見つかりました。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00122: 予期しないXML要素名が見つかりました(必要な要素名: {0}、見つかった要素名: {1})。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00123: 必要なXML終了要素{0}が見つかりませんでした。かわりにタイプ{2}の要素{1}が見つかりました。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00124: 必要なXML終了要素{0}が見つかりませんでした。かわりに要素{1}が見つかりました。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00125: 要素{1}に必要なXML属性{0}が見つかりませんでした。 
	
原因: DIRemoteServletから返されたXMLレスポンスが無効です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00126: コントロール・バインディング{0}の行位置を{1}に設定しようとしました。イテレータには{2}行あります。 
	
原因: 行索引が範囲外です。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00127: {0}にバージョンの不一致が検出されました。バージョン{1}が見つかりましたが、バージョン{2}が必要です。 
	
原因: サーブレットのバージョンがクライアントに必要なレベルと一致しませんでした。


	
処置: 互換性のあるバージョンを使用するように、クライアントまたはサーバー(あるいはその両方)をアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-00128: ID: {0}の列の列メタデータが見つかりません 
	
原因: バインディング・コンテナ・メタデータがサーバーから返されたデータと一致しませんでした。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00129: エンコードURLレスポンスが無効です 
	
原因: このリクエストに対してサーバーから受信したレスポンスを処理できませんでした。これはサーバー・コンポーネントの例外によって発生した可能性があります。


	
処置: リクエストを再試行してください。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00130: リクエストされたリソース・バンドル({1})のサイズが最大許容範囲: {0}バイトを超えています。 
	
原因: リソース・バンドルのサイズがサポートされているサイズを超えました。


	
処置: リソース・バンドルのサイズを小さくしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ファイル










	ADFDI-00131: 接続の試行が取り消されました。 
	
原因: サーバーとの接続の試行が取り消されました。


	
処置: 現在のアクションを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00132: Wininetメソッド{0}を実行できません。エラー・コード: {1} 
	
原因: Wininetライブラリはリクエストされたサービスを提供できませんでした。


	
処置: 現在のアクションを再試行し、接続を確認してください。または、クライアント・ログで詳細を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-00133: ユーザー・セッションが変更されました。 
	
原因: ユーザー・セッションがタイムアウトしたか、または無効でした。


	
処置: 現在のアクションを再試行し、再ログインするか、有効なユーザー・セッションを再確立してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00134: Webアプリケーションに接続しようとして失敗しました。 
	
原因: Webアプリケーションが実行されていないか、クライアント接続を許可するように構成されていません。


	
処置: WebアプリケーションがWebブラウザからの接続を受け入れることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00135: サーバー側リストが必要な場所にありません。 
	
原因: サーバー側リストが必要な場所にありませんでした。


	
処置: これは予期しないエラー状態です。システム管理者はサーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00136: サーバー側の証明書を検証できませんでした。Internet Explorerを開き、ワークブックがアクセスを試行しているサイトにアクセスし、証明書をインストールし、現在のアクションを再試行してください。 
	
原因: サーバー側の証明書を検証できませんでした。


	
処置: Internet Explorerを開き、ワークブックがアクセスを試行しているサイトにアクセスし、証明書をインストールし、現在のアクションを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-00500: Wininetメソッド{0}を実行できません。エラー・コード: {1} 
	
原因: Wininetライブラリはリクエストされたサービスを提供できませんでした。


	
処置: 現在のアクションを再試行し、接続を確認してください。または、クライアント・ログで詳細を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-00501: 予期しないステータス: {0} ({1})がサーバーから戻されました(URL: {2}のリクエスト中) 
	
原因: クライアントは、指定されたURLのサーバーに対するリクエストを完了できませんでした。サーバーから予期しないステータス・コードが戻されました。


	
処置: 現在のアクションを再試行し、接続を確認してください。または、クライアント・ログで詳細を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-00502: クライアントは、Webアプリケーションとの未認証のセッションを確立できませんでした。 
	
原因: クライアントは、予期しない問題によってWebアプリケーションとの有効な未認証のセッションを確立できませんでした。


	
処置: 現在のアクションを再試行し、認証構成および接続性を確認してください。または、詳細をクライアント・ログおよび例外詳細で参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-00503: メタデータ・プロパティ{0}の検証エラーが発生しました。 
	
原因: 無効なプロパティ値が構成メタデータに指定されました。


	
処置: 詳細はクライアント・ログおよび例外詳細を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-00504: メタデータ・プロパティ{0}の検証警告が発生しました。 
	
原因: 無効なプロパティ値が構成メタデータに指定されました。


	
処置: 詳細はクライアント・ログおよび例外詳細を参照してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-00505: 予期しない例外 
	
原因: 現在の操作中に予期しないエラーが見つかりました。


	
処置: 構成およびインストールを確認してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	ADFDI-05000: 予期しないコンポーネントが起点{0}に存在します。 
	
原因: 指定した起点に複数のコンポーネントが見つかりました。


	
処置: 不要なコンポーネントを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05001: ページ定義{1}にサポートされていないバインディング・タイプ{0}が存在します。 
	
原因: ページ定義ファイルにサポートされていないバインディング・タイプが見つかりました。


	
処置: ページ定義ファイルからサポートされていないバインディングを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05002: {0}でページ定義要素を検出できません 
	
原因: ルート要素がページ定義ファイルから欠落していました。


	
処置: ページ定義ファイルの形式が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05006: コンポーネントがすでに起点{0}に存在します。 
	
原因: 別のコンポーネントの起点としてすでに使用中のセルに、コンポーネントを挿入または移動しようとしました。


	
処置: 挿入または移動動作を行うには、別の挿入/移動先セルを選択してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05010: 新しい位置にコンポーネントを移動できません。位置{0}を解析できません 
	
原因: コンポーネントの新しい位置として指定した位置は、有効なセル参照に評価されませんでした。


	
処置: 有効なセル参照を指定してください。たとえば、2列目および3行目のセルには$B$3を使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05011: コンポーネントを新しい位置に移動できません。コンポーネントがすでにその位置に存在します: {0} 
	
原因: 別のコンポーネントの起点としてすでに使用中のセルにコンポーネントを移動しようとしました。


	
処置: 移動操作を行うには別の移動先セルを選択してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05012: ページ定義: {0}を検出または開くことができません。このワークシートではコントロール・バインディングは使用できません。ファイル: {1}。 
	
原因: 指定されたファイルをロードしようとしました。ファイル・パスの一部が無効であったか、ファイルが存在しなかったか、またはユーザーにファイルを開く十分な権限がありませんでした。


	
処置: 関連プロパティが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05013: ページ定義が選択されていません。このワークシートではコントロール・バインディングは使用できません。 
	
原因: ユーザーはページ定義を選択する操作を取消しました。


	
処置: 現在のワークシートに関連付ける有効なページ定義を選択してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05015: クライアント・レジストリの更新中にエラーが発生しました 
	
原因: クライアント・レジストリの更新に失敗しました。


	
処置: 詳細はクライアント・ログ・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05016: ワークブック{0}に1つ以上の必須設定がありません: ApplicationHomeFolder、WebPagesFolder。 
	
原因: 指定されたワークブックに、公開に必要な1つ以上の設定がありません。


	
処置: 公開に必要なすべての設定に有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05017: 値'{0}'はプロパティ{1}に対して無効です。 
	
原因: 入力したプロパティ値は有効ではありません。


	
処置: 有効なプロパティ値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05018: ページ定義: {0}を検出または開くことができません。このワークシートではコントロール・バインディングは使用できません。 
	
原因: 指定されたページ定義が見つからないかオープンできません。


	
処置: ページ定義の使用IDのスペルを確認して、バインディング・リストをリフレッシュします。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-05019: 1つ以上の他のコンポーネントと重なるため、リクエストされた場所にコンポーネントを配置できません。 
	
原因: 他のコンポーネントと重なる位置にコンポーネントを配置しようとしました。


	
処置: 重ならない別の場所を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05500: サーバー・データ・コンテキストのリストア中にエラーが発生しました 
	
原因: 新規ユーザー・セッション用にサーバーの状態を再構築しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、サーバーの状態の再構築に使用する属性および処理が正しく定義されていることを確認してください。サーバーをチェックし、データが削除されているかどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05501: 属性{0}に対して値が一致しません 
	
原因: キャッシュ内の値が属性値と一致しませんでした。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05502: バインディング・コンテナ{1}内でコントロール・バインディング{0}を検出できません 
	
原因: UIコンポーネントのバインディング情報を検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05503: 不正なバインディング・タイプ{0}が、バインディング・コンテナ{2}のコントロール・バインディング{1}に対して存在します。 
	
原因: コンポーネントのバインディング・タイプが、バインディング・コンテナで定義されているバインディング・タイプと異なっていました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。コントロール・バインディング・タイプが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05504: 属性が見つかりません: {0} 
	
原因: データ・コンテキスト・キャッシュで属性を検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05505: アクションが見つかりません: {0} 
	
原因: データ・コンテキスト・キャッシュでデータ・コンテキストのリストア処理を検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05506: リスト・コントロール・バインディングが見つかりません: {0} 
	
原因: リスト・コントロール・バインディングを検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05507: 無効なリスト・コントロール・バインディング: {0} 
	
原因: リスト・コントロールのバインディング・タイプが無効でした。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05508: 無効なリスト・アイテムが選択されています: {0}。 
	
原因: ワークシートからモデルへデータを送信中に無効なリスト・アイテムが見つかりました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05509: コンポーネントが見つかりません: {0} 
	
原因: コンポーネントのバインディングを検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05510: 列を挿入できません。列が範囲外です 
	
原因: 動的列が指定範囲外であったため、この列を表に挿入しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05511: 列を削除できません。列が範囲外です 
	
原因: 動的列が指定範囲外であったため、表でこの列を削除しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05513: レコードが見つかりません 
	
原因: 削除のフラグが付いたレコードを検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05517: コントロール{0}が見つかりません 
	
原因: バインディング・コンテナでコントロールを検出しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05518: 読取り専用式の式の値を設定できません 
	
原因: 読取り専用式に値を設定しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05519: 起動するコンポーネント・メソッド{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定されたコンポーネント・メソッドを起動しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05524: 現在の表の行に配置できません 
	
原因: 行に設定された処理を起動する目的で表内の行の位置を更新しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05529: バインディング・コンテナ・メタデータをロードできません 
	
原因: バインディング・コンテナを定義するメタデータをロードしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05530: ワークシートを初期化できません: {0} 
	
原因: ワークシートを初期化しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05531: 1つ以上の行をアップロードできませんでした 
	
原因: Webアプリケーションにデータをアップロードしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05535: 1つ以上のフラグ付き行を削除できませんでした 
	
原因: フラグ付き行を削除しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05537: ワークブック統合の整合性を判断できませんでした。このワークブックは安全に使用できません。統合を終了します。 
	
原因: サーバーがクライアント・レジストリを読み取れませんでした。


	
処置: Webアプリケーションのクライアント・レジストリを確認/修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05538: ワークブック統合は公開後に変更されています。これを安全に使用できなくなりました。統合を終了します。 
	
原因: 改ざんチェックにより、ワークブックが変更されていると判断されました。


	
処置: 公開済ワークブックの新しい、未変更のコピーを取得してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05553: サーバーXMLレスポンスに無効な文字が見つかりました。データ・ソースのデータを確認して、無効な文字やイメージなどのバイナリ・データがレスポンスで送信されないようにしてください。 
	
原因: サーバーにより送信されたXMLデータの無効な文字を読み取ろうとしました。


	
処置: データ・ソースのデータを確認して、無効な文字をデータから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-05554: ワークブックで不正なバージョンのUIメタデータ・スキーマが使用されています。UIメタデータを現行バージョンに変換してください。 
	
原因: ワークブックに古いスキーマ・バージョンからのUIメタデータが含まれています。


	
処置: UIメタデータを現行バージョンに変換してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: セッション










	ADFDI-05555: 必須プロパティ{0}がコンポーネント{1}にありません。 
	
原因: 必須のコンポーネント・プロパティが定義されていません。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05557: 挿入した行データを最初にサーバーからリフレッシュする必要があります 
	
原因: 行はデータベースに正常に挿入されましたが、行データはワークシート内で更新されていません。


	
処置: 最初にダウンロードまたはDownloadFlaggedRows操作を実行してから、DeleteFlaggedRows操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05558: CacheDataContextではアクションおよび少なくとも1つの属性を指定する必要があります。 
	
原因: このワークシートのメタデータには、1つ以上の無効なCacheDataContext定義が含まれています。


	
処置: CacheDataContextの構成上の問題を検討および解決し、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05559: 行キャッシュ・データが無効です。 
	
原因: ADF表コンポーネントにキャッシュされた行データが無効です。


	
処置: ADF表データを再ダウンロードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05560: 挿入専用の表{0}ではダウンロード・アクションが無視されました。 
	
原因: ダウンロード・アクションはアクションセットに含まれていますが、挿入専用の表では適用できません。


	
処置: 開発者は、このアクションを削除するか、表を挿入専用でなくなるように変更する必要があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05561: 複数同期レスポンスを正しく読み取れませんでした。 
	
原因: 複数同期レスポンス数が複数同期リクエスト数と一致していません。


	
処置: 構成をチェックして操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05562: 依存するリスト・コンポーネントの構成が間違っています。 
	
原因: 別のリスト・コンポーネントに依存するリスト・コンポーネントが開発者によって正しく構成されていません。


	
処置: クライアントでの冗長ロギングを有効化してください。特定の構成に関する問題の詳細は、ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05563: リストア・サーバーのデータ・コンテキスト・キャッシュが破損しています 
	
原因: データの非表示キャッシュが必要な形式ではありません


	
処置: ワークブックの新しいバージョンを取得するかすべてのデータをクリアしてください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05564: リスト・バインディング"{0}"に{1}の値があります。最初の{2}アイテムのみがキャッシュに格納されます。 
	
原因: リストのアイテム数が許容範囲を超えました。


	
処置: リストのアイテム数を減らしてください。または、Webページ・ダイアログを使用して大きな値リストからアイテムを選択できるように、ワークブックを構成してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05565: リスト・バインディング"{0}"の値を取得できません 
	
原因: サーバーからリスト値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05566: リスト・バインディング"{0}"またはその1つ以上の依存リストの値を取得できません 
	
原因: サーバーからリスト値を取得しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05567: サーバーの状態をリストアできません。この状態はリカバリ不能なエラーです。現在のセッションからログアウトされます。 
	
原因: サーバー状態をリストアしようとして失敗しました。


	
処置: アプリケーションにログインして操作を再試行してください。サーバー・ログで詳細を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05568: コンポーネント/列{1}のリスト・バインディング{0}に対するキャッシュの初期化に失敗しました。所有タイプ: {2} (表: {3})。 
	
原因: サーバーからリスト値を取得およびキャッシュしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-05569: 表ステータスをレポートできません: ステータス列が非表示です。 
	
原因: ステータス列を表示しないように表が構成されています。


	
処置: ステータス列が表示可能になるように表を構成してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-05570: オートメーションAPIで予期しない状態が発生しました。詳細: {0} 
	
原因: オートメーションAPIで予期しない状態が発生しました。


	
処置: ワークブックまたは自動化スクリプト、あるいはその両方の構成を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05571: リソースが見つかりませんでした。別名: {0}、キー: {1} 
	
原因: 指定された別名とキーの組合せが見つかりませんでした。


	
処置: ワークブックまたはリソース・ファイル、あるいはその両方の構成を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-05572: リソース・バンドルが見つかりませんでした。別名: {0} 
	
原因: 指定されたリソース・バンドルが見つかりませんでした。


	
処置: ワークブックまたはリソース・ファイル、あるいはその両方の構成を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-05573: ワークシート保護を変更できなかったため、リクエストされたアクションを実行できません。 
	
原因: ワークシートから一時的に保護を削除しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの保護構成を確認して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05574: キー列のセルが変更されました。この操作によってデータが破損する可能性があります。変更はここで元に戻されます。 
	
原因: ADF表のキー列のセルを変更しようとしました。


	
処置: キー列のセルは変更しないでください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFDI-05575: キー列でのセルに対する変更を元に戻せません。影響を受けた表は破損している可能性が高いです。前のバージョンに戻す必要があります。 
	
原因: キー列の変更を元に戻そうとして失敗しました。


	
処置: 統合済ワークブックの新しいコピーを入手して、キー列のセルを変更せずに操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	ADFDI-05576: このコンテキストではアクション{0}を呼び出せません。 
	
原因: 行レベル以外のアクション・セットで行レベルのアクションを呼び出そうとました。


	
処置: 対象のアクション・セットからこのアクションを削除します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05577: サーバーからの表の行データの取得に失敗しました。 
	
原因: サーバーから表の行データを取得しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05578: 予約表の指定範囲'{0}'が見つからないか無効です。 
	
原因: 表コンポーネントの予約された指定範囲にアクセスしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05579: {0}で識別される表での操作の実行中に予期しない例外が発生しました。ワークブックを保存せずに閉じ、操作を再試行してください。 
	
原因: 表の操作を実行しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックを保存せずに閉じ、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05580: 式部分: {0}をバインドできません 
	
原因: 式部分をバインドしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05581: ワークシート: {0}にコンポーネント・データを書き込めません 
	
原因: ワークシートにコンポーネント・データを書き込もうとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-05582: 表構造が変更されたため、フラグが付いた行をダウンロードできません。 
	
原因: 表でDownloadFlaggedRowsアクションが呼び出されましたが、行を最後にダウンロードしたときから列構造が変更されています。


	
処置: ワークシートの構成を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-05583: アクティブなフィルタがワークシートにあるときはコマンド'{0}'を実行できません。フィルタを削除してください。その後、操作を再試行してください。 
	
原因: Excelフィルタがアクティブなときに指定されたコマンドが試行されました。


	
処置: フィルタを削除してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-05584: '{0}'をターゲットのタイム・ゾーンに変換できません。保存せずにワークブックを閉じて、操作を再試行してください。 
	
原因: タイム・ゾーン間での日時値の変換中に予期しない障害が発生しました。


	
処置: ワークブックを保存せずに閉じ、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-05585: ダイアログ・ページ{1}の{0}要素は<span>要素である必要があります。タイプ<{2}>はサポートされていません。 
	
原因: ダイアログ・ページで予約済要素に使用されているhtmlタグはサポートされていません。


	
処置: このダイアログ・ページの開発者に連絡して、予約済要素に<span>タグを使用するように依頼してください。
レベル: 1

タイプ: Warning

影響: 構成










	ADFDI-05586: {0}要素へのイベント・ハンドラのフックは{1}のために失敗しました。クライアント側スクリプトが無効な状態でダイアログを閉じます。 
	
原因: ダイアログ・ページの予約済html要素にイベント・ハンドラをフックできません。


	
処置: ダイアログが自動的に閉じられない場合は手動で閉じてください。このダイアログ・ページの開発者は、クライアント側のスクリプトを使用して予約済要素の値を変更しないようにする必要があります。
レベル: 1

タイプ: Warning

影響: その他










	ADFDI-06000: ワークブック{0}は{1}に対して無効です。 
	
原因: 指定されたワークブックは予期されたタイプではありませんでした。


	
処置: この製品で使用可能なワークブックのみ指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-06001: 予期しない例外が発生しました。ワークブック{0}を公開できません。 
	
原因: ワークブックの公開中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: 設定、インストールおよび構成を確認してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	ADFDI-06002: コマンドライン引数の解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: コマンドライン引数が正しい書式で指定されていませんでした。


	
処置: ツールの使用方法を確認して入力書式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-06003: 予期しない引数が指定されました: {0} 
	
原因: コマンドライン引数の数が予期される数を超えています。


	
処置: 予期された数の引数のみを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-07001: Excelファイルが見つかりません: {0} 
	
原因: ワークブック・ファイルを検索しようとして失敗しました。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されており、ファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07006: {0}のweb.xmlを更新できません 
	
原因: Webアプリケーション・デプロイメント・ディスクリプタの更新に失敗しました。


	
処置: デプロイメント・ディスクリプタ・プロパティ・ダイアログを使用して必要な変更を適用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-07007: {0}のadf-config.xmlを更新できません 
	
原因: アプリケーション構成の更新に失敗しました。


	
処置: ソース・エディタでadf-config.xmlを開いて必要な変更を適用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-07008: {0}インストーラ{1}が見つかりません 
	
原因: 予期された場所にインストーラ・アプリケーションが見つかりませんでした。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されており、ファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07009: {0}インストーラを開始できません 
	
原因: インストーラを起動しようとして失敗しました。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されていること、ファイルが存在しており使用中でないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07010: テンプレート・ワークブックをコピーできません 
	
原因: テンプレート・ワークブックをコピーしようとして失敗しました。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されていること、ファイルが存在しており使用中でないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07400: Excelファイルを開けません 
	
原因: ワークブック・ファイルを開こうとして失敗しました。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されていること、ファイルが存在しており使用中でないこと、有効なワークブック・ファイルであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07401: Excelファイルが見つかりません: {0} 
	
原因: ワークブック・ファイルを検索しようとして失敗しました。


	
処置: 必要なファイル権限が適用されており、ファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07500: メタデータ変換を実行するためのバージョン・コンバータが見つかりません。 
	
原因: ワークブック・メタデータを現行バージョンに変換するためのメタデータ・コンバータが見つかりません。


	
処置: この変換をサポートするコンバータがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07501: メタデータを移行するためのXSL変換を実行できません。 
	
原因: メタデータを移行するためのXSL変換を実行しようとして失敗しました。


	
処置: XSLTスタイルシートおよび入力XML文書がどちらも正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 配置










	ADFDI-07503: ワークブック・ファイル{0}を開けません 
	
原因: ワークブック・ファイルを開こうとして失敗しました。


	
処置: 十分なディスク領域があり、ユーザーがワークブック・ファイルを開くために必要な権限を持つことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07507: 指定したバッファ・サイズが不正です。指定した値: {0} 
	
原因: ワークブック・パラメータのバッファ・サイズに対して不正な値が指定されました。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07508: 必要な開始タグが見つかりませんでした。次が見つかりました: {0} 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07509: 必要な終了タグが見つかりませんでした。次が見つかりました: {0} 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: バージョンの一致するクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07510: モードの長さが不正です。次が見つかりました: {0} 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07511: アプリケーション・ルートの長さが不正です。次が見つかりました: {0} 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07512: ワークブック初期化パラメータの長さが不正です。次が見つかりました: {0} 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-07513: コピー先の長さ{0}が見つかった長さ{1}を下回ります。 
	
原因: 内部バッファ・サイズの不一致が検出されました。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07514: HttpWebRequestを作成できません 
	
原因: HTTP Webリソースを作成しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、Webリソースがhttpまたはhttpsで開始されることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-07515: 無効なレスポンス・ステータス・コード: {0} 
	
原因: HTTP Webリソースにアクセスしようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-07516: ワークシート{0}にワークシート・バージョンの不一致が検出されました。バージョン{1}が見つかりましたが、バージョン{2}が必要です。 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損しているか、非互換バージョンのフレームワークが使用中です。


	
処置: 互換性のあるバージョンのフレームワークが使用中であることを確認し、ワークブックおよびフレームワークをアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07517: メタデータ・ワークシート{0}にこれ以上使用できる行がありません。 
	
原因: メタデータを格納するための最大容量に到達したか、ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: ワークブックから一部のコンポーネントを削除し、領域を解放してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07518: ワークブックにメタデータがありません。 
	
原因: ワークブックが破損したか、メタデータが手動で消去されています。


	
処置: ワークブックを公開して再試行するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-07520: '{1}'の式'{0}'を評価できません。詳細: {2} 
	
原因: 無効な式を評価しようとして失敗しました。


	
処置: 式を確認および修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-07521: '{1}'のExcel式'{0}'を評価できません。詳細: {2} 
	
原因: 無効なExcel式を評価しようとして失敗しました。


	
処置: Excel式を確認および修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-07522: セルが編集モードにある間はコマンド'{0}'を実行できません。現在のセルに対する変更を受け入れるか取り消し、コマンドを再試行してください。 
	
原因: セルが編集モードで開いている間にメニューまたはツールバー・コマンドを起動しようとしました。


	
処置: 現在のセルに対する変更を受け入れるか取り消し、コマンドを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-07523: ワークシートの削除に失敗しました 
	
原因: 文書が破損している可能性があります。


	
処置: 文書の新しいコピーを取得してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-07524: リソース・バンドルの数({1})がサポートされている制限{0}を超えています。 
	
原因: リソース・バンドルの数がサポートされている制限を超えました。


	
処置: このワークブックのリソース・バンドルの数を減らしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ファイル










	ADFDI-07525: アプリケーション・アラートの抑止に失敗しました 
	
原因: アラートの表示を抑止しようとしました。


	
処置: ログ・ファイルで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFDI-07527: 予期しない例外が発生しました。ワークブック・デザイナを初期化できません。デザインタイム・セッションを中止します。 
	
原因: デザインタイム・モードのワークブックを初期化しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-07528: 予期しない例外が発生しました。UIコントローラを初期化できません。ランタイム・セッションを中止します。 
	
原因: ランタイム・モードのワークブックを初期化しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。Webアプリケーションが実行中であり、リクエストを受入中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-07529: 予期しない例外が発生しました。ワークブックを初期化できません。中止します。 
	
原因: 不明なモードのワークブックを初期化しようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-07530: 予期しない例外が発生しました。ワークブックをテスト・モードに切り替えられません。 
	
原因: デザインタイム・モードからテスト・モードに切り替えようとして失敗しました。


	
処置: ワークブックの構成をチェックし、操作を再試行してください。Webアプリケーションが実行中であり、リクエストを受入中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-07532: ワークブック{0}は{1}のこのエディションでは使用できません。 
	
原因: ランタイム・エディションを使用してデザインタイムまたはテスト・モードのワークブックを開こうとしました。


	
処置: ラインタイム・エディションでは公開済のワークブックのみを使用してください。その他のワークブックのタイプにはデザイナ・エディションをインストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	ADFDI-07533: 複数のエディションがインストールされているため、アドイン{0}をロードできません。 
	
原因: 複数エディションのアドインがインストールされています。


	
処置: エディションのいずれかを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-07534: Trust Centerの設定を確認できません。{0}には、Trust Centerの設定「Trust access to the VBA project object model」が必要です。 
	
原因: Excel設定「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」の検証中に予期しない問題が発生しました。


	
処置: Excel Trust Centerにアクセスして、「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」の設定をアクティブにしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-07535: Trust Centerの設定「Trust access to the VBA project object model」をアクティブにできません。この設定は{0}に必要です。 
	
原因: Excel設定「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」のアクティブ化中に予期しない問題が発生しました。


	
処置: Excel Trust Centerにアクセスして、「VBA プロジェクト オブジェクト モデルへのアクセスを信頼する」の設定をアクティブにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-07537: {0}イベント・サブスクライバによりスローされた例外が無視されました 
	
原因: イベント・サブスクライバが例外をスローしました。


	
処置: イベント・サブスクライバの実装を確認および修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFDI-08200: このプロパティを編集する前に、有効な{0}プロパティを選択する必要があります。 
	
原因: 有効なWebアプリケーション・ホーム・フォルダを指定する前に、Webページ・フォルダまたはページ定義フォルダ・プロパティを編集しようとしました。


	
処置: 有効なWebアプリケーション・ホーム・フォルダ・プロパティを指定し、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-08201: 有効なWebページ・フォルダを選択する必要があります。すぐに選択しますか。 
	
原因: 有効なWebページ・フォルダ・プロパティを指定する前に、ActionSetのDialog.PageプロパティでWebページを選択しようとしました。


	
処置: 有効なWebページ・フォルダ・プロパティを指定し、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-08202: 'ApplicationHomeFolder'プロパティに相対的となる有効なパスを選択する必要があります。 
	
原因: 親フォルダ・プロパティの有効なサブフォルダでないフォルダを選択しようとしました。


	
処置: 必要に応じて、'ApplicationHomeFolder'プロパティを別の値に変更し、このプロパティに対して有効なサブフォルダを選択してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-08203: このプロパティに有効な絶対パス名を入力する必要があります。 
	
原因: アプリケーション・ホーム・フォルダ・プロパティについて、有効な絶対フォルダでないフォルダを選択しようとしました。


	
処置: Webアプリケーションが存在するフォルダにナビゲートしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-50001: リソース・バンドルが見つかりません。バンドル: {0} 
	
原因: 必要なリソース・バンドル・クラスをロードできません。


	
処置: サーバー・ログで根本的原因の詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-50002: リソース・キーが見つかりません。バンドル 
	
原因: バンドルで必要なキーが見つかりません。


	
処置: サーバー・ログで根本的原因の詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-55000: 不明なデスクトップ統合エラーです 
	
原因: デスクトップ統合リクエストを処理中に予期しない条件が発生しました。


	
処置: サーバー・ログで根本的原因の詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55001: XML要素{0}に必要な属性{1}がありません 
	
原因: 無効なリクエストXMLを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがADFdiリモート・サーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55002: オブジェクト{0}は使用できません。 
	
原因: 必要なオブジェクトが見つからないか、使用できませんでした。


	
処置: クライアントとサーバー両方のメタデータが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-55003: オブジェクト{0}は使用できません。名前: {1} 
	
原因: 必要なオブジェクトが見つからないか、使用できませんでした。


	
処置: クライアントとサーバー両方のメタデータが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-55004: 無効なGetResourceBundleリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55005: 無効なSyncModelリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55006: 予期しない値がXML要素{0}に指定されました 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55007: 無効なリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55008: 無効なリクエスト・メソッド: {0} 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55009: ユーザー・セッションは使用できません 
	
原因: ユーザーは認証されていませんでした。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-55010: 必要なXML要素{0}。現在の要素は{1}です 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55011: XML入力ストリームでの予期しないファイルの終端 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55012: 無効なXML要素: {0} 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55013: 必要なXMLリーダー状態{0}; 現在の状態は{1}です 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55014: XML要素{0}内での無効な子XML要素{1} 
	
原因: クライアントが送信したXMLリクエストは無効でした。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55017: 現在の行数は構成された限度を超過しています。 
	
原因: クライアントがリクエストした最大行数を超過しました。


	
処置: 限度に収まる新規リクエストを発行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55018: XMLリクエストの読取り中に例外が発生しました 
	
原因: 不正な形式のリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55019: XMLレスポンスを書込み中に例外が発生しました 
	
原因: エラーの根本的原因に関する詳細はサーバー・ログの中にあります。


	
処置: サーバー・ログで、必要な追加手順の詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55021: {0}にバージョンの不一致が検出されました。バージョン{1}が見つかりましたが、バージョン{2}が必要です。 
	
原因: クライアントのバージョンがDIRemoteServletの必要なレベルに一致しません。


	
処置: 互換性のあるバージョンを使用するように、クライアントまたはサーバー(あるいはその両方)をアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55022: 無効なSessionStatusリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55023: 無効なMultiSyncModelリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55025: アイテム{0}のコントロール・バインディング定義が正しくないか、互換性がありません。{1} 
	
原因: コントロール・バインディング定義が正しく構成されていないか、互換性のないコントロール・バインディングが検出されました。


	
処置: コントロール・バインディング定義をチェックし、サポートされているコントロール・バインディングのみが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55026: 無効なTamperCheckリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55027: 無効なEncodeURLリクエストXMLです 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55028: 予期しない値がXML要素{0}に指定されました: {1} 
	
原因: 無効なリクエストを受信しました。


	
処置: サーバー・ログを調べて、サポートされたクライアントのみがこのサーブレットにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55030: クライアント・レジストリ・ファイルが見つかりません: {0} 
	
原因: web-infの場所にクライアント・レジストリ・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 管理者に連絡してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55031: クライアント・レジストリ・ファイルの読取りの試行中にエラーが発生しました 
	
原因: クライアント・レジストリ・ファイルの読取りの試行中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: ファイル・アクセスを有効にするには、I/Oエラーおよびアドレス・ルート・ケースの詳細をログで確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55032: 属性{0}を設定できません(行オブジェクトが使用できません: {1}) 
	
原因: サーバー行が使用できないときに、クライアントが属性値を設定しようとしました。


	
処置: クライアント・データをリフレッシュし、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55033: {0}: 入力値({1})を必要なデータ型({2})に変換できません。 
	
原因: 入力値は必要なデータ型と一貫性がありませんでした。


	
処置: データ型に従って入力値を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55034: 改ざんチェックが無効です。 
	
原因: サーブレットは、改ざんチェック機能を無効にするように構成されていました。


	
処置: 必要に応じてサーブレット初期化パラメータを調整してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-55035: 改ざんチェックは失敗しました。結果: {0} 
	
原因: 改ざんチェックでクライアントのhashcodeと必要な値が一致しませんでした。


	
処置: 改ざんチェックの構成を調整するか、ワークブックの新規コピーを取得してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFDI-55036: 予期しないコンテンツ・タイプのリクエストを受信しました: {0} 
	
原因: 予期しないコンテンツ・タイプのリクエストを受信しました。


	
処置: サポートされているコンテンツ・タイプのみを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55037: 改ざんチェックは、エントリの不足を許容するように構成されています。 
	
原因: 改ざんチェック機能は、エントリの不足を許容するように構成されていました。


	
処置: 必要に応じてサーブレット初期化パラメータを調整してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-55038: リージョン・バインディングに、サポートされていないコントロール・タイプが含まれています: {0} 
	
原因: ページ定義は、サポートされていないコントロール・タイプを使用するよう構成されています。


	
処置: サポートされていないタイプを削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-55039: 予期しないサーブレットの失敗 
	
原因: 予期しない条件のため、サーブレットは失敗しました。


	
処置: 詳細はサーバー・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	ADFDI-55040: リクエストされているリソース・バンドルを読み取れません: {0} 
	
原因: 使用可能でないリソース・バンドルをロードしようとしました。


	
処置: 構成を確認し、リソース・バンドルが使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	ADFDI-55041: トランザクションのコミット・アクションを中止します。 
	
原因: バインディング・コンテナ内のエラーが原因で、トランザクションに対するコミット実行が中止されました。


	
処置: エラー条件をクリアにして、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55042: {0}の位置を値{1}に設定できません。 
	
原因: コントロール・バインディングの位置を属性値で決定しようとして失敗しました。


	
処置: クライアント・データをリフレッシュし、操作を再試行するか、サーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55043: バインディング・コンテナ{1}のパラメータ{0}が見つかりません 
	
原因: パラメータを設定しようとして失敗しました。


	
処置: 構成を確認し、パラメータが使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	ADFDI-55044: ユーザー・セッションが変更されました 
	
原因: クライアント・ユーザー・セッションがタイムアウトしたか、または無効でした。


	
処置: 有効なユーザー・セッションを確立します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-55045: 行{0}に位置を設定できません 
	
原因: コントロール・バインディングの位置を行索引値で決定しようとして失敗しました。


	
処置: クライアント・データをリフレッシュし、操作を再試行するか、サーバー・ログで詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55046: {0}に値が必要です。 
	
原因: 必須属性に空の値を設定しようとしました。


	
処置: このプロパティに空でない値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55502: ソース・データ{0}の長さが宛先バッファ{1}のサイズを超えています。 
	
原因: 内部バッファ・サイズの不一致が検出されました。


	
処置: 互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。ワークブックの構成をチェックし、別のワークブックで操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55510: 必要なワークブック・パラメータ開始タグが見つかりません。{0}が見つかりました 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55511: 必要なワークブック・パラメータ終了タグが見つかりません。{0}が見つかりました 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55512: ワークブック・パラメータ・バッファ・サイズが正しくありません: {0}。 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55513: ワークブック・パラメータ・モード長が正しくありません: {0}。 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55514: ワークブック・パラメータ・アプリケーション・ルートの長さが正しくありません: {0}。 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFDI-55515: ワークブック・パラメータ・コレクション長が正しくありません: {0}。 
	
原因: ワークブックの内部形式が破損している可能性があります。


	
処置: このワークブックでワークブック管理ツールを実行してください。互換性のあるバージョンのクライアントおよびサーバー・フレームワークが使用中であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	ADFDI-55516: 予期しないフィルタの失敗 
	
原因: 予期しない条件が原因でフィルタは失敗しました。


	
処置: 詳細はサーバー・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス















5 ADFF_BIND-00001からADFF_BIND-00046



	ADFF_BIND-00001: ADFv: MDSから可変ドキュメントを取得中に問題が発生しました。{0}。 
	
原因: MDSリポジトリが正しく構成されていないか、破損している可能性があります。


	
処置: MDSリポジトリ構成を確認して、リポジトリをクリアしてください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00002: ADFv: ADF JSFのデータバインディング・サポートがインストールされました。 
	
原因: 該当なし。


	
処置: 該当なし。
レベル: 2

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	ADFF_BIND-00003: ADFv: ADF JSFのBC4J用データバインディング・サポートがインストールされました。 
	
原因: 該当なし。


	
処置: 該当なし。
レベル: 2

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	ADFF_BIND-00004: ADFv: "{0}"を配列に変換できません。配列の更新はサポートされていません。 
	
原因: アプリケーション内のエラー。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00005: ADFv: 式: {0}に閉じカッコ}が見つかりません。 
	
原因: アプリケーションのバインディング式のエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング式を修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00006: ADFv: rowIteratorがnullです。 
	
原因: 内部エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFF_BIND-00007: ADFv: Rowkeyに主キー属性がありません。Rowkey: {0}、表: {1}。 
	
原因: アプリケーションまたはデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、データ破損を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00008: ADFv: rowKey: {0}に列が見つかりません。 
	
原因: アプリケーションまたはデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、データ破損を確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFF_BIND-00009: ADFv: タイプ: {1}の値{0}と一致する選択アイテムが値リストに見つかりませんでした。 
	
原因: アプリケーションまたはデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、リスト・データが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00010: ADFv: プロパティ: {0}のAttributeDefが見つかりません。 
	
原因: アプリケーションまたはバインディング・メタデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング・メタデータが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00011: ADFv: プロパティ"{0}"はAttributeHintsでサポートされていません。 
	
原因: アプリケーションまたはバインディング・メタデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング・メタデータが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00012: ADFv: rowKey: {0}の行がnullです。 
	
原因: アプリケーションまたはデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、データが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00013: ADFv: absoluteIndex: {0} rangeStart: {1} rangeSize: {2} estimatedRowCount: {3}の行がnullです。 
	
原因: アプリケーションまたはデータ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、データが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00014: ADFv: 問合せの結果コンポーネントのレイアウトを保存中に一時ファイルを作成することはできません。 
	
原因: MDS構成のエラーです。


	
処置: MDS構成が正しいことと、リソースにアクセスできることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00015: ADFv: なんらかの問題が発生しました。ファイルが必要です。 
	
原因: MDSファイルのエラーです。


	
処置: MDS構成が正しいことと、すべてのリソースにアクセスできることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00016: ADFv: ID {0}の結果コンポーネントが存在しません。 
	
原因: MDSリポジトリ・メタデータのエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、MDSリポジトリが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00017: ADFv: ID {0}の結果コンポーネントが親に見つかりません。 
	
原因: MDSリポジトリ・メタデータのエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、MDSリポジトリが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00018: ADFv: 結果コンポーネントのレイアウトは{0} viewcriteriaに保存されませんでした。 
	
原因: MDSリポジトリ・メタデータのエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、MDSリポジトリが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00019: ADFv: streamedObjectの内容を読み取れません。 
	
原因: MDSリポジトリ・メタデータのエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、MDSリポジトリが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00020: ADFv: 日付文字列に基づいたエラー・フィルタリングはサポートされていません(フィルタ・フィールド): {0}。 
	
原因: MDSリポジトリ・メタデータのエラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、MDSリポジトリが破損していないことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00021: ADFv: NullのPagePhaseListener。 
	
原因: nullのフェーズ・リスナーをページに追加しようとしています。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、ページ構成を確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00022: ADFv: 不明なDataChangeType: {0}。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00023: ADFv: 無効な属性名{0}。 
	
原因: ソース・ページで属性を確認し、修正してください。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00024: ADFv: 無効なDataExceptionEvent重大度タイプ: {0}。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00025: ADFv: タイプ: {1}のインスタンス: {0}をタイプ{2} {3}に変換できませんでした。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00026: ADFv: プロパティ: {0}が行: {1}に見つかりません。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00027: ADFv: サポートされていない操作例外。 
	
原因: アプリケーションで、サポートされていない操作が実行されました。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、アプリケーション・エラーを修正してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00028: ADFv: 処理の中止例外。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00029: ADFv: 使用可能なコンテナがありません。 
	
原因: バインディング・メタデータが正しくないか破損しています。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング・メタデータが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00030: ADFv: コンテナの内部にありません。 
	
原因: バインディング・メタデータが正しくないか破損しています。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング・メタデータが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00031: ADFv: 不明なDataChangeEventPolicy {0}。 
	
原因: バインディング・メタデータが正しくないか破損しています。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡して、バインディング・メタデータが正しいことを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00032: ADFv: 無効な状態例外。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00033: ADFv: 起動しているDataUpdateListenerを起動しようとしています。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00034: ADFv: 未登録のリスナーに対してstopActiveDataがコールされました。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00035: ADFv: 無効な状態です。親はnullにできません。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00036: ADFv: rowIndex: {0}は-1未満にできません。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00037: ADFv: キー: {3}の親: {2}にキー: {1}の行: {0}が見つかりませんでした。 
	
原因: 原因が不明です。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00038: ADFv: アプリケーション・ファクトリの取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: データバインディング・ライブラリの構成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションにデータバインディング・ライブラリが組み込まれていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFF_BIND-00039: ADFv: ファクトリからアプリケーション・オブジェクトを取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: データバインディング・ライブラリの構成中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーションにデータバインディング・ライブラリが組み込まれていることを確認してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFF_BIND-00040: 検索操作に指定したデータが無効です。 
	
原因: 無効なデータです。


	
処置: 検索データをクリアし、有効なデータを入力してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: データ










	ADFF_BIND-00041: ADFv: カレンダ・アクティビティの定義がNullです。ページ定義ページを確認してください。 
	
原因: アプリケーション・エラー。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: データ










	ADFF_BIND-00042: ADFv: カレンダ・アクティビティIDおよびプロバイダIDはnullにできません。 
	
原因: アプリケーション・データ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00043: ADFv: 無効な状態です。クライアントID {0}を、すでに他のクライアントID {1}と関連付けられているデータバインディングに関連付けようとしています。 
	
原因: アプリケーション・データ・エラーです。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00044: ADFv: FaceletリソースのURLをMDSを介して解決できません。カスタマイズがあっても適用されません。{0}。 
	
原因: FaceletリソースのURLへのMDSストリーム・ハンドラの添付に失敗しました。


	
処置: アプリケーション・サポート担当者に連絡してください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00045: 無効な値: {0}。 
	
原因: listofvaluesコンポーネントの入力フィールドに無効な値が入力されました。


	
処置: 有効な値を入力するか、値リストから値を選択してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	ADFF_BIND-00046: LOV属性のViewCriteriaItemが見つかりません。 
	
原因: vcItemが定義されているため、検索ViewcriteriaにLOV属性がありません。


	
処置: LOV検索および選択ダイアログの検索VCの構成中に、LOV属性を含めてください。
レベル: 2

タイプ: WARNING

影響: プログラム















6 BDSS-00000からBDSS-65160



	BDSS-00000: DispatcherSettings - 設定のロード中にエラーが発生しました。 {0} 
	
原因: BDSSのプリファレンス・ノードをロードできません。


	
処置 プリファレンス・バックエンド・ストアが存在し、このアプリケーションを実行しているユーザーに正しいアクセス権があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-00001: プリファレンス・ストアからディスパッチャ構成がロードされました: ChunkSize = {0} EngineEndpointUrl = {1} 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-00005: ChunkSizeの設定時にバックエンドのデータストアによって例外がスローされました: {0} 
	
原因: BDSSのプリファレンス・ノードにデータを保存できません。


	
処置 プリファレンス・バックエンド・ストアが存在し、このアプリケーションを実行しているユーザーに正しいアクセス権があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00006: EngineEndpointUrlの設定時にバックエンドのデータストアによって例外がスローされました: {0} 
	
原因: BDSSのプリファレンス・ノードにデータを保存できません。


	
処置 プリファレンス・バックエンド・ストアが存在し、このアプリケーションを実行しているユーザーに正しいアクセス権があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00008: DispatcherSettingsノード名 = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-00009: DispatcherSettings絶対パス = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-00010: プリファレンスをロードするバックエンドのデータストアを取得できません。 
	
原因: BDSSのプリファレンス・ノードを取得できません。


	
処置 プリファレンス・バックエンド・ストアが存在し、このアプリケーションを実行しているユーザーに正しいアクセス権があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-00011: SyncDispatcherBeanを初期化できません。 
	
原因: 適切でない構成が存在するか、BDSSコンポーネントが正しくインストールされていません。


	
処置: 構成を確認し、必要に応じてBDSSコンポーネントを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00012: 構成のユーザー・チャンク・サイズを使用できません。デフォルトを使用します。 
	
原因: BDSSのプリファレンス・ノードからデータを取得できません。


	
処置: プリファレンス・バックエンド・ストアが存在し、このアプリケーションを実行しているユーザーに正しいアクセス権があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-00013: {0}ユーザーが同期のためにエンジンに正常に送信されました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-00014: ArrayOutOfBounds例外が発生しました。 
	
原因: 存在しない配列索引をコードで参照しました。


	
処置: アプリケーションを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00015: ディスパッチするユーザーを構成から取得できません。 
	
原因: 同期するユーザーのリストがBDSS構成によって返されませんでした。


	
処置: ユーザー設定MBeanを使用して、適切に構成されたユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00017: SynchronizeUsersのコールに失敗しました: {0} 
	
原因: 操作SynchronizeUsersのコールに失敗しました。


	
処置: BDSSハブ・コンポーネントがアプリケーション・サーバーにインストールされており、アクセス可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-00019: 入力ユーザー配列のメンバーが空の文字列またはnullでした。他のユーザーの処理を続行します。 
	
原因: ハブ・ユーザー・ログインが空の文字列として保存されています。


	
処置: すべてのハブ・ユーザーが空ではないログイン用の文字列を持つことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-10001: タイプ{0}のオブジェクトの割当てに失敗しました。 
	
原因: 指定されたタイプのオブジェクトの割当てに失敗しました。


	
処置: システムのメモリーが不足していないことを確認してください。この問題の原因になった可能性があるその他のエラーをログで確認してください。該当するコンポーネントまたはマシンを再起動してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-10002: Nullオブジェクトが検出されました。コンテキスト: {0} 
	
原因: nullオブジェクトが検出されました。このメッセージとともにオブジェクトの名前またはタイプが記録されます。


	
処置: ログを調べて、この問題の原因を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-10004: 元のエラーがすでに記録されています。 
	
原因: これは例外が検出されたことを示します。ただし、エラーの記録の重複を避けるため、このメッセージではプライマリ・エラーの詳細は記録されません。この例外の原因になったプライマリ・エラーはすでにログに記録されています。


	
処置: 以前のログ・エントリを調べて、この例外の原因になったプライマリ・エラーを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-10005: オブジェクト {0} が無効です。 
	
原因: BDSS製品のコンポーネントにより、有効であると予期されるオブジェクトが無効であることが検出されました。たとえば、オブジェクトがnullや空の文字列などであることが考えられます。関数パラメータまたは他の手段によって取得されたオブジェクトが無効なオブジェクトであることが考えられます。


	
処置: 構成を確認してください。コンポーネントまたはマシンを再起動してみてください。または、適切なBDSSコンポーネントを再インストールしてみてください。さらに、この問題の原因を示す他のメッセージをログで調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-10006: オブジェクト{0}の問題のためにEJBのアクセスに失敗しました。 
	
原因: Enterprise Java Beanにアクセスしようとしてエラーが発生したことを示します。


	
処置: ログを調べて、このエラーの原因を特定してください。このメッセージとともに例外の原因が記録されている可能性があります。製品が適切にインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-10007: バージョンID 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコード・バージョンIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20001: ターゲットPIMに対するレコード変更のプッシュ時にリカバリ不能なエラーが発生しました。PIMに対する追加イベントのプッシュが中止されました。 
	
原因: 原因は不明ですが、Java例外により捕捉されました。Sync-Engineでコネクタに対するレコード変更イベントのプッシュ・プロセス中に例外が発生しました。


	
処置: 原因に関連する例外テキストをBDSSログで探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20004: 新規レコードの作成に失敗しました。Sync-Engineは、ターゲットPIMに対する追加レコード作成アクションのプッシュを続行します。ソースPIMレコード・データ: {0} 
	
原因: Sync-EngineがcreateRecordメソッドを起動したときにターゲット・コネクタから失敗コードが返されました。


	
処置: ターゲットPIMおよびPIMコネクタが正しくインストールされ、動作していることを確認してください。失敗に関連する情報をターゲット・コネクタ・ログで探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20005: PIMレコードの更新に失敗しました。Sync-Engineは、ターゲットPIMに対する追加レコード更新アクションのプッシュを続行します。ソースPIMレコード・データ: {0} 
	
原因: Sync-EngineでPIMレコードの更新の試行中にエラーが検出されました。


	
処置: ターゲットPIMおよびPIMコネクタが正しくインストールされ、動作していることを確認してください。Sync-Engineおよびターゲット・コネクタのログで、失敗を特定するための情報を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20006: PIMレコードの更新に失敗しました。 
	
原因: Sync-EngineでPIMレコードの更新プロセス中に例外が検出されました。この失敗は、コネクタの問題ではなくハブの問題に起因する可能性があります。


	
処置: 失敗の原因に関連する例外テキストをSync-Engineログで確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20007: ソースPIMレコード・データ: 
	
原因: このメッセージは、このラベル・テキストの直後に記録されるソースPIMレコード・データを識別するためのラベルとしてのみ使用されるものです。このメッセージはプライマリ・エラー・メッセージに追加されるもので、単独では記録されません。


	
処置: このエラー・メッセージに対する特別な処置は必要ありません。かわりに、このエラー・メッセージが追加されたプライマリ・エラー・メッセージに定義されている処置を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20009: ターゲットPIMコネクタでPIMレコードの削除に失敗しました。Sync-Engineは、ターゲットPIMに対する追加レコード削除アクションのプッシュを試行します。 
	
原因: Sync-EngineでPIMレコードの削除の試行中にエラーが検出されました。


	
処置: エラーの原因に関する情報をSync-Engineログで調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20010: コネクタ{0}、ハブ・ドメイン{1}、PIMユーザー{2} PIMレコードID {3}のPIMメタデータ・レコードに対するエラー・ステータス・メッセージの書込みに失敗しました。 
	
原因: Sync-Engineで、特定のPIMマップ・レコードについて、データベースへのエラー・メッセージの書込み準備中にエラーが検出されました。


	
処置: Sync-Engineログを調べて基礎となる例外メッセージを探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20011: ハブ・レコードのデータは使用できません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-20012: PIMレコードの削除に失敗しました。 
	
原因: Sync-EngineでPIMレコードの削除プロセス中に例外が検出されました。この失敗は、コネクタの問題ではなくハブの問題に起因する可能性があります。


	
処置: 失敗の原因に関連する例外テキストをSync-Engineログで確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20013: BDSSハブ・レコードに対するメタデータの更新に失敗しました。\tソース・コネクタ・ユーザー = {0} \tソースPIMコネクタ名 = {1} \tソースPIMレコード識別子 = {2}。 
	
原因 このエラーは、Sync-Engineで特定のBDSSハブ・レコードについてBDSSデータベースに対して更新済メタデータを永続化できない場合に発生します。具体的には、Sync-EngineでメソッドSyncConfig::getHubRecordForPimRecordの起動時に例外が捕捉された場合に発生します。このエラーは、特定のBDSSハブ・レコードのメタデータの破損、ネットワークかデータベースの障害、またはSyncConfigコンポーネントに関する問題を示す可能性があります。


	
処置: データベースがアクセス可能であることを確認してください。BDSSハブを再起動してみてください。メタデータの破損の疑いがある場合は、ユーザーのすべてのメタデータを削除して、ユーザーの初期同期を実行してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20014: レコードのエラー・コードの更新に失敗しました。 
	
原因: Sync-Engineで指定のPIMレコード識別子およびコネクタのハブ・レコードが見つかりません。この問題は予期されておらず、通常の動作条件では発生しません。このエラー・メッセージは、ハブ・メタデータが欠落しているか正しくないこと、またはデータベース・アクセス・エラーなどその他の問題が発生したことを示します。Sync-Engineでは、SyncConfigメソッドgetHubRecordForPimRecordからスローされる例外によりこのエラーを検出します。


	
処置: 問題の原因に関連するより具体的な情報を示す例外テキストの形跡がないかどうかログを調べてください。データベースやネットワークなど、すべてのインフラストラクチャが正しく動作していることを確認してください。すべての構成が正しいことを確認します。指定のユーザー、コネクタ・ユーザーおよびPIMコネクタ名とPIMレコード識別子について、メタデータが破損していないことを確認します。問題が指定ユーザーのハブ・メタデータの破損に起因する場合は、そのユーザーのハブ・メタデータをクリアして、ユーザーの初期同期を実行してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20015: BDSSマスター・ハブ・レコードID = {0}のBDSS PIMメタデータ・レコードが見つかりませんでした。 
	
原因: このエラー・メッセージは、指定のハブ・ユーザーID、ハブ・レコードIDおよびコネクタのPIMメタデータ・レコードが見つからなかった場合に記録されます。具体的には、Sync-EngineでメソッドSyncConfig::getPimRecordForHubRecordからの例外が検出された場合に記録されます。この問題は、メタデータの破損(PIMメタデータ・レコードが実際に欠落しているなど)またはその他の原因に起因する可能性があります。


	
処置: エラーの根本原因に関連するより詳細な例外テキストがないかどうかログを調べてください。データベースやネットワークなど、すべてのインフラストラクチャが正しく動作していることを確認してください。すべての構成が正しいことを確認します。記録されたハブ・レコードIDについてハブ・メタデータが破損していないことを確認します。 問題が指定ユーザーのハブ・メタデータの破損に起因する場合は、そのユーザーのハブ・メタデータをクリアして、ユーザーの初期同期を実行してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20016: ハブ・ユーザー{0}はすでに同期されており、該当セッションが終了するまで再同期できません。 
	
原因: 新しい同期セッションは、古いセッションが終了するまで開始できません。


	
処置: 元の同期セッションが完了するまで待機してください。それでもハブ・ユーザーの新しい同期セッションを起動できない場合は、BDSSハブを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20017: (ターゲット・コネクタ・ユーザー) 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMコネクタにプッシュされているレコード・イベントのターゲット先であるコネクタ・ユーザー識別子のラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20018: (ターゲットPIMコネクタ名) 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMにプッシュされているレコード・イベントのターゲット先であるPIMコネクタ名のラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20019: BDSSキュー・メッセージ・レシーバのタイムアウト期限が切れました。キュー・メッセージを受信しませんでした。 
	
原因: このエラーは、Sync-Engineが待機していたExtractResponseを受信しなかったためにSync-EngineのExtractResponseTimeoutが発生したことを示します。具体的には、キュー・メッセージによって適切なタイミングでExtractResponseを受信しなかったことを示します。Sync-Engineは、コネクタが応答しなくなったかどうかを判断するための時間トリガーとしてExtractResponseTimeoutを使用します。このような場合、Sync-Engineでは適切なタイミングでExtractResponseを受信しないと判断し、同期を中止するためのリカバリ処理を実行します。この問題は、コネクタがSync-EngineにExtractResponseを正しく送信しない場合に発生する可能性があります。または、ExtractResponseが大きすぎるか、ネットワーク待機時間が非常に低速である場合に、コネクタからSync-EngineにExtractResponseが適切に転送される前にタイムアウトが発生しました。


	
処置: すべてのコネクタが適切に動作しており、Sync-EngineにExtractResponseオブジェクトを正常に送信できることを確認してください。Sync-Engineマシンが過負荷ではなく、受信したExtractResponseオブジェクトを効率的に処理できることを確認します。ExtractResponseにより転送されるデータ量が多すぎないか、またはネットワーク待機時間が低速すぎず、それによってExtractResponseTimeoutがトリガーされないことを確認します。必要に応じて、ExtractResponseTimeoutのタイムアウト値を増やします。コネクタがSync-EngineにExtractResponseを送信する場合に、http Webサービス・タイムアウトが発生しているかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20020: 予期しないメッセージ・クラス・タイプのキュー・メッセージを受信しました。予期されているクラス・タイプはObjectMessageです。{0}。 
	
原因: このエラーは、Sync-Engineが予期しないJavaクラス・タイプのキュー・メッセージを受信したことを示します。このエラーは、Sync-Engineで通信プロトコルに障害が発生したことを示します。


	
処置: BDSS製品が正しくインストールおよび構成されていること、および不適切なプロデューサがBDSSメッセージ・キューにメッセージを送信していないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20021: ハッシュテーブル要素キーが無効です。 
	
原因: このエラーは、Sync-Engineが無効なハッシュテーブル要素キーを検出したことを示します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20022: キー = {0}のハッシュテーブル要素値が無効です。 
	
原因: このエラーは、指定の要素キーに対してSync-Engineが無効なハッシュテーブル要素キーを検出したことを示します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20023: UsersArrayの要素でnullのハブ・ユーザーIDが検出されました。 
	
原因: Sync-EngineがUsersArrayで無効なハブ・ユーザーを検出しました。Sync-Engineは無効なハブ・ユーザーを同期できません。具体的には、文字列の配列要素がnullであり、有効なハブ・ユーザーが指定されていません。


	
処置: Sync-Engineに送信されたユーザーの配列で、配列内の各要素に有効なハブ・ユーザーが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20024: UsersArrayの要素で無効なハブ・ユーザーIDが検出されました。 
	
原因: Sync-EngineがUsersArrayで無効なハブ・ユーザーを検出しました。Sync-Engineは無効なハブ・ユーザーを同期できません。具体的には、有効な文字列配列要素が検出されましたが、その文字列は空であり、ハブ・ユーザーが指定されていません。


	
処置: Sync-Engineに送信されたユーザーの配列で、配列内の各要素に有効なハブ・ユーザーが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20025: 指定のユーザー、ドメインおよびコネクタについて、計算された同期方向は{0}です。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-20026: 2つのコネクタURL間でユーザー・ハブ・ドメインの同期を構成する必要があります。現在、{0} URLを検出しています。 
	
原因: ユーザー・ハブ・ドメインの同期について、無効な数のコネクタURLが特定されたことを示します。同期は、指定のユーザーとハブ・ドメインの2つのコネクタURL間でのみ行うことができます。


	
処置: 2つのコネクタ間で同期するためのBDSS構成が正しいことを検証してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-20027: 提供されたハブ・ユーザーIDがnullまたは空の文字列であるために同期を開始できません。 
	
原因: 提供されたハブ・ユーザーIDがnullまたは空の文字列のいずれかです。


	
処置: 同期の開始に使用されているメカニズムが、ハブ・ユーザーについてnullまたは空でない値を提供していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20028: 無効なExtractResponseが検出されました。コネクタによって送信されたExtractResponseには削除イベントが含まれることが示されていますが、その削除イベントが存在しません。 
	
原因: このエラーは、ExtractResponseでメンバーExtractResponse.ExtractResponseData.hasDeletesにtrue値を指定しているにもかかわらず、メンバーExtractResponse.ExtractResponseData.deleteRecordIdArrayにnull値が指定されていることをSync-Engineが検出した場合に発生します。したがって、ExtractResponseオブジェクトは破損しており、処理できません。


	
処置: 無効なExtractResponseを提供しているコネクタを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20029: 無効なExtractResponseが検出されました。コネクタによって送信されたExtractResponseにnullの削除レコードIDが含まれています。 
	
原因: このエラーは、有効な削除レコードIDが予期されている場合に、Sync-EngineがメンバーExtractResponse.ExtractResponseData.deleteRecordIdArrayでnullの配列要素を検出したときに記録されます。


	
処置: 無効なExtractResponseを提供しているコネクタを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20030: ExtractResponseがアップサートの存在を示していますが、実際には存在しません。 
	
原因: このエラーは、ExtractResponseにアップサート・レコードを含める必要がある場合で、実際にはそれが含まれていないことがSync-Engineで検出されたときに発生します。具体的には、メンバーExtractResponse.ExtractResponseData.hasUpsertsがtrueであっても、ExtractResponse.ExtractResponseData.upsertRecordArray内のupsertRecordArrayが無効である場合です。


	
処置: 無効なExtractResponseを提供しているコネクタを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20034: 削除済レコードと更新済レコードの間で競合が検出され、解決されました。更新済レコード・イベントは削除され、削除済レコード・イベントはターゲットPIMに伝播されます。2つのレコード・イベントに関する情報は次のとおりです: \t削除済レコード: \t\tコネクタ = {0} \t\tPIMユーザー = {1} \t\tPIMレコード識別子 = {2} \t更新済レコード: \t\tコネクタ = {3} \t\tPIMユーザー = {4} \t\tPIMレコード識別子 = {5} {6} 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-20035: 現在のユーザーおよびコネクタ{0}に対するPIMコネクタ・エンドポイントが見つかりません。 
	
原因: Sync-Engineは、コネクタ・インタフェース・メソッドgetPimServerEndPointを使用して特定のコネクタに対するすべてのコネクタURLを問い合せました。しかし、どのコネクタ・インスタンスも特定のコネクタ・ユーザーのコネクタ・エンドポイントを提供しませんでした。


	
処置: ログ・エントリを確認して、このエラーに関するコネクタおよび対応するハブ・ユーザーIDを特定してください。PIMでコネクタ・ユーザーが構成されていること、BDSS構成が正しいこと、すべてのコネクタ・インスタンスURLが適切に構成されていること、およびこの問題が発生したコネクタとユーザーについてコネクタ・インスタンスがエンドポイントを正常に返せることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20040: ハブ・ドメイン{1}のコネクタ{0}に作成、更新または削除の変更をプッシュしているときにエラーが発生しました。 
	
原因: これは、指定のコネクタおよびハブ・ドメインに作成イベント、更新イベントまたは削除イベントをプッシュしているときにエラーが発生したことを示す一般的なハイレベルのエラー・メッセージです。


	
処置: ログ内でこのメッセージを調べて、関連するコネクタおよびハブ・ドメインを探してください。このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20041: BDSSエンジンは、次のPIM(使用可能な場合)にレコード変更のプッシュを続行します。 
	
原因: この情報メッセージのテキストは、メッセージSYNCENG_PUSH_TO_PIM_ERRORのテキストを補足するものです。このメッセージ・テキストは、同じハブ・ドメインに伝播可能な追加PIMに対する変更がSync-Engineにある場合にのみ記録されます。


	
処置: このメッセージに固有の処置は必要ありません。かわりに、エラー・メッセージSYNCENG_PUSH_TO_PIM_ERRORに対する処置を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20043: 予期されていないか失敗の結果コードがExtractResponseで検出されました。ExtractResponse結果コード = {0}。ExtractResponseエラーの説明 = {1} 
	
原因: コネクタから受信したExtractResponseで、PARTIAL_EXTRACT_COMPLETED_OKまたはPARTIAL_EXTRACT_COMPLETED_NOTOKのいずれかのExtractResultCode値が検出されました。このいずれかのExtractResultCode値を持つExtractResponseは、Sync-Engineによる同期を実行できないものと考えられます。したがってSync-Engineは、対応するExtractResponseに対して同期を実行できません。


	
処置: 障害の発生したExtractResponseに対応するコネクタ、PIMサーバーおよび構成を調べてください。このコネクタ関連エラーの問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20044: ExtractResponseで不明な失敗コードが検出されました。ExtractResponse結果コード = {0}。ExtractResponseエラーの説明 = {1} 
	
原因: Sync-Engineがコネクタから受信したExtractResponseで不明なExtractResultCode値を検出しました。


	
処置: 障害の発生したExtractResponseに対応するコネクタ、PIMサーバーおよび構成を調べてください。このコネクタ関連エラーの問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20045: 抽出レスポンスの取得時に不明なコネクタが検出されました。 
	
原因: Sync-Engineは2つのコネクタ(Exchange用およびWebcenter用)のみを認識します。コネクタからのExtractResponseで受信したコネクタがSync-Engineによって認識されません。


	
処置: このメッセージのログ・エントリを調べて、問題のExtractResponseから取得されたコネクタを確認してください。問題のExtractResponseに対応するコネクタ、PIMサーバーおよび構成を調べます。コネクタがSync-Engineに送信したExtractResponseオブジェクトで正しいPIMサーバー・タイプが提供されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20046: ExtractResponseオブジェクトの取得でエラーが発生しました。 
	
原因: このメッセージは、同期セッション中にExtractResponseオブジェクトを受信している間に、Sync-Engineでエラーを検出したことを示します。基礎となる問題はすでにログに記録されています。


	
処置: このログ・メッセージのすぐ前にあるログ・メッセージを調べて、基礎となる問題を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20047: PIMレコードの記述配列でnullのname-keyオブジェクトが検出されました。 
	
原因: このエラーは、Sync-Engineがレコードをそのキー・フィールドを使用して比較しており、コネクタExtractResponseによって提供されたUpsertRecordについて、フィールドの名前が無効(つまり空かnull)であることを検出したときに発生します。


	
処置: キー・フィールドの構成が正しいことを確認してください。ログ内の最近のExtractRequestを調べて、無効なキー・フィールドを提供しているコネクタを特定します。すべてのコネクタがSync-Engineに対して有効なExtractRequestレスポンスを提供していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20048: 同期中に例外エラーが発生しました。 
	
原因: Sync-Engineで同期中に例外が検出されました。


	
処置: ログ・ファイルでこの例外の詳細を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20049: 例外エラーの処理中にFtsLoggerクラス・オブジェクトにアクセスできません。例外: {0}。 
	
原因: Sync-Engineで同期中に例外が検出されました。ただしSync-Engineでは、このメッセージとともにセッションIDおよびハブ・ユーザーIDは記録されません。


	
処置: ログ・ファイルでこの例外の詳細を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20050: 無効なエンジン・エンドポイントURLを構成から受信しました。URLはnullまたは空の文字列です。 
	
原因: メソッドSyncConfig::getEngineEndPointURLから無効なSync-EngineエンドポイントURLが返されました。例外をスローしたメソッドは含まれていません。


	
処置: 有効なエンジン・エンドポイントURlが構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-20051: BDSSエンジンExtractResponseサーブレット・エンド・ポイントURL = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-20052: ハブ・ドメインの同期に失敗しました。 
	
原因: このメッセージは、特定のハブ・ドメインの同期中にエラーが検出されたことを示します。このメッセージとともにハブ・ユーザー、同期セッション識別子、およびハブ・ドメインが記録されます。


	
処置: ログ内のこのメッセージを調べて、障害の発生したハブ・ドメインを特定してください。ログを調べて、障害の根本原因を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20053: 抽出リクエストの送信に失敗しました。 
	
原因: 抽出リクエストをコネクタに送信しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ログを調べて、このエラーの基礎となる問題を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20054: コネクタ・ユーザー同期セッションの初期化に失敗しました。BDSSは、コネクタ・インスタンスURLが無効であると見なし、ハブ・ユーザー: {0}、コネクタ: {1}のコネクタ・エンドポイントをクリアします。同期は、以降の同期サイクルで試行されます。 
	
原因: コネクタ・メソッドinitializeUserSyncSessionの起動中にエラーが検出されました。


	
処置: ログを調べて、このエラーの基礎となる問題を特定してください。ログで、ハブ・ユーザーID、コネクタおよび基礎となる例外の説明を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20057: コネクタの初期化に失敗しました。 
	
原因: ハブ・ユーザーの同期に関連するコネクタを初期化しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: ログを調べて、このエラーの基礎となる問題を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20058: ハブ・ユーザー: {0}、コネクタ: {1}に対して構成されたコネクタ・エンドポイントのコネクタ・インスタンスURLを取得できません。次の同期サイクルで新しいコネクタ・エンドポイントを構成できるように、このユーザーに対して障害の発生したコネクタ・エンドポイントがクリアされます。 
	
原因: Sync-Engineは、このメッセージで指定されたハブ・ユーザーおよびコネクタに対してコネクタ・エンドポイントを取得できませんでした。


	
処置: 基礎となる例外に関連するログ・エントリを調べて、問題が発生した対象のハブ・ユーザーおよびコネクタを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-20059: ハブ・ユーザー: {0}、コネクタ: {1}に対する有効なコネクタ・インスタンスURLを取得できません。 
	
原因: Sync-Engineは、コネクタ・インスタンスURLの取得の試行中に例外が発生しなくても、コネクタ・インスタンスURLが無効(空またはnull)であると判断しました。


	
処置: ログ・メッセージを調べて、このエラーが発生したハブ・ユーザーおよびコネクタを特定してください。コネクタ・インスタンスURLとエンドポイント構成がすべて正しいことを確認します。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20060: コネクタ・メソッド{0}を起動しようとして障害が検出されました。 
	
原因: このメッセージによって指定されたコネクタ・メソッドを起動するときに例外が検出されました。


	
処置: ログを調べて、この障害に対応するハブ・ユーザーIDおよびコネクタを特定してください。また、ログを調べて、障害の発生したコネクタ・メソッドを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20061: 現在のハブ・ユーザーおよびコネクタのコネクタ・エンドポイントを構成できません。 
	
原因: Sync-Engineは、メソッドm_SyncConfig.setConnectorEndPointからスローされた例外を検出しました。


	
処置: 構成およびインストールが正しいことを確認してください。ログ内のこのメッセージを調べて、対応するハブ・ユーザーIDおよびコネクタを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-20062: "コネクタ・メソッド{0}でエラー・コード{1}が返されました。" 
	
原因: Sync-Engineで、コネクタ・メソッドから返されたエラー・コードが検出されました。


	
処置: ログを調べて、障害の発生したコネクタ・メソッドと返されたエラー・コードを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20063: 無効なメッセージ・タイプが検出されました。予期されるタイプはjavax.jms.MapMessageです。{0}。 
	
原因: SyncUserMDBメッセージドリブンBeanは、javax.jms.MapMessageタイプではないキュー・メッセージを誤って受信しました。SyncUserMDBは、Weblogic Serverのメモリー内キューからメッセージを取得します。ここでは、メッセージ・プロパティRECIPIENT = BDSS SyncUser MDB Recipientであるキュー・メッセージを取得します。


	
処置: プロパティRECIPIENT = BDSS SyncUser MDB Recipientであるキュー・メッセージで構成されたWLSメモリー内キューに、他のソフトウェア製品がメッセージを送信していないことを確認してください。参照のために、誤ったキュー・メッセージの内容がこのログ・エントリに追加されます。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20084: PIMレコード記述: 
	
原因: このメッセージ文字列はラベルであり、その目的はPIMレコードに対してPimRecordDescriptionメタデータが記録されていることを示すことにあります。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20085: フィールド名 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードの単一のPimRecordDescriptionフィールド名を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20086: フィールド値がnullです。 
	
原因: このメッセージ文字列は、PimRecordDescription.descriptionArrayオブジェクトにnullのフィールド値を持つKeyValuePairオブジェクトが含まれることを示します。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。また、PIMレコードのPimRecordDescriptionメタデータ内でこのnullフィールド値の原因を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20087: フィールド値 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードの単一のPimRecordDescriptionフィールド値を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20088: 記述配列が空です 
	
原因: この文字列は単独では記録されません。常に、補足情報を提供するために別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。このメッセージは、PimRecordDescription情報が使用できないことを示します。この場合、PimRecordDescriptionオブジェクトは有効であり、有効なKeyValuePair配列オブジェクトを含みますが、KeyValuePair配列には要素が含まれません。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20089: 記述配列がnullです 
	
原因: この文字列は単独では記録されません。常に、補足情報を提供するために別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。このメッセージは、PIMレコードのPimRecordDescription情報が使用できないことを示します。この場合、PimRecordDescriptionオブジェクトは有効ですが、nullのKeyValuePair配列を含みます。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20092: このレコードでPimRecordDescriptionデータが提供されていません 
	
原因: この文字列は単独では記録されません。常に、補足情報を提供するために別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。このメッセージは、PimRecordDescriptionオブジェクトがnullであるために、PIMレコードのPimRecordDescription情報が使用できないことを示します。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20093: PimRecordDescriptionフィールド名でnullのフィールド名が検出されました。 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードのPimRecordDescriptionメタデータ内でフィールド名がnullであることを示します。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。また、このnullのフィールド名を生成している原因を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20094: エラー・コード 
	
原因: このメッセージ文字列は、エラー・コードを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20095: ハブ・ドメイン 
	
原因: このメッセージ文字列は、ハブ・ドメイン識別子を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20096: ハブ・ユーザー 
	
原因: このメッセージ文字列は、ハブ・ユーザーIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20097: セッションID 
	
原因: このメッセージ文字列は、ユーザー同期セッションIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20098: コネクタ・ユーザー 
	
原因: このメッセージ文字列は、コネクタ・ユーザーIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20099: コネクタ名 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMコネクタ名を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20100: PIMレコードID 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20102: BDSSマスター・ハブ・メタデータ・レコード{0}を削除しようとしてエラーが検出されました。 
	
原因: このメッセージは、BDSSデータベースからハブ・メタデータ・レコードを削除しようとして例外が発生したことを示します。具体的には、SyncConfig::deleteHubMapRecordメソッドから例外がスローされました。例外の原因は、このメッセージとともに記録されます。


	
処置: ログを調べて、このメッセージとともに記録されている例外の原因を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20103: 指定のPIMレコードに対応するBDSS Pimマップ・メタデータ・レコードの削除に失敗しました。 
	
原因: このメッセージは、BDSSデータベースからPIMマップ・レコードを削除しようとして例外が発生したことを示します。具体的には、SyncConfig::deletePimMapRecordメソッドから例外がスローされました。例外の原因は、このメッセージとともに記録されます。


	
処置: ログを調べて、このメッセージとともに記録されている例外の原因を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20104: ハブ・ドメインの同期に成功しました。 
	
原因: これは同期が成功したことを示す情報メッセージです。このメッセージとともにハブ・ユーザー、同期セッションID、コネクタおよびハブ・ドメインが記録されます。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20106: ユーザーに対する同期が開始されました 
	
原因: これは、ハブ・ユーザーに対して同期セッションがいつ開始したかを示す情報メッセージです。ハブ・ユーザーは、ログ・メッセージ・ヘッダー内で指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20107: ユーザー同期セッションが終了しました。ユーザー同期ステータスは{0}です。 
	
原因: これは、ハブ・ユーザーの同期セッションがいつ終了したかを示す情報メッセージです。具体的には、SyncConfig::setUserSyncSessionToEndedメソッドへのコールが成功しました。この通知は、この同じ同期セッションについてドメインの同期の成否を示唆するものではありません。ハブ・ユーザーは、ログ・メッセージ・ヘッダー内で指定されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-20108: ユーザー同期セッションの終了に失敗しました。 
	
原因: このエラー・メッセージは、ハブ・ユーザーの同期セッションが正常に終了しなかったことを示します。具体的には、SyncConfig::setUserSyncSessionToEndedメソッドから例外がスローされました。このエラーは、この同じ同期セッションについてドメインの同期の成否を示唆するものではありません。ハブ・ユーザーは、ログ・メッセージ・ヘッダー内で指定されています。


	
処置: 特に処置は必要ありません。ただし構成(特にハブ・ユーザーの構成)を確認してください。また、BDSSアプリケーション・サーバーを再起動するか、BDSSを再インストールすることをお薦めします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-20109: ハブ・ドメイン{0}は、現在のハブ・ユーザーに対して同期するように構成されている他のコネクタがないため、コネクタ{1}に対して同期されません。 
	
原因: 指定のハブ・ドメインについて、ハブ・ユーザーの構成が単一のコネクタのみを使用してハブ・ドメインを同期するように設定されています。単一のコネクタのみによるハブ・ドメインの同期は無効です。Sync-Engineは、現在のハブ・ユーザー同期セッションで構成のローカル・コピーのみを変更しました。そのため、現在のハブ・ユーザー同期セッションで指定のハブ・ドメインを同期しません。


	
処置: 指定のハブ・ユーザーの構成を修正して、指定のハブ・ドメインが複数のコネクタによって同期されるように構成してください。または、指定のハブ・ユーザーの構成から指定のハブ・ドメインを削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-20110: コネクタ{0}は、ハブ・ドメインを同期するように構成されていないため、現在のハブ・ユーザー同期セッションで同期されません。 
	
原因: Sync-Engineは、ハブ・ドメインを同期するように構成されていないため、指定のコネクタについてハブ・ユーザーの構成が有効ではないと判断しました。指定のコネクタは、現在のハブ・ユーザー同期セッションで同期することが許可されません。


	
処置: 指定のハブ・ユーザーおよびコネクタについて、別のコネクタとともに1つ以上のハブ・ドメインを同期するように正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-20111: AttendeeMetadata: 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20112: オーガナイザ 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20113: VEventStartDate 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20114: 必須参加者 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20115: オプション参加者 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20116: 非参加者 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-20117: なし 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードに対してAttendeeMetadataが記録されている場合に使用されるラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-30001: {0}のエンジン設定が無効です。 
	
原因: このパラメータのエンジン設定が無効です。


	
処置: EngineSettings MBeanを使用して、このパラメータに有効な値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30003: SyncConfigの構成中にエラーが発生しました。{0} 
	
原因: メモリー不足エラーが発生したか、SyncConfigがEngineSettings MBeanを取得できません。


	
処置: EngineSettings MBeanがデプロイされているか、十分なメモリーがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-30006: プロファイル{1}のセクション{0}が見つかりません。 
	
原因: 該当するプロファイルおよびセクションの構成データをデータ・ストアから取得できません。


	
処置: プロファイルおよびセクションがデータ・ストアに存在し、データ・ストアに接続できることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-30007: EngineSettings - 設定のロード中にエラーが発生しました。 {0} 
	
原因: プリファレンス・ストアでエンジン設定が見つからないか、プリファレンス・ストアをロードできません。


	
処置: プリファレンス・ストアがサーバーに存在していてアクセス可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-30008: プリファレンス・ストアからエンジン構成をロードしました: ExtractResponseTimeout = {0} MessageTimeToLive = {1} EngineEndPointURL = {2} RuntimeLibraryURL = {3} 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-30009: EngineSettings絶対パス = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-30010: EngineSettingsノード名 = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-30011: {1}構成オプションを設定しようとして{0}が検出されました。{2} 
	
原因: プリファレンス・ストアでエンジン設定が見つからないか、プリファレンス・ストアをロードできないか、プリファレンス・ストアに書き込むことができません。


	
処置: プリファレンス・ストアがサーバーに存在していてアクセス可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30012: MBean操作を起動しようとして{0}が検出されました。{1} 
	
原因: BDSS MBeanはアクセス可能でないか、正常にインストールされませんでした。


	
処置: アプリケーション・サーバーの管理UIを使用して、BDSS MBeanが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30013: プロファイル・データの変換時に{0}が検出されました: プロファイル = {1}、セクション = {2}、パラメータ = {3}、値 = {4}。 
	
原因: データベースから返されたプロファイル設定を適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Profile Settings MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30014: オープンmbeaninfoの構築に失敗しました 
	
原因: MBeansのロードでエラーが発生しました。


	
処置: MBeanコンソールを再起動するか、MBeansを再インストールしてみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30015: 操作名はnullにできません 
	
原因: 操作名がnullであるため、MBeanのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: MBeanを再インストールしてみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30016: nullの操作名では起動をコールできません。 
	
原因: 操作名がnullであるため、MBeanのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: MBeanを再インストールしてみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30017: MBean操作{0}の起動中にエラーが発生しました。例外クラス名 = {1}。捕捉 [{2}]。 
	
原因: 操作の実行でエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30018: MBean操作{0}が見つかりません。 
	
原因: MBean操作の検索でエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、アプリケーション・サーバーの管理UIを使用して、BDSS MBeanが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30019: MBeanに無効なパラメータが提供されたため操作{0}を起動できません。 
	
原因: MBeanに無効なパラメータが渡されました。


	
処置: 有効なパラメータを指定して再試行してください。エラーが解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30020: サーバー・マップの変換でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: データベースから返されたサーバー・マップを適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Server and Connectors MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30021: コネクタ・マップの変換でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: データベースから返されたコネクタ・マップを適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Server and Connectors MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30022: ハブ・ユーザーの取得でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: ハブ・ユーザーの構成にエラーがあるか、ハブ・ユーザーが存在しない可能性があります。


	
処置: ハブ・ユーザーが構成に含まれており、正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30023: コネクタ・ユーザーの取得でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: コネクタ・ユーザーの構成にエラーがあるか、コネクタ・ユーザーが存在しない可能性があります。


	
処置: コネクタ・ユーザーが構成に含まれており、正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30024: ドメインの取得でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: ドメインの構成にエラーがある可能性があります。


	
処置: ドメインが構成に含まれており、正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-30025: レコードの取得でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: このレコードについてデータベースにエラーがある可能性があります。


	
処置: このレコードがデータベースに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35001: ログイン{0}でコネクタ・ユーザーを作成できません。また、ハブ・ユーザー{1}にユーザーをマップできません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35002: プロファイル{2}のセクション{1}の構成パラメータ{0}を削除できません。 
	
原因: 構成にアクセスできませんでした。


	
処置: データベースが稼働しており、クライアントからデータベースにログインできることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35003: ID {0}のレコードを削除できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35004: ユーザー{1}についてID {0}のハブ・レコードが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーまたはレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーおよびレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35005: ユーザー{1}についてID {0}のPIMレコードのハブ・レコードが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35006: ハブ・ユーザー{0}が見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にハブ・ユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35007: 値{1}の{0} LOVが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35008: ID {1}の{0}オブジェクトが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35009: ID {0}のPIMレコードが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーまたはレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーおよびレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35010: ユーザー{1}についてID {0}のPIMレコードが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーまたはレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーおよびレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35011: ユーザー{1}についてID {0}のハブ・レコードのPIMレコードが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35012: {1}という名前のコネクタについてID {0}のコネクタ・ユーザーが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35013: レコード{0}についてレコードに関連するデータが見つかりません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーまたはレコードのデータが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーおよびレコードが存在することを確認してください。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: 構成










	BDSS-35014: データ・ソースからユーザーを返すことができません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35015: ユーザー{1}の{0}レコードを取得できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35016: ID {1}の{0}オブジェクトを削除できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35017: {1}という名前のコネクタについてドメイン{0}の同期レベルを更新できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35018: ユーザー{1}についてID {0}のハブ・レコードを更新できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35019: ID {1}の{0}オブジェクトを更新または作成できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35020: ユーザー{1}についてID {0}のPIMレコードを更新できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35021: ハブ・ユーザー{0}のセッションを更新できません。 
	
原因: 構成でユーザーが見つからないか、データ・ストアでの更新が許可されていません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にハブ・ユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35022: プロファイル{2}のセクション{1}の構成パラメータ{0}をデータ・ストアに書込むことができません。 
	
原因: 構成にアクセスできないか、構成に書き込むことができません。


	
処置: データベースが稼働しており、クライアントからデータベースにログインできることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35023: ID {0}のレコードについてレコードに関連するデータを保存できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35024: ID {0}のレコードについてレコードを説明するデータを保存できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーまたはレコードが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーおよびレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35025: ユーザー{0}についてユーザーに関連するデータを書き込むことができません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、データ・ストアに書き込むことができません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインできることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35026: {2}という名前のコネクタ上でユーザー{1}について{0}ドメインの同期ステータスを書き込むことができません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスまたは書き込むことができないか、このユーザーの構成が破損しています。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインできることを確認してください。また、このユーザーの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35027: コネクタ{0}の構成にエラーがあります。 
	
原因: このコネクタの構成にエラーがあります。


	
処置: このコネクタの構成を確認して、問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35028: ドメイン{0}の構成にエラーがあります。 
	
原因: このドメインの構成にエラーがあります。


	
処置: このドメインの構成を確認して、問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35029: ハブ・ユーザー{0}のいずれかのコネクタ・ユーザー・マッピングが無効です。 
	
原因: コネクタ・ユーザー・マッピングに対するいずれかのハブ・ユーザーの構成が破損しているか、存在しません。


	
処置: マッピングが構成に含まれており、有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35030: コネクタ・インスタンス{0}の構成が正しくありません。{1}の構成を確認してください。 
	
原因: このコネクタ・インスタンスの構成が欠落しています。


	
処置: このコネクタ・インスタンスの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35031: PIMドメイン{0}の構成が正しくありません。{1}の構成を確認してください。 
	
原因: このドメインの構成が欠落しています。


	
処置: このドメインの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35032: ユーザー{0}の構成が正しくありません。コネクタ{1}でユーザーの構成を確認してください。 
	
原因: このユーザーの構成が欠落しています。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35033: ハブ・ユーザー{1}についてコネクタ{0}のコネクタ・ユーザーが存在しないか、このコネクタ用に構成されたこの名前のコネクタ・ユーザーが複数存在します。 
	
原因: このハブ・ユーザーには、コネクタ用に関連付けられたコネクタ・ユーザーが存在しませんでした。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35034: コネクタ{0}の構成が正しくありません。{1}の構成を確認してください。 
	
原因: このコネクタの構成が欠落しています。


	
処置: このコネクタの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35035: プロファイル{0}の構成が存在しません。プロファイルの構成を確認してください。 
	
原因: このプロファイルの構成が欠落しています。


	
処置: このプロファイルの構成を確認し、必要に応じて構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35036: プロファイル{2}のセクション{1}の構成パラメータ{0}が存在しません。 
	
原因: このプロファイルの構成が欠落しています。


	
処置: このプロファイルの構成を確認し、必要に応じて構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35037: ユーザー{1}の{0}がありません。 
	
原因: このユーザーの構成が欠落しています。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35038: PIMサーバー{0}の構成にエラーがあります。 
	
原因: このPIMサーバーの構成にエラーがあります。


	
処置: このPIMサーバーの構成を確認して、問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35039: ログイン{0}のコネクタ・ユーザーがすでにコネクタ{1}に存在します。 
	
原因: 少なくとも1つのコネクタ・ユーザーの構成がすでに存在します。このユーザーがまだ構成に含まれておらず、これがコネクタの正しいIDであることを確認してください。


	
処置: マッピングが構成に含まれており、有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35040: ユーザーは、IDが{0}である同じセッションに含まれていません。 
	
原因: ユーザーのセッションIDは、保存されたセッションIDと同じではありません。原因としては、2つの別のBDSSエンジンが同じユーザーを処理していることが考えられます。


	
処置: 一度に1つのBDSSディスパッチャのみが実行されており、同期セッションでユーザーの処理が滞っていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35041: ユーザー{0}に関連付けられたデータを保存できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35042: ユーザー{0}のメタデータを保存できません。 
	
原因: このユーザーの構成を保存しているときにエラーが発生しました。


	
処置: データベースにアクセスできること、およびBDSSの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35043: ユーザー{0}のレコードを保存できません。 
	
原因: データ・ストアにアクセスできないか、構成にユーザーが存在しません。


	
処置: データ・ストアが稼働しており、クライアントからデータ・ストアにログインでき、構成にユーザーが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35044: {1}に対して{0}レコードが検出されましたが、これは多すぎます。 
	
原因: 問合せに一致したレコードが多すぎます。


	
処置: 構成が正しいこと、およびユーザーのデータが破損していないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35045: ユーザー{0}の構成にエラーがあります。 
	
原因: このユーザーの構成にエラーがあります。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35046: ユーザー{0}に関連するデータを見つけることができません。 
	
原因: ユーザーに関連付けられたデータがデータベースにありません。


	
処置: ユーザーの初期同期である場合、これはエラーではない可能性があります。そうでない場合は、ユーザーがデータベースに含まれており、データベースにアクセスできることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35051: ユーザー{0}に対してキャッシュされた同期状態を保存できません。 
	
原因: このユーザーのキャッシュされた同期状態を保存しているときにエラーが発生しました。


	
処置: データベースにアクセスできること、BDSSの構成が正しいこと、およびキャッシュされた同期状態が存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-35052: ユーザー{0}に対して永続的な同期状態を保存できません。 
	
原因: このユーザーの永続的な同期状態を保存しているときにエラーが発生しました。


	
処置: データベースにアクセスできること、およびBDSSの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-35053: コネクタ・ユーザー{0}、ハブ・ドメイン{1}、コネクタ{2}についてPIMレコード・バージョンを取得できませんでした。検出された例外: {3}。 
	
原因: このユーザーのBDSSデータベースからPIMレコード・バージョン識別子を取得しようとしてエラーが発生しました。


	
処置: データベースにアクセスできること、およびBDSSの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-35054: 無効なコネクタ・ドメイン同期レベルが検出されました。 
	
原因: 構成で無効なコネクタ・ドメイン同期レベルが検出されました。


	
処置: コネクタ・ドメイン同期レベルの構成を確認し、修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35055: 無効なコネクタ・ユーザー同期レベルが検出されました。 
	
原因: 構成で無効なコネクタ・ユーザー同期レベルが検出されました。


	
処置: コネクタ・ユーザー同期レベルの構成を確認し、修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35056: ログイン{0}のコネクタ・ユーザーが正常に作成され、ハブ・ユーザー{1}にマップされました。すべてのドメインのユーザー同期レベルが「完全」に設定されています。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35057: ハブ・ユーザー・ログイン{0}が複数のレコードに存在します。 
	
原因: このログインを行う複数のハブ・ユーザーが存在します。これは構成エラーです。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35058: ログイン{0}のハブ・ユーザーおよび関連するコネクタ・ユーザーが正常に削除されました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35059: 名前が{0}のハブ・ユーザーが見つかりません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35060: ログイン{0}のハブ・ユーザーが正常に作成され、コネクタ・ユーザーID {1}にマップされました。このユーザーの同期はまだ有効化されていません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35061: {3}という名前のコネクタについて、ドメイン{2}上のコネクタ・ユーザー{1}に対してコネクタ・ユーザー同期レベルが{0}に正常に変更されました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35062: 名前{1}のハブ・ユーザーについて、ハブ・ユーザー同期有効フラグが{0}に変更されました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35063: コネクタ・ユーザーID {1}のドメイン{0}が見つかりません。 
	
原因: コネクタ・ユーザーに提供されたドメインが存在しません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: このユーザーの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35070: コネクタ{1}のPIMサーバー・インスタンス{0}が見つかりません。 
	
原因: PIMサーバー・インスタンスを更新できません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: このPIMサーバー・インスタンスの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35071: {1}という名前のコネクタのドメイン{0}が見つかりません。 
	
原因: ドメインを更新できません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: このドメインの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35072: {2}という名前のコネクタのドメイン{1}のフィルタ{0}を更新できません。 
	
原因: ドメイン・フィルタを更新できません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: このドメインの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35073: PIMサーバー・タイプ{0}のLOVが見つかりません。 
	
原因: PIMサーバー・タイプのLOVが見つかりません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: 正しいLOVを使用していることを確認して、構成の問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35074: コネクタ{0}を作成または更新できません。 
	
原因: コネクタを作成または更新できません。これは、構成エラーまたはデータベース・アクセス・エラーである可能性があります。


	
処置: 構成およびデータベース接続情報を確認してください。その上で、構成の問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35075: コネクタ{0}を削除できません。 
	
原因: コネクタを削除できません。これは、構成エラーまたはデータベース・アクセス・エラーである可能性があります。


	
処置: 構成およびデータベース接続情報を確認してください。その上で、構成の問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35076: コネクタ{0}が見つかりません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-35077: {2}という名前のコネクタのドメイン{1}のフィルタ{0}を削除できません。 
	
原因: ドメイン・フィルタを削除できません。これは構成エラーである可能性があります。


	
処置: このドメインの構成を確認して、構成の問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35078: コネクタの詳細を取得できません。 
	
原因: コネクタの詳細を取得できません。これは、構成エラーまたはデータベース・アクセス・エラーである可能性があります。


	
処置: 構成およびデータベース接続情報を確認してください。その上で、構成の問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35079: コネクタ・インスタンス・マップの変換でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: データベースから返されたコネクタ・インスタンス・マップを適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Server and Connectors MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35080: ドメイン・マップの変換でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: データベースから返されたドメイン・マップを適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Server and Connectors MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35081: ドメイン・フィルタ・マップの変換でエラーが発生しました。{0} 
	
原因: データベースから返されたドメイン・フィルタ・マップを適切に表示される形式に変換しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。エラーが解決されない場合は、データベースのデータを確認するか、Server and Connectors MBeanを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35083: PROFILE_NAME = {0}、SECTION_NAME = {1}、PARAMETER name = {2}の構成が欠落しています。 
	
原因: ログ・メッセージ内で指定された基準について、必要な構成レコードがデータベース表PROFILESに存在しません。


	
処置: このプロファイルの構成を確認して、構成の問題を解決してください。具体的には、指定の基準についてレコードが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35084: PROFILE_NAME = {0}、SECTION_NAME = {1}、PARAMETER name = {2}について、データベース表PROFILESでの既存レコードの構成値が無効です。 
	
原因: 指定のプロファイル名、セクション名およびパラメータ名に一致するデータベース表PROFILES内のレコードについて、VALUE列のコンテンツが無効です。


	
処置: 一致するプロファイル・レコードの構成を確認して、構成の問題を解決してください。具体的には、一致レコードについてデータベースのVALUE列の移入が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-35085: コネクタ・ユーザー = {0}、コネクタ名 = {1}、ハブ・ドメイン = {2}について、一時的な同期状態を削除できません。 
	
原因: Sync-Engineは、指定されたコネクタ・ユーザー、コネクタおよびハブ・ドメインについて古い状態データを削除できません。この問題は予期されておらず、通常の動作条件では発生しません。このエラー・メッセージは、データベースのデッドロックまたは接続不能に起因する可能性があるデータベース・アクセス・エラーが発生したことを示します。


	
処置: 問題の原因に関連するより具体的な情報を示す例外テキストの形跡がないかどうかログを調べてください。データベースやネットワークなど、すべてのインフラストラクチャが正しく動作していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-35086: コネクタ・ユーザー = {0}、コネクタ名 = {1}、ハブ・ドメイン = {2}について、UserContextStateを作成できません。 
	
原因: Sync-Engineは、指定されたコネクタ・ユーザー、コネクタおよびハブ・ドメインについて、同期状態を保存するためのレコードをデータベースに作成できません。この問題は予期されておらず、通常の動作条件では発生しません。このエラー・メッセージは、データベースのデッドロックまたは接続不能に起因する可能性があるデータベース・アクセス・エラーが発生したことを示します。


	
処置: 問題の原因に関連するより具体的な情報を示す例外テキストの形跡がないかどうかログを調べてください。データベースやネットワークなど、すべてのインフラストラクチャが正しく動作していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-35087: 履歴データを読み取れません。 
	
原因: Sync-Engineは履歴表を読み取れません。この問題は予期されておらず、通常の動作条件では発生しません。このエラー・メッセージは、データベースのデッドロックまたは接続不能に起因する可能性があるデータベース・アクセス・エラーが発生したことを示します。


	
処置: 問題の原因に関連するより具体的な情報を示す例外テキストの形跡がないかどうかログを調べてください。データベースやネットワークなど、すべてのインフラストラクチャが正しく動作していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-60001: コネクタ・インスタンスのWebサービスURLを取得できません。 
	
原因: 不明です。推奨される処置を参照してください。


	
処置: ログ、特にスタック・トレース(使用可能な場合)を確認して、例外の原因の連鎖を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60002: コネクタ・インタフェース・メソッド{0}でエラーが発生しました。 
	
原因: 不明です。推奨される処置を参照してください。


	
処置: ログ、特にスタック・トレースを確認して、例外の原因の連鎖を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-60003: パラメータ{0}がnullです。 
	
原因: 指定のJavaメソッドの引数がnullです。


	
処置: 例外スタック・トレースを確認して、問題のあるメソッドを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60004: パラメータ{0}が空のStringオブジェクトです。 
	
原因: 指定のJavaメソッドの引数が空のStringオブジェクトです。


	
処置: 例外スタック・トレースを確認して、問題のあるメソッドを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60005: パラメータ{0}が空のListオブジェクトです。 
	
原因: 指定のJavaメソッドの引数が空のListオブジェクトです。


	
処置: 例外スタック・トレースを確認して、問題のあるメソッドを特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60006: メソッドが結果{0}で失敗しました。 
	
原因: RuntimeLibraryWrapperのメソッドsetUserAssociatedDataまたはsetRecordAssociatedDataの失敗に起因する可能性があります。


	
処置: RuntimeLibraryWrapperメソッドのコール元で、返されたマップを調べて、特定の失敗の詳細を確認する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-60007: レコード記述フィールド・リストの構築に失敗しました。ハブ・フィールド{0}の値が使用できません。 
	
原因: レコード・フィールド記述リストの作成時に指定のハブ・フィールド値が見つかりませんでした。


	
処置: レコード記述フィールドの構成を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-60008: PIMトランスポートで提供されたPimExtractResponseオブジェクトが多すぎます。 
	
原因: 汎用コネクタ・コンポーネントで複数のPimExtractResponseオブジェクトが受信されました。


	
処置: PimTransportが汎用コネクタ・コンポーネントに単一のPimExtractResponseのみを提供していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60009: PIMトランスポート・クラス{0}のロードに失敗しました。 
	
原因: 汎用コネクタ・コンポーネントが指定のPIMトランスポート・アダプタ・クラスのロードに失敗しました。


	
処置: PIMトランスポート・アダプタ・クラスが正しく構成およびデプロイされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-60010: 次の構成パラメータについてPIMトランスポート・クラス名が見つかりませんでした。コネクタ名 = {0}、セクション = {1}、パラメータ = {2} 
	
原因: 汎用コネクタ・コンポーネントが構成内で指定のPIMトランスポート・アダプタ・クラスを見つけることができませんでした。


	
処置: 正しいPIMトランスポート・アダプタ・クラス名を構成で指定していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-60011: 引数syncSessionId{0}およびpimUserId = {1}を使用してPimDomainInfoを取得できません。 
	
原因: 汎用コネクタの内部破損です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60012: 引数syncSessionId{0}、pimUserId = {1}およびhubDomainName = {2}を使用してPimDomainInfoを見つけることができません。 
	
原因: 汎用コネクタの内部破損です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60013: 抽出に失敗しました。ハブにエラーExtractResponseを送信しています。 
	
原因: 汎用コネクタの内部破損です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60014: 許容ExtractResponseバッチ・サイズを超過しようとして失敗しました。 
	
原因: PIMトランスポートは、PimExtractResponseオブジェクトに許容された最大ExtractResponseバッチ・サイズを超過しようとしました。


	
処置: ログで例外スタック・トレースを調べて、レコード削除イベントまたはレコード・アップサート・イベントをPimExtractResponseキャッシュに追加するときに失敗が発生したかどうかを特定してください。許容最大バッチ・サイズを超過しないようにPIMトランスポートを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	BDSS-60015: PIMエコー・レコードが検出されました。ハブに送信されるExtractResponseには含まれません。 
	
原因: PIMトランスポートは、汎用コネクタ・コンポーネントに対する抽出レスポンスの一環としてエコー・レコードを提供しました。


	
処置: エラーではないために処置は必要ありません。これは単なる通知です。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-60016: 次の構成パラメータについて構成値が見つかりませんでした。プロファイル = {0}、セクション = {1}、パラメータ = {2} 
	
原因: 汎用コネクタ・コンポーネントが、指定のプロファイル名、セクション名およびパラメータ名の構成値をBDSSデータベースで見つけることができません。


	
処置: 指定のプロファイル名、セクション名およびパラメータ名の構成がBDSSデータベースに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-60017: ExtractResponseコンテンツ: 削除レコード数 = {0}、アップサート・レコード数 = {1}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: 構成










	BDSS-60018: エラー・コード 
	
原因: このメッセージ文字列は、エラー・コードを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60019: ハブ・ドメイン 
	
原因: このメッセージ文字列は、ハブ・ドメイン識別子を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60020: ハブ・ユーザー 
	
原因: このメッセージ文字列は、ハブ・ユーザーIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60021: セッションID 
	
原因: このメッセージ文字列は、ユーザー同期セッションIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60022: コネクタ・ユーザー 
	
原因: このメッセージ文字列は、コネクタ・ユーザーIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60023: コネクタ名 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMコネクタ名を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログでプライマリ・ロギング・メッセージを調べて、なんらかの処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60024: PIMレコード識別子 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコードIDを識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60025: バージョン識別子 
	
原因: このメッセージ文字列は、PIMレコード・バージョン識別子を識別するラベルです。この文字列は単独では記録されません。常に、別のプライマリ・ロギング・メッセージ文字列にのみ追加されます。プライマリ・メッセージはエラーの場合もあれば、単純なデバッグ・メッセージの場合もあります。


	
処置: ログを調べて、プライマリ・ロギング・メッセージに対する処置が必要かどうか確認してください。このメッセージ単独では処置は必要ありません。
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60026: フィールド名 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60027: フィールド値 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60028: フィールド値がNullです。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60029: PIMレコード記述の開始 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-60030: PIMレコード記述の終了 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	BDSS-65001: ユーザーのExchangeアカウント情報が見つかりませんでした。 
	
原因: Secure Socket Layer (SSL)のハンドシェイクに失敗しました。


	
処置: サーバー証明書を発行した認証局(CA)がWebLogic Serverのキーストアに信頼できるCAとしてインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65002: ユーザー{0}のExchangeアカウント情報の検索を試みています。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	BDSS-65003: 次の構成が無効です。プロファイル = {0}。セクション = {1}。パラメータ = {2}。デフォルト値{3}を使用します。 
	
原因: 構成はBDSSデータ・ストアに存在しますが、無効な値が含まれています。


	
処置: デフォルト以外の値を使用するには、その値を変更してBDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65004: 構成プロファイルの読取りに失敗しました。{0} 
	
原因: BDSSデータ・ストアにプロファイルが存在しないか、スペルが間違っています。


	
処置: プロファイル名のスペルが正しいことを確認してください。プロファイル名の大文字と小文字が正しく、必要な位置に空白文字が存在することを確認してください。BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65005: 構成セクションの読取りに失敗しました。プロファイル = {0}、セクション = {1}。 
	
原因: BDSSデータ・ストアの指定のプロファイルにセクションが存在しないか、スペルが間違っています。


	
処置: セクションおよびプロファイルの名前のスペルが正しいことを確認してください。プロファイル名とセクション名の大文字と小文字が正しく、必要な位置に空白文字が存在することを確認してください。BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65006: 構成パラメータの読取りに失敗しました。プロファイル = {0}、セクション = {1}、パラメータ = {2}。 
	
原因: BDSSデータ・ストアの指定のセクションおよびプロファイルにパラメータが存在しないか、スペルが間違っています。


	
処置: パラメータ、セクションおよびプロファイルの名前のスペルが正しいことを確認してください。パラメータ、セクションおよびプロファイルの大文字と小文字が正しく、必要な位置に空白文字が存在することを確認してください。BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65007: ドメインのXSDファイルに無効な属性値があります。XSDファイル{0}。属性名 = {1}。属性値 = {2}。デフォルト値{3}を使用します。 
	
原因: ドメインのXSDに無効値を含むXML属性があります。


	
処置: 指定のXSD属性を変更してコネクタを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65008: <使用不可> 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: その他










	BDSS-65009: ドメインのXSDからの複数値グループ(MVG)フィールドの取得に失敗しました。XSDファイル{0}。MVGフィールド名 = {1}。 
	
原因: ドメインのXSDには複数値グループ・フィールド名の無効な定義があり、XSDの解析時にコネクタの失敗の原因になっています。


	
処置: 指定のXSDファイルで指定のMVGフィールド定義を更新してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65010: セッション中にユーザーに対してドメイン・ターゲットを追加できませんでした。ドメイン・ターゲット = {0} 
	
原因: ユーザーがExchangeアカウントを持っていません。


	
処置: ユーザーが有効なExchangeアカウントを持っており、Microsoft自動検出サービスによって検出できることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65011: XMLスキーマ{0}が無効です。 
	
原因: XSDが有効なフィールドを定義していません。


	
処置: 少なくとも1つのフィールド定義をXSDに追加して、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65012: Exchangeレコードからのフィールド値の取得に失敗しました。フィールド名 = {0}。 
	
原因: このフィールドに、BDSSで受入れ可能な値に変換できない値が含まれています。


	
処置: Exchangeでフィールド値を変更し、ユーザーを再度同期化します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65013: Exchangeレコードのフィールド値の設定に失敗しました。フィールド名 = {0}。フィールド値 = {1}。 
	
原因: このフィールドに、Exchange Webサービスで受入れ可能な値に変換できない値が含まれています。


	
処置: ソースPIMで値を変更して、ユーザーを再度同期化してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65014: PimUpsertRecordからExchange {0}への変換に失敗しました。 
	
原因: コネクタは、BDSS Engineから受信したフィールド値を同等のExchange Webサービスのフォームに変換できませんでした。


	
処置: このエラーは、コネクタがBDSSから受信したレコードを変換するときに発生します。このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65015: PIMユーザーの同期セッションの初期化に失敗しました。 
	
原因: ユーザーの各ドメインについてドメイン・ターゲットが正しく構成されている場合、このエラーはフォルダ・マネージャが同期セッションに対してフォルダ・セッションを開始できなかったことを示します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65016: ドメインの抽出に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがドメインの抽出に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65017: ドメインおよびユーザーの全レコードの取得に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーおよびドメインについてExchange内の全レコードのレコード識別子の取得に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65018: Exchangeレコードの作成に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーおよびドメインについてExchangeレコードの作成に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65019: Exchangeレコードの更新に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーおよびドメインについてExchangeレコードの更新に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65020: Exchangeレコードの削除に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーおよびドメインについてExchangeレコードの削除に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65021: ユーザーの同期セッションの終了に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーの同期セッションの終了に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65022: Exchangeコンテキストの作成に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーの内部Exchangeコンテキストの構成に失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65023: Exchange 2007のPIMトランスポートの初期化に失敗しました。 
	
原因: PIMトランスポート・コンポーネントを初期化できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65024: PIMユーザー{0}のフォルダIDを取得できませんでした。 
	
原因: コネクタは、ユーザーのフォルダIDを見つけることができませんでした。


	
処置: ユーザーに有効なドメイン・ターゲット構成があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65025: Exchange Webサービスのコールからエラーを受信しました。レスポンス・コード = {0}。レスポンス・メッセージ: {1}。{2} 
	
原因: Exchange Webサービスがエラーを返しました。


	
処置: レスポンス・コードおよびレスポンス・メッセージを確認し、エラーについてMicrosoftのドキュメントを調べてください。エラーを解決してユーザーを同期するための適切な処置を講じてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65026: ユーザーのExchangeサーバーの取得に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがユーザーのExchangeアカウントをホストするExchange 2007サーバーの名前を取得できないときに発生します。


	
処置: ユーザーがExchangeアカウントを持っており、そのアカウントがExchange自動検出サービスによって検出できることを確認してください。自動検出サービスについてMicrosoftのドキュメントを調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65027: ドメインに対するユーザーのExchangeフォルダ識別子の取得に失敗しました。 
	
原因: 同期ユーザー・アカウントにアクセスする管理ユーザーに十分な権限がありません。


	
処置: 管理ユーザーに、同期ユーザーのメールボックスに対する完全な権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65028: ドメインがサポートされていません。 
	
原因: ドメイン・クラスがExchange 2007コネクタによってサポートされていません。


	
処置: TaskType、ContactItemTypeまたはItemTypeのいずれかとしてドメイン・クラスをXSD内で指定し、すべてのフィールド定義が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65029: ドメインに対して識別されたフォルダ識別子の取得に失敗しました。 
	
原因: コネクタは、ドメインに対して識別されたフォルダIDを特定できませんでした。


	
処置: ハブ・ドメインがタスク、連絡先またはカレンダのいずれかであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65030: BDSSデータ・ストアからのレコードのアイテムIDの取得に失敗しました。 
	
原因: コネクタ・ラインタイム・ライブラリにアクセスできなかったか、BDSSデータ・ストアにアクセスできません。


	
処置: BDSSデータ・ストアを調べ、コネクタ・ラインタイム・ライブラリのサービスがオンラインであり使用可能であることを確認して、ユーザーを再度同期化してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65031: ドメイン・ターゲット{0}に対して同期するExchangeフォルダの作成または検索に失敗しました。 
	
原因: ドメイン・ターゲットの構成が無効です。


	
処置: ユーザーのドメイン・ターゲットの構成を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65032: Exchangeフォルダ{0}の作成に失敗しました。 
	
原因: コネクタがサブフォルダを作成しようとしたときにExchange WebサービスのメソッドcreateFolderがエラーを返しました。


	
処置: Exchangeのエラーを確認し、Microsoft Exchange Webサービスのドキュメントを調べてエラーを解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65033: ユーザーのExchange WebサービスURLの取得に失敗しました。 
	
原因: ユーザーのExchange WebサーバーURLを取得できませんでした。


	
処置: ユーザーがExchangeアカウントを持っており、そのアカウントがExchange自動検出サービスによって検出できることを確認してください。自動検出サービスについてMicrosoftのドキュメントを調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65034: Exchange 2007のPIMトランスポートを正常に初期化しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65035: ユーザーのExchangeサーバーが{0}です。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65036: ユーザーの同期セッションを正常に初期化しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65037: ドメインから{0}レコードを正常に抽出しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65038: Exchangeレコードを正常に作成しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65039: Exchangeレコードを正常に更新しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65040: Exchangeレコードを正常に削除しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65041: 現在の同期セッションでドメインの同期を正常に終了しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65042: ユーザーの同期セッションを正常に終了しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65043: Exchange 2007のPIMトランスポートを正常にシャットダウンしました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65044: 構成値は無効であり、無視されます。プロファイル = {0}、セクション = {1}、パラメータ = {2}、値 = {3}。 
	
原因: この警告は、コネクタ・プロファイルに無効なActive Directory「ServerN」または自動検出「SCPN」の構成がある場合に生成されます。ここでNは0以上の序数を表します。


	
処置: セクションを再構成し、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-65045: 順序付けられたリストの生成に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、構成セクション内でコネクタが順序付けられた値のリストの生成に失敗したときに発生します。


	
処置: 構成セクションが正しく構成されていることを確認して、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-65046: 電子メール・アドレスのフォーマットが無効です。ドメインが指定されていません。 
	
原因: ユーザーのPIMユーザーIDが有効なSMTP電子メール・アドレスとして認識されていません。


	
処置: SMTP電子メール・アドレスとしてPIMユーザーIDを指定してください。たとえば、user1@sample.comなどを指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65047: ユーザーに使用可能な自動検出属性がありません。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65048: サービス接続ポイントURLの生成に失敗しました。例外 = {0} 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-65049: サービス接続ポイントURL {0}を使用してユーザー・アカウント情報を検出しようとしています。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65050: パス{0}を使用してActive Directoryからサービス接続ポイントURLを取得するのに失敗しました。例外: {1} 
	
原因: Active DirectoryにconfigurationNamingContextコンテナ・オブジェクトが存在しますが、そこに適切なserviceBindingInformationオブジェクトまたはkeywordsオブジェクトが含まれていません。複数のActive Directoryサーバーが構成されている場合、他のActive Directoryサーバーが正しく構成されていれば、このエラーは無視できます。


	
処置: この問題を解決するには、Active Directory管理者に問い合せてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	BDSS-65051: サービス接続ポイントURL {0}を使用してユーザー・アカウント情報を見つけることができませんでした。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65052: サービス接続ポイントURL {0}が見つかりました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65053: SCP URLからドメインを削除しました。元のURL = {0}、新規URL = {1}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65054: ディレクトリのコンテキストの作成に失敗しました。コンテキスト・ファクトリ = {0}、プロバイダURL = {1}、参照 = {2}、接続タイムアウト = {3}、読取りタイムアウト = {4}、セキュリティ・プリンシパル = {5}、Secure Ldap = {6}、クライアント証明書 = {7}。 
	
原因: このエラーは、コネクタが初期ディレクトリ・コンテキストを作成できない場合に発生します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65055: 構成コンテナが見つかりました。LDAP URL = {0}、構成コンテナ = {1}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65056: LDAP URL = {0}を使用して構成コンテナを見つけることができませんでした。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65057: 次の自動検出結果を受信しました: {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65058: サービス接続ポイントURLの接続または自動検出結果の解析に失敗しました。URL = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65059: サービス接続ポイント{0}を使用してユーザーを検出しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65060: {0} PIM XMLレコードの構成に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがExchangeレコードからPIM XMLレコードを構成することに失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65061: Exchange {0}アイテムからPimUpsertRecordへの変換に失敗しました。 
	
原因: このエラーは、コネクタがExchangeレコードからPimUpsertRecordを構成することに失敗したときに発生します。


	
処置: このエラー・メッセージの前に記録されていることが予想される基礎となるエラーのログを調べてください。基礎となるエラーを特定したら、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65062: ドメイン・クラスの作成に失敗しました。ドメイン = {0}。 
	
原因: コネクタがレコードのドメイン・クラスのインスタンス化に失敗しました。


	
処置: このエラーは、ドメインのXSDに無効なドメイン・クラスが含まれるときに発生します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65063: セッション中にユーザーに対してドメイン・ターゲットを取得できませんでした。 
	
原因: コネクタがキャッシュからユーザーのドメイン・ターゲットを取得できませんでした。内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65064: 拡張フィールドが間違って定義されているか、Exchange WebサービスAPIによって許可されていません。DistinguishedPropertySetId = {0}. PropertyId = {1}. PropertyName = {2}. PropertySetId = {3}. PropertyTag = {4}. PropertyType = {5}. 
	
原因: XSDで拡張フィールドが間違って定義されています。


	
処置: 拡張フィールド定義についてMicrosoft Exchange Webサービスのドキュメントを調べ、XSDファイルでフィールド定義を修正した後、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65065: 索引付きフィールドが間違って定義されているか、Exchange WebサービスAPIによって許可されていません。FieldIndex = {0}。Dictionary URI = {1}。 
	
原因: XSDで索引付きフィールドが間違って定義されています。


	
処置: 索引付きフィールド定義についてMicrosoft Exchange Webサービスのドキュメントを調べ、XSDファイルでフィールド定義を修正した後、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65066: 索引なしフィールドが間違って定義されているか、Exchange WebサービスAPIによって許可されていません。FieldURI = {0}。 
	
原因: XSDで索引なしフィールドが間違って定義されています。


	
処置: 索引なしフィールド定義についてMicrosoft Exchange Webサービスのドキュメントを調べ、XSDファイルでフィールド定義を修正した後、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65067: 抽出レスポンス・バッチ・サイズの構成値が小さすぎます。 
	
原因: ユーザーの同期フォルダ内のレコードが抽出レスポンス・バッチ・サイズの許可値を超えています。


	
処置: ユーザーのフォルダ内のレコード数より大きくなるように抽出レスポンス・バッチ・サイズを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65068: EWSレスポンス・メッセージからのレコード・メタデータの取得に失敗しました。 
	
原因: ExchangeレコードがPR_LAST_MODIFICATION_TIME値またはPR_SOURCE_KEY値を持ちません。


	
処置: Exchangeレコードを更新または再作成して、ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65069: ドメインXSDに無効または欠落する属性があります。属性名 = {0}。属性値 = {1}。 
	
原因: ドメインのXSDにエラーが含まれています。


	
処置: XSDファイルを調べて、記録された属性名および値を特定してください。XSDを修正し、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65070: XSDフィールド定義をExchangeフィールド定義に解決できませんでした。 
	
原因: XSD内の拡張フィールド定義が間違って構成されています。


	
処置: Exchange 2007コネクタのフィールド定義について、PathToExtendedFieldTypeに関するMicrosoftのドキュメントおよびOracleのドキュメントを調べ、フィールドを正しく構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65071: 索引付きフィールドには索引フィールド名が必要です。 
	
原因: このエラーは、索引フィールド名を指定せずに索引付きフィールドを取得しようとしたときに発生します。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65072: フィールド{0}のフィールド定義が無効です。索引付きフィールド、索引なしフィールドまたは拡張フィールドとして定義されていません。 
	
原因: フィールド定義が正しくありません。


	
処置: フィールド定義を修正し、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65073: 資格証明ストアに資格証明キー{0}が含まれていません。 
	
原因: 指定された資格証明キーは取得できません。


	
処置: 資格証明キーを構成して、ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	BDSS-65074: 資格証明ストアからの資格証明の取得に失敗しました。資格証明キー = {0}。 
	
原因: 指定された資格証明キーは取得できません。


	
処置: 資格証明キーを構成して、ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	BDSS-65075: ユーザーのフォルダ・セッションの開始に失敗しました。 
	
原因: 同期セッションの開始時、コネクタは、同期セッション中にユーザーのフォルダ情報をキャッシュするための対応するフォルダ・セッションを作成します。コネクタは、ユーザーのフォルダ・セッションを開始できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65076: フォルダ・セッションへのフォルダIDの追加に失敗しました。 
	
原因: 同期セッション中、コネクタは、ユーザーのフォルダ情報をキャッシュするための対応するフォルダ・セッションを使用します。コネクタは、ユーザーのフォルダ・セッションにフォルダIDを追加できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65077: フォルダ・セッションからのフォルダIDの取得に失敗しました。 
	
原因: 同期セッション中、コネクタは、ユーザーのフォルダ情報をキャッシュするための対応するフォルダ・セッションを使用します。コネクタは、ユーザーのフォルダ・セッションからフォルダIDを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65078: フォルダ・セッションからのフォルダ情報の取得に失敗しました。 
	
原因: 同期セッション中、コネクタは、ユーザーのフォルダ情報をキャッシュするための対応するフォルダ・セッションを使用します。コネクタは、ユーザーのフォルダ・セッションからフォルダ情報を取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65079: フィールド値の取得に失敗しました。フィールドURI = {0}。 
	
原因: このエラーは、コネクタがBDSSハブから受信したPIM XMLレコードを解析したときに発生します。


	
処置: XSD内のフィールドの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65080: 抽出されたレコードの計算フィールドの取得に失敗しました。 
	
原因: コネクタが抽出された各レコードの計算フィールドを取得できませんでした。


	
処置: 計算フィールドの構成が正しいことを確認して、ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	BDSS-65081: Exchange Webサービス・メソッド{0}をコールしています。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: その他










	BDSS-65082: Exchange Webサービス・コールからメソッド{0}に返りました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: その他










	BDSS-65083: サービス接続ポイントURLへの接続に失敗しました。URL = {0}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65084: BDSSから提供された同期状態が無効であるため、ドメインの抽出に失敗しました。空の同期状態を使用して抽出を再試行しています。 
	
原因: 同期状態がBDSSストアで破損しているか、ユーザーのドメイン・ターゲットに適用されません。


	
処置: コネクタが空の同期状態を使用して同期を再試行するため、処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65085: 次の構成オプションを正常にキャッシュしました: プロファイル = {0}、セクション = {1}、パラメータ = {2}、値 = {3}。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65086: 以前の同期セッションからの既存のフォルダ・セッションが終了しました。 
	
原因: 以前の同期セッションの終了時、フォルダ・セッションを終了するためのコールが予期せず失敗しました。


	
処置: コネクタが既存のセッションを終了して新しいセッションを作成するため、処置は必要ありません。
レベル: 16

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65087: URLからドメイン情報を削除することに失敗しました。URL = {0} 
	
原因: URLの形式が正しくない可能性があります。


	
処置: Active DirectoryでURLが正しいことを確認して、ユーザーの同期を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65088: 出力ストリームのクローズに失敗しました。 
	
原因: ストリーム・オブジェクトをクローズできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65089: Exchangeレコードの取得に失敗しました。 
	
原因: Exchangeサーバーが使用できない可能性があります。


	
処置: ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65090: ハブ・ドメインがサポートされていません。 
	
原因: ハブ・ドメインがExchangeコネクタによりサポートされていません。


	
処置: ハブ・ドメインがタスク、連絡先またはカレンダのいずれかであることを確認して、BDSSを再起動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65091: Active Directoryまたは同期ユーザーの連絡先フォルダおよびサブフォルダで参加者{0}が解決できませんでした。 
	
原因: 指定の参加者について、Active Directoryまたは連絡先のレコードがありません。


	
処置: 必要に応じて、Active Directoryに参加者を追加するか、または同期ユーザー・フォルダに連絡先として参加者を追加してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65092: パブリック・フォルダで定義された参加者がサポートされていません。 
	
原因: 指定の参加者の識別子がパブリック配布メンバーです。


	
処置: 必要に応じて、カレンダ・レコードから参加者を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65093: BDSSハブからレコードに関連するデータを取得することに失敗しました。コネクタのランタイム・ライブラリ・メソッドgetRecordAssociatedDataから例外が検出されました。例外メッセージ: {0} 
	
原因: ネットワーク・エラーが発生しました。


	
処置: ユーザーの再同期を試みてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65094: PIMレコード識別子{0}について、BDSSハブからレコードに関連するデータを取得することに失敗しました。
	
原因: ハブが指定のPIMレコード識別子についてレコードに関連するデータの取得に失敗しました。


	
処置: ハブのログ・ファイルを調べて、各エラーの根本原因を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65095: PIMレコード識別子{0}について、BDSSストアに該当レコードがないために、BDSSハブからレコードに関連するデータを取得できませんでした。
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65096: BDSSハブから指定のPIMレコードIDのレコードに関連するデータを取得できなかったため、Exchangeレコードを削除できませんでした。 
	
原因: 指定されたPIMレコードIDのレコードに関連するデータを取得できませんでした。BDSSストアにはレコードに関連するデータが含まれている必要があります。


	
処置: ユーザーの初期同期を実行するか、同期ユーザーのメールボックスから手動でレコードを削除して、別のユーザーの同期を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65097: Exchangeから削除されたレコードのレコード関連データの取得に失敗しました。PIMレコードID = {0}。 
	
原因: 指定されたPIMレコードIDのレコードに関連するデータを取得できませんでした。BDSSストアにはレコードに関連するデータが含まれている必要があります。


	
処置: ユーザーの初期同期を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65098: データ出力ストリームのクローズに失敗しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: TRACE

影響: データ










	BDSS-65099: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクリプションの確立に失敗しました。 
	
原因: 不具合が発生しました。


	
処置: 問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65100: 指定のユーザー・イベント関連データの取得に失敗しました。 
	
原因: 不具合が発生しました。


	
処置: 問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65101: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクリプション通知を受信しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65102: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクリプションを正常に確立しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65103: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクライブ解除通知を受信しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65104: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクリプションを正常に終了しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65105: 指定のユーザーおよびドメインのサブスクリプションを終了することに失敗しました。 
	
原因: 不具合が発生しました。


	
処置: 問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65106: フィルタ定義内のXML要素が無効です。 
	
原因: ドメインのフィルタ定義を含むXMLファイルに無効なコンテンツがあります。


	
処置: XMLが正しいことを確認してコネクタを再デプロイし、再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65107: 無効な引数が検出されました。引数が予想されたタイプではありません。予想されたタイプ: {0}。パラメータ・タイプ: {1}。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65108: 無効な引数が検出されました。引数{0}はnullまたは空にできません。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65109: メソッドの起動が無効です。メソッド{0}が予期せずに起動されました。{1} 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65110: フィールドのフィールド定義を取得できません。フィールド名 = {0} 
	
原因: 指定のフィールド名がドメイン・スキーマXSDファイルまたはドメイン・フィルタ・ファイルに存在しないか、属性が欠落しています。


	
処置: フィールドの完全な定義を含めるように適切なファイルを更新するか、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65111: 式が無効です。ExistsExpression XML要素に別の式が含まれています。 
	
原因: ドメイン・フィルタ・ファイルでExistsExpression要素内に式が含まれています。


	
処置: ドメイン・フィルタでExistsExpressionを修正し、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65112: ドメイン・フィルタXMLファイルで修飾名が無効です。{0} 
	
原因: ドメイン・フィルタXMLファイルに無効な修飾名を持つXML要素が含まれています。


	
処置: XMLの修飾名をXMLElementNameまたはXMLNamespaceAlias:XMLElementNameの形式に修正してください。たとえば、<GivenNamej>や<ns:GivenName>などにします。Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65113: スタックの状態が無効です。{0} 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65114: {0}式が予想されていましたが、実際の式は{1}でした。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65115: 式の状態が無効です。{0}式で、必須の要素が無効であるか欠落しています。 
	
原因: ドメイン・フィルタXMLに不完全な式定義があります。


	
処置: ドメイン・フィルタXMLファイルを修正して、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65116: ComparisonExpressionは別のComparisonExpressionまたはExistsExpressionの一部に含めることはできません。 
	
原因: ドメイン・フィルタXMLには、無効な要素を含むComparisonExpressionがあります。


	
処置: ドメイン・フィルタXMLファイルを修正して、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65117: 無効なLogicalExpressionが検出されました。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65118: 否定式がありません。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65119: FieldUri XML要素が無効です。{0} 
	
原因: ドメイン・フィルタXMLには、無効なFieldUri要素があります。


	
処置: ドメイン・フィルタXMLファイルを修正して、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65120: FieldUriの子要素が存在しないかまたは無効です。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-65121: FieldUri要素は、ComparisonExpressionまたはExistsExpressionに埋め込まれている必要があります。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-65122: LogicalExpressionが式の結合後に完了していません。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65123: NotExpressionを構築できません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-65124: LogicalExpressionに、または他の2つの式を結合する演算子としてLogicalOperatorを適用できません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-65125: 無効な式タイプが検出されました。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65126: Exchange Webサービスの制限に{0}式を追加することに失敗しました。 
	
原因: 内部プログラミング・エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65127: {0}ドメインに対して定義されたドメイン・フィルタがありません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	BDSS-65128: ExistsExpressionは別のExistsExpressionまたはComparisonExpressionの一部に含めることはできません。 
	
原因: ドメイン・フィルタXMLには、無効な要素を含むExistsExpressionがあります。


	
処置: ドメイン・フィルタXMLファイルを修正して、Exchangeコネクタを再デプロイしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	BDSS-65129: 無効な会議識別子が検出されました。値はnullであるか、または長さが無効です。識別子ソース: {0}。識別子の値: {1}。識別子の長さ: {2} 
	
原因: ICalメッセージで提供された会議識別子が無効です。


	
処置: ICalメッセージを提供したシステムでレコードを識別および修正して、ユーザーを再同期してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65130: Exchangeレコードはすでに削除されているため、更新および削除できませんでした。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 16

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65131: 繰返すカレンダ・レコードの出現の識別子を検索できませんでした。出現日: {0} 
	
原因: 元の日付の前後1か月以内にない日に出現が移動されました。


	
処置: 元の日付の前後1か月以内の日に出現を移動してください。または、Exchangeで出現を削除して、かわりに新しいレコードを作成してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65132: カレンダ・レコードを展開すべきかどうかを特定できませんでした。更新を実行できません。 
	
原因: コネクタは、繰返すレコードを展開する必要があるかどうかを特定できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65133: カレンダ・レコードの展開の完了に失敗しました。作成された展開済インスタンスを削除することにより、変更のロールバックを試みています。 
	
原因: コネクタが展開操作を完了できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65135: BDSSデータ・ストアからレコードに関連するデータ識別子を取得することに失敗しました。 
	
原因: コネクタ・ラインタイム・ライブラリにアクセスできなかったか、BDSSデータ・ストアにアクセスできません。


	
処置: BDSSデータ・ストアを調べ、コネクタ・ラインタイム・ライブラリのサービスがオンラインであり使用可能であることを確認して、ユーザーを再度同期化してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65136: Exchangeレコードからレコード識別子を取得することに失敗しました。 
	
原因: Exchangeレコードに有効なPR_SOURCE_KEYまたはBDSSFabricatedIdの拡張プロパティ値がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65137: Exchangeレコードからレコード・バージョン識別子を取得することに失敗しました。 
	
原因: Exchangeレコードに有効なPR_LAST_MODIFICATION_TIME拡張プロパティ値がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65138: Exchangeによって再生成された未展開のカレンダ会議が検出されました。レコード識別子: {0}。 
	
原因: カレンダ・レコードは、会議の出席者がその会議を受け入れるたびに再生成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65139: 関連するグループ名{0}についてレコード・レベル関連データが無効です。 
	
原因: 指定のグループ名のレコード・レベル関連データが無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65140: レコードに対して必要なレコード・レベル関連データが存在しません。関連グループ名{0}。 
	
原因: レコードに対して、指定のグループ名のレコード・レベル関連データが使用できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65141: レコードが削除されているため、Exchangeレコードからレコード・メタデータを取得できません。レコード識別子{0}。 
	
原因: Exchangeレコードが削除されているため、コネクタがExchangeレコードからレコードおよびバージョン識別子を取得できませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65142: RECURRENCE-IDが{0}である例外VEVENTが見つかりませんでした。 
	
原因: コネクタに提供されたICALメッセージには、指示された日付について、RECURRENCE-ID値を含む例外VEVENTがありません。


	
処置: 異なるコネクタがExchangeコネクタに無効なICALメッセージを提供しました。解決のために他のコネクタのベンダーに問い合せてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65143: VEVENTから必要なICALプロパティ値を取得することに失敗しました。ICALプロパティ名{0}。 
	
原因: コネクタに提供されたICALメッセージに、必要なICALフィールドの名前および値が欠落しています。


	
処置: 異なるコネクタがExchangeコネクタに無効なICALメッセージを提供しました。解決のために他のコネクタの所有者に問い合せてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65144: {0}で発生した展開済レコードについて、レコード・レベル関連データの取得に失敗しました。 
	
原因: コネクタは、展開されたレコードのレコード・メタデータを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65145: 同じ会議識別子を持つ複数のExchangeレコードが検出されました。会議識別子: {0} 
	
原因: コネクタが同じ会議識別子を持つ複数のカレンダ・レコードを検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65146: 会議識別子のないExchangeレコードが検出されました。 
	
原因: コネクタが会議識別子のないExchangeカレンダ・レコードを検出しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65146: カレンダ抽出に、同じ会議識別子を持つ2つのレコードが含まれています。コネクタが2つのレコードのいずれがオリジナルであるかを特定できませんでした。会議識別子: {0} 
	
原因: コネクタがExchangeで再生成された会議のレコード識別子または関連データを取得することに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65147: Exchangeによって再生成された展開済のカレンダ会議が検出されました。レコード識別子: {0}。 
	
原因: カレンダ・レコードは、会議の出席者がその会議を受け入れるたびに再生成されます。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	BDSS-65148: Exchangeによって再生成された会議の出現を含む展開済レコードの結合に失敗しました。レコード識別子: {0}。 
	
原因: コネクタは、Exchangeによって再生成された繰返す会議の展開済インスタンスを特定できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65149: 展開済レコードの結合に失敗しました。展開済インスタンスに無効な会議識別子があります。レコード識別子: {0}。会議識別子: {1}。 
	
原因: 会議識別子が有効ではないため、コネクタが展開済カレンダ・インスタンスの結合に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65150: レコード数が無効であるため、シングル・レコードへの展開済レコードの結合に失敗しました。レコード識別子: {0}。会議識別子: {1}。予想された数: {2}。実際の数: {3} 
	
原因: 予想される展開済の出現数がなかったため、コネクタは、展開済カレンダ・インスタンスの結合に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65151: レコード数が無効であるため、単一削除への展開済レコードの結合に失敗しました。レコード識別子: {0}。予想された数: {1}。実際の数: {2} 
	
原因: 予想される展開済の出現数がなかったため、コネクタは、展開済カレンダ・インスタンスの結合に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65152: レコード展開メタデータが無効であるため、シングル・レコードへの展開済レコードの結合に失敗しました。レコード識別子: {0}。 
	
原因: コネクタは、サポートされていない反復パターンからサポートされた反復パターンへの遷移中に展開状態が無効であるため、展開済カレンダ・インスタンスの結合に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65153: レコード・レベル関連データが無効であるため、シングル・レコードへの展開済レコードの結合に失敗しました。レコード識別子: {0}。 
	
原因: レコード・レベル関連データにnullまたは空の会議識別子、あるいは展開済インスタンスのExchangeレコード識別子が含まれます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65154: BDSSストアへのレコード・レベル関連データの保存に失敗しました。 
	
原因: レコード・レベル関連データを保存しようとしてランタイム・ライブラリからエラーが返されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65155: 関連データからのマスターVEventの取得に失敗しました。 
	
原因: レコード・レベルの関連データからマスターVEventデータを取得できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65156: 無効なExchangeレコード・アイテム識別子が検出されました。 
	
原因: Exchangeレコードには有効なアイテム識別子がありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65157: 無効なExchangeレコード・アイテムが検出されました。 
	
原因: Exchangeレコードには有効なアイテム・タイプがありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65158: BDSSデータ・ストアからのレコード・バージョン識別子が無効です。レコード識別子: {0}。 
	
原因: BDSSがレコードについて無効なバージョン識別子を提供しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65159: BDSSデータ・ストアからのレコード識別子が無効です。 
	
原因: BDSSが無効なレコード識別子を提供しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	BDSS-65160: 指定のドメインの同期中にコネクタに予想しないエラーが発生しました。同期を完了できません。 
	
原因: 指定のユーザーが複数のセッションで同期しているか、コネクタが必要なリソースを割り当てることができませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ















7 CLONE-27000からCLONE-28600



	CLONE-27000: ソース・ドメインでADF接続MBeanが検出されなかったため、移動計画にはADF接続情報は含まれません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: その他










	CLONE-27010: {0}のADF接続タイプが1つ以上サポートされていません。moveplan.xmlには含まれません。 
	
原因: 1つ以上のADF接続MBeanが、少なくとも1つの属性に対してmovableProperty注釈を提供していません。


	
処置: アプリケーションのすべてのADF接続MBeanに、値がtrueのmovableProperty注釈を持つプロパティが少なくとも1つあることを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	CLONE-27020: ADF接続MBean "{0}.{1}"は読取り専用です。このADF接続の変更は適用されません。 
	
原因: ADF接続MBeanは読取り専用です。


	
処置: アプリケーションが書込み可能なOracle MDSを使用して構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	CLONE-27100: アプリケーション"{0}"にADF接続MBeanがありません。 
	
原因: アプリケーション"{0}"にADF接続MBeanがありません。


	
処置: ADF Webアプリケーション・モジュールのweb.xmlにADF接続MBeanの構成があること、また、このアプリケーションにADF接続が設定されていないかどうかを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	CLONE-27500: 使用可能な移動プランはありません。 
	
原因: ADF T2Pプラグイン・コピー・コマンドが失敗したか、ファイルが欠落しているか、壊れています。


	
処置: コピー・コマンドの結果からの抽出後、移動プランが有効であることを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	CLONE-28000: アプリケーション"{0}"のADF接続プロパティを適用できません 
	
原因: これは、アプリケーション内の無効なOracle MDS構成、またはJMXを使用した属性の適用時に発生したエラーが原因である可能性があります。


	
処置: アプリケーションがOracle MDSで構成されていることを検証してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	CLONE-28010: T2P ADF接続プラグインの実行を開始します。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28020: T2P ADF接続プラグインの実行を終了します。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28100: WLS管理サーバー{0}@{1}:{2}を起動しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28200: WLS管理サーバー{0}@{1}:{2}を停止しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28300: サーバー{1}で"{0}" ADF接続MBean属性を処理しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28400: 名前が"{0}"のADF接続MBeanはありません 
	
原因: MBeanオブジェクト名のOBJECT_NAME_PROPERTYフィールドが誤って変更されてしまった可能性があります。


	
処置: 移動プランの同じADF接続MBeanにある別の属性からOBJECT_NAME_PROPERTYの値を使用して、誤った値を訂正します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	CLONE-28500: アプリケーション"{0}"のADF接続Mbean属性更新が正常に保存されました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	CLONE-28600: アプリケーション"{0}"のADF接続Mbean属性は変更されません 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他















8 DVT-02012からDVT-26021



	DVT-02012: 列{0}が列の総数{1}を超えています 
	
原因: 列の総数よりも大きな値が列番号に指定されました。


	
処置: グラフ、またはピボット・テーブルの列ヘッダーのgetColumnCountメソッドをコールし、列の総数を取得します。その後、列の総数よりも小さな列番号を指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02013: 行{0}が行の総数{1}を超えています 
	
原因: 行の総数よりも大きな値が行番号に指定されました。


	
処置: グラフ、またはピボット・テーブルの列ヘッダーでgetRowCountメソッドをコールし、行の総数を取得します。その後、行の総数よりも小さな行番号を指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02015: 区分{0}が区分の総数{1}を超えています 
	
原因: 区分の総数よりも大きな値が区分番号に指定されました。


	
処置: 区分の総数よりも小さな区分番号を指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02016: レイヤー{0}がレイヤーの総数{1}を超えています。 
	
原因: 指定されたエッジで使用可能なレイヤーの総数よりも大きな値がレイヤーに指定されました。


	
処置: レイヤーの総数よりも小さなレイヤーを指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02017: 系列{0}が系列の総数{1}を超えています 
	
原因: グラフで使用可能な系列の総数よりも大きな値が系列に指定されました。


	
処置: 0から始まり、系列の総数を超えない系列の索引を指定します。Graph.getDisplaySeriesメソッドは、グラフに表示される系列数を返します。また、Graph.isDataRowShownAsASeriesがtrueを返す場合、Graph.getRowCountは表示可能な系列の数を返します。Graph.isDataRowShownAsASeriesがfalseを返す場合は、Graph.getColumnCountは表示可能な系列の総数を返します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02018: エッジ{0}がエッジの総数{1}を超えています。 
	
原因: 指定されたエッジで使用可能なエッジの総数よりも大きな値がエッジに指定されました。エッジを必要とするメソッドで有効なエッジは、DataDirector.COLUMN_EDGE、DataDirector.ROW_EDGE、およびDataDirector.PAGE_EDGEです。


	
処置: 有効なエッジ定数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02019: 現在のデータソースは要求されたタイプをサポートしていません: {0}.{1}。 
	
原因: DataSourceのDataMapでは、必要なデータ型がサポートされていませんでした。たとえば、ビューはDataMap.DATA_GROUPSORT情報をリクエストしていましたが、このビューが使用しているDataSourceはグループのソート情報を提供していませんでした。


	
処置: DataSourceで必要なデータ型のサポートをリクエストするか、または別のDataSourceを使用します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-02020: DTDファイルが見つかりません 
	
原因: 指定されたDTDが見つかりませんでした。XMLファイルを検証するには、XMLパーサーでDTDが必要でした。


	
処置: 指定されたDTDファイルが存在すること、またはXML検証が無効化されていることを確認してください。データの視覚化コンポーネント用DTDは、該当する各パッケージに存在します。検証をオフにするには、Dataview.setXMLValidated(false);をコールします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-03000: Mergeableオブジェクトが提供されていません。 
	
原因: ルール解決に使用されるデフォルトのマージ可能なオブジェクトが指定されていません。


	
処置: デフォルトのマージ可能なオブジェクトを少なくとも1つ指定します。これにより、ルールの解決が可能になります。マージ可能なオブジェクトの詳細は、oracle.dss.rules.MergeableインタフェースのJavadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-03001: 互換性のないMergeableクラスに対してmerge(Mergeable)をコールしようとしています 
	
原因: 互換性のないマージ可能なクラスをマージしようとしました。マージできるのは、同じクラスのマージ可能オブジェクトだけです。たとえば、ViewStyleオブジェクトはマージできますが、ViewStyleをViewFormatにマージすることはできません。


	
処置: 互換性のある2つのクラスをマージします。詳細は、oracle.dss.rules.RuleBundleクラスのJavadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-06000: ピボット・テーブル・データ・モデルから予期しないデータ・エラーが発生しました 
	
原因: ピボット・テーブルのデータ・モデルによって予期しない例外がスローされました。


	
処置: アプリケーション対するバグを記録します。ピボット・テーブルのデータ・モデルが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	DVT-06001: ピボット・テーブルのテキスト書式設定時にデータ型{0}のコンバータがありません 
	
原因: アプリケーションで特定のデータ型のコンバータを作成できませんでした。おそらく、そのデータ型に対してConverterが登録されていないことが原因です。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。アプリケーションが、ピボット・テーブルによりレンダリングされるすべてのデータ型に対して、デフォルトのコンバータを作成できることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: 構成










	DVT-07001: グラフ・イメージを作成できません 
	
原因: 負荷が大きかったため、十分なメモリーを確保できず、BufferedImage、またはBufferedImageのGraphicsインスタンスを作成できませんでした。このため、生成されたイメージ・ファイルは空です。


	
処置: たとえば、イメージ・サイズを縮小するか、JVMに割り当てるメモリーを増やすことによってメモリーの負荷を小さくします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-08000: データ・モデルから予期しないデータ・エラーが発生しました 
	
原因: データ・モデルにより、無効な操作が実行されました。


	
処置: アプリケーション対するバグを記録します。データ・モデルが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	DVT-09006: イベントをコピーできません: {0} 
	
原因: 指定されたイベントをコピーしようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: 例外オブジェクトに対してprintStackTraceメソッドを起動し、エラー・スタック全体を表示して、問題の根本原因を特定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09007: initCubeQueryでは、メジャー引数にnullを指定できません。 
	
原因: initCubeQueryメソッドに空のメジャー・リストが渡されました。


	
処置: initCubeQueryメソッドに、有効なメジャー・リストを渡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09008: initQueryでは、ディメンションおよびメジャーの引数を両方nullにできません。 
	
原因: initQueryメソッドに渡されたディメンション引数とメジャー・リストの両方とも空でした。


	
処置: initQueryメソッドをコールするときは、これらの引数のどちらか1つ、または両方に有効な値を指定して渡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09011: ディメンションがエッジおよびディメンション{0}、{1}に対するメタデータ・カーソルの範囲外です。 
	
原因: 指定されたエッジおよびディメンション引数に対してコールされたメソッドでは、指定されたディメンションが範囲から外れていました。


	
処置: メソッドをコールする際は、ディメンションが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09013: クローニングの際にQueryManagerまたはそのサブクラスのインスタンスを新規作成できません 
	
原因: QueryManagerのインスタンス、またはQueryManagerのサブクラスをクローンしようとしましたが、アプリケーション・コードは、QueryManagerObjectパラメータを取得するコンストラクタをコールできませんでした。


	
処置: 実際のオブジェクトがQueryManagerのサブクラスである場合は、QueryManagerを拡張するコードのサブクラス・コンストラクタでエラーを調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09016: プロパティを見つけることができません 
	
原因: 永続XMLファイルとこのオブジェクトには互換性がありませんでした。


	
処置: オブジェクトを作成しなおしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09017: 再実行できません 
	
原因: スタックに、再実行可能な操作はこれ以上ありません。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09032: 指定されたメジャー{0}は無効です。 
	
原因: 指定されたメジャー名をデータベースから見つけることができませんでした。


	
処置: 指定されたすべてのメジャーがデータベースに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09036: 実行の取消ができません 
	
原因: スタックには、実行の取消しが可能な操作がこれ以上ありません。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09042: MetadataManagerは、メジャー・ディメンションを返せません。 
	
原因: データベースで無効、または壊れているデータが見つかりました。


	
処置: データベース・スキーマの問題を修復するか、またはデータベース・スキーマを再構築します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09044: 無効なDataDirectorタイプのリクエスト 
	
原因: リレーショナルDataDirectorから表形式ではない問合せがリクエストされました。


	
処置: リレーショナル・データ・ディレクターをリクエストする前に、createCubeDataDirectorをコールするか、またはQueryConstants.PROPERTY_TABULAR_QUERYプロパティをtrueに設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09511: 無効なピボット操作 
	
原因: 指定されたディメンションまたはロケーションでは、有効なピボット操作が発生しませんでした。


	
処置: 指定した引数を確認し、現在の問合せのレイアウトに合せて調整してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09512: 無効な入替え操作 
	
原因: 指定されたディメンションまたはロケーションでは、有効な入替え操作が発生しませんでした。


	
処置: 指定した引数を確認し、現在の問合せのレイアウトに合せて調整してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09513: 無効なエッジの入替え操作 
	
原因: 指定されたエッジでは有効な入替え操作が発生しませんでした。


	
処置: 指定したエッジを確認し、現在の問合せのレイアウトに合せて調整してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09515: 問合せが定義されていません。 
	
原因: 既存の問合せを必要とするメソッドがコールされました。


	
処置: 問合せを作成してから、このメソッドを呼び出します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-09532: 指定されたディメンションまたはアイテムは無効です: {0}。 
	
原因: 指定されたディメンションまたはアイテム名が、現在のデータベースで見つかりません。


	
処置: 指定されたディメンションまたはアイテムがすべて、現在のデータベースに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10000: イベントは消費できません。 
	
原因: 消費できないイベントを消費しようとしました。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10100: データベースに接続できません。(理由: エラー{0}) 
	
原因: 接続できなかった理由はいろいろ考えられます。


	
処置: 「理由」に続けて記載されているDVTエラー・メッセージの「原因」と「処置」を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10101: ハンドラは、UserObjectの処理に失敗しました。 
	
原因: 状態を設定または取得できなかったオブジェクトをバインドまたは参照しようとして失敗しました。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10105: BISessionが指定されていません。 
	
原因: BISessionのインスタンスがMetadataManagerオブジェクトに設定されていませんでした。


	
処置: setSessionメソッドを使用して、MetadataManagerオブジェクトにBISessionを設定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10107: ユーザーは指定されたプロパティを設定できません: {0}。 
	
原因: MDObjectでLabel以外のプロパティを設定しようとしました。


	
処置: MDObjectで設定されているプロパティがLabelのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10108: MetadataManagerは接続を切断できません。 
	
原因: MetadataManagerは接続を切断できませんでした。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10109: MetadataManagerは接続を解放できません。 
	
原因: MetadataManagerは接続を解放できませんでした。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10110: MetadataManagerはOracleConnectionを取得できません。 
	
原因: MetadataManagerはOracleConnectionを取得できませんでした。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10300: コンテキストをバインドできません 
	
原因: bindメソッドを使用してフォルダを保存しようとしました。


	
処置: 新しいフォルダを作成するには、createSubcontextメソッドを使用します。フォルダを別のフォルダにコピーするには、copyメソッドを使用します。フォルダを別のフォルダに移動するには、moveメソッドを使用します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10301: 指定された属性は有効ではありません。 
	
原因: メソッドに含まれる1つ以上の属性のキーまたは値が不正です。


	
処置: 有効な属性キーまたは値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10302: 名前{0}が無効です。名前には空の文字列は指定できません。 
	
原因: 指定した名前は無効でした。名前引数を必要とするBIContextのメソッドには、null値を指定できません。これ以外に、bind、rebind、createSubcontext、destroySubcontext、rename、およびunbindメソッドも、名前引数に空の文字列は指定できません。


	
処置: 空の文字列ではない値を持つ名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10303: 指定されたオブジェクトは無効です。 
	
原因: 特定のドライバで受け入れられないオブジェクトを含むUserObjectを保存しようとしました。


	
処置: UserObjectには、指定したドライバ・タイプに適したオブジェクトを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10304: 指定された検索コントロールは無効です。 
	
原因: 指定した検索コントロールは次のいずれかの理由により無効です。検索範囲が有効ではありませんでした。これは、OBJECT_SCOPE、ONELEVEL_SCOPE、SUBTREE_SCOPE、ONELEVEL_SCOPE_WITH_FOLDERS、またはSELECTIVE_ONELEVEL_SCOPEのいずれかにする必要があります。指定した時間制限が負の数値でした。指定したカウント制限が負の数値でした。


	
処置: 考えられる原因を確認し、適切に処置してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10305: 名前{0}のオブジェクトはすでに存在しています。 
	
原因: ストレージ・システムのオブジェクトにすでにバインドされている名前を使用してオブジェクトを保存しようとしたか、コピーまたは移動操作を実行したときに、その名前にバインドされているオブジェクトが宛先フォルダにすでに存在していました。


	
処置: これが保存操作である場合は、rebindメソッドを使用して、その名前にバインドされている既存のオブジェクトを上書きしてください。コピー操作の場合は、別のターゲット名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10306: 名前{0}のオブジェクトを見つけることができません。 
	
原因: 存在しないオブジェクトを取得、コピー、または移動しようとしました。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10307: ユーザーには、この操作を行うのに十分な権限がありません。 
	
原因: 書込みアクセス権を所有していないフォルダにオブジェクトを保存するなど、特定の権限を必要とする操作を実行しようとしました。


	
処置: フォルダの所有者またはすべての制御権限を持つユーザーに、この操作を実行する権限を適切なユーザーに割り当てるようにリクエストしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10308: オブジェクトのコンテキストが正しくありません。 
	
原因: 操作に応じて、このエラーの原因は異なります。copyまたはmove操作の宛先フォルダが不正であるか、またはlist、listBindings、またはsearch操作のname引数を解決した結果がフォルダになりません。


	
処置: 有効なフォルダ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10309: この操作はサポートされていません。 
	
原因: この操作が起動されたドライバで、この操作はサポートされていませんでした。


	
処置: 処理は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10310: 不明な例外 
	
原因: 不明エラーが発生しました


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10311: 属性の追加、削除、変更中にエラーが発生しました 
	
原因: modifyAttributes操作の実行中にエラーが発生しました。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10313: 循環参照が検出されました。 
	
原因: 循環参照の発生原因になる、集計、コピー、または移動されたオブジェクトの使用を実行しようとしました。


	
処置: これがbindまたはrebind操作である場合は、集計ツリーに循環参照が存在しないことを確認します。特定のフォルダでのcopyまたはmove操作である場合は、親フォルダがサブフォルダにコピーまたは移動されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10315: 指定されたフォルダ・パスは無効です。 
	
原因: 存在しないフォルダ・パスにオブジェクトを保存しようとしました。


	
処置: 有効なフォルダ・パスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10500: MetadataManagerドライバがインスタンス化できません。 
	
原因: MetadataManagerドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、MetadataManagerドライバがインタフェースであるか、抽象クラスである場合にのみ発生します。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10501: MetadataManagerドライバに対して無効なアクセスをしようとしています 
	
原因: MetadataManagerドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、MetadataManagerドライバがパブリックでないか、MetadataManagerパッケージに存在していない場合にのみ発生します。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10502: MetadataManagerドライバが見つかりません。 
	
原因: MetadataManagerドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、必要なjarファイルが、CLASSPATH設定で参照されていない場合にのみ発生します。


	
処置: 必要なすべてのクラスがCLASSPATH設定に組み込まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10503: ユーザーは指定されたプロパティを設定できません: {0}。 
	
原因: MeasureDimension MDObjectでLabel以外のプロパティを設定しようとしました。


	
処置: MeasureDimension MDObjectで設定されているプロパティがLabelのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-10504: MetadataManagerはOracleConnectionを取得できません。 
	
原因: MetadataManagerはOracleConnectionを取得できませんでした。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-12000: 予期しないエラー 
	
原因: 別のクラスのコール中に不明な例外が発生しました。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16001: BISessionが指定されていません。 
	
原因: ConnectionオブジェクトにBISessionのインスタンスが設定されていませんでした。


	
処置: setSessionメソッドを使用して、ConnectionオブジェクトにBISessionを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16002: データベースと接続していないため、操作を実行できません。 
	
原因: 接続が初期化されていませんでした。


	
処置: connectメソッドを起動してから、この操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16003: 接続がすでに設定されているため、接続オブジェクトを設定できません 
	
原因: 接続がすでに存在しているため、接続オブジェクトを設定できませんでした。


	
処置: 切断してから、接続オブジェクトを設定しなおしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16004: 取得されたオブジェクトがシリアライズ可能ではないため、操作を実行できません。 
	
原因: 取得されたオブジェクトがシリアライズ可能ではなかったため、操作は完了されませんでした。


	
処置: シリアライズの必要がない場合のみ、オブジェクトを取得します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16400: 接続ドライバをインスタンス化できません。 
	
原因: 接続ドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、接続ドライバがインタフェースであるか、抽象クラスである場合にのみ発生します。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16401: 接続ドライバに対して無効なアクセスをしようとしています 
	
原因: 接続ドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、接続ドライバがパブリックでないか、接続パッケージに含まれていない場合にのみ発生します。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-16402: 接続ドライバが見つかりません。 
	
原因: 接続ドライバのインスタンス作成中にエラーが発生しました。このエラーは、必要なjarファイルが、CLASSPATH設定で参照されていない場合に発生します。


	
処置: 必要なすべてのクラスがCLASSPATH設定に組み込まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-18008: QueryContextが定義されていません。 
	
原因: 既存のQueryContextオブジェクトを必要とするメソッドがコールされました。


	
処置: このメソッドを呼び出す前に、QueryContextオブジェクトを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-18009: Selectionが定義されていません。 
	
原因: 既存のSelectionオブジェクトを必要とするメソッドがコールされました。


	
処置: このメソッドを呼び出す前に、Selectionオブジェクトを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-18010: QueryAccessオブジェクトを作成できません。 
	
原因: QueryAccessオブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: 有効なQueryContextオブジェクトが存在することを確認してください。QueryAccessオブジェクトを作成するには、queryContext.createQueryAccessなどの構文を使用します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-18011: DataAccessオブジェクトを作成できません。 
	
原因: DataAccessオブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: 有効なQueryAccessオブジェクトが存在すること、Selectionに指定されたディメンションが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-18012: 予期しないエラー 
	
原因: 別のクラスのコール中に不明な例外が発生しました。


	
処置: 元になるエラー・スタックを確認して、問題の根本原因を見つけてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-22004: ゲージ・イメージを作成できません 
	
原因: 負荷が大きかったため、十分なメモリーを確保できず、BufferedImage、またはBufferedImageのGraphicsインスタンスを作成できませんでした。このため、生成されたイメージ・ファイルは空です。


	
処置: たとえば、イメージ・サイズを縮小するか、JVMに割り当てるメモリーを増やすことによってメモリーの負荷を小さくします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-23000: 終了日には開始日より前の日付を指定できません。 
	
原因: ガント・チャートに指定された終了日が指定された開始日より前の日付です。


	
処置: ガント・チャートに正しい開始日と終了日を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-23001: 主軸の時間単位は副軸の時間単位より大きい必要があります。 
	
原因: 主軸に指定された時間単位が、副軸に指定された時間単位より小さくなっています。たとえば、副軸の時間単位に「日」が指定されていた場合、主軸に指定する時間単位は、「時間」など「日」よりも小さなものではなく、「月」のように大きな単位にする必要があります。


	
処置: 主軸の時間単位が副軸の時間単位より大きいことを確認します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-23002: 無効なタイム・スケールが指定されました。 
	
原因: 主軸または副軸で指定されたタイム・スケールは認識されませんでした。


	
処置: 軸に対して有効なタイム・スケールを指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-23003: タスクの終了日には開始日より前の日付を指定できません。開始日: {0}、終了日: {1} 
	
原因: タスクに指定された終了日が、開始日よりも前の日付になっています。


	
処置: データをチェックし、開始日と終了日が正しくロードされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-23004: ツールチップのキーまたはラベルが指定されていません。 
	
原因: ガント・タグでツールチップ・キーまたはラベルが指定されていません。


	
処置: ツールチップのキーやラベルを指定して、このツールチップが空ではないことを確実にします。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23005: 凡例のキーまたはラベルが指定されていません。 
	
原因: ガント・タグで凡例キーまたはラベルが指定されていません。


	
処置: 凡例のキーやラベルを指定して、この凡例が空ではないことを確実にします。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23006: ツールチップ・キーの数が、ツールチップ・ラベルの数と一致しません。 
	
原因: ツールチップ・キーの数がガント・タグで指定されたツールチップ・ラベルの数と一致しませんでした。


	
処置: ガント・タグで指定されたツールチップ・キーの数(tooltipKeys属性)が、ガント・タグで指定されたツールチップ・ラベル(tooltipLabels属性)と一致していることを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23007: 凡例キーの数が、凡例ラベルの数と一致しません。 
	
原因: 凡例キーの数がガント・タグで指定された凡例ラベルの数と一致しませんでした。


	
処置: ガント・タグで指定された凡例キーの数(legendKeys属性)が、ガント・タグで指定された凡例ラベル(legendKeyLabels属性)と一致していることを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23008: タスクの開始日が範囲外です。値: {0} 
	
原因: タスクの開始日と終了日が、ガント・チャートに指定された時間範囲から外れていました。


	
処置: このタスクを表示する必要がなければ、処置は不要です。必要である場合は、データが正しいことを確認するか、(startTimeおよびendTime属性を使用して)ガント・チャートに指定する範囲を拡大してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-23009: タイプ{0}のフォーマットが見つかりません。タスクをスキップしています: {1} 
	
原因: タイプ{0}にフォーマットが登録されていません。


	
処置: TaskbarFormatManagerに、指定されたタイプのTaskbarFormatを登録してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23010: 指定された曜日は無効です。値: {0} 
	
原因: 指定された曜日が認識されませんでした。


	
処置: 曜日は、java.util.Calendarクラスの7つの定数、Calendar.SUNDAY、Calendar.MONDAY、Calendar.TUESDAY、Calendar.WEDNESDAY、Calendar.THURSDAY、Calendar.FRIDAY、Calendar.SATURDAYから値を1つ選んで指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23011: 位置揃えに指定された値は無効です。タスクID: {0} 
	
原因: ラベルまたはアイコンに指定された位置揃えの値が無効でした。


	
処置: 位置揃えの値は、oracle.adf.view.faces.bi.component.gantt.GanttConstantsクラスのGanttConstants.LEFT、GanttConstants.RIGHT、GanttConstants.INSIDEの3つの定数から選んで指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23012: GanttDropTargetはガント・コンポーネントにのみアタッチできます。 
	
原因: GanttDropTargetタグは、ガント以外のコンポーネントの子として追加されています。


	
処置: GanttDropTargetタグが、Project GanttまたはScheduling Gantt componentの子タグであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-23013: タスクの開始日がnullです。 
	
原因: タスクの開始日がnullでした。


	
処置: データを調べ、開始日がnullではないことを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-23014: タスクIDがnullです。 
	
原因: タスクIDまたは分割タスクIDがnullでした。


	
処置: データを調べ、タスクIDまたは分割タスクIDがnullではないことを確認します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-23015: 次回日付には前回日付より前の日付を指定できません。 
	
原因: カスタム・タイムスケールにより返された次の日付が、前の日付よりも過去に設定されています。


	
処置: 次の日付を正しく指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-23016: 属性に指定された値が間違ったタイプを返しています。 
	
原因: 属性に指定された値が間違ったタイプを返しています。


	
処置: 属性を確認して、正しい型を返すように修正します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26000: {0}に接続が見つかりません 
	
原因: マップ構成が正しくなかったか、または接続情報が欠落していました。


	
処置: マップ構成ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26001: テーマ"{0}"を表示できません: 値プロパティがありません 
	
原因: テーマの値属性がnullでした。


	
処置: テーマの値属性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26002: テーマ"{0}"を表示できません: 行{1}の行キーが無効です 
	
原因: 指定された行に、行キーが指定されていないか、行キーの行IDがnullでした。


	
処置: 指定された行のキーと行IDを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26004: テーマ"{0}"を表示できません: ID={2}の行{1}にデータ値がありません 
	
原因: 指定された行にはデータ値がありませんでした。


	
処置: 指定された行のデータ値を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26005: テーマ"{0}"を表示できません: ID={2}の行{1}に場所の値がありません 
	
原因: 指定された行には位置の値がありませんでした。


	
処置: 指定された行の位置の値を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26006: テーマ"{0}"の1つ以上の行のラベルがありません。 
	
原因: テーマの行の一部に位置ラベルがありません。


	
処置: テーマの位置ラベルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-26008: テーマ{0}にデータがありません。 
	
原因: 指定されたテーマは行を返しませんでした。


	
処置: 指定されたテーマがデータを返さないのは正しい動作であるかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26009: テーマ{1}の行{0}のデータをジオコード化できません: {2} 
	
原因: 指定されたデータをジオコード化できませんでした。


	
処置: 指定された行の位置の値を変更してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26010: マウス・クリック時の{0}の動作はポップアップのレンダリングですが、マップにポップアップ・ファセットがありません。 
	
原因: マップにポップアップ・ファセットはありませんが、leftClickBehaviorプロパティではポップアップをレンダリングするように指定されていました。


	
処置: マウス・クリック動作が正しいかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26011: 右クリック時の{0}の動作はポップアップのレンダリングですが、マップにポップアップ・ファセットがありません。 
	
原因: マップにポップアップ・ファセットはありませんが、rightClickBehaviorプロパティではポップアップをレンダリングするように指定されていました。


	
処置: 右クリック動作が正しいかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26012: legendLabelsに指定されたラベルの数がバケットの数と一致しません。凡例ラベル: {0}個、バケット: {1}個 
	
原因: 凡例のラベル数とバケット数が一致しません。


	
処置: 凡例ラベルの数を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	DVT-26013: テーマ・データをジオコード化できません: {0}でジオコーダURLが指定されていません 
	
原因: マップ構成が有効でなかったか、またはジオコーダの接続情報が欠落しています。


	
処置: マップ構成ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26014: テーマ"{0}"のすべてのテーマ・データを表示できません: {1}の複数のデータ値が指定されていますが、最初のデータ値のみが表示されます 
	
原因: 重複する位置データ値が見つかりました。


	
処置: データで重複する位置の値を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	DVT-26015: テーマ"{0}"を表示できません: 行{1}に経度データがありません 
	
原因: 指定された行には経度の値がありませんでした。


	
処置: 指定された行の経度を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26016: テーマ{0}を表示できません: 行{1}に緯度データがありません 
	
原因: 指定された行には緯度の値がありませんでした。


	
処置: 指定された行の緯度を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26017: {0}のMapViewerに接続できません 
	
原因: 指定されたマップURLではMapViewerサーバーが見つかりません。


	
処置: 接続URLが正しいかどうか、また、MapViewerサーブレットが新規リクエストを受け入れられるかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26018: {0}のジオコーダに接続できません 
	
原因: コンポーネントは、指定されたURLでジオコーダに接続できませんでした。


	
処置: 接続URLが正しいかどうか、また、ジオコーダが新規リクエストを受け入れられるかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26019: mapToolbar {1}のID {0}のマップが見つかりません 
	
原因: 指定されたmapToolbarのmapId属性は正しくありませんでした。


	
処置: 指定されたmapToolbarのmapId属性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26020: 1つのマップ・タグに複数のmapOverviewタグを設定できません。 
	
原因: マップ・タグに複数のmapOverviewタグが存在しています。


	
処置: 余分なmapOverviewタグはすべて削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	DVT-26021: 1つのマップ・タグに複数のmapLegendタグを設定できません。 
	
原因: マップ・タグに複数のmapLegendタグが存在しています。


	
処置: 余分なmapLegendタグはすべて削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム















9 HELP-00001からHELP-40001



	HELP-00001: 次の場所のXmlPullParserExceptionにより、HelpXmlPullParserの作成中にエラーが発生しました: {0}
	
原因: HelpXmlPullParserコンストラクタで_processDocumentの実行中にXmlPullParserExceptionがスローされました。


	
処置: JavaHelpフォーマット・ファイルの場所が存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-00002: 次の場所のIOExceptionにより、HelpXmlPullParserの作成中にエラーが発生しました: {0}
	
原因: HelpXmlPullParserコンストラクタでプロセス・ドキュメントの実行中にIOExceptionがスローされました。


	
処置: JavaHelpフォーマット・ファイルの場所が存在することを確認してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-00003: SearchModelで検索の実行中にエラーが発生しました。 
	
原因: 検索の開始時にSearchModelがSearchExceptionをスローしました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-00004: SearchModelに渡されたビューには、QueryHandler形式のデータが含まれていません。 
	
原因: SearchModelに渡されたビュー・オブジェクトには、予期したQueryHandler形式のデータが含まれていませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-00005: ヘルプ共有で予期しない例外が発生しました。 
	
原因: コードで予期しない例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-00006: XMLパーサーを使用して文書を解析中にエラーが発生しました 
	
原因: XMLドキュメントの処理中にXMLParseExceptionがスローされました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10001: OHW共有で予期しない例外が発生しました。 
	
原因: コードで予期しない例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10002: LibraryExceptionにより、ライブラリへのブック{0}の追加に失敗しました。 
	
原因: LibraryExceptionがスローされました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10003: ファイルからのロケールの解析中に重大な例外が発生しました 
	
原因: ファイルからPerLocaleInfoを作成中にConfigParseExceptionがスローされました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10004: [localeFromProvider]にクラス名属性が必要です 
	
原因: localeFromProviderタグにクラス属性がありません。


	
処置: クラス名属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10005: ロケール・プロバイダ{0}ごとにロード中にエラーが発生しました 
	
原因: ロケール・プロバイダごとのロード中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10006: {1}セクションに認識できないタグ{0}があります 
	
原因: configurationセクションに認識できないタグが見つかりました。


	
処置: configurationセクションで認識できないタグの構成ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10007: [locales]に[locale]セクションがありません 
	
原因: [locales]に必須の[locale]セクションがありませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルを確認し、[locales]に少なくとも1つの子[locale]があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10008: カスタム・プロトコル・クラス: {0}のロード中にエラーが発生しました 
	
原因: カスタム・プロトコル・クラスのロード中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: カスタム・プロトコル・クラスが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10009: ブランド・プロバイダのロード中にエラーが発生しました: {0} 
	
原因: ブランド・プロバイダ・クラスのロード中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: ブランド・プロバイダ・クラスが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10010: 構成ファイルが空です 
	
原因: ヘルプ構成ファイルが空でした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルが存在し、コンテンツが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10011: [helpConfiguration]に{0}属性が必要です 
	
原因: [helpConfiguration]セクションではversion属性は使用できませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルの[helpConfiguration]セクションにversion属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10012: バージョン{0}は認識済のバージョンではありません。受入済のバージョンは次のとおりです: {1} 
	
原因: 指定したバージョンは受入済のバージョンとして認識されませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルで受入済バージョンが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10013: ヘルプ構成ファイルで{0}セクションが重複しています 
	
原因: ヘルプ構成ファイルに重複するセクションが見つかりました。


	
処置: ヘルプ構成ファイルで重複するセクションを確認し、それらを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10014: タグ{0}は認識されません 
	
原因: ヘルプ構成ファイルで認識できないタグが見つかりました。


	
処置: ヘルプ構成ファイルから認識できないタグをすべて削除します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10015: {0}セクションが見つかりません 
	
原因: ヘルプ構成ファイルで必須セクションが見つかりませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルに必須セクションを追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10016: {0}を予期していましたが、{1}が見つかりました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10017: [customProtocol]に{0}属性がありません。 
	
原因: カスタム・プロトコル定義に属性がありませんでした。


	
処置: カスタム・プロトコル定義に必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10018: [alias]に属性{0}がありません。 
	
原因: ナビゲータ別名定義に必須属性がありませんでした。


	
処置: ナビゲータ別名定義に必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10019: [branding]にはテキストまたはイメージ・ソース属性が必要です。 
	
原因: ヘルプ構成ファイルの[branding]セクションにテキストまたはイメージ属性がありませんでした。


	
処置: テキストまたはイメージ属性が空でないか、および有効な場所を指しているか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10020: [branding]タグの{0}属性は空にできません。 
	
原因: [branding]セクションに必須属性がありませんでした。


	
処置: [branding]セクションに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10021: [brandingFromResource]にはテキスト・キーまたはイメージ・ソース・キー属性が必要です。 
	
原因: [brandingFromResource]にテキスト・キーまたはイメージ・ソース属性がありませんでした。


	
処置: テキストまたはイメージ属性が空でないか、および有効な場所を指しているか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10022: [brandingFromResource]に{0}属性が必要です。 
	
原因: [brandingFromResource]セクションに必須属性がありませんでした。


	
処置: [brandingFromResource]セクションに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10023: [brandingFromProvider]に{0}属性が必要です 
	
原因: [brandingFromProvider]セクションに必須属性がありませんでした。


	
処置: [brandingFromProvider]セクションに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10024: {0}で構成ファイルの検索中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定された位置に構成ファイルがありませんでした。


	
処置: 構成ファイルの場所が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10025: SearchDispatcherに渡される基本パス{1}を持つビュー{0}に、有効なQueryHandlerが含まれていません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10026: 無効なパス: {0}を持つサイトにアクセスしようとしています 
	
原因: 無効なパスを使用してファイルにアクセスしようとしました。


	
処置: ファイル・パスが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10027: [localeFromFile]に{0}属性がないか、または空です 
	
原因: [localeFromFile]セクションに必須属性がないか、または空です。


	
処置: ヘルプ構成ファイルに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10028: ロケール・ファイルの場所が無効です。 
	
原因: ロケール・ファイルの場所が無効でした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルでロケール・ファイルの有効な場所を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10029: ロケール・ファイルが空です。 
	
原因: ロケール・ファイルにコンテンツがありません。


	
処置: 有効なロケール・ファイルを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10030: ロケール・ファイルが見つかりません。 
	
原因: ヘルプ構成ファイルで指定された場所でロケール・ファイルを使用できませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルで指定された場所にロケール・ファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10031: 対応するcountryセクションがない場合、{0}ロケールは使用できません。 
	
原因: 添付のcountryセクションなしでロケールが使用されました。


	
処置: このロケールのcountryセクションを追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10032: 認識できないブック: {0} 
	
原因: ヘルプ構成ファイルで認識できないbookタグが見つかりました。


	
処置: helpSetタグまたはhelpBookタグのヘルプ構成ファイルを確認し、認識できないbookタグを削除または修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10033: [books]セクションにブックがありません 
	
原因: ヘルプ構成ファイルのbooks親タグにbook子がありませんでした。


	
処置: books親タグにbook子要素を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10034: helpSetに属性{0}がありません。 
	
原因: helpSetタグに必須属性がありませんでした。


	
処置: helpSetタグに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10035: helpSetまたはhelpBook {0}が重複しています: {1} 
	
原因: 重複したhelpSetまたはhelpBook属性が見つかりました。


	
処置: helpset構成ファイルから重複するエントリを削除します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10036: {0}の場所が無効です。 
	
原因: ファイルの場所が無効でした。


	
処置: ファイルの場所が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10037: helpBookに属性{0}がありません。 
	
原因: helpBookタグに必須属性がありませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルのhelpBookタグに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10038: contentLocationタグに属性{0}がありません。 
	
原因: contentLocationタグに必須属性がありませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルのcontentLocationタグに必須属性を追加します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10039: コンテンツの場所が無効です。 
	
原因: コンテンツの場所のパスが無効でした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルにコンテンツの場所の有効な基本URIが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10040: コンテンツの場所の{0}の属性{1}が重複しています 
	
原因: コンテンツの場所に重複する属性が見つかりました。


	
処置: ヘルプ構成ファイルから重複するエントリを削除します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10041: コンテンツの場所が欠落しているか不正です。 
	
原因: コンテンツの場所が欠落していたか、または不正でした


	
処置: コンテンツ・パスの場所が存在し、有効なパスであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10042: 既知のロケールがありません 
	
原因: 使用可能な既知のロケール情報がありませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルに既知のロケールが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10043: CustomProtocolNameおよびコンバータにはnull以外を指定してください。 
	
原因: カスタム・プロトコル名およびコンバータが無効でした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルでカスタム・プロトコル名およびコンバータがnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10044: ロードされていない状態でPerLocaleConfigurationを使用することはできません。 
	
原因: PerLocaleConfigurationは、使用前にメモリーにロードされませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10045: ID: {0}のブック情報の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: ブック情報の作成中にエラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10046: ロケール構成ごとにnullが渡されました 
	
原因: nullのPerLocaleConfiguartionオブジェクトが渡されました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10047: ナビゲータ・マネージャで初期化メソッドを2回コールしています 
	
原因: AbstractNavigatorManagerで初期化メソッドが2回コールされました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10048: FastMessageFormatは数値引数のみサポートします。 
	
原因: FastMessageFormatメソッドで数値以外の引数が渡されました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10049: パターン記号の終了が見つかりません 
	
原因: パターン記号の終了が見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10050: FastMessageFormat: 空の引数 - {}。 
	
原因: 空の引数がFastMessageFormatに渡されました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10051: 操作{0}はサポートされていません。 
	
原因: このメソッドの実行はサポートされていませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-10052: {0}の検索で{1}件の結果が作成されます。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	HELP-10053: {0}の検索基準を満たす結果がありません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	HELP-10054: 無効なトピックIDリンク: {0}が{1}から報告されました 
	
原因: 無効なトピックIDが見つかりました。


	
処置: ヘルプ・トピックのマップ・ファイルとトピック・コンテンツ・ファイルを確認して、無効なトピックIDを修正してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10055: 無効なトピックID {0}にアクセスしようとしています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10056: トピック{0}に追跡可能なターゲットがありません。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10057: ヘルプ・ファイルでnullのトピックが検出されました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-10058: (デバッグ・モード: {0}にヘルプセットがありません) 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20001: URL: {0}のグローバル構成が見つかりません 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20002: 必要なサーブレット・コンテキスト・パラメータが見つかりません: {0} 
	
原因: 必要なサーブレット・コンテキスト・パラメータが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20003: OHW構成内のクリティカル・エラー 
	
原因: ヘルプ構成ファイルでクリティカル・エラーが見つかりました。


	
処置: ヘルプ構成ファイルが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20004: 認識できないビュー・タイプ{0}は無視されます 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20005: タイプ: {0}のナビゲータをインスタンス化できません 
	
原因: ナビゲータをインスタンス化できませんでした。


	
処置: ヘルプ構成ファイルのこのナビゲータ・タイプが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20006: 自動同期コンポーネントを更新できません 
	
原因: 自動同期のUIコンポーネントの更新中に失敗が見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20007: linkHelp=falseにトピックIDまたはトピック・ファイルがありません 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20008: Rich TOCナビゲータでツリー・モデルの作成中の失敗 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20009: TOCナビゲータのツリー・モデルの索引付け中の失敗 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-20010: 必須のohwConfigFileURLが見つかりません 
	
原因: OHWヘルプ・プロバイダにはOHW構成ファイルが必要ですが、このファイルが見つかりませんでした。


	
処置: パスが有効なOHW構成ファイルを指していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20011: グローバル構成を作成できません 
	
原因: グローバル構成オブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-20012: リッチ・ヘルプ・プロバイダの埋込みコンテンツ取得中に予期しない例外が発生しました 
	
原因: リッチ・ヘルプ・プロバイダの埋込みコンテンツ取得中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30001: 必須のサーブレット初期化パラメータ{0}が見つかりません 
	
原因: ヘルプ・サーブレットに必要な初期化パラメータが見つかりませんでした。


	
処置: アプリケーションのweb.xmlファイルのヘルプ・サーブレット定義を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30002: OHW構成のクリティカル・エラー: {0} 
	
原因: MalformedURLExceptionの原因となったOHW構成ファイルでクリティカル・エラーが見つかりました。


	
処置: OHW構成ファイルを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30003: OHW構成でクリティカル・エラーが発生しました。構成URL: {0} 
	
原因: OHW構成ファイルでクリティカル・エラーが見つかりました。


	
処置: OHW構成ファイルを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30004: UIXファイルのロードに失敗しました 
	
原因: UIXファイルのロード中に失敗が見つかりました。


	
処置: UIXファイルが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30005: {0}の解析に失敗しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-30006: UIXパス{0}が見つかりません 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-30007: OHWで予期しないエラーが発生しました。 
	
原因: OHW-UIXで予期しないエラーが見つかりました。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30008: タイプ{0}のナビゲータをインスタンス化できません 
	
原因: 指定したナビゲータをインスタンス化できませんでした。


	
処置: アプリケーションに対するバグを記録します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	HELP-30009: タイプ{0}のクラス別名をロードできません 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	HELP-40001: アイコンのロード中にエラーが発生しました: {0} 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング
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	JBO-24000: JAASコンテキストがありません。権限情報を使用できません。 
	
原因: Java Authentication and Authorization Service (JAAS)を初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: JAASの構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24001: ロール{0}が見つかりません。 
	
原因: ロールの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ロール情報が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24002: ユーザー{0}が見つかりません。 
	
原因: ユーザーの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: ユーザー情報が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24003: エンティティ{1}の属性{2}は更新できません。 
	
原因: 属性を更新しようとしましたが、ユーザーが権限を持っていなかったか、属性が更新可能ではありませんでした。


	
処置: この属性のユーザー権限と更新可能設定が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24004: エンティティ{0}から行を削除できません。 
	
原因: 行を削除しようとしましたが、ユーザーに権限がないか、エンティティが読取り専用でした。


	
処置: このエンティティのユーザー権限と読取り専用設定が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24005: エンティティ{0}で行を作成できません。 
	
原因: 行を作成しようとしましたが、ユーザーに権限がないか、エンティティが読取り専用でした。


	
処置: このエンティティのユーザー権限と読取り専用設定が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24006: エンティティにはすでに権限が定義されています。 
	
原因: エンティティにはすでに権限が定義されています。


	
処置: 権限の定義を変更することはできません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-24007: セキュリティ・マネージャが有効なときにシステム・プロパティ{0}を取得できません。 
	
原因: プロパティが定義されていません。


	
処置: プロパティ値を取得することはできません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25000: SQLタイプ{0}が無効です。 
	
原因: 無効なSQLタイプを使用してドメインのnull値を生成しようとしました。


	
処置: ドメインに有効なSQLデータ型名を指定してください。 たとえば、VARCHAR、CHAR、NUMBERなどです。完全なリストについては、oracle.jbo.server.OracleTypeMapEntriesを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25001: タイプ{0}のオブジェクト{1}はすでに存在しています。 
	
原因: アプリケーション・モジュールによってすでにロードされている別のビジネス・コンポーネントと同じ名前とタイプのビジネス・コンポーネントをロードしようとしました。


	
処置: ビジネス・コンポーネントに別の名前を指定してください。 名前としてnull値やnull文字列が指定された場合は、フレームワークによってアプリケーション・モジュールのスコープ内で一意の名前が作成されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25002: タイプ{0}の定義{1}が見つかりません。 
	
原因: 指定された名前の定義オブジェクトは見つかりませんでした。


	
処置: ビジネス・コンポーネント定義に正しい名前を指定して(形式packagename.objectnameを使用)、この定義がクラスパスで使用可能であることを確認してください。 このエラーは、大文字/小文字が不一致の場合にも発生する可能性があります。たとえば、データベースで想定されている「DEPTNO」という名前のかわりに、「Deptno」という名前が受信された場合などです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25003: タイプ{0}のオブジェクト{1}が見つかりません。 
	
原因: 指定された名前のビジネス・コンポーネント・オブジェクトがアプリケーション・モジュール内で見つかりませんでした。


	
処置: ビジネス・コンポーネント・オブジェクトに別の名前を指定するか、この指定された名前で新しいビジネス・コンポーネントを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25004: タイプ{0}の定義名{1}が無効です。 
	
原因: 無効な定義名のロードまたは有効でない定義名とタイプの関連付けを実行しようとしました。


	
処置: 名前が空白および記号を含まない有効なJava識別子であり、書式packagename.objectnameに従っていることを確認します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25005: タイプ{0}のオブジェクト名{1}が無効です。 
	
原因: オブジェクトに対して有効ではないビジネス・コンポーネント名を関連付けようとしました。


	
処置: 名前が空白および記号を含まない有効なJava識別子であり、書式packagename.objectnameに従っていることを確認します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25006: パラメータ{1}としてメソッド{0}に渡された値{2}が無効です: {3}。 
	
原因: 無効なパラメータ値を使用してビジネス・コンポーネント・メソッドを呼び出そうとしました。


	
処置: パラメータに正しい値を渡してください。特定のパラメータの許容値を確認するには、この例外をスローするメソッドのJavadocを参照してください。たとえば、Javadocでは、commandパラメータが空の場合に、DBTransactionImpl.executeCommandメソッドがこの例外をスローすることが記述されています。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25007: デフォルト・イテレータの検証フラグをリセットできません。 
	
原因: 行セットまたはビュー・オブジェクトのデフォルト・イテレータの行検証フラグをリセットしようとしました。


	
処置: かわりに、その行セットまたはビュー・オブジェクトの行検証フラグをリセットしてください。 これにより、2次イテレータが作成されて、その行セットまたはビュー・オブジェクトが検証なしで別の行に移動できるようになります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25008: オブジェクト{1}で参照されているため、オブジェクト{0}は削除できません。 
	
原因: ビュー・リンクに参加しているビュー・オブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: ビュー・リンクを削除してから、ビュー・オブジェクトを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25009: タイプ:{2}からタイプ:{0}で値:{1}のオブジェクトを作成できません 
	
原因: 指定された値を使用してドメイン・オブジェクトを作成できませんでした。指定された値を受け入れるドメイン・コンストラクタが存在しないか、ドメイン・オブジェクト内に指定された値タイプの変換メソッドが存在しないか、ドメイン・コンストラクタによって予期しない例外がスローされました。


	
処置: 渡される値が作成対象のドメイン・タイプに対して有効であることを確認してください。 たとえば、コンストラクタoracle.jbo.domain.Numberに文字列値oneを渡すと、この例外がスローされます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25010: 値{0}のドメインの作成中に検証に失敗しました。 
	
原因: ドメイン・コンストラクタ内の指定された値で検証に失敗しました。この例外は、ドメイン・タイプのvalidate()メソッド内でスローされます。


	
処置: ドメイン・タイプに有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25011: 行セット{0}は、前方検索のみできます。 
	
原因: 前方検索のみのビュー・オブジェクトまたは行セット上で無効なナビゲーション・メソッドを呼び出そうとしました。


	
処置: そのビュー・オブジェクトまたは行セットの前方検索のみ設定を削除するか、前方検索のみのビュー・オブジェクトや行セット上でnext()以外のナビゲーション・メソッドを呼び出さないようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25012: ビュー・オブジェクト{0}には、第1ベースとするエンティティ{1}がありません。
	
原因: クライアントは、指定されたエンティティ行がプライマリ・エンティティ行であるビュー行を検索しようとしました。しかし、このエンティティ行のエンティティ定義は、ビュー・オブジェクトのプライマリ・エンティティ・オブジェクト・ベースのエンティティ定義と一致しません。


	
処置: ビュー行の検索に使用されるエンティティ行が、ビュー・オブジェクトのプライマリ・エンティティ・オブジェクト・ベースと同じエンティティ定義に基づいていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25013: 主キー{0}と一致するオブジェクトが多すぎます。 
	
原因: 新たにフェッチまたは作成されたエンティティをキャッシュに追加しようとしましたが、この新しいエンティティは既存のエンティティと同じ主キーが設定されています。この主キーは当該エンティティ・タイプで一意である必要があります。


	
処置: エンティティ・タイプのキー定義に属性を追加して、このエンティティの各行を一意に識別できるようにしてください。 または、主キー値を修正して、このエンティティに一意のキー識別子を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25014: 他のユーザーにより、主キー{0}の行が変更されています。 
	
原因: データベース値がこのエンティティ・オブジェクトのキャッシュされた値と一致しません。これは、別のユーザーや操作によってデータベース内の同じエンティティ行に対する変更がコミットされた場合に発生する可能性があります。また、この例外はエンティティ内のいずれかのドメイン・タイプ属性でequalsメソッドがエラーになった場合にも、発生する可能性があります。


	
処置: 次のいずれかを実行してください。1. 別のユーザーや操作によってデータベース内の同じ行が変更されていないことを確認します。 このエンティティにドメイン・タイプの属性がある場合は、キャッシュの既存値を新たにフェッチされた値と比較する際に、これらのドメインで<code>equals()</code>メソッドがエラーを発生しないことを確認します。2. データベースによって更新されるすべての属性や列について、エンティティ・オブジェクト・ウィザードの「属性の設定」ページで「更新後にリフレッシュ」を選択して、エンティティ属性定義を変更します。3. view.executeQuery()を頻繁に、特に、データの変更をもたらす操作を完了時はそのたびに使用します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25015: 問合せコレクション{0}は閉じています。 
	
原因: クローズまたは削除されたビュー・オブジェクトまたは行セットから、問合せの実行または行へのアクセスを実行しようとしました。


	
処置: ビュー・オブジェクトまたは行セットが削除もクローズもされていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25016: ビュー・オブジェクト{0}は、読取り専用です。 
	
原因: 読取り専用として宣言されているビュー・オブジェクトのデータを変更しようとしました。これには、このビュー・オブジェクトの新規行の作成、行の削除、このビュー・オブジェクトのビュー行の属性の変更などが含まれます。


	
処置: データを変更するには、読取り専用フラグがfalseに設定されたビュー・オブジェクトを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25017: タイプ{0}の行の新規エンティティ行を作成できません。 
	
原因: 新規エンティティ・インスタンスの作成中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: このエンティティにpublicのデフォルト・コンストラクタがあることを確認してください。 この例外の詳細に記載されるInstantiationExceptionやIllegalAccessExceptionの原因を修正します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25018: タイプ{0}の新規ビュー行を作成できません。 
	
原因: 新規ビュー行インスタンスの作成中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: 当該ビュー行にpublicのデフォルト・コンストラクタがあることを確認してください。この例外の詳細に記載されるInstantiationExceptionやIllegalAccessExceptionの原因を修正します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25019: キー{1}のエンティティ行が{0}で見つかりません。 
	
原因: データベース内に存在しない行をロックしようとしました。これは、キャッシュへの格納後に、別のユーザーまたは操作によってデータベースから削除されたエンティティがキャッシュに存在する場合に発生します。


	
処置: removeをコールして、エンティティ・キャッシュから現在のエンティティを削除してください。または、現在のトランザクションをロールバックするか、既存の変更セットをコミットしてからエンティティ・キャッシュを削除することで、キャッシュをデータベースと同期化します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25020: キー{1}のビュー行が{0}で見つかりません。 
	
原因: ビュー行内の参照先エンティティを見つけようとしましたが、外部キー値が変更されていたために見つかりませんでした。


	
処置: 有効な外部キー値を指定するか、現在の外部キー値を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25021: ドメイン・オブジェクト・タイプ{0}を作成できません。 
	
原因: 指定された値を使用してドメイン・オブジェクトを作成できませんでした。指定された値を受け入れるドメイン・コンストラクタが存在しないか、ドメイン・オブジェクト内に指定された値タイプの変換メソッドが存在しないか、ドメイン・コンストラクタによって予期しない例外がスローされました。


	
処置: 渡される値が作成対象のドメイン・タイプに対して有効であることを確認してください。たとえば、コンストラクタoracle.jbo.domain.Numberに文字列値oneを渡すと、この例外がスローされます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25022: ビュー・リンク{0}が、リンク元ビュー・オブジェクト{1}とリンク先ビュー・オブジェクト{2}の間にすでに存在します。 
	
原因: この行セットのマスター行セットを複数回設定しようとしました。


	
処置: 同一の行セット上でsetMasterRowSetIteratorを複数回呼び出さないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25023: クラス{2}のドメイン値{1}に対して操作{0}を実行できません。 
	
原因: 予期しないドメイン例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25024: メソッド{0}は廃止されました。 
	
原因: 廃止されたタイプ・マップ・コンストラクタを使用しようとしました。


	
処置: タイプ・マップがこのバージョンのフレームワークと互換性があることを確認してください。oracle.jbo.server.OracleTypeMapEntries内のタイプ・マップ例を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25025: XMLタグ{0}のある行セットをロードできません。 
	
原因: ビュー・オブジェクトのXMLデータを読取り中にエラーが発生しました。この例外には、他のReadXMLExceptionが含まれている可能性があります。


	
処置: この例外の詳細に含まれている行レベルまたは属性レベルの例外を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25026: XMLタグ{0}のある行{1}をロードできません。 
	
原因: ビュー行のXMLデータを読取り中にエラーが発生しました。この例外には、含まれている行セットや属性の他のReadXMLExceptionが含まれている可能性があります。


	
処置: この例外の詳細内の行セット・レベルまたは属性レベルの例外を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25027: XMLタグ{0}のある索引{2}における属性{1}をロードできません。 
	
原因: ビュー行の属性のXMLデータの読取り中にエラーが発生しました。この例外には、この属性のsetメソッドからスローされた他のJboExceptionが含まれている可能性があります。


	
処置: この例外の詳細内のJboExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25028: ドメイン・オブジェクト・タイプ{0}を作成できません: {1}。 
	
原因: 指定された値を使用してドメイン・オブジェクトを作成できませんでした。指定された値を受け入れるドメイン・コンストラクタが存在しないか、ドメイン・オブジェクト内に指定された値タイプの変換メソッドが存在しないか、ドメイン・コンストラクタによって予期しない例外がスローされました。


	
処置: 渡される値が作成対象のドメイン・タイプに対して有効であることを確認してください。たとえば、コンストラクタoracle.jbo.domain.Numberに文字列値oneを渡すと、この例外がスローされます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25029: ドメイン・クラス{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定されたデータ・クラス(通常はドメイン)が見つかりませんでした。


	
処置: このデータ・クラスにクラスパスからアクセスできること、また、有効なデータ・クラスであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25030: 行キー{1}の詳細エンティティ{0}が所有エンティティを見つけられないか、無効化できません。 
	
原因: コンポジット・アソシエーション内で詳細エンティティのコンテナ・エンティティが見つかりませんでした。これは、新規詳細エンティティ・インスタンスの作成時に存在しないマスター・キー値が渡された場合や、このエンティティの外部キー値が変更されてどのマスター・エンティティにも一致しなくなった場合です。


	
処置: 有効な外部キー値をcreateメソッドまたはsetAttributeメソッドに渡して、このエンティティに対して適切なマスター行が見つかるようにします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25031: ビュー・オブジェクト{0}のビュー行には、{1}のエンティティ行が不足しています。 
	
原因: クライアントはエンティティ行にマップされたビューの属性にアクセスしようとしましたが、対応するエンティティ行はnullです。ビュー・オブジェクトが複数のエンティティ・オブジェクト・ベースで構成され、セカンダリ・エンティティ・オブジェクト・ベースが参照専用の場合は、プライマリ・エンティティをセカンダリ・エンティティ・オブジェクトにリンクしている外部キーがnullであると、当該エンティティ行がnullの可能性があります。


	
処置: この状況では、欠落しているエンティティ行の属性にアクセスしようとしないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25032: ターゲット・ストア{1}に対する受動化に失敗しました。 
	
原因: アプリケーション・モジュールまたはトランザクションの状態の受動化中にエラーが発生しました。


	
処置: 受動化ターゲット・ストア(データベース、ファイルまたはメモリー)によって生成された詳細例外を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25033: ターゲット・ストア{1}からのID {0}の状態のアクティブ化に失敗しました。 
	
原因: アプリケーション・モジュールまたはトランザクションの状態のアクティブ化中にエラーが発生しました。


	
処置: 受動化ターゲット・ストア(データベース、ファイルまたはメモリー)によって生成された詳細例外を解決して、状態スナップショットIDがターゲット・ストア内に存在していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25034: 行セット{0}にハンドル{1}の行が見つかりません。 
	
原因: クライアントは失効した行ハンドルを使用して行を検索しようとしました。このエラーは、クライアントがある問合せコレクションから行を取り出して、その行のハンドルを使用して別の問合せコレクション内の行を検索しようとした場合に発生する可能性があります。クライアントが行セット上でexecuteQueryをコールした場合、クライアントは新しい問合せコレクションを受け取る可能性があることに注意してください。したがって、このエラーは、クライアントが行セットから行を取得し、その行の行ハンドルを取り出して、executeQueryをコールしてから、この保存されたハンドルを使用して行を検索しようとした場合に発生する可能性があります。また、この例外は、トランザクションの境界の両側で行参照が使用されて、行ハンドルが失効したために、対応する行が見つからない場合にも発生する可能性があります。


	
処置: 行ハンドルが失効していないことを確認してください。その方法の1つは、この行の主キーを使用して再びこの行を検索してから、行に対する操作を実行する方法です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25035: アプリケーション・モジュールの受動化格納は無効です。 
	
原因: アプリケーションは、アプリケーション・モジュールの受動化ストアが初期化された後に、受動化ストアを変更しようとしました。受動化ストア(データベース、ファイルまたはメモリー)は1度しか初期化できません。シリアライズ・フレームワークの起動時にカスタマ・アプリケーション・ロジックで受動化ストアが指定されていなかった場合、受動化ストアはフレームワークによって初期化されます。


	
処置: クライアント・アプリケーション・ロジックで、アプリケーション・モジュールの受動化ストアの初期化後に呼び出されるApplicationModuleImpl.setStoreForPassiveStateの起動を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25036: タイプ{0}に対して{1}の名前で無効なオブジェクト操作が実行されました 
	
原因: アプリケーションが、オブジェクトの現在の状態ではサポートされていないオブジェクト操作を起動しました。


	
処置: 無効な操作の起動を削除するか、例外処理ロジックを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25037: ディテール行セット{0}には、ビュー・リンク{1}のマスター・ビュー・オブジェクト{2}のマスター行セット・イテレータがありません。 
	
原因: この行セットはマスター/詳細の関係における詳細ですが、マスター行セット・イテレータが欠落しています。これは、マスター行セット・イテレータがremoveMasterRowSetIterator()のコールを通じて削除されており、その後に適切なマスター行セット・イテレータに置き換えられていないことによって発生した可能性が高いです。


	
処置: setMasterRowSetIterator()をコールして、有効なマスター行セット・イテレータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25038: パラメータ{1}としてメソッド{0}に渡された値{2}が無効です。 
	
原因: 無効なパラメータ値を使用してビジネス・コンポーネント・メソッドを呼び出そうとしました。


	
処置: 詳細は、エラー・メッセージJBO-25006 (EXC_INVALID_PARAMETER)のドキュメントを参照してください。このエラー・メッセージとEXC_INVALID_PARAMETERの違いは、このエラー・メッセージには説明が含まれていないことです。一般に、JBO-25038のかわりにJBO-25006を使用することをお薦めします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25039: 行セット・イテレータ{0}にカレント行がありません 
	
原因: クライアントは行セット・イテレータの現在行を操作しようとしましたが、このイテレータに現在行はありません。


	
処置: このイテレータを正しい行に位置設定してから、操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25040: 属性から出力ストリームを取得する前に、行のロックが必要です。 
	
原因: ラージ・オブジェクトが格納されている行をロックしないで、そのラージ・オブジェクトのデータを変更する可能性のあるメソッドをそのオブジェクト上でコールしようとしました。


	
処置: 出力ストリームの取得やラージ・オブジェクト・ドメイン・インスタンスへの書込みを行う前に、その行をロックしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25041: タイプ・マップは、操作{2}でデータを{1}から{0}に変換できません。 
	
原因: TypeFactoryクラスからTypeMapEntriesクラスに対してデータ変換が要求されましたが、TypeMapEntriesクラス側では変換の実行方法が不明でした。これは通常、TypeMapEntriesの実装に関する問題です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25042: リストにトランス・ポスト・リスナー・ハンドルの行{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定されたハンドルのエンティティ行がトランザクション・ポスト・リスナー・リスト内で見つかりません。このエラーの最も可能性の高い原因は次のとおりです。まず、ユーザーが特定の操作を要求します。この操作によってデータベース内の行へのアクセスが試行されます。このアクセス試行はなんらかの理由によって失敗します(この例外の詳細には追加情報が含まれている可能性があります)。システムはこの問題をエンティティ・レベルで修正しようとします。システムはトランザクション・ポスト・リスナー・リスト内で当該のエンティティ行を検索します。指定された行は見つかりません。


	
処置: 詳細を参照して、その内容から原因を特定できるかどうか確認してください。データベースの同時更新がこの問題の原因となった可能性があるかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25043: 索引{1}の無関係なキー{0}(キー値配列内)が、ビュー・オブジェクト{2}のfindByKeyに渡されました。 
	
原因: 無関係なキーがfindByKey()に渡されました。たとえば、ビュー・オブジェクトでは2パート以下のキーが想定されているが、findByKeyに渡されたキーが3パートのキーであるとします。このような場合にこの例外がスローされます。


	
処置: 有効なキーを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25044: アプリケーション状態のスナップショットが、古いバージョンのアプリケーション定義メタデータに基づいています。 
	
原因: 旧メタデータ定義に基づいたアプリケーション・モジュールまたはトランザクションの状態を、新しいメタデータ定義を使用したアプリケーション・モジュールでアクティブ化しようとしました。


	
処置: 状態のアクティブ化に使用されるスナップショットが、現在実行しているバージョンのアプリケーション定義メタデータから生成されたことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25045: 行セット・イテレータ{0}で暗黙的な同期化の試行が検出されました。 
	
原因: 3層実行環境内でイテレータを暗黙的に同期化しようとしました。アプリケーション・モジュールの同期化モードがSYNC_BATCHに設定されている場合は、イテレータの同期化を明示的に実行する必要があります。


	
処置: イテレータを暗黙的に同期化しようとするコードを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25046: 行セット・イテレータ{0}では、リクエストされた行は使用できません。 
	
原因: この例外は、3層のSYNC_BATCHモードで実行中にスローされます。ユーザーは行を要求しましたが、その行はキャッシュ内で利用可能ではありません。


	
処置: 適切なAPIコールを実行し、要求された行をキャッシュに入れてください。その後、その行の取得を再試行します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25047: アプリケーション・モジュール{0}に対して検出されたサーバーをコールしようとしています。 
	
原因: クライアント・キャッシュの処理のみが想定される操作で、サーバーに対するコールを実行しようとしていることが検出されました。


	
処置: サーバーをコールしようとするコードや操作を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25048: 操作{0}は、作業中のセット・オブジェクトに対して無効です。 
	
原因: この操作はこの作業中のセット・オブジェクトに対して無効です。これは、この操作がバッチ・モードでは無効であること、またはこの操作がバッチ通信モード(WSApplicationModuleImpl.getBatchCommMode())では許可されていないことが原因である可能性があります。


	
処置: 指定されたメソッドをコールするコードおよび操作を削除して、バッチ通信モードでのこの操作の許可を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25049: キー属性がrefresh-on-insertまたはrefresh-on-updateとマークされているため、エンティティ{0}をバッチ・モードに設定できません。 
	
原因: refresh-on-insertまたはrefresh-on-updateとしてマークされている主キーを持つエンティティ上でバッチ・モードを設定しようとしました。


	
処置: 主キー属性のrefresh-on-insertまたはrefresh-on-updateの設定を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25050: バッチ・モードのポスト操作に失敗しました。失敗リストで例外の詳細を参照してください。 
	
原因: 複数の例外が発生して、バッチ・モードでエンティティを正常にポストできませんでした。


	
処置: 詳細配列内の各例外の原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25051: 範囲索引の行{1}がRowSetIterator {0}内に見つかりません。 
	
原因: クライアントは範囲索引を使用して行を検索しようとしましたが、行セット・イテレータの範囲にはその索引に位置する行が含まれていません。これは、範囲索引が大きすぎること(範囲サイズ以上)、またはその範囲が末尾に位置しており、範囲索引が行セットの最終行より先にあることが原因である可能性があります。または、ロールバックやキャッシュ・クリアなどの操作が原因で、行セットがリセットされた可能性もあります。この場合、範囲は空になり、行が見つかりません。


	
処置: 当該行セット・イテレータが開いていること、および行がその範囲内に収まっていることを確認してください。また、範囲索引が範囲の先頭行と最終行の間に位置することも確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25052: キー属性のないビュー・オブジェクト{0}はアクティブにできません。 
	
原因: キー属性がないビュー・オブジェクトが、そのオブジェクトの1つ以上の一時属性を受動化するように構成されていました。しかし、キー属性を持たないビュー・オブジェクトは状態の受動化に参加できません。


	
処置: このビュー・オブジェクトに1つ以上のキー属性を定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25053: RangePaging RowSetでは、ポストされていない行をナビゲートできません。 
	
原因: 行セットによって行が挿入/削除されたときに、範囲ページング・モードでその行セットをナビゲートしようとしました。


	
処置: このトランザクションをポストしてから、ナビゲートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25054: 指定されているスタック・スナップショットID: {0}が見つかりません 
	
原因: 存在しないスタック・スナップショットをアクティブ化しようとしました。指定されたスナップショットがすでにアクティブ化されているか、スタックが以前のロールバックやコミットによってすでにクリアされている可能性があります。


	
処置: スタック・スナップショットIDがトランザクション境界の両側でアプリケーションによって管理されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25055: スナップショット{0}を削除できません。 
	
原因: スナップショット・スタックによって参照されている永続スナップショットを削除しようとしました。


	
処置: スナップショット・スタックをクリアしてから、参照先のスナップショットを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25056: エンティティ行に対してremoveFromCollection()またはremoveAndRetain()をコールできません: エンティティ名{0} 
	
原因: エンティティ行上でremoveFromCollection()をコールしようとしました。エンティティ行上でのremoveFromCollection()のコールは無効です。


	
処置: エンティティ行上でremoveFromCollection()をコールするコードを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25057: エンティティ行の更新操作で、一致する行が見つかりませんでした: エンティティ名{0}、キー{1} 
	
原因: LOCK_OPTUPDATEロック・モードで、エンティティ行を更新しようとしました。この更新操作は、すべての行の更新に失敗しました。


	
処置: 別のユーザーがその行を変更したか、変更をコミットした可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25058: タイプ{0}の定義{1}が{2}で見つかりません。 
	
原因: プロジェクトのクラスパス内では指定した名前のビジネス・コンポーネント定義が見つかりません。


	
処置: ビジネス・コンポーネント定義の正しい名前を指定して、この定義がクラスパス上で使用可能であることを確認してください。名前の形式は、<code>myProjectPackage.BusinessPackage.BusinessComponent</code>です。このエラーは、大文字/小文字が不一致の場合にも発生する可能性があります。たとえば、データベースで想定されている「DEPTNO」という名前のかわりに、「Deptno」という名前が受信された場合などです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25059: ビュー・オブジェクト{0}のManageRowsByKeyが有効になっていますが、そのキー定義が空です 
	
原因: このビュー・オブジェクトはエンティティ・ベースではなく、ManageRowsByKeyフラグがtrueになっています。しかし、キー定義は空です。言い換えると、ユーザーはビュー行がキーを基準にして管理されるように要求しましたが、キー定義は空です(この結果としてすべての行について空のキーが作成されます)。


	
処置: EO-lessビュー・オブジェクトをキーによって管理するには、有効な(空でない)キー定義を指定する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25060: コレクション{0}に関するJDBCのResultSetから次の行を取得しようとして、予期しないエラーが発生しました
	
原因: JDBC結果セットから次の行を取得中に予期しない例外がスローされました。


	
処置: 詳細例外を調べ、追加情報を確認して、根本の問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25061: 内部ビュー・オブジェクトおよび行セットの受動化を有効にできません。 
	
原因: 内部の行セットに対してViewRowSetImpl.setPassivationEnabledがコールされました。


	
処置: データモデルのビュー・オブジェクト・インスタンスを作成して、そのビュー・オブジェクトの行セットを使用してこれらを受動化対応にします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25062: 一致するディテール・ビュー・オブジェクトが見つかりません。リンク定義: {0}、マスター行セット・イテレータ{1}。 
	
原因: ディテール行セットを作成しようとしました。しかし、一致するディテール・ビュー・オブジェクトが見つかりませんでした。


	
処置: 一致するビュー・オブジェクトが存在することを確認してから、ディテール行セットの作成を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25063: 作業中のセット・オブジェクトがバインドされていないため、操作{0}を実行できません。 
	
原因: この作業中のセット・オブジェクトが実際の実装オブジェクトにバインドされていないため、この作業中のセット・オブジェクトに対してこの操作は無効です。


	
原因: この操作は、この作業中のセット・オブジェクトのバインド後に実行する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25064: 行セット{0}の変数{1}はWHERE句パラメータではありません。種類{2}です。 
	
原因: 指定されたWHERE句パラメータ値を定義または設定するためのコールが行われました。しかし、指定された変数の種類はwhereではありません。言い換えると、この変数はWHERE句パラメータではありません。


	
処置: 変数名が正しいこと、および指定された変数がWHERE句パラメータであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25065: 指定したWHERE句パラメータ{0}はViewObject {1}に属しません。{2}タイプのオブジェクトに属します。 
	
原因: 指定されたWHERE句パラメータを削除しようとしました。しかし、このWHERE句パラメータの所有者は、RowSetでもViewObjectでもありません。このため、このパラメータは削除できません。


	
処置: RowSetにもViewObjectにも属していないWHERE句パラメータを指定して削除することは無効です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25066: ビュー・オブジェクト{0}は、行セットから構築されたエンティティに基づいています。このようなビュー・オブジェクトには、問合せモードでQUERY_MODE_SCAN_DATABASE_TABLESを含めることはできません。 
	
原因: ビュー・オブジェクトの問合せモードにQUERY_MODE_SCAN_DATABASE_TABLESを含めようとしました(setQueryMode()のコールによって)。しかし、このビュー・オブジェクトはエンティティ・オブジェクトを通じてのみ問合せを実行できます。したがって、QUERY_MODE_SCAN_DATABASE_TABLESは不適切です。


	
処置: このビュー・オブジェクトはおそらくエンティティをベースとしているため、このエンティティは行セット(EntityDefOverRowSet)をベースにしていることになります。行セットの上に構築されたエンティティの上に構築されたビュー・オブジェクトにQUERY_MODE_SCAN_DATABASE_TABLESを使用することは無効です。setQueryMode()の呼出しに、QUERY_MODE_SCAN_DATABASE_TABLESを含めないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25067: エンティティ{0}にはサブクラスEO {1}はありますが、識別子がありません。したがって、このベース・エンティティはエンティティ行の作成に使用できません。 
	
原因: エンティティ行の新規インスタンスを作成しようとしました。しかし、このエンティティ定義には、識別子なしのサブクラス・エンティティ定義があります。このため、このエンティティ定義は実際には抽象定義である必要があります。


	
処置: この状況では通常、ベース・クラスが行をインスタンス化することはできません。行の作成にはサブクラス・エンティティを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25068: エンティティ{0}には識別子のないベースEO {1}がありますが、ベースEOのキャッシュには行があります。両方のキャッシュには移入できません。 
	
原因: エンティティ行の新規インスタンスを作成しようとしました。しかし、このエンティティ定義は識別子なしのサブクラス・エンティティ定義であり、ベースEOでは行がすでにインスタンス化されています。このエンティティとベース・エンティティを区別するものがないため、競合が生じています。


	
処置: この状況では通常、ベース・クラスが行をインスタンス化することはできません。行の作成にはサブクラス・エンティティを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25069: 行の定義{0}には、シブリング・サブクラスの定義{1}および{2}の2つがありますが、両者を区別する識別子はありません。 
	
原因: 行定義の2つのシブリング・サブクラスが見つかりましたが、この行定義には識別子がありません。行が取得または作成されたときに、フレームワークで正しい行クラスを特定できないため、この状況は許可されていません。つまり、階層は識別子なしで分岐します。識別子なしでサブクラス化が許可される唯一の状況は、ツリーが直線状であり、階層ライン内のクラスの1つのみを使用して行がインスタンス化される場合です。


	
処置: 識別子属性を定義するか、行クラス階層内でシブリングを作成しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25070: WHERE句パラメータ変数{0}には、順序索引配列が必要です。 
	
原因: エンティティのこのビュー・オブジェクトは、オラクルの番号スタイル・バインディング(名前付きバインディングではなく、:1、:2、...バインディング)またはJDBCスタイル(?バインディング)を使用しています。WHERE句パラメータの種類の変数が見つかりましたが、値のバインド先を指定する拡張整数配列が欠落しています。


	
処置: オラクルの名前付きバインディングではないバインディング・スタイルと組み合せてWHERE句パラメータの変数を定義する際は、値のバインド先を指定する整数配列を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25071: 一連の値セットが指定されたリスト・バインディング{1}を適用すると、タイプ: {0}、キー{2}の行に対して複数の行が一致することになります 
	
原因: ListBindingの結果として、指定された一連のマッピング値の一致行が複数発生します。一致行は1つのみである必要があります。


	
処置: 発生する一致行が1つのみになるようにマッピング値の新規セットを指定するか、StructureDefメタデータを調整して、最初の一致行をデフォルトとして取得できるようにします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25072: 一連の値セットが指定されたリスト・バインディング{1}を適用すると、タイプ: {0}、キー{2}の行に対して一致する行はなくなります 
	
原因: ListBindingは、指定された一連のマッピング値に対する一致行を見つけられませんでした。


	
処置: 発生する一致行が1つのみになるようにマッピング値の新規セットを指定するか、StructureDefメタデータを調整して、最初の一致行をデフォルトとして取得できるようにします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25073: タイプ{0}の定義{1}が非表示です 
	
原因: 定義オブジェクトは非表示になっています。非表示の定義オブジェクトにアクセスしようとしました。


	
原因: 特に非表示の定義オブジェクトに対して、この操作は許可されません。この操作は実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25074: タイプ{0}の定義{1}が{2}で非表示です。操作: {3} 
	
原因: 定義オブジェクトは非表示になっています。指定されたコンテナ・オブジェクト内の非表示の定義オブジェクトにアクセスしようとしました。


	
原因: 特に非表示の定義オブジェクトに対して、この操作は許可されません。この操作は実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25075: タイプ{1}の定義{0}は読取り専用です。変更できません 
	
原因: 読取り専用である定義オブジェクトでデータの変更または保存を実行しようとしています。


	
処置: この定義オブジェクトが共有されている場合は、何も変更しないようにしてください。この定義オブジェクトがセッション範囲指定されており、この定義の実行中インスタンスが存在する場合は、この定義を変更しないでください。この定義オブジェクトがセッション範囲指定されており、どの実行中インスタンスによっても使用されていない場合は、この定義を変更する前に、定義を編集可能としてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25076: 式バリデータでは、ソース属性:{0}に値を設定することはできません。 
	
原因: 式バリデータでは、属性に値を直接割り当てることは許可されていません。これは、割当て/検証の循環の発生を回避するためです。


	
処置: 直接割当てを削除してください。割当てが必要な場合は、循環が存在しないことを確認してから、source.MyVar = .. のような構成を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25077: 名前{0}が指定したオブジェクトで見つかりません: {1}。 
	
原因: 無効な名前が式に渡されました。


	
処置: プロパティに正しい名前を渡すことで、この式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25078: {0}のキー属性{1}が移入されていません 
	
原因: エンティティ行操作(フォールトイン、削除、更新など)のためのWHERE句文を作成する際に、指定されたキー属性値が移入されていません。


	
処置: このエンティティ行操作には、キー属性の移入が必要です。すべてのキー属性に値が割り当てられていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25079: サブクラス{0}の識別子属性のリストは、ベース{1}のリストと異なります
	
原因: RowDefのサブクラス階層内で、ベース・クラスより多くの属性を含む識別子属性リストが存在するサブクラスRowDefが見つかりました。サブクラス階層内の識別子属性リストをサブクラスが変更することは許可されていません。


	
処置: サブクラスRowDefの識別子属性セットがベース・クラスの識別子属性セットと同じであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25080: 定義名: {0}がロード元のファイル: {1}と一致しません
	
原因: ファイル内の最上位レベルXML要素の名前やIDと異なる名前が付けられた定義メタデータ・ファイルをロードしようとしました。


	
処置: 名前は空白および記号を含まない有効なJava識別子にする必要があります。ファイル内の最上位レベルXML要素の名前やIDは、このファイル名と一致する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25081: ビュー・オブジェクト{2}のsetFetchSize()に渡された新規フェッチ・サイズ{0}が無効です。元の値{1}より小さい値です。 
	
原因: <code>ViewObjectImpl.setFetchSize()</code>に渡されたフェッチ・サイズは、前の値より小さくなっています。ビュー・オブジェクトのフェッチ・サイズを前回より小さくすることはできません。


	
処置: 現在の値よりも大きい値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25082: ビュー・オブジェクトに複数の行セットがあるか、行セットに複数のイテレータがあるため、行セット{0}のアクセス・モードを変更できません。 
	
原因: 該行セットのアクセス・モードをスクロール可能/前方検索のみから範囲ページング(またはこの逆方向)に変更しようとしました。これは、ビュー・オブジェクトの行セットが1つまたは0個の場合にのみ許可されます。また、行セットのアクセス・モードを前方検索のみに設定しようとしましたが、この操作は、行セットのイテレータが1つまた0個の場合のみです。


	
処置: アクセス・モードを変更する前に、他の行セットまたはイテレータを閉じてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25083: アクセス・モードが前方検索のみまたは範囲ページングであるため、行セット{0}に2次イテレータを作成できません 
	
原因: アクセス・モードが前方検索のみまたは範囲ページングである行セットで新しい行セット・イテレータを作成しようとしました。


	
処置: 2次行セット・イテレータの作成が許可されるのは、行セットのアクセス・モードがスクロール可能の場合のみです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25084: アクセス・モードが範囲ページングを使用しているため、行セット{0}でlast()をコールできません 
	
原因: アクセス・モードで範囲ページングが使用されている行セットの最終行にジャンプしようとしました。


	
処置: 範囲ページングに基づいたアクセス・モードでは、lastをsetRangeStartに置換してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25085: 属性{0}に設定されている値が、リスト・バインディング{1}から導出された値と一致しません 
	
原因: 設定しようとする属性値がリスト・バインディングから導出された属性値と一致しません。これは一般に次の状況で発生します。まず、ユーザーがDeptnoの値を10から20に設定して、Dnameの値をABCからDEFに設定したとします。リスト・バインディングがDeptnoによってトリガーされ、これによってDnameがXYZに設定されると、DEFがXYZと一致しない不整合状態が発生します。この例外はこの状況でスローされます。次の状況として、EmpとDeptのエンティティ・ベースを持つEmpDeptビュー・オブジェクトがあるとします。ここで、Deptが参照と読取り専用で、導出属性Emp.Deptnoを持つDept.Dname上にリスト・バインディングが存在するとします。ユーザーがdept名を通じて新しいDeptを選択すると、新しいDeptエンティティ行が取り込まれます(新しいEmp.Deptnoが選択されるため)。この後に、フレームワークによってこの新しいエンティティ行から得られるDnameがリスト・バインディングからの元の選択と一致することが確認されます。これらが一致しない場合は、この例外がスローされます。


	
処置: リスト・バインディング定義と属性セット値が最終的に整合性のある結果を生成することを確認してください(つまり、リスト・バインディングから導出された値が該当行の属性値と一致すること)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25086: 定義{0}を解決するまで操作{1}は実行できません。 
	
原因: 定義オブジェクトを解決前に使用しようとしました。まず定義オブジェクトを解決する必要があります。


	
処置: この操作の前にresolveDefObject()がコールされることを確認します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25087: アクセス・モードが範囲ページングを使用しているため、行セット{0}でgetRowCount()をコールできません 
	
原因: アクセス・モードで範囲ページングが使用されている行セットの行数を取得しようとしました。


	
処置: 範囲ページングに基づいたアクセス・モードでは、getRowCount()をgetEstimatedRowCount()に置換してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25088: Persdef {0}には静的定義セットがありません 
	
原因: 静的定義オブジェクトを必要とするpersdefに対して操作を実行しようとしましたが、このpersdefには静的定義がありません。


	
処置: 静的定義オブジェクトを設定してから、この操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25089: ビュー・オブジェクト{0}は、行制限を超える行をフェッチしようとしました 
	
原因: ビュー・オブジェクトがグローバル行制限を超える行をフェッチしようとしました。


	
処置: 検索リージョン内の場合は、追加の検索基準を指定して結果を絞り込んでください。それ以外の場合は、システム管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25090: 属性値{3}を使用すると、このエンティティ・タイプ{1}でキーが重複します。 
	
原因: 新たにフェッチまたは作成されたエンティティがキャッシュに追加される結果を生じる属性値を設定しようとしましたが、この値を設定すると、エンティティ・キーが別の既存エンティティと同じものになります。このエンティティ・タイプでは主キーが一意である必要があります。


	
処置: エンティティ・タイプのキー定義に属性を追加して、このエンティティの各行を一意に識別できるようにしてください。または、このエンティティに一意のキー識別子が設定されるように、キー値を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25091: ビュー・オブジェクト{0}にプライマリ・エンティティがありません 
	
原因: エンティティの慣用名がないビュー行のプライマリ・ポスト状態を取得しようとしました。


	
処置: このメソッドは、1つ以上のエンティティ慣用名を持つビュー行のみでコールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25092: プログラムでアクセス可能なビュー・オブジェクト{0}が見つかりません。 
	
原因: 短縮名を使用してビュー定義を見つけようとしましたが、対応するカスタム・オブジェクトや標準オブジェクトは見つかりませんでした。


	
処置: 登録済カスタム・オブジェクト・ベース・パッケージ内のカスタム・オブジェクトの名前に対応する短縮名か、プログラムでアクセス可能であるように登録された標準オブジェクトの名前に対応する短縮名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25093: 属性{0}が変更され、検証中に無限ループが発生しました。 
	
原因: 式内または検証ルール内で、検証中の属性を更新しようとしました。


	
処置: 不適切な属性値を設定するコールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25150: クラス{0}のメソッド{1}は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、許可されたメソッドのリストにないメソッドをコールしようとしました。


	
処置: メソッドをadf-config.xml内の許可されたメソッドのリストに追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25151: クラス{0}の{1}プロパティへのアクセスは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、リスト上のメソッドによって許可されていないプロパティにアクセスしようとしました。


	
処置: そのプロパティに対応するgetメソッドとsetメソッドをadf-config.xml内の許可されたメソッドのリストに追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25152: クラス{0}のコンストラクタのコールは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、許可されたコンストラクタのリストにないコンストラクタをコールしようとしました。


	
処置: コンストラクタをadf-config.xml内の許可されたコンストラクタのリストに追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25153: クラス{0}の{1}メソッドのコールは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、許可されたコンストラクタのリストにないコンストラクタをコールしようとしました。


	
処置: 代替のメソッドを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25154: {1}関数のコールは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、スクリプト上のブラックリスト記載メソッドのリストにあるメソッドをコールしようとしました。


	
処置: メソッドの名前を変更するか、信頼できるコンテキストからコールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25155: 追加メソッドの定義は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で追加のメソッドを定義しようとしました。


	
処置: 埋込みメソッドを使用せずに同じロジックを作成するか、そのスクリプトを信頼できるものとしてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25156: 追加クラスの定義は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で追加のクラスを定義しようとしました。


	
処置: 埋込みクラスを使用せずに同じロジックを作成するか、そのスクリプトを信頼できるものとしてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25157: クラス{0}の{1}メソッドのコールは、staticコンテキストで使用されている場合は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、staticコンテキストでの使用時にブラックリスト記載のメソッドをコールしようとしました。


	
処置: かわりに、クラスのインスタンス上でこのメソッドを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25158: {1}プロパティへのアクセスは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、ブラックリスト記載プロパティのリストにあるプロパティを使用しようとしました。


	
処置: かわりに、許可されたメソッドを使用してプロパティにアクセスしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25159: {1}プロパティへのアクセスは、クラス{0}のstaticコンテキストで使用されている場合は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、ブラックリスト記載プロパティのリストにあるプロパティをstaticコンテキストで使用しようとしました。


	
処置: かわりに、許可されたメソッドを使用してプロパティにアクセスするか、インスタンス・コンテキストで使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25160: メソッド・ポインタの定義は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内でメソッド・ポインタを定義しようとしました。


	
処置: メソッド・ポインタを使用せずに同じロジックを作成するか、スクリプトを信頼できるものとしてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25161: {1}関数のコールは許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、スクリプト上で許可されていないメソッドをコールしようとしました。


	
処置: メソッドの名前を変更するか、信頼できるコンテキストからコールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25162: Javaフィールド演算子(.@)の使用は許可されていません。 
	
原因: 信頼されていない式内で、「.@」を介してJavaフィールドに直接アクセスしようとしました。


	
処置: 「.@」演算子を使用せずに同じロジックを作成するか、そのスクリプトを信頼できるものとしてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-25170: 式がタイムアウトしました。 
	
原因: 信頼されていない式が1回の実行に割り当てられた最大時間を超えました。


	
処置: このタスクを複数のタスクに分割するか、タイムアウト値を大きくするか、またはスクリプトを信頼できるものとしてマークしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25171: 式が新規ビュー・インスタンスの最大数({0})を超えました。 
	
原因: 信頼されていない式に許可されるリソース使用量を超えました。


	
処置: 式を修正して、リソースの使用量を減らしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25180: 式"{0}"の例外: {2} 
	
原因: 一時式内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25181: 式"{0}"再計算式{1}の例外: {2} 
	
原因: 再計算式内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25182: 式"{0}"検証ルール{1}の例外: {2} 
	
原因: 検証ルール式内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25183: 式"{0}"トリガー{1}の例外: {2} 
	
原因: トリガー式内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25184: 式"{0}"オブジェクト関数{1}の例外: {2} 
	
原因: オブジェクト関数内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように関数を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25185: 式"{0}"グローバル関数{1}の例外: {2} 
	
原因: オブジェクト関数内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように関数を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25186: 不明なタイプ{1}の式"{0}"の例外: {2} 
	
原因: 不明なタイプの式内で例外が発生しました。


	
処置: 詳細を調べて根本原因を特定し、元になる例外を回避できるように式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25200: アプリケーション・モジュールがデータベースに接続されていません。 
	
原因: アプリケーション・モジュールがデータベースに接続されていません。


	
処置: データベースへの接続に有効な接続資格証明セットを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25201: データベース接続はすでに存在しています。 
	
原因: データベース接続を再確立しようとしました。


	
処置: JDBC接続の再確立を試行する前に、現在のデータベース接続を切断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25221: メソッド{0}はサポートされていません 
	
原因: 実装されていないかサポートされていないメソッドをコールしようとしています。


	
原因: コール先オブジェクトではこのメソッドを使用できません。 たとえば、<code>setAttribute()</code>は<code>oracle.jbo.Key</code>クラス内に実装されていないため、この例外がスローされます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25222: アプリケーション・モジュールが作成できません。 
	
原因: 通常、アプリケーション・モジュールが作成されない原因は、1. ローカル・モードでデプロイされたビジネス・コンポーネントがクラスパス上で見つからない、2. サーバー上に未解決のクラスが存在する、3. Java2権限が付与されていない、4. Javaプール・サイズが小さすぎる、のいずれかです。


	
処置: 原因に応じて、次の処置のいずれかを選択します。ビジネス・コンポーネントがローカル・モードでデプロイされている場合は、はクラスパス上に存在していない場合があります。<br>これがエラー原因である場合は、通常、この例外の後にJBO-25002: NoDefExceptionという別の例外が発生します。この例外が発生した場合は、次の操作を実行してみます。ビジネス・コンポーネントのライブラリを作成します。このライブラリをクライアントのプロジェクト・プロパティに追加します。クライアントのデプロイメント・プロファイルの作成時に、このライブラリを「ライブラリ」ページに含めます(クライアントがWebアプリケーションとコマンドライン・アプリケーションのいずれの場合も)。このライブラリをクライアントとともにターゲット・プラットフォームにコピーします(クライアントがWebアプリケーションとコマンドライン・アプリケーションのいずれの場合も)。ターゲット・プラットフォーム上でクラスパスを設定する際は、コピー済のすべてのファイル(このライブラリを含む)を組み込みます。サーバー上に未解決のクラスが存在している場合があります。データベース上の未解決のクラスを解決するには、次の手順を実行してみます。システム・ナビゲータで、ビジネス・コンポーネント・プロジェクトのデプロイに使用されるJDBC接続を右クリックします。コンテキスト・メニューから「SQLPlusの起動」を選択します。次のSQLPlusスクリプトを「SQLPlus」ウィンドウにコピー・アンド・ペーストしてください。「set termout off set echo off set heading off set pages 999 set linesize 2000 set feedback off select 'alter java class "'|| replace(dbms_java.longname(object_name),'/','.')||'" resolve;' from user_objects where object_type='JAVA CLASS' and status = 'INVALID' spool C:\temp\resolve.sql / spool off set echo on set termout on @C:\temp\resolve.sql」。Java2権限が不足している場合があります。これがエラーの原因である場合は、データベース・トレース・ファイルに権限エラーが記録されます。この問題を修正するには、ビジネス・コンポーネントEJBの権限付与に関するヘルプ・トピックを参照して、Java2権限の付与に関する情報を確認してください。注意: データベース・トレース・ファイルの場所はインストール環境によって異なりますが、デフォルトのWindows NTインストール環境では、ORACLE_HOME\admin\orcl\udumpディレクトリにこのファイルがあり、orclnnnn.trcという形式で名前が付けられます。Javaプール・サイズが小さすぎる場合があります。EJBとしてデプロイされたJava用のビジネス・コンポーネントは、Javaプール・サイズ50MB以上で最適に動作します。init.oraファイルを編集して、<code>java_pool_size</code>パラメータを確認してください。このパラメータの値が50MB未満の場合は、変更して、データベースを再起動してから、接続を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25223: 複数のルート・アプリケーション・モジュールは作成できません。 
	
原因: ビジネス・コンポーネントがJServer内で実行されている場合に作成できるルート・アプリケーション・モジュールは1つのみです。これは、JServerが(すでに)1つのトランザクション・コンテキストが提供しているためです。


	
処置: JServer内で実行中に複数のルート・トランザクションを作成することは無効です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25224: 現在データベースに接続している状態なため、接続を解除することも、アプリケーション・モジュールの状態を維持することもできませんでした。 
	
原因: トランザクション切断時にアプリケーション・モジュールの状態を維持使用としましたが、できませんでした。


	
処置: 切断と維持のアプリケーション・モジュール状態ターゲットでは、トランザクション接続の終了前にデータベース状態が何も存在していないことが要求されます。データベース状態の例としては、前方検索のみではないビュー・オブジェクト内のオープン・データベース・カーソル、データベースのロック、未コミットのデータベース変更などがあげられます。クライアントは、オープン・ビュー・オブジェクトをフェッチまたはリセットして、すべての未コミット変更をコミットすることによって、この状態をクリーンアップする必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25226: アプリケーション・モジュール定義{0}には、再帰的なアプリケーション・モジュール参照が含まれています。 
	
原因: このアプリケーション・モジュール定義には、子アプリケーション・モジュールに対する再帰的な参照が含まれています。たとえば、アプリケーション・モジュール定義appMod1に子アプリケーション・モジュールappMod2が含まれ、appMod2にappMod1が含まれている場合に、このエラーが発生します。


	
処置: 再帰的なアプリケーション・モジュール定義の参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25227: 再帰的なビュー・リンクが見つかりました。マスター/ディテール・チェーン: {0} 
	
原因: ユーザーがビュー・リンクの再帰的ループを発生させるビュー・リンクを(アプリケーション・モジュール内で)作成しようとしました。このエラー・メッセージでは、再帰的なマスター/ディテール関係のチェーンが表示されます。


	
処置: 静的ビュー・リンクが再帰を発生している場合は、そのビュー・リンクをアプリケーション・モジュールから削除してください。動的ビュー・リンクが再帰を発生している場合は、その再帰的ビュー・リンクを生成するコードを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25228: {0}ビュー・オブジェクトにデータベース変更通知リクエストを登録できません 
	
原因: 自動リフレッシュがオンになっているビュー・オブジェクトが、Oracleデータベース変更通知リクエストを登録できませんでした。


	
処置: データベース・ユーザーにCHANGE NOTIFICATION権限が付与されていることを確認してください。例外の詳細を調べ、さらにトラブルシューティングを行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25229: {0}ビュー・オブジェクトのデータベース変更通知リクエストを登録解除できません 
	
原因: 自動リフレッシュがオンになっているビュー・オブジェクトが、Oracleデータベース変更通知リクエストを登録解除できませんでした。


	
処置: 例外の詳細を調べ、さらにトラブルシューティングを行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25230: XMLドキュメント{0}に保存するストリームがありません 
	
原因: XMLドキュメントを保存しようとしましたが、このドキュメントは永続化されていませんでした(writeXMLContents()をコールしないでsaveXMLContents()がコールされた可能性が高いです)。


	
処置: 最初にwriteXMLContents()をコールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25301: アプリケーション・モジュール{0}は、ルート・アプリケーション・モジュールではなく、親もありません 
	
原因: アプリケーション・モジュールの親子関係チェーンの全探索中に、コンテナ(親)・アプリケーション・モジュールのない子アプリケーション・モジュールが見つかりました。


	
処置: このアプリケーションによってカスタム・ビジネス・コンポーネント・クラスが追加されている場合、アプリケーション・コードは、子アプリケーション・モジュールの完全初期化前にアクセスしようとしている可能性があります。そうでない場合、このエラーはフレームワーク内のなんらかの内部エラーを示す可能性が高く、その場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25302: コンポーネント・オブジェクト{0}に親がありません 
	
原因: コンテナ(親)・アプリケーション・モジュールのないビジネス・コンポーネントが見つかりました。


	
処置: このアプリケーションによってカスタム・ビジネス・コンポーネント・クラスが追加されている場合、アプリケーション・コードは、ビジネス・コンポーネントの完全初期化前にアクセスしようとしている可能性があります。そうでない場合、このエラーはフレームワーク内のなんらかの内部エラーを示す可能性が高く、その場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25303: 変更行があるためエンティティ・キャッシュ{0}をクリアできません 
	
原因: ダーティ・エンティティ・キャッシュをクリアできません。クライアントはエンティティ・キャッシュのクリアを要求しましたが、このエンティティ・キャッシュ内のいくつかの行が変更されていました。変更された行が含まれたエンティティ・キャッシュをクリアすることはできません。


	
処置: 変更された行が含まれたエンティティ・キャッシュのクリアは行わないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25306: タイプ{1}のデザインタイム属性{0}は維持できません 
	
原因: デザインタイム属性をXMLファイル内に永続化できませんでした。


	
処置: 問題のデザインタイム属性を特定して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25307: XMLファイルが開かれていません。 
	
原因: XMLファイルが開かれていません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25308: エンティティ・ファサード{0}の既存のエンティティBeanの主キーを修正することはできません。 
	
原因: 既存のエンティティBeanの主キーを変更しようとしました。これはEJBによって禁止されています。


	
処置: 古い(新規ではない)エンティティBeanの主キーは変更しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-25309: エンティティ・ファサード{0}の既存のエンティティBeanの主キーをNULLにすることはできません。 
	
原因: エンティティBeanの主キーがNULLです。これはEJBによって禁止されています。


	
処置: 主キーをNULLではない値に設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26000: カスタマイズのロード中に一般例外が発生しました。 
	
原因: XMLファイル内の予期しないデータまたは破損したデータが原因で、メタデータ・オブジェクトはロードに失敗しました。


	
処置: 各コンポーネントのXMLメタデータが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26001: コンテナ{0}に対するXMLファイルが見つかりません 
	
原因: 指定されたXMLファイルを読み取ろうとしましたが開けませんでした。


	
処置: 次の操作を実行してみてください。このファイルが存在することを確認します。特に、このファイルがZIPファイルやJARファイル内にある場合は、そのZIPファイルやJARファイルがクラスパスに含まれていることを確認してください。このエラーが報告されるもう1つの状況は、XMLファイルの名前がそのXMLファイルで指定されたオブジェクト名と一致していない場合です。ファイル・システムで大/小文字が区別されないファイル名(Windows NTなど)がサポートされている場合は、ファイル名がXMLファイル内のオブジェクト名と大/小文字も含めて一致していることを確認してください。JPXファイルでは、JPXファイルでJboProjectというXMLタグが欠落している場合に、このエラーが報告されます。JPXファイルを調べ、有効なタグが存在することを確認してください。あるXMLファイルが別のXMLファイル(このXMLファイル内の拡張要素で指定)を拡張している場合があります。このエラーは、ベースXMLファイルが見つからない場合に報告されます。パッケージ(JboPackageタグ)にXMLファイルをロードする際は、格納されたオブジェクトのロード中になんらかの予期しないエラーが発生した場合にこのエラーが報告されます。これらすべてのケースで、詳細を説明するメッセージがDiagnosticに出力される可能性があります。これらのメッセージを表示するには、Diagnosticをオンにした状態で(例: java -Djbo.debugoutput=console ...)アプリケーションを実行して、Diagnosticメッセージを表示してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26002: XMLファイル"{0}"を解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: いずれかのXML解析例外(<code>oracle.xml.parser.v2.XMLParseException</code>)がスローされました。


	
処置: XMLParseException情報がDiagnosticに出力されます。Diagnosticメッセージを表示するには、Diagnosticをオンにした状態でアプリケーションを実行してください(例: java -Djbo.debugoutput=console ...)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26003: Javaで宣言された属性索引と、エンティティ{0}の定義における索引が不一致です。 
	
原因: エンティティ・オブジェクト定義をロード中にエラーが発生しました。このエンティティのJavaクラス内の属性索引が定義内の索引と一致していないか、Javaクラス内で属性索引が欠落しています。


	
処置: このエンティティの定義内の属性の索引が、このエンティティのJavaクラスで定義された索引と一致していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26004: {0}のベース定義を{1}に設定しようとしましたが、再帰的なベース定義が検出されました。 
	
原因: 別の定義オブジェクトのベース定義を設定しようとしました。たとえば、Bのベース定義をAに設定(つまりBによってAを拡張)するなどです。しかし、すでにAによってBが拡張されています。定義オブジェクト間の再帰的(循環的)なサブクラス化関係を設定することは無効です。


	
処置: 定義オブジェクトのサブクラス化階層を確認して、エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26005: FetchModeはFETCH_AS_NEEDED、FETCH_ALLまたはFETCH_DEFAULTである必要があります。ビュー・オブジェクト{0} 
	
原因: ビュー定義のXMLファイルで指定されたフェッチ・モードは無効です。


	
処置: ビュー定義のXMLファイルの内容を確認してください。名前がFetchModeのXML要素を探してください。この要素の値が有効であることを確認してください。有効値は、FETCH_AS_NEEDED、FETCH_ALLおよびFETCH_DEFAULTです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26006: FetchSizeは正の整数である必要があります。ビュー・オブジェクト{0} 
	
原因: ビュー定義のXMLファイルで指定されたフェッチ・サイズが無効です。


	
処置: ビュー定義のXMLファイルの内容を確認してください。名前がFetchSizeのXML要素を探してください。この要素の値が正の整数であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26007: MaxFetchSizeはMAX_FETCH_UNLIMITED、MAX_FETCH_DEFAULTまたは整数である必要があります。ビュー・オブジェクト{0} 
	
原因: ビュー定義のXMLファイルで指定された最大フェッチ・サイズが無効です。


	
処置: ビュー定義のXMLファイルの内容を確認してください。名前がMaxFetchSizeのXML要素を探してください。この要素の値が負でない整数であるか、MAX_FETCH_UNLIMITEDまたはMAX_FETCH_DEFAULTであることを確認してください。MaxFetchSizeに0を指定することは、MAX_FETCH_UNLIMITEDを指定することと同じです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26008: "{0}"への参照を解決できませんでした。 
	
原因: ビュー・リンク定義またはアソシエーションの解決で問題が見つかりました。ビュー・リンクの場合は、このエラーの原因として考えられるのは、リンク元またはリンク先のビュー・オブジェクトが見つからないことです。また、ビュー・リンクの端に属性名がある場合、このエラーはこれらの名前の属性が見つからないことを示している場合があります。同様に、アソシエーションの場合は、このエラーは、アソシエーションに含まれるソースまたは関連先のエンティティ・オブジェクトまたは属性が見つからないことを示しています。


	
処置: ビュー・リンクまたはアソシエーションのXML定義に、正しいビュー・オブジェクト/エンティティ・オブジェクト/属性の名前が含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26009: シリアライズ・ファイル"{0}"が無効です。ルート・オブジェクトがビジネス・コンポーネント・オブジェクトではありません。 
	
原因: このエラーは、アプリケーションでXMLファイルではなく、メタ・オブジェクト・シリアライズ・ファイル(.serファイル)が使用されている場合に発生します。このエラーは、.serファイルがデシリアライズされた後に、デシリアライズ処理から返された最上位レベル・オブジェクトがoracle.jbo.server.xml.JboElementImplのインスタンスではないことを示します。


	
処置: 壊れている.serファイルを修復してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26010: ビュー属性"{0}"に、無効なエンティティ属性名"{1}"が指定されました 
	
原因: ビュー定義のXMLファイル内のエンティティ属性名が無効であるか見つかりません。


	
処置: エンティティ名が有効であることを確認してください。また、指定された属性がエンティティ・オブジェクト内に存在することも確認してください。エンティティ・オブジェクトはEntityUsage要素によって特定されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26011: ビュー属性"{0}"にSQLタイプが指定されていません 
	
原因: XMLファイルで見つかった属性定義が無効です。SQLタイプの値が欠落しています。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26012: ビュー・リンク定義"{0}"が無効です。ビュー・リンクには2つのViewLinkDefEndsが必要です。 
	
原因: XMLファイル内のビュー・リンク定義に、リンク元またはリンク先になるビュー・リンクがありません。ビュー・リンクのXMLファイルの場合は、名前ViewLinkDefEndの要素が2つ存在している必要があります。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26013: オブジェクト"{0}"を検索中に、ネーミング例外が発生しました。 
	
原因: 検索に渡されたメタ・オブジェクト名が無効です。


	
処置: 通常、メタ・オブジェクト名はメタ・オブジェクトのドット区切り名です。たとえば、package1.example内のEmpという名前のエンティティ・オブジェクトの正しい名前は、<code>package1.example.Emp</code>となります。修正するには、無効な名前の発生源を特定して(XMLファイルに記述されたメタ・オブジェクト名やプロジェクトの名前など)、有効な名前に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26015: ビュー・オブジェクト{0}にはエンティティ・ベース{1}の識別子列{2}が含まれていません。 
	
原因: ビュー定義にエンティティ・ベースの識別子列が含まれていません。エンティティ・ベースに識別子列がある場合は、それらの識別子列すべてがビュー・オブジェクトの属性マッピングに含まれている必要があります。


	
処置: ビュー定義を変更して、識別子列属性が含まれるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26016: ビュー・リンクのリンク先のため、ユーザー問合せをビュー"{0}"に設定できません 
	
原因: マスター・ディテール・ビュー・リンク内のディテール・ビュー・オブジェクトでsetQuery()をコールしようとしました。


	
処置: ビュー・オブジェクトがディテールの場合は、setQuery()をコールしないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26017: アソシエーションまたはビュー・リンク定義{0}に無効な属性リストがあります。 
	
原因: アソシエーションまたはビュー・リンク定義に、属性リストがないか、無効な属性リストが存在しています。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26018: 属性セットがないため、エンティティ{0}をデータベースにポストできません。 
	
原因: 属性セットのない行をポストしようとしました。一部のデータベース(特にOracle Database)では、VALUEが指定されていないINSERT文は許可されません。


	
処置: 行の属性をいくつか設定してから、この行をデータベースに挿入してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26019: すべての子エンティティを削除せずに、親エンティティを削除しようとしています 
	
原因: ディティール・エンティティを持つマスターを削除しようとしました。コンポジットの場合、ディティールが存在するマスターは削除できません。


	
処置: アソシエーションを介してディティールにアクセスして、そのディティールのすべてを削除することで、このマスターのすべてのディティールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26020: 一致しないエンティティ・オブジェクトをベースとした行を挿入しようとしました 
	
原因: アプリケーション・コードは、ある行セット(またはビュー・オブジェクト)から行を取得して、別の行セット(ビュー・オブジェクト)に挿入しようとしました。これに反応して、フレームワークは挿入先の行セット内にその行のコピーを作成します。この新しい行は、ベースのエンティティ・オブジェクトへの参照を共有します。しかし、元の行セットと挿入先の行セットで、エンティティ・オブジェクト・ベースがまったく共有されていない場合は、共有するエンティティ行が見つからないため、この操作は失敗します。


	
処置: ある行セットから行を取得して、別の行セットに挿入する場合は、これらの行セットが1つ以上のエンティティ・オブジェクト・ベースを共有していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26021: XMLファイル"{0}"を解析中にNullPointerExceptionが発生しました。DTDファイルが不足している可能性があります。 
	
原因: XMLファイルの解析中にNullPointerExceptionがスローされました。DTDファイル(oracle.jbo.dtd.jbo.dtd)が欠落していることが原因として考えられます。


	
処置: 適切なDTDファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26022: カスタム・クラス{0}が見つかりません。 
	
原因: カスタム・クラスが見つからずロードできませんでした。このカスタム・クラスは、コンポーネント(ビュー・オブジェクトなど)、定義(ビュー定義など)、または行(ビュー行やエンティティ行など)で使用されるものである可能性があります。


	
処置: この名前のクラスにクラスパスからアクセスできることを確認してください。詳細例外が存在する場合は、カスタム・クラスが見つからずにロードできなかった原因の詳細が示されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26023: カスタム・クラス{0}は、{1}へ割り当てられません 
	
原因: カスタム・クラスが見つかりロードされましたが、このカスタム・クラスはフレームワーク(スーパー)・クラスに割当て可能ではないため無効です。


	
処置: カスタム・クラスが適切なフレームワーク(スーパー)・クラスでサブクラス化されることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26024: InitialContextを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 初期コンテキストを作成中にエラーが発生しました。通常、このエラーには詳細例外が付随し、エラーの原因に関する追加情報が示されます。


	
処置: JServer内で実行時に、データベース・ユーザー(スキーマ)にsetContextClassLoader権限があることを確認してください。この権限を付与するには、データベース・システム管理者が次のPL/SQLプロシージャをコールします。「EXEC DBMS_JAVA.GRANT_PERMISSION('&&1', 'SYS:java.lang.RuntimePermission', 'setContextClassLoader', null);」
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26025: Systemプロパティを取得する際にエラーが発生しました 
	
原因: Systemプロパティを取得しようとしましたが、エラーが発生しました。具体的には、System.getProperties()のコールに失敗しました。


	
処置: JServer内で実行時に、データベース・ユーザー(スキーマ)に適切なプロパティ権限があることを確認してください。この権限を付与するには、データベース・システム管理者は次のPL/SQLプロシージャをコールします。「EXEC DBMS_JAVA.GRANT_PERMISSION('&&1', 'SYS:java.util.PropertyPermission', '', 'read');」
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26026: プロパティ・ファイル{0}からプロパティをロード中にエラーが発生しました 
	
原因: ロード・プロパティを取得しようとしましたが、エラーが発生しました。


	
処置: 指定されたプロパティ・ファイルに有効なJavaプロパティが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26027: リソースが見つかりません。{0} 
	
原因: リソースが見つかりません。


	
処置: そのリソースが存在すること、およびそのリソースをロードするための十分な権限がフレームワーク・コードに付与されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26028: ビュー・オブジェクト{0}にエンティティ・ベース{1}の主キー属性{2}が含まれていません。 
	
原因: ビュー定義にエンティティ・ベースの主キー属性が含まれていません。ビュー・オブジェクトでエンティティがエンティティ・ベースの1つとして使用されている場合は、そのビュー・オブジェクトには、ベースのエンティティ・オブジェクトのすべての主キー属性が含まれている必要があります。


	
処置: ビュー定義を変更して、すべての主キー属性が含まれるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26029: タイプ・マップ・クラス{0}を検出およびロードできませんでした 
	
原因: カスタム・タイプ・マップ・クラスが見つからずロードできませんでした。


	
処置: この名前のクラスにクラスパスからアクセスできることを確認してください。jbo.TypeMapEntriesプロパティが指定されている場合は、このプロパティの値が正しいことを確認してください。また、可能性は低いですが、このエラーの原因として不適切なSQLBuilderの実装によってタイプ・マップ・クラス名で不正確な値が返されていることが考えられます。詳細例外(存在する場合)は、カスタム・クラスが見つからずにロードできなかった詳しい理由が示されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26030: レコードのロックに失敗しました。他のユーザーがロックをかけています。 
	
原因: この行は、別のユーザーまたはトランザクションによってすでにロックされています。


	
処置: この行のロックを再試行します。他のユーザーまたはトランザクションによってロックが解放された後に、この操作は成功します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26031: assoc {1}のアソシエーションの端{0}が、ビュー・オブジェクト{3}のエンティティ・ペース{2}に対して無効です。 
	
原因: ビュー定義内のセカンダリ・エンティティ・ベース定義に問題があります。指定されたエンティティ・ベースは、指定のエンティティ・アソシエーションの端を使用して別のエンティティ・ベースと結合すると想定されていますが、アプリケーション定義で解決されたときに、アソシエーションの端が同じエンティティで解決されません。たとえば、ユーザーがDeptとEmpを使用してビュー・オブジェクトを構築したとします。Empは、DeptEmpアソシエーションのEmpEndを使用してDeptと結合すると想定されます。このようなビュー定義の場合は、フレームワークによってEmpEndが実際にEmpエンティティのものであることが確認されます。EmpEndが、PersonやDeptなどの別のエンティティのものである場合、このアソシエーションの端を使用して結合を実行することは不適切になります。


	
処置: このエラーの最も一般的な原因は、ビュー・オブジェクトのXMLファイルの不正確な情報です。指定されたエンティティ慣用名のアソシエーションの端が、不適切なアソシエーションの端をポイントしていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26032: 操作{0}がViewCriteriaまたはViewCriteriaRowに対して無効です。 
	
原因: 試行された操作はViewCriteriaやViewCriteriaRowに対して無効です。


	
処置: この操作を試行するコードを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26033: 名前:{0}のアプリケーション・データ・モデルが見つかりません 
	
原因: 指定された名前のアプリケーション定義が見つかりません。


	
処置: アプリケーション定義名を修正するか、適切な.cpxファイルをクラスパスで使用できるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26034: 名前:{0}の構成が見つかりません 
	
原因: アプリケーション定義ファイル内で構成情報が見つかりません。


	
処置: 構成名を修正するか、適切な.cpxファイルをクラスパスで使用できるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26035: 2次エンティティ・オブジェクトの慣用名{0}はアソシエーション説明の欠落部分です。 
	
原因: エンティティ・オブジェクト慣用名定義が含まれたビュー定義が見つかりましたが、2次エンティティ・オブジェクト慣用名のアソシエーション説明が不完全です。


	
処置: ビュー・オブジェクトのXMLファイルを調べてください。2次エンティティ・オブジェクト慣用名のアソシエーション説明には、要素Association、AssociationEndおよびSourceUsageが含まれている必要があります。これらのいずれかが欠落していないかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26036: メタ・オブジェクト{0}の構成により、再帰的な置換が行われます。 
	
原因: 再帰を発生させるメタ・オブジェクト置換を設定しようとしました。たとえば、CによってBが置換され、BによってAが置換され、AによってCが置換されるような置換です。これによって再帰的な置換が発生し、このエラーが発生します。


	
処置: このメタ・オブジェクト置換を確認して、エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26037: ビュー・オブジェクト{0}、エンティティ・ベース{1}、識別値{2}の識別子列から、一致するエンティティ・オブジェクトが見つかりません。 
	
原因: 新規ビュー行を作成中に、識別子列属性を持つエンティティ・オブジェクト・ベースが見つかりました。しかし、このビュー行からの識別子列値は、どのエンティティ・オブジェクトとも一致しません(エンティティ・オブジェクト・ベースのエンティティや、いずれの拡張エンティティとも一致しません)。


	
処置: ビュー行の識別子列値が特定の1つのエンティティ・オブジェクトのみと一致することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26038: ビュー・リンク定義{0}、ビュー・リンクの端{2}におけるエンティティ{1}に関するエンティティ・オブジェクトの慣用名が見つかりません。 
	
原因: このビュー・リンク定義はエンティティ・アソシエーションに基づいています。ビュー・リンクの端のいずれかで名前付きのエンティティ定義が指定されていますが、そのビュー・リンクの端のビュー定義には、そのエンティティ定義のエンティティ・オブジェクト慣用名がありません。


	
処置: ビュー・リンク定義(XMLファイル)内の誤りを修正してください。特に、ビュー・リンクのリンク元とリンク先がエンティティ・アソシエーションのものと入れ替わっていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26039: ビュー・オブジェクト{0}にエンティティ・ベース{1}、エンティティ・キー{3}の代替キー属性{2}が含まれていません。 
	
原因: ビュー定義にエンティティ・ベースの代替キー属性が含まれていません。ビュー・オブジェクトでエンティティがエンティティ・ベースの1つとして使用されている場合に、そのビュー・オブジェクトでいずれかのエンティティ代替キーを使用してビュー・オブジェクト・レベルの代替キーが定義されているときは、その代替キーを構成するエンティティ属性がマップされている必要があります。


	
処置: ビュー定義を変更して、必要な代替キー属性のすべてが含まれるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26040: "{0}"中に、データベースにエンティティ{1}をポストできませんでした: SQL文"{2}"。 
	
原因: JDBCバッチ・モードでエンティティをデータベースにポスト(書込み)中に、なんらかのデータベース・エラーが発生しました。通常、このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。


	
処置: 例外の詳細を調べ、データベースの問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26041: "{0}"中に、データベースにデータをポストできませんでした: SQL文"{1}"。 
	
原因: エンティティをデータベースにポスト(書込み)中に、データベース・エラーが発生しました。通常、このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。


	
処置: 例外の詳細を調べ、データベースの問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26042: エンティティ{0}でREFおよびOIDの生成に失敗しました。 
	
原因: オブジェクトID(OID)とオブジェクト参照(REF)の生成中にデータベース・エラーが発生しました。Oracleオブジェクト表にマップするエンティティ上で新規行が作成されると、その新規行のOIDとREFが生成されます。これにより、select a.oid, make_ref(table-name, a.oid) ...のようなSQL文が実行されます。なんらかの原因によって、この文の実行に失敗しました。


	
処置: Oracleデータベースのバージョンが正しいことを確認してください。問題の表がオブジェクト表であることを確認してください。通常、このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。この詳細例外を参照して、このデータベース問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26043: エンティティ{0}のこのSQLBuilderでは、REFおよびOIDはサポートされていません。 
	
原因: Oracleオブジェクトをサポートしていないデータベース・システム上でオブジェクトID(OID)および参照(REF)を生成しようとしました。


	
処置: Oracleオブジェクトをサポートしていないデータベース・システム上でOIDやREFを作成しようとしないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26044: ビュー・オブジェクト{0}、文{1}の推定行数の取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: アプリケーションが特定の行セットの推定行数を取得(getEstimatedRowCount())しようとしました。適切な問合せ文を作成して実行し、推定行数の取得中にエラーが発生しました。このエラーには、エラーの原因となったSQL文が付随しています。また、通常、このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。


	
処置: このSQL文と詳細例外を参照して、データベース問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26045: エンティティ{0}に対する主キー・ベースの参照を生成できませんでした。 
	
原因: 主キーからオブジェクトID(OID)を生成中にデータベース・エラーが発生しました。この操作は、問題の表がオブジェクト表であり、かつこの表で参照(REF)が主キー・ベースであることが指定されている場合のみ有効になります。


	
処置: Oracleデータベースのバージョンが正しいことを確認してください。問題の表がオブジェクト表であることを確認してください。このオブジェクト表で主キー・ベースのREFが使用されていることを確認してください。通常、このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。この詳細例外を参照して、このデータベース問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26046: エンティティ{0}に対するこのSQLBuilderでは、主キー・ベースの参照がサポートされていません。 
	
原因: 非OracleデータベースのSQLBuilderからOracle o8のオブジェクト参照を生成しようとしました。この操作はサポートされていません。


	
処置: アプリケーションに対して適正なSQLFlavor(SQLBuilder)が使用されているかを確認して、正しいものに切り替えてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26047: LOCK_OPTUPDATEモードの更新操作で、変更インジケータの値がありません: エンティティ{0}、キー{1}。 
	
原因: LOCK_OPTUPDATEモードで行を更新しようとしましたが、変更インジケータの属性値が存在しません。


	
処置: このエンティティ行で読取りを行ったビュー・オブジェクトの属性マッピングを調べ、このビュー・オブジェクトに変更インジケータの属性が含まれていることを確認してください。LOCK_OPTUPDATEモードを使用するには、この値の存在が必要です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26048: SQL文"{1}"を使用したポスト操作"{0}"で、制約"{2}"の違反があります。 
	
原因: エンティティのデータベースへのポスト(書込み)中に、データベースで制約違反が発生しました。このエラーにはデータベースからの詳細例外が付随し、このデータベース・エラーに関する追加情報が示されます。


	
処置: 制約違反の原因を修正してください。例外の詳細を調べ、データベースの問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26049: 定義{0}のロード中にエラーが発生しました。 
	
原因: XMLファイル内の予期しないデータまたは破損したデータが原因で、メタデータ・オブジェクトはロードに失敗しました。


	
処置: 各コンポーネントのXMLメタデータが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26050: パーソナライズ定義{0}の書込み中にエラーが発生しました。 
	
原因: パーソナライズ定義の書込み中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: 詳細I/O例外を確認して、必要な修正を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26051: 認識できないXML要素タグ{1}がメタ・オブジェクト{0}で見つかりました。 
	
原因: XMLファイルの要素タグが認識されません。


	
処置: XMLファイルを調べて、この要素タグが認識されるタグの1つであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26053: 無効なアソシエーションまたはビュー・リンク定義"{0}"です。バインドなし属性リストが無効です。 
	
原因: アソシエーションまたはビュー・リンク定義の端に、無効なバインドなし属性リストがあります。このエラーは、バインドなし属性がこのアソシエーションやビュー・リンクの端の属性のいずれかではない場合に発生します。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26054: {0}のバージョン番号が無効です。{1}以上が必要ですが、{2}が見つかりました。 
	
原因: 当該XMLドキュメントにバージョン番号が欠落しているか、必要なバージョン番号より小さいバージョン番号が設定されています。


	
処置: XMLドキュメントに適切な移行プロセスが適用されているかどうかを確認してください。適用されていない場合は、アプリケーションを移行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26055: XMLドキュメント{0}の削除に失敗しました。 
	
原因: XMLドキュメントをディスクから削除しようとしましたが、この操作に失敗しました。


	
処置: MDSを使用して実行している際は、メタデータ・ストアが削除操作をサポートしていることを確認してください。詳細例外を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26056: {0}でXML要素{1}が複数見つかりました。必要なのは1つのみです。 
	
原因: XMLドキュメント内で、1つしか必要ない要素が複数見つかりました。


	
処置: XMLドキュメントを調べ、複数回発生する要素を確認してください。この問題がフレームワークの永続性コードの問題と考えられる場合は、報告してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26057: ビュー定義{0}で再帰的なエンティティ参照が見つかりました。エンティティ参照: {1} 
	
原因: 循環性のあるエンティティ参照が含まれるビュー定義を作成しようとしました。たとえば、ビュー定義にEとFという2つのエンティティ参照が含まれ、Eのソース参照はFであり、Fのソース参照はEであるような場合です。


	
処置: このビュー定義を構築するコードを確認してください。 エンティティ参照に再帰性がないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26058: ビュー・リンク{0}をアプリケーション・モジュール{1}で定義できません。ビュー・オブジェクト{2}はアプリケーション・モジュール{3}内にあり、ビュー・リンクのアプリケーション・モジュールがビュー・オブジェクトのアプリケーション・モジュールの子ではありません。 
	
原因: アプリケーション・モジュール内でデータ・モデルのビュー・リンクを確立しようとしましたが、マスター・ビュー・オブジェクトまたはディテール・ビュー・オブジェクトが、ビュー・リンクのアプリケーション・モジュールとは異なるアプリケーション・モジュール内にあるか、ビュー・リンクのアプリケーション・モジュールの親ではありません。


	
処置: データ・モデルのビュー・リンクを作成する際は、そのビュー・リンクのアプリケーション・モジュールは、ビュー・オブジェクトのアプリケーション・モジュールと同じであるか、ビュー・オブジェクトの子(ネストされた)アプリケーション・モジュールである必要があります(マスターとディテールの両方)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26059: ビュー・リンクの使用方法"{0}"が無効です。ソース"{1}"または宛先"{2}"が定義されていません。 
	
原因: ビュー・リンクの使用方法が正しく定義されていません。


	
処置: このビュー・リンクの使用方法のソースと宛先の両方を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26060: JDBCドライバ登録の際にエラーが発生しました。 
	
原因: JDBCドライバの登録中にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26061: JDBC接続をオープンする際、エラーが発生しました。 
	
原因: JDBC接続のオープン中にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26062: JDBC接続をクローズする際、エラーが発生しました。 
	
原因: JDBC接続のクローズ時にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26064: JDBC文のクローズ時にエラーが発生しました。 
	
原因: JDBC接続のクローズ時にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26065: コミット中にエラーが発生しました。 
	
原因: このトランザクションのコミット・フェーズでSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26066: ロールバック中にエラーが発生しました。 
	
原因: このトランザクションのロールバック・フェーズでSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26067: 接続プールにJDBC接続を追加できませんでした。接続プールがいっぱいです。 
	
原因: すでに満杯のプールにJDBC接続を追加しようとして例外が発生しました。


	
処置: このプールを使用しているクラスを変更して、プールへの新規接続の追加前にプール・サイズが確認されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26068: 接続プールにJDBC接続を戻せませんでした。接続がこのプールに属していません。 
	
原因: ユーザーが接続をプールに戻そうとしましたが、そのプールで管理される接続ではありませんでした。


	
処置: このプールを使用しているクラスを変更して、接続がプールに返される前にその接続がそのプールに属していることが確認されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26069: クライアント・リクエストは、接続プールに接続が返されるまでの待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: クライアント・リクエストは、接続がプールに返されるのを待っている間にタイムアウトになりました。


	
処置: 最大想定アクティブ・リクエスト・サイズの2倍に対応できるように、最大プール・サイズを大きくしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26070: JDBCからの列定義検索が、ビュー・オブジェクト{0}で失敗しました。 
	
原因: メタデータJDBC文を設定中にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: 根本のSQLExceptionを修正してください。ビュー・オブジェクトの属性とそのビュー・オブジェクトのSQL内の列の間で、データ型が一致していない可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26071: アクセス・モード{1}は無効です。ビュー・オブジェクト{0} 
	
原因: ビュー定義のXMLファイルで指定されたアクセス・モードは無効です。


	
処置: ビュー定義のXMLファイルの内容を確認してください。名前がAccessModeのXML要素を探してください。この要素の値が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26072: 他のユーザーによりドキュメント{0}が変更されました。 
	
原因: クライアントはメタオブジェクトの書込みを要求しましたが、メタオブジェクト・ドキュメントは別のユーザーによって更新されています。


	
処置: この例外には、最新の定義オブジェクトが付随します。相違を解決して、書込みを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26073: ドキュメント{0}にMDSキーがありません。 
	
原因: クライアントはメタオブジェクトの書込みを要求しましたが、そのメタオブジェクトのMDSキーはnullであるため、一貫性チェックを実行できません。


	
処置: 既存の定義オブジェクトのMDSキーはnullにしないでください。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26074: 可変MOが取得されてからドキュメント{0}が他のユーザーによって変更されたことをMDSが検出しました。 
	
原因: クライアントはメタオブジェクトの書込みを要求しましたが、メタオブジェクト・ドキュメントは別のユーザーによって更新されています。このエラーと<code>EXC_PERS_DOC_INCONSISTENT</code>との相違点は、このエラーが<code>getMutableMO()</code>と<code>flushChanges()</code>の間でMDSによって検出されることです。<code>EXC_PERS_DOC_INCONSISTENT</code>は、MOKeyチェックによって生成されます。


	
処置: この例外には、最新の定義オブジェクトが付随します。相違を解決して、書込みを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26075: ドキュメント{0}が存在します。他のユーザーが同じドキュメントを作成しました。 
	
原因: クライアントは新規ドキュメントの作成を要求しました。MDS MOを作成してフラッシュする際に、MDSはドキュメント存在例外をスローしました。この例外は、別のユーザーが直前に同じドキュメントを作成したことを意味します。


	
処置: ドキュメントの作成を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26076: 要素{1}の定義{0}のマージは失敗しました。挿入された要素[{2} -> {3}]は、別のユーザーによって削除されています。 
	
原因: オブジェクトのマージ時に、現在のユーザーによって挿入対象としてマークされたメタデータ要素が見つかりましたが、このメタデータ要素は別のユーザーがコミットまたは公開した別のトランザクションによって削除されていました。


	
処置: このメタデータ・マージの競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26077: 要素{1}の定義{0}のマージは失敗しました。更新された要素[{2} -> {3}]は、別のユーザーによって削除されています。 
	
原因: オブジェクトのマージ時に、現在のユーザーによって更新対象としてマークされたメタデータ要素が見つかりましたが、このメタデータ要素は別のユーザーがコミットまたは公開した別のトランザクションによって削除されていました。


	
処置: このメタデータ・マージの競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26078: 要素{1}の定義{0}のマージは失敗しました。挿入された要素[{2} -> {3}]は、別のユーザーによって挿入されています。 
	
原因: オブジェクトのマージ時に、現在のユーザーによって挿入対象としてマークされたメタデータ要素が見つかりましたが、このメタデータ要素は別のユーザーがコミットまたは公開した別のトランザクションによって挿入されていました。


	
処置: このメタデータ・マージの競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26079: 要素{1}の定義{0}のマージは失敗しました。更新された要素[{2} -> {3}]は、別のユーザーによって更新されています。 
	
原因: オブジェクトのマージ時に、現在のユーザーによって更新対象としてマークされたメタデータ要素が見つかりましたが、このメタデータ要素は別のユーザーがコミットまたは公開した別のトランザクションによって更新されていました。


	
処置: このメタデータ・マージの競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26080: {0}のエンティティの選択時にエラーが発生しました 
	
原因: エンティティ・インスタンスのデータをフェッチまたはロックするSQLの実行中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: この例外の詳細でSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26081: {0}の属性{1}のデータの取得中に、エラーが発生しました 
	
原因: JDBCから<code>oracle.jbo.domain.Struct</code>の属性へのデータの変換中にSQLExceptionが発生しました。


	
処置: SQLExceptionでの指示に従って変換エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26083: 比較演算子{0}はその説明のための文字列コードを持っていますが、メッセージ・バンドル・クラスが見つかりません。 
	
原因: 比較演算子コードが文字列コードで指定されましたが、メッセージ・バンドル・クラスをロードできませんでした。翻訳可能な演算子記述の文字列コードを指定する際は、まずフレームワークによって演算子の指定にメッセージ・バンドル・クラス名が含まれているかどうかが確認されます。含まれている場合は、フレームワークはそのメッセージ・バンドル内で文字列を検索します。含まれていない場合は、フレームワークは所有側オブジェクト(ビュー・オブジェクトまたはエンティティ・オブジェクト)のメッセージ・バンドル内で文字列を検索します。このエラーは、このいずれでも見つからない場合に発生します。


	
処置: XMLファイルにおける比較演算子の指定が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26084: 無効なアソシエーション定義"{0}"です。アソシエーションには2つのAssociationEndsが必要です。 
	
原因: XMLファイルのアソシエーション定義に、アソシエーションのソースまたは宛先の端がありません。アソシエーションのXMLファイルには、名前AssociationEndの要素が2つ存在している必要があります。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26085: {1}のEO-existsバリデータ{0}にアソシエーション名がありません。 
	
原因: EO-existsバリデータの定義にアソシエーション名がありません。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26086: {1}のEO-existsバリデータ{0}で宛先EOの主キーにアソシエーション属性が一致しません。 
	
原因: EO-existsバリデータのソース側属性リストが宛先EOの主キーと一致しません。たとえば、顧客EOに対するEO-existsバリデータが含まれる購入注文EOが存在するとします。購入注文EOは、アソシエーションCustToPurchを検証に使用しています。この場合は、購入注文側のアソシエーション属性リストは顧客の主キーと完全に一致します(順序は問われません。これらはセットとして等しい必要があります)。


	
処置: XMLファイルのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26087: コンポジット・アソシエーション{1}のマスター・エンド・アクセッサ{0}に無効な属性の種類: {2}があります。 
	
原因: コンポジット・アソシエーションのマスター・エンドにRowSetIterator(カーディナリティは-1または1より大)という属性の種類があります。つまり、このマスター・エンドは行ではなくイテレータを戻します。


	
処置: アソシエーション内のマスター・エンドは単一の行を返す必要があります。したがって、属性の種類はRow(カーディナリティ=1)である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26100: コミットの実行後にエラーが発生しました。 
	
原因: トランザクションのafterCommit通知フェーズで例外が発生しました。


	
処置: この例外の詳細で例外を確認してください。エンティティ、またはコミット/ロールバック・サイクルをリスニングするためにこのトランザクションに登録された一時TransactionListenerオブジェクトで、エラーが生じたafterCommit()でオーバーライドされたメソッドを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26101: ポストの実行後にエラーが発生しました。 
	
原因: トランザクションのafterPostフェーズで例外が発生しました。


	
処置: この例外の詳細で例外を確認してください。エンティティ、またはポスト・サイクルをリスニングするためにこのトランザクションに登録された一時TransactionPostListenerオブジェクトで、エラーが生じたafterPost()でオーバーライドされたメソッドを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-26102: ロールバックの実行後にエラーが発生しました。 
	
原因: トランザクションのafterRollback通知フェーズで例外が発生しました。


	
処置: この例外の詳細で例外を確認してください。エンティティ、またはコミット/ロールバック・サイクルをリスニングするためにこのトランザクションに登録された一時TransactionListenerオブジェクトで、エラーが生じたafterRollback()でオーバーライドされたメソッドを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27001: {0}{1}に含まれるアソシエーション属性{2}は更新できません 
	
原因: このアソシエーション属性は読取り専用としてマークされています。


	
処置: このアソシエーション属性は読取り専用としてマークされているため、この属性の値を変更することはできません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27002: キー{1}を持つエンティティ検証が、エンティティ・オブジェクト{0}で失敗しました 
	
原因: カスタム検証ルールで属性値を検証できませんでした。


	
処置: 属性値を修正して、カスタム検証ルールが渡されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27003: ビュー・オブジェクト{0}の行の検証に失敗しました 
	
原因: このビュー・オブジェクトの変更されたエンティティまたは新規エンティティを検証できませんでした。


	
処置: エラーが生じたエンティティ値を修正して、ビュー・オブジェクトの検証をやりなおしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27004: エンティティ{1}の{2}の属性の設定に失敗しました 
	
原因: 読取り専用のエンティティ属性を変更しようとしています。


	
原因: 読取り専用の属性値は変更しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27005: アプリケーション・モジュール{0}の行の検証に失敗しました 
	
原因: このアプリケーション・モジュール内またはネストされたアプリケーション・モジュール内の変更されたエンティティまたは新規エンティティを検証できませんでした。


	
処置: エラーが生じたエンティティを修正して、このアプリケーション・モジュールの検証をやりなおしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27006: 属性{2}が{0}{1}で見つからないため、検証に失敗しました 
	
原因: 検証時に、指定された名前の属性が見つかりません。


	
処置: 検証対象の属性が存在していますが、その属性の定義がメタデータ内で見つからないため、エンティティ・メタデータが壊れている可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27007: ビュー・オブジェクト{0}のビュー行の検証に失敗しました 
	
原因: ビュー行を検証しようとして失敗しました。


	
処置: この例外の詳細に記載された、問題のエンティティまたは属性を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27008: ビュー・オブジェクト{1}の属性{2}を設定できません。 
	
原因: 読取り専用のビュー行属性を変更しようとしました。


	
処置: ビュー属性の更新可能設定を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27009: ビュー・オブジェクト{1}の属性のバッチ・セットに失敗しました 
	
原因: 遅延検証モードでバッファ済属性を検証中に、エンティティと属性を検証しようとして、失敗しました。(3.xでは使用できません)


	
処置: エラーの生じた状況を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27010: {1}の{2}属性の値{3}のセットに無効な精度/位取りがあります 
	
原因: 文字列の場合、属性に対して指定された文字列値の長さがこの属性の最大想定長を超えています。数値の場合は、値(文字列形式)の長さがこの属性の想定値を超えています。


	
処置: エラーが生じた属性で属性値の精度/位取り情報を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27011: {1}の{2}属性の値{3}のセットに失敗しました 
	
原因: 検証ルールによる属性の検証における予期しない例外、またはルールのNOT演算の評価の失敗が原因で、属性の検証ルールが失敗しました。


	
処置: 属性値を修正して、失敗したルールに照らした検証が実行できるようにします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27012: 行検証メソッド{2}が、{0}のキー{1}を持つ行で失敗しました 
	
原因: エンティティにアタッチされたカスタム・メソッド・バリデータがfalseを戻し、そのエンティティの検証に失敗したことが示されました。


	
処置: この属性のカスタム検証メソッドで失敗の原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27013: 属性セット検証メソッド{4}が、{1}の属性{2}で失敗しました 
	
原因: 属性にアタッチされたカスタム・メソッド・バリデータがfalseを戻し、カスタム・メソッド内でその属性の検証に失敗したことが示されました。


	
処置: この属性のカスタム・バリデータ・メソッドで失敗の原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27014: {1}の属性{2}が必要です。 
	
原因: この属性値は必須としてマークされているため、nullにできません。


	
処置: 必須の属性にはnull以外の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27015: エンティティを含む{0}が、まだ無効です 
	
原因: マスターの検証時に、検証できないい子エンティティがいくつか見つかりました。この状況は、マスターとディティールのエンティティ間にコンポジット・アソシエーションが存在する場合にのみ発生します。


	
原因: 子エンティティの属性値を修正して、マスターによる子エンティティの検証時にそれらの属性値が有効になるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27016: 列{0}の属性の種類が無効です。 
	
原因: ビュー・オブジェクトの定義で予期されない種類の属性が見つかりました。


	
処置: このビュー・オブジェクトの属性のXMLメタデータ定義で属性の種類の情報を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27017: エンティティ{0}に対する主キーを決定できませんでした。 
	
原因: このエンティティのメタデータ定義のロード中に、主キーとしてマークされた属性がありませんでした。


	
処置: このエンティティ・タイプの主キーとして少なくとも1つの属性を設定して、このタイプのエンティティを一意に識別できるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27018: タイプが一致しないため、{1}の{2}属性の値{3}のセットに失敗しました 
	
原因: この属性に対して、set()メソッドの引数として指定された属性値のタイプが、この属性で予期されるJavaタイプのインスタンスではありません。


	
処置: この引数を適切なJavaタイプに変換して、この属性で予期されるJavaタイプのインスタンスになるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27019: {1}の属性"{2}"のgetメソッドが解決できません。 
	
原因: getAttributeメソッドで予期しない例外が発生しました。getterメソッドは、JboExceptionのサブクラスをスローして、カスタム例外メッセージがコール元にスロー/表示されるようにします。getterがpublic Javaメソッドではない場合にも、この例外がスローされる場合があります。


	
処置: 属性のgetterメソッドではどのビジネス・ロジック・コードからもJboExceptionのサブクラス以外の例外はスローしないでください。また、getterメソッドがpublic Javaメソッドであることも確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27020: {1}の属性"{2}"のsetメソッドが解決できません。 
	
原因: setAttributeメソッドで予期しない例外が発生しました。setterメソッドは、JboExceptionのサブクラスをスローして、カスタム例外メッセージがコール元にスロー/表示されるようにします。setterがpublic Javaメソッドではない場合にも、この例外がスローされる場合があります。


	
処置: 属性のsetterメソッドではどのビジネス・ロジック・コードからもJboExceptionのサブクラス以外の例外はスローしないでください。また、setterメソッドがpublic Javaメソッドであることも確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27021: {2}のため、索引{0}の位置にあるカスタム・データ型値とタイプ{1}のjavaオブジェクトのロードに失敗しました。 
	
原因: JDBC結果セットから行オブジェクトの属性内に値をフェッチ中に予期しない例外が発生しました。この属性のJDBCからの戻りデータ型とこの属性のJavaタイプの間で変換エラーが発生した可能性があります。


	
処置: JDBC-SQLタイプとこの属性のJavaタイプに互換性があることを確認してください。この例外の詳細内の変換エラーまたはドメイン例外をすべて修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27022: {2}のため、索引{0}の位置にある値とタイプ{1}のjavaオブジェクトのロードに失敗しました。 
	
原因: JDBC結果セットから行オブジェクトの属性内に値をフェッチ中に予期しない例外が発生しました。この属性のJDBCからの戻りデータ型とこの属性のJavaタイプの間で変換エラーが発生した可能性があります。


	
処置: JDBC-SQLタイプとこの属性のJavaタイプに互換性があることを確認してください。この例外の詳細内の変換エラーまたはドメイン例外をすべて修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27023: トランザクションのすべての行の検証に失敗しました。 
	
原因: トランザクションの変更内容の検証中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: DeferredRowValidationExceptionの詳細を確認して、それらのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27024: {0}のキー{1}を持つ行の検証に失敗しました 
	
原因: 行の検証中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: DeferredRowValidationExceptionの詳細を確認して、それらのエラーを行レベルで修正してください。詳細には、同様に修正が必要なDeferredAttrValidationExceptionが含まれている場合もあります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27025: 値{3}の属性{2}の検証に失敗しました 
	
原因: 行の属性の検証中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: JboExceptionの詳細を確認して、それらのエラーを行レベルで修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27026: Setメソッドが、この例外の詳細で見つかった例外をスローしました。 
	
原因: 属性に対するsetterメソッドを実行中に予期しない例外が発生しました。この例外は、フレームワークの外部で検出されないものとされています。


	
処置: JboExceptionの詳細を確認して、それらのエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27027: タイプ{0}のキー{1}を持つ行に必須属性がありません 
	
原因: 必須フィールドの行の属性を検証中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: JboExceptionの詳細を確認して、null値の属性を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27028: マネージャ{1}の変数{2}は更新できません。 
	
原因: 更新可能ではない変数の値を設定しようとしました。


	
処置: 変数の更新可能設定を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27029: 定義{1}内のキー定義は、解決後は変更できません。 
	
原因: 定義の解決後(resolveDefObject())にキー定義を変更しようとしました。


	
原因: 定義の解決後のキー定義の変更は無効です。キー定義を変更する場合は、解決前に変更する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27030: 主キーのないエンティティ行をロックすることはできません。 
	
原因: 主キーでないキーを使用してエンティティ行をロックしようとしました。


	
処置: エンティティ行のロックには、代替キーではなく主キーのみを使用できます。ロックには主キー以外のキーを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27031: {1}で次の属性{2}の少なくとも1つが必要です。 
	
原因: 少なくとも1つのリスト属性はnullでないことが要求されます。


	
処置: これらの属性のいずれかにnull以外の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27032: セッション定義の完全な名前は{0}で始める必要があります 
	
原因: 指定したセッション定義の完全な名前が無効です。


	
処置: セッション定義の完全な名前はパッケージ名sessiondefで始まる必要があります。完全な名前がこのパッケージ名で始まることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27033: バリデータ{0}はJboTransValidatorInterfaceを実装していないため、指定されたトランザクション・レベルにはできません。 
	
原因: バリデータをトランザクション・レベル・バリデータに設定しようとしましたが、このバリデータはoracle.jbo.rules.JboTransValidatorInterfaceを実装していません。


	
処置: トランザクション・レベル・フラグを設定する前に、バリデータ・クラスがoracle.jbo.rules.JboTransValidatorInterfaceを実装していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27034: 対応するスーパークラス属性からの属性{0}の種類が無効です。 
	
原因: エンティティまたはビュー・オブジェクトと対応するスーパークラスの間で、属性の種類が異なります。


	
処置: このエンティティまたはビュー・オブジェクトの属性のXMLメタデータ定義で属性の種類の情報を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27035: 属性{2}が必要です。 
	
原因: この属性値は必須としてマークされているため、nullにできません。


	
処置: 必須の属性にはnull以外の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27036: 次の属性{2}の少なくとも1つが必要です。 
	
原因: 少なくとも1つのリスト属性はnullでないことが要求されます。


	
処置: これらの属性のいずれかにnull以外の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27037: 属性{2}に先頭がワイルドカード文字でない値を指定してください。 
	
原因: この属性値の先頭にワイルドカード文字は使用できません。


	
処置: 先頭がワイルドカード文字ではない値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27101: {0}でキー={1}のデッド・エンティティにアクセスしようとしています 
	
原因: 無効または廃止されたエンティティを参照しようとしています。この状況は、すでに削除されたエンティティ参照がビジネス・ロジックによって保持されており、トランザクションがポストまたはコミットされている場合に発生する可能性があります。また、参照エンティティがキャッシュから削除された後に、いずれかのビュー行がそのエンティティにアクセスしようとしている場合にも発生することがあります。


	
処置: エンティティ・インスタンスへの参照を保持するのではなく、findByPrimaryKeyを使用して必要なキーの有効なエンティティを検索してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27102: 永続ID {0}のデッド・ビュー行にアクセスしようとしています 
	
原因: 廃止されたか無効なコレクションに含まれているビュー行にアクセスしようとしています。この状況は、格納元のビュー・オブジェクトが削除されても、ビュー行への参照がいずれかのビジネス・ロジックによって保持されている場合に発生する可能性があります。


	
処置: 再問合せを実行するか、findByKeyメソッドを使用してビュー行に対する有効な参照を取得することで、参照先ビュー行を探してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27120: 問合せ実行中のSQLエラーです。文: {0} 
	
原因: 問合せを実行できませんでした。このエラーは、SQLValueドメイン・クラスまたはシーケンス・ドメインの問合せを実行しようとしているときに発生する可能性があります。


	
処置: この例外の詳細に示されたJDBCによってスローされたSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27121: 文の実行中のSQLエラーです。文: {0} 
	
原因: SQL文を実行できませんでした。


	
処置: この例外の詳細に示されたJDBCによってスローされたSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27122: 文のプリコンパイル中のSQLエラーです。文: {0} 
	
原因: JDBC PreparedStatementをプリコンパイルできませんでした。


	
処置: この例外の詳細に示されたJDBCによってスローされたSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27123: コール文のプリコンパイル中のSQLエラーです。文: {0} 
	
原因: JDBC CallableStatementをプリコンパイルできませんでした。


	
処置: この例外の詳細に示されたJDBCによってスローされたSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27124: 空の文を作成中のSQLエラーです 
	
原因: 指定された一連のパラメータではJDBC文オブジェクトを作成できませんでした。


	
処置: この例外の詳細に示されたJDBCによってスローされたSQLExceptionの原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27125: 動的なビュー・オブジェクト問合せで、TypeMapエントリに一致する列が見つかりません 
	
原因: 指定された動的ビュー・オブジェクト問合せ内の列タイプに対応するJavaタイプが見つかりませんでした。


	
処置: 問合せで選択された列をマップするタイプ・マップを指定するか、エラーを発生した列タイプを問合せから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27126: 長時間実行されている問合せ"{0}"が取り消されました。 
	
原因: ビュー・オブジェクトの問合せタイムアウトに達したか、ユーザーが長い問合せの取消しをリクエストしました。


	
処置: 問合せの実装を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27127: エンティティ{0}の有効日操作によって、ギャップまたは重複が発生します。キー={1} 
	
原因: 行の作成中または更新中に有効日の制約違反が発生しました。この操作は、有効日のタイムラインにギャップまたは重複を生じさせます。


	
処置: 新規行作成の場合は、有効日の開始または終了を変更してください。更新の場合は、別のモードを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27128: エンティティ{0}の有効日更新操作は、既存の行に有効日と一致する有効開始日があるために失敗しました。キー={1} 
	
原因: 既存の行の有効開始日が有効日と一致するため、更新モードを使用して有効日行を更新することはできません。


	
処置: この行を更新するには、修正モードなどの別のモードを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27129: エンティティ{0}の有効日付行に、開始日より前の終了日があります、キー={1} 
	
原因: 有効終了日は開始日より後です。


	
処置: 有効日の開始または終了を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27130: 現在のモード{0}は、日に複数の変更はサポートされません。 
	
原因: 日に複数の変更では、現在のモードはサポートされません。


	
処置: 更新、変更、挿入モードに切り替えてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27131: 現在のモード{0}は、日に複数の変更でのみサポートされます。 
	
原因: 日に複数の変更では、現在のモードはサポートされません。


	
処置: 更新、変更、挿入モードに切り替えてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27132: 以後の行がないため、現在の操作を{0}モードで実行できません。キー={1} 
	
原因: 以後の行が存在しない場合は、現在の操作を実行できません。


	
処置: 更新モードに切り替えてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27133: 以前の行がないため、現在の操作を{0}モードで実行できません。キー={1} 
	
原因: 以前の行が存在しない場合は、現在の操作を実行できません。


	
処置: 別のモードに切り替えるか、以前の行が存在する行に移動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27134: 現在の日に複数の変更操作は、最初の順序付けされた行でのみ実行できます。キー={0} 
	
原因: 現在の日に複数の変更操作は、順序付けされた最初の行でのみ実行できます。


	
処置: 順序付けされた最初の行に移動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27200: JNDIエラーです。コンテキスト{1}で{0}を参照できません 
	
原因: JNDI参照に失敗しました。この原因としては、不正確なデータ・ソース名(特に内部接続について)や内部エラーが考えられます。


	
処置: 内部データ・ソース名を調べ、有効であるかどうかを確認してください。このエラーの原因が内部接続問題でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27201: 現行トランザクションの一時停止中にエラーが発生しました 
	
原因: JTA pcollマネージャのグローバル・トランザクションを一時停止中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細例外を調べて、問題の根本原因を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27202: 現行トランザクションの再開中にエラーが発生しました 
	
原因: JTA pcollマネージャのグローバル・トランザクションの再開中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細例外を調べて、問題の根本原因を特定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27203: デフォルト接続はグローバルなトランザクションの永続性には使用できません。 
	
原因: グローバル・トランザクションの使用中に、トランザクション・データ・ソースを使用して内部接続を取得しようとしました。


	
処置: oracle.jbo.common.PropertyConstants.INTERNAL_CONNECTION_PARAMSプロパティを設定して、内部接続の作成に使用されるJDBC URLを明示的に指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27500: リソースが見つかりませんでした。 
	
原因: リソースが見つかりませんでした。


	
処置: リソース定義とURLを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27501: アクションが見つかりませんでした。アクション名: "{0}" 
	
原因: アクションがリソースおよびリソース・コレクションで見つかりませんでした。


	
処置: リソース定義とリクエスト・コンテンツを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27502: コンテンツを生成できません。 
	
原因: リクエストでコンテンツ生成が有効化されていませんでした。


	
処置: リクエストはWriter/OutputStreamを指定する必要があります。HTTPクライアントの場合は、Acceptヘッダーが正しく設定されている必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27503: リソース・タイプが無効です。 
	
原因: リクエストはリソース・コレクション内の操作を実行しようとしていますが、この操作は特定のリソース専用です。これと反対の状況が原因である可能性もあります。


	
処置: このリクエストで使用されたリソース・パスと操作を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27504: リクエスト・コンテンツがアクションを表していないか、構造が無効です。 
	
原因: リクエスト・コンテンツがアクションを表していないか、構造が無効です。


	
処置: リクエスト・コンテンツを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27505: リクエスト・コンテンツが、指定されたリソースと一致しません 
	
原因: リクエスト・コンテンツが、指定されたリソースと一致しません。


	
処置: リクエスト・コンテンツとリソース・パスを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27506: 通知された問合せ文字列を処理できませんでした。 
	
原因: 問合せ文字列を処理できませんでした。情報または構造に誤りがある可能性があります。


	
処置: この問合せ文字列のコンテンツおよび構造を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-27507: ユーザーはこの操作の実行を許可されていません 
	
原因: このユーザーにはリクエストした操作へのアクセスがありません。


	
処置: リクエストされた操作に対する権限がこのユーザーに付与されていたかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28000: PersistManagerクラス{0}が見つかりません 
	
原因: クライアントはjbo.pcoll.mgrプロパティを使用してカスタム永続コレクションを指定しました。しかし、指定されたクラスが見つからないか、ロードできませんでした。


	
処置: jbo.pcoll.mgrに指定された名前が有効なクラス名であることを確認してください。クラス名は、パッケージ名で完全修飾されている必要があります。特殊キーワードNoneは、永続コレクション・マネージャがないこと、つまりディスクへのスピリングが発生しないことを表します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28001: データベースに接続できません 
	
原因: 永続コレクション管理用のJDBC接続を取得しようとしているときにエラーが発生しました。


	
処置: データベース接続URLが正しいことを確認してください。この例外の詳細にこの問題に関する追加情報が示されています。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28002: 持続制御表{0}を作成できませんでした 
	
原因: 永続コレクション制御表の作成中にエラーが発生しました。通常、制御表の名前はPCOLL_CONTROLです。


	
処置: 表を作成するための適切な認可が接続に付与されていることを確認してください。この例外の詳細にこの問題に関する追加情報が示されています。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28003: 表{0}の制御表の行を削除できませんでした 
	
原因: 永続コレクション制御行を削除しようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28004: 表{0}の制御表の行をロックできませんでした 
	
原因: 永続コレクション制御行をロックしようとしましたが、エラーが発生しました。このエラーは、次の2つの状況でスローされます。1つ目は、行をロックしようとしているときに予期しないデータベース・エラーが発生した場合です。2つ目は、永続コレクション・マネージャがデータベースへの変更をコミットした後に、制御行をロックしようとした場合です。コミット時点とロック試行時点の間に、別のユーザーがなんらかの方法で行をロックして、設定時間内に解放していません。この場合は、詳細はnullになります。


	
処置: 1つ目のケースでは、この例外の詳細を参照して、このデータベース問題に関する追加情報を確認してください。2つ目のケースでは、ビジネス・コンポーネント・フレームワークの外部で他のユーザーが制御行をロックしていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28005: 表{0}の制御表の行を更新できませんでした 
	
原因: 永続コレクション制御行を更新しようとしましたが、予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28006: 持続表{0}を作成できませんでした 
	
原因: 永続コレクション・マテリアルを格納するデータベース表を作成しようとしたときにエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28007: 持続表{0}の操作時にコミットできませんでした 
	
原因: 永続コレクションの変更をコミットしようとしたときに予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28008: 永続コレクションの表{1}に索引{0}を作成できませんでした 
	
原因: 永続コレクション・マテリアルを格納するデータベース表で索引を作成中に、エラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28009: データベースから現在の時間を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: データベースからのシステム日付の取得中に、予期しないエラーが発生しました。Oracle永続マネージャの場合、これに使用されるSQL文はselect sysdate from dualになります。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28010: データベースから{0}に対する次のシーケンス値を取得中にエラーが発生しました 
	
原因: データベース・シーケンスの次の値を取得中にエラーが発生しました。


	
処置: シーケンス・オブジェクトがデータベース内に存在することを確認してください。また、この例外の詳細を調べて、この問題に関する追加情報とこの問題への対処方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28011: 表{0}、コレクションID {2}の列{1}から次のIDを問合せ中にエラーが発生しました 
	
原因: 永続コレクション表に対して次のIDを問合せ中にエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28012: キー列{0}を表{1}に追加できませんでした 
	
原因: 永続コレクション・マテリアルを格納するデータベース表にキー列を追加中にエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28013: キー情報表{0}を作成できませんでした 
	
原因: 永続コレクション・マテリアルのキー情報を格納するデータベース表を作成中にエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28020: コレクション{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}で受動化エラーが発生しました 
	
原因: 永続ストア内にオブジェクトを受動化中に予期しないエラーが発生しました。シリアライズ時に例外がスローされた可能性があります。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28021: コレクション{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}でアクティブ化エラーが発生しました 
	
原因: 永続ストアからオブジェクトをアクティブ化中に予期しないエラーが発生しました。デシリアライズ時に例外がスローされた可能性があります。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28030: 表{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}に行を挿入できませんでした 
	
原因: 受動化行を永続ストア表に挿入中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28031: 表{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}で行を更新できませんでした 
	
原因: 永続ストア表の受動化行の更新中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28032: 表{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}から行を削除できませんでした 
	
原因: 永続ストア表から受動化行を削除中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28033: 表{0}、コレクションID {1}、永続ID {2}から行を検索できませんでした 
	
原因: 永続ストア表から受動化行を取得中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28034: コレクション{0}、コレクションID {1}では、IDによる検索はサポートされていません。enableAccessById()をコールしてください 
	
原因: クライアントはIDを使用して永続コレクション内の行を検索しようとしましたが、この永続コレクションではIDによるアクセスが有効化されていません。


	
処置: PCollection.enableIdAccessをコールして、IDによるアクセスを有効にしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28035: 永続ID {1}はコレクション{0}、コレクションID {1}に対して無効です。0より大きい値を指定してください > 0 
	
原因: クライアントはIDを使用して行を検索しようとしましたが、ID値が無効です。IDは0より大きくする必要があります。


	
処置: 有効なIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28036: 永続コレクション{0}、コレクションID {1}の親{3}では、ID {2}のオブジェクトはすでにアクティブです 
	
原因: 指定されたIDのオブジェクトをアクティブ化中に、内部整合性の問題が見つかりました。具体的には、受動化されていると想定されていたノードがアクティブであることがわかりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28037: 永続コレクション{0}、コレクションID {1}の親{3}でID {2}のオブジェクトが見つかりませんでした 
	
原因: 指定されたIDのオブジェクトのアクティブ化中に、内部整合性問題が見つかりました。具体的には、ノードに含まれているべき子ノードまたは子要素が欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28038: 表{0}からID {1}のコレクションのすべての行を削除できませんでした 
	
原因: 永続ストア表からすべての受動化行の削除中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28039: コレクション{0}のルート・ノードは無効です。コレクションID {1}、永続ID {2} 
	
原因: 指定されたIDのオブジェクトのアクティブ化中に、内部整合性問題が見つかりました。具体的には、永続コレクションのルート・ノードの不良です。このルート・ノードは、<code>null</code>であるか、自身より新しいか古い兄弟ノードを持っているか、親ノードを持っているかのいずれかに該当します。ルート・ノードはこのいずれにも該当し邸内ことが要求されます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28040: キーIDが{1}、ハッシュが{2}である行のIDを表{0}から取り出せませんでした 
	
原因: 指定されたキー索引の指定されたキー・ハッシュ・コードの行の永続IDの配列を永続ストア表で取得中に予期しないエラーが発生しました。


	
処置: この例外の詳細を調べて、問題に関する追加情報と解決方法を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28041: 複数行の更新が検出されたか、または一致した行がありませんでした。永続表: {0}、コレクションID: {1}、永続ID: {2} 
	
原因: システムは永続ストア表の行を更新しようとしましたが、行が見つからなかったか複数の一致行が見つかりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28100: リソース・プール{0}はプールされたリソース・インスタンスの作成に失敗しました。 
	
原因: JDBC接続プールまたはアプリケーション・プールで、新たにプールされたJDBC接続またはアプリケーション・モジュールを作成できませんでした。


	
処置: この例外の詳細で、JDBC接続の作成中に例外が発生したことが示された場合は、そのJDBC接続の説明を調べ、有効な稼働中のデータベース・インスタンスを参照していることを確認してください。この例外の詳細で、アプリケーション・モジュールの作成中に例外が発生したことが示された場合は、そのアプリケーション・モジュールの構成を調べ、そのアプリケーション・モジュールが有効な稼働中のアプリケーション・サーバーおよびアプリケーション・モジュール・クラスを参照していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28101: アプリケーションは現在使用中の可能性があるプールされたリソースを使用可能として設定しようとしました。 
	
原因: アプリケーションは、プールされたリソースを使用可能としてマークしようとしましたが、このリソースはすでにリソース・プールで使用可能とされています。


	
処置: {@link oracle.jbo.pool.ResourcePool#setAvailable(Object)}を呼び出すアプリケーション・ロジックを削除するか、アプリケーション・ロジックを移動して、リソースが使用可能化される前にこのアプリケーション・ロジックが1度だけ実行されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28102: リソース・プールに戻るはずのリソースを待機中に、リクエストがタイムアウトしました: {0}。 
	
原因: クライアント・リクエストは、リソースがリソース・プールに返されるのを待っている間にタイムアウトになりました。


	
処置: 最大予測アクティブ・リクエスト・サイズに対応できるように、最大リソース・プール・サイズを大きくしてください。この例外の詳細で、アプリケーション・プール内のアプリケーション・モジュールを待っている間にこの例外がスローされたことが示された場合は、プロパティjbo.ampool.maxpoolsizeを使用して最大プール・サイズを大きくできます。 この例外の詳細で、JDBC接続プール内のJDBC接続を待っている間にこの例外がスローされたことが示された場合は、プロパティjbo.maxpoolsizeを使用して最大プール・サイズを大きくできます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28103: リソース・プールに属していないプールされたリソースに対して、プール操作を指定しました。 
	
原因: プールに属していないリソースに対してプール・リクエストを実行しました。


	
処置: このプール・リクエストが、リソース・インスタンスの取得に使用されたものと同じプール・インスタンスにアクセスしていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28200: 検証しきい値に達しました。キャッシュには、まだ無効なエンティティがあります 
	
原因: すべての無効なエンティティの検証を10回のVALIDATION_THRESHOLD(デフォルト値)で試行した後も、トランザクションの検証リストに無効なエンティティが残っています。


	
処置: 検証サイクル内のエンティティ・インスタンスを無効化するすべてのロジック(overridden validateEntity() メソッド内など)を修正して、VALIDATION_THRESHOLDの上限回数に達する前にすべてのエンティティが有効になるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28201: ポストしきい値に達しました。まだポストされていないエンティティがあります。 
	
原因: すべての変更のポストを10回のPOST_THRESHOLD(デフォルト値)で試行した後も、トランザクションのポスト・リストに無効なエンティティまたはエンティティが残っています。


	
処置: トランザクションのエンティティ・リスト内のエンティティをポスト・サイクル内で検証またはポストするロジックを修正して、POST_THRESHOLDの上限に達する前にすべてのエンティティがポストされるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28202: beforeCommit()でエンティティが無効化されました。再検証し、ポストする必要があります。 
	
原因: beforeCommitフェーズでトランザクション内に無効なエンティティ・インスタンスが見つかりました。


	
処置: postChanges()でエンティティ・インスタンスを無効化するビジネス・ロジックを修正して、コミット・サイクル時にすべての変更がポストされた後に無効なエンティティが存在しなくなるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28203: キー値が設定解除されたか、データベース・トリガーによって変更されたため、更新された行をリフレッシュできません。 
	
原因: 行の主キーまたは一意キーが未設定または不明だったため、この行を更新後にリフレッシュできませんでした。


	
処置: 更新対象の行のフェッチに使用できる1つ以上の主キーまたは一意キーに値が設定されていることを確認してください。これが不可能な場合は、行をリフレッシュするために定義されたdoRefreshSQL()を指定してカスタムSQLBuilderを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28204: エンティティ{1}、キー{2}の代替キー{0}と一致するオブジェクトが多すぎます。 
	
原因: 既存のエンティティと同じ代替キーで新規エンティティをキャッシュに追加しようとしています。この例外は、新たにフェッチまたは作成されたエンティティを一連のキャッシュ済エンティティ間で一意化する際にスローされます。


	
処置: 行に指定された代替値を修正してください。また、代替キー定義を追加属性によって拡大することが必要な場合もあります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-28205: バリデータ{0}は検証を実行するイテレータ{1}からの行が必要ですが、行が見つかりませんでした。検証がキー{2}を持つ行で失敗しました。 
	
原因: バリデータが検証を実行するには行が必要ですが、ビュー・オブジェクトは一致する行を見つけることができませんでした。


	
処置: 必要な行が見つからないため、検証に失敗しました。行が見つからなかった原因がアプリケーション・エラーではないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29000: 予期しない例外が捕捉されました: {0}、メッセージ={1} 
	
原因: フレームワーク操作時に予期しない例外が発生した場合は、この例外がスローされ、この例外の詳細にその予期しない例外も示されます。


	
処置: このJboExceptionの詳細で例外の原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29001: タイプが一致していません。要求{0}。実際{0} 
	
原因: EJBデプロイメント・モードでアプリケーション・モジュールを作成中に、EJBホームによって返されたオブジェクトがoracle.jbo.common.remote.ejb.RemoteApplicationModuleのインスタンスではありません。


	
処置: これは通常、誤ったEJBホームを起動してリモート・アプリケーション・モジュールを作成しようとしたことを意味します。正しいホームをポイントするように修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29004: プール作成用のサーバー側の構成が指定されていません。 
	
原因: リモート・アプリケーション・モジュールの使用方法に関する構成が指定されていませんでした。


	
処置: デザインタイムを使用して、リモート・アプリケーション・モジュール使用方法の構成を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	JBO-29100: 属性{0}が選択されていません 
	
原因: 定義オブジェクトが選択されていません。選択されていない定義オブジェクトにアクセスしようとしました。


	
原因: 選択されていない定義オブジェクトに対してこの操作は許可されません。この操作は実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29101: 属性{0}は{1}で選択されていません。操作: {2} 
	
原因: 定義オブジェクトが選択されていません。指定されたコンテナ・オブジェクト内で未選択の定義オブジェクトにアクセスしようとしました。


	
原因: 選択されていない定義オブジェクトに対してこの操作は許可されません。この操作は実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29102: S_ROW_ID表は新規行IDを生成できません。 
	
原因: データベースで構成された行ID範囲では、これ以上使用可能な行IDがありません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。データベース内の行ID表を新しい行ID範囲でリフレッシュする必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29103: 内部エラー: {0}はnullにできません 
	
原因: これは内部例外です。指定された引数はnullにできません。


	
処置: システム管理者に連絡してください。指定された引数はnullにできません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29104: RowIdジェネレータ・アプリケーション・モジュールを作成できません。RowIdAMアプリケーション・モジュールを現在のアプリケーションのアプリケーション・モジュール使用方法で追加してください。 
	
原因: RowIdAMアプリケーション・モジュールは現在のアプリケーション・モジュールの共有アプリケーション・モジュールではありません。


	
処置: RowIdAMアプリケーション・モジュールを現在のアプリケーションのアプリケーション・モジュール使用方法に追加するか、システム管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29105: プロパティがAppliedIfJoinSatisfiedのビュー基準{0}.{1}で参照されている属性が同じエンティティ慣用名にマップされていません。 
	
原因: ビュー基準で使用されている属性が同じエンティティ慣用名にマップされていません。


	
処置: AppliedIfJoinSatisfiedがtrueに設定されている場合は、ビュー基準で使用されているすべての属性が同じエンティティ慣用名にマップされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29106: プロパティがAppliedIfJoinSatisfiedのビュー基準{0}.{1}で参照されている属性がプライマリ・エンティティ慣用名にマップされています。 
	
原因: ビュー基準で使用されている属性をプライマリ・エンティティ慣用名にマップできません。


	
処置: AppliedIfJoinSatisfiedがtrueに設定されている場合は、ビュー基準で使用されているすべての属性が非プライマリ・エンティティ慣用名にマップされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29107: プロパティがAppliedIfJoinSatisfiedのビュー基準{0}.{1}をエンティティ・ベースのビュー・オブジェクトで使用する必要があります。 
	
原因: このビュー基準は、非エンティティ・ベースのビュー・オブジェクトで使用できません。


	
処置: AppliedIfJoinSatisfiedがtrueに設定されている場合、ビュー基準は、エンティティ・ベースのビュー・オブジェクトでのみ使用できます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29108: rowidam.propertiesファイルでプロパティ{0}に指定された値は無効です。 
	
原因: rowidam.propertiesファイルで無効な値が指定されています。この値は0以上にする必要があります。


	
処置: プロパティを更新して、受入れ可能値を指定してください。これらのプロパティ値は0より大きくする必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29109: S_ROW_ID表で列{0}に指定された値は無効です。 
	
原因: S_ROW_ID表内の1つ以上の列値が無効です。


	
処置: S_ROW_ID表を受入れ可能値で更新してください。これらの列値は0より大きくする必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29110: GeneratorSequenceImplまたはBigDecimalとのRowId比較で指定されたクラス・タイプをキャストできません。 
	
原因: 比較に無効な値が指定されました。


	
処置: RowIdと比較する値は、BigDecimalデータ型であるか、BigDecimalに変換可能な他のデータ型である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29111: ビュー基準{0}は和集合VCで、索引{2}にタイプ{1}の無効な要素を含みます。 
	
原因: このビュー基準は和集合問合せ用としてマークされていますが、ViewCriteriaでもViewCriteriaUsageでもないビュー基準要素が含まれています。


	
処置: 和集合ビュー基準には、ViewCriteriaまたはViewCriteriaUsageのみを含めることができます。ビュー基準の定義を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29112: adf-config.xmlまたはTimeZone.getDefault().getID()で定義されたタイムゾーン''{0}''が、Oracleデータベース表V$TIMEZONE_NAMES内に存在しません。使用可能なタイムゾーンをTZ環境変数またはuser.timezone Javaシステム・プロパティに設定してください。 
	
原因: adf-config.xmlまたはTimeZone.getDefault().getID()で定義された値が、Oracleデータベース表V$TIMEZONE_NAMESに存在しないため、タイムゾーンを設定できませんでした。


	
処置: Oracleデータベース表V$TIMEZONE_NAMESで定義された既存のタイムゾーンを、TZ環境変数またはJavaシステム・プロパティuser.timezoneで設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29113: リカバリ可能なデータベース例外が発生しました。リクエストを再試行してください。 
	
原因: リカバリ可能なデータベース例外が発生しました。


	
処置: 新規接続の取得などのリカバリ手順を実行した後に、リクエストを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29114: この例外のメッセージを処理するADFコンテキストが設定されていません。例外スタック・トレースとエラー・コードを使用して、この例外の根本原因を調査してください。根本原因エラー・コードは{1}です 
	
原因: ADFコンテキストがスレッド上で設定されていないため、エラー・メッセージを構成できません。


	
処置: エラー・コードとスタック・トレースを使用して、根本原因を診断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29115: エラー{1}のため、エラー・メッセージを取得できません。例外スタック・トレースとエラー・コードを使用して、この例外の根本的な原因を調査してください。根本原因エラー・コードは{2}です 
	
原因: 根本的な例外の表示メッセージを構成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・コードとスタック・トレースを使用して、根本原因を診断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29116: 読取り専用トランザクションに対するデータ変更は許可されません。 
	
原因: 読取り専用トランザクションでオブジェクトを変更しようとしました。


	
処置: 読取り専用ではないトランザクションでビュー・オブジェクトを使用して、変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-29117: トランザクションのセキュリティ・アクセス・タイプ{0}をアプリケーション・モジュール{1}のセキュリティ・アクセス・タイプ{2}に使用することはできません。 
	
原因: トランザクション・セキュリティ・アクセス・タイプが異なるアプリケーション・モジュールをアクティブ化しようとしました。


	
処置: 同じセキュリティ・アクセス・タイプのトランザクション、またはセキュリティ・アクセス・タイプがないトランザクションを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-29118: Viewobject {0}は、読取り専用アクセス権限があるアプリケーション内に作成できません。 
	
原因: 非保護のビュー・オブジェクトが含まれたアプリケーション・モジュールでビュー・オブジェクトを作成しようとしました。


	
原因: 非保護のビュー・オブジェクトが含まれないアプリケーション・モジュールで、更新可能なビュー・オブジェクトを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-29119: 非保護のviewobject {0}は、読取り専用アクセス権限がないアプリケーション・モジュール内に作成できません。 
	
原因: 更新可能なビュー・オブジェクトが含まれたアプリケーション・モジュールで非保護のビュー・オブジェクトを作成しようとしました。


	
原因: 非保護のビュー・オブジェクトは、更新可能なビュー・オブジェクトが含まれないアプリケーション・モジュールで作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-30000: アプリケーション・モジュール・プール{0}は、すでに作成されています。 
	
原因: アプリケーションは、既存のアプリケーション・プールと同じ名前でアプリケーション・プールを作成しようとしました。


	
処置: アプリケーション・プールを作成するアプリケーション・ロジックを修正してください。指定された名前のプールがプール・マネージャにまだ登録されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30001: Cookie {0}が無効です。 
	
原因: 推奨されていません。


	
処置: 該当なし
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30002: Cookieのプール・シグネチャが無効です。 
	
原因: 推奨されていません。


	
処置: 該当なし
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30003: 次の例外のため、アプリケーション・プール{0}がアプリケーション・モジュールのチェックアウトに失敗しました 
	
原因: プールは、チェックアウト時にアプリケーション・モジュール・インスタンスを作成できませんでした。この例外は通常、プールが無効なアプリケーション・モジュール名、EJBサーバーで構成されている場合か、無効なJDBCユーザー名、パスワード、URLまたはデータソース名が指定されている場合に発生します。


	
処置: この例外の詳細を調べ、このエラーに関する追加情報を確認してください。アプリケーションの構成プロパティを適宜修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30004: チェックアウトされなかったアプリケーション・モジュールは、プール{0}にチェックインされました 
	
原因: アプリケーションが、プールからチェックアウトされていないアプリケーション・モジュールをチェックインしようとしました。


	
処置: 重複するreleaseApplicationModule()の呼出しをアプリケーション・ロジックから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30005: 指定されたプールで作成されていないアプリケーション・モジュール・インスタンスに対して、プール操作を指定しました。 
	
原因: アプリケーションが、当該のアプリケーション・プール・インスタンスによって作成されたのではないアプリケーション・モジュールを使用してアプリケーション・プール・メソッドを呼び出そうとしました。


	
処置: アプリケーション・ロジックを修正してください。アプリケーション・モジュール・インスタンスの取得に使用されたセッションCookieを使用して、そのアプリケーション・モジュール・インスタンスを作成したアプリケーション・プールに対する参照を取得してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30006: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieはアプリケーション・プール{2}の有効なハンドルではありません。このプール・インスタンスへのアクセスにCookieは使用できません。 
	
原因: アプリケーションが、このアプリケーション・プールに登録されていないセッションCookieを使用してそのアプリケーション・プールにアクセスしようとしました。


	
処置: アプリケーション・ロジックを修正してください。このアプリケーションから、アプリケーション・プールを直接参照することはできません。アプリケーション・プール操作はすべて、セッションCookieインタフェースを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30009: スレッドは、すでに使用中の可能性のあるアプリケーション・モジュールを'使用可能'として設定しようとしました。アプリケーション・モジュールの可用性は一度使用可能に設定されると、プール以外からは変更できません。 
	
原因: アプリケーションが、プールでの使用がすでにアクティブであるアプリケーション・モジュールの可用性ステータスを変更しようとしました。


	
処置: アプリケーション・モジュールの可用性ステータスを更新するアプリケーション・ロジックを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30010: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieはアクティブなCookieインスタンスでレプリケートできません。 
	
原因: Webサーバーが、既存でアクティブなCookieでセッションCookieをレプリケートしようとしました。


	
処置: 内部例外です。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30011: Cookie作成中にNULLのセッションCookieアプリケーションID、セッションID、アプリケーション・プール参照 ({0}, {1}, {2})が指定されました。Cookieを作成できませんでした。 
	
原因: アプリケーションが、一連の無効なCookieパラメータを使用してセッションCookieを作成しようとしました。


	
処置: このセッションCookieを作成するアプリケーション・ロジックを修正してください。このCookieのセッションID、アプリケーションID、およびアプリケーション・プールの参照がいずれもnullではないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30012: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieはすでにアプリケーション・プール{2}に登録されています。最初にCookieを削除してください。 
	
原因: アプリケーションが、アプリケーション・プール内でセッションCookieを作成しようとしましたが、このプールにはそのセッションCookieがすでに含まれています。


	
処置: このセッションCookieを作成するアプリケーション・ロジックを修正してください。そのプールで既存のセッションCookieを削除してから、新しいセッションCookieを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30013: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookie環境はCookieがアクティブになってもリセットできません。 
	
原因: アプリケーションが、セッションCookieがアクティブになった後にセッションCookie環境を変更しようとしました。


	
処置: セッションCookie環境を設定するアプリケーション・ロジックを修正してください。セッションCookieがアクティブになる前に実行されるように、セッションCookieを変更するすべてのロジックを移動してください。セッションCookieは、最初にアプリケーション・モジュールの取得に使用された後にアクティブになります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	JBO-30014: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieは、チェックアウトしたアプリケーション・モジュールがあるときにはアプリケーション・プールから削除できません。 
	
原因: セッションCookie環境を設定するアプリケーション・ロジックを修正します。セッションCookieがアクティブになる前に実行されるように、セッションCookieを変更するすべてのロジックを移動してください。セッションCookieは、最初にアプリケーション・モジュールの取得に使用された後にアクティブになります。


	
処置: セッションCookieをアプリケーション・プールから削除するアプリケーション・ロジックを修正してください。 SessionCookie.releaseApplicationModule()は、必ずApplicationPool.removeCookie(SessionCookie)を呼び出す前に呼び出してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30015: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieは使用中はシリアライズできません。 
	
原因: アプリケーションがセッションCookieをシリアライズしようとしましたが、そのCookieがアプリケーション・モジュール・インスタンスをチェックアウトしていたか、そのCookieがクライアント・リクエスト・スレッドによってロックされていました。


	
処置: セッションCookieのアプリケーション・モジュールがアプリケーション・プールに解放され、さらにすべてのクライアント・リクエストのCookieロックが解放された後に、セッションCookieがシリアライズされるように、シリアライズ・ロジックを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30016: セッション{0}とアプリケーション{1}のリクエスト・スレッドが、プール{2}で使用可能なアプリケーション・モジュールを待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: プール内の使用可能なアプリケーション・モジュール・インスタンスを待っている間に、アプリケーションのリクエスト・スレッドがタイムアウトしました。


	
処置: 最大プール・サイズを大きくして、待機タイムアウトを防止してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30017: セッション{0}とアプリケーション{1}のCookieは、アプリケーション・モジュールの予約中はリセットできません。 
	
原因: ApplicationModuleRefが予約済のアプリケーション・モジュール・インスタンスを参照している間に、ApplicationModuleRef.resetState()が呼び出されました。


	
処置: resetStateを呼び出す前に、ApplicationModuleRef.releaseApplicationModule(true, boolean)を使用してアプリケーション・モジュールを解放してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30018: Cookieの構成が指定された構成に一致しません。applicationId: {0}、sessionId: {1}、cookieConfig: {2}、specifiedConfig: {3}。 
	
原因: 指定されたセッションCookieの作成に使用された構成とは異なるconfigNameを使用して、oracle.jbo.http.HttpContainer.findSessionCookieが呼び出されました。


	
処置: 異なるapplicationIdを使用して、個別の構成ごとCookieを識別してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	JBO-30019: アプリケーション{0}、セッション{1}からCookieを使用しようとして、使用不可能なCookie状態が検出されました。 
	
原因: 現在使用可能でないCookieに対して、アプリケーション・プール・メソッドが呼び出されました。別のスレッドによってそのCookieが現在更新されている場合は、Cookieが使用不能状態になる可能性があります。たとえば、次の状況を考えてみてください。1. Cookie 1は、管理された状態のオプションを使用してアプリケーション・モジュールを解放します。2. Cookie 2は、そのアプリケーション・モジュールをリサイクルのターゲットに設定します。3. Cookie 2がCookie 1のアプリケーション・モジュールの状態を受動化する前に、Cookie 1は別のアプリケーション・モジュールを要求します。この場合は、アプリケーション・プールによって使用不能例外がスローされる可能性があります。この例外の発生の大半は、プーリング・フレームワークによって処理する必要があります。


	
処置: この例外は、Oracleサポート・サービスに報告してください。この無効な操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-30020: 無効なSessionCookieリリース・モードが指定されました。applicationId: {0}、sessionId: {1}。 
	
原因: サポートされていないリリース・モードを使用して、oracle.jbo.common.ampool.SessionCookie.releaseApplicationModuleが呼び出されました。


	
処置: 有効なリリース・モード属性を使用してreleaseApplicationModule(int)を呼び出してください。有効なリリース・モードには、SessionCookie.SHARED_MANAGED_RELEASE_MODE、SessionCookie.SHARED_UNMANAGED_RELEASE_MODE、SessionCookie.RESERVED_MANAGED_RELEASE_MODE、SessionCookie.RESERVED_UNMANAGED_RELEASE_MODEがあります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33000: 構成ファイル{0}が見つかりません。 
	
原因: 要求された構成ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 構成ファイルに正しい名前を指定してください。また、指定された構成ファイルがいずれかのアクセス可能パスで見つかることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33001: 構成ファイル{0}がクラスパスに見つかりません。 
	
原因: 要求された構成ファイルがクラスパス内で見つかりませんでした。


	
処置: 指定された構成ファイルがいずれかのクラスパスに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33003: 接続名{0}が定義されていません。 
	
原因: 指定された接続が見つかりませんでした。または、指定された接続の処理中にエラーが発生しました。


	
処置: 接続名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33004: 構成ファイルを解析できません。 
	
原因: 構成ファイルの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 構成ファイルを調べ、有効なXMLファイルであることを確認してください。詳細例外を参照して、追加情報を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33005: 構成{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定された構成パラメータが構成内に見つかりませんでした。


	
原因: 指定された構成パラメータが見つかることが予期されていましたが、見つかりませんでした。構成の内容を調べて、指定された構成パラメータが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	JBO-33006: データソース{0}はサポートされていません。 
	
原因: このエラー・メッセージは、使用されているSQLBuilderがデータソースをサポートしていないことを示します。


	
処置: このSQLBuilderには、データソースを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33007: データソース{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定されたデータソースが見つかりませんでした。


	
処置: データソース名が正しいことを確認してください。詳細例外を調べ、追加情報を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33020: 現在の時刻はSQL文"{0}"からは使用できません。 
	
原因: データベースからの現在時刻の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細例外が存在する場合は、問題の原因に関する追加情報が示されます。詳細例外が提供されなかった場合は、現在時刻を取得するためのSQL文が結果(行)を返さなかったということです。このSQL文が正しいかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33021: ユーザー{0}を認証できません。 
	
原因: ユーザーの認証中にエラーが発生しました。


	
処置: ユーザー認証情報が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セキュリティ










	JBO-33022: スレッド{0}はロック取得待機中にタイムアウトしました。 
	
原因: oracle.jbo.common.Lockで保護されたリソースの待機中に、スレッドがタイムアウトしました。


	
処置: ロックを取得したすべてのスレッドが、finallyコード・ブロックでロックを適切に解放していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33023: スレッド{0}は取得していないセッションCookieのロックを解放しようとしています。 
	
原因: アプリケーションが、保持していなかった{@link oracle.jbo.common.Lock}を解放しようとしました。


	
処置: 内部例外です。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33024: グラフ内のサイクルが原因で、グラフ・ノードをソートできません。 
	
原因: 依存性グラフでサイクルが検出されました。


	
処置: グラフのエッジを確認して、サイクルをすべて削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33025: アプリケーション・モジュール{0}の解放に失敗しました。Cookieハンドルが見つかりません。 
	
原因: Cookieハンドルが欠落しているため、アプリケーション・モジュールを解放できませんでした。


	
処置: 正しく、対応するreleaseAMメソッドを呼び出してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33026: 値は{MinVal}から{MaxVal}の間である必要があります 
	
原因: 入力値は範囲バリデータ・テストに失敗しました。


	
処置: 範囲バリデータ・パラメータ内に収まる値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33027: 値は{MinVal}より大きくする必要があります 
	
原因: 入力値は最小バリデータ・テストに失敗しました。


	
処置: 最小値より大きい値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33028: 値は{MaxVal}より小さくする必要があります 
	
原因: 入力値は最大バリデータ・テストに失敗しました。


	
処置: 最大値より小さい値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33029: 値は{MinLength}文字にする必要があります 
	
原因: 入力値は最小長より長くする必要があります。


	
処置: 最小長より長い値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33030: 値は最大{MaxLength}文字まで可能です 
	
原因: 入力値が最大長を超えていました。


	
処置: 最大長以下の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33031: 値は最小で{MinLength}文字、最大で{MaxLength}文字にする必要があります 
	
原因: 値の長さは、最小(minLen)文字以上で、最大(maxLen)文字以下である必要があります。


	
処置: 最小長と最大長の間の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-33032: 値は{MaxLength}文字にする必要があります 
	
原因: 値は(maxLen)文字と等しくする必要があります。


	
処置: 最大長と同じ長さの値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34000: タイプ{0}のXMLファイルに定義クラス名がありません 
	
原因: 定義Javaクラスの名前がJClient XMLファイルに存在しません。


	
原因: JClient内のメタオブジェクトはすべて、定義オブジェクトのJavaクラスの名前がXMLファイル内に存在している必要があります。デザインタイムでXMLファイルを再生成して、エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34001: イテレータ・バインディング{0}が予期しないクラス{1}です 
	
原因: イテレータ・バインディングのJavaクラスに誤りがあります。一部のコントロールは、JUIterRowBindingとの連携が必要ですが、JUIterRangeBindingとの連携が必要なものもあります。このエラーは、指定されたイテレータ・バインディングが必要なクラスのものではないことを示します。


	
処置: このエラーの原因が、イテレータ・バインディングを指定するクライアント・コードである場合は、コードを修正して、正しいクラスのイテレータ・バインディングを指定してください。このエラーの原因がフレームワーク・コードである場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してスタック・トレースを提供してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34002: アプリケーション・オブジェクトはすでにフォーム・バインディング{0}に対して設定されています。再設定できません 
	
原因: フォーム・バインディングは、アプリケーション(JUApplication)・オブジェクトにすでに登録されています。フォーム・バインディングのアプリケーション・オブジェクトを再設定することは無効です。


	
処置: 通常このエラーはプログラム・エラーを意味します。Oracleサポート・サービスに連絡して、スタック・トレースを提供してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34003: 指定した名前:{0}にバインドするイテレータがありません 
	
原因: 指定された名前のイテレータ・バインディングが見つかりません。


	
処置: 関連付けられたイテレータを変更する前にイテレータ・バインディングの名前を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34004: リスト・バインディングに、LOVイテレータで入力または選択されたアイテムに一致する行が見つかりませんでした。 
	
原因: リスト・バインディング内に選択された値に一致する行が見つかりませんでした。


	
処置: 有効なアイテムを入力するかリストから選択して、LOVイテレータ内の一致する行が見つかるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34005: このアプリケーションからの更新の同期化中に例外が発生しました。完了リストを参照するには「詳細」をクリックしてください。 
	
原因: クライアント・アプリケーションからビジネス・コンポーネント層にデータを同期化中に例外が発生しました。


	
処置: 詳細リストに示された例外を修正してから、変更を再適用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34006: このオブジェクトのイテレータを作成するメソッドはnullを返します。 
	
原因: このイテレータのバインド先であるコレクションがnullを返します。


	
処置: 戻り値を修正して、このイテレータのバインド先として有効なコレクションを使用できるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34007: 値が必須パラメータ{0}に渡されません。 
	
原因: コードのコール、プログラム、またはネスト・コンテナ・ユースケースでのオーバーライドのいずれでも、必須パラメータが設定されていません。


	
処置: 必須パラメータの値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34008: 最終パラメータ{0}は変更できません。 
	
原因: コードのコール、プログラム、またはネスト・コンテナ・ユースケースでのオーバーライドのいずれでも、必須パラメータが設定されていません。


	
処置: 必須パラメータの値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34009: ListBinding定義: {0}が見つかりません。 
	
原因: 指定された使用方法名では、サーバー側のListBindingが見つかりませんでした。


	
処置: リスト・バインディング・メタデータで、サーバー側のListBinding使用方法名を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34010: ディスクリプタ"{0}"がアプリケーション・クラスパスに複数回出現します: - {1} - {2} 
	
原因: cpxクラスパス名は、クラスパス内の別のソースですでに見つかっています。クラスパス内に同じ相対cpx名が複数回出現することは無効です。


	
処置: メッセージで示されたURLのいずれかをリファクタして、そのURLがクラスパス内の異なる相対パッケージで出現するようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34011: バリデータ式{0}は、bindingContainer:{1}の有効なオブジェクトになりませんでした 
	
原因: カスタム・バリデータの式は、名前validateBindingContainerのpublicメソッドを持ち、bindingContainerを唯一のパラメータとして受け取る有効なオブジェクトに解決されませんでした。


	
処置: 別の式を指定するか、この式を修正して、シグネチャpublic validateBindingContainer(DCBindingContainer ctr)を持つメソッドが含まれるクラスに属するオブジェクトに解決されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34012: FacesバージョンがすでにインストールされているときにSwingバインディング・ファクトリを登録しようとしています。 
	
原因: ADFモデル・バインディングには、Facesバインディング・ファクトリがすでにインストールされています。Swingバージョンをインストールしようとすると、バインディング・クラスの非互換性が原因でアプリケーションが壊れます。


	
処置: アプリケーションのpagedef XMLファイルでネームスペース属性のjuimodelへの参照を削除するか、http://xmlns.oracle.com/adfm/uimodelと置き換えてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34013: リスト{0}で空でない文字列および''%''と等しくない文字列を入力して、値のリストをフィルタリングしてください。 
	
原因: 空の文字列または%を入力してリスト・バインディングのリスト・データソースをフィルタリングしようとしました。


	
処置: このリスト・バインディングにバインドされているリスト・コンポーネントで、フィルタリング基準としてこれら以外の任意の文字列を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-34014: 親ノード:{1}の下に、キー:{0}を持つ行に一致する子ノードが見つかりません 
	
原因: 現在の行範囲内では、バックエンド・コレクションから取得された行と一致するノードが見つかりません。


	
処置: この行のノードが見つかる適切な範囲にバックエンド・コレクションをスクロールしてください。行キーがRowIterator内の現在の行範囲外の行のものである場合は、代替のクライアントAPIを使用して行データにアクセスし、このノード・バインドへのコールを避けてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36000: 予期しない式トークンが見つかりました。 
	
原因: 予期しないトークンが見つかりました。


	
処置: 予期しない式トークンが見つかりました。語句のスペルが正しいこと、および式の内容が適切であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36001: カッコの不一致が見つかりました。 
	
原因: カッコの組合せが不適切です。


	
処置: 式を調べて、左カッコが右カッコと対応していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36002: メソッド・コール指定が無効です。","または")"が必要です。 
	
原因: 無効なメソッド・コールです。メソッド・パラメータの後に「,」または「)」が必要ですが、いずれも入力されていませんでした。


	
処置: 式を調べて、メソッドの呼出しを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36003: 式トークンが見つかりません。 
	
原因: トークンが必要です。式の文字列が予期しない形式で終了しています。


	
処置: 式を調べて、式が予期しない形で終了していないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36004: 角カッコの不一致が見つかりました。無効な配列索引が指定されています。 
	
原因: 角カッコの組合せが不適切です。


	
処置: 式を調べて、左角カッコ(配列索引用)が右角カッコと対応していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36005: 変数{0}が見つかりません。 
	
原因: 変数が見つかりません。


	
処置: 式を調べて、変数名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36006: {0}を{1}に変換できません 
	
原因: データを変換できません。


	
処置: データをあるクラスから別のクラスに変換できません。式を調べ、データ割当てが互換性がないデータ変換の原因となっていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36007: バイナリ操作{0}は文字列には無効です。 
	
原因: 無効なバイナリ操作を2つの文字列に対して実行しようとしました。


	
処置: 操作IDを調べ、式を修正して、文字列に対して無効なバイナリ操作が実行されないようにしてください。式のランタイムでは、加算のみが2つの文字列間の有効なバイナリ操作として認識されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-36008: BETWEEN演算子のANDセパレータが見つかりません。かわりにトークン{0}が見つかりました。 
	
原因: BETWEEN演算子が見つかりましたが、2つの比較式のANDが見つかりません。


	
処置: 式の文字列を確認してください。BETWEENの正しい構文は、testVal BETWEEN value1 AND value2です。式パーサーはANDキーワードを見つけることができませんでした。式を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-55001: タイプ{1}の値をタイプ{0}の値に設定することはできません。 
	
原因: Variantユーティリティに予期しないタイプが指定されました。


	
処置: この例外の報告に従って必要なタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-55002: バリアント・タイプ{0}が無効です。 
	
原因: 検証ルールからVariantユーティリティに渡されたデータ型が無効です。これは、コンポーネントのXMLファイル内のXMLメタデータ定義が壊れていることが原因として考えられます。


	
処置: 提示された検証ルールに応じてコンポーネントXMLを修正します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-55003: バリアント名{0}が無効です。 
	
原因: 検証ルールからVariantユーティリティに渡されたバリアント・タイプの名前が無効です。これは、コンポーネントのXMLファイル内のXMLメタデータ定義が壊れていることが原因として考えられます。


	
処置: 提示された検証ルールに応じてコンポーネントXMLを修正します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56001: データ・オブジェクト{0}の行値がありません。 
	
原因: SDOValueStoreの行値がnullです。


	
処置: nullの行値でSDOValueStoreを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56002: オブジェクト{1}での操作{0}はサポートされていません。 
	
原因: 無効なサービス操作を呼び出そうとしました。


	
処置: このサービス操作がデザインタイムで定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56003: 非永続属性{0}をデータベース・モードビュー基準で使用することはできません。 
	
原因: DB ViewCriteriaItemに非永続属性が使用されています。


	
処置: 属性が永続であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56004: 非ViewLinkアクセッサ属性{0}を、ネストされたビュー基準を含むビュー基準アイテムに使用することはできません。 
	
原因: 非ViewLinkアクセッサが、ネストされたViewCriteriaが含まれるDB ViewCriteriaItemに使用されています。


	
処置: この属性がViewLinkアクセッサであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56005: ネームスペースが{1}、名前が{2}のViewObject {0}に対するSDOタイプが見つかりません。 
	
原因: ViewObjectのSDOタイプが見つかりません。


	
処置: ビュー・オブジェクトがSDOに対応していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56006: ComplexTypeまたはDataTypeのSDOプロパティ{0}には、属性{3}の{2}に対して競合値{1}があります。 
	
原因: ComplexTypeの非値プロパティで、入力値が競合しています。


	
処置: 同じComplexType非値プロパティに対しては、ペイロードに同じ値があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56007: ベース・ビュー・オブジェクト{1}からのSDOデータ・オブジェクト{0}にViewObjectが見つかりません。 
	
原因: 特定のSDOタイプに対応するViewObjectが見つかりません。


	
処置: 必ず有効なViewObjectにマップする有効なSDODataObjectが渡されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56008: 名前{0}のマップされた値がビュー・オブジェクト{1} 属性{2}に見つかりません。 
	
原因: 特定の指定名にマップされた値が見つかりません。


	
処置: PropertySetに必要な名前/値を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56009: 値{0}のマップされた名前がビュー・オブジェクト{1} 属性{2}に見つかりません。 
	
原因: 特定の指定値にマップされた値が見つかりません。


	
処置: PropertySetに必要な名前/値を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56010: 比較操作{0}は、属性{1}のViewCriteriaItemに対して無効です。 
	
原因: 試行した操作がViewCriteriaItemに対して無効です。


	
処置: この操作の入力値を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56101: 非永続属性{0}をソートできません。 
	
原因: DB SortCriteriaに非永続属性が使用されています。


	
処置: 属性が永続であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56102: ビュー属性{0}に指定された依存性が、基礎となるエンティティ属性に指定された依存性と競合しています。 
	
原因: ビュー属性の依存性がエンティティ属性の依存性と競合しています。


	
処置: ビュー属性とエンティティ属性の両方で依存性が指定されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56103: ビュー・オブジェクト{0}の準備ができていません。 
	
原因: これは、findByAltKey (バグ7455860)やcreateAndInitRow (バグ7504211)のように、prepareVOForQueryがコールされていない宣言ビュー・オブジェクトに対する操作の試行時に、ViewObjectImplによってスローされる例外です。


	
処置: findByAltKeyやcreateAndInitRowを初めてコールする前に、ViewObjectImpl.prepareVOForQueryをコールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-56104: エンティティ{0}は、ストリーミング属性タイプ(Blob、Clobなど)があるため、バッチ・モードに設定できません。 
	
原因: ストリーミング属性タイプ(BLOBやCLOBなど)があるエンティティでバッチ・モードを設定しようとしました。


	
処置: このエンティティのメタデータからBatchThreshold値を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	JBO-80000: 接続はすでにオープンしています。 
	
原因: すでにオープンされ、アクティブな状態のURL接続で、オープン操作を実行しようとしました。


	
処置: 接続でオープン操作を起動する前に、クローズ操作がコールされたことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80001: 接続がオープンされていません。 
	
原因: 接続をオープンせずに、URLと対話しようとしました。


	
処置: URLとの対話を開始する前に、接続がオープンされてアクティブになっていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80002: 接続の説明を作成できません。 
	
原因: URLConnectionのためのメタデータ・フラグメントを作成中に、内部エラーが発生しました。


	
処置: 新規URL接続の作成に必要な詳細が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80003: 操作が無効です。接続はすでにプールに解放されています。 
	
原因: すでにプールに解放されている接続で操作を実行しようとしました。


	
処置: 接続へのアクティブな新規参照を接続コンテキストから取得してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80004: 認証プロバイダ"{0}"を初期化できません。 
	
原因: 認証プロバイダを記述するメタデータが破損したか、認証用にメタデータに登録されたクラスをロードできませんでした。


	
処置: アプリケーションのクラス・パスでクラスを使用できることを確認してください。破損したメタデータを復元できない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: その他










	JBO-80005: 接続を作成できません。接続メタデータが無効です。 
	
原因: リポジトリ内の接続メタデータが、外部的な編集により破損した可能性があります。


	
処置: 破損したメタデータを回復するには、 Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: その他










	JBO-80006: 接続インスタンスを作成できません。リソース・エンドポイントが指定されていません。 
	
原因: リソース・エンドポイントへのURI/URLが指定されなかったため、URLConnectionを作成できませんでした。


	
処置: 接続を作成するには、有効なURL/URIを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80007: 接続のオープンに失敗しました。リソース・エンドポイント"{0}"が存在しません。 
	
原因: 接続を作成した後、URLリソースにアクセスできませんでした。接続でファイアウォールの外側のHTTP URLリソースを記述する場合、URLにアクセスするためのプロキシ設定が正しく設定されていない可能性があります。


	
処置: URLがアクティブでアクセス可能であることを確認してください。接続でファイアウォールの外側のHTTP URLを記述する場合、プロキシ設定が正しいかどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	JBO-80008: プロキシはファイル接続プロトコルに対してサポートされていません。 
	
原因: ファイル接続プロトコルのプロキシ情報を設定しようとしました。


	
処置: ファイル接続プロトコルに対してプロキシ構成はサポートされていません。この接続に対して行われたプロキシ構成を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他
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	MDS-00001: メタデータ・サービス・レイヤーの例外 
	
原因: メタデータ・サービス・レイヤーで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は通常、原因例外に説明されています。原因例外を説明したメッセージを検索し、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00002: 予期しない内部エラー 
	
原因: 予期しない内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-00003: データベースに接続中のエラー 
	
原因: メタデータ・リポジトリへのデータベース接続が確立できませんでした。


	
処置: 問題を解決するにはデータベース管理者またはシステム管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00005: XML要素またはテキスト"{0}"が見つかりません 
	
原因: メタデータ・オブジェクトにカスタマイズを適用中にドキュメント内をトラバースしましたが、指定されたローカル名または指定されたデータを含むテキスト・ノードのXML要素が見つかりませんでした。内部メモリー内のMDocument構造が破損している可能性があります。


	
処置: 操作を再試行してください。問題が続く場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-00008: 属性"{0}"は、メタデータ・オブジェクト{3}の要素{1}ネームスペース{2}には使用できません。 
	
原因: 要素スキーマ定義に準拠していない属性を要素に追加しようとしました。


	
処置: Bean APIが使用されている場合は、Beanの再生成が必要かどうかを確認してください。それ以外の場合は、有効な属性を要素定義で調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00010: DuplicateRefException。ドキュメント{0}に、同じID {1}の要素が複数あります。 
	
原因: すでにドキュメントに存在するIDを使用して要素が追加されていたか、既存のドキュメントに同じIDの要素が複数ありました。


	
処置: IDの重複がないように要素のIDを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00011: 無効な構成情報のため、構成オブジェクトまたはMDSInstanceを作成できません: {0} 
	
原因: MDS構成が無効でした。


	
処置: MDS仕様を参照して構成を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00012: メタデータ・オブジェクト{3}内の属性{1} (type = "{2}")の値"{0}"は無効です 
	
原因: 指定した属性の値が無効でした。たとえば、このエラーは指定したJNDI接続名が正しくない場合に発生する可能性があります。


	
処置: 有効な属性値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00013: メタデータ・オブジェクト"{0}"のメタデータが見つかりません 
	
原因: 指定されたメタデータ・オブジェクトがMDSで見つかりませんでした。


	
処置: メタデータ・オブジェクトの名前と場所、および構成されたメタデータ・ストアでの存在を確認し、アクセス可能なネームスペースにそのオブジェクトがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00015: ドキュメント"{0}"内の翻訳が無視されました。localRef "{1}"の要素が見つかりません 
	
原因: 翻訳対象の基礎となる要素が見つからないため、翻訳を適用できませんでした。


	
処置: 要素が必要な場合は、ベース・ドキュメントとカスタマイズ設定を確認してその要素を検索してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00016: カスタマイズ・レイヤー"{2}"/"{3}"のメタデータ・オブジェクト"{1}"にあるインストラクション・タイプ"{0}"のカスタマイズを無視しています。ローカル参照が"{4}"の要素がみつかりません 
	
原因: カスタマイズ対象の基礎となる要素が見つからないため、カスタマイズが適用されませんでした。


	
処置: 要素が必要な場合は、ベース・ドキュメントとカスタマイズ設定を調べてその要素を検索してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00017: ローカル参照を使用したカスタマイズ・インストラクション: "{0}"はアップグレードできません。 
	
原因: カスタマイズ・インストラクションに、アップグレード操作には安全と見なせないローカル参照が含まれていました。


	
処置: カスタマイズ・インストラクションに使用されているローカル参照がアップグレード操作中に安全であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00018: カスタマイズ・レイヤー"{2}"/"{3}"のメタデータ・オブジェクト"{1}"にあるインストラクション・タイプ"{0}"のカスタマイズが修正されました。ローカル参照"{4}"の参照要素が見つかりません。最適な場所でカスタマイズ要素が挿入されました。 
	
原因: 参照要素が見つからないため、カスタマイズは修正されました。


	
処置: 必要に応じて、カスタマイズ要素の位置を修正します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00019: カスタマイズ・ドキュメントに無効なインストラクション"{0}"が含まれています。 
	
原因: 適用中のカスタマイズ・ドキュメントに認識できないインストラクションが含まれていました。


	
処置: 操作を再試行してください。必要に応じてカスタマイズ・ドキュメントを削除するか、編集して問題のインストラクションを修正または削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00020: レイヤー値"{0}"に無効な文字が含まれています。 
	
原因: 無効な文字を持つレイヤー値を使用しています。


	
処置: レイヤー値は、MDSのネーミング規則に従う必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00029: 無効なネームスペース: ネームスペース"{0}"がMetadataManagerに登録されていません。 
	
原因: 不明な場所またはネームスペースのドキュメントにアクセスしようとしました。


	
処置: 報告されたネームスペースがMDS構成に登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00032: 入力ファイルを解析できません: {0} 
	
原因: ファイルの解析中に例外が発生しました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00033: 入力ファイルをロードできません: {0} 
	
原因: ファイルのロード中に例外が発生しました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00034: 出力ファイルに書き込めません: {0} 
	
原因: 出力ファイルへの書込みに失敗しました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00035: クラス: {0}をロードできません。 
	
原因: クラス・ファイルをロードできませんでした。


	
処置: クラスがクラスパスにあり、アプリケーションによりロードできることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00036: クラスをインスタンス化できません: {0} 
	
原因: クラスのインスタンス化中に例外が発生しました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00037: クラスにアクセスできません: {0} 
	
原因: アクセス不能なクラス・ファイルにアクセスしようとしました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00039: SAXを使用してドキュメント{0}を解析中にエラーが発生しました。 
	
原因: ドキュメントを解析しようとしてSAX解析例外が発生しました。


	
処置: 付随するエラーを記録してアプリケーションの開発者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00040: 登録されたネームスペースがありません。 
	
原因: 試行した操作には登録済のネームスペースが少なくとも1つ必要です。


	
処置: MDS構成を修正して、必要なネームスペース・スキーマを含めてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00041: 無効なクラスパス・エントリ"{0}" 
	
原因: アプリケーションのクラスパス上のエントリが存在しなかったか、無効でした。


	
処置: アプリケーションのクラスパスを修正して無効なエントリを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00042: クラスパス"{0}"に有効なディレクトリまたはjarファイルが含まれていません。 
	
原因: アプリケーションのクラスパスに有効なエントリが含まれていませんでした。


	
処置: アプリケーションのクラスパスを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00043: パス{0}の名前パターン・マッピングはすでに存在します。 
	
原因: MDS構成に重複するネームスペース・マッピングがありました。


	
処置: 重複するネームスペース・マッピングを削除するにはMDS構成を修正する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00044: {0}という名前のMetadataObject用メタデータは構成ストアにすでに存在します。 
	
原因: 新規のメタデータ・オブジェクトを作成しようとしましたが、同じMDSReferenceのオブジェクトがすでに存在しました。


	
処置: いずれかのオブジェクトの名前または場所を変更する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00047: 変更をコミットするにはMDSSessionでflushChangesメソッドを使用してください。 
	
原因: 使用中のPTransactionではコミットが無効になっていました。


	
処置: 変更をコミットするにはMDSSessionでflushChangesメソッドを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00054: ロードするファイル{0}が存在しません。 
	
原因: 永続ドキュメントをURLを使用してロードしようとしましたが、基礎となるドキュメントがストア内に見つかりませんでした。


	
処置: ドキュメント名が正しいことと、ストアが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00058: 無効なメタデータ・パス: メタデータ・パスはnullにできません。 
	
原因: FileMetadataStoreの作成に使用するパスが空でした。ディレクトリを指している必要があります。


	
処置: アプリケーション構成内のメタデータ・ストア定義を修正して、メタデータ・パスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00068: タイプ定義を検出できません: ネームスペース= {0}、ローカル名= {1}、ファイル位置= {2} 
	
原因: 指定されたスキーマ内に存在しない定義の検索がリクエストされました。


	
処置: ドキュメントに、示されたネームスペースのスキーマ内に定義された要素のみが含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00084: パラメータ {0} は無効です。 
	
原因: 指定されたパラメータは必要なタイプではありませんでした。


	
処置: 必要なタイプのパラメータであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00085: パラメータ{0}がありません。 
	
原因: 名前指定パラメータが指定されていません。


	
処置: 名前指定パラメータが指定されていることを確認してください。ドキュメントを転送する場合はパラメータ・ファイル名が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00089: パラメータ{0}には値を指定する必要があります。 
	
原因: 必須パラメータがnullでした。


	
処置: 指定したパラメータがメソッドのコール時にnullでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00090: MDSInstance名{0}、JNDI名{1}のJNDI参照操作のエラー: 見つかったオブジェクト{2}は、クラス{3}およびクラスローダー{4}のインスタンスですが、クラス{5}およびクラスローダー{6}のインスタンスが必要でした。 
	
原因: 予期しないタイプのオブジェクトが見つかり、MDSインスタンスとしてJNDIコンテキストにバインドされていました。


	
処置: ユーザーが記述したコードが同じJNDI名にバインドしていないことを確認してください。エラーが再度発生する場合、アプリケーションを再起動してください。それでもエラーが発生する場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-00091: {0}をカスタマイズできません。ヒント・カスタマイズ・レイヤー{1}の値が空またはnullです 
	
原因: ヒントとして構成されたカスタマイズ・レイヤーの値がnullまたは空です。


	
処置: ヒント・カスタマイズ・レイヤーに対して有効な値が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00092: DuplicateNodeException。同じBeanインスタンス{0}がすでにドキュメント{1}にあります。 
	
原因: ドキュメント内にすでに同じBeanインスタンスとして存在する要素が追加されていました。


	
処置: 新規Beanインスタンスを作成するか、ドキュメントに挿入する前に重複を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00093: カスタマイズ・レイヤー{0}に指定された値のリストが空またはnullでした。 
	
原因: カスタマイズ・レイヤー値のリストが空またはnullでした。


	
処置: カスタマイズ・レイヤーに対して有効なレイヤー値のリストが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00094: 指定されたCustLayerUsageオブジェクトのリストが空またはnullでした。 
	
原因: CustLayerUsageオブジェクトのリストが空またはnullでした。


	
処置: 有効なCustLayerUsageオブジェクトのリストが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00095: CustConfigに基づいたカスタマイズ・ドキュメントの転送、および特定のカスタマイズ・レイヤーのカスタマイズ・ドキュメントの除外は、まだサポートされていません。 
	
原因: CustOptionは、CustConfigに基づいてカスタマイズ・ドキュメントを転送し、MDS転送ではまだサポートされていない特定のカスタマイズ・レイヤーのカスタマイズ・ドキュメントを除外するために作成されます。


	
処置: CustConfigを使用して、特定のカスタマイズ・レイヤーのカスタマイズ・ドキュメントを除外するためのCustOptionが作成されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00111: コンポーネント{1}のプロパティ{0}の値は、デフォルト値に設定する必要があります。 
	
原因: 指定されたコンポーネント・プロパティにはデフォルト値がありませんでした。


	
処置: コンポーネント・プロパティにデフォルト値が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00153: インジケータの値が無効です 
	
原因: マージされたXMLの作成に失敗しました。


	
処置: XMLドキュメントおよびすべてのスキーマの有効性を確認してください。必要に応じて、これらを例外メッセージおよびスタック・トレースとともにOracleサポート・サービスに転送してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: データ










	MDS-00154: ContentHandler {0}はorg.xml.sax.ext.LexicalHandlerを実装していません。 
	
原因: MergedXMLにorg.xml.sax.ext.LexicalHandlerを実装していないContentHandlerが渡されました。


	
処置: org.xml.sax.ext.LexicalHandlerを実装したContentHandlerを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00155: ドキュメント{0}のJSPファイルを作成できません 
	
原因: Oracle MDSでJSPソース・ドキュメントを作成できませんでした。


	
処置: MDSのベース・ドキュメントの他に、カスタマイズ設定と翻訳をすべて調べてください。必要に応じて、これらをOracleサポート・サービスに転送してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ファイル










	MDS-00156: JSP出力ディレクトリ{0}を作成できません 
	
原因: ディレクトリの作成中に問題が発生したため、MDS-JSP統合に失敗しました。


	
処置: このディレクトリを作成する権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00157: JSPファイル{0}に書き込めません 
	
原因: ファイルへの書込み中に問題が発生したため、MDS-JSP統合に失敗しました。


	
処置: このファイルを作成する権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00158: 無効なディレクトリ: {0} 
	
原因: MDS-JSP統合に失敗しました。無効なディレクトリに書き込もうとしました。


	
処置: 無効なディレクトリの値を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00159: ドキュメント{4}の{1}属性(type = "{2}")の値"{0}"が無効です。 
	
原因: 属性に無効な値を書き込もうとしました。


	
処置: 値と属性タイプを再確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00160: リソースのローカル名が指定されていません 
	
原因: 名前を指定せずにリソースを作成しようとしました。


	
処置: 作成されたリソースにローカル名が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00161 ローカル名が指定されていません 
	
原因: ローカル名を指定せずにリソースを作成しようとしました。


	
処置: 作成されたリソースにローカル名が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00162: 無効な属性値 
	
原因: 属性に無効な値を指定しようとしました。


	
処置: 属性の値が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00163: 要素にプロパティ値がありません 
	
原因: 要素にプロパティ値がありませんでした。


	
処置: 要素を作成するために使用される各パラメータにプロパティ値があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00164: ドキュメント"{0}"に対する同時"{1}"操作があります。 
	
原因: 変更中のドキュメントは、取得後に別のユーザーによって更新されました。


	
処置: ドキュメントを再度取得してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00165: メタデータ・オブジェクト"{0}"が変更されています 
	
原因: 別のユーザーにより競合する変更が行われたため、メタデータ・オブジェクトの作成、更新または名前変更に失敗しました。


	
処置: メタデータ・オブジェクトを含むドキュメントを再度取得してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00166: 要素{2}に構成された一意識別子{0}:{1}を検出できません 
	
原因: 一意識別子の必要な要素が一意識別子なしで作成されました。


	
処置: 要素に一意識別子属性を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00167: マッピング"{0}"の無効なローカル名 - 空の文字列は使用できません。 
	
原因: ローカル名にnullまたは空の値が指定されました。


	
処置: 有効なローカル名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00168: MDSオブジェクト{0}は、それ自身またはそのMDSInstanceまたはPManagerが解放された後に使用されています。 
	
原因: MDSオブジェクトは、それ自身またはそのMDSInstanceまたはPManagerが解放された後に使用されました


	
処置: 新規のMDSInstanceを作成してMDSオブジェクトを再作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	MDS-00169: メタデータのデプロイメントが進行中のため(ステータス"{0}")、MDSインスタンスの使用準備ができていません。これまでのデプロイメント・メッセージは"{1}"です。 
	
原因: MDSインスタンスはメタデータのデプロイメントが完了するまで使用できません。


	
処置: メタデータのデプロイメントが完了した後に再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00170: メタデータのデプロイメントがステータス"{0}"で失敗したためMDSインスタンスは使用可能でありません。 
	
原因: 指定されたステータスでメタデータのデプロイメントが失敗しました。


	
処置: エラーを修正し、MDSアプリケーション・ランタイムMBean上のimportMAR操作を使用してアプリケーションのメタデータを再デプロイしてください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00171: ドキュメント"{0}"にはすでに、このセッションでこのメタデータ・オブジェクトの他のインスタンスについての未保存の更新があります。 
	
原因: 同じメタデータ・オブジェクトのインスタンスを同じセッション内で同時に複数使用して、メタデータを更新しようとしました。


	
処置: すでに更新があるメタデータ・オブジェクトで変更を保存した後でこのメタデータ・オブジェクトを他のメタデータ・オブジェクトを介して更新してみるか、更新がすでに行われたメタデータ・オブジェクトで更なる変更を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00172: ドキュメント{3}で挿入または更新されている{2}要素上のローカル一意属性{1}の値"{0}"は、兄弟要素によってすでに使用されています。 
	
原因: 同じ親を共有する要素上に同じ値の2つのローカル一意属性を設定しようとしました。


	
処置: 挿入または更新されている要素上のローカル一意属性に別の値を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00173: ドキュメント{2}の要素{1}の属性{0}がnull値です。 
	
原因: 指定した属性の値がnullでした。


	
処置: 属性にnull以外の値を指定するか、属性を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00500: ドキュメント{0}を保存するメタデータ・ストアが構成されていません。 
	
原因: 書込み可能なストアが構成されていないときにドキュメントを保存しようとしました。


	
処置: ドキュメントを保存するには書込み可能なメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00501: メタデータ・ストアが構成されていないためドキュメント{0}を削除できません。 
	
原因: 書込み可能なストアが構成されていなかったためドキュメントの削除に失敗しました。


	
処置: ドキュメントを削除するには、書込み可能なメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00503: メタデータ・パス"{0}"には有効なディレクトリが含まれていません。 
	
原因: メタデータ・パスが空か、メタデータ・パス上のディレクトリが存在しませんでした。


	
処置: メタデータ・パスが空でないことおよびメタデータ・パス上のディレクトリが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00504: メタデータ・ストア"{1}"が読取り専用のため、ドキュメント{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストア上へのドキュメントの作成に失敗しました。


	
処置: ドキュメントを作成するには、書込み可能なメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00505: メタデータ・ストア"{1}"が読取り専用のため、ドキュメント{0}の保存に失敗しました 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストアにドキュメントを保存しようとして失敗しました。


	
処置: ドキュメントを保存するには、書込み可能なメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00506: パッケージ{0}がメタデータ・ストアに存在しないため、その子リソースの取得に失敗しました 
	
原因: 指定されたパッケージがメタデータ・ストアに存在しなかったため、パッケージの子リソースが見つかりませんでした。


	
処置: パッケージがメタデータ・ストアに存在することを確認してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00507: メタデータ・ストア"{1}"が読取り専用のため、ドキュメント{0}の削除に失敗しました 
	
原因: 読取り専用のメタデータ・ストアからドキュメントを削除しようとして失敗しました。


	
処置: ドキュメントを削除するには、書込み可能なメタデータ・ストアを指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00508: {0}には読み取る内容がありません。 
	
原因: 空のメタデータを読み取ろうとしました。


	
処置: メタデータに有効なコンテンツがあることを確認してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00509: ファイル{1}のドキュメント{0}の削除に失敗しました 
	
原因: ドキュメントの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: ドキュメントが存在することを確認してから操作を再試行するか、ストア内に存在するドキュメントを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00510: ドキュメント{0}がメタデータ・パス"{1}"に見つからないため、読取りに失敗しました 
	
原因: 読み取るドキュメントが見つかりませんでした。


	
処置: メタデータ・パスが正しく、ドキュメントがそのメタデータ・パスに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00511: ファイル{1}でのドキュメント{0}の作成に失敗しました 
	
原因: ファイル・ストアでのドキュメントの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00512: ファイル{1}がすでに存在するため、ドキュメント{0}の作成に失敗しました 
	
原因: メタデータ・ストアにすでに存在するファイルを作成しようとしました。


	
処置: 作成するファイルに別の名前を指定するか、まず既存のファイルを削除してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00513: ディレクトリ{1}がすでに存在するため、パッケージ{0}の作成に失敗しました 
	
原因: 同じ名前のディレクトリがすでに存在するため、パッケージの作成に失敗しました。


	
処置: 作成するパッケージに別の名前を指定してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00514: ファイル{1}へのドキュメント{0}の保存に失敗しました 
	
原因: ファイルへのドキュメントの保存中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00515: メタデータ・リポジトリでのドキュメント{0}の作成に失敗しました 
	
原因: メタデータ・リポジトリでのドキュメントの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00516: ドキュメント{0}はすでにメタデータ・リポジトリに存在するため、作成に失敗しました 
	
原因: ドキュメントがすでに存在しているため、メタデータ・リポジトリでのドキュメントの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 別の名前を指定するか、まず既存のドキュメントを削除してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00517: パッケージ{0}はすでにメタデータ・リポジトリに存在するため、作成に失敗しました 
	
原因: パッケージがすでに存在しているため、メタデータ・リポジトリでのパッケージの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 別のパッケージ名を指定するか、まず既存のパッケージを削除してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00518: メタデータ・リポジトリでのパッケージ{0}の作成に失敗しました 
	
原因: メタデータ・リポジトリでのパッケージの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00519: メタデータ・リポジトリからのドキュメント{0}の削除に失敗しました 
	
原因: メタデータ・リポジトリからのドキュメントの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00520: ドキュメント{0}はメタデータ・リポジトリにないため、読取りに失敗しました 
	
原因: ドキュメントはメタデータ・リポジトリにないため読み取られませんでした。


	
処置: ドキュメント名が正しく、メタデータ・リポジトリに存在することを確認してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00521: メタデータ・リポジトリからのドキュメント{0}の読取り中にエラーが発生しました 
	
原因: メタデータ・リポジトリからのドキュメントの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00522: メタデータ・リポジトリへのドキュメント{0}の保存に失敗しました 
	
原因: メタデータ・リポジトリへのドキュメントの保存中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00526: ドキュメント{0}のSAX解析イベントの生成に失敗しました 
	
原因: XMLドキュメントの解析中にエラーが発生しました。


	
処置: XMLドキュメントが整形式であることを確認してください。アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00531: "{1}:"プロトコルへの出力がサポートされていないため、"{0}"への書込みに失敗しました 
	
原因: プロトコルがサポートされていないため、変更されたメタデータのURLへの書込みに失敗しました。


	
処置: サポートされているプロトコルに対して変更されたメタデータの書込みを再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00533: 例外: ドキュメント"{2}"内の無効なMDS参照"{1}"付き{3}属性"{0}"は、タイプ付き依存性としてデータベース・リポジトリに格納されていません。 
	
原因: 指定された属性からタイプ付き依存関係を追加中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00534: 例外: ドキュメント{2}内の{3}サブオブジェクト{0}には、一意識別子に対する無効な値{1}があります。このサブオブジェクトからのタイプ付き依存性はデータベース・リポジトリに格納されていません。 
	
原因: コンポーネントのIDが無効なため、エラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション・メタデータの正しいID値を指定してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00535: PManagerに関連付けられたTypeManagerを初期化後に変更することはできません 
	
原因: 初期化後にTypeManagerをPManagerに関連付けようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-00536: PManagerに関連付けられたFileTypeManagerを初期化後に変更することはできません 
	
原因: 初期化後にFileTypeManagerをPManagerに関連付けようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-00537: {0}から{1}に名前を変更できません。 
	
原因: 名前変更操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 名前変更操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00538: メタデータ・ストア"{1}"が読取り専用のため、ドキュメント{0}の名前変更に失敗しました 
	
原因: メタデータ・ストアが読取り専用に構成されていたため、名前変更操作中にエラーが発生しました。


	
処置: ドキュメントの名前を変更するには、書込み可能な、読取り専用ではないストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00539: ドキュメントはそのソース・ストア内でのみ名前変更できます。この名前変更操作の新しい名前{1}は古い名前{0}と同じストアにマップされていません。 
	
原因: 名前変更操作中にエラーが発生しました。名前変更操作において新しい名前が無効であったため、名前変更されたドキュメントが別のメタデータ・ストアに格納されました。


	
処置: 元のドキュメントを含む同じメタデータ・ストアにマップする有効な新しいドキュメント名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00541: 非XMLドキュメント{0}に対してSAXイベントは生成できません。 
	
原因: 非XMLドキュメントに対してSAXイベントを生成しようとしました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00547: Webコンテンツからのパッケージに対してサーブレット・コンテキストからの読取り操作はサポートされていません。 
	
原因: Webコンテンツからのパッケージに対して読取り操作を実行しようとしましたが、サポートされていません。


	
処置: 読取り操作はサポートされていないため、処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00550: 同一トランザクション内で複数のストアに及ぶ更新はできません。 
	
原因: 同一トランザクション内で複数のストアに及ぶ更新を実行しようとしました。


	
処置: ドキュメントが存在するストアと同じストアに保存されることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00551: パッケージ{0}は空でないため、削除に失敗しました 
	
原因: 空でないパッケージを削除しようとしました。


	
処置: 削除対象のパッケージのコンテンツを削除してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00552: ディレクトリ{1}のパッケージ{0}の削除に失敗しました 
	
原因: パッケージのディレクトリの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 他のアプリケーションでそのディレクトリからファイルが開かれていないことを確認し、操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00554: 指定されたストア内にパッケージ{0}が見つかりません。 
	
原因: 指定したパッケージ名が無効だったため、リクエストされた操作は完了しませんでした。


	
処置: 有効なパッケージ名を指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00555: partitionName {0}が無効です。 
	
原因: 指定したパーティション名が無効だったため、リクエストされた操作は完了しませんでした。


	
処置: 有効なパーティション名を指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00557: リソース{0}がすでにロックされているか変更中です。 
	
原因: すでに別のユーザーによって変更中だったドキュメントを変更しようとしました。


	
処置: 別のユーザーによりロックが解放された後にドキュメントの変更を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	MDS-00558: partitionName {0}が使用できません。 
	
原因: その名前のパーティションは存在しませんでした。


	
処置: 存在するパーティション名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00559: 名前{0}のパーティションはすでに存在します。 
	
原因: 新規パーティションを作成するために指定された名前は、すでに別のパーティションにより使用されていました。


	
処置: 新規パーティションに別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00560: MDSリポジトリとアーカイブの互換性がありません。リポジトリ・バージョンは{0}ですが、アーカイブ・バージョンは{1}です。 
	
原因: MDSリポジトリと指定されたアーカイブの互換性がありませんでした。


	
処置: ターゲットのMDSリポジトリをアップグレードするか、互換性のあるアーカイブを使用して操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: アップグレード










	MDS-00561: タイプ{0}のメタデータ・ストアに対して作成操作はサポートされていません。 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストアで新規のドキュメントまたはパッケージを作成しようとしました。


	
処置: 書込み可能メタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00562: タイプ"{0}"のメタデータ・ストアに対して削除操作はサポートされていません。 
	
原因: 読取り専用のメタデータ・ストアからドキュメントを削除しようとしました。


	
処置: 書込み可能メタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00563: タイプ"{0}"のメタデータ・ストアに対して保存操作はサポートされていません。 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストアにドキュメントを保存しようとしました。


	
処置: 書込み可能メタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00564: タイプ"{0}"のメタデータ・ストアに対してGUID機能はサポートされていません。 
	
原因: GUIDをサポートしていないメタデータ・ストアからGUIDによりドキュメントを取得しようとしました。


	
処置: GUIDをサポートするDBMetadataStoreなどのメタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00565: タイプ"{0}"のメタデータ・ストアに対して、名前変更操作はサポートされていません。 
	
原因: 読取り専用のストアでドキュメントまたはパッケージの名前を変更しようとしました。


	
処置: 書込み可能メタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを再構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00566: {0}のDOMコンテンツがNULLです。 
	
原因: 指定されたDOMドキュメント・コンテンツがnullでした。


	
処置: 有効なDOMコンテンツを指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00567: 構成で読取り専用モードが有効になっているため、ドキュメント"{0}"のメタデータの変更を基礎となるストアに書き込めません。 
	
原因: メンテナンス操作に対して変更が無効に設定されている一方でメタデータを変更しようとしました。


	
処置: 構成で読取り専用モードが指定されないようにアプリケーションを再構成し、書込み可能メタデータ・ストアを使用してメタデータの変更を永続化してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00568: "{0}"が無効なためMetadataStoreの初期化に失敗しました 
	
原因: URLストア・マッピングが無効でした。


	
処置: 有効なURLストア・マッピングを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00569: "{1}"からドキュメント{0}を読み取れません 
	
原因: URLメタデータ・ストアからのドキュメントの読取り中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。問題が続く場合はURLメタデータ・ストアが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00570: 名前またはコンテンツが、{0}のMDSリポジトリ・スキーマ・サイズを超えています。 
	
原因: メタデータ名またはコンテンツがスキーマ・サイズを超えました。


	
処置: メタデータ名またはコンテンツの長さを短くしてから操作を再試行してください。名前とコンテンツに許可されたサイズは、ドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00571: {0}のBeanコンテンツがNULLです。 
	
原因: Beanコンテンツがnullでした。


	
処置: 有効なBeanコンテンツを指定してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00572: DBContextがnullのため、ConnectionManagerの取得に失敗しました 
	
原因: DBContext値がnullです。また、すでに解放されたMetadataStore、PManagerまたはMDSInstanceを使用すると、このエラーになる可能性があります。


	
処置: すでに解放されたメタデータ・ストア、PManagerまたはMDSInstanceを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00573: メタデータ・ストアは、すでにPManagerに関連付けられています。 
	
原因: PManagerまたはMDSInstanceの作成用に指定されたPConfigは、すでに別のPManagerまたはMDSInstanceにより使用されています。


	
処置: PManagerまたはMDSInstanceを作成する場合は、新規のPConfigを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00574: ドキュメント{0}は構成されたメタデータ・ストアに存在しません。 
	
原因: ロック中のドキュメントが、構成されたメタデータ・ストアに存在しませんでした。


	
処置: ロックするドキュメントが存在し、ドキュメント名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00575: {0}の書込みロックの取得に失敗しました 
	
原因: ドキュメントの書込みロックを取得しようとして失敗しました。


	
処置: 失敗に関する実際の原因の詳細は、アプリケーション・ログの原因例外メッセージを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00576: メタデータ・ストア"{1}"が読取り専用のため、{0}の処理に失敗しました 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストアでメタデータを変更しようとしました。


	
処置: ドキュメントを変更するには書込み可能なメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00577: デフォルトの待機時間間隔内に{0}の読取り/書込みロックを取得できませんでした 
	
原因: 待機時間間隔内にファイルの読取り/書込みロックを取得できませんでした。


	
処置: しばらくしてから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00578: リポジトリへの書込み中のクリティカル・エラーのため、ドキュメント{0}の処理に失敗しました 
	
原因: メタデータ・ドキュメントがリポジトリに書き込まれているときにクリティカル・エラーが発生しました。


	
処置: リポジトリ・エラーを解決するために原因例外メッセージの詳細を付けてアプリケーション管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00579: ドキュメント{0}のバージョン{1}はリポジトリにありません。 
	
原因: ドキュメントの指定されたバージョンが存在しません。


	
処置: ドキュメントの既存のバージョンを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00580: {0}に対する操作は、metadata-store-usage {0}の構成にmetadata-storeが定義されていなかったため失敗しました。 
	
原因: 不完全な構成です。metadata-store-usageにmetadata-storeが定義されていません


	
処置: 空のmetadata-store-usageに対してmetadataStoreを定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00581: ファイル・リポジトリ{1}内のパーティション{0}の削除中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル・リポジトリまたはパーティションで表されるディレクトリは読取り専用です。


	
処置: リポジトリおよびパーティションへのメタデータ・パスが存在し、書込み可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00582: MetadataStore{0}は書込み可能ですが、getMetadataStoreCommunicator()メソッドをオーバーライドします。 
	
原因: 書込み可能ですがMetadataStoreCommunicatorインタフェースをサポートしないMetadataStoreが構成に使用されています。


	
処置: 適切なMetadataStoreCommunicatorインスタンスを戻すように、MetadataStoreクラス内のgetMetadataStoreCommunicator()をオーバーライドしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00583: {0}の読取り/書込みロックが見つからなかったため、解除できませんでした。 
	
原因: 読取り/書込みロックは、すでにロック・キャッシュから削除されていたため、解除できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-00584: MDSリポジトリとアーカイブのデータベース・プラットフォームが異なります。リポジトリのデータベース・プラットフォームは{1}ですが、アーカイブのプラットフォームは{0}です。 
	
原因: MDSリポジトリのプラットフォームと指定されたアーカイブの互換性がありませんでした。


	
処置: プラットフォーム互換性のあるアーカイブを使用して操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00585: メタデータ・ストア"{0}"が読取り専用のため、デプロイメント系統の作成に失敗しました 
	
原因: 読取り専用メタデータ・ストアにデプロイメント系統を作成しようとしました。リポジトリ内のデプロイメント系統はアプリケーション名およびMARモジュール名を表します。


	
処置: デプロイメント管理をサポートするメタデータ・ストア(通常はDBMetadataStore)を構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00586: ArchiveMetadataStoreは、MDS転送操作での使用のみに制限されています。ArchiveMetadataStoreでのファイルの読取りまたは書込みは、転送以外ではサポートされていません。 
	
原因: 転送以外で、ArchiveMetadataStoreでのファイルの読取りまたは書込みを実行しようとしました。


	
処置: ArchiveMetadataStoreは転送以外ではサポートされていません。MDS転送操作でこのArchiveMetadataStoreを使用するか、他のMetadataStoreを使用してファイルを保存してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00588: 最終アーカイブ・ファイルの名前を{0}に変更できなかったため、元のアーカイブ・ファイル{0}を最終アーカイブ・ファイル{1}で置き換えることはできません。 
	
原因: 最終アーカイブ・ファイルの名前を元のアーカイブ・ファイルの名前に変更できませんでした。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00589: 最終アーカイブ・ファイル{0}の作成中にエラーが発生しました。 
	
原因: 最終アーカイブの作成中に例外が発生しました。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00590: アーカイブ・ファイル{0}の入力/出力ストリームを開く際または閉じる際にエラーが発生しました。 
	
原因: アーカイブ・ファイルの入力/出力ストリームを開く際または閉じる際に例外が発生しました。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00591: ArchiveMetadataStoreでは"{0}"操作はサポートされていません。 
	
原因: サポートされていない操作をArchiveMetadataStoreで実行しようとしました。


	
処置: サポートされている操作についてはArchiveMetadataStore javadocを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00592: 一時ディレクトリのFileMetadataStore接続の初期化中にエラーが発生しました。 
	
原因: 一時ディレクトリのFileMetadataStore接続の初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00593: アーカイブ{1}からファイル{0}を読み取れません。 
	
原因: アーカイブからの指定されたファイルの読込み中にI/O例外が発生しました。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00594: ファイル{0}をアーカイブ{1}に書き込めません。 
	
原因: アーカイブへの指定されたファイルの書込み中にI/O例外が発生しました。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、対応する処理を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00595: アーカイブ・ファイル・パスで指定された親ディレクトリ{0}は存在しません。アーカイブ・ファイル{1}のArchiveMetadataStoreを作成できません。 
	
原因: アーカイブ・ファイル・パスで指定された親ディレクトリは存在しません。


	
処置: アーカイブ・ファイル・パスに有効な親ディレクトリを指定して、ArchiveMetadataStoreを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00596: ドキュメント{0}が"{1}"に見つからないため、読取りに失敗しました 
	
原因: 読み取るドキュメントが見つかりませんでした。


	
処置: ドキュメントを読み取る前に、ドキュメントがArchiveMetadataStore内にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00597: アーカイブ・ファイル{0}を開くのに失敗しました。アーカイブ・ファイル{0}のArchiveMetadataStoreを作成できません。 
	
原因: 指定されたアーカイブ・ファイルを開けませんでした。


	
処置: 有効なアーカイブ・ファイルでArchiveMetadataストアを作成してみてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00598: アーカイブ・ファイル{0}へのエクスポート中に中間アーカイブを作成できません。 
	
原因: 中間アーカイブ・ファイルをデフォルトの一時ファイル・ディレクトリに作成できなかったか、I/Oエラーが発生した可能性があります。


	
処置: 詳細は原因例外を確認し、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00599: アーカイブ・ファイル{0}のアーカイブ・メタデータ・ストアへの接続を取得できません。 
	
原因: アーカイブ・メタデータ・ストアへの接続の取得中に問題が発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00601: XLIFFドキュメントに無効なターゲット言語{0}が含まれています。 
	
原因: 指定されたターゲット言語はnullまたは空でした。


	
処置: 有効なターゲット言語を指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00703: {2}リソースはパッケージの子とみなされないため、名前{0}はパッケージ{1}の有効な名前でありません。 
	
原因: 指定された子リソースはパッケージの子ではありませんでした。


	
処置: 有効な子リソース名を指定してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00704: コンポーネント{2}のプロパティ{1}の値{0}は無効です 
	
原因: 無効なプロパティ値が指定されました。


	
処置: 有効なプロパティ値を入力して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00771: {0} "{1}"のあるコンポーネントはすでに存在します。 
	
原因: 指定されたコンポーネントはすでに存在していました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00907: 同じ名前のドキュメントまたはパッケージがすでに存在しているため、ドキュメント"{0}"を保存できません 
	
原因: 同じ名前のドキュメントまたはパッケージがすでにリポジトリに存在していました。別のユーザーにより作成された直後であった可能性があります。


	
処置: 操作を再試行してください。必要に応じて、保存するオブジェクトに別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00908: 同じ名前のドキュメントまたはパッケージがすでに存在しているため、パッケージ"{0}"を作成できません 
	
原因: 同じ名前のドキュメントまたはパッケージがすでにリポジトリに存在していました。別のユーザーにより作成された直後であった可能性があります。


	
処置: 操作を再試行してください。必要に応じて、保存するオブジェクトに別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00910: データベース順序MDSが破損しているため、またはその他の内部エラーのため、ドキュメントを保存できません。 
	
原因: 一意のドキュメントIDを生成するために使用されたデータベース順序が破損していたか、または他の内部エラーによって一意制約の違反が発生しました。


	
処置: メタデータを別のMDSデータベース・リポジトリ・パーティションにデプロイした後、操作を再試行してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00911: 名前が"{0}"でバージョンが{1}のドキュメントはリポジトリに存在しません。 
	
原因: ドキュメントはMDSリポジトリに見つかりませんでした。


	
処置: ドキュメントに正しい名前を指定して操作を再試行してください。ドキュメントが別のユーザーにより削除されていないか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00912: MDSリポジトリと中間層の互換性がありません。リポジトリ・バージョン"{0}"が、リポジトリに必要な最低のバージョン"{1}"より古いバージョンです。 
	
原因: MDSリポジトリが中間層に必要な最低のバージョンより古いバージョンでした。


	
処置: MDSリポジトリを必要なバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: アップグレード










	MDS-00913: MDSリポジトリと中間層の互換性がありません。MDSバージョン"{0}"がMDSに必要な最低のバージョン"{1}"より古いバージョンです。 
	
原因: MDSバージョンが、MDSリポジトリを使用するために必要な最低のバージョンより古いバージョンでした。


	
処置: MDSライブラリを必要なバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: アップグレード










	MDS-00914: 競合する名前やタイプの削除済ドキュメントまたはパッケージがすでに存在しているため、ドキュメント"{0}"を保存できません 
	
原因: リポジトリに、同じ名前のドキュメントまたはパッケージ、または不正なタイプの親パッケージが削除済バージョンとしてすでに存在しています。


	
処置: リポジトリから競合するリソースを削除するか、新規リソースが無効であることを確認します。必要に応じて、保存するオブジェクトに別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00915: MDSリポジトリが、メタデータのダンプまたはリストアに必要な中間層との互換性がありません。 
	
原因: MDSリポジトリが、メタデータのダンプまたはリストアに必要な中間層の最低のバージョンより古いバージョンでした。


	
処置: MDSリポジトリを新しいバージョンにアップグレードしてから操作を再試行するか、互換性のある中間層を使用して操作を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: アップグレード










	MDS-00916: {0}用に構成されたMetadataStoreはデプロイ管理をサポートしません。 
	
原因: リソース用に構成されたメタデータ・ストアはデプロイ管理をサポートしませんでした。


	
処置: デプロイ管理はMDSリポジトリの11.1.1.4.0 (11gR1 PS3パッチセット)以降のバージョンでサポートされています。リポジトリをこれ以降のバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00918: MDSリポジトリの接続詳細が不完全です。値"{0}"が無効です 
	
原因: MDSリポジトリの接続詳細が無効であるか存在しませんでした。


	
処置: 構成のMDSリポジトリ詳細に正しい値を指定して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00919: 内部エラー: このリポジトリのデータベース・コンテキストが破損している可能性があります。 
	
原因: データベース・コンテキストが無効でした。


	
処置: 構成のリポジトリ詳細が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00922: ConnectionManager "{0}"をインスタンス化できません。 
	
原因: ConnectionManagerクラスのインスタンス化中にエラーが発生しました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	MDS-00923: サンドボックス"{0}"を作成できません 
	
原因: サンドボックスの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージ・ログで正確な失敗の原因を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00928: 無効なドキュメント参照です。カスタマイズ変換ドキュメントの名前ではパッケージ"cust"がパッケージ"trans"の前にくる必要があります。 
	
原因: 内部MDSドキュメント(パッケージmdssys内)に無効な名前が見つかったか、無効な名前を持った名前オブジェクトを作成しようとしました。


	
処置: 内部MDS用に予約されているpath要素"mdssys"を含んだパッケージ名またはドキュメント名を使用しないでください。必要に応じて、無効なドキュメントをメタデータ・ストアから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-00929: JNDIコンテキストで名前"{0}"を参照できません 
	
原因: 初期コンテキストに使用する実装クラスが見つかりませんでした。


	
処置: システム・プロパティまたはアプリケーション・リソース・ファイルを使用して環境プロパティが構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00930: 登録されているデータソースのJNDIロケーションの詳細が不完全です。 
	
原因: JNDIロケーションの詳細が不完全でした。


	
処置: 完全なJNDIロケーション情報を構成に指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00931: データベースのバージョンは{0}.{1}ですが、MDSには{2}.{3}以上が必要です。 
	
原因: データベースのバージョンはMDSリポジトリのホスティングに必要な最低のデータベース・バージョンより古いバージョンです。


	
処置: データベースを必要な最低のバージョンにアップグレードしてください。データベース管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: アップグレード










	MDS-00932: 不明なデータベース・ベンダー{0} 
	
原因: データベース・ベンダーを識別できませんでした。


	
処置: サポートされているデータベース・ベンダーでMDSリポジトリがホストされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: インストール










	MDS-00933: URL "{0}"を使用してデータ・ソースを作成できません 
	
原因: 指定されたURLを使用したデータ・ソースの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 指定されたURLが正しいことを確認して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00934: XDBはデータベース・プラットフォーム{0}でサポートされていません。 
	
原因: XDB以外のデータベースにXMLメタデータを格納しようとしました。


	
処置: 正しいMDSリポジトリが使用されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-00935: 最大接続再試行数({0})の後も操作を完了できません。 
	
原因: 操作の実行中にエラーが発生しました。


	
処置: データベースが稼働していることを確認してください。後で操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 高可用性










	MDS-00936: 高速接続フェイルオーバーは、基礎となるデータベース接続({0})ではサポートされていません。 
	
原因: 基礎となるデータベース接続では高速接続フェイルオーバーはサポートされていませんでしたが、構成ファイルまたはプログラムのいずれかで接続の再試行がtrueに設定されていました。


	
処置: データベース接続を停止して再起動した後に高速接続フェイルオーバーを使用できるよう設定するか、接続の再試行をtrueに設定しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 高可用性










	MDS-00937: コミットやロールバックなどのローカル・トランザクション操作が、接続"{0}"上のグローバル・トランザクションで使用できません。 
	
原因: データベース接続はグローバル・トランザクション用に構成されていましたが、MDSがグローバル・トランザクションをサポートするよう構成されていませんでした。


	
処置: データベース接続をローカル・トランザクションを使用するよう再構成してください。MDSデータソース上の"tx-level"属性を"local"に変更します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-00938: ADFライブラリ・クラス・ローダーを取得できません 
	
原因: MDSではADFライブラリからのリソースの取得が必要ですが、ADFライブラリ・クラス・ローダーを取得できません。


	
処置: リソースを標準jarではなくADFライブラリに再パッケージする必要があるかを検討してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01059: 名前が{0}のドキュメントがソース・メタデータ・ストアにありません 
	
原因: 転送するドキュメントがソース・メタデータ・ストアに存在しませんでした。


	
処置: ドキュメント名が正しく、ソース・メタデータ・ストアに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01061: リスナー{0}はインスタンス化できません。 
	
原因: リスナー・クラスは存在しませんでした。


	
処置: リスナー・クラスの名前が正しいことを確認してください。そのクラスがクラス・パスで使用可能なことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01104: 指定されたパターンに一致する処理用のドキュメントが見つかりません 
	
原因: 指定されたパターンまたはドキュメント名に一致するドキュメントがソース・メタデータ・ストアに見つかりませんでした。


	
処置: 別のパターンまたはドキュメント名を指定するか、ドキュメントを検索する別のメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01105: ラベル{0}が無効です 
	
原因: ソース・メタデータ・ストアに対して指定されたラベルが存在しませんでした。


	
処置: ラベル名が正しいことを確認するか、ソース・メタデータ・ストアに存在するラベルを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01106: TransferTypeRestriction {0}を、指定されたTransferType {1}に関連付けることができません。 
	
原因: 指定されたTransferTypeRestrictionを、指定されたTransferTypeに関連付けることができません。


	
処置: 指定されたTransferTypeRestrictionが、指定されたTransferTypeに対して有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01107: ポスト転送ラベルをターゲット・ストア内に作成できません。 
	
原因: ポスト転送ラベルをターゲット・ストア内に作成できません。原因例外メッセージを調べて根本原因を見つけてください。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01108: ExtendedTransferTypeに対してTransferTypeをnullにできません。 
	
原因: ExtendedTransferTypeを作成するために指定されたTransferTypeがnullでした。


	
処置: 有効なTransferTypeを指定してExtendedTransferTypeを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01109: ArchiveMetadataStore内に構成されたターゲット・アーカイブはすでに存在します。ドキュメントを既存のアーカイブ・ファイルにエクスポートすることはできません。 
	
原因: ターゲット・アーカイブはすでに存在します。ドキュメントを既存のアーカイブにエクスポートすることはできません。


	
処置: 存在しないアーカイブ・ファイルにドキュメントをエクスポートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01110: サンドボックスのエクスポート操作は、データベース・メタデータ・ストアからアーカイブ・メタデータ・ストアにのみ可能です。 
	
原因: サンドボックスのエクスポート操作で、ソース・メタデータ・ストアがデータベースではないか、ターゲット・メタデータ・ストアがアーカイブではありません。


	
処置: サンドボックスのエクスポート操作では、ソース・メタデータ・ストアをデータベースにし、ターゲット・メタデータ・ストアをアーカイブにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01111: サンドボックスのインポート操作は、アーカイブ・メタデータ・ストアからデータベース・メタデータ・ストアにのみ可能です。 
	
原因: サンドボックスのインポート操作で、ソース・メタデータ・ストアがアーカイブ・メタデータ・ストアではないか、ターゲット・メタデータ・ストアがデータベースではありません。


	
処置: サンドボックスのインポート操作では、ソース・メタデータ・ストアをアーカイブ・メタデータ・ストアにし、ターゲット・メタデータ・ストアをデータベースにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01112: サンドボックスのエクスポート/インポート操作の転送ユニット・リストには、少なくとも1つの転送ユニットが必要です。 
	
原因: サンドボックスのエクスポート/インポート操作の転送ユニット・リストが空です。


	
処置: サンドボックスのエクスポート/インポート操作では、少なくとも1つの転送ユニットが転送されるようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01113: 新規のサンドボックスへのインポート操作には、サンドボックス・メタデータ・ファイルが必要です。 
	
原因: 新規のサンドボックスへのインポート操作において、ソース・アーカイブ・メタデータ・ストアにサンドボックス・メタデータ・ファイルがありません。


	
処置: 内容がサンドボックスからエクスポートされており、サンドボックス・メタデータ・ドキュメントが含まれているアーカイブ・ストアからのみ、新規のサンドボックスにインポートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01114: サンドボックスのインポート操作でインポートされるサンドボックスと同じ名前のサンドボックスが、ターゲット・メタデータ・ストアに存在します。 
	
原因: 同じ名前のサンドボックスがターゲット・メタデータ・ストアにすでに存在しており、サンドボックスの作成を強制するフラグがtrueに設定されていません。


	
処置: サンドボックスのインポート操作で、forceSBCreationのtrueをTransferParams.createForSandboxImport()に渡すか、または、ターゲット・メタデータ・ストアにすでに存在する、同じ名前のサンドボックスを破棄してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01115: サンドボックス・エクスポート操作のソース・サンドボックスにメタデータが含まれていません。 
	
原因: エクスポート操作のソース・サンドボックスはメタデータで作成されていません。


	
処置: メタデータで作成されたサンドボックスからエクスポートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01116: インポート操作の既存のターゲット・サンドボックスにメタデータが含まれていません。 
	
原因: 既存のサンドボックスへのインポート操作におけるターゲット・サンドボックスは、メタデータで作成されませんでした。


	
処置: メタデータで作成された既存のサンドボックスにインポートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01117: サンドボックス・アーカイブは既存のサンドボックスにインポートされました。 
	
原因: 既存のサンドボックスにインポートされたアーカイブには、サンドボックス・メタデータが含まれます。


	
処置: 標準アーカイブ(サンドボックス・メタデータを含まない)のみを、既存のサンドボックスにインポートしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01118: ソースMDSデータベース・リポジトリのバージョンが古いため、サンドボックスのエクスポート操作機能がサポートされていません。 
	
原因: サンドボックスからドキュメントを転送するにはサンドボックス・メタデータが必要です。現在使用中のソース・ストアはサンドボックス用のメタデータの保存をサポートしません。


	
処置: サンドボックス・メタデータはMDSリポジトリの11.1.1.4.0 (11gR1 PS3パッチセット)以降のバージョンでサポートされています。リポジトリをこれ以降のバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01119: ターゲットのMDSデータベース・リポジトリのバージョンが古いため、サンドボックスのインポート操作機能がサポートされていません。 
	
原因: サンドボックスからドキュメントを転送するにはサンドボックス・メタデータが必要ですが、現在使用中のターゲット・ストアはサンドボックス用のメタデータの保存をサポートしません。


	
処置: サンドボックス・メタデータはMDSリポジトリの11.1.1.4.0 (11gR1 PS3パッチセット)以降のバージョンでサポートされています。リポジトリをこれ以降のバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01120: ソースのMDSデータベース・リポジトリのバージョンが古いため、サンドボックスの転送ユニット・リスト作成の機能がサポートされていません。 
	
原因: サンドボックスからドキュメントを転送するにはサンドボックス・メタデータが必要です。現在使用中のソース・ストアはサンドボックス用のメタデータの保存をサポートしません。


	
処置: サンドボックス・メタデータはMDSリポジトリの11.1.1.4.0 (11gR1 PS3パッチセット)以降のバージョンでサポートされています。リポジトリをこれ以降のバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01121: MDSTransferでドキュメント"mds-transfer-config.xml"を読み取れませんでした。 
	
原因: ソース・ストアからの/meta-inf/mds-transfer-config.xmlドキュメントの読取りに失敗しました。原因例外を参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。


	
処置: 原因例外を説明したメッセージを検索してから、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01122: ユーザーが更新したドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するためにmds-transfer-config.xmlで指定されているメタデータ・オブジェクト名"{0}"は、有効なメタデータ・オブジェクト名ではありません。 
	
原因: ユーザーが更新したドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するために/meta-inf/mds-transfer-config.xmlで指定されているメタデータ・オブジェクト名は、有効なメタデータ・オブジェクト名ではありません。


	
処置: mds-transfer-config.xmlで指定されているドキュメント名は有効なメタデータ・オブジェクト名であり、特殊なドキュメント名になっていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01123: ユーザーが更新したドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するためにmds-transfer-config.xmlで指定されているメタデータ・パス"{0}"は、有効なメタデータ・パスではありません。 
	
原因: ユーザーが更新したドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するために/meta-inf/mds-transfer-config.xmlで指定されているメタデータ・パスは、有効なメタデータ・パスではありません。


	
処置: mds-transfer-config.xmlで指定されたメタデータ・パスが有効なメタデータ・パスであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01150: 参照がnullまたは空です。 
	
原因: 参照値がnullまたは空でした。


	
処置: 空またはnullでない有効な参照値を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01151: ID/LocationPath参照がnullまたはありません。 
	
原因: ID/LocationPath参照値がnullまたは空でした。


	
処置: 空やnullでない有効なID/LocationPath参照を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01153: LocationPath式"{0}"が無効です 
	
原因: LocationPath式が無効でした。


	
処置: 有効なLocationPath形式を使用してください。LocationPath式は、"/text()"または"/text()[x]"の形式に従う必要があります。"x"はテキスト・ブロックの索引です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01154: LocationPath式"{0}"が無効です 
	
原因: LocationPath式のノード索引が無効でした。


	
処置: LocationPath式のノード索引を1より大きいか等しい数に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01158: ベース・ドキュメントが必要です。参照"{0}"は特殊ドキュメントです。 
	
原因: ベース・ドキュメントが必要でしたが、参照は特殊ドキュメントでした。


	
処置: 有効なベース・ドキュメントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01159: 絶対ドキュメント参照が必要です。参照"{0}"にはローカル参照の部分があります。 
	
原因: 指定された参照は必要なタイプでありませんでした。


	
処置: 参照が必要なタイプであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01160: 絶対ドキュメント参照が必要です。参照"{0}"はドキュメントへの相対参照です。 
	
原因: 指定された参照は必要なタイプでありませんでした。


	
処置: 参照が必要なタイプであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01161: 参照"{0}"に無効な文字"{1}"があります。 
	
原因: 指定された参照はMDSのネーミング規則に従っていませんでした。


	
処置: 有効な文字を参照に使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01162: 参照"{0}"に無効なXML属性文字があります。 
	
原因: 指定された参照はMDSのネーミング規則に従っていませんでした。


	
処置: 有効な文字を参照に使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01163: 無効な参照"{0}" 
	
原因: 指定された参照はMDSのネーミング規則に従っていませんでした。


	
処置: 参照がMDSのネーミング規則に従っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01164: 翻訳ドキュメントに対して無効な参照"{0}"です 
	
原因: 指定された参照には必要なドキュメント拡張子(.xlf)がありませんでした。


	
処置: 翻訳ドキュメントの正しい拡張子(.xlf)を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01165: カスタマイズ・ドキュメントに対して無効な参照"{0}"です 
	
原因: 指定された参照には必要なドキュメント拡張子(.xml)がありませんでした。


	
処置: カスタマイズ・ドキュメントの正しい拡張子(.xml)を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01166: メタデータ拡張ドキュメントに対して無効な参照"{0}"です。 
	
原因: 指定された参照には必要なドキュメント拡張子(.rdf)がありませんでした。


	
処置: メタデータ拡張ドキュメントの正しい拡張子(.rdf)を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01167: LocationPath式"{0}"で使用する接頭辞"{1}"に対するネームスペースの宣言がありません。 
	
原因: LocationPath式が不完全でした。


	
処置: 有効なLocationPathの形式を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01168: パーティション名"{0}"が文字"{1}"で開始または終了しています。パーティション名には先行または後続のスペース、"."、"-"を含めることはできません 
	
原因: 指定された名前に先行または後続のスペース、"."、"-"が含まれていました。


	
処置: パーティション名がパーティションに対するMDSのネーミング規則に従っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01169: パーティション名"{0}"に無効な文字"{1}"があります。 
	
原因: 指定されたパーティション名がMDSのネーミング規則に従っていませんでした。


	
処置: パーティション名に有効な文字を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01170: パーティション名がnullまたは空です。 
	
原因: パーティション名の値がnullまたは空でした。


	
処置: 空またはnullでない有効なパーティション名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01171: レイヤー名"{0}"とレイヤー値"{1}"を連結して生成されたID接頭辞が、有効なMDS IDではありません。 
	
原因: レイヤー名とレイヤー値を連結して生成されたID接頭辞が、MDS IDネーミング規則に従っていません。


	
処置: レイヤー名とレイヤー値を連結して生成されたID接頭辞が、MDSのネーミング規則に従っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01200: この操作はサポートされていません。 
	
原因: MDS問合せ操作を実行しようとしましたが、この特別な操作はサポートされていません。


	
処置: スタックのバックトレースと操作の内容をメモしてOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-01201: 問合せ条件の作成時に無効なパラメータは使用できません。 
	
原因: クラスConditionFactoryに無効なパラメータが渡されました。


	
処置: スタックのバックトレースと操作の内容をメモしてOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-01205: 問合せの実行中にSQLエラーが発生しています: バインド{1}の"{0}"。 
	
原因: データベース・ストアに対するMDS問合せがSQLエラーになりました。


	
処置: スタックのバックトレースと操作の内容をメモし、レポートされたSQL問合せとエラーとともにOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-01206: 問合せの配列サイズはゼロより大きい必要があります。 
	
原因: MDS問合せで、正でないフェッチ単位サイズが指定されました。


	
処置: スタックのバックトレースと操作の内容をメモしてOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-01207: ロケーション・パスに指定された接頭辞"{0}"のネームスペース・マッピングがありません。 
	
原因: XPathの評価中にネームスペース接頭辞が使用されましたが、この接頭辞はネームスペースにマップされませんでした。


	
処置: スタックのバックトレースと操作の内容をメモしてOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	MDS-01250: ファイル・パス"{0}"が存在しません。 
	
原因: 無効なパスが指定されました。


	
処置: 有効なファイル・パスを使用して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01251: パラメータ・ファイル{0}のドキュメント要素にネームスペースがありません。 
	
原因: 指定されたパラメータ・ファイルにネームスペースがありませんでした。


	
処置: パラメータ・ファイルに有効なネームスペース情報を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01252: パラメータ・ファイル{0}には{1}または{2}のいずれかの定義が必要です。 
	
原因: パラメータ・ファイルにソース・ストア情報もターゲット・ストア情報も指定されていません。


	
処置: パラメータ・ファイルにソースおよびターゲット・ストア情報があることを確認して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01253: パラメータ・ファイル{0}には{1}および{2}の両方の定義を含めないでください。 
	
原因: ソース・ディレクトリからターゲット・ディレクトリへの転送を実行しようとしました。ソースとターゲットの両方をディレクトリとすることはサポートされていません。


	
処置: 正しいソースおよびターゲット定義を指定してください。ソースまたはターゲットのいずれかがメタデータ・ストアである必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01254: パラメータ・ファイル{0}にsourceStoreとtargetStoreの同じストア定義が含まれています。 
	
原因: 転送元と転送先を同じストアにしようとしました。sourceStoreの定義とtargetStoreの定義を同じにすることはできません。


	
処置: 正しいソース情報とターゲット情報を指定してください。ソースまたはターゲットのストア定義を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01255: プロパティ{0}が指定されていません。 
	
原因: 必要なプロパティがパラメータ・ファイルにありませんでした。


	
処置: パラメータ・ファイルを確認して必要なプロパティを指定してください。正しい構文はMDSのドキュメントを参照してください。サンプル・パラメータ・ファイルもドキュメントの一部です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01258: プロパティ{1}の値{0}は無効です。 
	
原因: 無効なプロパティ値がパラメータ・ファイルに指定されました。


	
処置: 有効なプロパティ値を指定してください。正しい構文はMDSのドキュメントを参照してください。サンプル・パラメータ・ファイルもドキュメントの一部です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01259: メタデータ・ストア"{0}"はインスタンス化できません。 
	
原因: メタデータ・ストアのクラスのインスタンス化中にエラーが発生しました。


	
処置: パラメータ・ファイルに正しい値が指定されていることを確認してください。アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01260: コマンドライン引数の処理に失敗しました 
	
原因: 無効なコマンドライン・パラメータが指定されました。


	
処置: 有効なコマンドライン・パラメータを指定して操作を再試行してください。ツール・パラメータの構文についてMDSのドキュメントを参照するか、ヘルプ・メッセージを表示するにはパラメータなしでツールを実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01262: 読取り専用ターゲット・メタデータ・ストアで転送操作に失敗しました 
	
原因: 転送に使用されるターゲット・メタデータ・ストアが読取り専用(たとえばクラスパス・ストア)でした。


	
処置: 書込み可能なターゲット・メタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01263: ソース・メタデータ・ストアが読取り専用のため、リソース{0}での操作に失敗しました 
	
原因: 読取り専用ソース・メタデータ・ストアの可変メタデータ・オブジェクトを削除、作成、更新または取得しようとしました。


	
処置: 書込み可能なソース・メタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01264: 指定された要素には"カスタマイズ"または"翻訳"のいずれかの構成を含む必要があります。 
	
原因: 要素にカスタマイズまたは翻訳のいずれの構成もありませんでした。


	
処置: 転送パラメータ・ファイルで有効なMDS構成の有無を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01265: 無効なパラメータ・ファイル{0}です。理由: <{1}:{2}> {3} 
	
原因: 指定されたパラメータ・ファイルが有効ではありませんでした。


	
処置: 有効なパラメータ・ファイルを指定してください。正しい構文はMDSドキュメントを参照してください。サンプル・パラメータ・ファイルもドキュメントの一部です。正しい構文はサンプル・パラメータを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01266: 指定されたドキュメント名{1}の指定されたカスタマイズ・クラス{0}に関連するカスタマイズ・ドキュメントがありません。 
	
原因: 指定されたカスタマイズ・クラスに関連するカスタマイズ・ドキュメントが存在しませんでした。


	
処置: 関連するカスタマイズ・ドキュメントの転送が必要だった場合は、ドキュメントが存在することを確認してください。それ以外の場合は処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01267: 指定されたドキュメント名{1}の指定されたロケール{0}に関連する翻訳ドキュメントが見つかりません。 
	
原因: 指定されたロケールに関連する翻訳ドキュメントが存在しませんでした。


	
処置: 関連する翻訳ドキュメントの転送が必要だった場合は、ドキュメントが存在するかどうかを確認してください。それ以外の場合は処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01268: 指定されたドキュメント名{0}に関連する拡張メタデータ・ドキュメントがありません。 
	
原因: 指定されたドキュメント名に関連する拡張メタデータ・ドキュメントが存在しませんでした。


	
処置: ドキュメントの転送が必要だった場合は、ドキュメントが存在することを確認してください。それ以外の場合は処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01270: 左カッコと右カッコが一致しません。 
	
原因: 左カッコまたは右カッコがありませんでした。


	
処置: 指定されたネームスペース・マッピングを確認および修正してください。左カッコにはそれぞれ同等の右カッコが必要です。その逆も同様です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01271: 依存性レジストリを取得できません。 
	
原因: 依存関係レジストリの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。問題が続く場合は原因例外を説明したメッセージを検索し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01272: mds-webapp-config.xmlファイルを読み取れません 
	
原因: mds-webapp-config.xmlファイルが無効でした。


	
処置: アプリケーションのmds-webapp-config.xmlが整形式で有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01273: ネームスペース{1}にマップされたソース・メタデータ・ストアが読取り専用のため、リソース{0}に対する操作に失敗しました。 
	
原因: 読取り専用ソース・メタデータ・ストアの可変メタデータ・オブジェクトを削除、作成、更新または取得しようとしました。


	
処置: 書込み可能なソース・メタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01301: 要素"{1}"、ネームスペース"{0}"は、親"{3}"、ネームスペース"{2}"の下の有効な子ではありません。 
	
原因: 間違ったタイプの子要素を追加、挿入または置換しようとしました。


	
処置: スキーマ定義を確認し、子要素が正しいタイプであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01302: スキーマ・ファイル"{0}"のロードに失敗しました 
	
原因: スキーマ定義の処理中にXMLEFレイヤーで例外が発生しました。


	
処置: 原因例外を説明したメッセージを検索してから、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01303: スキーマ・ファイル"{0}"からの構文の登録に失敗しました 
	
原因: スキーマ定義の追加中にXMLEFレイヤーで例外が発生しました。


	
処置: 原因例外を説明したメッセージを検索してから、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01305: スキーマ・ファイル"{0}"の検索に失敗しました。 
	
原因: スキーマ定義ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: スキーマ・ファイル名が正しく、ファイルが正しい場所にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01306: Webアプリケーションからの構文は1回のみ追加できます。 
	
原因: Webアプリケーションからの構文を追加するメソッド・コールが複数ありました。


	
処置: 指定のMDSInstanceおよびServletContextに対して構文定義がすでに追加されていることを確認してください。追加されている場合は、複数回追加するコールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01307: 処理用のスキーマ・ファイルがありません 
	
原因: Beanを生成するためのスキーマ・ファイルが見つかりませんでした。


	
処置: 既存のスキーマ・ファイルをBeanジェネレータに渡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01308: イベント"{0}"はサポートされていません。 
	
原因: 選択したコンテンツ・モデルでサポートされていないイベント・タイプを使用しようとしました。


	
処置: 選択したコンテンツ・モデルで使用可能なイベント・タイプのみを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01309: ContentModelPipelineが空です。 
	
原因: ContentModelPipelineに空またはnullのビルダー・リストが含まれていました。


	
処置: ContentModelPipelineには1つ以上の有効なビルダーのリストが使用可能である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01310: 無効なContentModelPipelineです。{0}がありません。 
	
原因: 必要なビルダーがContentModelPipelineのビルダー・リストで使用可能になっていませんでした。


	
処置: 有効なビルダーをContentModelPipelineに指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01311: DOMツリーではDOMイベント・モデルをサポートしていません。 
	
原因: このDOMドキュメントではEventTargetインタフェースが実装されていませんでした。


	
処置: Oracle XML Developers Kitが使用されているかどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01312: Change-listのトランザクション状態が無効です。 
	
原因: 実行したカスタマイズ操作に対して現在のchange-listのトランザクション状態は無効です。


	
処置: Change-listが、必要なカスタマイズ操作を実行するために有効なトランザクション状態にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01313: ドキュメントの引数はnullにできません。 
	
原因: DocumentNameの引数がnullでした。


	
処置: 有効なDocumentNameを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01314: TypeAnnotationProviderはnullにできません。 
	
原因: TypeAnnotationProviderの引数がnullでした。


	
処置: 有効なTypeAnnotationProviderを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01316: XPathのサポートはまだ実装されていません。 
	
原因: XPathのサポートはまだ実装されていません。


	
処置: 有効な構成可能IDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01319: JAXPサポートは使用できません。Oracle XML Developers Kitを使用したドキュメント{0}の解析にフォールバックします。 
	
原因: JAXPサポートは使用できませんでした。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01320: カスタマイズによるドキュメント{3}での{0}の接頭辞宣言の"{1}"から"{2}"への変更はサポートされていません。 
	
原因: 既存の接頭辞宣言を変更しようとしました。


	
処置: 既存の接頭辞宣言は変更しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01321: ノード・タイプはImmutableModelNode.ELEMENT、ImmutableModelNode.TEXTまたはImmutableModelNode.CDATAのいずれかである必要があります。 
	
原因: ノードがImmutableModelNode.ELEMENT、ImmutableModelNode.TEXTまたはImmutableModelNode.CDATAのタイプでありませんでした。


	
処置: ノード・タイプがImmutableModelNode.ELEMENT、ImmutableModelNode.TEXTまたはImmutableModelNode.CDATAのいずれかであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01322: 値"{0}"は"{1}"タイプを満たしていません。 
	
原因: データ型の変換に失敗しました。


	
処置: 必要なXSDビルトイン単純データ型と、渡された文字列値が交換可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01323: 値"{0}"にbase64Binaryで不正な番号の文字が含まれています。 
	
原因: この値は有効なBase64Binaryを表していませんでした。


	
処置: 入力値が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01324: 不明なXMLスキーマ・ビルトイン・タイプ"{0}" 
	
原因: 不明なXMLスキーマ・ビルトイン・タイプを使用しようとしました。


	
処置: 有効なXMLスキーマ・ビルトイン・タイプのみを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01325: タイプ定義"{0}"をロードできません 
	
原因: 指定された場所が存在しなかったため、このタイプ定義をロードできませんでした。


	
処置: タイプ定義に指定された場所が存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01326: 要素"{0}"からのタイプ定義のロードはサポートされていません。 
	
原因: 指定された要素からMDS構成でサポートされていないタイプ定義をロードしようとしました。


	
処置: スキーマ定義を調べ、タイプ定義に指定されたエントリが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01327: "{0}"から{1}にデータをロードできません 
	
原因: この構成要素のコンテンツのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: スキーマ定義を調べ、この構成要素のコンテンツが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01328: 要素"{0}"を{1}にロードできません 
	
原因: この構成要素のロード中にエラーが発生しました。


	
処置: スキーマ定義を調べ、この構成要素がMDS構成に正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01329: 要素"{0}"をロードできません 
	
原因: この構成要素のロード中にエラーが発生しました。


	
処置: スキーマ定義を調べ、この構成要素がMDS構成に正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01330: MDS構成ドキュメントをロードできません 
	
原因: MDS構成ドキュメントのロード中にI/Oまたは解析エラーが発生しました。


	
処置: URLが正しいことを確認し、ドキュメントに有効なMDS構成情報が含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01331: MDS構成ドキュメント"{0}"をロードできません 
	
原因: MDS構成ドキュメントのコンテンツのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: URLが正しいことを確認し、ドキュメントに有効なMDS構成情報が含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01332: クラス{0}は{1}のサブクラスでも実装でもありません。 
	
原因: 構成情報に指定されたクラスは、必要なクラスを拡張せず、必要なインタフェースも実装していませんでした。


	
処置: 構成情報に指定されたクラスが正しいクラスを拡張していること、または正しいインタフェースを実装していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01333: 要素"{0}"がありません 
	
原因: この要素はMDS構成情報にありませんでした。


	
処置: 要素が構成情報に指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01334: ドキュメント"{1}"に要素"{0}"がありません 
	
原因: この要素はMDS構成情報にありませんでした。


	
処置: この要素が構成ドキュメントに指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01335: ネームスペース"{0}"はmetadata-store-usage "{1}"にマップされていますが、その定義がMDS構成で見つかりませんでした。 
	
原因: ネームスペースで参照されているMetadata-store-usage要素がMDS構成で見つかりませんでした。


	
処置: この要素がMDS構成に指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01336: {0}を作成するためのXML要素が指定されていません。 
	
原因: この構成オブジェクトのコンストラクタにnullのXML要素が渡されました。


	
処置: この構成の新規インスタンスを作成するために有効なXML要素が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01337: {0}を作成するためのURLが指定されていません。 
	
原因: この構成オブジェクトのコンストラクタにnullのURLが渡されました。


	
処置: この構成の新規インスタンスを作成するために有効なURLが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01340: ネームスペース"{0}"では複数のメタデータ・ストアを解決できます。 
	
原因: 指定されたネームスペースのメタデータ・ストアに対するリクエストを満たす、ネームスペースとメタデータ・ストアとのマッピングが永続性構成に複数存在しました。


	
処置: 永続性構成内のネームスペース・マッピングを修正して、ネームスペースが1つのメタデータ・ストアにのみマップされることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01341: "{0}"のネームスペース・マッピングは、"{1}"のネームスペース・マッピングによりオーバーライドされています。最初のマッピングは使用されません。 
	
原因: このネームスペースに対して競合するマッピングがすでに永続性構成に定義されています。


	
処置: 永続性構成内のネームスペース・マッピングを修正して、このネームスペースに対して競合するマッピングがないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01342: ネームスペース"{0}"にメタデータ・ストアがマップされていません。 
	
原因: 指定されたネームスペースの永続性構成にネームスペース・マッピングが見つかりませんでした。


	
処置: 正しいネームスペースが関連するメソッドに渡されていることを確認するか、アプリケーション構成を変更して指定されたネームスペースを定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01343: "{0}"に重複したファイル拡張子マッピングがあります。 
	
原因: このファイル拡張子へのマッピングはすでにファイル・タイプ構成に定義されています。


	
処置: 重複するファイル拡張子マッピングをファイル・タイプ構成から削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01344: nullパラメータのため{0}を作成できません 
	
原因: nullのパラメータがこの構成オブジェクトのコンストラクタに渡されました。


	
処置: この構成の新規インスタンスを作成するために有効なパラメータが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01346: 指定されたネームスペース・パス"{0}"は有効なパスではありません。 
	
原因: ネームスペースを作成するために無効なパスが指定されました。


	
処置: ネームスペースを作成するために有効なパスが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01347: ベース制限はクラスパス・ストアまたはサーブレット・コンテキスト・ストアに対してのみサポートされます。ネームスペース"{0}"は"{1}"にマップされます。 
	
原因: ベース制限がクラスパス・メタデータ・ストアおよびサーブレット・コンテキスト・ストア以外のメタデータ・ストアに対して指定されました。


	
処置: 構成内のネームスペース・マッピングを修正して、ベース制限がクラスパス・ストアまたはサーブレット・コンテキスト・ストアに対してのみ指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01348: 構成ドキュメントを"{0}"に保存できません 
	
原因: ファイルへの構成の書込み中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: ファイル・システムを確認し、ファイルの場所が書込み可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01349: 更新する既存の構成ドキュメント"{0}"を読み取れません 
	
原因: 構成ファイルの読取り中にI/Oまたは解析エラーが発生しました。


	
処置: 構成ファイルが存在し、有効なコンテンツであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01350: "{1}"にマップされたネームスペース"{0}"を追加すると、"{3}"にマップされた既存のネームスペース"{2}"との競合が発生します。 
	
原因: 新規ネームスペースを追加しようとしたため、マップ先が別のリポジトリになって既存のネームスペースと競合しました。


	
処置: 新規ネームスペースが既存のネームスペースのスーパーネームスペースまたはサブネームスペースである場合、別のリポジトリにマップされないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01351: "{1}"制限付きのネームスペース"{0}"を追加すると、"{3}"制限付きの既存のネームスペース"{2}"との競合が発生します。 
	
原因: ネームスペース制限で既存のネームスペースと競合する新規ネームスペースを追加しようとしました。


	
処置: 新規ネームスペースが既存のネームスペースのスーパーネームスペースまたはサブネームスペースである場合、新規ネームスペースがネームスペース制限で既存のネームスペースと競合しないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01352: "{0}"への詳細マッピング付きカスタマイズ構成はサポートされていません。スラッシュ"/"のみが使用できます。 
	
原因: カスタマイズ構成の無効なネームスペース・マッピングを追加しようとしました。現在、ネームスペースからカスタマイズ・クラス・リストへのマッピングが1つのみ使用可能で、ネームスペースはスラッシュ(/)である必要があります。


	
処置: カスタマイズ構成のネームスペース・マッピングにスラッシュ(/)のみが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01353: "{0}"からカスタマイズ・レイヤー値を取得できません 
	
原因: カスタマイズ・レイヤー値の取得のため、指定されたファイルを読取り中にI/Oまたは解析エラーが発生しました。


	
処置: ファイルが存在し、有効なコンテンツがあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01355: 両方のTypeConfigパラメータにグラマー・プロバイダが含まれています。使用できるグラマー・プロバイダは1つのみです。 
	
原因: 複数のタイプ構成ソースにグラマー・プロバイダが指定されていました。


	
処置: タイプ構成に指定されているグラマー・プロバイダが1つのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01356: 両方のTypeConfigパラメータにメタデータ・プロバイダが含まれています。使用できるメタデータ・プロバイダは1つのみです。 
	
原因: 複数のタイプ構成ソースにメタデータ・プロバイダが指定されていました。


	
処置: タイプ構成に指定されているメタデータ・プロバイダが1つのみであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01357: MDS構成にJAXB 1.0との互換性がありません。 
	
原因: クラスパスでJAXB 2.0 jarファイルより前にJAXB 1.0 jarファイル(xml.jar)が見つかりました。


	
処置: クラスパス上でJAXB 2.0 jarファイルがJAXB 1.0 jarファイル(xml.jar)より前にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01358: 無効なMDS構成です。複数のメタデータ・ストアがカスタマイズ用のデフォルト・リポジトリとして構成されています。 
	
原因: 複数のメタデータ・ストアがカスタマイズ用のデフォルト・リポジトリとしてMDS構成に構成されていました。


	
処置: 1つのメタデータ・ストアのみがカスタマイズ用のデフォルト・リポジトリとして構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01359: 構成ドキュメントで使用しているネームスペース(http://xmlns.oracle.com/mds/config_10_1_3_001)は使用不可です。構成ドキュメントを更新して"http://xmlns.oracle.com/mds/config"をネームスペースとして使用してください。 
	
原因: 構成ドキュメントで使用しているネームスペース(http://xmlns.oracle.com/mds/config_10_1_3_001)は使用不可です。


	
処置: 構成ドキュメントを更新して"http://xmlns.oracle.com/mds/config"をネームスペースとして使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	MDS-01360: MDS構成が無効です。ファイル・タイプ構成のfile-type要素に属性file-type-extensionがありません。 
	
原因: ファイル・タイプ構成のfile-type要素に属性file-type-extensionが指定されていませんでした。


	
処置: すべてのfile-type要素について有効なfile-type-extension属性が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01361: XSD構文を追加できません 
	
原因: XSD構文をSchemaGrammarProviderに渡すことで追加しようとしました。


	
処置: oracle.jdeveloper.webapp.runtime.WebAppDesignContextを使用して構文プロバイダが取得されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01362: MDSリポジトリのauto-purgeに失敗しました: "{0}"。 
	
原因: MetadataStoreは、MDSInstanceの解放後にauto-purgeが予定されていました


	
処置: 後で再試行し、解決しない場合はサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	MDS-01363: DBMetadataStore用に構成されたJNDI名"{0}"のデータソースの参照に失敗しました。ClassPathMetadataStoreがデフォルトとして使用されます。 
	
原因: アプリケーションはJNDIデータソースを使用してDBMetadataStoreで構成され、アプリケーション・サーバー以外での実行中にJNDIの参照に失敗しました。


	
処置: ClasspathMetadataStoreにデフォルト設定することが許可されている場合、処置は必要ありません。それ以外の場合は、FileMetadataStoreなどの適切な構成を使用してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	MDS-01365: deploy-target属性がtrueに設定された複数のメタデータ・ストアが見つかりました。設定できるのは構成につき1つのみです。 
	
原因: 複数のメタデータ・ストアがデプロイメント・ターゲットとして構成されていました。


	
処置: デプロイメントについて1つのメタデータ・ストアのみが構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01366: deploy-target属性がtrueに設定されたメタデータ・ストアが見つかりません 
	
原因: デプロイ先として1つのメタデータ・ストアが構成されている必要があります。何も見つかりませんでした。


	
処置: デプロイメント用に1つのメタデータ・ストアが構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01367: {0}の作成に失敗しました。"{1}"で指定されているMDS構成が無効です 
	
原因: 宣言的なMDS構成が無効です。


	
処置: 正しいMDS構成情報を指定して、構成の作成を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01368: 構成ドキュメントで使用されている変数"{0}"は、システム・プロパティとしても環境変数としても定義されていません。 
	
原因: この変数は定義されていません。


	
処置: この変数を定義してから構成をロードするようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01369: 構成ドキュメントの"{0}"にある変数宣言が不正です。 
	
原因: 変数が"${"で始まっていないか、"}"で終わっていません。


	
処置: 構成変数が${var}の形式で正しく宣言されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01370: metadata-store-usage "{0}"のMetadataStore構成が無効です。 
	
原因: MetadataStoreクラスまたはそのプロパティの一部が有効ではありませんでした。


	
処置: MetadataStoreクラスが存在し、必要なプロパティがすべて有効であることを確認してください。原因例外のメッセージを参照し、実際の失敗の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01371: ADFセキュリティが"{0}"に構成されておらず、パスワードを安全に処理できません。 
	
原因: ADFセキュリティ構成が構成ファイルに見つかりませんでした。


	
処置: JDeveloperを使用してパスワードを設定し、必要な構成を生成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01373: パスワードを取得できません。 
	
原因: セキュリティ・レイヤーでの例外により、パスワードを取得できません。


	
処置: 原因例外のメッセージを参照し、実際の失敗の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01374: パスワードを保存できません。 
	
原因: セキュリティ・レイヤーでの例外により、パスワードを保存できません。


	
処置: 原因例外のメッセージを参照し、実際の失敗の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01375: 構成ファイルまたはウォレット・ファイルでDBMetadataStoreに対してパスワードが定義されていません。 
	
原因: DBMetadataStoreはJDBCベースの構成を使用しますが、パスワードが指定されていません。


	
処置: JDeveloperを使用してDBMetadataStoreのパスワードを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01376: JNDI名"{0}"で構成されたデータ・ソース"{1}"からデータベース接続を取得できません。 
	
原因: データソースが正しく構成されていないか、データベース詳細が正しくないため、データソースからのデータベース接続の取得に失敗しました。


	
処置: データ・ソースをテストして、データ・ソースが正しく構成されたかどうか、およびデータベースにアクセスできるかどうかをチェックしてください。原因例外のメッセージを参照し、実際の失敗の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01377: JNDI名"{0}"で構成されたデータ・ソースからデータベース接続を取得できません。 
	
原因: データソースが正しく構成されていないか、データベース詳細が正しくないため、データソースからのデータベース接続の取得に失敗しました。


	
処置: データ・ソースをテストして、データ・ソースが正しく構成されたかどうか、およびデータベースにアクセスできるかどうかをチェックしてください。原因例外のメッセージを参照し、実際の失敗の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01400: 読取り専用の拡張メタデータ・リソース"{0}"は書込み可能でありません。 
	
原因: 読取り専用の拡張メタデータ・リソースを更新しようとしました。


	
処置: 拡張メタデータを取得する前にメタデータ・オブジェクトが可変であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01401: 別のドキュメント"{0}"のノードを使用してドキュメント"{1}"のノードを更新することはできません。 
	
原因: 追加または挿入中のノードが別のメタデータ・オブジェクトからのものでした。どちらも同じベース・ドキュメントからのものである必要があります。


	
処置: 挿入されるノードが正しいメタデータ・オブジェクトからのものであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01402: 不変のMElementを更新しようとしています: "{0}" 
	
原因: 更新中のMElementは不変でした。


	
処置: 問題のMElementが間違いなく可変であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01403: 可変のMElementを不変のMElement: "{0}"を使用して更新することはできません。 
	
原因: 可変のMElementを不変のMElementを使用して更新しようとしました。


	
処置: 更新に使用している子MElementが可変であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01404: {0}のルート・ノードを置き換えるカスタマイズは許可されていません。 
	
原因: カスタマイズの一部としてルート・ノードを置き換えようとしました。


	
処置: ベース・ドキュメント内でルート・ノードを置き換えるか、かわりに既存のルート・ノードを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01450: GUIDがありません 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中にオブジェクトのGUIDが削除されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01451: GUIDが一致しません。 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中にオブジェクトのGUIDが変更されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01452: GUIDがnullです。 
	
原因: メタデータ・オブジェクトまたはドキュメントをGUIDにより取得しようとしましたが、指定されたGUIDがnullでした。


	
処置: 問題のメソッドに有効なGUIDを渡すようアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01455: メタデータ・オブジェクト{0}に複数のGUIDがあります 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中に複数のGUID値が設定されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01456: メタデータ・オブジェクト{0}のGUIDが無効です 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中にオブジェクトのGUIDが無効な値に設定されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01457: GUID機能は使用できません 
	
原因: アプリケーションで、まだGUIDをサポートしていないメタデータ・ストアからGUIDによりオブジェクトを取得しようとしました。


	
処置: この操作を試行しないようにアプリケーションを修正するか、別のタイプのメタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01458: GUIDは使用できません。 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中にオブジェクトのGUID値が設定されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01460: DOMドキュメント上のGUIDが一致しません。 
	
原因: アプリケーションでオブジェクトのXMLメタデータ・コンテンツを編集中にオブジェクトのGUIDに別の値が設定されました。


	
処置: MDSのGUIDを改ざんしないようにアプリケーションを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01461: メタデータ・リポジトリでドキュメント{0}を作成できません。同じ名前またはGUIDのドキュメントがすでに存在します 
	
原因: 既存のドキュメントですでに使用されている名前またはGUIDのドキュメントをインポートまたは作成しようとしました。


	
処置: インポートまたは作成の前にMDSリポジトリ内のドキュメントを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01462: GUID機能はクラスパス・ストアではサポートされていません。 
	
原因: アプリケーションで、この機能をサポートしていないクラスパス・メタデータ・ストアからGUIDによりオブジェクトを取得しようとしました。


	
処置: GUIDによる取得を試行しないようにアプリケーションを修正するか、別のタイプのメタデータ・ストアを使用するようにアプリケーションを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01464: GUIDRegister {0}を保存できません 
	
原因: GUIDレジスタ(GUID索引ファイル)を書き込めませんでした。


	
処置: 指定されたファイルへの書込み権限がアプリケーションにあり、ディスクがいっぱいでないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01465: GUIDRegisterからノード{0}を削除できません 
	
原因: 指定されたノードはGUIDレジスタから削除されませんでした。ノードが見つからなかった可能性があります。


	
処置: GUIDレジスタ・ファイルを削除してアプリケーションを再起動し、操作を再試行してください。それでも失敗する場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: データ










	MDS-01466: GUIDRegisterディレクトリ{0}を作成できません 
	
原因: GUIDレジスタ(GUID索引ファイル)の所有ディレクトリは作成されませんでした。


	
処置: 指定されたファイル名の親ディレクトリを作成する権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01468: ドキュメント{0}に対して別のGUIDがすでに登録されています。 
	
原因: GUIDレジスタが破損しました。


	
処置: GUIDレジスタ・ファイルを削除してアプリケーションを再起動してください(ファイルは再作成されます)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01469: 古いGUIDRegisterストア・パス{0}を削除できません 
	
原因: 古いGUIDレジスタ・ファイルが削除されませんでした。


	
処置: これらのファイルを削除する権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ファイル










	MDS-01470: ドキュメント{0}に対して2つ以上のGUIDが登録されています 
	
原因: GUIDレジスタが破損しました。


	
処置: GUIDレジスタ・ファイルを削除してアプリケーションを再起動してください(ファイルは再作成されます)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01471: GUID {0}に対して2つ以上のドキュメントが登録されています 
	
原因: GUIDレジスタが破損しました。


	
処置: GUIDレジスタ・ファイルを削除してアプリケーションを再起動してください(ファイルは再作成されます)。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01472: GUIDがファイル{0}にありません。 
	
原因: 指定されたファイルにGUIDが見つかりませんでしたが、メタデータ・オブジェクト・タイプ定義では存在することになっています。


	
処置: メタデータ・オブジェクトを再作成するか、GUIDを必要としないようにそのタイプ定義を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01500: MDSObject {0}はXMLドキュメントでありStreamedObject APIを使用してロードできません。 
	
原因: XMLドキュメントをStreamedObject APIを介してロードしようとしました。


	
処置: MetadataObject APIを使用して操作を再試行するか、非XMLドキュメントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01501: MDSObject {0}はXMLドキュメントでないためMetadataObject APIを使用してロードできません。 
	
原因: ストリーム・オブジェクト(XML以外のドキュメント)をMetadataObject APIを使用してロードしようとしました。


	
処置: StreamedObject APIを使用して操作を再試行するか、有効なXMLを含んだドキュメントを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01502: MDSObject "{0}"はXMLドキュメントでありStreamedObject APIを使用して保存できません。。 
	
原因: XMLドキュメントをStreamedObject APIを使用して保存しようとしました。


	
処置: MetadataObject APIを使用して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01503: StreamedObject {0}のコンテンツは読み取れません。 
	
原因: StreamedObjectコンテンツの読取りに失敗しました。


	
処置: アプリケーション・ログのエラー・メッセージと例外スタックを見て、失敗の原因を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01504: ドキュメント{0}はストリーム・ファイル・タイプとして登録されているか、非XMLファイル拡張子であり、MetadataObject APIを使用して作成できません。 
	
原因: 名前にストリーム・オブジェクト(非XML)拡張子が付いたMDSObjectをMetadataObject APIを使用して作成しようとしました。


	
処置: StreamedObject APIを使用して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01600: 依存性アナライザにはDependencyFilterが必要です。 
	
原因: フィルタが指定されなかったか、指定したフィルタがnullでした。


	
処置: null以外のフィルタを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01601: 関連ロール名{0}は重複しています。 
	
原因: 関連内に定義されているロール名はすでに使用されていました。


	
処置: 関連内のtoParentRoleおよびtoChildRoleがまだ別の関連により使用されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01602: ネームスペース{1}で関連用に定義された要素タイプ{0}が見つかりません 
	
原因: 指定されたネームスペースに要素タイプが存在しませんでした。


	
処置: 指定されたネームスペースに要素タイプが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01604: {0}から{1}への関連は、後者が有効なMDS参照でないため無効です。 
	
原因: 無効なMDS参照が親として指定されました。


	
処置: 親参照が有効なMDS参照であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01605: {0}から{1}への関連は、後者が存在しないため無効です。 
	
原因: 指定されたMDS参照と一致する親要素が見つかりませんでした。


	
処置: 関連内の親参照が既存の要素を指していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01606: {0}から{1}への関連は、後者のタイプが正しくないため無効です。 
	
原因: 子要素が間違ったタイプの親を参照していました。


	
処置: 親タイプが関連定義に規定されたタイプと一致することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01607: {0}から{1}への関連は、後者のタイプ情報が使用可能でないため無効です。 
	
原因: 親のタイプ定義が見つかりませんでした。


	
処置: 親タイプ情報が使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01608: {0}から{1}への関連は、後者が別のストアにマップされているため無効です。 
	
原因: 関連内の親オブジェクトおよび子オブジェクトが別のストアにマップされています。


	
処置: 親が子オブジェクトと同じストアにマップされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01609: ドキュメント{0}には関連定義に準拠しない関連が含まれています。 
	
原因: このドキュメントの関連定義内の制約に違反しました。


	
処置: 関連が関連定義内の制約に準拠していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01610: MDSセッションでの変更の一部が有効ではありません。 
	
原因: 有効でない変更がMDSセッションで実行されました。


	
処置: 実行された変更を確認し、各変更が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01611: 変更の一部が有効でないため、MDSセッションでの変更は保存されません 
	
原因: MDSセッションでの変更が有効ではありませんでした。


	
処置: すべての変更を確認し、そのすべてが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01612: {1}で参照されているため、オブジェクト{0}は削除できません。 
	
原因: 子オブジェクトにより参照されている要素を削除しようとしました。


	
処置: オブジェクトが削除できるようにこのオブジェクトに対する子参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01613: MetadataObject{0}は関連の整合性制約のため削除できません。 
	
原因: まだ参照されているオブジェクトを削除しようとしました。


	
処置: 削除できるように、このmetadataObjectへの子参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01614: MetadataObject {0}内のオブジェクト{1}で整合性チェックがオンになっていないため名前変更はできません。 
	
原因: 整合性チェックがオフになっているため、名前変更が関連の整合性制約に違反するかどうかを確認できませんでした。


	
処置: 整合性チェックがオンになっていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01615: 参照属性がMetadataObject {1}、要素{2}にないため、{0}の名前変更に失敗しました 
	
原因: 現在の参照が無効なため、名前変更されたオブジェクトを子オブジェクトが参照できませんでした。


	
処置: 子オブジェクト内のすべての参照が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01620: 次の登録詳細を持つタイプ付きでない依存性を挿入できませんでした: {0}、{1}、{2}、{3}。 
	
原因: SQL例外のためデータベース・リポジトリに依存関係を登録できませんでした。


	
処置: SQL例外の原因を修正してタイプ付きでない依存関係の登録を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01621: {0}のタイプ付きでない依存性情報を削除できませんでした。 
	
原因: ドキュメントが無効であるかSQL例外があったため、タイプ付きでない依存関係情報の削除に失敗しました。


	
処置: ドキュメントおよびその依存関係が有効なことを確認するか、SQL例外の原因を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01622: 登録解除するアナライザはありません。 
	
原因: 登録解除するアナライザが指定されませんでした。


	
処置: 登録解除するDependencyAnalyzerを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01630: 関連: {0}に含まれる可能性がある要素に対する無効な操作が、カスタマイズ・コンテキスト内にありました。 
	
原因: カスタマイズ・コンテキスト内に、複合移動の一部として要素を削除せずに要素を挿入しようとしました。


	
処置: カスタマイズ・コンテキスト内では、複合移動の一部として要素を削除せずに要素を挿入しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01631: カスタマイズ・コンテキスト内で、子として関連に含まれる可能性がある要素は変更できません。参照は{1}に対する{0}です。 
	
原因: カスタマイズ・コンテキスト内で、カスタマイズ中の属性が関連内の親参照であった可能性があります。


	
処置: 関連内の親参照になる可能性がある属性は変更または削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01633: カスタマイズ・コンテキスト内で、関連に含まれる可能性がある要素は削除できません: {0}。 
	
原因: カスタマイズ・コンテキスト内で、関連に含まれる可能性がある要素を削除しようとしました。


	
処置: カスタマイズ・コンテキスト内ではエンティティを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01634: {0}の関連に含まれる{1}要素に構成可能IDがありません。 
	
原因: 構成可能IDがない関連内の参加者に対して操作を試行しました。


	
処置: 構成可能IDが欠落している要素にIDを追加してください。必要に応じて、構成可能ID属性を識別するために、要素のスキーマ定義を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01635: メタデータ・オブジェクト{1}内の{0}のリレーションシップ検証は、要素に無効なMDS参照が含まれるため、スキップしています。 
	
原因: オブジェクトのリレーションシップ検証が、要素に無効なMDS参照が含まれているため実行されませんでした。


	
処置: 指定されたMetadataObject内のMDS参照を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01700: MElementBeanImpl._setSimpleChildをsimpleTypeでない要素: name={0}、namespace={1}でコールできません 
	
原因: bean要素を単純タイプに設定しようとしましたが、スキーマ内の定義が単純タイプではありませんでした。生成されるBeanが登録済のスキーマと一致しなかった可能性があります。


	
処置: スキーマ定義からBeanを再生成して、正しいバージョンがクラスパスにあることを確認してください。スキーマがMDSインスタンスに登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01701: simpleType: name={0}、namespace={1}に基づいていない要素に値を設定することはできません 
	
原因: 要素を単純タイプに設定しようとしましたが、スキーマ内の定義が単純タイプではありませんでした。


	
処置: スキーマ定義からBeanを再生成して、正しいバージョンがクラスパスにあることを確認してください。スキーマがMDSインスタンスに登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01702: メソッドgetBean()はメタデータ・オブジェクト{0}には無効です - Beanメタデータ・オブジェクトでのみ使用できます。 
	
原因: Bean APIを使用してメタデータ・オブジェクトにアクセスしようとしましたが、メタデータ・オブジェクトがBeanメタデータ・オブジェクトではありませんでした。ルート要素のスキーマがMDSに登録されていなかった可能性があるか、Beanがクラスパスにありませんでした。


	
処置: スキーマ定義からBeanを再生成して、正しいバージョンがクラスパスにあることを確認してください。スキーマがMDSインスタンスに登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01703: メタデータ・オブジェクト{2}内のbean要素: name={0}、namespace={1}のアンマーシャリング・エラーです - オブジェクト・ファクトリが見つからないかjaxb.propertiesが見つかりません 
	
原因: 対応するBeanクラスを持たない要素がメタデータ・オブジェクト内に見つかりました。この要素のスキーマがMDSに登録されていなかった可能性があるか、Beanがクラスパスにありませんでした。


	
処置: スキーマ定義からBeanを再生成して、正しいバージョンがクラスパスにあることを確認してください。スキーマがMDSインスタンスに登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01705: メタデータ・オブジェクト{2}内のbean要素: name={0}、namespace={1}のアンマーシャリング・エラーです - オブジェクト・ファクトリ・クラス{3}に必要なunmarshal()メソッドがありません 
	
原因: この要素について検出されたBeanオブジェクト・ファクトリは、MDS Bean生成ツールにより生成されたものでなかった可能性があります。


	
処置: スキーマ定義からBeanを再生成して、正しいバージョンがクラスパスにあることを確認してください。スキーマがMDSインスタンスに登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01706: メタデータ・オブジェクト{2}内のbean要素: name={0}、namespace={1}のアンマーシャリング・エラーです - unmarshal()メソッドでのオブジェクト・ファクトリ・クラス{3}のエラー 
	
原因: 要素のBeanオブジェクトを作成中に予期しない例外が発生しました。


	
処置: アプリケーションの開発者に連絡し、原因例外を提供してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01707: 属性{1}で定義された関連に対する関連メソッド{0}の生成中にエラーが発生しました。parentTypeの定義が正しくありません。 
	
原因: 関連定義でエラーが発生しました。


	
処置: 関連でparentTypeの定義を確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01800: {1}に構成された{0}でサンドボックスはサポートされていません。 
	
原因: 基礎となるメタデータ・ストアではサンドボックス機能をサポートしていませんでした。


	
処置: サンドボックス機能をサポートするメタデータ・ストアを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01801: ドキュメント名{0}では生のサンドボックス・リソース名を参照できません。 
	
原因: リソース名がサンドボックス・コンポーネントのリソースを直接指していました。


	
処置: この問題を解決するには論理ドキュメント名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01802: 名前が{0}のサンドボックスは{1}ストアにすでに存在します。 
	
原因: 同じ名前のサンドボックスがストアにすでに存在していました。


	
処置: 別の名前を使用するか、同じ名前を再使用する前に既存のサンドボックスを破棄してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01803: Sandbox Persistence managerはSandboxPManagerのインスタンスを使用して作成できません。 
	
原因: SandboxPManagerのインスタンスを使用してSandbox Persistence managerのインスタンスを作成しようとしました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-01804: メインラインから{1}ネームスペース、{2}ストアおよび{3}ラベルで構成したサンドボックス{0}は、{5}ネームスペース上に作成した{4}ラベルと互換性がありません。 
	
原因: サンドボックスと関連付けられたメインライン・ラベルとは異なるラベルが使用されました。


	
処置: サンドボックスと互換性のあるラベルを使用して操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01805: サンドボックス{0}が{1}にありません。 
	
原因: 指定されたサンドボックスは基礎となるメタデータ・ストアに見つかりませんでした。


	
処置: 既存のサンドボックスの名前を指定するか、必要に応じて新規のサンドボックスを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01806: {1}からの{0}の削除に失敗しました。サンドボックス内の有効なドキュメントではないためです 
	
原因: 指定された削除対象ドキュメントがサンドボックス内に見つかりませんでした。


	
処置: ドキュメントがサンドボックス内にあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-01807: サンドボックス{0}の削除に失敗しました 
	
原因: サンドボックスの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01808: サンドボックス名が{0}に設定されたSandboxUsageによってネームスペースが返されません。 
	
原因: SandboxUsageでネームスペースが見つかりませんでした。


	
処置: サンドボックスに関連付けられたネームスペースをSandboxUsageに構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01809: {0}に一致するサンドボックスのリストに失敗しました 
	
原因: サンドボックスのリストまたは問合せ中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の実際の原因を判断するためにエラー・メッセージを検索してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01810: ターゲット・ラベル{0}へのサンドボックスのリフレッシュに失敗しました 
	
原因: ターゲット・ラベルが現在のソース・ラベルより古いラベルです。


	
処置: 現在のラベルより新しいターゲット・ラベルを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01811: {0}のカスタマイズに一致するサンドボックスのリストに失敗しました、レイヤー: {1}、値: {2} 
	
原因: サンドボックスのリストまたは問合せ中にエラーが発生しました。


	
処置: 失敗の実際の原因を判断するためにエラー・メッセージを検索してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01812: サンドボックス名{0}が最大限度の{1}文字を超えています 
	
原因: サンドボックス名がサポートされているサイズを超えています。


	
処置: 短いサンドボックス名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01813: 別のユーザーが更新しているため、{0}のサンドボックス・メタデータを保存できません。 
	
原因: 複数のユーザーがサンドボックス・メタデータを同時に更新しています。


	
処置: サンドボックス・メタデータを再度取得し、変更後に保存を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01814: 読取り専用であるため、{0}のサンドボックス・メタデータを変更できません。 
	
原因: サンドボックス・メタデータは読取り専用であり、更新できません


	
処置: 更新するには、サンドボックスのインスタンスを取得し、インスタンスからサンドボックス・メタデータを取得します
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01815: サンドボックス{0}用に構成されたストアはサンドボックス・メタデータをサポートしません。 
	
原因: サンドボックス・メタデータはリポジトリでサポートされません。


	
処置: サンドボックス・メタデータはMDSリポジトリの11.1.1.4.0 (11gR1 PS3パッチセット)以降のバージョンでサポートされています。この機能を使用するには、リポジトリをこれ以降のバージョンにアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01816: {0}はサンドボックスの有効な名前ではありません。 
	
原因: 指定されたサンドボックス名は、MDS予約パッケージ・パーツ名か、無効な文字が含まれています。


	
処置: 指定されたサンドボックス名がMDS予約パッケージ・パーツ名ではなく、MDSリソース名の仕様どおり無効な文字が含まれていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01817: サンドボックス{0}はアクティブであるか、メインラインに適用されています。取消操作は続行できません。 
	
原因: サンドボックスは適用されているか、アクティブ状態です。


	
処置: サンドボックスが中間状態であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01818: サンドボックス{0}はapplied_with_undo状態です。終了以外の更新はできません。 
	
原因: サンドボックスはapplied_with_undo状態であるため、これ以上更新できません。


	
処置: 中間状態で可能な操作は、終了および取消のみです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01819: サンドボックス{0}をロックできません。同時管理操作が進行中である可能性があります。 
	
原因: サンドボックスで管理操作が進行中であり、サンドボックスがロックされています。


	
処置: しばらくしてから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01820: サンドボックス{0}のメタデータが使用できません。サンドボックス管理操作はサンドボックス・メタデータがないと続行できません。 
	
原因: サンドボックスはメタデータなしで作成されました。


	
処置: メタデータなしのサンドボックスに使用できる管理APIを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01900: 構成されたメタデータ・ストアは、いずれもバージョニングがサポートされていません。 
	
原因: 基礎となるメタデータ・ストアではバージョニングをサポートしていませんでした。


	
処置: バージョニングをサポートするメタデータ・ストアを構成して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01901: ネームスペースに複数のラベルを指定することはできません 
	
原因: ネームスペースにメタデータ・ストアを指す複数のラベルが指定されました。


	
処置: ネームスペースにマップするラベルを1つ指定して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01902: ラベルまたはネームスペースが無効です。 
	
原因: ネームスペースまたはラベルが無効でした。


	
処置: ネームスペースおよびラベルが正しいことを確認して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01903: 指定されたラベル{0}は{1}ネームスペースに存在しません。 
	
原因: 指定されたラベルは、ネームスペースにマップされたメタデータ・ストアに存在しませんでした。


	
処置: ラベル名が正しく、ラベルが存在することを確認してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01906: 同じ名前{0}のラベルがすでに存在します。 
	
原因: すでに存在するラベルを作成しようとしました。


	
処置: 別の名前のラベルを作成してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01907: ラベル{1}はすでにストア"{0}"に構成されているため、同じストアを別のラベル"{2}"で構成することはできません。 
	
原因: ストアに対してラベルからストアへのマッピングがすでに存在しているときに、そのストアのラベルをマップしようとしました。


	
処置: ストアにマップされた既存のラベルの関連付けを解除してから、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01908: ドキュメント{0}のバージョンの削除に失敗しました 
	
原因: バージョンの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01909: ラベル{0}を作成するためのネームスペースが指定されていません。 
	
原因: ラベルを作成するためのネームスペース情報が見つかりませんでした。


	
処置: ラベルを作成するためのネームスペースを指定して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01910: ネームスペース{0}はすでにラベル{1}付きで登録されているため、スーパー/サブ・ネームスペース{2}にラベル{3}を割り当てることはできません。 
	
原因: 1つのネームスペースに複数のラベルを関連付けようとしたか、1つのラベルに複数のネームスペースを関連付けようとしました。


	
処置: 1つのネームスペースに1つのラベルを関連付けて、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01911: リクエストされたリポジトリ・パーティションに対するメタデータのパージ操作に失敗しました 
	
原因: パージ操作中にエラーが発生しました。


	
処置: 操作を再試行してください。また、アプリケーション・ログで原因例外を説明したエラー・メッセージを参照し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01912: {0}に構成したMetadataStoreはバージョニングをサポートしていません。 
	
原因: リソースに構成したメタデータ・ストアはバージョニングをサポートしていませんでした。


	
処置: バージョニングをサポートするメタデータ・ストアを構成するか、リソース名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-01913: 同じアプリケーション名"{0}"およびデプロイメント・モジュール名"{1}"のデプロイメント系統がすでに存在します。 
	
原因: すでに存在する系統を作成しようとしました。


	
処置: 別のアプリケーション名またはMAR名の系統を作成してから操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-01914: アプリケーション名およびデプロイメント・モジュール名をnullにしてDeploymentInfoを作成することはできません。 
	
原因: DeploymentInfoをnull値で作成しようとしました。


	
処置: アプリケーション名およびデプロイメント・モジュール名の値がnullではないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02024: カスタマイズによる既存ノードの一意識別子の設定または変更はサポートされていません。 
	
原因: 構成可能IDをカスタマイズしようとしました。


	
処置: XML要素の一意の識別子を変更するカスタマイズをすべて削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02025: リクエストされた変更は、すでにMDSセッションで保留中の変更と互換性がありません。 
	
原因: すでに完了した別の変更操作と同じMetadataObject部分を更新する変更操作をMDSセッションで実行しようとしました。たとえば、メタデータ・オブジェクトのカスタマイズを変更してからそのカスタマイズのすべてを削除しようとすると、後者の操作は前者と競合するため失敗します。2つ目の操作を実行する前に、まず前者の変更を保存する必要があります。


	
処置: セッションに対してすでに(flushChangesのコールにより)実行した変更を保存してから、失敗した操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02100: 不正な権限ターゲット: "{0}" - {1}で始める必要があります。 
	
原因: 誤った構文でMDS権限クラスを作成しようとしました。


	
処置: 通常、権限クラスはMDSにより内部的に作成されますが、アプリケーションにより直接作成することもできます。アプリケーションの開発者に連絡してこれがアプリケーション・エラーでないことを確認し、アプリケーション・エラーでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-02101: 不正な権限処理: "{0}" - 不明な処理です。 
	
原因: 誤った構文でMDS権限クラスを作成しようとしました。


	
処置: 通常、権限クラスはMDSにより内部的に作成されますが、アプリケーションにより直接作成することもできます。アプリケーションの開発者に連絡してこれがアプリケーション・エラーでないことを確認し、アプリケーション・エラーでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-02102: 不正な権限処理: "{0}" - カスタマイズ処理は0個または2個のパラメータをとります。 
	
原因: 誤った構文でMDS権限クラスを作成しようとしました。


	
処置: 通常、権限クラスはMDSにより内部的に作成されますが、アプリケーションにより直接作成することもできます。アプリケーションの開発者に連絡してこれがアプリケーション・エラーでないことを確認し、アプリケーション・エラーでない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-02201: メタデータ・オブジェクト"{0}"のタイプ検証に失敗しました 
	
原因: 登録済のXSDに対してメタデータ・オブジェクトのコンテンツが有効ではありませんでした。


	
処置: メタデータ・オブジェクトのコンテンツが登録済のXSDに対して有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02202: メタデータ・オブジェクト"{0}"のコンテンツが有効ではありません。 
	
原因: 登録済のXSDまたは登録済の関連のいずれに対してもコンテンツが有効ではありませんでした。


	
処置: メタデータ・オブジェクトのコンテンツを確認し、必要に応じてコンテンツを修正して有効にしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02203: ノード"{1}"のメタデータ・オブジェクト"{0}"のタイプ検証エラー 
	
原因: 指定されたノードで検証エラーが発生しました。


	
処置: 指定されたノードのコンテンツが登録済のXSDおよび関連に準拠しているか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02204: ノード"{1}"のメタデータ・オブジェクト"{0}"のタイプ検証警告 
	
原因: 指定されたノードでの検証警告が発生しました。


	
処置: 指定されたノードのコンテンツが登録済のXSDに準拠しているか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02301: 名前変更単位は"{0}"または"{1}"が名前変更計画で再使用されているため無効です。 
	
原因: 名前変更計画に指定されたリソース名が2回以上使用されました。


	
処置: 名前変更時にソースとターゲットに別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02302: サブオブジェクト"{1}"がメタデータ・オブジェクト"{0}"に見つかりません 
	
原因: 指定されたサブオブジェクトがメタデータ・オブジェクトに見つかりませんでした。


	
処置: 詳細はエラー・メッセージ・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02303: 指定された名前変更計画の構文が無効です 
	
原因: 指定された名前変更計画の構文が無効でした。


	
処置: 詳細はエラー・メッセージ・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02304: StreamedObject "{0}"のRenameOperationは、このストリーム・オブジェクトにサブオブジェクトが指定されていたため失敗しました。 
	
原因: ストリーム・オブジェクトはサブオブジェクトをサポートしません。


	
処置: ストリーム・オブジェクトへの参照およびサブオブジェクトの参照を含むRenameObjectをRenamePlanから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02401: {1}ノードに対する操作{0}は許可されていません。 
	
原因: カスタマイズ可能でないノードをカスタマイズしようとしました。


	
処置: 試行したカスタマイズが有効な場合、この機能を提供するにはカスタマイズ制限を変更する必要があります。 カスタマイズ制限は、XMLスキーマ定義、スタンドアロンのXMLファイルまたは拡張メタデータ・ファイルに定義できます。また、使用中のMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーとカスタマイズ構成も確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02402: {1}のタイプ定義では{0}をカスタマイズできません。 
	
原因: カスタマイズ可能でないノードをカスタマイズしようとしました。


	
処置: 試行したカスタマイズが有効な場合、この機能を提供するにはカスタマイズ制限を変更する必要があります。 カスタマイズ制限は、XMLスキーマ定義、スタンドアロンのXMLファイル、タグ・ライブラリ定義ファイルまたは拡張メタデータ・ファイルに定義できます。また、使用中のMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーとカスタマイズ構成も確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02404: MDXドキュメントのサブ要素{1}では{0}をカスタマイズできません。 
	
原因: カスタマイズ可能でないノードをカスタマイズしようとしました。


	
処置: カスタマイズ制限情報を確認してください。この情報は、スキーマ定義、スタンドアロンのXMLファイルまたは拡張メタデータ・ファイルにあります。また、使用中のMDSSessionのカスタマイズ・ポリシーとカスタマイズ構成も確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02405: MDXドキュメントの要素{1}の属性{2}では{0}をカスタマイズできません。 
	
原因: カスタマイズ可能でないノードをカスタマイズしようとしました。


	
処置: 試行したカスタマイズが有効な場合、この機能を提供するにはカスタマイズ制限を変更する必要があります。 カスタマイズ制限は、XMLスキーマ定義、スタンドアロンのXMLファイルまたは拡張メタデータ・ファイルに定義できます。また、使用中のMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーとカスタマイズ構成も確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02406: タイプ定義および拡張メタデータ・エントリで明示的に許可されていないため、{0}のカスタマイズは許可されていません。 
	
原因: カスタマイズ可能でないノードをカスタマイズしようとしました。


	
処置: 試行したカスタマイズが有効な場合、この機能を提供するにはカスタマイズ制限を変更する必要があります。 カスタマイズ制限は、XMLスキーマ定義、スタンドアロンのXMLファイルまたは拡張メタデータ・ファイルに定義できます。また、使用中のMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーとカスタマイズ構成も確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-02407: ドキュメントでローカル参照が見つからなかったため、{0}のカスタマイズは許可されていません。 
	
原因: ノードのカスタマイズ可能性に関する問合せで、ドキュメントで見つからないローカル参照が指定されました。


	
処置: ローカル参照がドキュメントに適用されることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02408: 変更イベントでメタデータ・オブジェクト参照が見つからないため、ノード{1}で操作{0}は許可されていません。 
	
原因: メタデータ・オブジェクト参照がnullのため、ドキュメント変更は許可されていません。


	
処置: 変更ドキュメントが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02500: ORAMDS URLを使用してMDSドキュメントにアクセスするための有効なMDSSessionオブジェクトが見つかりません 
	
原因: "oramds:///"プロトコルを使用してドキュメントにアクセスする前に、有効なMDSSessionオブジェクトが設定されていませんでした。


	
処置: oramdsプロトコルを使用してMDSドキュメントにアクセスする前に有効なMDSSessionオブジェクトを設定するには、MDSURLHelper.setMDSSession()メソッドを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02501: MDSセッションを作成または解決できなかったため、ORAMDS URL "{0}"をロードできません 
	
原因: MDSセッション・オブジェクトを作成または解決中にエラーが発生しました。


	
処置: エラー・メッセージ・ログで原因例外を説明したメッセージを検索し、失敗の実際の原因に関する詳細を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02600: 構成ドキュメントに複数のmds-config要素が含まれるため、構成の移行に失敗します 
	
原因: 指定の構成ドキュメントに複数のmds-config要素が含まれます。


	
処置: 単一のmds-config要素が含まれるよう構成ドキュメントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02601: 構成に複数のpersistence-config要素が含まれるため、構成の移行に失敗します 
	
原因: 構成ドキュメントに複数のpersistence-config要素が含まれます。


	
処置: 有効なpersistence-config要素が含まれるよう構成ドキュメントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02602: 構成に複数のmetadata-stores要素が含まれるため、構成の移行に失敗します 
	
原因: 構成ドキュメントに複数のmetadata-stores要素が含まれます


	
処置: 有効な10.1.3構成ドキュメントとなるよう構成ドキュメントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-02603: 構成に無効なmetadata-store要素が含まれるため、構成の移行に失敗します 
	
原因: 構成ドキュメントに無効なmetadata-store要素が含まれます。


	
処置: 有効な10.1.3構成ドキュメントとなるよう構成ドキュメントを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	MDS-05786: メタデータ・アーカイブをデプロイできません: {0}。 
	
原因: メタデータ・アーカイブ(MAR)が破損しています。


	
処置: メタデータ・アーカイブ(MAR)が有効で読取り可能なことを検証してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05787: パーティション名がadf-config.xmlファイルで指定されていません。 
	
原因: partition-nameという名前のプロパティがmetadata-store要素の子として見つかりませんでした。


	
処置: ターゲット・パーティションをadf-config.xmlでmetadata-store要素の子プロパティとして指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05788: ファイルadf-config.xmlでJNDIデータソースが見つかりません。 
	
原因: jndi-datasourceという名前のプロパティがmetadata-store要素の子として見つかりませんでした。


	
処置: JNDIデータソースをadf-config.xmlでmetadata-store要素の子プロパティとして指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05789: メタデータ・アーカイブをデプロイできません。 
	
原因: メタデータ・アーカイブ(MAR)が見つかりませんでした。


	
処置: メタデータ・アーカイブ(MAR)がアプリケーションにパッケージされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05790: メタデータ・ストア定義がアプリケーション構成にないか、正しく指定されていません。 
	
原因: メタデータ・ストア定義がファイルadf-config.xmlにないか、正しく構成されていません。


	
処置: メタデータ・ストア定義が存在し、正しいリポジトリ構成を含んでいることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05791: メタデータ・アーカイブ(MAR) {0}のデプロイメント中にエラーが発生しました。 
	
原因: 詳細は通常、原因例外に説明されています。原因例外を説明したメッセージを検索し、適切な処置を実行してください。


	
処置: メタデータ・ストア構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05792: "{0}"からMDS構成をロードできません 
	
原因: MDS構成が定義されていないかまたは不正です。


	
処置: MDS構成が正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05793: adf-config.xmlで指定した、MDSファイル・リポジトリ{0}のパーティション{1}へのメタデータ・パス{2}が無効であるかアクセスできません。 
	
原因: エラー・メッセージに列挙されたMDSファイル・リポジトリ・パーティションのエラー・メッセージに示されたメタデータ・パスが、無効であるかアクセスできません。


	
処置: エラー・メッセージに示されたMDSファイル・リポジトリが登録済であること、またエラー・メッセージに列挙されたメタデータ・パーティションがadf-config.xmlで有効なメタデータ・パスとして構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05794: "{0}"からMDS永続性構成をロードできません 
	
原因: MDS永続性構成が定義されていないかまたは不正です。


	
処置: MDS永続性構成が正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-05795: アプリケーションの構成のcontent-configに無効な値"{0}"が指定されました 
	
原因: content-configで制限タイプCUSTOMIZATIONSのみサポートされています。これはパス"/"のみ許可し、ファイル拡張子は許可しません。


	
処置: MDS永続性構成が正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-10001: エラー: {0} 
	
原因: エラーが発生しました。詳細は通常、付随するメッセージに説明されています。


	
処置: 原因が説明されているメッセージを探し、適切な処置を実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-10003: 指定された{0}引数がnullまたは空です。 
	
原因: 必須のプログラム引数がnullまたは空です。


	
処置: 付随するすべての例外メッセージを記録して、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	MDS-10009: ドキュメント{0}の転送に失敗しました。 
	
原因: ドキュメントの転送に失敗しました


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10010: ドキュメント{0}の削除に失敗しました。 
	
原因: ドキュメントの削除に失敗しました


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10011: {0}での操作はロールバックされました。操作中に失敗したドキュメントの総数は{1}です。 
	
原因: 転送はロールバックされました。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10012: 操作に失敗しました。 
	
原因: 操作に失敗しました。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10013: {0}操作が開始しました。 
	
原因: 転送が開始されました。


	
処置: 転送が開始されました。処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	MDS-10014: {0}が完了しました。正常に処理されたドキュメントの総数: {1}、失敗したドキュメントの総数: {2}。 
	
原因: 転送が完了しました。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを確認し、処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	MDS-10015: {0}操作のコミット中に障害が発生しました。操作はロール・バックされました。 
	
原因: 操作のコミット中に障害が発生しました。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-10016: {0}での操作はロールバックされました。ポスト転送ラベル{1}を作成できませんでした。 
	
原因: ポスト転送ラベルの作成中に障害が発生しました。


	
処置: 付随するすべてのメッセージを調べ、さらに処置が必要かどうかを判断してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-10017: ターゲット・ストアはデプロイメント管理をサポートしていません。指定されたアプリケーション名"{0}"およびデプロイメント・モジュール名"{1}"をデプロイメント情報としてストアで維持できませんでした。 
	
原因: ターゲット・ストアはデプロイメント管理をサポートしていません。


	
処置: 処置は必要ありません。ドキュメントはデプロイメント情報が添付されずに転送されます。デプロイメント情報も保存する場合は、デプロイメント管理をサポートするメタデータ・ストア(通常はDBストア)を構成します。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10018: 転送制限{0}はターゲット・ストアでサポートされていません。すべてのドキュメントがターゲット・ストアに転送されます。 
	
原因: 指定された転送制限はターゲット・ストアでサポートされていません。


	
処置: 処置は必要ありません。指定された制限は転送に適用されず、すべてのドキュメントがターゲット・ストアに転送されます。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10019: 転送操作がタイプ"{2}"であるため、アプリケーション名"{0}"およびモジュール名"{1}"のデプロイメント情報は無視されます。 
	
原因: "デプロイメント"以外の転送操作タイプではデプロイメント情報は処理されません。


	
処置: 処置は必要ありません。指定されたデプロイメント情報は、現在の転送操作で処理されません。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10020: 変更されていないドキュメントを転送しないように、ターゲット・リポジトリからチェックサム・データを問い合せています。 
	
原因: 転送制限CHANGEDを適用するために、転送ではターゲット・リポジトリに対する問合せを実行して、転送されるドキュメントがすでに存在し、内容が同じであるかどうかを確認します。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	MDS-10022: ターゲット・リポジトリからドキュメントのチェックサムを取得する問合せが正常に完了しました。 
	
原因: 転送制限CHANGEDを適用するために、転送ではターゲット・リポジトリに対する問合せを実行して、転送されるドキュメントがすでに存在し、内容が同じであるかどうかを確認します。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	MDS-10023: mds-transfer-config.xmlに、ターゲット・ストアにドキュメントを保存するための有効な除外ルールが指定されていません。 
	
原因: /meta-inf/mds-transfer-config.xmlに、ターゲット・ストアにドキュメントを保存するための有効なネームスペースまたはメタデータ・オブジェクト名が指定されていません。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-10024: mds-transfer-config.xmlに指定されている構成に従い、転送時に除外するドキュメントのリストを作成中です。 
	
原因: 該当のmeta-inf/mds-transfer-config.xmlで指定されたターゲット・ストアにドキュメントを保存するために、MDSTransferはソース・ストアおよびターゲット・ストアを参照して除外するドキュメントのリストを作成します。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: データ










	MDS-10025: このメタデータ・パスの下にある既存のドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するために、mds-transfer-config.xmlで次のメタデータ・パスが構成されています。構成されたメタデータ・パスは次のとおりです{0} 
	
原因: 既存のドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するために、mds-transfer-config.xmlでいくつかのメタデータ・パスが構成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-10026: 既存のメタデータ・オブジェクトを同じ名前でターゲット・リポジトリに保存するために、mds-transfer-config.xmlで次のメタデータ・オブジェクト名が構成されています。構成されたメタデータ・オブジェクト名は次のとおりです{0} 
	
原因: 既存のドキュメントをターゲット・リポジトリに保存するために、mds-transfer-config.xmlでいくつかのメタデータ・オブジェクト名が構成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-10027: ターゲット・ストア内のドキュメントを保存するために、ソース・ストアの次のドキュメントが転送による除外としてマークされています。{0}。 
	
原因: ターゲット・ストア内のドキュメントを保存するために、ソース・ストアのいくつかのドキュメントが転送による除外としてマークされています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-11001: ドキュメントはMetadataStoreに存在していますが、"{0}"のタイプ情報は取得できません。 
	
原因: ドキュメントのタイプ情報を取得できませんでした。XMLドキュメントの形式が正しくない可能性があります。


	
処置: ドキュメントを調べてください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-11002: 例外"{1}"のため、"{0}"のタイプ情報は取得できません 
	
原因: 例外が発生したため、タイプ情報の取得に失敗しました。


	
処置: 例外およびドキュメントを調べてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-11003: ファイル{0}におけるタイムスタンプ拡張の強制に失敗しました: 元のタイムスタンプ = {1}、新規タイムスタンプ = {2}。 
	
原因: 保存中のファイルにおけるタイムスタンプの拡張に失敗しました。


	
処置: ファイルおよびファイル権限を調査してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	MDS-11006: ディレクトリ{0}は存在しません。 
	
原因: ネーム条件パッケージの値には、対応するファイル・システム・ディレクトリがありません。


	
処置: ディレクトリが必要だったかどうかを確認し、存在しない理由を判断してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ファイル










	MDS-11007: ディレクトリ{0}は、{1}が条件に一致しないためにスキップしています。 
	
原因: このディレクトリには問合せに一致しないドキュメントのみが含まれている可能性があります。


	
処置: ディレクトリからの結果が必要だった場合は、問合せが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: プログラム










	MDS-11008: ディレクトリ{0}は、ファイルストアのルートであるためスキップしています。 
	
原因: ディレクトリが問合せで考慮されましたが、このディレクトリはメタデータ・ストアの別のルート・パスでした。これは、ファイル・ストアの構成に複数のルート・パスがあり、その一方が他方に含まれている場合に発生する可能性があります。


	
処置: ディレクトリからの結果が必要だった場合は、ファイル・ストアが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ファイル










	MDS-11009: ディレクトリ{0}は、{1}が有効なパッケージ名ではないためにスキップしています。 
	
原因: 対応するパッケージ名が無効なために、問合せでディレクトリがスキップされました。


	
処置: ディレクトリからの結果が必要だった場合は、ディレクトリ名の有効性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: プログラム










	MDS-11010: ドキュメント・キャッシュ{0}で最大エントリ数{1}を超えたため、キャッシュがクリアされます。 
	
原因: ドキュメント・キャッシュが定義済の最大サイズを超えたため、クリアされました。メモリーが許せば、最適なパフォーマンスを得るためキャッシュをすべてのドキュメントに対応できる大きさにしますが、これは必須ではありません。


	
処置: adf-config.xmlファイルを編集し、ドキュメント・キャッシュのサイズを増やしてください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	MDS-11011: データベース接続に失敗したため、フェイルオーバー接続を取得して操作を再試行しようとしています。 
	
原因: データベースへの接続に失敗しました。


	
処置: 処置は必要ありません。データベースはFCFで構成されているため、フェイルオーバーが試行されます。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	MDS-11012: キー{0}、ラベル・セット{1}、サンドボックス名{2}、スコープ{3}を追加中に、キャッシュ競合が検出されました。 
	
原因: 記述されたドキュメントをキャッシュに追加していましたが、すでに存在していました。これは前述の参照に誤りがあることにより発生することがありますが、非常にまれな場合としてドキュメントが別のスレッドによって挿入されたために起こることもあります。


	
処置: これが頻繁に発生する場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: プログラム










	MDS-11013: キャッシュまたはキャッシュ領域が一杯であるため、タイプ{0}のオブジェクトをJava Object Cacheに格納できません 
	
原因: オブジェクトのJava Object Cacheへの格納を試行中に、CacheFullExceptionまたはRegionFullExceptionが報告されました。


	
処置: adf-config.xmlのcache-configエントリを変更して、設定済のMDSキャッシュのサイズ増加を検討してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	MDS-11014: Purge-Repos診断[auto-purge、partition-name、partition-id、#versions purged]: [{0}、{1}、{2}、{3}]。 
	
原因: metadata-storeでauto-purgeが発生しました。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-11016: MDS-JSP統合が開発者モードで構成されています。これにより、検出するファイルの変更ができます。本番またはパフォーマンスをテストするにはこのモードを使用しないでください。 
	
原因: 開発者モードは、明示的に、またはアプリケーションがJDeveloper内で実行されているため、サーブレット初期化パラメータとして構成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: 構成










	MDS-11017: 最終アーカイブ・ファイルの作成が{0}で開始されました。 
	
原因: ArchiveMetadataStoreによって、これまでにアーカイブ・ファイルで実行されたすべての変更を含む最終アーカイブ・ファイルの作成が開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-11018: 最終アーカイブ・ファイルが正常に作成されました。アーカイブ・ファイルは{0}で使用できます。 
	
原因: ArchiveMetadataStoreによって、これまでにアーカイブ・ファイルで実行されたすべての変更を含む最終アーカイブ・ファイルが作成されました。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: その他










	MDS-11019: デフォルトのCharSet {0}は、unicode文字セットではありません。非ASCII文字のファイル名は、正しく操作できない場合があります。ロケール設定を確認してください。 
	
原因: JavaのデフォルトのCharSetは、ファイル名とJava文字列との間の変換に使用されます。このCharSetが非unicode文字エンコーディングである場合、非ASCII文字を含むファイル名はJava文字に正しくマップされない場合があります。


	
処置: MDSが動作するJVMを実行しているプロセスのロケール環境変数設定をチェックして、UTFエンコーディングが使用されていることを確認してください。たとえば、LC_ALLとLANGの設定が関連している場合があります。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	MDS-11020: 中間アーカイブ・ファイル{0}を削除できません。 
	
原因: 中間アーカイブ・ファイルを削除できませんでした。


	
処置: MDS外でファイルの削除を試行してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: その他










	MDS-90013: "{0}"という名前のメタデータ・パーティションはメタデータ・リポジトリ"{1}"に存在しません。 
	
原因: 指定した名前のメタデータ・パーティションはメタデータ・リポジトリに見つかりませんでした。


	
処置: この操作を試行する前に、指定した名前のメタデータ・パーティションをメタデータ・リポジトリに作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90014: アプリケーションが読取り専用であるため、メタデータを更新できません 
	
原因: ReadOnlyMode属性が有効になっていたため、メタデータは更新されませんでした。


	
処置: ターゲット・アプリケーション構成のReadOnlyMode属性を無効にしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90015: "{0}"という名前のメタデータ・リポジトリは存在しません。 
	
原因: 指定した名前のメタデータ・リポジトリは見つかりませんでした。


	
処置: リポジトリ名のスペルが正しいかどうかを確認してください。リポジトリが存在しない場合、指定した名前のリポジトリを作成し、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90016: パーティション"{0}"にデプロイされたアプリケーションはありません。 
	
原因: デプロイされたアプリケーションと関連付けられていないパーティションでこの操作を実行しようとしました。


	
処置: デプロイされたアプリケーションと関連付けられたパーティションを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90017: この操作に使用するアプリケーションが指定されていません。 
	
原因: パーティション"{0}"にデプロイされるアプリケーションが複数あるため、どちらのアプリケーション構成をこの操作に使用するか決定できませんでした。


	
処置: この操作に使用するパーティション"{0}"にデプロイされるアプリケーションを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90018: アプリケーション"{1}"はパーティション"{0}"にデプロイされていません。 
	
原因: 指定されたアプリケーションは指定されたパーティションにデプロイされていませんでした。


	
処置: パーティションにデプロイされているアプリケーションを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90019: ユーザー・プロパティをドライバに設定できません: {0} 
	
原因: ユーザー・プロパティをドライバに設定中に問題が発生しました。


	
処置: データベース・サーバーが正しく稼働していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90020: メタデータ・ストアをサーバー"{0}"に割り当てられません。 
	
原因: サーバーへのリソースの割当て中に問題が発生しました。


	
処置: サーバーが正しく稼働していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90021: メタデータ・パス{0}が無効です。 
	
原因: FileMetadataStoreの作成に使用するパスが無効でした。ディレクトリを指している必要があります。


	
処置: メタデータ・パスを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90022: データベース・リポジトリのホスト名は空にできません。 
	
原因: データベース・リポジトリのホスト名が空またはnullでした。


	
処置: 有効なホスト名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90023: データベース・リポジトリのデータベース名は空にできません。 
	
原因: データベース・リポジトリのデータベース名が空またはnullでした。


	
処置: 有効なデータベース名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90024: データベース・リポジトリのユーザー名は空にできません。 
	
原因: データベース・リポジトリのユーザー名が空またはnullでした。


	
処置: 有効なユーザー名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90025: データベース・リポジトリのパスワードは空にできません。 
	
原因: データベース・リポジトリのパスワードが空またはnullでした。


	
処置: 有効なパスワードを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90026: サーバー名は空にできません。 
	
原因: サーバー名が空またはnullでした。


	
処置: 有効なサーバー名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90027: メタデータ・リポジトリ"{0}"を登録するサーバー"{1}"が見つかりません 
	
原因: サーバー名が無効でした。


	
処置: 有効なサーバー名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90028: "{0}"という名前のメタデータ・リポジトリはすでに存在します。 
	
原因: 指定した名前のメタデータ・リポジトリはすでに存在します。


	
処置: リポジトリ名のスペルが正しいことを確認してください。すでにリポジトリが存在している場合、別の名前のリポジトリを作成し、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90029: "{0}"という名前のメタデータDBリポジトリは存在しません。 
	
原因: 指定した名前のメタデータDBリポジトリは見つかりませんでした。


	
処置: DBリポジトリ名のスペルが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90030: "{0}"という名前のメタデータ・ファイル・リポジトリは存在しません。 
	
原因: 指定した名前のメタデータ・ファイル・リポジトリは見つかりませんでした。


	
処置: ファイル・リポジトリ名のスペルが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90031: メタデータDBリポジトリ"{0}"のJDBCリソースは見つかりません。 
	
原因: JDBCリソースは見つかりませんでした。


	
処置: メタデータDBリポジトリが正しく設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90032: メタデータ・ファイル・リポジトリ"{0}"のメタデータ・ストアは見つかりません。 
	
原因: メタデータ・ストアは見つかりませんでした。


	
処置: メタデータ・ファイル・リポジトリが正しく設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90033: 不明なDBベンダー・コード: "{0}" 
	
原因: DBベンダー・コードが無効です。


	
処置: 0 (ORACLE)、1 (MSSQL)または2 (IBMDB2)などの有効なDBベンダー・コードを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90034: メタデータをインポートするためのソース・ディレクトリまたはアーカイブ"{0}"が無効です。 
	
原因: メタデータのインポートに使用されるディレクトリまたはアーカイブの場所が無効です。有効な既存のディレクトリまたはアーカイブを指している必要があります。


	
処置: ソース・ディレクトリまたはアーカイブの場所を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90035: メタデータをエクスポートするためのターゲット・ディレクトリまたはアーカイブ"{0}"が無効です。 
	
原因: メタデータのエクスポートに使用されるディレクトリまたはアーカイブの場所が無効です。有効な場所を指している必要があります。


	
処置: ターゲット・ディレクトリまたはアーカイブ・ファイルの場所を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90036: アプリケーションに有効なMARファイルのパスがありません。 
	
原因: MARのインポートに使用されるMARパスが無効でした。有効な既存のMARファイルを指している必要があります。


	
処置: MARファイルが存在し、アプリケーションの正しいディレクトリにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90037: アーカイブ"{0}"には有効な内容が含まれていません。 
	
原因: メタデータのインポートに使用されるアーカイブが無効でした。有効な既存のzipまたはjarファイルである必要があります。


	
処置: アーカイブが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90038: データベース認証別名"{0}"はすでに存在します。同じ認証別名を再利用するには、ユーザーおよびパスワードを指定せずに操作を再試行してください。 
	
原因: Websphereサーバーにすでに存在するデータベース認証別名を構成しようとしました。


	
処置: 既存の認証別名を削除して再試行するか、新しい認証別名を指定するか、ユーザーおよびパスワードを指定しないで既存の認証別名を再利用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90039: データベース認証別名"{0}"が見つかりません。認証別名を作成するには、ユーザーおよびパスワードを指定して操作を再試行してください。 
	
原因: Websphereサーバーで構成されていないデータベース認証別名を使用しようとしました。


	
処置: 指定したデータベース認証別名がWebsphereサーバーで正しく構成されていることを確認するか、ユーザーおよびパスワードを指定して認証別名を自動的に作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90040: データベースに接続できませんでした 
	
原因: データベースへの接続を試行中にエラーが発生しました。


	
処置: データベース接続の詳細が正しいことを確認してください。詳細は、原因例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-90041: "excludeCustFor"パラメータではカスタマイズ・レイヤー値はサポートされていません。 
	
原因: "excludeCustFor"パラメータに1つ以上のカスタマイズ・レイヤー値が指定されました。


	
処置: "excludeCustFor"パラメータにカスタマイズ・レイヤー値が指定されないようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: トポロジ










	MDS-91001: MDSドメイン・ランタイムMBeanは使用できません。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: MDSドメイン・ランタイムMBeanがサーバーで使用できませんでした。


	
処置: MDSドメイン・ランタイムMBeanがサーバーで使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91002: "{0}"のMDSアプリケーション・ランタイムMBeanは使用できません。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: MDSアプリケーション・ランタイムMBeanがサーバーで使用できませんでした。


	
処置: アプリケーションのMDSアプリケーション・ランタイムMBeanがサーバーで使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91003: "{0}"に複数のMDSAppRuntimeMBeanが存在します。コマンドを実行するには、パラメータ"applicationVersion"が必要です。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: サーバーでアプリケーションの複数のMDSAppRuntimeMBeanが見つかりました。


	
処置: 'applicationVersion'パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91004: MDSドメイン・ランタイムMBeanコマンドは、管理サーバーからのみ実行できます。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: WLSTが管理サーバーに接続されませんでした。


	
処置: コマンドを実行する前に、管理サーバーに接続してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91005: "{0}"サーバーへの接続が存在しません。操作"{1}"はオンライン・モードでのみ実行されます。 
	
原因: コマンドはオフライン・モードで実行されました。


	
処置: WLST/WSADMINがサーバーに接続されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91006: パラメータ"{1}"には"{0}"が必要ですが、"{2}"が見つかりました。"{3}"操作は失敗しました。 
	
原因: コマンドに渡されたパラメータ・タイプが正しくありませんでした。


	
処置: 正しいタイプのパラメータがコマンドに渡されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91007: dbVendorは、ORACLE、MSSQLまたはIBMDB2のいずれかである必要があります。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: dbVendor値が正しくありませんでした。


	
処置: dbVendor値がORACLE、MSSQLまたはIBMDB2のいずれかであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91008: "{0}"パラメータは必須です。有効な値を指定して操作を再試行してください。 
	
原因: コマンドの必須パラメータが指定されていませんでした。


	
処置: コマンドの必須パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91009: 操作"{0}"は失敗しました。 
	
原因: コマンドの実行中に例外が発生しました。


	
処置: コマンドの必須パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91010: "adf-config"要素は指定したアーカイブ・ファイルでは使用できません。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: "adf-config"要素は指定したアーカイブ・ファイルでは使用できません。


	
処置: 指定したアーカイブ・ファイルのadf-config.xmlで"adf-config"要素が使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91011: 指定したアーカイブのadf-config.xmlに"mds-config"要素が存在しません。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: アーカイブ・ファイルのadf-config.xmlにmds-config要素が存在しませんでした。


	
処置: adf-config.xmlファイルで"mds-config"要素が使用可能であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91012: メタデータ・リポジトリ接続タイプの値は、"File"または"DB"である必要があります。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: メタデータ・リポジトリ接続タイプの値が正しくありません。


	
処置: メタデータ・リポジトリ接続タイプの値が'File'または'DB'であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91013: メタデータ・リポジトリのDB接続タイプでは、JNDIロケーションは必須パラメータです。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: DB接続タイプにJNDIロケーションが指定されていません。


	
処置: DBへのリポジトリ接続の更新中にJNDIロケーションの文字列を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91014: メタデータ・リポジトリのFile接続タイプでは、パス位置は必須パラメータです。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: File接続タイプのパス値が指定されていませんでした。


	
処置: Fileへのリポジトリ接続の更新中にパス位置の文字列を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91015: adf-config.xmlで共有メタデータ・リポジトリ構成を更新するには、すべてのパラメータが必要です。現在、ソース・アーカイブにネームスペース"{0}"の接続詳細がありません。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: 指定したネームスペースの共有リポジトリを設定するための完全な接続情報が指定されていませんでした。


	
処置: adf-config.xmlファイルに指定したネームスペースのメタデータ・リポジトリ接続情報がまだない場合は、完全な接続情報を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91016: adf-config.xmlで新しいアプリケーション・メタデータ・リポジトリ構成を定義するには、すべてのパラメータが必要です。現在、ソース・アーカイブ構成にアプリケーション・メタデータ・リポジトリが含まれていません。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: アプリケーション・ターゲット・リポジトリを設定するための完全な接続情報が指定されていませんでした。


	
処置: adf-config.xmlにアプリケーション・ターゲット・リポジトリのメタデータ・リポジトリ接続情報がまだない場合は、完全な接続情報を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91017: 共有リポジトリを設定するために指定したネームスペース"{0}"が無効です。ネームスペースがadf-config.xmlファイルで使用可能であり、他のネームスペースのサブネームスペースではないことを確認してください。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: 共有リポジトリ詳細を設定するために指定したネームスペースが無効です。


	
処置: ネームスペースがadf-config.xmlファイル内で使用可能であり、そのファイル内で他のネームスペースのサブネームスペースではないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91018: ソース・アーカイブadf-config.xml構成ファイル内の共有リポジトリにネームスペースがマップされていません。共有リポジトリ詳細を設定できません。"{0}"操作は失敗しました。 
	
原因: ソース・アーカイブadf-config.xml構成ファイル内の共有リポジトリにネームスペースがマップされていませんでした。


	
処置: 共有リポジトリ接続を設定するには、少なくとも1つのネームスペースがソース・アーカイブadf-config.xmlファイル内の共有リポジトリにマップされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91019: アプリケーション"{0}"に複数のMDSAppRuntimeMBeanが存在します。"application"、"node"および"server"パラメータが正しいことを確認してください。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: サーバーでアプリケーションの複数のMDSAppRuntimeMBeanが見つかりました。


	
処置: "application"、"node"および"server"パラメータが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91020: サーバー"{2}"で"{0}"のMDSアプリケーション・ランタイムMbeanが使用できません。サーバー名とアプリケーション名が正しいことを確認してください。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: MDSアプリケーション・ランタイムMBeanがサーバーで使用できませんでした。


	
処置: アプリケーションのMDSアプリケーション・ランタイムMBeanがサーバーで使用可能であることを確認してください。サーバー名とアプリケーション名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91021: サーバー"{2}"で"{0}"に複数のMDSAppRuntimeMBeanが存在します。コマンドを実行するには、パラメータ"applicationVersion"が必要です。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: サーバーでアプリケーションの複数のMDSAppRuntimeMBeanが見つかりました。


	
処置: 'applicationVersion'パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	MDS-91022: パラメータ"{0}"は空の文字列にできません。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: パラメータは空の文字列にできません。


	
処置: パラメータに正しい値が指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	MDS-91023: パラメータ"{0}"に1つ以上空の要素が含まれています。"{1}"操作は失敗しました。 
	
原因: パラメータに1つ以上空の要素を含めることはできません。


	
処置: パラメータに指定した各要素が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ















12 RCS-00001からRCS-23000



	RCS-00001: 予期しないエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-00002: 予期しないエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-00003: クラス[{0}]のインスタンスのインスタンス化に失敗しました 
	
原因: クラスパスでクラスが見つかりませんでした


	
処置: クラスがアプリケーション・クラスパスに含まれていることを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00004: 必須パラメータ[{0}]がないか、またはnullです 
	
原因: 一部の必須パラメータを渡さずにメソッドを起動しようとしました


	
処置: すべての必須パラメータがメソッドに渡されることを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00005: リソース・バンドル[{0}]が見つかりません 
	
原因: クラスパスでリソース・バンドルが見つかりませんでした


	
処置: リソース・バンドルがアプリケーション・クラスパスに含まれていることを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-00006: リソース・バンドル[{0}]でリソース[{1}]が見つかりません 
	
原因: リソース・バンドルからテキスト・リソースをロードしようとしましたが、リソースが見つかりませんでした。かわりにリソース・キーが使用されました。


	
処置: 欠落しているリソースをリソース・バンドルに追加するか、リソース参照を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00007: パラメータ[{0}]の値[{1}]は無効です 
	
原因: メソッドに無効なパラメータ値が渡されました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00008: パラメータ[{0}]でタイプ[{1}]が予期されていましたが、タイプ[{2}]を受け取りました 
	
原因: パラメータ値を読み取ろうとしましたが、パラメータ・タイプが無効でした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00009: この操作[{0}]はこのリリースではサポートされていません 
	
原因: このリリースではサポートされていないメソッドを起動しようとしました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00010: 名前[{0}]はリソース・カタログ・オブジェクトに対して有効ではありません 
	
原因: 必要な構造または書式に一致しない名前を使用してリソース・カタログ・オブジェクトにアクセスしようとしました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00011: 名前[{0}]にオブジェクトがバインドされていません 
	
原因: 指定された名前を使用してオブジェクトを見つけようとしましたが、その名前にオブジェクトがバインドされていませんでした。


	
処置: 指定オブジェクトが名前変更または削除されていないことを確認して、操作を再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-00012: クラスの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: Javaクラスをロードする際、静的イニシャライザの実行中に予期しないエラーが発生しました。クラスをロードできませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00013: MDS参照[{0}]が無効です 
	
原因: 必要な書式に一致しない文字列からMDS参照を作成しようとしました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00014: RCSession[{0}]で保留中の変更をフラッシュ中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-00015: RCSession[{0}]で保留中の変更を取消し中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-00016: カタログID[{0}]およびカタログ・パス[{1}]を使用してURIを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: URIで無効な文字がカタログIDまたはカタログ・パスに含まれています


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00017: URI[{0}]からカタログ参照を作成中にエラー[{1}]が発生しました 
	
原因: カタログ参照URIではないかURIが壊れているため、指定されたURIを解析できませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00018: リポジトリ[{0}]およびリポジトリ・パス[{1}]を使用してURIを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: URIで無効な文字がリポジトリIDまたはリポジトリ・パスに含まれています


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00019: URI[{0}]からリポジトリ参照を作成中にエラーが発生しました 
	
原因: リポジトリ参照URIでないかURIが壊れているため、指定されたURIを解析できませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00020: 属性ディスクリプタ[{0}]内のデータ型[{1}]はサポートされていません 
	
原因: 無効なデータ型を使用して属性ディスクリプタを作成しようとしました


	
処置: サポートされているデータ型を使用するように属性ディスクリプタを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00021: 属性ディスクリプタ[{1}]でデフォルト値[{2}]を設定中にエラー[{0}]が発生しました 
	
原因: 詳細はメッセージに記載されている原因を確認してください


	
処置: メッセージに記載された原因および元になった例外に応じて適切な処置を実行してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00022: セッション・プロパティはセッションが初期化された後には変更できません。 
	
原因: セッションが初期化された後にリソース・カタログ・セッションのプロパティを変更しようとしました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00023: 操作[{0}]は現在のセッションでは許可されていません 
	
原因: 接続操作専用に構成されたセッションで、カタログ関連操作を実行しようとしました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-00024: セッション[{0}]の保留中の変更が正常にフラッシュされました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-00025: セッション[{0}]の保留中の変更が正常に取り消されました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-00026: 操作が取り消されました。操作=[{0}]。理由=[{1}] 
	
原因: 操作はユーザーによって取り消されました。これは通常、操作の完了に要する時間が長すぎる場合に発生します。


	
処置: 処置は必要ありません
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-00027: 検索が取り消されました。ルート・コンテキスト=[{0}]。式=[{1}]。理由=[{2}] 
	
原因: 完了に時間がかかりすぎるため、ユーザーによって検索操作が取り消されました


	
処置: 処置は必要ありません
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-00028: 不変のオブジェクトを変更しようとしてエラーが発生しました 
	
原因: クライアント・プログラムが不変のオブジェクトを変更しようとしました


	
処置: 不変のオブジェクトの変更を試行しないようにクライアントを修正してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-00029: 操作[{0}]はWebアプリケーションではサポートされていません。ADFContextを介して変更をすべてコミットしてください 
	
原因: Webアプリケーションではサポートされていないメソッドを起動しようとしました


	
処置: ADFContextを使用して、MDSまたは接続に対する変更をコミットしてください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-00030: カタログ要素ID [{0}]に無効な文字が含まれています。a-z、A-Z、0-9、''_''および''.''を使用してください。 
	
原因: カタログへの要素の追加中に、カタログ要素IDで無効な文字が検出されました


	
処置: 許容される文字のみを含むIDを使用してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-00031: カタログ要素ID [{0}]はカタログ[{1}]で一意ではありません 
	
原因: カタログに要素を追加するためのID


	
処置: カタログ定義の範囲内で一意のIDを使用してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-01000: リソース・カタログ・サービスは、このアプリケーションには設定されていません。 
	
原因: アプリケーションのadf-config.xmlファイルでリソース・カタログ・サービスの構成パラメータが見つかりませんでした


	
処置: リソース・カタログ・サービスのドキュメントを参照して、必要な構成パラメータをアプリケーションのadf-config.xmlファイルに追加してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01001: 構成パラメータ[{1}]が、リソース・カタログ・インスタンス[{0}]から欠落しています 
	
原因: 必要な構成パラメータがadf-config.xmlファイルに指定されていませんでした。


	
処置: リソース・カタログ・サービスのドキュメントを参照して、欠落している構成パラメータを構成ファイルに追加してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01002: 無効な構成パラメータです。RCInstance=[{0}] パラメータ=[{1}] 無効な値=[{2}] 置換された値=[{3}] 
	
原因: リソース・カタログ・サービスが無効なパラメータ値で構成されています


	
処置: リソース・カタログ・サービスのドキュメントを参照して構成パラメータを修正してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01003: MDSインスタンス[{0}]の初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: 以前のエラーによって、リソース・カタログ・サービスで使用されるMDSインスタンスを初期化できませんでした


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01004: ID [{0}]のリソース・カタログ・インスタンスはすでに存在します。 
	
原因: 別のインスタンスで使用されているIDを使用して新しいリソース・カタログ・インスタンスを作成しようとしました。


	
処置: adf-config.xmlで指定されたインスタンスIDが一意であることを確認してください。一意である場合は、アプリケーション・コードが、既存インスタンスを再使用するのではなく同じIDで複数のインスタンスを作成しようとしていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01005: 接続コンテキスト・プロバイダ[{0}]を使用して接続コンテキストを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01006: セッション・プロバイダ[{0}]からMDSセッションを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01007: ADFContextが名前[{0}]に登録されていません。 
	
原因: リソース・カタログ・サービスに必要な指定ADFContextが見つかりません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01008: 接続コンテキストの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01009: パス[{0}]を使用して接続メタデータ・オブジェクトを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-01010: パス[{0}]を使用して接続メタデータ・オブジェクトを削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-01011: パス[{0}]を使用して接続メタデータ・オブジェクトを開く際にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-01012: リソース・カタログの拡張機能の検索を試行中にエラーが発生しました。 
	
原因: クラスパスからのリソース・カタログの拡張機能の検索中に例外が発生しました


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01013: クラスパスにリソース・カタログの拡張機能が見つかりません 
	
原因: リソース・カタログの拡張機能を宣言するjarがクラスパスに含まれていませんでした。リソース・カタログが機能するには、1つ以上の接続タイプと1つのリソース・カタログ・アダプタが必要です。


	
処置: これらの拡張機能が含まれる1つ以上のjarファイルをアプリケーションのクラスパスに追加してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	RCS-01014: URL[{0}]を使用してリソース・カタログの拡張機能を処理中にエラーが発生しました 
	
原因: リソース・カタログの拡張機能のロード中に例外が発生しました。1つの拡張機能をロードできなくても、他の拡張機能のロードが妨げられるわけではありません


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01015: CatalogItemFactoryPlugin [{0}]のインスタンス化中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたプラグインをインスタンス化できなかったか、必要なインタフェースを実装していません。1つのプラグインをロードできなくても、他のプラグインのロードが妨げられるわけではありません。


	
処置: 欠落しているクラスをクラスパスに追加し、正しいインタフェースを実装するようにクラスを修正するか、その宣言をMETA-INF/rc_ext.xmlから削除します
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01016: リソース・タイプ[{0}]のインスタンス化中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたプラグイン・クラスをインスタンス化できなかったか、必要なインタフェースを実装していません。1つのプラグインをロードできなくても、他のプラグインのロードが妨げられるわけではありません。


	
処置: 欠落しているクラスをクラスパスに追加し、正しいインタフェースを実装するようにクラスを修正するか、その宣言をMETA-INF/rc_ext.xmlから削除します
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01017: リソース・タイプ[{0}]が重複しています 
	
原因: 指定されたIDのリソース・タイプはすでにロードされています。重複は無視されました


	
処置: 重複するリソース・タイプの宣言をMETA-INF/rc_ext.xmlから削除してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	RCS-01018: リソース・タイプ[{0}]を正常に登録しました。 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-01019: リソース・カタログ構成ファイルのターゲット・ディレクトリ[{0}]が存在しません。 
	
原因: リソース・カタログ・インスタンスを動的に作成しようとしましたが、クライアント指定のターゲット・ディレクトリは存在しません。


	
処置: ターゲット・ディレクトリを作成するか、リソース・カタログ構成ファイルに別のディレクトリを使用するようにクライアントを構成してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01020: リソース・カタログ構成ファイルのターゲット・パス[{0}]が有効ではありません。 
	
原因: リソース・カタログ・インスタンスを動的に作成しようとしましたが、クライアント指定のターゲット・パスはディレクトリではありません


	
処置: リソース・カタログ構成ファイルに別のパスを使用するようにクライアントを構成してください。パスはディレクトリにする必要があります
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01021: リソース・カタログ構成ファイルのターゲット・ディレクトリ[{0}]が読取り可能ではありません。 
	
原因: リソース・カタログ・インスタンスを動的に作成しようとしましたが、クライアント指定のターゲット・ディレクトリは読取り可能ではありません


	
処置: ターゲット・ディレクトリの権限を変更して読取り可能にするか、リソース・カタログ構成ファイルに別のパスを使用するようにクライアントを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01022: リソース・カタログ構成ファイルのターゲット・ディレクトリ[{0}]が書込み可能ではありません。 
	
原因: リソース・カタログ・インスタンスを動的に作成しようとしましたが、クライアント指定のターゲット・ディレクトリは書込み可能ではありません


	
処置: ターゲット・ディレクトリの権限を変更して書込み可能にするか、リソース・カタログ構成ファイルに別のパスを使用するようにクライアントを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01023: ADFContextがすでに名前[{0}]を使用して登録されています。 
	
原因: 指定された名前はすでに使用されているため、その名前ではリソース・カタログ・サービスに必要な指定ADFContextを登録できません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01024: リソース・カタログ・インスタンスの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01025: 構成テンプレート[{0}]が見つかりません 
	
原因: 指定された構成ファイル・テンプレートがアプリケーションのクラスパスで見つかりませんでした


	
処置: 欠落しているテンプレートがクラスパスに含まれることを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01026: リソース・カタログ・セキュリティ・マネージャの初期化中にエラーが発生しました 
	
原因: リソース・カタログ・セキュリティ・マネージャの初期化中に例外が発生しました


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: 構成










	RCS-01027: ディレクトリ{0}の作成中にエラーが発生しました" 
	
原因: リソース・カタログ構成ファイルのディレクトリを作成しようとして失敗しました


	
処置: パス内のディレクトリの権限を変更して書込み可能にするか、リソース・カタログ構成ファイルに別のパスを使用するようにクライアントを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01028: 構成ファイル{0}の作成中にエラーが発生しました" 
	
原因: リソース・カタログ構成ファイルを作成しようとして失敗しました


	
処置: パス内のディレクトリの権限を変更して書込み可能にするか、リソース・カタログ構成ファイルに別のパスを使用するようにクライアントを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-01029: カタログ編集用のデフォルト・リソース・ライブラリが構成されていません 
	
原因: カタログのデフォルト・リソース・ライブラリを開こうとしましたが、adf-config.xmlにリソース・ライブラリが構成されていません


	
処置: adf-config.xmlにリソース・ライブラリを構成してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	RCS-01030: ナビゲーション・モデル編集用のデフォルト・リソース・ライブラリが構成されていません 
	
原因: ナビゲーション・モデルのデフォルト・リソース・ライブラリを開こうとしましたが、adf-config.xmlにリソース・ライブラリが構成されていません


	
処置: adf-config.xmlにリソース・ライブラリを構成してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	RCS-01031: システム・プロパティoracle.adf.rc.classpathcontext.expiresの値は数値である必要があります。 
	
原因: システム・プロパティが指定されましたが、値が数値ではありません


	
処置: システム・プロパティの値を数値に変更するか、削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: 構成










	RCS-02000: 接続[{0}]の参照を試行中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-02001: 接続[{0}]が見つかりません 
	
原因: 指定された接続が見つかりませんでした。この接続は削除されたか、名前が変更されている可能性があります


	
処置: 指定されたIDで新しい接続を作成してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: 構成










	RCS-02002: 接続タイプ[{1}]にリソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{2}]が登録されました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-02003: リソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{1}]を接続タイプ[{0}]へ登録中にエラーが発生しました 
	
原因: リソース・カタログ・アダプタの登録中に例外が発生しました


	
処置: 登録された接続タイプ、およびリソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ・クラスがアプリケーション・クラスパスに含まれていることを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-02004: 接続タイプ[{0}]にリソース・カタログ・アダプタがすでに登録されています。重複は無視されます 
	
原因: 同じ接続タイプのリソース・カタログ・アダプタ宣言を含む2つ以上のMETA-INF/rc_ext.xmlファイルがアプリケーション・クラスパスで見つかりました。


	
処置: 重複するアダプタ宣言をアプリケーション・クラスパスから削除してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-02005: 接続タイプ[{0}]のリソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{1}]は、必須インタフェースを実装していません。 
	
原因: リソース・カタログ・アダプタは固有のインタフェースのセットを実装している必要があります。指定されたアダプタは、そのうちの1つ以上のインタフェースを実装していません。


	
処置: Oracle提供のアダプタである場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。その他の場合はアダプタの提供元に連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-02006: 接続タイプ[{0}]にリソース・カタログ・アダプタが見つかりません 
	
原因: 指定された接続タイプにはリソース・カタログ・アダプタが登録されていません。


	
処置: アプリケーション・クラスに適切なリソース・カタログ・アダプタの実装を追加してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-02007: 接続タイプ[{0}]でリソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{1}]が見つかりました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-02008: InitialContextFactory [{2}]を使用してリポジトリ[{0}]、リポジトリ・パス[{1}]のInitialContextを作成しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-02009: InitialContextFactory [{2}]を使用して、リポジトリID [{0}]、リポジトリ・パス[{1}]のInitialContextを作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-02010: リポジトリID [{1}]、リポジトリ・パス[{2}]のサブコンテキスト[{0}]をクローズ中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-02011: リソース・カタログ環境パラメータ[{0}]が見つかりません 
	
原因: リソース・カタログ環境ハッシュテーブルで必要なパラメータが見つかりませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-02012: リソース・カタログ環境パラメータ[{0}]の値[{1}]が無効です。 
	
原因: リソース・カタログ環境変数を読み取ろうとしましたが、無効な値が含まれていました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-02013: 接続[{0}]の接続タイプを取得中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-02014: リソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{0}]は、リポジトリ参照[{1}]にnullを戻しました 
	
原因: CatalogContextオブジェクトが必要なときに、リソース・カタログ・アダプタ・ファクトリからnullが戻されました。


	
処置: Oracle提供のリソース・カタログ・アダプタである場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。その他の場合はアダプタの提供元に連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-02015: リポジトリ参照[{2}]に対して、予期しないオブジェクト・タイプ[{1}]がリソース・カタログ・アダプタ・ファクトリ[{0}]から戻されました 
	
原因: リソース・カタログ・アダプタ・ファクトリから無効なオブジェクト・タイプが返されました。アダプタ・ファクトリは、インスタンスまたはoracle.adf.rc.core.CatalogContextを戻す必要があります。


	
処置: InitialContextFactoryがOracleから提供されている場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。その他の場合はInitialContextFactoryの提供元に連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RCS-02016: 接続[{0}]に接続タイプが見つかりません 
	
原因: リソース・カタログ・サービスが、指定された接続の接続タイプを判別できませんでした。


	
処置: META-INF/rc_ext.xml (実行時)またはMETA-INF/extension.xml (デザインタイム)で接続タイプを宣言してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-02017: InitialContextFactory [{2}]を使用して、リポジトリID [{0}]、リポジトリ・パス[{1}]のInitialContextを作成中にエラーが発生しました。エラーは[{3}]でした 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-02018: カスタム・フォルダ・ファクトリ[{1}]の登録中にエラーが発生しました 
	
原因: カスタム・フォルダの登録中に例外が発生しました


	
処置: カスタム・フォルダ・ファクトリ・クラスがアプリケーション・クラスパスに含まれていることを確認してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03000: MDS参照{0}を使用するリソース・カタログを検出できません 
	
原因: リソース・カタログを開こうとしましたが、カタログが見つかりませんでした


	
処置: カタログがMDSリポジトリに存在することを確認します。ドキュメントが存在する場合は、adf-config.xmlでリソース・カタログ構成の設定を確認してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03001: MDS参照{0}を含むカタログはすでに存在します 
	
原因: 指定されたMDS参照のリソース・カタログはすでに存在しています。


	
処置: 既存のカタログを開くか、新しいカタログを作成する必要がある場合は別のMDS参照を選択してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03002: MDS参照{0}は有効ではありません 
	
原因: 指定された範囲およびIDを使用して生成されたMDS参照がMDSによって拒否されました


	
処置: 構造および文字がMDS参照の要件と一致するIDを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03003: カタログ名を[{0}]から[{1}]へ変更中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03004: リソース・カタログの名前を[{0}]から[{1}]に変更しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-03005: MDSパス[{1}]を使用してリソース・カタログ[{0}]を削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03006: リソース・カタログ[{0}]を削除しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-03007: リソース・カタログ[{0}]のフォルダ[{2}]から要素[{1}]を削除しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-03008: リソース・カタログ[{0}]から要素[{1}]を削除中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03009: リソース・カタログ[{0}]のフォルダ[{2}]に要素[{1}]を追加しました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-03010: リソース・カタログ[{0}]内にある親要素[{2}]へ要素[{1}]を追加中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03011: リソース・カタログ[{0}]内にあるフォルダ[{2}]、要素[{3}]のelementAddedイベントを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03012: リソース・カタログ[{0}]内にあるフォルダ[{2}]、要素[{3}]のelementModifiedイベントを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03013: リソース・カタログ[{0}]のフォルダ[{1}]にある要素[{2}]の名前を[{3}]に変更する、elementRenamedイベントを処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03014: 認識できない要素[{1}:{2}]がリソース・カタログ[{0}]で見つかりました 
	
原因: リソース・カタログ定義に認識不能の要素タイプが含まれています。この要素は無視されました。


	
処置: リソース・カタログ定義から無効な要素を削除してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03015: リソース・カタログ[{0}]の要素[{1}]は、エラー[{2}]のためにカタログから除外されました。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生し、指定された要素をカタログに含めることができませんでした。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03016: リソース・カタログ[{0}]にフォルダ[{1}]を作成中にエラーが発生しました。フォルダは無視されました。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03017: リソース・カタログ[{0}]に動的フォルダ[{1}]を作成中にエラーが発生しました。動的フォルダは無視されました。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03018: リソース・カタログ[{0}]内にあるフォルダ[{1}]の式フィルタ[{2}]を処理中にエラーが発生しました。フィルタは無視されました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03019: リソース・カタログ[{0}]内にあるフォルダ[{1}]のカスタム・フィルタ[{2}]を作成中にエラーが発生しました。フォルダは無視されました。フィルタ・クラス=[{3}]。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03020: リソース・カタログ[{0}]にカスタム・フォルダ[{1}]を作成中にエラーが発生しました。カスタム・フォルダは無視されました。ファクトリ・クラス=[{2}] 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03021: リポジトリ[{0}]およびリポジトリ・パス[{1}]を使用してリソースを検出できません。リポジトリにアクセスできないか、リソースが削除または名前が変更された可能性があります 
	
原因: ソース・リポジトリに一時的にアクセスできないか、ソース・リポジトリ内のリソースが削除または名前変更されている可能性があります。


	
処置: 親フォルダをリフレッシュして、修正されたコンテンツを確認してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03022: リソース・カタログ[{0}]内にあるリポジトリ[{3}]およびリポジトリ・パス[{4}]を使用して、予期しないオブジェクト・タイプが戻されました。[{1}]を予期していましたが、アダプタ[{5}]から[{2}]を受け取りました 
	
原因: リソース・カタログ・アダプタから予期しないアイテム・タイプが戻されました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03023: リソース・カタログ[{0}]内にある動的フォルダ[{1}]のリポジトリ・パス[{3}]であるソース・リポジトリ[{2}]を問合せ中にエラーが発生しました。動的フォルダのソースは無視されました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03024: リソース・カタログ[{0}]内にあるカスタム・コンテンツ要素[{1}]にCustomContextProviderクラスが指定されていません。要素は無視されました。 
	
原因: 指定されたカスタム・コンテンツ要素にCustomContentProvider実装を指定するクラス属性が含まれていません。この属性は必須です。


	
処置: 欠落している属性を指定された要素に追加するか、カタログから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03025: モデル[{0}]内にあるCustomContent要素[{1}]によって参照されるクラス[{2}]はCustomContentProviderではありません 
	
原因: CustomContent要素はCustomContentProviderまたはCustomContentProviderV2を実装する必要があります


	
処置: 指定された要素を有効なプロバイダを参照するように更新するか、定義からこの要素を削除してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03026: リソース・カタログ[{0}]内にあるカタログ定義フィルタ[{1}]をインスタンス化中にエラーが発生しました。フィルタは無視されました。 
	
原因: 指定されたクラスがクラスパスで見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたクラスがアプリケーション・クラスパスに含まれていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03027: リソース・カタログ[{0}]内にあるカタログ定義フィルタ[{1}]が、oracle.adf.rc.spi.plugin.catalog.CatalogDefinitionFilterインタフェースを実装していません。フィルタは無視されました 
	
原因: 指定されたフィルタ・クラスは必要なインタフェースを実装しません。


	
処置: 指定されたクラスを必要なインタフェースを実装するように変更するか、実装する別のクラスに置き換えます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03028: リソース・カタログ[{0}]内にあるカタログ定義フィルタ[{2}]を呼出し中にエラーが発生しました。フィルタは無視されました。 
	
原因: カタログ定義フィルタで例外が発生しました


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03029: リソース・カタログ[{0}]内にあるInitialContextFactory[{1}]を使用してカスタム・フォルダを作成中にエラーが発生しました。カスタム・フォルダは無視されました。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03030: カタログ[{0}]内にあるフォルダ[{1}]のコンテンツをリフレッシュ中にエラーが発生しました。子要素の一部がロードされていない可能性があります。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03031: カタログ[{0}]内にカタログ・アイテム[{1}]を作成中にエラーが発生しました。カタログ・アイテムは無視されました。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03032: 一時カタログ要素を永続カタログ・フォルダへ追加中にエラーが発生しました 
	
原因: 一時カタログ要素はCustomContentProvidersによってのみカタログに追加できます。永続カタログ定義には追加できません。


	
処置: TransientElementsではなくPersistentElementsを使用するように、指定されたAPIを起動するクライアント・コードを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03033: インタフェース[{0}]の操作[{1}]は一時要素ではサポートされていません。 
	
原因: 一時カタログ要素でサポートされていない操作を起動しようとしました。


	
処置: クライアント・コードを変更して、指定されたメソッドを起動しないようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03034: 永続カタログ要素を一時カタログ・フォルダに追加しようとしました。 
	
原因: 一時カタログ・フォルダはCustomContentProvidersで使用することを目的としています。他の一時要素のみを格納できます


	
処置: PersistentElementsではなくTransientElementsを使用するようにクライアント・コードを変更してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03035: カタログ[{0}]内にある要素[{1}]で、リポジトリ・パス[{3}]のリポジトリ[{2}]を使用してリポジトリへの参照を解決できません 
	
原因: リポジトリまたはリポジトリ・パスが見つからなかったため、指定されたリポジトリ要素を解決できませんでした。


	
処置: カタログ・エントリが正しく、アプリケーションにリポジトリが存在し、そのリポジトリ・パスが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03036: カタログ[{0}]内にある要素[{1}]で、リポジトリ・パス[{3}]でのリポジトリ[{2}]を使用してリソースへの参照を解決できません 
	
原因: リポジトリまたはリポジトリ・パスが見つからなかったため、指定されたリソース要素を解決できませんでした。


	
処置: カタログ・エントリが正しく、アプリケーションにリポジトリが存在し、そのリポジトリ・パスが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03037: カタログ[{0}]を開く際にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03038: リソース・カタログ[{0}]でのコンポーネント[{1}]の作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03039: カタログ[{1}]をカタログ[{0}]に含めようとしてエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03040: リソース・カタログ[{0}]でのアイテム[{1}]の属性またはパラメータの拡張中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-03041: パラメータ{0}が環境ハッシュテーブルにありません。 
	
原因: 必要なパラメータが欠落しているか、nullです。これは通常、環境ハッシュテーブルを正しく構成していないアダプタ・ユニット・テストで発生します


	
処置: 環境ハッシュテーブルを正しく構成するには、RCAdapterManager.createEnv()またはRCAdapterManager.augmentEnv()をコールしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03042: カタログ[{0}]のアイテム[{1}]についてnull値をキャッシュしようとしています 
	
原因: カタログ・フォルダでnull値をキャッシュしようとしました。


	
処置: 例外詳細を確認して根本的な原因を特定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03043: EL式の評価用のELContextProviderを取得できません 
	
原因: このエラーは、ELContextProviderを用いて構成されていない、JSFを使用しないアプリケーションでEL式を使用しようとすると発生します


	
処置: 適切なELContextProviderを使用してRCSを構成するか、カタログ定義からEL式を削除してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03044: EL式の解決中にエラーが発生しました。ELContextを取得できません 
	
原因: このエラーは、JSFを使用しないアプリケーションでEL式を使用しようとした場合、または構成されたELContextProviderからエラーが戻された場合に発生することがあります。


	
処置: Faces環境の外側でEL式を使用する場合は、adf-config.xmlのRCS構成に適切なELContextProviderを指定する必要があります
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03045: FacesContextを参照しようとしてエラーが発生しました 
	
原因: このエラーはJSFを使用しないアプリケーションでEL式を使用しようとすると発生します


	
処置: Faces環境の外側でEL式を使用する場合は、adf-config.xmlのRCS構成に適切なELContextProviderを指定する必要があります
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03046: [{0}]をEL式として解決できません 
	
原因: このエラーはEL式ではない文字列を解決しようとすると発生します


	
処置: ELHelperを使用した解決を試行する前に、文字列がEL式であることを確認してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-03047: EL式[{0}]の解決中にエラーが発生しました 
	
原因: EL解決プロセスでエラーが発生しました


	
処置: 関連する例外メッセージで根本的な原因を確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-03048: リソース・カタログ[{0}]内にあるCustomContent要素[{1}]で参照される、[{2}]のインスタンスの作成中にエラーが発生しました 
	
原因: 指定されたクラスがクラスパスで見つかりませんでした。


	
処置: 指定されたクラスをアプリケーション・クラスパスに追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03049: CustomContent要素[{1}]によって参照されるCustomContentProvider [{2}]は、ナビゲーション・モデル[{0}]ではサポートされません 
	
原因: CustomContentProviderインタフェースはナビゲーション・モデルではサポートされません


	
処置: oracle.adf.rc.spi.plugin.catalog.CustomContentProviderV2を使用するように実装を変更してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03050: カタログ[{0}]内にあるタイプ[{2}]のリソース[{1}]のラップ中にエラーが発生しました 
	
原因: リソース、コンポーネントまたはURL要素のラッピング中にエラーが発生しました


	
処置: 詳細は関連の例外を確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-03051: 要素{0}を要素{1}の前に挿入中にエラーが発生しました。要素{1}が見つかりません。 
	
原因: 指定された要素に関連する新しい要素の挿入中に、指定された要素が見つかりませんでした。


	
処置: 指定された要素がターゲット・フォルダに存在することを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03052: 要素{0}を要素{1}の後に挿入中にエラーが発生しました。要素{1}が見つかりません。 
	
原因: 指定された要素に関連する新しい要素の挿入中に、指定された要素が見つかりませんでした。


	
処置: 指定された要素がターゲット・フォルダに存在することを確認してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03053: カタログ{0}の要素{1}の子をCatalogContextとマージできません 
	
原因: 要素定義が子を持つオブジェクトに解決されましたが、この要素には自身の子が定義されています。この子はマージできません


	
処置: 定義から子要素を削除してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-03054: EL式の終了が見つかりません[{0}] 
	
原因: EL式の解析時に式の終了が見つかりませんでした


	
処置: 式を削除または修正してください
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	RCS-04000: 述語[{0}]の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-04001: 問合せ式[{0}]が無効です 
	
原因: 問合せ文字列がJNDI問合せ構文(RFC2254)と一致しません


	
処置: JNDI問合せ構文(RFC2254)と一致する問合せ文字列を使用してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-04002: 問合せ式[{0}]に無効なワイルドカードの構文が含まれています 
	
原因: ワイルドカードはEQUALS演算子でのみ使用できます


	
処置: 問合せ式を変更して、EQUALS演算子でのみワイルドカードを使用するようにしてください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RCS-04003: 属性[{0}]のタイプ[{1}]は、比較可能なインタフェースを実装していません。 
	
原因: 指定された属性値はサポートされないデータ型であり、比較可能なインタフェースを実装しません。リソース・カタログ・アダプタ・スキーマで検索可能として宣言されるすべての属性は、このインタフェースを実装する必要があります。


	
処置: この属性を検索不可とするようにソース・アダプタのリソース・カタログ・スキーマを変更するか、属性のデータ型を比較可能に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-04004: カタログ・アイテム[{0}]を[{1}]と比較中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-04005: 属性述語[{0}]を評価していますevaluating attribute predicate [{0}] 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-04006: 属性式[{0}]に[{1}]を戻しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-04007: 文字列比較"[{0}] [{1}] [{2}]"に[{3}]を戻しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-04008: 数値比較"[{0}] [{1}] [{2}]"に[{3}]を戻しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-04009: 日付比較"[{0}] [{1}] [{2}]"に[{3}]を戻しています 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 32

タイプ: TRACE

影響: ロギング










	RCS-04010: カタログ[{0}]でフォルダ[{1}]の検索中にエラーが発生しました。フォルダはスキップされました。実装クラス=[{2}] 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-04011: リポジトリ[{0}]でフォルダ[{1}]の検索中にエラーが発生しました。フォルダはスキップされました。実装クラス=[{2}] 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-04012: カタログ[{0}]でカスタム・フォルダ[{1}]の検索中にエラーが発生しました。フォルダはスキップされました。実装クラス=[{2}] 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-04013: 属性[{0}]、値[{1}]にはサポートされないデータ型[{2}]があります 
	
原因: 属性でサポートされていないデータ型の値が戻されました。この値は文字列に変換されました。


	
処置: すべてのリソース・カタログ属性の値が、oracle.adf.rc.attribute.AttributeConstantsで定義されているサポート対象のいずれかのデータ型に対応することを確認してください
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05000: 転送セット[{0}]の処理中にエラーが発生しました 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。


	
処置: 詳細は例外詳細を確認してください。提供された情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-05001: 転送セット[{0}]は正常に処理されました 
	
原因: なし


	
処置: なし
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05002: 転送セット[{0}]が空です 
	
原因: 転送セットに接続またはカタログ・エントリが含まれていませんでした。


	
処置: 1つ以上の接続または1つのカタログを含む転送セットを作成してから、操作を再実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	RCS-05003: 転送セット[{0}]内にある接続の転送中にエラーが発生しました。失敗コントロールは[{1}]に設定されます。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。転送プロセスはエラーが発生すると失敗するように構成されています。


	
処置: 失敗の原因を確認し、修正してから、転送プロセスを再起動してください。または、エラーを無視するように失敗コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05004: 転送セット[{0}]内にある接続[{1}]の転送中にエラーが発生しました。失敗コントロールは[{2}]に設定されます。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。転送プロセスはエラーが発生すると失敗するように構成されています。


	
処置: 失敗の原因を確認し、修正してから、転送プロセスを再起動してください。または、エラーを無視するように失敗コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05005: 転送セット[{0}]内にある接続ID[{1}]はすでにターゲット環境に存在します。重複コントロールは[{2}]に設定されます。 
	
原因: 指定された転送セットに含まれる接続はターゲット環境にすでに存在しています。また、重複コントロールは重複を検出すると失敗するように設定されています。


	
処置: 重複する接続をターゲット環境から削除して、転送プロセスを再起動してください。あるいは、重複を上書きまたは無視するように重複コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05006: 転送セット[{0}]内にあるカタログの転送中にエラーが発生しました。失敗コントロールは[{1}]に設定されます。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。転送プロセスはエラーが発生すると失敗するように構成されています。


	
処置: 失敗の原因を確認し、修正してから、転送プロセスを再起動してください。または、エラーを無視するように失敗コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05007: 転送セット[{0}]内にあるカタログ[{1}]の転送中にエラーが発生しました。失敗コントロールは[{2}]に設定されます。 
	
原因: 基礎となるコンポーネントで例外が発生しました。転送プロセスはエラーが発生すると失敗するように構成されています。


	
処置: 失敗の原因を確認し、修正してから、転送プロセスを再起動してください。または、エラーを無視するように失敗コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-05008: 転送セット[{0}]内にあるカタログID [{1}]はすでにターゲット環境に存在します。重複コントロールは[{2}]に設定されます。 
	
原因: 指定された転送セットに含まれるカタログはターゲット環境にすでに存在しています。また、重複コントロールは重複を検出すると失敗するように設定されています。


	
処置: 重複するカタログをターゲット環境から削除して、転送プロセスを再起動してください。あるいは、重複を上書きまたは無視するように重複コントロールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	RCS-06001: プールされたオブジェクトの破棄中に予期しないエラーが発生しました。プール=[{0}] 
	
原因: 詳細は、例外の根本的な原因を確認してください。


	
処置: 根本的な原因で提供される情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング










	RCS-06002: オブジェクト・プール[{0}]の破棄中にリークが検出されました。使用中カウント=[{1}] 
	
原因: オブジェクトの使用中にオブジェクト・プールを破棄しようとしました。これは潜在的なメモリー・リークです


	
処置: オブジェクト・プールのクライアントを特定し、破棄前にすべてのオブジェクトがプールに戻されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RCS-23000: 予期しないエラーが発生しました 
	
原因: 詳細は、ログ・ファイルで例外の根本的な原因を確認してください。


	
処置: 根本的な原因で提供される情報が問題解決に十分でない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: ロギング















13 RUL-00000からRUL-09043



	RUL-00000: ''{5}''の型をチェック中に内部エラーが発生しました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 型をチェック中に内部エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-00001: 無効な割当てターゲットです{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 割当て式の無効なターゲットが検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00002: 演算子''+''は、数値型および文字列のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 追加式のオペランドの1つが正しい型ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00003: 演算子''{5}''はブール型およびファクト・セット型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ブール式のオペランドの1つが正しい型ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00004: 演算子''{5}''は数値型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 数値式のオペランドの1つが正しい型ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00005: 演算子''{5}''は整数型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 整数型のオペランドのみを受け取る演算子が整数ではないオペランドを持っていました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00006: 演算子''{5}''は文字列、数値型、ブール型またはオブジェクト型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 比較式に正しい型でないオペランドが含まれていました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00007: 演算子''{5}''は数値型、文字列または比較可能なオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 比較式に正しい型でないオペランドが含まれていました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00008: 演算子''exists''はファクト・セット型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: exists演算子のオペランドは正しい型ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00009: 演算子''instanceof''はオブジェクト型のオペランドのみ受け取ります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: instanceof演算子のオペランドは正しい型ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00010: ''{5}''の型から''{6}''の型への変換はできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RL式には、ある型から別の型への暗黙的な変換が含まれていて、その暗黙的な変換ができませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00011: 関数またはメソッドの呼出しに不正な引数が使用されています{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RL関数またはJavaメソッドの呼出しが不正な数の引数でコード化されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00012: 関数またはメソッドの呼出しに不正な引数の型が使用されています{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RL関数またはJavaメソッドの呼出しの引数が不正な型でした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00013: ネストした配列はサポートされません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RLコードがネストした配列を使用するように記述されました。


	
処置: RLはネストした配列をサポートしません。問題のあるRLコードをリライトしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00014: このルールの論理サポート式は{5,number,integer}つのみです{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 論理ルール・プロパティが、ルール条件の式をサポートする数より大きい値に割り当てられました。


	
処置: 論理プロパティに割り当てられた値を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00015: ルール条件内で''{5}''は使用できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ルール条件内で有効でないRL構文がルール条件で検出されました。


	
処置: 問題のあるルール条件を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00016: ルール条件外で''{5}''は使用できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ルール条件内でのみ有効なRL構文がルール条件外で検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00017: ファクト・パターンに式を含めることはできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・パターンに式が含まれていました。


	
処置: ファクト・パターンに続くテストに式を移動して、問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00018: ファクト・パターンに''new''演算子を含めることはできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・パターンにnew演算子が含まれていました。


	
処置: new演算子を削除して、問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00019: ファクト・パターンに関数またはメソッドの呼出しを含めることはできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・パターンに関数またはメソッドの呼出しが含まれていました。


	
処置: ファクト・パターンに続くテストに呼出しを移動して、問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00020: 記号''{5}''は定義されていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 定義されていないRLプログラム要素が検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00021: 記号''{5}''はpublicではありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: publicではないRLプログラム要素が参照されたため、アクセスできませんでした。


	
処置: プログラム要素がJavaクラスである場合、クラスがインポートされているか完全修飾名で参照されていること、およびクラスがクラスパスに存在することを確認してください。プログラム要素がJavaメソッド、Javaフィールド、RL関数またはRL関数変数である場合、それがpublicと宣言されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00022: ''{5}''のファクト・クラスはルール・セッションで事前に宣言する必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 問題のあるクラスのファクト・クラスはルール・セッションで事前に宣言する必要があります。通常、複数のサブクラスがファクト・コンテキストに出現した後で、そのスーパー・クラスがファクト・コンテキスト(ファクト・クラス文、ルール条件、アサート、撤回、変更)で検出されます。


	
処置: クラスのファクト・クラス文を、RLコードの事前の位置に追加または移動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00023: ファクト・クラスは事前に宣言する必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 問題のあるクラスのファクト・クラスはルール・セッションで事前に宣言する必要があります。通常、複数のサブクラスがファクト・コンテキストに出現した後で、そのスーパー・クラスがファクト・コンテキスト(ファクト・クラス文、ルール条件、アサート、撤回、変更)で検出されます。


	
処置: クラスのファクト・クラス文を、RLコードの事前の位置に追加または移動してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00024: ファクト・クラス''{5}''は''{6}''および''{7}''の両方は拡張できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・クラスの多重継承が検出されました。


	
処置: 単一の継承に制限するように問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00025: ファクト・クラスの多重継承はサポートされません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・クラスの多重継承が検出されました。


	
処置: 単一の継承に制限するように問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00026: 起動されたJavaメソッドで例外が発生しました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RLから起動されたJavaメソッドで例外がスルーされました。


	
処置: Javaメソッドでスルーされた例外の根本原因を調査してください。このメッセージでスルーされた例外の原因として使用できます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00027: 記号''{5}''が2回以上定義されています{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RLプログラム要素が2回以上定義されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00030: クラス''{5}''には''{6}''という名前のメンバーはありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスの存在しないメンバーへのアクセスが検出されました。


	
処置: 問題のある参照を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00031: クラス''{5}''には''{6}''という名前のstaticメンバーはありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスの存在しないstaticメンバーへのアクセスが検出されました。


	
処置: 問題のある参照を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00032: クラス''{5}''には''{6}''という名前のpublicメンバーはありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: publicではないクラスのメンバーにアクセスしようとしました。


	
処置: 問題のある参照を削除するかメンバーをpublicにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00033: 完全修飾されたパッケージ名またはクラス名が必要です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: import文に完全修飾されたクラス名が含まれていませんでした。


	
処置: import文を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00034: 無効なアクションが発生しました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 無効なRLアクションが発生しました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00040: {6}が必要な場所で、''{5}''が検出されました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 予期しないプログラム要素が検出されました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00041: 次のうちの1つが必要な場所で、''{5}''が検出されました: {6}{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 予期しないプログラム要素が検出されました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00042: XML識別子''{5}''が無効です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 無効なXML識別子が見つかりました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00043: ''property''および''hide property''の両方は使用できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・クラス文にpropertyおよびhide property句の両方が含まれていました。これらの句のいずれかのみを指定できます。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00044: クラス''{6}''は最終クラス''{5}''を拡張できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RLクラスは最終と宣言される2番目のRLクラスを拡張することを宣言されました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00045: 公開中のプロパティ''{5}''は非表示にできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスのプロパティがすでに公開されていたときに、そのプロパティを非表示にしようとしました。たとえば、スーパー・クラスのプロパティを非表示にしようとしました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00046: 非表示のプロパティ''{5}''は公開できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスのプロパティがすでに非表示されていたときに、そのプロパティを公開しようとしました。たとえば、スーパー・クラスのプロパティを非表示にしたファクト・クラス文を持つそのプロパティを公開しようとしました。


	
処置: RLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00050: ファクトのアサート中、プロパティのgetterの起動でエラーが発生しました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: プロパティの取得中にIllegalArgumentExceptionがスローされました。この例外はこのメッセージで作成された例外の根本原因の例外として使用できます。


	
処置: 根本原因の例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00051: プロパティ''{5}''の定義中にエラーが発生しました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: プロパティの定義中にRLIllegalArgumentExceptionがスローされました。この例外はこのメッセージで作成された例外の根本原因の例外として使用できます。


	
処置: 根本原因の例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00052: オブジェクトはNULLにできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: NULLオブジェクト参照を参照解除しようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00054: ルールセット・スタックが空です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ルールセット・スタックが空のときにそのスタックの一番上からルールセットを取得しようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00055: ルールセット''{5}''はすでにルールセット・スタックに存在します{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ルールセットがすでにルールセット・スタックの一番上にあるときに、そのスタックの一番上に同じルールセットをプッシュしようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00056: ルールセット''{5}''は定義されていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 定義されていないルールセットが参照されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00057: パッケージ''{5}''は定義されていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 定義されていないパッケージが参照されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00058: XPathテストの型''{5}''を''{6}''に変換できません。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XPATHテストでエラーが検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00059: XPathテストの演算子''{5}''はサポートされていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: サポートされていないXPATH演算子が見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00060: XPathテストの定数''{5}''はサポートされていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: サポートされていないXPATHリテラルが見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00061: XPathの''/''はサポートされていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XPATH "/"が見つかりましたがRLによってサポートされていません。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00062: XPathは''{5}''で開始できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XPATHは問題のあるテキストで開始できません。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00063: ''{5}''は不正なXPath構文です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XPATH構文エラーが発生しました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00064: プロパティ''{5}''は定義されていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 定義されていないプロパティがXPATHで見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00065: XPathをサポートするクラス内でプロパティ''{5}''をpublicにする必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: publicでないプロパティがXPATHで見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00067: XML識別子がありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XML識別子が必要でした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00068: XML名に予期しない''@''があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XML名に予期しない"@"文字が検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00069: XML名に予期しない''/''があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: XML名に予期しない"/"文字が検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00070: 配列索引''{5,number,integer}''が範囲外です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 配列の範囲外にある索引を使用して配列に索引付けしようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00071: 配列サイズには負の値を設定できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 負のサイズの配列を作成しようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00072: 配列の要素の型が不一致です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 配列に間違った型のオブジェクトを格納しようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00073: ''{6}''型の配列には''{5}''型のオブジェクトを保存できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 配列に間違った型のオブジェクトを格納しようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00074: RLオブジェクトは配列ではありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 配列としてオブジェクトを使用しようとしましたが、オブジェクトは配列ではありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00075: サブスクリプトを配列に適用する必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 配列参照に索引が見つかりませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00076: サブスクリプトを整数型にする必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 整数以外の配列索引が見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00077: 無効な値''{5}''がルール・プロパティ''logical''に割り当てられています。値は0より大きくする必要があります。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 正でない値が論理ルール・プロパティに割り当てられました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00080: クラス''{5}''はクローニングをサポートしていません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスがクローニングをサポートしていないオブジェクトをクローンしようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00081: クラス''{5}''にキャストできません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: キャストできないクラスにオブジェクトをキャストしようとしました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00082: 不正な引数''{5}''が''{6}''に渡されました{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 不正な引数がRL関数またはJavaメソッドに渡されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00083: RLクラス''{5}''はJavaクラスを拡張できません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: RLクラスはサポートされていないJavaクラスを拡張するように定義されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00084: クラス''{5}''のコンストラクタが見つかりません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: クラスに適用可能なコンストラクタが見つかりませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00085: {6}のため、''{5}''を含むことができません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: include文でエラーが発生しました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00086: 関数の戻り値がありません{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 関数が値を戻すように定義されましたが、関数にreturn文が含まれていませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00087: ''return''は関数またはルール・アクションの中で使用する必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: return文が無効な場所で見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00088: ''catch''または''finally''を指定する必要があります{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: try文にcatchまたはfinally句の少なくとも1つがありませんでした。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00089: エラー: {5}{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ゼロ除算が検出されました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00090: 内部エラー: {5}{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 内部ルール・エンジン・エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-00091: 集計{5}では{6}が実装されていませんでした。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 集計で必要なインタフェースが実装されていませんでした。


	
処置: 集計実装を修正するか、または正しい集計関数を参照するようにRLコードを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00092: ファクト・パスの集計関数の引数が不正です。引数には、アソシエーション名またはアソシエーションのプロパティを指定する必要があります。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ファクト・パスの集計関数の引数が不正でした。


	
処置: 引数には、アソシエーション名またはアソシエーションのプロパティを指定する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00093: FactPathの無効なブール式です{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: FactPathで無効なブール式が見つかりました。


	
処置: 問題のあるRLコードを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00094: ''{5}''で定義されているアソシエーション''{6}''は逆アソシエーションですが、前方参照に対応しています。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 逆アソシエーションのアソシエーションは前方参照ではありませんでした。


	
処置: アソシエーションを前方参照に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00095: ピアのRuleSessionを使用してプールから取得したRuleSessionでのexecuteRulesetメソッドの呼出しは許可されていません。 
	
原因: このRuleSessionはプールから取得され、executeRulesetメソッドが呼び出されました。この呼出しは、ピアのRuleSessionが使用中の場合は許可されていません。


	
処置: executeRulesetメソッドの呼出しを削除するか、またはRuleSessionプールを使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00096: ルール・グループ''{6}''で定義されたルール''{5}''に含めるパターンは、{7}個である必要があります。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 指定されたルールはmutexプロパティがtrueに設定されたルール・グループ内にあり、ルールには不正な数のパターン(ファクト句)がありました。


	
処置: 正しい数のパターンを含めるようにルールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00097: ルール・グループ''{6}''で定義されたルール''{5}''にはタイプ''{7}''のファクト句がありますが、必要なタイプは''{8}''です。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 指定されたルールはmutexプロパティがtrueに設定されたルール・グループ内にありました。mutexグループのすべてのルールには同じ順序で同じファクト・タイプの同じファクト句が必要です。このルールには必要なファクト・タイプに一致しないファクト句が含まれていました。


	
処置: ルール・グループ内の他のルールと同じ順序で正しいファクト・タイプを指定するようにルールを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00098: ''{5}''のループ・プロパティは、所属しているグループのループ・プロパティと一致しませんでした。ルール・グループのすべてのメンバーは、同じループ・プロパティ値を持っている必要があります。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: ルール・グループのメンバーは、グループのループ・プロパティ値に一致しない値にループ・プロパティを設定していました。ルール・グループのすべてのメンバーは、同じループ・プロパティ値を持っている必要があります。


	
処置: 指定されたグループ・メンバーまたは指定されたグループのループ・プロパティ値を変更して、競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00099: 集計に複数のパターンが含まれていました。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 集計に複数のパターンが含まれていました。


	
処置: 集計には1つのパターンのみ許可されます。1つのパターンを含むようにRLコードを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-00100: 集計パターンに、パターンに含めることができない式が含まれていました。{0}{1,choice,0#|0<at line {1,number,integer}}{2,choice,0#|0< column {2,number,integer}}{1,choice,0#|0< }{3,choice,0#|0<in {4}} 
	
原因: 集計パターンに、パターンに含めることができない式が含まれていました。


	
処置: 集計のパターンに続くすべての式は、パターンに含める必要があります。いくつかの複合型テストは含めることはできません。パターンに含めることができるように、式をリライトして単純にします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01001: {0}はドメインに関して有効な選択ではありません。有効なドメイン内で選択してください。 
	
原因: 値はドメインに関して有効な選択ではありません。


	
処置: ドメインに関して有効な選択を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01002: 範囲制約に違反しました。{0}は{1}と{2}の範囲内にありません。値は必ず範囲制約に従うようにしてください 
	
原因: 範囲制約に違反しました。値が範囲内にありません。


	
処置: 値は必ず範囲制約に従うようにしてください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01003: JARファイル{0}をデータ・モデルに追加できません。JARファイルが正しい場所にあり、破損しておらず、すべての依存Javaクラスがデータ・モデルにインポートされていることを確認してください。 
	
原因: JARファイルをデータ・モデルに追加できません。


	
処置: JARファイルが正しい場所にあり、破損しておらず、すべての依存Javaクラスがデータ・モデルにインポートされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01004: XMLをデータ・モデルにデシリアライズできません。XML要素が整形式であり、データ・モデルのスキーマに適合していることを確認してください。 
	
原因: XMLをデータ・モデルにデシリアライズできません。


	
処置: XML要素が整形式であり、データ・モデルのスキーマに適合していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01005: データ・モデルをXMLにシリアライズできません。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: データ・モデルをXMLにシリアライズできません。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01006: データ・モデルXML文書で、要素または属性{0}が欠落しています。データ・モデルXML文書に必要な要素があることを確認してください。 
	
原因: データ・モデルXML文書で、要素または属性が欠落しています。


	
処置: データ・モデルXML文書に必要な要素があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01007: 参照先のファクト・タイプ{0}はデータ・モデルで定義されていません。参照先のファクト・タイプがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。 
	
原因: 参照先のファクト・タイプがデータ・モデルで定義されていません。


	
処置: 参照先のファクト・タイプがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01008: パターン{0}は有効な正規表現ではありません。有効なパターンを指定してください。詳細は、java.util.regex.Patternを参照してください。 
	
原因: パターンは有効な正規表現ではありません。


	
処置: 有効なパターンを指定してください。詳細は、java.util.regex.Patternを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01009: 入力String{0}が正規表現の制約パターン{1}に一致しません。入力Stringが指定のパターンに適合していることを確認してください。詳細は、java.util.regex.Patternを参照してください。 
	
原因: 入力Stringが正規表現の制約パターンに一致しません。


	
処置: 入力Stringが指定のパターンに適合していることを確認してください。詳細は、java.util.regex.Patternを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01010: 新規要素をデータ・モデルに追加できません。同じ名前の要素{0}は、すでにデータ・モデルにあります。この既存の要素を置き換える場合は、データ・モデルから削除してから、新規要素を追加してください。 
	
原因: 新規要素をデータ・モデルに追加できません。同じ名前の要素は、すでにデータ・モデルにあります。


	
処置: この既存の要素を置き換える場合は、データ・モデルから削除してから、新規要素を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01011: 範囲制約のデシリアライズ中にエラーが発生しました。境界{0}と{1}は正しい形式ではありません。XML文書の境界値が正しいDouble形式であることを確認するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。 
	
原因: 範囲制約のデシリアライズ中にエラーが発生しました。境界は正しい形式ではありません。


	
処置: XMLドキュメントの境界値が正しいDouble形式であることを確認するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01012: JAXBクラス{0}をデータ・モデルに追加できません。このクラスがクラスパスにあることを確認してください。 
	
原因: JAXBクラスをデータ・モデルに追加できません。


	
処置: このクラスがクラスパスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01013: Javaクラス{0}をデータ・モデルに追加できません。このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。 
	
原因: Javaクラスをデータ・モデルに追加できません。


	
処置: このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01014: XMLスキーマ・パス{0}をデータ・モデルに追加できません。解決方法は基本例外を参照してください。 
	
原因: XMLスキーマ・パスをデータ・モデルに追加できません。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01015: ユーザー・パス{0}が、ディレクトリまたはZIPファイルではありません。ユーザー・パスが、ディレクトリ、ZIPファイルまたはJARファイルであることを確認してください。 
	
原因: ユーザー・パスが、ディレクトリまたはZIPファイルではありません。


	
処置: ユーザー・パスが、ディレクトリ、ZIPファイルまたはJARファイルであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01016: Javaクラス{0}をロードできません。このクラスとすべての依存クラスがクラスパスまたはユーザー指定パスにあることを確認してください。 
	
原因: Javaクラスをロードできません。


	
処置: このクラスとすべての依存クラスがクラスパスまたはユーザー指定パスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01017: Javaクラスをロードできません。有効なクラス名を使用してください。 
	
原因: Javaクラスをロードできません。


	
処置: 有効なクラス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01018: Javaクラス{0}をロードできません。クラスはパッケージ内にある必要があります。 
	
原因: Javaクラスをロードできません。


	
処置: クラスはパッケージ内にある必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01019: Javaクラス{0}を再インポートできません。このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が現在のクラスパスにあることを確認してください。詳細は、基本例外を参照してください。 
	
原因: Javaクラスを再インポートできません。


	
処置: このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。詳細は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01020: Javaクラス{0}をロードできません。クラス名にRL予約語{1}が含まれています。 
	
原因: Javaクラスをロードできません。クラス名にRL予約語が含まれています。


	
処置: Javaクラスの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01021: Javaクラス{0}には、RL予約語であるフィールド{1}があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるフィールドがあります。


	
処置: フィールドの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01022: Javaクラス{0}には、RL予約語であるプロパティ{1}があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるプロパティがあります。


	
処置: プロパティの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01023: Javaクラス{0}には、RL予約語であるメソッド{1}があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるメソッドがあります。


	
処置: メソッドの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01024: Jaxb Outputディレクトリがnullまたは空の文字列です。 
	
原因: Jaxb Outputディレクトリがnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効な出力ディレクトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01025: Jaxb Outputディレクトリ{0}は有効なディレクトリではありません。 
	
原因: Jaxb Outputディレクトリは有効なディレクトリではありません。


	
処置: 有効な出力ディレクトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01026: Jaxb Outputディレクトリ{0}は書込み不可です。 
	
原因: Jaxb Outputディレクトリは書込み不可です。


	
処置: 書込み可能な出力ディレクトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01027: パッケージ名が有効なJava識別子ではありません。 
	
原因: パッケージ名が有効なJava識別子ではありません。


	
処置: パッケージ名に有効なJava識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01028: XMLスキーマ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: XMLスキーマ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なXMLスキーマ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01029: XMLスキーマ{0}は存在しません。 
	
原因: XMLスキーマが存在しません。


	
処置: 存在するXMLスキーマを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01030: XMLスキーマ{0}のインポート中にタイムアウトしました。プロキシ・サーバーを介してスキーマにアクセスする必要がある場合は、プロキシ・サーバーのシステム・プロパティを正しく設定してください。XMLスキーマのインポートに関するドキュメントを参照してください。 
	
原因: XMLスキーマのインポート中にタイムアウトしました。


	
処置: プロキシ・サーバーを介してスキーマにアクセスする必要がある場合は、プロキシ・サーバーのシステム・プロパティを正しく設定してください。XMLスキーマのインポートに関するドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01031: 変数の間に循環依存があります。 
	
原因: 変数の間に循環依存があります。


	
処置: 循環依存を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01032: 関数の間に循環依存があります。 
	
原因: 関数の間に循環依存があります。


	
処置: 循環依存を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01033: RLのFactの間に循環依存があります。 
	
原因: RLのFactの間に循環依存があります。


	
処置: 循環依存を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01034: 変数および関数の間に循環依存があります。 
	
原因: 変数および関数の間に循環依存があります。


	
処置: 循環依存を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01035: 検証する値がNULLです。 
	
原因: 検証する値がNULLです。


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01101: ルールセットをXMLにシリアライズできません。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: ルールセットをXMLにシリアライズできません。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01102: XML文書をルールセットにデシリアライズできません。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: XML文書をルールセットにデシリアライズできません。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01103: ルールセットXML文書で、要素または属性{0}が欠落しています。ルールセットXML文書に必要な要素があることを確認してください。 
	
原因: ルールセットXML文書で、要素または属性が欠落しています。


	
処置: ルールセットXML文書に必要な要素があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01104: バージョンの互換性がないため、リポジトリからディクショナリ・ドキュメントをロードできません。現在のコードのバージョンは"{0}"で、ドキュメントのバージョンは"{1}"です。 
	
原因: バージョンの互換性がないため、リポジトリからディクショナリ・ドキュメントをロードできません。現在のコードのバージョンは、ドキュメントのバージョンと異なります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01113: 変数{0}はスコープ内にありません。 
	
原因: 変数はスコープ内にありません。


	
処置: スコープ内にある変数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01114: インタフェース{0}が見つかりません。 
	
原因: インタフェースが見つかりません。


	
処置: 有効なインタフェースを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01115: 変数{0}はすでに、このスコープ内で定義されていません。 
	
原因: 変数はすでに、このスコープ内で定義されていません。


	
処置: スコープ内にある変数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01116: ファクト・タイプ{0}は定義されません。 
	
原因: ファクト・タイプはすでに定義されていません。


	
処置: ファクト・タイプへの参照を削除するか、ファクト・タイプを定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01117: ファクト・タイプ{0}に{1}という名前のメソッドはありません。 
	
原因: ファクト・タイプにその名前のメソッドはありません。


	
処置: 別のメソッドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01118: 一致パラメータのリストを持つメソッド{0}が見つかりません。 
	
原因: 一致パラメータのリストを持つメソッドが見つかりません。


	
処置: 存在するメソッドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01119: 式がすでに別のRuleElementで使用されています。 
	
原因: 式がすでに別のRuleElementで使用されています。


	
処置: このRuleElementに新しい式を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01120: 関数{0}はすでに定義されていません。 
	
原因: 関数はすでに定義されていません。


	
処置: 関数を再び定義するか、または別の関数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01121: コール関数またはメソッド{0}で、引数の数がパラメータ・リストと一致しません。 
	
原因: コール関数またはメソッドで、引数の数がパラメータ・リストと一致しません。


	
処置: パラメータ・リストと一致する引数の数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01122: 関数{0}には引数{1}が必要ですが、これはコール引数のマップにありません。 
	
原因: 関数には引数が必要ですが、これはコール引数のマップにありません。


	
処置: 関数へのコールを再作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01123: 条件にはパターン式が必要です。 
	
原因: 条件にはパターン式が必要です。


	
処置: 条件にパターンを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01124: {0}は有効な修飾子ではありません。 
	
原因: 値は有効な修飾子ではありません。


	
処置: 有効な修飾子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01125: 変数{0}には初期値が必要です。 
	
原因: 変数には初期値が必要です。


	
処置: 初期値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01126: if文には少なくとも1つのテスト・ブロックが必要です。 
	
原因: "If"文には少なくとも1つのテスト・ブロックが必要です。


	
処置: 文にテスト・ブロックを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01127: else文は最後のテスト・ブロックにする必要があります。 
	
原因: "Else"文は最後のテスト・ブロックではありません。


	
処置: "else"文を最後のテスト・ブロックにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01128: オブジェクト名が欠落しています。 
	
原因: オブジェクト名が欠落しています。


	
処置: オブジェクト名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01129: ファクト・タイプ{0}がデータ・モデルで見つかりません。 
	
原因: ファクト・タイプがデータ・モデルで見つかりません。


	
処置: ファクト・タイプをデータ・モデルに追加するか、別のファクト・タイプを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01130: ファクト・タイプ{0}にpublicコンストラクタがありません。 
	
原因: ファクト・タイプにpublicコンストラクタがありません。


	
処置: ファクト・タイプにコンストラクタを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01131: {1}引数を持つ{0}のpublicコンストラクタが見つかりません。 
	
原因: 引数を持つファクト・タイプのpublicコンストラクタが見つかりません。


	
処置: その数の引数を持つコンストラクタを指定するか、別のコンストラクタを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01132: RLのfactコンストラクタには名前付きパラメータが必要です。 
	
原因: RLのfactコンストラクタには名前付きパラメータが必要です。


	
処置: ファクト・タイプを再作成するか、または要素をリフレッシュしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01133: {0}は有効な演算子ではありません。 
	
原因: 値は有効な演算子ではありません。


	
処置: 有効な演算子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01134: {0}はタイプ{1}に有効ではありません。 
	
原因: 値は指定されたタイプに有効ではありません。


	
処置: このタイプに有効な値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01135: OperatorNodeは複数の式では使用できません。 
	
原因: OperatorNodeは複数の式では使用できません。


	
処置: 1つの式でのみOperatorNodeを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01136: 重複パターンの変数名。 
	
原因: 複数のパターンに同じ変数名が含まれます。


	
処置: パターンのいずれかで変数名を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01137: retractはルールのactionブロック内でのみコールできます。 
	
原因: retractはルールのactionブロック内でのみコールできます。


	
処置: 現在の場所からこのretractアクションを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01138: return文は、ルールまたは関数のactionブロックでのみ定義できます。 
	
原因: return文は、ルールまたは関数のactionブロックでのみ定義できます。


	
処置: return文を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01139: ルールのactionブロックでのreturn文は、値を返すことができません。 
	
原因: ルールのactionブロックでのreturn文は、値を返すことができません。


	
処置: returnからreturn値を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01140: {0}に対してRLコード・ジェネレータがないか、または正しくありません。 
	
原因: 要素に対してRLコード・ジェネレータがないか、または正しくありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01141: ルールセットの名前が欠落しています。 
	
原因: ルールセットの名前が欠落しています。


	
処置: ルールセットの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01142: {0}はこのルールセット内でルール名が重複しています。 
	
原因: 2つのルール・セットの名前が同じです。


	
処置: ルール・セットの一方に別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01143: このルールセットに{0}という名前のルールはありません。 
	
原因: このルール・セットに指定された名前のルールはありません。


	
処置: 別のルール名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01144: 移動操作{0}は有効ではありません。 
	
原因: 移動操作は有効ではありません。


	
処置: この移動操作を使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01201: ディクショナリをリポジトリに保存する際に渡されたディクショナリ・オブジェクトがnullです。ディクショナリ・オブジェクトが適切に作成されたことを確認してください。 
	
原因: ディクショナリをリポジトリに保存する際に渡されたディクショナリ・オブジェクトがnullです。


	
処置: ディクショナリ・オブジェクトが適切に作成されたことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01202: ディクショナリのベース・ディレクトリを指定する必要があります。 
	
原因: ディクショナリのベース・ディレクトリを指定する必要があります。


	
処置: ディクショナリのベース・ディレクトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01203: リポジトリのルート・ディレクトリ{0}の検索中にエラーが発生しました。リポジトリ・パスが有効であり、適切な権限が付与されていることを確認してください。 
	
原因: リポジトリのルート・ディレクトリの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: リポジトリ・パスが有効であり、適切な権限が付与されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01204: {0}へのXML文書の書込み中にエラーが発生しました。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: XML文書の書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01205: {0}からのXML文書の解析中にエラーが発生しました。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: XML文書の解析中にエラーが発生しました。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01206: 要求されたディクショナリ{0}はリポジトリにありません。ディクショナリ名が正しいことを確認してください。 
	
原因: 要求されたディクショナリはリポジトリにありません。


	
処置: ディクショナリ名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01207: ディクショナリ{0}のロード中にエラーが発生しました。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01208: ディクショナリ{0}の保存中にエラーが発生しました。リポジトリ・ディレクトリに対する書込み権限を確認してください。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリの保存中にエラーが発生しました。


	
処置: リポジトリ・ディレクトリに対する書込み権限を確認してください。基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01209: ディクショナリ{0}の削除中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01210: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでRL関数{0}が見つかりませんでした。関数がデータ・モデルで定義されていることを確認してください。 
	
原因: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでRL関数が見つかりませんでした。


	
処置: 関数がデータ・モデルで定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01211: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでJavaクラス{0}が見つかりませんでした。クラスがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。 
	
原因: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでJavaクラスが見つかりませんでした。


	
処置: クラスがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01212: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでクラス{1}のJavaメソッド{0}が見つかりませんでした。メソッドがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。 
	
原因: ルールセットのデシリアライズ中に、データ・モデルでクラスのJavaメソッドが見つかりませんでした。


	
処置: メソッドがデータ・モデルで定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01213: リポジトリの初期化中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: リポジトリの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01214: リポジトリ接続に問題があります。リポジトリが正常に初期化されていることを確認してください。 
	
原因: リポジトリ接続に問題があります。


	
処置: リポジトリが正常に初期化されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01215: ディクショナリ名の取得中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリ名の取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01216: ディクショナリ{0}の保存中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリの保存中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01217: ディクショナリ{0}を削除できません。指定されたディクショナリがリポジトリで見つかりません。 
	
原因: ディクショナリを削除できません。指定されたディクショナリがリポジトリで見つかりません。


	
処置: リポジトリに存在するディクショナリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01218: リポジトリを閉じる際にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: リポジトリを閉じる際にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01219: ディクショナリ{0}がリポジトリで見つかりません。 
	
原因: ディクショナリがリポジトリで見つかりません。


	
処置: リポジトリのディクショナリの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01220: ディクショナリ{0}をマークできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリをマークできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01221: ディクショナリ{0}のバージョンをリストできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリのバージョンをリストできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01222: ディクショナリ{0}をロードできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリをロードできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01223: ディクショナリ{0}のバージョン{1}をロードできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリのバージョンをロードできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01224: ディクショナリ{0}のバージョン{1}がリポジトリで見つかりません。 
	
原因: ディクショナリのバージョンがリポジトリで見つかりません。


	
処置: 存在するディクショナリのバージョンを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01225: ディクショナリ{0}のバージョン{1}の削除中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリのバージョンの削除中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01226: 関数exportDictionary()に渡されたファイル・パスがnullです。 
	
原因: 関数exportDictionary()に渡されたファイル・パスがnullです。


	
処置: Nullではない、ファイル・パスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01227: ディクショナリ{0}をエクスポートできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリをエクスポートできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01228: ディクショナリ{0}のバージョン{1}をエクスポートできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ディクショナリのバージョンをエクスポートできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01229: 関数importDictionary()に渡されたファイル・パスがnullです。 
	
原因: 関数importDictionary()に渡されたファイル・パスがnullです。


	
処置: Nullではない、ファイル・パスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01230: ファイル{0}をインポートできません。基本例外を参照してください。 
	
原因: ファイルをインポートできません。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01231: バージョン{0}はリポジトリに存在します。 
	
原因: バージョンはリポジトリに存在します。


	
処置: ディクショナリの別のバージョンを指定するか、または最初にリポジトリからバージョンを削除します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01232: 保存するディクショナリには名前がないか、名前が空の文字列です。 
	
原因: 保存するディクショナリには名前がないか、名前が空の文字列です。


	
処置: 有効な名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01233: ファイル・パス{0}は、ファイルを示す有効なパスではありません。 
	
原因: ファイル・パスは、ファイルを示す有効なパスではありません。


	
処置: ファイルを示す有効なパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01234: 名前が{0}でバージョン名が{1}のディクショナリがリポジトリにすでに存在します。ディクショナリ名およびバージョン名では、大文字小文字は区別されません。 
	
原因: 名前とバージョンが同じディクショナリがリポジトリにすでに存在します。


	
処置: 存在しない名前とバージョンを指定してください。 ディクショナリ名およびバージョン名では、大文字小文字は区別されません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01235: 保存するディクショナリにはバージョン名がないか、バージョン名が空の文字列です。 
	
原因: 保存するディクショナリにはバージョン名がないか、バージョン名が空の文字列です。


	
処置: 保存する前にディクショナリに有効なバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01236: ディクショナリをロードできません。ディクショナリには名前がないか、名前が空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをロードできません。ディクショナリには名前がないか、名前が空の文字列です。


	
処置: 有効な名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01237: ディクショナリをロードできません。ディクショナリにはバージョン名がないか、バージョン名が空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをロードできません。ディクショナリにはバージョン名がないか、バージョン名が空の文字列です。


	
処置: 有効なバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01238: ディクショナリを削除できません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリを削除できません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なディクショナリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01239: ディクショナリを削除できません。ディクショナリのバージョン名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリを削除できません。ディクショナリのバージョン名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なディクショナリのバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01240: ディクショナリをエクスポートできません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをエクスポートできません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なディクショナリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01241: ディクショナリをエクスポートできません。ディクショナリのバージョン名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをエクスポートできません。ディクショナリのバージョン名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なディクショナリのバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01242: ディクショナリをマークできません。新しいバージョン名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをマークできません。新しいバージョン名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01243: ディクショナリをマークできません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをマークできません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効な名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01244: ディクショナリをマークできません。現在のバージョン名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリをマークできません。現在のバージョン名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: 有効なバージョン名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01245: ディクショナリのバージョン名を取得できません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: ディクショナリのバージョン名を取得できません。ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: ディクショナリに有効な名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01246: ディクショナリ{0}の説明を取得できません。 
	
原因: ディクショナリの説明を取得できません。


	
処置: XYZ
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01247: ディクショナリ{0}のバージョン{1}の説明を取得できません。 
	
原因: ディクショナリのバージョンの説明を取得できません。


	
処置: XYZ
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01248: ディクショナリ{0}の説明を設定できません。 
	
原因: ディクショナリの説明を設定できません。


	
処置: XYZ
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01249: ディクショナリ{0}のバージョン{1}の説明を設定できません。 
	
原因: ディクショナリのバージョンの説明を設定できません。


	
処置: XYZ
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01250: ルール・リポジトリ・インスタンスの作成中、パラメータがNULLです。 
	
原因: ルール・リポジトリ・インスタンスの作成中、パラメータがNULLです。


	
処置: NULL以外のパラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01251: 指定されたディクショナリ{0}バージョン{1}はリポジトリに存在しません。 
	
原因: 指定されたディクショナリ・バージョンはリポジトリに存在しません。


	
処置: リポジトリに存在するディクショナリ・バージョンを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01252: 10.1.3SOAのコード・ベースを使用して、10.1.3.0.0ディクショナリ{0}をロードできません。ディクショナリは手動で修正する必要があります。 
	
原因: 10.1.3SOAのコード・ベースを使用して、10.1.3.0.0ディクショナリをロードできません。


	
処置: ディクショナリは手動で修正する必要があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01253: 10.1.3SOAのコード・ベースを使用して、10.1.3.0.0ディクショナリ{0}のバージョン{1}をロードできません。ディクショナリは手動で修正する必要があります。 
	
原因: 10.1.3SOAのコード・ベースを使用して、10.1.3.0.0ディクショナリのバージョンをロードできません。


	
処置: ディクショナリは手動で修正する必要があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01301: {0}という名前のルールセットがディクショナリにすでに存在します。別のルールセット名を使用してください。 
	
原因: その名前のルールセットがディクショナリにすでに存在します。


	
処置: ルールセットに別の名前を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01302: ルールセット{0}にはデータ・モデルが定義されていません。ルールセットを作成する前にデータ・モデルを設定してください。 
	
原因: ルールセットにはデータ・モデルが定義されていません。


	
処置: ルールセットを作成する前にデータ・モデルを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01303: 同じ{0}という名前のルールセットがディクショナリにすでに存在しています。既存のルールセットを置き換える場合は、先にディクショナリから削除してください。 
	
原因: 同じ名前のルールセットがディクショナリにすでに存在します。


	
処置: 既存のルールセットを置き換える場合は、先にディクショナリから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01304: {0}という名前のルールセットがディクショナリにありません。 
	
原因: その名前のルールセットがディクショナリにありません。


	
処置: ディクショナリに存在するルールセット名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01305: OptionSet {0}はすでに存在しています。既存のOptionSetをディクショナリから削除するか、追加されるOptionSetの名前を変更してください。 
	
原因: 同じ名前のOptionSetはすでに存在しています。


	
処置: 既存のOptionSetをディクショナリから削除するか、追加されるOptionSetの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01306: ディクショナリに追加されたデータ・モデルはnullです。データ・モデルが有効なオブジェクトであることを確認してください。 
	
原因: ディクショナリに追加されたデータ・モデルはnullです。


	
処置: データ・モデルが有効なオブジェクトであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01307: ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。ディクショナリが有効であることを確認してください。 
	
原因: ディクショナリ名がnullまたは空の文字列です。


	
処置: ディクショナリが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01401: 指定されたパス: {0}は存在しません。パスがホスト・システム上に存在することを確認してください。 
	
原因: 指定されたパスは存在しません。


	
処置: パスがホスト・システム上に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01402: 指定されたディクショナリがnullまたは無効でした。RuleObjectHelperのコンストラクタが有効なディクショナリに渡されることを確認してください。 
	
原因: 指定されたディクショナリがnullまたは無効でした。


	
処置: RuleObjectHelperのコンストラクタが有効なディクショナリに渡されることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01403: パラメータはnullです。パラメータがnullにならないようにしてください。 
	
原因: パラメータはnullです。


	
処置: パラメータがnullにならないようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01404: ファクト・タイプ{0}は見つかりませんでした。 
	
原因: ファクト・タイプは見つかりませんでした。


	
処置: ファクト・タイプが存在することを確認するか、別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01405: タイプ{1}の名前{0}を解析できませんでした。 
	
原因: タイプの名前を解析できませんでした。


	
処置: そのタイプの別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01406: {0}メンバーの境界パターンが見つかりません: {1}。 
	
原因: メンバーの境界パターンが見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01407: getObjectは{0}のファクト・タイプを見つけられませんでした。 
	
原因: getObjectは指定されたファクト・タイプを見つけられませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01408: getObjectは{0}のメソッド{1}を見つけられませんでした。 
	
原因: getObjectはメソッドを見つけられませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01409: {1}のマッパー名{0}を解析できませんでした。 
	
原因: 要素のマッパー名を解析できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01410: 名前{0}、タイプ: {1}のメソッドが見つかりませんでした。 
	
原因: メソッドが見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01411: フィールド{0} {1}が見つかりませんでした。 
	
原因: フィールドが見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01412: {1}という名前の{0}の検索に失敗しました。 
	
原因: 要素の検索に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01413: {2}に、タイプ{1}の不明なgetObject {0}があります。 
	
原因: 不明なgetObjectがあります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01414: {1}のタイプを取得中に、{0}の拡張タイプ情報が欠落していました。 
	
原因: タイプを取得中に、拡張タイプ情報が欠落していました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01415: getTableが失敗しました: {0}。 
	
原因: getTableに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01416: サブマップ{0}が見つかりません: {1}。 
	
原因: サブマップが見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01417: {0}でパラメータ名が欠落しており、{1}のため失敗します。 
	
原因: パラメータ名が欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01418: {0}のパラメータに有効な式{1}がありませんでした。 
	
原因: パラメータに有効な式がありません。


	
処置: パラメータに有効な式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01419: convertTableParmがSDKから例外を受け取りました: {0} 
	
原因: convertTableParmがSDKから例外を受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01420: RAW表の取得に失敗しました: {0}。 
	
原因: RAW表の取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01421: 拡張式にサブマップが欠落しています。 
	
原因: 拡張式にサブマップが欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01422: マップ・フィールドADV_BODYが式に見つかりませんでした。式のタイプが誤っている可能性があります。 
	
原因: マップ・フィールドADV_BODYが式に見つかりませんでした。式のタイプが誤っている可能性があります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01423: マップ・フィールドADV_OPERANDが欠落しています。内部エラーです。 
	
原因: マップ・フィールドADV_OPERANDが欠落しています。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01424: マップ・フィールドADV_OPERANDの正式名が欠落しています。内部エラーです。 
	
原因: マップ・フィールドADV_OPERANDの正式名が欠落しています。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01425: マップ・フィールドADV_FUNCTIONが欠落しています。内部エラーです。 
	
原因: マップ・フィールドADV_FUNCTIONが欠落しています。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01426: マップ・フィールドADV_FUNCTIONの正式名が欠落しています。内部エラーです。 
	
原因: マップ・フィールドADV_FUNCTIONの正式名が欠落しています。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01427: {1}を検索しようとして識別子{0}が見つかりませんでした。 
	
原因: 検索しようとして識別子が見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01428: 式が無効であり、{0}のトークンがありました。 
	
原因: 式が無効です。


	
処置: 有効な式に修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01429: SDK例外が受け取られました{0} {1} 
	
原因: SDK例外が受け取られました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01430: 拡張式{0}に不明なインスタンス・タイプがあります 
	
原因: 拡張式に不明なインスタンス・タイプがあります


	
処置: 有効な拡張式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01431: マップ・フィールド{0}の更新は{1}のため失敗します 
	
原因: マップ・フィールドの更新は失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01432: ルーチン{0}で、{1}ルートのaddOperator論理積からnullが返されました。 
	
原因: ルーチンで、ルートのaddOperator論理積からnullが返されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01433: 不正な式表です。複数のエントリがありますが、論理積がありません。複数のエントリを結合するには、論理積を使用する必要があります。 
	
原因: 不正な式表です。複数のエントリがありますが、論理積がありません。


	
処置: 複数のエントリを結合するには、論理積を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01434: 不正な式表です。オペランドが2つの場合は演算子が必要です。オペランドに適用する演算子を選択してください。 
	
原因: 不正な式表です。オペランドが2つの場合は演算子が必要です。


	
処置: オペランドに適用する演算子を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01435: 式表が必要です。フィールド{0}は表ではありません 
	
原因: 式表が必要です。フィールドは表ではありません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01436: 行{0}の式の解析に失敗しました。 
	
原因: 行の式の解析に失敗しました。


	
処置: この行の有効な式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01437: {0}のテスト式には論理積がありません。 
	
原因: テスト式には論理積がありません。


	
処置: このテスト式の論理積を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01438: {0}のテスト式にはオペランドがありません。 
	
原因: テスト式にはオペランドがありません。


	
処置: このテスト式のオペランドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01439: {0}のテスト式には演算子がありません。 
	
原因: テスト式には演算子がありません。


	
処置: このテスト式に有効な演算子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01440: {0}のテスト式は演算子: {1}が無効なため例外: {2}を受け取りました。 
	
原因: テスト式は演算子が無効です。


	
処置: このテスト式に有効な演算子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01441: {0}のテスト式には、演算子がとれるより多くのオペランドがあります。 
	
原因: テスト式には、演算子がとれるより多くのオペランドがあります。


	
処置: 正しい数のオペランドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01442: {0}のテスト式には、演算子がなく2つのオペランドがあります。 
	
原因: テスト式には、演算子がなく2つのオペランドがあります。


	
処置: 2つのオペランドの有効な演算子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01443: {0}の式を作成できません。リターン・コード: {1} 
	
原因: リターン・コードの式を作成できません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01444: フィールド{0}の取得に失敗しました。{1}が返されます。 
	
原因: フィールドの取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01445: 名前がnullまたは空であるため、取得できません 
	
原因: 名前がnullまたは空であるため、取得できません。


	
処置: 取得する有効な名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01446: {0}は有効な識別子ではありません。有効なRL識別子に修正してください。 
	
原因: 値は有効な識別子ではありません。


	
処置: 有効なRL識別子に修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01447: ルールの更新中にAction文の作成に失敗しました。 
	
原因: ルールの更新中にAction文の作成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01448: [{0}]パラメータ・リストでのアサートをビルドできませんでした。{1}が返されます。 
	
原因: パラメータ・リストでのアサートをビルドできませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01449: 番号{0}のAction{1}の式を解析できません。エラーの詳細を確認してください。{2}が返されます 
	
原因: Actionの式を解析できません。


	
処置: エラーの詳細を確認し、有効な式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01450: [{0}]でのアクションがパラメータ・リストのビルドに失敗しました。{1}が返されます。 
	
原因: アクションがパラメータ・リストのビルドに失敗しました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01451: [0]でAssign文をビルドできません。 
	
原因: [0]でAssign文をビルドできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01452: [{0}]で戻り式をビルドできません。{1}が返されます。 
	
原因: 戻り式をビルドできません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01453: エイリアス{0}は、{2}という名前のもう1つの{1}と重複しています。一方のエイリアスを変更してください。{1}タイプ内でエイリアスは一意である必要があります。 
	
原因: エイリアスは、もう1つのコンポーネントと重複しています。


	
処置: 一方のエイリアスを変更してください。各コンポーネント・タイプのすべてのコンポーネント内でエイリアスは一意である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01454: [{0}]のフィールドは有効な識別子ではありません。名前を有効な識別子に変更してください。 
	
原因: フィールドは有効な識別子ではありません。


	
処置: 名前を有効な識別子に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01455: [{1}]にある{0}という名前のフィールドに対して、ファクト・タイプが見つかりません。 
	
原因: フィールドに対して、ファクト・タイプが見つかりません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01456: [{1}]に、不明なパラメータ・ファクト・タイプ{0}パラメータがあります。 
	
原因: 不明なパラメータ・ファクト・タイプ・パラメータがあります。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01457: プロパティの追加で例外が発生しました: {0}。 
	
原因: プロパティの追加で例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01458: 名前の重複は許可されません。{0}はこのタイプで以前に使用されています。一意の名前に変更するか、既存のエンティティを削除してください。 
	
原因: 名前の重複は許可されません。名前はこのタイプで以前に使用されています。


	
処置: 一意の名前に変更するか、既存のエンティティを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01459: ファクトの追加で例外が受け取られました: {0}。 
	
原因: ファクトの追加で例外が受け取られました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01460: 位置{1}の{0}に対して一致するファクト・タイプはありません。 
	
原因: 一致するファクト・タイプはありません。


	
処置: 有効なファクト・タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01461: パラメータ名は有効なRL識別子である必要があります。位置{0}のパラメータは有効な識別子ではありません。 
	
原因: パラメータ名は有効な識別子ではありません。


	
処置: 名前に有効なRL識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01462: 関数の削除に失敗しました。{0}が返されます。 
	
原因: 関数の削除に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01463: 関数にRL文が欠落しています。関数を空にすることはできますが、本体は必要です。 
	
原因: 関数本体は完全に空です。


	
処置: 関数本体にRL文を含める必要はありませんが、空の文字列より多く含める必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01464: ブロック表に空の文があり正しくありません。{0}が返されます。 
	
原因: ブロック表に空の文があり正しくありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01465: 定数を表す式が必要です。マップにはその式がありませんでした。{0}が返されます。 
	
原因: 定数を表す式が必要です。マップにはその式がありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01466: 定数には初期値が必要です。値または式を追加してください。 
	
原因: 定数には初期値が必要です。


	
処置: 値または式を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01467: 拡張式から式ノードを作成できませんでした。{0}が返されます。 
	
原因: 拡張式から式ノードを作成できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01468: マップにフィールド{0}が欠落しています。これは内部エラー{1}です。 
	
原因: マップにフィールドが欠落しています。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01469: 前の定数を削除できませんでした。{0}が返されます。 
	
原因: 前の定数を削除できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01470: 無効な範囲値です。範囲は有効なDoubleである必要があります。 
	
原因: 無効な範囲値です。


	
処置: Double値の有効な範囲を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01471: 無効な制約タイプ: {0}。 
	
原因: 無効な制約タイプ。


	
処置: 有効な制約タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01472: ディクショナリで{1}という名前の{0}が見つかりませんでした。 
	
原因: ディクショナリでコンポーネントが見つかりませんでした。


	
処置: ディクショナリに存在するコンポーネントの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01473: ルールセットに重複するルール名{0}があります。新しいルールの名前を変更してください。 
	
原因: ルールセットに重複するルール名があります。


	
処置: ルールのいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01474: ルールセットに重複するルール名{0}があります。更新してもルール名は既存のルール名に変更されません。ルール名を変更してください。 
	
原因: ルールセットに重複するルール名があります。更新してもルール名は既存のルール名に変更されません。


	
処置: ルール名を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01475: 優先度の値が無効です。ルールの優先度は整数である必要があります。数値のみを含むように優先度を変更してください。 
	
原因: 優先度の値が無効です。ルールの優先度は整数である必要があります。


	
処置: 数値のみを含むように優先度を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01476: ディクショナリにデータ・モデルがありません。内部エラーです。 
	
原因: ディクショナリにデータ・モデルがありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01477: パターン表は、[{0}]にnullルートを追加できませんでした。 
	
原因: パターン表は、nullルートを追加できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01478: パターン{0}のパターン・テスト式をビルドする際、テストからの戻りに失敗しました。{1}が返されます。 
	
原因: パターンのパターン・テスト式をビルドする際、テストからの戻りに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01479: パターン表{0}がマップで見つかりませんでした。{1}が返されます。 
	
原因: パターン表がマップで見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01480: [{0}]のパターン・インスタンス名が有効ではありません。パターン・インスタンス名は有効なRL名である必要があります。 
	
原因: パターン・インスタンス名が有効ではありません。


	
処置: パターン・インスタンス名に有効なRL名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01481: [{1}]のパターン・インスタンス名{0}は、[{2}]のパターン・インスタンス名と重複しています。パターン・インスタンス名は一意である必要があります。 
	
原因: パターン・インスタンス名は、そのパターン・インスタンス名と重複しています。


	
処置: 一意であるパターン・インスタンス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01482: [{1}]のパターン・インスタンス名{0}には論理積が欠落しています。パターンは論理積で結合する必要があります。 
	
原因: パターン・インスタンス名には論理積が欠落しています。


	
処置: 各パターン間の論理積を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01483: パターン式のビルドに失敗しました。 
	
原因: パターン式のビルドに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01484: 表{0}での長さの取得が{1}のため失敗しました。 
	
原因: 表での長さの取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01485: 文の表の操作に失敗しました。{0}が返されます。 
	
原因: 文の表の操作に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01486: 行{0}の文の解析に失敗しました。{1}が返されます。 
	
原因: 文の解析に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01487: 変数タイプ名{0}の解析に失敗しました。{1}が返されます。 
	
原因: 変数タイプ名の解析に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01488: 変数名: {0}のvartypeがnullです。 
	
原因: 変数名のvartypeがnullです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01489: {0}のオブジェクト・タイプが無効です。 
	
原因: オブジェクト・タイプが無効です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01490: 編集ポイント{0}が式の内部にありません。 
	
原因: 編集ポイントが式の内部にありません。


	
処置: 編集ポイントを式の内部に設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01491: ADV_TYPEの選択が式マップから欠落しています。{0}が返されます。 
	
原因: ADV_TYPEの選択が式マップから欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01492: 挿入された関数に対するパラメータ・マスクの作成に失敗しました。{0}が返されます。 
	
原因: 挿入された関数に対するパラメータ・マスクの作成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01493: ADV_CVALUEが式マップから欠落しています。{0}が返されます。 
	
原因: ADV_CVALUEが式マップから欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01494: 制約{0}を取得できません。この制約は削除された可能性があります。 
	
原因: 制約を取得できません。この制約は削除された可能性があります。


	
処置: 存在する制約を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01495: オペランド{1}には型がないため無視されます。 
	
原因: オペランドには型がないため無視されます。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01496: 予想されるエラー。制約の選択リストに選択がありません。 
	
原因: 予想されるエラー。制約の選択リストに選択がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01497: 制約名: {0}に対して、ディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。この制約がディクショナリから削除されていないかどうか確認してください。 
	
原因: 制約に対して、ディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。


	
処置: この制約がディクショナリから削除されていないかどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01498: 関数タイプが設定されましたが、関数が選択されませんでした。内部エラーです。 
	
原因: 関数タイプが設定されましたが、関数が選択されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01499: 制約{0}を取得できません。この制約は削除された可能性があります。 
	
原因: 制約を取得できません。この制約は削除された可能性があります。


	
処置: データモデルに存在する制約を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01500: 行[{0}]の関数オペランドに対するディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。関数が削除されていないことを確認してください。 
	
原因: 行の関数オペランドに対するディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。


	
処置: 関数が削除されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01501: {0}に対するオブジェクト・ルックアップが失敗しました。内部エラーにより{1}が返されます。 
	
原因: コンポーネントに対するオブジェクト・ルックアップが失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01502: 内部エラーにより{1}が返されます。外部のタイプ情報を解析できません 
	
原因: 外部のタイプ情報を解析できません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01503: 関数タイプが設定されましたが、関数が選択されませんでした。対象{0}。 
	
原因: 関数タイプが設定されましたが、関数が選択されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01504: 行[{0}]の関数オペランドに対するディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。{1}が返されます。関数が削除されていないことを確認してください。 
	
原因: 関数オペランドに対するディクショナリ・オブジェクトが見つかりませんでした。


	
処置: 関数が削除されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01505: タイプ定数が設定されましたが、定数値がありません。定数を入力または選択してください。 
	
原因: タイプ定数が設定されましたが、定数値がありません。


	
処置: 定数を入力または選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01506: 式のオペランドを選択する必要があります。選択が見つかりませんでした。 
	
原因: 式のオペランドを選択する必要があります。選択が見つかりませんでした。


	
処置: 式のオペランドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01507: 単純{0}オペランドのタイプを判定できなかったため、タイプがnullを返しました。内部エラーです。 
	
原因: 単純オペランドのタイプを判定できなかったため、タイプがnullを返しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01508: [{1}]で{0}に対するgetObjectに失敗しました。{2}が返されます。内部エラーです。 
	
原因: getObjectに失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01509: オペランド・タイプ{0}は存在しません。内部エラーです。無効なオペランド・タイプ・セットです。 
	
原因: オペランド・タイプは存在しません。内部エラーです。無効なオペランド・タイプ・セットです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01510: 定数値がありません。定数が必要です。RL式またはリテラル定数を入力してください。 
	
原因: 定数値がありません。定数が必要です。


	
処置: RL式またはリテラル定数を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01511: {0}の制約チェックをパスできませんでした。例外が受け取られました: {1} 
	
原因: 制約チェックをパスできませんでした。


	
処置: 制約に準拠する値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01512: 加算の演算子が失敗しました。内部ルート例外により{0}が受け取られました 
	
原因: 加算の演算子が失敗しました。無効なルート例外が受け取られました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01513: {0}のプロパティの取得に失敗しました。内部エラーです。 
	
原因: プロパティの取得に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01514: setRootOperatorが例外{0}を受け取りました。演算子を修正してください。 
	
原因: setRootOperatorが例外を受け取りました。


	
処置: 演算子を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01515: AssignのsetRootOperatorが例外{0}を受け取りました。演算子を修正してください。 
	
原因: AssignのsetRootOperatorが例外を受け取りました。


	
処置: 演算子を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01516: DefineのsetRootOperatorが例外{0}を受け取りました 
	
原因: DefineのsetRootOperatorが例外を受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01517: setRootは{0}の演算子を生成できませんでした。 
	
原因: setRootはコンポーネントの演算子を生成できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01518: 不適切なルート{0}。 
	
原因: 不適切なルート。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01519: パラメータ表の作成に失敗しました。{0}が返されます。完全な説明はエラー・スタックを参照してください。 
	
原因: パラメータ表の作成に失敗しました。


	
処置: 完全な説明はエラー・スタックを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01520: メソッド・パラメータ表の作成に失敗しました。{0}が返されます。完全な説明はエラー・スタックを参照してください。 
	
原因: メソッド・パラメータ表の作成に失敗しました。


	
処置: 完全な説明はエラー・スタックを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01521: パターン・タイプが選択されていません。パターン・タイプを選択してください 
	
原因: パターン・タイプが選択されていません。


	
処置: パターン・タイプを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01522: パターン・タイプが見つかりませんでした。{0}が返されます。パターン・タイプが存在することを確認してください。 
	
原因: パターン・タイプが見つかりませんでした。


	
処置: パターン・タイプが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01523: setRootPatternが例外{0}を受け取りました 
	
原因: setRootPatternが例外を受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01524: パターンの作成に失敗しました。パターンに対してパターン・タイプが指定されていません。 
	
原因: パターンの作成に失敗しました。パターンに対してパターン・タイプが指定されていません。


	
処置: パターンに対してパターン・タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01525: 演算子なしでオペランドの加算を試行しました。内部エラーです。 
	
原因: 演算子なしでオペランドの加算を試行しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01526: addPatternに対する例外を受け取りました。{0} 
	
原因: addPatternに対する例外を受け取りました。


	
処置: 例外を修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01527: loadClassに対する例外を受け取りました。{0} 
	
原因: loadClassに対する例外を受け取りました。


	
処置: 例外を修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01528: {1}という名前の{0}は、現在のディクショナリには見つかりません。 
	
原因: コンポーネントは現在のディクショナリには見つかりません。


	
処置: ディクショナリに存在するコンポーネントを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01529: {0}という名前のルールはルールセット{1}の一部です。ルール名を誤って変更した可能性があります。このルール名を変更する場合、アクションがコピーになり、それ以外のフィールドは変更できません。 
	
原因: ルールはルールセットの一部ではありません。


	
処置: ルール名を誤って変更した可能性があります。このルール名を変更する場合、アクションがコピーになり、それ以外のフィールドは変更できません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01530: マップ・タイプ: {0}は正しくありません。タイプ{1}のマップが必要です。これは内部エラーです。 
	
原因: マップ・タイプは正しくありません。別のタイプのマップが必要です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01531: 指定されたファイル: {0}をURLに変換できませんでした。これは内部形式です。ファイルの指定が正しいかどうかを確認してください。 
	
原因: 指定されたファイルをURLに変換できませんでした。これは内部形式です。


	
処置: ファイルの指定が正しいかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01532: 完全修飾名: {0}がリストに見つからなかったため、ロードは失敗します。 
	
原因: 完全修飾名がリストに見つからなかったため、ロードは失敗します。


	
処置: 名前を確認するか、またはリストに存在する名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01533: {0}のインデックスがツリーの範囲外です。 
	
原因: インデックスがツリーの範囲外です。


	
処置: ツリーの範囲内にあるインデックスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01534: アイテムは{0}のうちいずれかである必要がありますが、{1}です。内部エラーです。 
	
原因: アイテムは異なる値である必要があります。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01535: 行タイプは{0}である必要がありますが、{1}が見つかりました。内部エラーです。 
	
原因: 必要な行タイプではなく、異なるタイプが見つかりました。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01536: フィールド{0}が見つかりましたが、表ではありませんでした。内部エラーです。 
	
原因: フィールドが見つかりましたが、表ではありませんでした。内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01537: サブマップを返すRuleObjectHelperは、同じディクショナリを使用する必要があります。ディクショナリが同じではありません。 
	
原因: サブマップを返すRuleObjectHelperは、同じディクショナリを使用する必要があります。ディクショナリが同じではありません。


	
処置: 同じであるディクショナリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01538: インデックス{0}が表の範囲外です。 
	
原因: インデックスが表の範囲外です。


	
処置: 表の範囲内のインデックスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01539: RL生成に失敗しました。 
	
原因: RL生成に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01540: rowId: {0}を含む行は存在しませんでした 
	
原因: rowIdを含む行は存在しませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01541: このマップは、更新を発行できるマップではありません: {0}。更新できるのは、ディクショナリ・エンティティを表す一次マップのみです。マップ・タイプを確認してください。 
	
原因: このマップは、更新を発行できるマップではありません。更新できるのは、ディクショナリ・エンティティを表す一次マップのみです。マップ・タイプを確認してください。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01542: 選択リスト{0}で有効なエントリが選択されませんでした。そのため、選択を返すことができませんでした。 
	
原因: 選択リストで有効なエントリが選択されませんでした。そのため、選択を返すことができませんでした。


	
処置: 有効な選択を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01543: {0}の式は定数ではありません。 
	
原因: 式は定数ではありません。


	
処置: 式の定数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01544: カスタマイズ・エントリの作成に失敗しました。根本的な原因: {0} 
	
原因: カスタマイズ・エントリの作成に失敗しました。


	
処置: 根本原因のメッセージを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01546: クラスのロード中に、ClassNotFoundExceptionが受け取られました: {0} 
	
原因: クラスのロード中に、ClassNotFoundExceptionが受け取られました。


	
処置: クラスパスに存在するクラスを指定するか、またはクラスパスに指定されたクラスを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01547: 修飾付き選択リストの設定中に、{0}のクラスが処理されません。これは内部エラーです。 
	
原因: 修飾付き選択リストの設定中に、クラスが処理されません。これは内部エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01548: 依存フィールドの設定に失敗しました: {0}。値を正しく設定してください。 
	
原因: 依存フィールドの設定に失敗しました。


	
処置: 値を正しく設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01549: 修飾付き選択リストの設定中に、{0}のリストで一致が見つかりませんでした。これは内部エラーか、またはディクショナリ・オブジェクトを削除した結果です。 
	
原因: 修飾付き選択リストの設定中に、リストで一致が見つかりませんでした。これは内部エラーか、またはディクショナリ・オブジェクトを削除した結果です。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01550: リスト{0}の設定中に、{1}のリストで一致が見つかりませんでした。 
	
原因: リストの設定中に、指定された名前のリストで一致が見つかりませんでした。


	
処置: リストに存在する名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01551: 依存フィールド{0}が欠落しています。これは内部エラーであり、必要なフィールドがマップにありません。 
	
原因: 依存フィールドが欠落しています。これは内部エラーであり、必要なフィールドがマップにありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01552: 依存フィールド{0}は、ヘルパー・ルーチンからの{1}により失敗しました。 
	
原因: 依存フィールドは、ヘルパー・ルーチンからのエラーにより失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01553: 依存フィールド{0}は値: {1}を処理できませんでした。 
	
原因: 依存フィールドは値を処理できませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01554: 依存フィールド{0}にハンドラがありません。 
	
原因: 依存フィールドにハンドラがありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01555: String[]またはArrayList表が必要でしたが、{0}が{1}です。 
	
原因: String[]またはArrayList表が必要でしたが、それ以外が返されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01556: {0}の正式名リストが欠落しています。 
	
原因: 正式名リストが欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01557: {0}のエイリアス・リストが欠落しています。 
	
原因: エイリアス・リストが欠落しています。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01558: {0}の行タイプに対しては、AddEmptyRowを実行できません。 
	
原因: 行タイプに対してAddEmptyRowを実行できません。


	
処置: このタイプのオブジェクトでこの操作を実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01559: パラメータ表の構築を試行中に、関数{0}が見つかりませんでした。 
	
原因: パラメータ表の構築を試行中に、関数が見つかりませんでした。


	
処置: その関数が存在することを確認するか、または別の関数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01560: パラメータ表の構築中に、オブジェクト{0}が選択されませんでした。 
	
原因: パラメータ表の構築中に、オブジェクトが選択されませんでした。


	
処置: オブジェクトを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01561: パラメータ表の作成中に、データ・モデル: {1}でオブジェクト{0}が見つかりませんでした 
	
原因: パラメータ表の作成中に、データ・モデルでオブジェクトが見つかりませんでした


	
処置: パラメータ表の作成中に、データ・モデルでオブジェクトが見つかりませんでした
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01562: {0}文はパラメータ表: {1}の作成に失敗しました 
	
原因: 文はパラメータ表を作成しようとして失敗しました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01563: {0}文は式の作成に失敗しました。式の本体が欠落しています。 
	
原因: 文は式の作成に失敗しました。式の本体が欠落しています。


	
処置: 式の本体を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01564: {0}は式を見つけられませんでした。RLTextノードが必要でしたが{1}を受け取りました。 
	
原因: コンポーネントは式を見つけられませんでした。RLTextノードが必要でしたがそれ以外を受け取りました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01565: リスト作成に失敗しました: {0} 
	
原因: リスト作成に失敗しました


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01566: 相対行{0}のパターンが見つかりません。これは内部エラーです。パターン表が破損している可能性があります。 
	
原因: 相対行のパターンが見つかりません。


	
処置: これは内部エラーです。パターン表が破損している可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01567: パターン表の検索に失敗しました。行IDがありません。これは内部エラーです。パターン表が破損している可能性があります。 
	
原因: パターン表の検索に失敗しました。行IDがありません。


	
処置: パターン表の検索に失敗しました。行IDがありません。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01568: パターン表の検索に失敗しました。パターン・ルール・マップが見つかりませんでした。これは内部エラーです。パターン表の親ポインタが破損している可能性があります。 
	
原因: パターン表の検索に失敗しました。親ルール・マップが見つかりませんでした。 .


	
処置: これは内部エラーです。パターン表の親ポインタが破損している可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01569: パターン表の検索に失敗しました。ルール・マップにパターン表が見つかりませんでした。これは内部エラーです。パターン表が破損している可能性があります。 
	
原因: パターン表の検索に失敗しました。ルール・マップにパターン表が見つかりませんでした。


	
処置: これは内部エラーです。パターン表が破損している可能性があります。Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01570: {0}でアクションの作成に失敗しました。例外: {1}を受け取りました 
	
原因: アクションの作成に失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01571: [{0}]のフィールド名は有効なRL識別子ではありません。フィールド名{1}を有効なRL名に変更してください。 
	
原因: フィールド名は有効なRL識別子ではありません。


	
処置: フィールド名を有効なRL名に変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01572: ルールには少なくとも1つのパターンが必要です。 
	
原因: ルールには少なくとも1つのパターンが必要です。


	
処置: 各ルールに少なくとも1つのパターンを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01573: {0}に対し選択を行ってください。 
	
原因: コンポーネントに対して値が選択されていません。


	
処置: コンポーネントの値に対し選択を行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01574: メソッド名{0}には親がありません。 
	
原因: メソッド名には親がありません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01575: ルールの条件に対してバインド・インスタンス名{0}が見つかりません。 
	
原因: ルールの条件に対してバインド・インスタンス名が見つかりません。


	
処置: 条件に対して有効なバインド・インスタンス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01576: トークン: {1}の{0}は終了していません 
	
原因: トークンは終了していません。


	
処置: トークンを終了してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01577: トークン: {1}の{0}は既知のトークンではありません 
	
原因: トークンは既知のトークンではありません。


	
処置: その場所の有効なトークンを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01578: トークン: {1}の{0}は一致しません 
	
原因: トークンは一致しません。


	
処置: トークンを一致させてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01579: トークン: {1}の{0}は無効な数値です 
	
原因: トークンは無効な数値です。


	
処置: このトークンの有効な数値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01580: 列{1}のトークン''{0}''に構文エラーがあります 
	
原因: トークンに構文エラーがあります。


	
処置: 構文エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01581: トークン: {1}の{0}は不明な解析エラーです 
	
原因: トークンは不明な解析エラーです


	
処置: 解析エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01582: プロパティ{0}と{1}はエイリアス{2}が同じです。エイリアスはクラス内で一意である必要があります。いずれかのエイリアスを変更してください。 
	
原因: 2つのプロパティはエイリアスが同じです。


	
処置: エイリアスはクラス内で一意である必要があります。いずれかのエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01583: メソッド{0}と{1}はエイリアス{2}が同じです。エイリアスはクラス内で一意である必要があります。いずれかのエイリアスを変更してください。 
	
原因: 2つのメソッドはエイリアスが同じです。


	
処置: エイリアスはクラス内で一意である必要があります。いずれかのエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01584: フィールド{0}は設定されていません。{0}の値を選択してください。 
	
原因: フィールドは設定されていません。


	
処置: フィールドの値を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01585: タイプは{0}を指定しました。有効なノード・タイプではありません。SDKおよびJavaNodeクラスのドキュメントを参照してください。 
	
原因: タイプが指定されましたが、有効なノード・タイプではありません。


	
処置: SDKおよびJavaNodeクラスのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01586: タイプ{0}のルート・ノードがNodeTableで見つかりませんでした。SDKおよびJavaNodeクラスのドキュメントを参照してください。 
	
原因: そのタイプのルート・ノードがNodeTableで見つかりませんでした。


	
処置: SDKおよびJavaNodeクラスのドキュメントを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01599: エラーが発生しました。{0}が正しくありません。 
	
原因: エラーが発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01600: ファクト・タイプ{0}は、ディクショナリで{1}回使用されているため、削除できません。 
	
原因: ファクト・タイプは、ディクショナリで使用されているため、削除できません。


	
処置: ファクト・タイプへの参照を削除してから、ファクト・タイプを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01601: 関数{0}は、ディクショナリで{1}回使用されているため、削除できません。 
	
原因: 関数はディクショナリで使用されているため、削除できません。


	
処置: 関数への参照を削除してから、関数を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01602: 制約{0}は、ディクショナリで{1}回使用されているため、削除できません。 
	
原因: 制約はディクショナリで使用されているため、削除できません。


	
処置: 制約への参照を削除してから、制約を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01603: 変数{0}は、ディクショナリで{1}回使用されているため、削除できません。 
	
原因: 変数はディクショナリで使用されているため、削除できません。


	
処置: 変数への参照を削除してから、変数を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01604: ファクト・タイプ{0}の削除について制約をチェック中に、ディクショナリ・オブジェクトがnullであることがわかりました。 
	
原因: ファクト・タイプの削除について制約をチェック中に、ディクショナリ・オブジェクトがnullであることがわかりました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01605: ファクト・タイプ{0}は変数{1}で使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは変数で使用されています。


	
処置: 変数を削除してからファクト・タイプを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01606: ファクト・タイプ{0}は関数{1}で使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは関数で使用されています。


	
処置: 関数を削除してからファクト・タイプを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01607: ファクト・タイプ{0}は、他のファクト・タイプ{1}で配列コンポーネント・タイプとして使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、他のファクト・タイプで配列コンポーネント・タイプとして使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01608: ファクト・タイプ{0}は、他のファクト・タイプ{1}でそのインタフェースとして使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、他のファクト・タイプでそのインタフェースとして使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01609: ファクト・タイプ{0}は、他のファクト・タイプ{1}でそのスーパークラスとして使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、他のファクト・タイプでそのスーパー・クラスとして使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01610: ファクト・タイプ{0}は、他のファクト・タイプ{1}でそのフィールド・タイプとして使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、他のファクト・タイプでそのフィールド・タイプとして使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01611: ファクト・タイプ{0}は、クラス{2}のメソッド{1}で使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、クラスのメソッドで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01612: ファクト・タイプ{0}はクラス{1}のコンストラクタの1つで使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプはクラスのコンストラクタの1つで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01613: ファクト・タイプ{0}はルールセット{1}ルール{2}パターン{3}で使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプはルール・パターンで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01614: ファクト・タイプ{0}はルールセット{1}ルール{2}のアクションで使用されています。 
	
原因: ファクト・タイプは、ルールのアクションで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01615: 関数{0}の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。 
	
原因: 関数の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこのファクト・タイプへの参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01616: 関数{0}は変数{1}で使用されています。 
	
原因: 関数は変数で使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの関数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01617: 関数{0}はルールセット{1}ルール{2}パターン{3}で使用されています。 
	
原因: 関数はルール・パターンで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの関数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01618: 関数{0}はルールセット{1}ルール{2}のアクションで使用されています。 
	
原因: 関数はルールのアクションで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの関数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01619: 制約{0}の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。 
	
原因: 制約の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01620: 制約{0}は変数{1}で使用されています。 
	
原因: 制約は変数で使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの制約への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01621: 制約{0}はルールセット{1}ルール{2}パターン{3}で使用されています。 
	
原因: 制約はルール・パターンで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの制約への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01622: 制約{0}はルールセット{1}ルール{2}のアクションで使用されています。 
	
原因: 制約はルールのアクションで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの制約への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01623: 変数{0}の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。 
	
原因: 変数の削除について制約をチェックしましたが、ディクショナリ・オブジェクトがnullです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01624: 変数{0}は他の変数{1}で使用されています。 
	
原因: 変数は他の変数で使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの変数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01625: 変数{0}はルールセット{1}ルール{2}パターン{3}で使用されています。 
	
原因: 変数はルールセット・ルール・パターンで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの変数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01626: 変数{0}はルールセット{1}ルール{2}のアクションで使用されています。 
	
原因: 変数はルールのアクションで使用されています。


	
処置: このコンポーネントを削除する前にこの変数への参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01627: スキーマ{0}がインポートされました。同じスキーマを再インポートする場合は、そのスキーマを削除してください。 
	
原因: スキーマがインポートされました。


	
処置: 同じスキーマを再インポートする場合はそのスキーマを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01701: 名前は空白にできません。名前を入力してください。 
	
原因: 名前は空白にできません。


	
処置: 名前を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01702: 名前"{0}"はすでに使用されています。別の名前を入力してください 
	
原因: 名前はすでに使用されています。


	
処置: 別の名前を入力してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01703: ルールには少なくとも1つのパターンが必要です。パターンを追加してください。 
	
原因: ルールには少なくとも1つのパターンが必要です。


	
処置: パターンを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01704: "{0}"はファクト・タイプの名前ではありません。有効なファクト・タイプを入力してください。 
	
原因: 値はファクト・タイプの名前ではありません。


	
処置: 有効なファクト・タイプ名を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01706: パターンの変数"{0}"が複数回使用されています。名前を1つ変更してください。 
	
原因: パターンの変数が複数回使用されています。


	
処置: 名前を1つ変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01707: 優先度は空白にするか、正数または負数にする必要があります。 
	
原因: 優先度は空白にするか、正数または負数にする必要があります。


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01708: データ検証エラー: {0} 
	
原因: データ検証エラー


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01709: "{0}"は有効なファクト・タイプではありません。 
	
原因: 値は有効なファクト・タイプではありません。


	
処置: 有効なファクト・タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01710: "{0}"は{1}の有効な選択ではありません。 
	
原因: 選択された値はコンポーネントの有効な選択ではありません。


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01711: 式は空白にはできません。式を入力してください 
	
原因: 式は空白にはできません。


	
処置: 式を入力してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01712: 無効な変数名"{0}": スペースが複数含まれています。 
	
原因: 無効な変数名です。スペースが複数含まれています。


	
処置: 複数のスペースを含まない変数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01713: 無効なルール・セット名"{0}": 先頭は文字とし、文字と数値のみを使用する必要があります。 
	
原因: 無効なルール・セット名です。


	
処置: 先頭は文字とし、文字と数値のみを使用するルール・セット名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01714: 無効なルール名"{0}": 先頭は文字とし、文字と数値のみを使用する必要があります。 
	
原因: 無効なルール名です。


	
処置: 先頭は文字とし、文字と数値のみを使用するルール名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01716: "{0}"は有効な関数名ではありません。 
	
原因: 名前が有効な関数名ではありません。


	
処置: 有効な関数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01717: "{0}"は有効な識別子名ではないか、文字列が引用符("")で正しく囲まれていません。 
	
原因: 値は有効な識別子名ではないか、文字列が引用符("")で正しく囲まれていません。


	
処置: 有効な識別子名を指定するか、識別子を引用符で囲んでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01718: "{0}"は有効な制約名ではありません。 
	
原因: 値は有効な制約名ではありません。


	
処置: 有効な制約名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01719: リストアするものがありません。 
	
原因: リストアするものがありません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01720: 破棄するものがありません。 
	
原因: 破棄するものがありません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01721: パターンにテストがありません。確認するか、テストを入力してください 
	
原因: パターンにテストがありません。


	
処置: 確認するか、テストを入力してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01722: {0}はパターンに一致する必要があります: {1} 
	
原因: 値はパターン値に一致する必要があります。


	
処置: 一致する値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01723: {0}は{1}と{2}の間の数値にする必要があります 
	
原因: 値は上限と下限の間の数値にする必要があります。


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01724: 配列{0}の後には[]を続ける必要があります 
	
原因: 配列の後には[]を続ける必要があります


	
処置: 配列定義に[]を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01725: {0}は配列でなく、後に[]を続けることができません 
	
原因: 値は配列でなく、後に[]を続けることができません


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01726: {0}の位置{1}でのデータ型演算子: {2} {3} {4} 
	
原因: データ型演算子エラーです。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01727: {1}の関数{0}のパラメータ数が正しくありません 
	
原因: 関数のパラメータ数が正しくありません。


	
処置: 関数の正しいパラメータ数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01728: テスト式は、"{0}"でなくTRUEまたはFALSEを返す必要があります 
	
原因: テスト式はTRUEまたはFALSEを返す必要がありますが、返しませんでした。


	
処置: ブール値を返すテスト式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01729: リテラル値である必要があります。文字列を""で囲んでください。 
	
原因: リテラル値である必要があります。


	
処置: 数値を指定するか、または文字列を囲んでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01730: 数値にする必要があります。 
	
原因: 値は数値ではありません。


	
処置: 数値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01731: ネストしたパターンに空のネストした表があります。ネストしたパターンを削除するか、ネストしたエントリを追加してください。 
	
原因: ネストしたパターンに空のネストした表があります。


	
処置: ネストしたパターンを削除するか、ネストしたエントリを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01801: 値{0}が{1}のオプション・リストにありません。 
	
原因: 値がオプション・リストにありません。


	
処置: オプション・リストにある値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01802: RuleComponent {0}はディクショナリに関連付けられていません 
	
原因: RuleComponentはディクショナリに関連付けられていません


	
処置: ディクショナリ・コンポーネントのファクトリ・メソッドを使用してRuleComponentを再作成するか、またはOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01803: FORM_ASSERT_NEWのアクションにはクラス・エイリアスのターゲットが必要です。アクションに関しては、javadocを参照してください。 
	
原因: FORM_ASSERT_NEWのアクションにはクラス・エイリアスのターゲットが必要です。


	
処置: アクション・ターゲットのエイリアスを指定してください。アクションに関しては、javadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01804: FORM_ASSIGNのアクションには割当可能なターゲットおよび単一パラメータが必要です。アクションに関しては、javadocを参照してください。 
	
原因: FORM_ASSIGNのアクションには割当可能なターゲットおよび単一パラメータが必要です。


	
処置: アクションに有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01805: FORM_NESTED_TABLEのアクションはActionTableが必要です。アクションに関しては、javadocを参照してください。 
	
原因: FORM_NESTED_TABLEのアクションはActionTableが必要です。


	
処置: アクションに対してActionTableを指定してください。アクションに関しては、javadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01806: システム・エラー: コンポーネント・コピーをインスタンス化できません 
	
原因: システム・エラー: コンポーネント・コピーをインスタンス化できません


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01807: FORM_ASSERTまたはFORM_RETRACTのアクションにはTARGET変数("{0}"ではないもの)が必要です。アクションに関しては、javadocを参照してください。 
	
原因: FORM_ASSERTまたはFORM_RETRACTのアクションにはターゲット変数が必要です。


	
処置: アクションのターゲット変数を指定してください。アクションに関しては、javadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01808: ルール・セットを保存できません。SDK例外: "{0}" 
	
原因: ルール・セットを保存できません。


	
処置: 例外を修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01809: ルール・セットをロードできません。SDK例外: "{0}" 
	
原因: ルール・セットをロードできません。


	
処置: 例外を修正するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01810: 式パラメータの競合です。フォームは"{0}"ですが、プロパティ{1}が設定されました。 
	
原因: フォームおよびプロパティ・セットが競合しています。


	
処置: 競合を解決してください。アクションに関しては、javadocを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01811: この表内の行数は変更できません。 
	
原因: この表内の行数は変更できません。


	
処置: この表から行を追加または削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01812: 行が見つかりません 
	
原因: 行が見つかりません。


	
処置: 存在する行を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01813: 列挙制約{0}にはプロパティ{1}の無効な値が含まれています 
	
原因: 列挙制約にはプロパティの無効な値が含まれています


	
処置: 制約から無効な値を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01814: プログラム・セット・オプション・リストには、{0}の無効な値が含まれています 
	
原因: プログラム・セット・オプション・リストには、無効な値が含まれています。


	
処置: プログラム・セット・オプション・リストから無効な値を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01815: keyまたは値put ( {0}、{1} )にNULL値は許可されません 
	
原因: keyまたは値put()コールにNULL値は許可されません


	
処置: keyまたは値にNULL以外の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01816: put() keyのタイプはStringである必要があります 
	
原因: put() keyのタイプはStringである必要があります


	
処置: keyのタイプにStringを指定してください
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01817: プロパティ{0}は読取り専用です 
	
原因: プロパティは読取り専用です


	
処置: プロパティを設定しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01818: プロパティ{0}の値のタイプは{1}にする必要があります 
	
原因: プロパティの値はそのタイプである必要があります。


	
処置: 正しい値のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01819: "{0}"は{1}の有効なプロパティではありません 
	
原因: 値はコンポーネントの有効なプロパティではありません。


	
処置: コンポーネントの有効なプロパティを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01820: 制約"{0}"がデータ・モデルで見つかりません 
	
原因: 制約がデータ・モデルで見つかりません


	
処置: データ・モデルの制約を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01821: CUSTOMおよびプログラム・セットOPTIONSプロパティのみ削除できます 
	
原因: CUSTOMおよびプログラム・セットOPTIONSプロパティのみ削除できます。


	
処置: 指定されたプロパティを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01822: カスタム・モードのプロパティ{0}を設定できません。CONSTRAINT_FIXEDがデフォルト設定されています。 
	
原因: カスタム・モードのプロパティを設定できません。CONSTRAINT_FIXEDがデフォルト設定されています。


	
処置: このプロパティを設定しないでください。または制約を固定以外のものに変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01880: 永続からエディタへのルールセット{0}のロード中に、ディクショナリでこのルールセットを検出できません。 
	
原因: 永続からエディタへのルールセットのロード中に、ディクショナリでこのルールセットを検出できません。


	
処置: 別のルールセットを指定するか、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01881: ロードされるルールセットにはパターン{0}が含まれており、ネスト化された結合テストがあります。Oracle Rules Editor APIでは、現在、ネスト化されたテストをサポートしていません。 
	
原因: ロードされるルールセットにはパターンが含まれており、ネスト化された結合テストがあります。Oracle Rules Editor APIでは、現在、ネスト化されたテストをサポートしていません。


	
処置: ネスト化された結合テストを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01882: ロードされるルールセットには、フォーマット(lhs op rhs)にないテストが含まれています。Oracle Rules Editor APIは、前述の簡易テストのみサポートします。 
	
原因: ロードされるルールセットには、フォーマット(lhs op rhs)にないテストが含まれています。


	
処置: Oracle Rules Editor APIは、前述の簡易テストのみサポートします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01883: ルール{1}の優先度{0}を保存できません。優先度が正しくフォーマットされた整数であることを確認してください。 
	
原因: ルールの優先度を保存できません。


	
処置: 優先度が正しくフォーマットされた整数であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01884: エディタ・データモデルの保存中に、変数"{0}"のタイプ"{1}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、変数のタイプが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01885: エディタ・データモデルの保存中、列挙制約"{0}"に可能な値のリストがありません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中、列挙制約に可能な値のリストがありません。


	
処置: 制約の値のリストを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01886: エディタ・データモデルの保存中に、関数"{0}"の戻り型"{1}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、関数の戻り型が永続データモデルで見つかりません。


	
処置: 戻り関数のファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01887: エディタ・データモデルの保存中に、関数"{0}"のパラメータ・タイプ"{1}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、関数のパラメータ・タイプが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: 関数のファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01888: エディタ・データモデルの保存中に、関数"{0}"の例外タイプ"{1}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、関数の例外タイプが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: 関数のファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01889: エディタ・データモデルの保存中に、スーパークラス"{1}"のRLFactType "{0}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、スーパー・クラスのRLFact Typeが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: ファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01890: エディタ・データモデルの保存中に、プロパティ"{0}"のタイプ"{1}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、プロパティのタイプが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: ファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01891: エディタ・データモデルの保存中に、対応するJavaプロパティ"{0}"が永続データモデルで見つかりません。 
	
原因: エディタ・データモデルの保存中に、対応するJavaプロパティが永続データモデルで見つかりません。


	
処置: ファクト・タイプをインポートまたは定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01892: 範囲制約"{0}"の下限または上限がデータモデルにありません。 
	
原因: 範囲制約の下限または上限がデータモデルにありません。


	
処置: 範囲制約の下限および上限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01893: 範囲制約"{1}"の下限または上限"{0}"が正しくフォーマットされたDoubleではありません。 
	
原因: 範囲制約の下限または上限が正しくフォーマットされたDoubleではありません。


	
処置: 両方の値に対して正しくフォーマットされたDoubleを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01894: グローバル変数"{0}"は初期化されていません。 
	
原因: グローバル変数は初期化されていません。


	
処置: グローバル変数のイニシャライザを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01895: "{0}"の検証中に、{1}のエラーが見つかりました。 
	
原因: コンポーネントの検証中に、エラーが見つかりました。


	
処置: 基礎となるエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01896: 削除前の使用のチェック中に、{0}の無効なタイプが使用されました。タイプを変更してください。 
	
原因: 削除前の使用のチェック中に、無効なタイプが使用されました。


	
処置: タイプを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01897: 削除前の使用のチェック中に、データモデルが見つかりませんでした。 
	
原因: 削除前の使用のチェック中に、データ・モデルが見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-01898: 制約の削除前の使用のチェック中に、フォーム・プロパティが見つかりませんでした。 
	
原因: 制約の削除前の使用のチェック中に、フォーム・プロパティが見つかりませんでした。


	
処置: 削除前にフォーム・プロパティを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01899: プリミティブ・ファクト・タイプ{0}は削除できません。 
	
原因: プリミティブ・ファクト・タイプは削除できません。


	
処置: ファクト・タイプを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01900: ファクト・タイプ{0}を削除できません。 
	
原因: ファクト・タイプを削除できません。


	
処置: 不明です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01901: 制約{0}を削除できません。 
	
原因: 制約を削除できません。


	
処置: 不明です
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01902: 組込み関数{0}を削除できません。 
	
原因: 組込み関数を削除できません。


	
処置: 組込み関数を削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01903: 関数{0}を削除できません。 
	
原因: 関数を削除できません。


	
処置: 不明です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01904: 変数{0}を削除できません。 
	
原因: 変数を削除できません。


	
処置: 不明です。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01905: {0}を削除できません。 
	
原因: コンポーネントを削除できません。


	
処置: コンポーネントを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01906: Javaプロパティを削除できません。 
	
原因: Javaプロパティを削除できません。


	
処置: プロパティを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01907: 制約には名前が必要です。 
	
原因: 制約には名前が必要です。


	
処置: 制約名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01908: 範囲制約{0}に下限がありません。 
	
原因: 範囲制約に下限がありません。


	
処置: 範囲制約の下限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01909: 範囲制約{0}には正しくフォーマットされた下限{1}がありません。 
	
原因: 範囲制約には正しくフォーマットされた下限がありません。


	
処置: 正しくフォーマットされた下限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01910: 範囲制約{0}に上限がありません。 
	
原因: 範囲制約に上限がありません。


	
処置: 上限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01911: 範囲制約{0}には正しくフォーマットされた上限{1}がありません。 
	
原因: 範囲制約には正しくフォーマットされた上限がありません。


	
処置: 正しくフォーマットされた上限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01912: 範囲制約{0}には、上限{2}より大きな下限{1}があります。 
	
原因: 範囲制約には、上限より大きな下限があります。


	
処置: 上限より小さな下限を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01913: 列挙制約{0}には列挙値が定義されていません。 
	
原因: 列挙制約には列挙値が定義されていません。


	
処置: 列挙制約の値を定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01914: 正規表現制約{0}には正規表現が定義されていません。 
	
原因: 正規表現制約には正規表現が定義されていません。


	
処置: 制約の正規表現を定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01915: 関数名{0}は有効な識別子ではありません。 
	
原因: 関数名は有効な識別子ではありません。


	
処置: 有効な関数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01916: 関数名{0}はRL予約語です。 
	
原因: 関数名はRL予約語です。


	
処置: RL予約語ではない関数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01917: 関数{0}の戻り型を定義する必要があります。 
	
原因: 関数の戻り型を定義する必要があります。


	
処置: 戻り型を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01918: 関数{0}の戻り型"{1}"がデータモデルで定義されていません。 
	
原因: 関数の戻り型がデータモデルで定義されていません。


	
処置: ファクト・タイプをインポートまたは定義するか、またはデータモデルにある戻り型を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01919: 関数{0}の本体を定義する必要があります。 
	
原因: 関数の本体を定義する必要があります。


	
処置: 関数の本体を定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01920: 関数{0}には同じ名前を持つパラメータが2つあります。 
	
原因: 関数には同じ名前を持つパラメータが2つあります。


	
処置: 重複するパラメータ名のいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01921: 関数名{0}が重複しています。 
	
原因: 関数名が重複しています。


	
処置: 関数の別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01922: 関数エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: 関数エイリアスが重複しています。


	
処置: 関数の別のエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01923: InitValue {0}が有効ではありません。 
	
原因: InitValueが有効ではありません。


	
処置: 有効なinit値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01924: DataModelコンポーネント{0}にはスペースで始まるエイリアス"{1}"があります。 
	
原因: DataModelコンポーネントにはスペースで始まるエイリアスがあります。


	
処置: スペースで始まらないエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01925: DataModelコンポーネント{0}にはスペースで終わるエイリアス"{1}"があります。 
	
原因: DataModelコンポーネントにはスペースで終わるエイリアスがあります。


	
処置: スペースで終わらないエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01926: DataModelコンポーネント{0}にはダブル・スペースが含まれたエイリアス"{1}"があります。 
	
原因: DataModelコンポーネントにはダブル・スペースが含まれたエイリアスがあります。


	
処置: エイリアスからダブル・スペースを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01927: プロパティには名前が必要です。 
	
原因: プロパティには名前が必要です。


	
処置: プロパティ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01928: プロパティ名{0}は有効な識別子ではありません。 
	
原因: プロパティ名は有効な識別子ではありません。


	
処置: プロパティ名の有効な識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01929: プロパティ名{0}はRL予約語です。 
	
原因: プロパティ名はRL予約語です。


	
処置: RL予約語でない名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01930: プロパティ{0}にはタイプが必要です。 
	
原因: プロパティにはタイプが必要です。


	
処置: プロパティのタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01931: プロパティ{0}のタイプ"{1}"はデータモデルで定義されていません。 
	
原因: プロパティのタイプはデータモデルで定義されていません。


	
処置: データモデルにプロパティのタイプをインポートまたは定義するか、またはデータモデルにすでにあるタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01932: RLファクト・タイプ名{0}は有効な識別子ではありません。 
	
原因: RLファクト・タイプ名は有効な識別子ではありません。


	
処置: RLファクト・タイプ名の有効な識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01933: RLファクト・タイプ名{0}はRL予約語です。 
	
原因: RLファクト・タイプ名はRL予約語です。


	
処置: RL予約語ではないRLファクト・タイプの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01934: RLファクト・タイプ{0}には重複したプロパティ名が含まれています。 
	
原因: RLファクト・タイプには重複したプロパティ名が含まれています。


	
処置: 重複したプロパティ名のいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01935: RLファクト・タイプ{0}には重複したプロパティ・エイリアスが含まれています。 
	
原因: RLファクト・タイプには重複したプロパティ・エイリアスが含まれています。


	
処置: 重複したプロパティ名のいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01936: RLファクト・タイプ名{0}が重複しています。 
	
原因: RLファクト・タイプ名が重複しています。


	
処置: 重複するファクト・タイプのいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01937: RLファクト・タイプ・エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: RLファクト・タイプ・エイリアスが重複しています。


	
処置: 重複するエイリアスのいずれかを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01938: グローバル変数名{0}が有効な識別子ではありません。 
	
原因: グローバル変数名が有効な識別子ではありません。


	
処置: 重複するエイリアス名のいずれかを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01939: グローバル変数名{0}はRL予約語です。 
	
原因: グローバル変数名はRL予約語です。


	
処置: RL予約語ではないグローバル変数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01940: グローバル変数{0}の値が設定されていません。 
	
原因: グローバル変数の値が設定されていません。


	
処置: グローバル変数の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01941: グローバル変数{0}の値{1}が有効ではありません。 
	
原因: グローバル変数の値が有効ではありません。


	
処置: グローバル変数の有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01942: グローバル変数{0}にはタイプが必要です。 
	
原因: グローバル変数にはタイプが必要です。


	
処置: グローバル変数のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01943: グローバル変数{0}のタイプ"{1}"がデータモデルで定義されていません。 
	
原因: グローバル変数のタイプはデータモデルで定義されていません。


	
処置: データモデルに変数のタイプをインポートまたは定義するか、または変数の別のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01944: グローバル変数{0}の値がこの変数のタイプ{1}と一致しません。 
	
原因: グローバル変数の値がこの変数のタイプと一致しません。


	
処置: タイプが一致する値を指定するか、またはタイプを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01945: グローバル変数名{0}が重複しています。 
	
原因: グローバル変数名が重複しています。


	
処置: 変数名のいずれかを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01946: グローバル変数エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: グローバル変数エイリアスが重複しています。


	
処置: 一方の変数エイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01947: 関数{0}の中の1つのパラメータに名前がありません。 
	
原因: 関数の中の1つのパラメータに名前がありません。


	
処置: 関数パラメータの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01948: 仮パラメータ名{0}は有効な識別子ではありません。 
	
原因: 仮パラメータ名は有効な識別子ではありません。


	
処置: 仮パラメータに有効な識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01949: 仮パラメータ名{0}はRL予約語です。 
	
原因: 仮パラメータ名はRL予約語です。


	
処置: RL予約語でない名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01950: 仮パラメータ{0}のタイプを定義する必要があります。 
	
原因: 仮パラメータのタイプを定義する必要があります。


	
処置: パラメータのタイプをインポートまたは定義するか、別のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01951: 仮パラメータ{0}のタイプ"{1}"がデータモデルで定義されていません。 
	
原因: 仮パラメータのタイプがデータモデルで定義されていません。


	
処置: パラメータのタイプをインポートまたは定義するか、別のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01952: プロパティ・エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: プロパティ・エイリアスが重複しています。


	
処置: 1つのプロパティ・エイリアスの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01953: メソッド・エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: メソッド・エイリアスが重複しています。


	
処置: 1つのメソッド・エイリアスの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01954: Javaファクト・タイプ・エイリアス{0}が重複しています。 
	
原因: Javaファクト・タイプ・エイリアスが重複しています。


	
処置: 1つのJavaファクト・タイプ・エイリアスの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01955: 関数{0}の1つのパラメータにはエイリアスがありません。 
	
原因: 関数の1つのパラメータにはエイリアスがありません。


	
処置: このパラメータのエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01956: 関数{0}には同じエイリアスを持つパラメータが2つあります。 
	
原因: 関数には同じエイリアスを持つパラメータが2つあります。


	
処置: 重複するパラメータ・エイリアスのいずれかを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-01958: 制約{0}は、ディクショナリの別のコンポーネントで使用されています。制約名を変更するために、すべての参照を削除してください。 
	
原因: 制約は、ディクショナリの別のコンポーネントで使用されています。


	
処置: 制約名を変更するために、すべての参照を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02001: 詳細は、基本例外を参照してください。 
	
原因: 不明です。


	
処置: 詳細は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02002: パス{0}に対応するファイルが存在しません。ファイルシステムにファイルが存在することを確認してください。 
	
原因: パスに対応するファイルが存在しません。


	
処置: ファイル・システムにファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02101: ID ''{0}''には、相互排他的なタグと改訂の両方が含まれています。 
	
原因: このAPIの唯一のクライアントはルールSDK内部であり、タグと改訂は使用されません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02102: 文書IDは検証されていません。 
	
原因: ルールSDK内部が、リポジトリ・ストア・レイヤーを起動する前に、文書IDの検証に失敗しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02103: ID ''{0}''にディクショナリ名がありません。 
	
原因: 文書IDにディクショナリ名がありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02104: ID ''{0}''にドキュメント名がありません。 
	
原因: ドキュメントIDにドキュメント名がありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02105: ID ''{0}''にドキュメント・タイプがありません。 
	
原因: ドキュメントIDにドキュメント・タイプがありませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02106: ID ''{0}''に無効なワイルドカードが含まれています。wildchar文字''*''をフィールド全体に適用する必要があります。 
	
原因: ドキュメントIDに無効なワイルドカードが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02107: ワイルドカードはlistDocuments、ID ''{0}''の場合にのみ有効です。 
	
原因: listDocuments以外へのアクセスに使用するためにワイルドカードがドキュメントIDで指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02108: リポジトリは改訂管理をサポートしておらず、ID ''{0}''に改訂が含まれています。 
	
原因: このAPIの唯一のクライアントはルールSDK内部であり、タグと改訂は使用されません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02109: リポジトリはタグをサポートしておらず、ID ''{0}''にタグが含まれています。 
	
原因: このAPIの唯一のクライアントはルールSDK内部であり、タグと改訂は使用されません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02110: ''{0}''に登録は存在しません。 
	
原因: 指定されたキーで使用可能なRepositoryConnection実装はありません。


	
処置: キーが正しく、対応するRepositoryConnectionが正常に登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02111: サポートされない操作です。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02112: ID ''{0}''のディクショナリ名は有効なunicode識別子ではありません。 
	
原因: 無効なディクショナリ名が指定されました。


	
処置: 有効なディクショナリ名を指定してください。有効なunicode識別子である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02113: ID ''{0}''のドキュメント名は有効なunicode識別子ではありません。 
	
原因: ドキュメントIDに無効なドキュメント名が指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02114: ID ''{0}''のドキュメント・タイプは有効なunicode識別子ではありません。 
	
原因: ドキュメントIDに無効なドキュメント・タイプが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02115: ID ''{0}''のマーカーは有効なunicode識別子ではありません。 
	
原因: 無効なマーカーが指定されました。


	
処置: 有効なマーカーを指定してください。有効なunicode識別子である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02116: 登録が無効または不明です 
	
原因: RepositoryConnectionの登録がnullか、そのプロパティのいずれかがnull(未指定)でした。


	
処置: キーが正しく、対応するRepositoryConnectionが正常に登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02117: ID ''{0}''にマーカーがありません。 
	
原因: ドキュメントIDにマーカーが指定されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02118: ID ''{0}''は、このリポジトリ接続には使用できません。 
	
原因: ドキュメントIDはこの接続で作成されませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02119: リポジトリ・ストア・アドイン・クラス''{0}''をロードできません。このストアは使用できません。 
	
原因: 指定されたRepositoryConnection実装クラスのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: クラス・パスでクラスを使用できることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02120: リポジトリ・コネクション・ファクトリの初期化失敗 
	
原因: RepositoryConnectionファクトリの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: ログに記録された例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02201: キー''{0}''の初期化プロパティがありません 
	
原因: 必須初期化パラメータが欠落しています。


	
処置: 欠落している初期化パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02202: URL ''{0}''はWebDAVコレクションではありません。 
	
原因: WebDAV URLはフォルダへのパス(WebDAVコレクション)である必要がありましたが、そうではありませんでした。


	
処置: URLが正しく、フォルダを特定していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02203: WebDAVエラー 
	
原因: WebDAVエラーが発生しました。


	
処置: 根本原因の例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02204: WebDAVエラーがURL ''{0}''で発生しました。 
	
原因: WebDAVリポジトリのURLが正しくありませんでした。


	
処置: 有効なWebDAV URLを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02205: WebDAVリポジトリ''{0}''が存在しません。 
	
原因: 指定されたWebDAVリポジトリが見つかりませんでした。


	
処置: リポジトリへのパスが正しいかどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02206: null文書 
	
原因: nullのXMLドキュメントが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02207: ドキュメント''{0}''、WebDAV URL ''{1}''にWebDAVエラーが発生しました 
	
原因: WebDAVリポジトリ上でルール・ディクショナリ・ドキュメントにアクセスしようとしてエラーが発生しました。


	
処置: 根本原因の例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02208: マーカー''{0}''は無効です。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02209: ID ''{0}''はドキュメントの作成、変更、削除に対して無効です。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02210: ID ''{0}''はドキュメント・アクセスに対して無効です。 
	
原因: ルール・ディクショナリの一部であるドキュメントを特定する内部IDが無効でした。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02211: ドキュメント''{1}''の元になるドキュメント''{0}''をマーク時にエラーが発生しました。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02301: キー"{0}"の初期化プロパティがありません 
	
原因: 必須初期化パラメータがありませんでした。


	
処置: 欠落している初期化パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02302: ファイル''{0}''のアクセス中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル・リポジトリにアクセス中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: ネストされた例外により根本原因が指定されます。調査して解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02303: null文書 
	
原因: nullのXMLドキュメントが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02304: ID ''{0}''はドキュメントの作成、変更、削除に対して無効です。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02305: ファイル・パス''{0}''が存在しません 
	
原因: 指定されたファイル・リポジトリが見つかりませんでした。


	
処置: ファイルへのパスが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02306: マーカー''{0}''は無効です。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02307: ID ''{0}''はドキュメント・アクセスに対して無効です。 
	
原因: ルール・ディクショナリの一部であるドキュメントを特定する内部IDが無効でした。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-02308: エラー: リポジトリ・ファイル・パスの引数が欠落しています。 
	
原因: 作成するファイル・リポジトリへのパスが欠落しています。


	
処置: 有効なパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02309: エラー: ''{0}''はすでに存在します。 
	
原因: 指定した場所のファイルはすでに存在しています。


	
処置: まだ存在しないファイルへのパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02310: ''{0}''の作成中にエラーが発生しました: {1} 
	
原因: ファイル・リポジトリの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02311: ''{0}''の名前を変更できないため、置換できません。これは、この更新試行と同時にリポジトリを読み取る別のルール・ベースのアプリケーションが原因である可能性があります。この操作は再試行される場合があります。このエラーが解消されない場合、その他のアプリケーションがリポジトリをオープンしたままにしています。 
	
原因: 新しいファイルに書き込むために元のリポジトリ・ファイルの名前を変更しようとして失敗しました。


	
処置: 別のアプリケーションがアクセスしていないことを確認して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02312: 更新済ファイルの名前を''{0}''から''{1}''に変更できません。リポジトリの更新に失敗しました。古いリポジトリ・コンテンツはファイル''{2}''にあります。更新済リポジトリ・コンテンツはファイル''{0}''にあります。このエラーからリカバリするには、手動でファイル名を''{0}''から''{1}''に変更してください。 
	
原因: 新しいリポジトリ・ファイルを正しい名前に変更しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージで指示されているように手動でファイル名を変更して、リカバリしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-02313: 古いリポジトリ・コンテンツが含まれるファイル''{0}''を削除できません。このファイルは手動で削除できる可能性があります。 
	
原因: 名前が変更された古いリポジトリ・ファイルを削除しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージで指示されているように手動でファイルを削除して、リカバリしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04001: RuleAdministratorをインスタンス化できません 
	
原因: JSR-94 RuleAdministratorインスタンスを取得中にエラーが発生しました。


	
処置: jsr94.jarおよびjsr94_obr.jarが存在していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04002: RuleRuntimeをインスタンス化できません 
	
原因: JSR-94 RuleRuntimeインスタンスを取得中にエラーが発生しました。


	
処置: jsr94.jarおよびjsr94_obr.jarが存在していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04003: JSR-94 RuleServiceProvider登録失敗 
	
原因: Oracle Business Rules JSR-94 RuleServiceProviderの登録中にエラーが発生しました。


	
処置: jsr94.jarおよびjsr94_obr.jarが存在していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04004: 抽象構文ツリーからのRuleExecutionSetの作成はサポートされていません。 
	
原因: 抽象構文ツリーを使用するメソッドでRuleExecutionSetを作成しようとしました。これはサポートされていません。


	
処置: サポートされているメソッドでRuleExecutionSetを作成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04005: 引数がnullです 
	
原因: RuleExecutionSetをプログラムで作成するために、JSR-94の拡張にnullが渡されました。


	
処置: メソッドの呼出しを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04006: ルール実行セットURIがありません 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04007: URI ''{0}''にRuleExecutionSetの指定がありません。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04008: RuleExecutionSetはURI ''{0}''にすでに登録されています。 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04009: XML DocumentBuilderを作成できません 
	
原因: DocumentBuilderの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: XMLパーサー構成が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04010: ルール実行セット名がありません 
	
原因: RuleExecutionSetのXMLまたはプログラム指定にRuleExecutionSetの名前がありませんでした。


	
処置: 欠落している名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04011: リポジトリの場所がありません 
	
原因: RuleExecutionSetのXMLまたはプログラム指定にリポジトリの場所がありませんでした。


	
処置: 欠落しているリポジトリの場所を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04012: ディクショナリ名がありません 
	
原因: RuleExecutionSetのXMLまたはプログラム指定にルール・ディクショナリの名前がありませんでした。


	
処置: 欠落しているルール・ディクショナリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04013: ''{0}''の登録に失敗しました 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04014: ''{0}''の登録解除に失敗しました 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04015: URI ''{0}''の下にRuleExecutionSetが登録されていません。 
	
原因: 登録されていないRuleExectionSetを登録解除しようとしました。


	
処置: URIが正しいかどうか確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04016: 内部エラー: 破損した文書、登録なし 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04017: 内部エラー: ''{0}''の登録がありません 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04018: RuleExecutionSetの指定に複数のディクショナリが見つかりました。2番目のディクショナリはリポジトリ''{1}''の''{0}''という名前です 
	
原因: RuleExecutionSetのXMLまたはプログラム指定に複数のルール・ディクショナリへの参照が含まれていました。


	
処置: 単一のルール・ディクショナリに指定を制限してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-04019: MDSインスタンス名が欠落しています 
	
原因: MDSリポジトリでルール・ディクショナリを参照するRuleExecutionSetのXMLまたはプログラム指定に、MDSインスタンス名が欠落していました。


	
処置: 欠落しているMDSインスタンス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05003: 参照可能なファクト・タイプ"{0}"が継承する参照可能なファクト・タイプは1つのみである必要がありますが、参照可能なファクト・タイプ"{1}"および"{2}"から継承しています。 
	
原因: 参照可能なファクト・タイプが複数の参照可能なファクト・タイプから継承されました。


	
処置: ファクト・タイプの1つを参照不可にしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05004: com.sun.tools.javac.Mainを含むファイルtools.jarがクラスパスで見つかりません。ファイルがクラスパスにあることを確認してください。 
	
原因: com.sun.tools.javac.Mainを含むファイルtools.jarがクラスパスで見つかりませんでした。


	
処置: クラスパスにtools.jarを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05005: クラスcom.sun.tools.javac.Mainにメソッド"invoke"が含まれていません。 
	
原因: クラスcom.sun.tools.javac.Mainにメソッド"invoke"が含まれていません。


	
処置: JVMインストールが破損していないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05006: ファクト・タイプ"{0}"には、関連付けられていないバケット・セットにあるエイリアスと同じエイリアスがあります。 
	
原因: バケット・セットにはファクト・タイプと同じエイリアスがありますが、ファクト・タイプまたはバケット・セットはJava enumをインポートして作成されていません。


	
処置: ファクト・タイプまたはバケット・セットに別のエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05011: スキーマ"{1}"がスキーマ・パス"{0}"にありません。 
	
原因: スキーマ・ルート・パスが設定されていますが、追加されたスキーマはこの同じパスにありません。正しいスキーマ・ルート・パスを設定するか、または追加するスキーマを移動してください。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05013: Javaクラス"{0}"をデータ・モデルに追加できません。このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。 
	
原因: Javaクラスをデータ・モデルに追加できませんでした。


	
処置: このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05015: ユーザー・パス"{0}"が、ディレクトリまたはZIPファイルではありません。ユーザー・パスが、ディレクトリ、ZIPファイルまたはJARファイルであることを確認してください。 
	
原因: ユーザー・パスが、ディレクトリまたはZIPファイルではありませんでした。


	
処置: ユーザー・パスが、ディレクトリ、ZIPファイルまたはJARファイルであることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05016: Javaクラス"{0}"をロードできません。このクラスとすべての依存クラスがクラスパスまたはユーザー指定パスにあることを確認してください。 
	
原因: Javaクラスをロードできませんでした。


	
処置: このクラスとすべての依存クラスがクラスパスまたはユーザー指定パスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05017: Javaクラスをロードできません。有効なクラス名を使用してください。 
	
原因: Javaクラスをロードできませんでした。


	
処置: 有効なクラス名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05018: Javaクラス"{0}"をロードできません。クラスはパッケージ内にある必要があります。 
	
原因: Javaクラスをロードできませんでした。


	
処置: クラスはパッケージ内にある必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05019: Javaクラス"{0}"を再インポートできません。このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が現在のクラスパスにあることを確認してください。詳細は、基本例外を参照してください。 
	
原因: Javaクラスを再インポートできませんでした。


	
処置: このクラスおよび関連クラス(親クラスおよび属性タイプ・クラスを含む)が、現在のクラスパスにあることを確認してください。詳細は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05020: Javaクラス"{0}"をロードできません。クラス名にRL予約語"{1}"が含まれています。 
	
原因: Javaクラスをロードできませんでした。クラス名にRL予約語が含まれていました。


	
処置: クラス名からRL予約語を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05021: Javaクラス"{0}"には、RL予約語であるフィールド"{1}"があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるフィールドがありました。


	
処置: フィールドの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05022: Javaクラス"{0}"には、RL予約語であるプロパティ"{1}"があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるプロパティがありました。


	
処置: プロパティの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05023: Javaクラス"{0}"には、RL予約語であるメソッド"{1}"があります。 
	
原因: Javaクラスには、RL予約語であるメソッドがありました。


	
処置: メソッドの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05024: JAXB出力ディレクトリがnullまたは空の文字列です。 
	
原因: JAXB出力ディレクトリがnullまたは空の文字列でした。


	
処置: 有効なディレクトリを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05025: JAXB出力ディレクトリ"{0}"は有効なディレクトリではありません。 
	
原因: JAXB出力ディレクトリは有効なディレクトリではありませんでした。


	
処置: 有効なディレクトリを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05026: JAXB出力ディレクトリ"{0}"は書込み不可です。 
	
原因: JAXB出力ディレクトリは書込み不可でした。


	
処置: 有効なディレクトリを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05027: パッケージ名が有効なJava識別子ではありません。 
	
原因: パッケージ名が有効なJava識別子ではありませんでした。


	
処置: 有効なJava識別子であるパッケージ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05028: XMLスキーマ名がnullまたは空の文字列です。 
	
原因: XMLスキーマ名がnullまたは空の文字列でした。


	
処置: 有効なスキーマ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05029: XMLスキーマ"{0}"は存在しません。 
	
原因: XMLスキーマは存在しませんでした。


	
処置: 存在するXMLスキーマを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05030: ディレクトリ"{1}"の"{0}"によって生成されたソース・コードをコンパイルできません。 
	
原因: JAXBによって生成されたソース・コードをコンパイルできませんでした。


	
処置: tools.jarがクラスパスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: プログラム










	RUL-05034: 「戻り」アクションがありません。戻りアクションを追加するか、無効にする関数の戻りタイプを変更してください。 
	
原因: 戻りアクションがありませんでした。


	
処置: 戻りアクションを追加するか、または無効にする関数の戻りタイプを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05035: 検証する値がNULLです。 
	
原因: 検証する値がNULLでした。


	
処置: NULLでない値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05036: 名前が"{0}"のXSLリソースがクラスパスに見つかりません。 
	
原因: 名前の付いたXSLリソースがクラスパスに見つかりませんでした。


	
処置: XSLリソース名とクラスパスが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05037: データ・モデル"{0}"に循環定義が存在します。 
	
原因: データ・モデルにRLまたはADF-BCファクト・タイプの循環定義がありました。


	
処置: データ・モデルから循環依存関係を削除してください。RLファクト・タイプの場合、プロパティを削除することにより、循環を切断する必要があります。ADF-BCファクト・タイプの場合、プロパティを参照不可とマークすることにより、循環を切断する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05038: JAXBソースを生成できないため、XMLスキーマ"{0}"をデータ・モデルに追加できません。解決方法は基本例外を参照してください。 
	
原因: JAXBソース・ファイルを生成できないため、XMLスキーマをデータ・モデルに追加できませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05039: XMLスキーマ・パス"{0}"をデータ・モデルに追加できません。JAXBマッピングを生成できませんでした。解決方法は基本例外を参照してください。 
	
原因: JAXBマッピングを生成できないため、XMLスキーマをデータ・モデルに追加できませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05040: JAXBソースをコンパイルできないため、XMLスキーマ・パス"{0}"をデータ・モデルに追加できません。解決方法は基本例外を参照してください。 
	
原因: JAXBソースをコンパイルできないため、XMLスキーマをデータ・モデルに追加できませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05041: パスをデータ・モデルとクラス・ローダーに追加できないため、XMLスキーマ・パス"{0}"をデータ・モデルに追加できません。解決方法は基本例外を参照してください。 
	
原因: スキーマ・パスをデータ・モデルとクラス・ローダーに追加できないため、XMLスキーマをデータ・モデルに追加できませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05042: XMLスキーマ"{0}"は存在しません。 
	
原因: XMLスキーマは存在しませんでした。


	
処置: 存在するXMLスキーマを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05101: ルールセットをXMLにシリアライズできません。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: ルールセットをXMLにシリアライズできませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05102: XML文書をルールセットにデシリアライズできません。解決方法は、基本例外を参照してください。 
	
原因: XML文書をルールセットにデシリアライズできませんでした。


	
処置: 解決方法は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05103: ルールセット可視性フィルタを評価できません。日付、時間および数値の構文を確認してください。 
	
原因: ルールセット可視性フィルタを評価できませんでした。


	
処置: 日付、時間および数値の構文を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05130: コンポーネントはプロパティ{0}をサポートしていません 
	
原因: コンポーネントは指定されたプロパティをサポートしていませんでした。


	
処置: このプロパティは使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05140: XMLスキーマ"{0}"をXMLファクト・タイプにマップできませんでした。詳細は、基本例外を参照してください。 
	
原因: XMLスキーマをXMLファクト・タイプにマップできませんでした。


	
処置: 詳細は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05148: ADF-BCビュー定義名がnullです。 
	
原因: ADF-BCビュー定義名がnullでした。


	
処置: 有効なADF-BCビュー定義名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05149: ADF-BCビュー定義"{0}"をインポートしようとして例外が発生しました 
	
原因: ビュー定義をインポートしようとして例外が発生しました。


	
処置: 詳細は、基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05161: デシジョン関数"{0}"にはファクト・タイプ"{1}"が必要ですが、このタイプは入力の一部ではありません。 
	
原因: デシジョン関数ルール・フロー・チェックが、コールされたディシジョン関数によって必要とされるファクト・タイプがないことを検出しました。


	
処置: 必要なファクト・タイプをアサートしてから、ディシジョン関数を呼び出してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05162: ルールセット"{0}"にはファクト・タイプ"{1}"が必要ですが、このタイプは入力の一部ではありません。 
	
原因: デシジョン関数ルール・フロー・チェックが、コールされたルールセットによって必要とされるファクト・タイプがないことを検出しました。


	
処置: 必要なファクト・タイプをアサートしてから、ルールセットを呼び出してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05163: ファクト・タイプ"{0}"は、このデシジョン関数によりコールされたどのルールセットでも使用されていません。 
	
原因: ディシジョン関数ルール・フロー・チェックが、使用されていないファクト・タイプを検出しました。


	
処置: ルール条件またはディシジョン関数出力タイプ・リストのすべてのアサートされたファクト・タイプを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05164: ファクト・タイプ"{0}"が参照されていますが、アサートされていないか、入力されていません。 
	
原因: ルール条件、コールされたディシジョン関数入力、またはこのディシジョン関数出力でファクト・タイプが参照されていますが、このファクト・タイプは、このディシジョン関数への入力でも、コールされたディシジョン関数の出力でもなく、このディシジョン関数のルールセットによってアサートされていないことが、ディシジョン関数ルール・フロー・チェックで検出されました


	
処置: 条件のすべてのファクト・タイプがディシジョン関数にアサートされ、入力されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05165: デシジョン関数"{0}"には、名前が"{1}"の2つの隣接エントリがルールセットまたはデシジョン関数表にあります。 
	
原因: デシジョン関数には、同じ名前を持つ2つの隣接エントリがルールセットまたはデシジョン関数表にあります。2番目のエントリがコールされるときにルールが起動しないため、これはエラーです。


	
処置: エントリのいずれかを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05170: 予期しない例外 
	
原因: 予期しない例外が発生しました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05171: RuleDictionaryインスタンスまたは名前が必要です。 
	
原因: RuleDictionaryインスタンスまたは名前が指定されませんでした。


	
処置: RuleDictionaryインスタンスまたは名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05172: デシジョン関数名が必要です。 
	
原因: デシジョン関数名が指定されませんでした。


	
処置: デシジョン関数名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05173: トランザクション・インスタンスが必要です。 
	
原因: トランザクション・インスタンスが指定されませんでした。


	
処置: トランザクション・インスタンスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05174: 有効なファイル名が必要です。 
	
原因: ファイル名がないかまたはnullでした。


	
処置: 有効なファイル名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05175: デシジョン・ポイント名が必要です。 
	
原因: デシジョン・ポイント名がないかnullでした。


	
処置: デシジョン・ポイント名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05176: 現在のクラスパスにルール・ディクショナリ"{0}"が見つかりません。 
	
原因: 現在のクラスパスにルール・ディクショナリ{0}が見つかりませんでした。


	
処置: クラスパスを変更するか、または別のルール・ディクショナリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05177: 名前が"{0}"のファクト・タイプはルール・ディクショナリに存在しません。 
	
原因: ファクト・タイプがルール・ディクショナリの結合されたデータ・モデルに存在しませんでした。


	
処置: 存在するファクト・タイプ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05178: 名前が"{0}"のデシジョン関数はルール・ディクショナリに存在しません。 
	
原因: ディシジョン関数が結合されたルール・ディクショナリに見つかりました。


	
処置: 別のディシジョン関数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05179: トランザクションの作成中に命名例外が発生しました 
	
原因: トランザクションの作成中に命名例外がスローされました。


	
処置: 環境構成を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05180: データ・ソースの検索中に命名例外が発生しました 
	
原因: データ・ソースの検索中に命名例外がスローされました。


	
処置: 環境構成を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05181: データ・ソースの検索中にエラーが発生しました 
	
原因: データ・ソースの検索中にエラーが発生しました。


	
処置: 基礎となる例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05182: ルール・セッションとの対話中にエラーが発生しました 
	
原因: ルール・セッションとの対話中にエラーが発生しました。


	
処置: 基礎となる例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05183: ビュー・オブジェクトのロード中にエラーが発生しました 
	
原因: ビュー・オブジェクトのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05184: デシジョン・ポイント・ディクショナリの書込み中にエラーが発生しました 
	
原因: デシジョン・ポイント・ディクショナリの書込み中にエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05185: デシジョン・ポイント・ディクショナリのロードまたは作成中にエラーが発生しました 
	
原因: デシジョン・ポイント・ディクショナリのロードまたは作成中にエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05186: デシジョン・ポイントのルール・セッション・プールの設定中にエラーが発生しました 
	
原因: デシジョン・ポイントのルール・セッション・プールの設定中にエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05187: デシジョン・ポイント・ルール・セッション・プールからのルール・セッションの取得中にエラーが発生しました。 
	
原因: デシジョン・ポイント・ルール・セッション・プールからのルール・セッションの取得中にエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05188: デシジョン・ポイント・ルール・セッション・プールへルール・セッションを返しているときにエラーが発生しました 
	
原因: デシジョン・ポイント・ルール・セッション・プールへルール・セッションを返しているときにエラーが発生しました。


	
処置: 基になるエラーを参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05200: 完全修飾ディクショナリ名がディクショナリへのアクセスに無効です。名前が{0}の各コンポーネントの先頭は文字とし、文字、数値またはアンダースコアのみを使用する必要があります。 
	
原因: 完全修飾ディクショナリ名がディクショナリへのアクセスに対して無効でした。


	
処置: 名前の各コンポーネントの先頭は文字とし、文字、数値またはアンダースコアのみを使用するように名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05201: 完全修飾ディクショナリ名が、ディクショナリ名のリストの取得に対して無効です。 
	
原因: 完全修飾ディクショナリ名が、ディクショナリ名のリストの取得に対して無効でした。


	
処置: ディクショナリのローカル名を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05202: リポジトリ・タイプを指定する必要があります。 
	
原因: リポジトリ・タイプが指定されていませんでした。


	
処置: リポジトリ・タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05203: このリポジトリ接続はクローズされており、今後リポジトリへのアクセスには使用できません。新しい接続を確立する必要があります。 
	
原因: このリポジトリ接続はクローズされており、リポジトリへのアクセスには使用できませんでした。


	
処置: 新しい接続を確立してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05204: 名前が{0}のディクショナリはリポジトリに存在しません。 
	
原因: 指定された名前のディクショナリはリポジトリに存在しませんでした。


	
処置: 存在するディクショナリの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05205: 名前が{0}のディクショナリはすでにリポジトリに存在しています。 
	
原因: 指定された名前のディクショナリはすでにリポジトリに存在しています。


	
処置: まだ存在していないディクショナリの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05206: リポジトリの初期化中にエラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: リポジトリの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05207: リポジトリ・エラーが発生しました。基本例外を参照してください。 
	
原因: リポジトリ・エラーが発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05208: ディクショナリの完全修飾名と、このディクショナリの取得に使用した名前との間に不一致があります。 
	
原因: ディクショナリの完全修飾名と、このディクショナリの取得に使用した名前との間に不一致がありました。


	
処置: このディクショナリのパッケージと名前がディレクトリ構造とルール・ファイル名に一致していることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05209: 名前が"{0}"のディクショナリを保存できません。ディクショナリはすでに変更されており、このバージョンはリポジトリ内の最新のバージョンよりも古くなっています。ディクショナリを再編集して最新のバージョンを変更してください。 
	
原因: リポジトリ内のバージョンが保存されているバージョンよりも新しいため、ディクショナリを保存できませんでした。


	
処置: ディクショナリを再編集してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05210: リポジトリはサンドボックス機能をサポートしていません。アプリケーション・コードを変更して、サンドボックス機能がサポートされているかどうかをテストし、サポートされている場合にのみサンドボックス操作を呼び出してください。 
	
原因: リポジトリはサンドボックス機能をサポートしていませんが、サンドボックス操作が呼び出されました。


	
処置: アプリケーション・コードを変更して、サンドボックス機能がサポートされているかどうかをテストし、サポートされている場合にのみサンドボックス操作を呼び出してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05211: "{0}"という名前のサンドボックスはすでに存在しているため、サンドボックスの作成に失敗しました。既存のサンドボックスを使用するか、または別の名前を使用してください。 
	
原因: 指定された名前のサンドボックスはすでに存在しているため、サンドボックスの作成に失敗しました。


	
処置: 既存のサンドボックスを使用するか、または別の名前を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05212: サンドボックスの名前が欠落しています。空でないサンドボックス名を指定してください。 
	
原因: サンドボックスの名前が欠落していました。


	
処置: 空でないサンドボックス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05304: "{0}"という名前のルールセットはディクショナリにありません。 
	
原因: その名前のルールセットはディクショナリにありませんでした。


	
処置: ディクショナリに存在するルールセットの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05355: ディクショナリ"{0}"と出力先"{1}"の両方に同じ場所が指定されています。正規パスは"{2}"です。 
	
原因: ディクショナリと出力先の両方に同じ場所が指定されていました。


	
処置: 両方のパスが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05356: ディクショナリ・パスの場所"{0}"が存在しません。 
	
原因: ディクショナリ・パスの場所が存在しません。


	
処置: 存在するディクショナリへのパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05357: 宛先パス"{0}"の場所を書き込めません。 
	
原因: 出力先を書き込めません。


	
処置: 書込み可能な出力先を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05400: 別のスレッドがディクショナリのメモリー内コピーを更新しました。変更を再度行ってください。 
	
原因: 別のスレッドがディクショナリのメモリー内コピーを更新しました。


	
処置: 変更を再度行ってください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05401: パス"{0}"は存在しません。パスがホスト・システム上に存在することを確認してください。 
	
原因: 指定されたパスは存在しませんでした。


	
処置: パスがホスト・システム上に存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05403: パラメータ"{0}"はnullです。パラメータがnullにならないようにしてください。 
	
原因: パラメータはnullでした。


	
処置: パラメータがnullにならないようにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05534: 内部エラーです。アイテムは"{0}"のいずれかである必要がありますが、"{1}"です。 
	
原因: アイテムは必要な値のいずれかではありませんでした。


	
処置: 内部エラーです。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05576: トークン: "{1}"の"{0}"は終了していません 
	
原因: トークンは終了していませんでした。


	
処置: トークンを終了してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05577: トークン: "{1}"の"{0}"は既知のトークンではありません 
	
原因: トークンは既知のトークンではありませんでした。


	
処置: 別のトークンを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05579: トークン: "{1}"の"{0}"は無効な数値です 
	
原因: トークンは無効な数値でした。


	
処置: 有効な数値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05580: 列"{1}"のトークン"{0}"に構文エラーがあります 
	
原因: トークンに構文エラーがありました。


	
処置: 構文エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05581: トークン: "{1}"の"{0}"は不明な解析エラーです 
	
原因: トークンで不明な解析エラーが発生しました。


	
処置: 式のエラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05582: トークン: "{1}"の"{0}"は一致しません 
	
原因: トークンは一致しませんでした。


	
処置: トークンを一致させてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05583: プリミティブ・タイプまたはファクト・タイプが必要ですが、どちらも見つかりません。 
	
原因: パーサーでタイプの名前が必要でしたが、見つかりませんでした。


	
処置: 有効なタイプを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05584: ここでは変数"{2}"は最後に使用する必要があります。 
	
原因: ルール条件で変数が最後に使用されませんでした。


	
処置: 変数を最後としてマークするか、またはここで変数を使用しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05600: ディクショナリ・リンクを解決するには、ディクショナリ"{0}"にDictionaryFinderが必要です。 
	
原因: ディクショナリ・リンクを解決するには、ディクショナリにDictionaryFinderが必要でした。


	
処置: ディクショナリ・リンクを解決するには、DictionaryFinderを指定ください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05601: リンク"{0}"を使用してディクショナリを見つけられません。 
	
原因: 指定されたリンクを使用してディクショナリを見つけられませんでした。


	
処置: 有効なリンクを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05602: ディクショナリ・リンク"{0}"が検証警告のあるディクショナリを参照しています。 
	
原因: ディクショナリ・リンクが検証警告のあるディクショナリを参照していました。


	
処置: 検証警告のないディクショナリ・リンクを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05701: 名前は空白にできません。名前を入力してください。 
	
原因: 名前は空白でした。


	
処置: 名前を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05702: 表に追加しようとしたコンポーネントが、親コンポーネントのツリー内に存在しません。追加する別のコンポーネントを選択してください。 
	
原因: 表に追加するコンポーネントが、親コンポーネントのツリー内に存在しませんでした。


	
処置: 追加する別のコンポーネントを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05703: ルールまたはデシジョン表には少なくとも1つのパターンまたはテストが必要です。パターンまたはテストを追加してください。 
	
原因: ルールまたはデシジョン表にはパターンがありませんでした。


	
処置: パターンを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05704: パターンにはファクト・タイプが必要です。有効なファクト・タイプを入力してください。 
	
原因: パターンにはファクト・タイプがありませんでした。


	
処置: 有効なファクト・タイプを入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05706: 変数"{0}"が同じルールで複数回使用されています。名前を1つ変更してください。 
	
原因: パターンの変数が同じルールで複数回使用されていました。


	
処置: 名前を1つ変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05707: 優先度は「高」、「低」、または数値などの事前定義値である必要があります。 
	
原因: 優先度は事前定義値または数値ではありませんでした。


	
処置: 優先度は事前定義値または数値である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05709: 変数"{0}"が同じルールで複数回使用されています。名前を1つ変更してください。 
	
原因: 変数が同じルールで複数回使用されていました。


	
処置: 名前を1つ変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05710: 選択した値"{0}"は、"{2}"の"{1}"に有効な選択ではありません。 
	
原因: 値は有効な選択ではありませんでした。


	
処置: 有効な選択を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05711: 式は空白にできません。 
	
原因: 式は空白にできませんでした。


	
処置: 式を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05712: "{1}"の値"{0}"は空白にできません。値を選択してください。 
	
原因: 値は空白でした。


	
処置: 値を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05713: 無効なエイリアス"{0}"です。先頭は文字とし、文字、数値、"."、"-"、"_"、"''"、":"、"/"および半角スペースのみを使用する必要があります 
	
原因: 要素に無効なエイリアスが含まれていました。


	
処置: 先頭は文字とし、文字、数値、"."、"-"、"_"、"'"、":"、"/"および半角スペースのみを使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05714: 無効な名前"{0}"です。先頭は文字とし、文字と数値のみを使用する必要があります 
	
原因: 要素に無効な名前が含まれていました。


	
処置: 先頭は文字とし、文字と数値のみを使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05715: 値"{0}"はバケット・セット"{1}"によって除外されました。 
	
原因: 式の値はバケット・セットによって除外されました。


	
処置: 許可された値を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05716: 関数"{0}"はここでは無効です。 
	
原因: 関数はここでは無効でした。


	
処置: 有効な関数の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05717: 識別子"{0}"はここでは無効です。 
	
原因: 識別子はここでは無効でした。


	
処置: 有効な識別子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05720: テスト"{0}"のデータ型が不一致です: {2} {3} {4} 
	
原因: テストのデータ型が不一致でした。


	
処置: 別の演算子を指定するか、別のオペランドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05721: 式の結果タイプは"{2}"ですが、"{3}"である必要があります。 
	
原因: 式の結果タイプが期待どおりではありません。


	
処置: 別の式を指定するか、または式にキャストを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05724: 配列"{0}"の後は"[]"である必要があります。 
	
原因: 配列の後は[]ではありませんでした。


	
処置: 配列の最後に[]を追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05725: 値"{0}"は配列でなく、後に"[]"を続けることができません。 
	
原因: 値は配列でなく、後に[]を続けることが許可されませんでした。


	
処置: 値から[]を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05726: 演算子"{0}"のデータ型が位置{1}で不一致です: {2} {3} {4} 
	
原因: 演算子のデータ型が不一致でした。


	
処置: 別の演算子を指定するか、別のオペランドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05727: {1}の関数"{0}"のパラメータ数が正しくありません 
	
原因: 関数のパラメータ数が正しくありませんでした。


	
処置: 関数の正しいパラメータ数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05728: テスト式は、"{0}"でなくTRUEまたはFALSEを返す必要があります。 
	
原因: テスト式はTRUEまたはFALSEを返す必要がありますが、返しませんでした。


	
処置: TRUEまたはFALSEを返すテスト式を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05729: 値はリテラル値である必要があります。文字列を二重引用符で囲んでください。 
	
原因: 値はリテラル値ではありませんでした。


	
処置: リテラル値を指定してください。文字列を二重引用符("")で囲んでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05730: タイプ"{0}"はここでは使用できません 
	
原因: 指定されたタイプは使用できませんでした。


	
処置: 有効なタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05731: ネストしたパターンに空のネストした表があります。ネストしたパターンを削除するか、ネストしたエントリを追加してください。 
	
原因: ネストしたパターンに空のネストした表がありました。


	
処置: ネストしたパターンを削除するか、ネストしたエントリを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05732: フォーム値が設定されていません 
	
原因: フォーム値が設定されていません。


	
処置: フォーム値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05733: ネストされたSimpleTestTableに対して不正な演算子"{0}"が選択されました 
	
原因: ネストされたSimpleTestTableに不正な演算子が選択されました。


	
処置: 有効な演算子を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05735: タイプ"{2}"をタイプ"{3}"にキャストできません 
	
原因: 式タイプをキャスト・タイプにキャストできませんでした。


	
処置: 有効なキャスト・タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05736: 日付"{0}"が無効です。選択したカレンダ形式"{1}"と一致する必要があります。 
	
原因: 日付が無効でした。


	
処置: 選択したカレンダ形式と一致する日付を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05737: 有効開始日"{0}"は厳密に有効終了日{1}より前にする必要があります。 
	
原因: 有効開始日は厳密に有効終了日より前ではありませんでした。


	
処置: 有効終了日よりも厳密に前である有効開始日を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05738: 有効開始日"{0}"はルール・セット有効開始日"{1}"以後にする必要があります。 
	
原因: 有効開始日はルール・セット有効開始日以後ではありませんでした。


	
処置: ルール・セット有効開始日以後である有効開始日を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05739: 有効終了日"{0}"はルール・セット有効終了日"{1}"以前にする必要があります。 
	
原因: 有効終了日はルール・セット有効終了日以前ではありませんでした。


	
処置: ルール・セット有効終了日以前である有効終了日を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05740: "{0}"アクションでは、アクション表のネストされたアクションを許可しません。ネストされたアクション表からすべてのアクションを削除してください。 
	
原因: アクション表が空ではありませんでした。


	
処置: アクション表が空ではありませんが、空である必要があります。アクション表からすべてのアクションを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05741: アクションに含まれる式の数が間違っています。アクションを再作成してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。 
	
原因: アクションに含まれる式の数が間違っていました。


	
処置: アクションを再作成してください。問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05742: フォーム"{0}"と"{1}"でカレンダ・フォームと互換性がないことが検出されました。カレンダ・フォームが、ルール・セットまたはそのルール・セット内の任意のルールかデシジョン表で「時間」に設定されている場合、ルール・セット全体のカレンダ・フォームは「時間」に制限されます。 
	
原因: カレンダ・フォームと互換性がありませんでした。


	
処置: カレンダ・フォームが、ルールセットまたはそのルールセット内の任意のルールかデシジョン表で「時間」に設定されている場合、ルールセット全体のカレンダ・フォームは「時間」に制限されます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05743: アクションのExpressionTableが、アクションのターゲットのパラメータまたはプロパティの数より大きくなっています。削除されたプロパティまたはパラメータの値を空の文字列に設定し、アクションを再検証してください。 
	
原因: アクションの式表が、アクションのターゲットのパラメータまたはプロパティの数より大きくなっていました。


	
処置: 削除されたプロパティまたはパラメータの値を空の文字列に設定し、アクションを再検証してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05744: フォーム"式"および値"{0}"のアクションが文ではありません。式を割当て文またはメソッドの呼出しに変更してください。 
	
原因: 式のアクションに文が含まれていませんでした。


	
処置: 式を割当て文またはメソッド・コールに変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05745: 列{1}の式のインスタンスは常にFALSEです。 
	
原因: 式のインスタンスは常にFALSEです。


	
処置: 式を改訂または削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05746: 列{1}の式のインスタンスは常にTRUEです。 
	
原因: 式のインスタンスは常にTRUEです。


	
処置: 式を改訂または削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05747: プロパティ値を持つ"new"演算子を使用するには、列{1}のファクト・タイプ"{0}"に引数なしの参照可能なコンストラクタが存在する必要があります。 
	
原因: プロパティ値を持つnew演算子には、引数なしのコンストラクタが必要です。


	
処置: ファクト・タイプの引数なしのコンストラクタを参照可能にするか、またはプロパティ値ではなく、引数ありのコンストラクタを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05804: アクション"割当て"には変数および式が必要です。リストから変数を選択し、その値に対する式を入力してください。 
	
原因: アクション"割当て"には変数および式が含まれていませんでした。


	
処置: リストから変数を選択し、その値に対する式を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05806: "{0}\\アクションでは、ネストされたアクション表に少なくとも1つのアクションが必要です。ネストされたアクションを追加してください。 
	
原因: アクション表が空でした。


	
処置: このアクションのネストされたアクション表に少なくとも1つのアクションを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05810: アクション"変更"にはプロパティを少なくとも1つ設定する必要があります。 
	
原因: アクション"変更"にはプロパティを少なくとも1つ設定する必要がありました。


	
処置: そのアクションに対して少なくとも1つのプロパティを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05811: アクション"アサート"、"撤回"、"変更"および"同期化"には変数が必要です。リストから変数を選択してください。 
	
原因: アクション・タイプ"アサート"、"撤回"、"変更"および"同期化"には変数がありませんでした。


	
処置: リストから変数を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05814: プログラム・セット・オプション・リストには、"{0}"の無効な値が含まれています。 
	
原因: プログラム・セット・オプション・リストには、無効な値が含まれていました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05815: keyまたは値put ( {0}、{1} )にnull値は許可されません 
	
原因: keyまたはメソッドputへのコールの値に対してnull値が指定されました。


	
処置: nullではないkeyまたはputの値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05817: プロパティ"{0}"は読取り専用です。 
	
原因: プロパティは読取り専用でした。


	
処置: この読取り専用プロパティの値を設定しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05818: プロパティ"{0}"の値のタイプは"{1}"にする必要があります。 
	
原因: プロパティの値のタイプが間違っていました。


	
処置: 正しいプロパティの値のタイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05819: 値"{0}"は"{1}"の有効なプロパティではありません。 
	
原因: 指定されたプロパティはその要素の有効なプロパティではありませんでした。


	
処置: 有効なプロパティを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05821: CUSTOMおよびプログラム・セットOPTIONSプロパティは削除できません 
	
原因: CUSTOMおよびプログラム・セットOPTIONSプロパティを削除しようとしました。


	
処置: これらのプロパティを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05822: プロパティ"{0}"をカスタマイズできません。 
	
原因: 指定されたプロパティをカスタマイズしようとしました。


	
処置: このプロパティをカスタマイズしないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05823: ルールセットが無効なため、RLを生成できません。 
	
原因: ルールセットが検証に失敗したため、RLを生成できませんでした。


	
処置: 検証警告を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05824: ディクショナリ・コンポーネントをカスタマイズ・モードに追加または削除できません。 
	
原因: ディクショナリ・コンポーネントをカスタマイズ・モードに追加または削除できませんでした。


	
処置: コンポーネントを追加または削除するにはカスタマイズ・モードをオフにしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05830: デシジョン表バケット・セット参照が見つかりません。 
	
原因: デシジョン表バケット参照が見つかりませんでした。


	
処置: 有効なバケット参照を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05831: デシジョン表バケット参照が見つかりません。 
	
原因: デシジョン表バケット参照が見つかりませんでした。


	
処置: 有効なバケット参照を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05832: バケット名"{0}"は無効です。 
	
原因: バケット名は無効でした。


	
処置: 有効なバケット名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05833: バケット値に無効な文字"{0}"が含まれています。 
	
原因: バケット名に無効な文字が含まれていました。


	
処置: バケット名の無効な文字を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05834: バケット・セット内の最終バケットを削除できません。 
	
原因: バケット・セット内の最終バケットを削除できませんでした。


	
処置: バケット・セット内の最終バケットを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05835: すべてのルールの条件"{0}"に"考慮しない"が設定されています。1つ以上の条件セルで、1つ以上のバケットを選択してください。 
	
原因: すべてのルールの条件に"考慮しない"が設定されていました。


	
処置: 1つ以上の条件セルで、1つ以上のバケットを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05836: バケット・セット"{0}"にあるバケットが1つのみです。1つ以上のバケットを追加してください。 
	
原因: バケット・セットにあるバケットが1つのみでした。


	
処置: 1つ以上のバケットを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05837: デシジョン表に条件またはルールがありません。 
	
原因: デシジョン表に条件またはルールがありませんでした。


	
処置: デシジョン表に条件またはルールを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05838: デシジョン表にアクションがありません。 
	
原因: デシジョン表にアクションがありませんでした。


	
処置: デシジョン表にアクションを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05839: バケット・セット"{0}"に"{1}"という名前の重複する別のバケットがあります。別のバケットを1つ削除してください。 
	
原因: バケット・セットに重複する別のバケットがありました。


	
処置: 別のバケットを1つ削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05840: デシジョン表ルールは、NO CONFLICTリストおよびRUN BEFOREリストの両方にあるルール"{0}"を参照できません。 
	
原因: デシジョン表ルールは、NO CONFLICTリストおよびRUN BEFOREリストの両方にあるルールを参照しました。


	
処置: NO CONFLICTリストおよびRUN BEFOREリストのいずれかからデシジョン表ルールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05841: デシジョン表ルールは、NO CONFLICTリストおよびOVERRIDEリストの両方にあるルール"{0}"を参照できません。 
	
原因: デシジョン表ルールは、NO CONFLICTリストおよびOVERRIDEリストの両方にあるルールを参照しました。


	
処置: NO CONFLICTリストおよびOVERRIDEリストのいずれかからデシジョン表ルールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05842: デシジョン表ルールは、OVERRIDEリストおよびRUN BEFOREリストの両方にあるルール"{0}"を参照できません。 
	
原因: デシジョン表ルールは、OVERRIDEリストおよびRUN BEFOREリストの両方にあるルールを参照しました。


	
処置: OVERRIDEリストおよびRUN BEFOREリストのいずれかからデシジョン表ルールを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05843: デシジョン表ルールは、それ自体にOVERRIDEまたはRUN BEFOREを指定できません。 
	
原因: デシジョン表ルールは、それ自体にOVERRIDEまたはRUN BEFOREを指定できません。


	
処置: 別のオプションを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05846: バケット・セットにはプリミティブ・データ型またはカレンダ・データ型が必要です。 
	
原因: バケット・セットにはプリミティブ・データ型またはカレンダ・データ型がありませんでした。


	
処置: バケット・セットにプリミティブ・データ型またはカレンダ・データ型を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05847: デシジョン表アクション・パラメータ"{0}"が重複しています。 
	
原因: デシジョン表に重複するアクション・パラメータが含まれていました。


	
処置: 重複するデシジョン表アクション・パラメータのいずれかを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05848: デシジョン表"新規割当て"アクションは"常に選択済"である必要があります。 
	
原因: デシジョン表"新規割当て"アクションは常に選択済ではありませんでした。


	
処置: デシジョン表"新規割当て"アクションを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05849: バケット・セットには重複するバケット値"{0}"があります。 
	
原因: バケット・セットに重複するバケット値がありました。


	
処置: 重複するバケットを削除するか、または別のバケット値を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05850: 条件"{0}"にはタイプ"{1}"がありますが、バケット・セットのタイプは"{2}"です。 
	
原因: 条件式のタイプはそのバケット・セットのタイプと互換性がありませんでした。


	
処置: 別のバケット・セットを条件式に関連付けてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05851: デシジョン表に未解決の競合があります。 
	
原因: デシジョン表に未解決の競合がありました。


	
処置: 競合を表示して、それぞれ"override"、"run before"または"ignore"でマーク付けしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05852: デシジョン表にギャップがあります。 
	
原因: デシジョン表にギャップがありました。


	
処置: ギャップを表示して必要に応じてルールを追加するか、または"allow gaps"を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05853: バケット値に無効な文字"{0}"が含まれています。 
	
原因: バケット値に無効な文字値が含まれていました。


	
処置: バケット値に有効な文字値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05854: バケット値は定数式である必要があります。 
	
原因: バケット式は定数ではありませんでした。


	
処置: バケット式の"constant"プロパティを"true"に設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05855: ルール"{0}"と"{1}"は競合しません。オーバーライド情報を削除してください。 
	
原因: ディシジョン表ルール間に競合はありませんでした。


	
処置: 競合オーバーライド情報を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05856: 名前が"{1}"のタイプ"{0}"の親オブジェクトには、値が"{3}"の"{2}"が2つ以上あります。 
	
原因: 2つの要素が同じ名前を持っていました。


	
処置: 要素のいずれかに別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05895: "{0}"の検証中に、{1}のエラーが見つかりました 
	
原因: データモデル要素に検証エラーが含まれていました。


	
処置: エラーを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05899: プリミティブ・ファクト・タイプ"{0}"は削除できません。 
	
原因: プリミティブ・ファクト・タイプを削除しようとしました。


	
処置: プリミティブ・ファクト・タイプを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05902: 組込み関数"{0}"は削除できません。 
	
原因: 組込み関数を削除しようとしました。


	
処置: 組込み関数を削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05905: 要素"{0}"は削除できません。 
	
原因: 要素を削除しようとしました。


	
処置: 要素を削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05906: Javaプロパティを削除できません。 
	
原因: Javaプロパティを削除しようとしました。


	
処置: Javaプロパティを削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05916: 名前"{0}"はRL予約語です。 
	
原因: RL予約語が名前として指定されました。


	
処置: 予約語ではない別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05918: 関数"{0}"には本体とアクションの両方が定義されています。どちらか一方のみ定義する必要があります。 
	
原因: 関数には本体とアクションの両方が定義されていました。


	
処置: 本体または定義されたアクションのいずれかを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05919: 関数"{0}"の本体を定義する必要があります。 
	
原因: 関数の本体は空でした。


	
処置: 関数の本体を定義してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05920: 名前が"{1}"のタイプ"{0}"の親オブジェクトには、名前が"{3}"の"{2}"が2つ以上あります。 
	
原因: 2つの要素が同じ名前を持っていました。


	
処置: 要素のいずれかに別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05921: 名前が"{1}"のタイプ"{0}"の親オブジェクトには、エイリアスが"{3}"の"{2}"が2つ以上あります。 
	
原因: 2つの要素はエイリアスが同じでした。


	
処置: 要素の一方に別のエイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05922: リンクされたディクショナリには、同じエイリアス"{0}"を使用できません。 
	
原因: 2つのリンクされたディクショナリはエイリアスが同じでした。


	
処置: リンクされたディクショナリのいずれかのエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05923: リンクされたディクショナリには、同じ完全修飾名"{0}"を使用できません。 
	
原因: 2つのリンクされたディクショナリは完全修飾名が同じでした。


	
処置: リンクされたディクショナリのいずれかの名前を変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05924: エイリアス"{0}"は、先頭をスペースにすることはできません。 
	
原因: エイリアスは先頭をスペースにしていました。


	
処置: 先頭をスペースにしないようにエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05925: エイリアス"{0}"は、末尾をスペースにすることはできません。 
	
原因: エイリアスは末尾をスペースにしていました。


	
処置: 末尾をスペースにしないようにエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05926: エイリアス"{0}"には、ダブル・スペースまたは無効な文字が含まれています。 
	
原因: エイリアスには、ダブル・スペースまたは無効な文字が含まれていました。


	
処置: ダブル・スペースまたは無効な文字が含まれないようにエイリアスを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05927: エイリアスは空白にできません。 
	
原因: エイリアスは空白でした。


	
処置: エイリアスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05940: グローバル変数"{0}"の値が設定されていません。 
	
原因: グローバル変数の値が設定されていませんでした。


	
処置: グローバル変数の値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05942: 要素"{0}" "{1}"にはタイプが必要です。 
	
原因: 要素にはタイプがありませんでした。


	
処置: タイプを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05943: パス"{0}"に対応するファイルが存在しません。ファイルシステムにファイルが存在することを確認してください。 
	
原因: パスに対応するファイルが存在しませんでした。


	
処置: ファイル・システムにファイルが存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05945: 組込みデータ・モデルの初期化に失敗しました 
	
原因: 組込みデータモデルの初期化に失敗しました。


	
処置: 問題が解決されない場合は、Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05946: 組込みデータ・モデルの初期化中にクラスが見つかりませんでした。rl.jarがクラスパスにあることを確認してください。 
	
原因: 組込みデータモデルの初期化中にクラスが見つかりませんでした。


	
処置: rl.jarがクラスパスにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05959: "{0}"の結果タイプを集計できません。 
	
原因: 集計式の結果タイプが無効です。


	
処置: 最小および最大はプリミティブ・タイプまたは比較可能タイプである必要があります。合計および平均はプリミティブ数値タイプである必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05960: 集計パターン・ブロックには1つのパターンが含まれている必要があります。 
	
原因: 集計パターン・ブロックにはパターンが含まれていないか、または複数のパターンが含まれています。


	
処置: 必要に応じて集計パターン・ブロックにパターンを追加するか、そのブロックからパターンを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05961: 集計にあるパターンには演算子"{0}"とフォーム"{1}"があり、演算子OPERATOR_FOREACHとフォームFORM_FACT_TYPEが必要です。 
	
原因: 集計にあるパターンには無効な演算子とフォームの組合せがありました。


	
処置: 集計にあるパターンは演算子OPERATOR_FOREACHとフォームFORM_FACT_TYPEを使用する必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05962: 集計表に集計が含まれていません。 
	
原因: 集計表に集計が含まれていませんでした。


	
処置: 集計表に集計を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05963: 集計の変数"{0}"が複数回使用されています。名前を1つ変更してください。 
	
原因: 集計の変数が複数回使用されていました。


	
処置: 集計変数名のいずれかを変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05964: 集計には集計関数が必要です。有効な集計関数を指定してください。 
	
原因: 集計に集計関数が指定されませんでした。


	
処置: 有効な集計関数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05965: 集計関数"{0}"が存在しないか、oracle.rules.rl.Aggregateが実装されていません。 
	
原因: 指定された集計関数が存在しないか、oracle.rules.rl.Aggregateが実装されていませんでした。


	
処置: 有効な集計関数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05966: 集計には変数セットが必要です。変数を入力してください。 
	
原因: 集計には変数セットがありませんでした。


	
処置: 集計の変数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05967: 集計変数にはダブル・スペースを含めることはできません。 
	
原因: 集計変数にダブル・スペースが含まれていました。


	
処置: ダブル・スペースが含まれない集計変数を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05968: 集計関数カウントに式は必要ありません。 
	
原因: 集計関数カウントに式は必要ありませんでした。


	
処置: カウント関数式の式セットを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-05969: ディクショナリXMLソースを解析できません 
	
原因: ディクショナリ・ソースは有効なXMLではありませんでした。


	
処置: 有効なXMLディクショナリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08000: ''{0}''に登録は存在しません。 
	
原因: 指定されたキーで使用可能なRepositoryConnection実装はありません。


	
処置: キーが正しく、対応するRepositoryConnectionが正常に登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08001: 登録が無効または不明です 
	
原因: RepositoryConnectionの登録がnullか、そのプロパティのいずれかがnull(未指定)でした。


	
処置: キーが正しく、対応するRepositoryConnectionが正常に登録されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08002: リポジトリ・ストア・アドイン・クラス"{0}"をロードできません。このストアは使用できません。 
	
原因: 指定されたRepositoryConnection実装クラスのロード中にエラーが発生しました。


	
処置: クラス・パスでクラスを使用できることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08003: リポジトリ・コネクション・ファクトリの初期化失敗 
	
原因: RepositoryConnectionファクトリの初期化中にエラーが発生しました。


	
処置: ログに記録された例外を調べてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08201: キー''{0}''の初期化プロパティがありません 
	
原因: 必須初期化パラメータがありませんでした。


	
処置: 欠落している初期化パラメータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08202: ファイル"{0}"のアクセス中にエラーが発生しました 
	
原因: ファイル・リポジトリにアクセス中にI/Oエラーが発生しました。


	
処置: ネストされた例外により根本原因が指定されます。調査して解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08203: null文書 
	
原因: nullのXMLドキュメントが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-08204: ファイル''{0}''は存在しません。 
	
原因: 指定されたファイル・リポジトリが見つかりませんでした。


	
処置: ファイルへのパスが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08205: "{0}"の名前を変更できないため、置換できません。これは、この更新試行と同時にリポジトリを読み取る別のルール・ベースのアプリケーションが原因である可能性があります。この操作は再試行される場合があります。このエラーが解消されない場合、その他のアプリケーションがリポジトリを開いたままにしています。 
	
原因: 新しいファイルに書き込むために元のリポジトリ・ファイルの名前を変更しようとして失敗しました。


	
処置: 別のアプリケーションがアクセスしていないことを確認して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08206: 更新済ファイルの名前を"{0}"から"{1}"に変更できません。リポジトリの更新に失敗しました。古いリポジトリ・コンテンツはファイル"{2}"にあります。更新済リポジトリ・コンテンツはファイル"{0}"にあります。このエラーからリカバリするには、手動でファイル名を"{0}"から"{1}"に変更してください。 
	
原因: 新しいリポジトリ・ファイルを正しい名前に変更しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージで指示されているように手動でファイル名を変更して、リカバリしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08207: 古いリポジトリ・コンテンツが含まれるファイル"{0}"を削除できません。このファイルは手動で削除できる可能性があります 
	
原因: 名前が変更された古いリポジトリ・ファイルを削除しようとして失敗しました。


	
処置: エラー・メッセージで指示されているように手動でファイルを削除して、リカバリしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08220: エラー: リポジトリ・ファイル・パスの引数が欠落しています 
	
原因: 作成するファイル・リポジトリへのパスが欠落しています。


	
処置: 有効なパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08221: エラー: "{0}"はすでに存在します 
	
原因: 指定した場所のファイルはすでに存在しています。


	
処置: まだ存在しないファイルへのパスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08222: "{0}"の作成中にエラーが発生しました: {1} 
	
原因: ファイル・リポジトリの作成中にエラーが発生しました。


	
処置: エラーの原因を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08300: 必須のMDSインスタンス名が指定されていません。 
	
原因: MDSインスタンス名が指定されませんでした。


	
処置: MDSインスタンス名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08301: 2つ以上のMDS構成指定子が指定されています。ファイル・パス、構成URLまたはMDSSessionインスタンスのいずれか1つのみ指定できます。これらのうちの1つを残し、他をすべて削除してください。 
	
原因: MDS構成データの競合が指定されました。


	
処置: 競合を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08302: 名前"{0}"のMDSインスタンスは存在しません。MDSインスタンス名を修正するか、MDSファイル・リポジトリ・パスまたはMDS構成URLのいずれか1つを指定してください。 
	
原因: 指定された名前のMDSインスタンスは存在しませんでした。


	
処置: 既存のMDSインスタンスの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08303: ディクショナリが指定されていません 
	
原因: nullルール・ディクショナリXMLドキュメントが指定されました。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響: プログラム










	RUL-08304: MDSファイル・リポジトリ・パスが文字列ではありません。 
	
原因: ファイル・ベースのMDSリポジトリへのパスが文字列ではありませんでした。


	
処置: 有効なファイル・パスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08305: MDS構成URLが文字列ではありません。 
	
原因: MDS構成ファイルへのURLが文字列ではありませんでした。


	
処置: URLを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08306: MDSセッションがMDSSessionのインスタンスではありません。 
	
原因: 使用するためにMDSSessionとして渡されたオブジェクトがMDSSessionのインスタンスではありませんでした。


	
処置: MDSSessionの有効なインスタンスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08307: MDSインスタンスで永続レイヤーが構成されていません。 
	
原因: MDSInstanceには永続レイヤーが構成されていませんでした。


	
処置: アプリケーションでMDSが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-08308: MDS構成に、必要なパス"{0}"を含むネームスペースが含まれていません。 
	
原因: MDS構成に、必要なパスを含むネームスペース・マッピングが含まれていませんでした。


	
処置: アプリケーションでMDSが正しく構成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09002: ディクショナリ: {0}から生成されたRLコードの実行に失敗しました 
	
原因: ディクショナリから生成されたRLコードの実行に失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09003: 要素がnullです: parentType0={0}、key0= {1}、valFrom0= {2}、to= + {3} 
	
原因: SDKのメソッドがnullを返しました。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09004: RuleComponent拡張式を取得できませんでした 
	
原因: 拡張式RuleComponentを取得中に問題が発生しました。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09005: 元のリポジトリへの接続に失敗しました。場所: {0}。根本的な原因: {1} 
	
原因: 元のリポジトリへの接続に失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09006: 元のディクショナリへの接続に失敗しました。名前{0}、バージョン{1}。根本的な原因: {2} 
	
原因: 元のディクショナリを開けませんでした。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09007: 元のリポジトリのクローズに失敗しました。根本的な原因: {0} 
	
原因: 元のリポジトリのクローズに失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09008: 結果のディクショナリに名前を付けて保存できませんでした。パッケージ: {0} ディクショナリ: {1} 
	
原因: 移行されたディクショナリに名前を付けて保存できませんでした。


	
処置: 入力パラメータとソース・ディクショナリの有効性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09009: 宛先ディレクトリ{0}を作成できませんでした 
	
原因: 宛先リポジトリへの接続に失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09010: ディクショナリ: {0}::{1} はすでに存在するため、失敗しました 
	
原因: 指定されたディクショナリはすでに存在します。


	
処置: 既存のディクショナリを削除するか、または別の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09011: {2}のために宛先ディクショナリ{0} {1}の作成に失敗しました 
	
原因: 宛先ディクショナリの作成に失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09012: 元のディクショナリからのルールセット{0}のロードに失敗しました。根本的な原因: {1} 
	
原因: ルールセットのロードに失敗しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09013: 元と宛先が設定されていません。 
	
原因: 元と宛先が設定されていません。


	
処置: 元と宛先の両方の場所を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09014: クラスパスおよびXMLスキーマ・プロパティが設定されていません 
	
原因: クラスパスおよびXMLスキーマ・プロパティが設定されていません。


	
処置: クラスパスおよびXMLスキーマ・プロパティを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09015: パターン演算子を変換できません: {0} 
	
原因: パターン演算子を移行できませんでした。


	
処置: 元のディクショナリの有効性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09016: キー{0}はSDK2に対して有効ではないため、スキップされます。メッセージ: {1} 
	
原因: キーはSDK2に対して有効なキーではありませんでした。


	
処置: 必要ありません。SDKの一部のプロパティはSDK2に対して有効ではありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09017: ルールセット処理のキー: {0}は{1}で親は{2}です 
	
原因: ディクショナリのキーの値は正しいタイプではありませんでした。


	
処置: ソース・ディクショナリの有効性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09018: WebDavの引数がありません。Oracle Walletソース、またはWebDAV名とパスワードを指定する必要があります 
	
原因: WebDavの引数がありません。


	
処置: Oracle Walletソース、またはWebDAV名とパスワードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09019: WebDavプロキシの引数がありません。ホストとポートを指定して、さらにOracle Walletソース、またはプロキシ名とパスワードを指定する必要があります 
	
原因: WebDavプロキシの引数がありません。


	
処置: プロキシ・アクセス値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09020: エラー: to= {0}、from= {1}、fromparent= {2} 
	
原因: RuleComponentまたはDictionaryComponentはnullでした。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09021: 変換エラー({0}): {1} 
	
原因: 変換エラーがありました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09022: ルールセットの取得に失敗しました。内部エラー: {0} 
	
原因: 移行は指定されたルールセットの取得に失敗しました。


	
処置: ルールセットが存在することを確認してください。基本例外も参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09023: 宛先のExpressionTableがターゲット{0}の元より小さくなっています: {1} > {2} 
	
原因: ExpressionTableのサイズが正しくありません。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09024: 無効なPROP_FORM値: {0} 
	
原因: フォーム値が無効でした。


	
処置: 元のディクショナリの有効性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09025: 制約{0}は移行されませんでした。正規表現制約にSDK2の等価コンポーネントがありません 
	
原因: ソース・ディクショナリに正規表現制約が含まれていました。


	
処置: なし。正規表現制約にSDK2の等価構造がありません。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09026: 値{0}をバケット・セット{1}に追加できませんでした 
	
原因: 値が無効なため、バケット・セットに追加できませんでした。


	
処置: 値が有効であることを確認するか、または値を移行後に手動で追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09030: {0}の数 : {1} 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: プログラム










	RUL-09033: 宛先が書き込まれます。パッケージ: {1}のディクショナリ: {0} 
	
原因: なし。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: プログラム










	RUL-09034: 元のリポジトリと宛先リポジトリが同じではない可能性があります 
	
原因: 元のリポジトリと宛先リポジトリが同じでした。


	
処置: 元と宛先に別のリポジトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09035: 元のリポジトリ接続がありません。元のリポジトリを開きます 
	
原因: 元のリポジトリ接続がありません。


	
処置: 元のリポジトリを開いてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09036: 元のディクショナリが設定されていません。元のディクショナリを開きます。 
	
原因: 元のディクショナリが設定されていませんでした。


	
処置: 元のディクショナリを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09037: 宛先ディクショナリが設定されていません。宛先ディクショナリを開きます。 
	
原因: 宛先ディクショナリが設定されていません。


	
処置: 宛先ディクショナリを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09038: {0}プロパティが設定されていません。このプロパティを設定してください 
	
原因: 指定されたプロパティが設定されていませんでした。


	
処置: 指定されたプロパティを設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09039: 要素{0}は無効な値{1}に設定されました 
	
原因: 指定された要素は無効な値に設定されました。


	
処置: 要素に対して有効な値を設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09040: 元のディクショナリがMIGRATE_ALLの場合、宛先ディクショナリ名と宛先パッケージはnullまたはMIGRATE_ALLである必要があります 
	
原因: 宛先ディクショナリ名と宛先パッケージはnullまたはMIGRATE_ALLではありませんでした。


	
処置: 値をnullまたはMIGRATE_ALLに設定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム










	RUL-09043: 例外が発生しました{0}。ルート例外を確認してください 
	
原因: 例外が発生しました。


	
処置: 基本例外を参照してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プログラム















14 TPC-00001からTPC-90050



	TPC-00001: ドキュメント・ルートは削除できません。 
	
原因: ドキュメント・ルートを削除しようとしました。


	
処置: ドキュメント・ルートは削除しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00002: フォルダ""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはフォルダを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00003: ローカル・ディレクトリ""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはローカル・ディレクトリを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00004: チーム・ドキュメント・ディレクトリ・アイテムの作成に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはドキュメントを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00005: チーム・ドキュメントの削除に失敗しました。 
	
原因: ドキュメントはすでに削除されているかユーザーに権限がありません。


	
処置: ドキュメントが存在すること、およびユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00006: ドキュメント""{0}""のダウンロードに失敗しました。 
	
原因: 接続できないかユーザーに権限がないためダウンロードに失敗しました。


	
処置: 接続およびユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00007: ドキュメント・コネクタの取得に失敗しました。 
	
原因: ドキュメント・コネクタのインスタンスの取得に失敗しました。


	
処置: コネクタ・インストールおよびユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00008: ドキュメント・アイテムの名前を""{0}""に変更できませんでした。 
	
原因: ユーザーにはドキュメントの名前を変更する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00009: チーム・ドキュメント・コンテンツの表示に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはドキュメントを表示する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00010: チーム・ドキュメントのアップロードに失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはチーム・ドキュメントをアップロードする権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00011: "{0}"のコネクタが正しくインストールされていない可能性があります。「ヘルプ」→「更新の確認...」を使用して、問題を解決してください。 
	
原因: コネクタが正しくインストールされていないかユーザーに権限がありません。


	
処置: コネクタ・インストールおよびユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00012: 作業アイテム・コネクタのログイン・エラー。 
	
原因: コネクタにログインできませんでした。


	
処置: ユーザー資格証明が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00013: ユーザー・リポジトリ作成中のエラー。 
	
原因: ユーザーにはリポジトリを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00014: コネクタの作成に失敗しました。 
	
原因: コネクタのパラメータが正しくありません。


	
処置: 管理画面でコネクタのパラメータを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00015: ""{0}""リポジトリへのログインに失敗しました。 
	
原因: リポジトリへのアクセスに失敗しました。


	
処置: 接続およびアクセス権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00016: 必要なユーザー・リポジトリがありません。 
	
原因: 必要なユーザー・リポジトリがありません。


	
処置: 必要なユーザー・リポジトリを追加してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00017: 指定されたIDのアイテムが見つからないか、このアイテムに対するアクセス権がありません。 
	
原因: 指定されたIDのアイテムが存在しないか、ユーザーにはこのアイテムを表示するアクセス権がありません。


	
処置: 別の有効なID値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00018: ログインを指定してください。 
	
原因: ログインは空にできません。


	
処置: ログインのデータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00019: パスワードを指定してください。 
	
原因: パスワードは空にできません。


	
処置: パスワードのデータを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00020: アカウント情報をサーバーに保存できません。管理者に連絡してください。 
	
原因: サーバー接続またはユーザー資格証明に問題があります。


	
処置: 管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00021: 更新に失敗しました。フィールド値を確認して再試行してください。 
	
原因: 一部のフィールドの値が無効です。


	
処置: フィールド値を確認して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00022: リポジトリ""{0}""を削除できません。チームがリポジトリを使用していないことを確認してください。 
	
原因: このリポジトリは1つ以上のチームによって使用されています。


	
処置: リポジトリをすべてのチームから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00023: 新規リポジトリ""{0}""を保存できません。名前が一意であることを確認してください。 
	
原因: リポジトリ名が一意ではありません。


	
処置: 一意のリポジトリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00024: リポジトリ""{0}""を更新できません。詳細はログ・ファイルを確認してください。 
	
原因: リポジトリの更新中にTPCサーバーに問題が発生しました。サーバーのログを確認して問題の原因を見つけてください。


	
処置: 詳細はログ・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00025: 新規リポジトリの作成エラー。 
	
原因: リポジトリのパラメータが正しくありません。


	
処置: リポジトリのパラメータを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00026: リポジトリの削除エラー。 
	
原因: ユーザーにはリポジトリを削除する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00027: リポジトリ・アクセス・エラー。 
	
原因: ユーザー資格証明が正しくないか接続に問題がある可能性があります。


	
処置: ユーザー資格証明およびリポジトリの接続を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00028: リポジトリ・フィールドは空にできません。 
	
原因: リポジトリ名は空にできません。


	
処置: リポジトリの名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00029: テストが失敗しました。 
	
原因: ユーザー名およびパスワードが正しくありません。


	
処置: 有効なユーザー名およびパスワードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00030: ユーザー・リポジトリ・アカウントの更新の失敗。 
	
原因: ユーザー・リポジトリ・アカウントの更新に失敗しました。


	
処置: アカウントのパラメータを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00031: リポジトリ・フィールドは空にできません。 
	
原因: リポジトリ・フィールドは空にできません。


	
処置: リポジトリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00032: リポジトリの更新エラー。 
	
原因: リポジトリのデータが無効です。


	
処置: リポジトリのデータを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00033: コミット後にリポジトリ・サーバー名を変更することはできません。 
	
原因: リポジトリの作成後にリポジトリ・サーバー名を変更することはできません。


	
処置: リポジトリ・サーバー名は変更しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00034: リポジトリ・サーバーの作成エラー。 
	
原因: リポジトリ・サーバーのパラメータ値が正しくありません。


	
処置: パラメータ値を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00036: リポジトリ・サーバー""{0}""はすでに使用されています。別の名前を選択してください。 
	
原因: 指定されたリポジトリ・サーバー名はすでに使用されています。


	
処置: 別の名前を選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00037: 新規ロールの作成エラー。 
	
原因: ロール名が無効です。


	
処置: ロール名が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00038: 「名前」フィールドは空にできません。 
	
原因: 名前フィールドは空にできません。


	
処置: 名前フィールドにデータを入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00039: ロールの削除に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはロールを削除する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00040: ロール""{0}""の削除に失敗しました。このロールを使用するチーム・メンバーがいないことを確認してください。 
	
原因: ロールはすでに一部のユーザーに関連付けられています。


	
処置: ロールをすべてのユーザーから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00041: メンバーがないチームのみ削除できます。このチームに関連付けられたユーザーが存在しないことを確認してください。 
	
原因: チームに関連付けられたメンバーが存在します。


	
処置: チームを削除するには、すべてのメンバーをチームから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00042: サブチームがないチームのみ削除できます。このチームの下に下位チームがないことを確認してください。 
	
原因: このチームには階層内に下位チームがあります。


	
処置: 指定されたチームの下位チームをすべて削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00043: 新規チーム""{0}""を保存できません。名前が一意であることを確認してください。 
	
原因: チーム名が一意ではありません。


	
処置: チームに一意の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00044: チームの作成に失敗しました。 
	
原因: 一部のデータ・フィールドが無効です。


	
処置: チームのフィールドを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00045: チームの削除に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはチームを削除する権限がない可能性があります。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00046: チーム名は空にできません。 
	
原因: チーム名が空です。


	
処置: チーム名の値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00047: 新規チームの作成エラー。 
	
原因: 一部のデータ・フィールドが無効です。


	
処置: チームのフィールドを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00048: チームの更新エラー。 
	
原因: 一部のデータ・フィールドが無効です。


	
処置: チームのフィールドを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00049: 新規ユーザーの作成エラー。 
	
原因: 一部のデータ・フィールドが無効です。


	
処置: ユーザーのフィールドを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00050: チームに属していないユーザーのみ削除できます。現在のユーザーがチームに関連付けられていないことを確認してください。 
	
原因: 指定されたユーザーはチームに関連付けられているため、削除は許可されませんでした。


	
処置: ユーザーをすべてのチームから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00051: ユーザーの削除に失敗しました。 
	
原因: ユーザーには他のユーザーを削除するために必要な権限がありませんでした。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00052: ログイン、パスワードおよび電子メール・フィールドは空にできません。 
	
原因: ログイン、パスワードまたは電子メール・フィールドが空です。


	
処置: すべてのフィールドにデータを入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00053: ログインが存在します。別のログインを使用してください。 
	
原因: ログインIDがすでに存在します。


	
処置: 一意のログインIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00054: ファイル""{0}""を開くことに失敗しました。 
	
原因: 接続できないかユーザーに権限がありません。


	
処置: 接続およびユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00055: チーム・サーバー・パスワードの変更に失敗しました。 
	
原因: サーバー接続に問題があります。


	
処置: サーバー接続を確認するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00056: 新規パスワードが再入力したパスワードと一致しません。 
	
原因: 新規パスワードが再入力したパスワードと一致しません。


	
処置: 入力したパスワードを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00057: 入力された旧パスワードが正しくありません。 
	
原因: 入力された旧パスワードが正しくありません。


	
処置: 正しいパスワードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00058: 友人""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: サーバー接続に問題があります。


	
処置: サーバー接続を確認するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00059: 友人""{0}""はすでに存在します。 
	
原因: 指定された友人はすでに存在します。


	
処置: 友人リストをリフレッシュしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00060: サーバーでのグループ""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: サーバー接続に問題があるか、グループ名が無効です。


	
処置: サーバー接続を確認して、グループ名が有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00061: 有効なアカウント名を入力したことを確認してから「追加」ボタンをクリックしてください。 
	
原因: アカウント名が無効です。


	
処置: アカウント名が電子メール・フォーマット(abc@xyz.net)であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00062: チャット・サーバー""{0}""への接続に失敗しました。 
	
原因: 接続情報が正しくありません。


	
処置: 接続情報を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00063: チャット・サーバー""{0}""へのログインに失敗しました。 
	
原因: ログイン資格証明が正しくありません。


	
処置: ログイン資格証明および接続情報を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00064: 作業アイテムの保存に失敗しました。 
	
原因: 作業アイテム・フィールドの一部の値が無効です。


	
処置: 入力データを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00065: パスワードの更新に失敗しました。 
	
原因: パスワードが無効です。


	
処置: パスワードが12文字以内であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	TPC-00066: チーム・サーバーへのログインに失敗しました。 
	
原因: ログイン資格証明が正しくありません。


	
処置: ログイン資格証明を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	TPC-00067: ユーザー名またはパスワード、あるいはその両方が無効です。 
	
原因: ユーザー名またはパスワード(あるいはその両方)が無効です。


	
処置: ログイン名およびパスワードを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	TPC-00068: サーバー名またはサーバー・ポート、あるいはその両方が無効です。 
	
原因: サーバー名またはサーバー・ポート(あるいはその両方)が無効です。


	
処置: サーバー名またはサーバー・ポート(あるいはその両方)を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00069: 問合せ""{0}""の更新に失敗しました。 
	
原因: 問合せの指定が正しくありません。


	
処置: 問合せのフィールドが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00070: 新規問合せ""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: 問合せの指定が正しくありません。


	
処置: 問合せのフィールドが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00071: 問合せを保存できません。問合せが有効であることを確認してください。 
	
原因: 問合せの指定が正しくありません。


	
処置: 問合せのフィールドが有効であることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00072: 問合せ""{0}""はすでに存在します。別の名前を指定してください。 
	
原因: 指定された問合せはすでに存在します。


	
処置: 問合せに一意の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00073: タグ名重複エラー。 
	
原因: このタグ名はすでに存在しています。


	
処置: タグに一意の名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00074: 現在の作業アイテムへのタグの追加に失敗しました。 
	
原因: 接続に問題があります。


	
処置: 接続を確認するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00075: 新規タグの作成に失敗しました。 
	
原因: ユーザーには新規タグを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00076: 必要な情報がありません。 
	
原因: 必要な情報がありません。


	
処置: タグ名および説明を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00077: タグ""{0}""はすでに存在します。 
	
原因: このタグ名はすでに存在しています。


	
処置: 一意のタグ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00078: 結果が見つかりません。使用されているタグが変更されたか、タグに関連付けられたアイテムがありません。このウィンドウを閉じてから再試行してください。 
	
原因: 使用されているタグが変更されたか、タグに関連付けられたアイテムがありません。


	
処置: 別のタグを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00079: コンテキストの削除に失敗しました。 
	
原因: 接続に問題があります。


	
処置: サーバー接続を確認するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00080: 保存されているコンテキストがありません。 
	
原因: コンテキストを保存するファイルが開かれていません。


	
処置: エディタでファイルを開き、コンテキストを保存します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00081: コンテキストの更新に失敗しました。 
	
原因: コンテキスト・ファイルがローカル・ファイル・システム内に存在しない可能性があります。


	
処置: ファイル・システムをリストアするかコンテキストを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00082: コンテキスト・リストアの例外: ""{0}""。 
	
原因: コンテキストのリストア中にエラーが発生しました。例外の詳細がメッセージ・ダイアログに表示されています。


	
処置: ログ・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00083: コンテキストを取得できません。 
	
原因: コンテキストが正しく保存されませんでした。


	
処置: コンテキストを削除してファイルを手動で再度開いてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00084: コンテキストを保存できません。 
	
原因: コンテキストの保存中にエラーが発生しました。例外の詳細がメッセージ・ダイアログに表示されています。


	
処置: ログ・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00085: 追加するドキュメント""{0}""が見つかりません。 
	
原因: ドキュメントはコンテンツ・ストアから削除された可能性があります。


	
処置: ドキュメントがコンテンツ・ストアに存在することを確認して、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00086: 添付ファイル""{0}""のダウンロードに失敗しました。 
	
原因: 接続に問題があります。


	
処置: 接続を確認して再試行するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00087: 添付ファイル""{0}""の更新に失敗しました。 
	
原因: 接続に問題があります。


	
処置: 接続を確認して再試行するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00088: 添付ファイル""{0}""の属性の更新に失敗しました。エラー: {1}。 
	
原因: 接続に問題があります。


	
処置: 接続を確認して再試行するか、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00089: 添付ファイル""{0}""のアップロードに失敗しました。エラー: {1}。 
	
原因: 接続に問題があるか、アップロード・ディレクトリが正しく設定されていません。


	
処置: 接続およびアップロード・ディレクトリを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00090: 作業アイテム関連を作成できません。 
	
原因: 接続に問題があるか、指定された作業アイテムが存在しません。


	
処置: 接続を確認して、指定された作業アイテムが削除されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00091: コネクタ""{0}""はインストールされていますが、そのバージョン""{1}""はサポートされていません。サポートされているバージョンは""{2}""以下です。TPC管理者に連絡して、サーバーのコネクタをアップグレードしてください。 
	
原因: コネクタのバージョンが一致しませんでした。


	
処置: サポートされているバージョンのクライアント・コネクタのみを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00092: チーム問合せ""{0}""を更新できません。 
	
原因: ユーザーにはチーム問合せを更新する権限がない可能性があります。


	
処置: チーム問合せを更新する権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00093: リポジトリがないチームのみ削除できます。このチームに関連付けられたリポジトリが存在しないことを確認してください。 
	
原因: チームに関連付けられたリポジトリが存在します。


	
処置: チームを削除するには、すべてのリポジトリをチームから削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00094: ユーザーの更新に失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはこのユーザーを更新する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00095: チーム・メンバー""{0}""の削除に失敗しました。 
	
原因: チーム・メンバーが使用されている可能性があります。


	
処置: チーム・メンバーのすべてのアソシエーションを削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00096: リポジトリ""{1}""を使用してチーム""{0}""のチーム・リポジトリを削除することに失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはチーム・リポジトリを更新する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00097: リポジトリ""{1}""を使用してチーム""{0}""のチーム・リポジトリを作成することに失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはチーム・リポジトリを作成する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00098: リポジトリ""{1}""を使用してチーム""{0}""のチーム・パラメータを削除することに失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはパラメータを削除する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00099: リポジトリ""{1}""を使用してチーム""{0}""のチーム・パラメータを更新することに失敗しました。 
	
原因: ユーザーにはパラメータを更新する権限がありません。


	
処置: ユーザーの権限を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00100: チーム・メンバー""{0}""の作成に失敗しました。 
	
原因: チーム・メンバーに必要なプロパティの一部が欠落している可能性があります。


	
処置: チーム・メンバーに関連付けられたユーザーが正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00101: ロール""{1}""に権限""{0}""を付与することはできません。 
	
原因: 権限が存在しないか、アソシエーションが一意ではありませんでした。


	
処置: 既存の権限または一意のアソシエーションをロールに指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00102: ロール""{1}""から権限""{0}""を取り消すことはできません。 
	
原因: アソシエーションは存在しませんでした。


	
処置: 削除するアソシエーションを正しく指定してください。アプリケーションのエラーである可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00103: ロール""{1}""の権限""{0}""を更新できません。 
	
原因: アソシエーションは存在しない可能性があります。


	
処置: 更新するアソシエーションを正しく指定してください。アプリケーションのエラーである可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00104: ロール""{0}""を作成できません。 
	
原因: ロールが存在する可能性があります。


	
処置: 作成する一意のロールを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00105: ロール""{0}""を更新できません。 
	
原因: ロールが存在しない可能性があります。


	
処置: 更新するロールを正しく指定してください。アプリケーションのエラーである可能性があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00106: ログイン""{1}""の権限""{0}""を付与することができません。 
	
原因: アソシエーションが一意ではありません。


	
処置: ログインに一意のアソシエーションを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00107: ログイン""{1}""から権限""{0}""を取り消すことができません。 
	
原因: アソシエーションが存在しないか、ログインが存在しない可能性があります。


	
処置: 正しいログインを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00108: チーム""{0}""を更新できません。 
	
原因: チーム情報が正しく指定されていない可能性があります。


	
処置: 正しいチーム情報を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00109: チーム""{0}""を削除できません。 
	
原因: チームが存在しない可能性があります。


	
処置: 正しいチームを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00110: 電子メール・アドレスが無効です。有効な電子メール・アドレスを指定してください。 
	
原因: 指定された電子メール・アドレスが無効です。


	
処置: abc@xyz.netのフォーマットで有効な電子メール・アドレスを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00111: TPCサーバーへの接続が失われました。{0} 
	
原因: TPCサーバーが停止しているか、ネットワーク接続に問題があります。


	
処置: 問題の原因が特定された場合は、問題を解決して再度TPCにログインしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ネットワーク










	TPC-00112: サーバーが有効な証明書を送信しませんでした。 
	
原因: 特定の理由によりサーバーから無効な証明書が送信されました。


	
処置: サーバー名またはサーバー・ポート(あるいはその両方)が正しく指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00113: ログインするには有効な証明書が必要です。 
	
原因: TPCサーバーから送信された証明書がユーザーにより却下されました。証明書はSSL接続モードで必要です。


	
処置: 接続する前に、証明書を確認して受け入れてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00114: 未指定の問題に対する証明書の受信に失敗しました。再試行してください。 
	
原因: 証明書が空であるか、証明書の受入れに問題があります。


	
処置: 再度証明書を確認して受け入れてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00115: 添付ファイル""{0}""の削除に失敗しました。エラー: {1}。 
	
原因: 指定された添付ファイルがコンテンツ・ストア内で見つかりません。


	
処置: ドキュメントがコンテンツ・ストアに存在することを確認して、管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00116: パスワードは再利用できません。 
	
原因: 旧パスワードは再利用できません。


	
処置: 旧パスワードとは別のパスワードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00117: コミットするには新規パスワードを指定する必要があります。コミットしない場合は「取消」をクリックします。 
	
原因: 新規パスワードを入力しなかったか、空白の新規パスワードを指定しました。


	
処置: コミットするには新規パスワードを指定します。空白にはできません。コミットしない場合は「取消」をクリックします。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00118: ユーザーにより取り消されました。 
	
原因: ユーザーによりログインが取り消されました。


	
処置: なし。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00119: このURLを使用してサーバーへの接続を確立できません: {0}。 
	
原因: 指定されたサーバーURLへのログインに失敗しました。


	
処置: 正しいサーバーURLを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション










	TPC-00120: ""{0}""に値が必要です。 
	
原因: 特定の必須入力フィールドの値が指定されていません。


	
処置: フィールドに値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00121: ""{0}""の値が無効です。値のタイプは""{1}""である必要があります。 
	
原因: 指定された値のタイプが正しくありません。


	
処置: 正しい値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00122: ログイン名変更後の""{0}""のパスワードは無効です。パスワードを必ずリセットしてください。 
	
原因: ユーザーのログイン名が変更されています。パスワードは無効です。


	
処置: ログインのパスワードをリセットしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: ロギング










	TPC-00123: リポジトリ名には次の文字を含めることはできません: #/\\? 
	
原因: リポジトリ名に無効な文字が含まれています。


	
処置: 有効なリポジトリ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00124: 名、姓または電子メールの値を指定してください。 
	
原因: 名、姓または電子メールの値が指定されていません。


	
処置: 有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00125: ユーザー・プロファイルを保存できません。 
	
原因: 指定されたユーザー情報を保存できません。


	
処置: 有効なユーザー・プロファイルの値を指定して再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00126: 問合せ名は空にできません。有効な名前を指定してください。 
	
原因: 問合せ名が空白です。


	
処置: 有効な問合せ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00127: 新規問合せ名は元の名前と同じにできません。 
	
原因: 新規問合せ名は元の名前と同じです。


	
処置: 新規問合せ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00128: 問合せ名には、次の文字を含めることはできません: #/\\? 
	
原因: 問合せ名に無効な文字が含まれています。


	
処置: 有効な問合せ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00129: 指定された問合せ名はすでに存在します。別の名前を指定してください。 
	
原因: 指定された名前の問合せはすでに存在します。


	
処置: 別の問合せ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00130: この値はURLで使用されるため、#、? /または\\を含めることはできません。 
	
原因: 入力テキストに#、?、/または\が含まれています。


	
処置: #、?、/または\を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00131: JDeveloperシステムには保存できません。 
	
原因: TPCをJDeveloperプリファレンスに保存できませんでした。


	
処置: 後で再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00132: 親チーム""{0}""が非アクティブであるチームをアクティブ化できません。親チームをアクティブにしてから、このチームをアクティブ化します。 
	
原因: 親が非アクティブであるチームをアクティブ化することは許可されていません。


	
処置: チームをアクティブ化する前に親チームをアクティブ化してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00133: デフォルト電子メール・クライアントは構成されていません。デフォルト電子メール・クライアントを構成してください。 
	
原因: デフォルト電子メール・クライアントは構成されていません。


	
処置: デフォルト電子メール・クライアントを構成してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00134: チャット・サーバーはオフライン・メッセージをサポートしていません。後でIMを試行するか、電子メールを送信してください。 
	
原因: チャット・サーバーはオフライン・メッセージをサポートしていません。


	
処置: 後でIMを試行するか、電子メールを送信してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00135: 使用中のクライアント・バージョン""{0}""は、現在のところTPCサーバー・バージョン""{1}""との互換性がありません。パッチをダウンロードして、この問題を解決してください。 
	
原因: この問題を解決するにはTPCパッチをインストールする必要があります。


	
処置: パッチをダウンロードできない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00136: データのビルドとテストのリクエストを処理できません。理由については、付随するメッセージを参照してください。 
	
原因: TPCサーバーは、ビルドおよびテストの情報に関連するリクエストを処理できません。


	
処置: 問題を根本的に解決するには、チーム・プロダクティビティ・センター管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: リクエスト/レスポンス










	TPC-00137: 構成変更の更新に失敗しました。 
	
原因: TPCサーバーは、サブスクリプションおよびブランチを表示するための構成変更の更新に失敗しました。


	
処置: 失敗の詳細はサーバー・ログ・ファイルを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00138: 関連操作の処理時に、現在の作業アイテムに関連した開いているエディタが見つかりません。 
	
原因: 作業アイテムのエディタが、開いているとしてJDeveloperに登録されていませんでした。


	
処置: 作業アイテムのエディタを再度開いてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00139: ""{0}""の値が欠落しています。 
	
原因: フィールドに値が指定されていません。


	
処置: フィールドに有効な値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00140: CSVファイル""{0}""を読み込めません。 
	
原因: ファイルが見つからないか読取り可能ではありません。


	
処置: 正しいCSVファイルを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00141: ファイル""{1}""の""{0}""は有効なCSV書式ではありません。 
	
原因: ファイルは有効なCSV書式を使用していません。


	
処置: CSVテンプレートをダウンロードして使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00142: TPCで内部エラーが発生しました: {0} 
	
原因: これはTPCプログラム例外の汎用内部エラーです。プロセスに予期しない状態が発生したことを示します。


	
処置: 問題の原因が特定された場合は、バグとして報告してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00143: リポジトリ""{1}""で""{0}""が見つかりません。 
	
原因: URLにより指定されたアイテムがターゲット・リポジトリで見つかりません。


	
処置: アイテムがバックエンド・リポジトリに存在することをリポジトリ管理者に確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00144: {0}が見つかりません。 
	
原因: URLにより指定されたアイテムが見つかりません。


	
処置: ドキュメントがバックエンドに存在することを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00145: このレビューを削除できるのは、所有者またはTPC管理者です。 
	
原因: 削除する権限のある所有者またはTPC管理者ではありません。


	
処置: 所有者またはTPC管理者にレビューの削除を依頼してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00146: LDAP同期化リクエストを処理できません。 
	
原因: LDAP同期化プロセスに問題が発生しました。


	
処置: TPC管理者に連絡して問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00147: ユーザー検索ベース""{1}""内で検索フィルタ""{0}""が見つかりません。 
	
原因: 検索フィルタが有効でないか、ユーザー検索ベースが正しくありませんでした。


	
処置: 正しい検索フィルタまたはユーザー検索ベースを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00148: 必要なフィールドに値が欠落しているため作業アイテムを保存できません。問題を修正し、再試行してください。 
	
原因: 作業アイテムに必要なフィールドが指定されていません。


	
処置: 作業アイテムに必要なすべてのフィールドを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: その他










	TPC-00149: 選択したリポジトリ・サーバーは削除できません。あるチームがチーム・リポジトリとして使用している可能性があります。チーム・タブ、チーム・リポジトリ・タブの順に移動して、使用しているチームがいないかを確認してください。 
	
原因: 削除操作はデータベースの整合性違反をトリガーします。


	
処置: 削除操作は実行しないでください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00150: チーム・ナビゲータをロードできません 
	
原因: チーム・ナビゲータをロード中にTPCに予期しないエラーが発生しました。追加情報が提供されています。


	
処置:
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00151: URL: {0}のデコードに失敗しました 
	
原因: URLのデコードに失敗しました。


	
処置:
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-00152: URL: {0}のエンコードに失敗しました 
	
原因: URLのデコードに失敗しました。


	
処置:
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60000: チーム・プロダクティビティ・センター・サービスが初期化されました。 
	
原因: サービスが通常通り開始されました。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: スレッド










	TPC-60001: IDが空白のレコードを挿入することはできません。 
	
原因: レコードのIDが空白です。


	
処置: IDに値を指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: スレッド










	TPC-60002: 更新するレコードが存在しません。 
	
原因: レコードは存在しません。


	
処置: データをリフレッシュしてください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: スレッド










	TPC-60003: IDがnullのレコードを取得することはできません。 
	
原因: IDがnullです。


	
処置: レコードが有効なIDを持っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60004: 名前がnullのレコードを取得することはできません。 
	
原因: アイテム名がnullです。


	
処置: レコードが有効な名前を持っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60005: パスワードがnullまたは空のレコードは作成できません。 
	
原因: このレコードのパスワードはnullまたは空です。


	
処置: レコードが有効なパスワードを持っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60006: ユーザー名またはパスワードが無効です。 
	
原因: ユーザー名またはパスワード(あるいはその両方)が無効です。


	
処置: ログイン名およびパスワードを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60007: チーム・プロダクティビティ・センター・サービスの開始に失敗しました。 
	
原因: 必要な起動の資格証明が見つかりません。


	
処置: サーバーが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60008: レコードを削除できません 
	
原因: レコードの削除中にサーバーがエラーを受信しました。


	
処置: レコードがその他で使用されていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60009: 非アクティブなアカウントに接続することはできません。 
	
原因: 非アクティブ化されたアカウントを使用して接続しようとしています。


	
処置: TPC管理者に連絡してアカウントをアクティブ化してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60010: TPCサーバーではこのリクエストの認証が必要です。サーバーで認証するか、クライアントをアップグレードして、問題を修正してください。 
	
原因: サーバーで認証していないか、クライアントのバージョンがサーバーでサポートされていません。


	
処置: サーバーで認証するか、クライアントをアップグレードして、問題を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60011: Webサービス・コンテキストのセッションを初期化できません。 
	
原因: サーバーの内部エラーです。


	
処置: TPC管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60012: このリクエストはサーバーでサポートされていません。 
	
原因: サーバーでサポートされていないサービスがリクエストされました。


	
処置: TPC管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60013: TPCクライアント・バージョン""{0}""はサポートされていません。サポートされているバージョンは""{1}""以上です。更新の確認を使用してクライアントをアップグレードしてください。 
	
原因: クライアントとサーバーのバージョンが一致しませんでした。


	
処置: 更新の確認を使用してクライアントをアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60014: このクライアントはサポートされていません。更新の確認を使用して、TPCクライアントをインストールするか、""{0}""以上にアップグレードして、問題を修正してください。 
	
原因: クライアントが無効またはサポートされていないため、サーバーに認識されません。


	
処置: 更新の確認を使用してTPCクライアントをインストールまたはアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60015: サーバー・バージョンが存在しません。 
	
原因: これは、データベースからサーバー・バージョンが欠落しているために発生した内部エラーです。


	
処置: TPC管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60016: TPCサーバーはセッションを終了しました。再ログインして問題を修正してください。 
	
原因: TPCサーバーは予期せず、またはスケジュールされたメンテナンスのためにクライアント・セッションを終了しました。


	
処置: 再度使用可能になってから、サーバーに再ログインしてください。TPC管理者に連絡して、サーバーの可用性を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60017: サービスを停止しようとしています... 
	
原因: TPCサービスの1つを停止しようとしています。


	
処置: すべての作業を保存してログオフしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60018: nullのレコードは作成できません。 
	
原因: nullのレコードを作成しようとしています。


	
処置: レコードが有効なコンテンツを持っていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60019: ブランチまたはラベル・シリーズ""{0}""はすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているブランチまたはラベル・シリーズはすでに存在します。


	
処置: ブランチまたはラベル・シリーズの名前を確認してください。SCMコネクタごとに一意である必要があります。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60020: ブランチ""{0}""が存在しません。 
	
原因: 更新するブランチが存在しません。


	
処置: 有効なブランチを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60021: 作成または更新するブランチ""{0}""は、存在しないSCMコネクタ""{1}""に対するものです。 
	
原因: ブランチは存在しないコネクタを参照しています。


	
処置: 有効なSCMコネクタを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60022: 作成または更新するブランチ""{0}""は、存在しないチーム""{1}""に対するものです。 
	
原因: ブランチは存在しないチームを参照しています。


	
処置: 有効なチームを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60023: ブランチ""{0}""を問い合せるには、SCMコネクタ名を指定する必要があります。 
	
原因: ブランチの問合せには、SCMコネクタ名が必要です。


	
処置: SCMコネクタを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60024: ビルド・ダッシュボード""{0}""を問い合せるには、ブランチ名を指定する必要があります。 
	
原因: 指定されたビルド・ダッシュボードの問合せに使用するブランチ名が指定されませんでした。


	
処置: ブランチ名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60025: ブランチ""{1}""のビルド・ダッシュボード""{0}""が存在しません。 
	
原因: 指定されたビルドおよびブランチのレコードはありません。


	
処置: 正しい情報が指定されたことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60026: ビルド""{0}""のダッシュボードはすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているビルド・ダッシュボードはすでに存在します。


	
処置: ビルドの名前を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60027: ビルド・ダッシュボード""{0}""を作成するためのブランチまたはコネクタがありません。 
	
原因: ビルド・ダッシュボードを作成する際は、ブランチおよびSCMコネクタを指定する必要があります。


	
処置: ビルドの名前を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60028: ビルド・ダッシュボード""{0}""が存在しません。 
	
原因: 更新するビルド・ダッシュボードが存在しません。


	
処置: 有効なビルド・ダッシュボードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60029: この操作はサポートされていません。 
	
原因: リクエストされた操作はサポートされていません。


	
処置: 別の機会に試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60030: 必須のダッシュボードIDが欠落しているため、親ID ""{1}""を持つ""{0}""は作成されません。 
	
原因: ビルドのサマリーを作成する際は、ビルド・ダッシュボードIDを指定する必要があります。


	
処置: ビルドIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: スレッド










	TPC-60031: ビルド""{2}""の{0} ""{1}""はすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているビルドのサマリーはすでに存在します。


	
処置: ビルドのサマリー名を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60032: 変更セット""{0}""(""{0}"")はすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているビルドの変更セットはすでに存在します。


	
処置: ビルドの変更セット名を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60033: この問合せについて、SCMコネクタ名および製品/リリース名を指定する必要があります。 
	
原因: このブランチの問合せにはSCMコネクタ名および製品/リリース名の両方が必要です。


	
処置: 両方の情報を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60034: リポジトリ""{0}""はすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているリポジトリはすでに存在します。


	
処置: リポジトリ名を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60035: リポジトリ""{0}""が存在しません。 
	
原因: 更新するリポジトリが存在しません。


	
処置: 有効なリポジトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60036: 作業アイテム""{0}""を作成(リポジトリ""{0}""を使用)するためのテスト結果IDがありません。 
	
原因: 作業アイテムを作成する際は、テスト結果IDを指定する必要があります。


	
処置: テスト結果IDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60037: テスト結果ID ""{0}""の作業アイテム・キーおよびリポジトリがありません。 
	
原因: テスト結果の作業アイテムを作成しようとしましたが、作業アイテム・キーおよびリポジトリを指定しませんでした。


	
処置: キーおよびリポジトリを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60038: テスト結果""{0}""が存在しません。 
	
原因: 更新するテスト結果が存在しません。


	
処置: 有効なテスト結果を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60039: 作業アイテム""{0}""(テスト結果ID ""{0}""に指定)はすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしているテスト結果の作業アイテムはすでに存在します。


	
処置: 有効な作業アイテムを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60040: 作業アイテム""{0}""はリポジトリ""{0}""にすでに存在します。 
	
原因: 作成しようとしている作業アイテムはすでに存在します。


	
処置: 作業アイテムで使用されるキーおよびリポジトリが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60041: TPCサーバー・バージョン"{0}"は無効です。少なくとも次のような書式を予期していました: #.#.#.# 
	
原因: これは、データベースに記録された無効なサーバー・バージョンにより発生した内部エラーです。


	
処置: TPC管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60042: TPCクライアント・バージョン"{0}"は無効です。少なくとも次のような書式を予期していました: #.#.#.# 
	
原因: これは、無効なクライアント・バージョンにより発生した内部エラーです。


	
処置: TPCクライアント・インストールを修正してください。旧クライアントを削除して再インストールするか、正しいTPCクライアントを別のJDeveloperクライアントにインストールして実行できます。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60043: TPCサーバー・バージョン"{1}"より新しいクライアント・バージョン"{0}"を使用しています。サーバーはバージョン"{2}"以下のクライアントをサポートします。サポートされているクライアントを使用するか、サーバーをアップグレードして問題を解決してください。 
	
原因: クライアントは、サーバーでサポートされていない新しいバージョンを使用しています。


	
処置: サポートされているクライアントを使用するか、サーバーをアップグレードして問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60044: 使用中のクライアント・バージョン""{0}""は、現在のところTPCサーバー・バージョン""{1}""との互換性がありません。パッチをダウンロードして、この問題を解決してください。 
	
原因: この問題を解決するにはTPCパッチをインストールする必要があります。


	
処置: パッチをダウンロードできない場合はOracleサポート・サービスに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60045: ビルド・サマリー""{1}""から削除する所有者""{0}""が見つかりません。 
	
原因: 指定されたビルド・サマリーに存在しない所有者を削除しようとしています。


	
処置: 正しいビルド・サマリーを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60046: TPCリポジトリへの接続を確立できません。 
	
原因: TPCサーバーはデータベースに接続できません。


	
処置: データベースに接続するユーザー名およびパスワードを正しく指定しているかどうかを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60047: タスクの作成に必要な作成者がありません。現在ログインしているユーザーに設定する必要があります。 
	
原因: これは、コール元が指定した入力に作成者が欠落していたために発生した内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-60048: ID ""{1}""のタスク""{0}""が存在しません。 
	
原因: 更新するタスクが存在しません。


	
処置: 有効なタスクを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60049: チーム""{1}""のタスク""{0}""が存在しません。 
	
原因: 削除または取得するタスクが存在しません。


	
処置: 有効なタスクを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60050: 取得、削除または更新するタスクIDがnullです。 
	
原因: タスクIDがありません。


	
処置: 有効なタスクIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60051: チームIDはnullにできません。 
	
原因: チームIDがありません。


	
処置: 取得するタスクの有効なチームIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60052: 取得するタスク名がnullです。 
	
原因: タスク名がありません。


	
処置: 有効なタスク名を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60053: 削除するタスクが入力にありません。 
	
原因: 削除するタスクが入力にありません。


	
処置: 有効なタスクを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60054: 名前が""{0}""の複数のタスクが見つかりました。 
	
原因: APIには1つのタスクのみが返される必要がありますが、複数のタスクが見つかりました。


	
処置: 別のAPIを使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60055: 割当て先ID ""{0}""が存在しません。 
	
原因: 割当て先IDが見つかりません。


	
処置: 正しい割当て先IDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60056: ログイン""{0}""に関連付けられたユーザーが見つかりません。 
	
原因: 指定されたログインに関連付けられたユーザーが見つかりません。


	
処置: 正しいログインを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60057: 割当て先IDはnullにできません。 
	
原因: 割当て先IDがnullです。


	
処置: 正しい割当て先IDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60058: 実行するJPA問合せ文字列が空です。 
	
原因: 内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60059: nullの参照タイプの値は取得できません。 
	
原因: 内部エラーです。


	
処置: Oracleサポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60060: 問合せ名""{0}""はすでに存在します。別の名前を使用してください。 
	
原因: 問合せ名はすでに存在します。


	
処置: 別の名前を使用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60061: TPCデータベースにアクセスするためのユーザー資格証明が見つかりません。 
	
原因: TPCデータベースに接続するユーザー資格証明が見つかりません。


	
処置: TPCサーバーを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プロセス










	TPC-60062: persistence.xmlが見つかりません。 
	
原因: データベースにアクセスするためのpersistence.xmlが見つかりません。


	
処置: TPCサーバーを再インストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: プロセス










	TPC-60063: 有効なステータスIDがないため、""{0}""のユーザー・レコードを更新できません。 
	
原因: 更新するユーザーには有効なステータスIDがありませんでした。


	
処置: 有効なステータスIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60064: タイプ""{0}""とロケール""{1}""の参照値が見つかりません。デフォルト・ロケールの値が返されました。 
	
原因: 指定されたタイプとロケールの参照値が存在しませんでした。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: WARNING

影響: データ










	TPC-60065: タイプ""{0}""の参照値が見つかりません。 
	
原因: 指定されたタイプの参照値が存在しませんでした。


	
処置: TPCインストール・ログを調べて、これらの値が正しく挿入されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60066: ユーザーID ""{0}""に割り当てられた権限が見つかりません。 
	
原因: ユーザーには権限がありませんでした。


	
処置: 正しいユーザーIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60067: 無効な演算子""{0}""が""{1}""で使用されました。 
	
原因: 指定されたフィールドの基準に使用された演算子が無効です。


	
処置: 有効な演算子を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60068: シード済データに関連付けられた変換済文字列が見つかりません。 
	
原因: シード済定数に関連付けられた変換済文字列がバックエンドの表から欠落しています。


	
処置: TPCインストール・ログを調べて、これらの値が正しく挿入されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60069: コネクタ""{0}""に対するパラメータ定義が見つかりません。 
	
原因: コネクタに対するパラメータ定義が見つかりませんでした。


	
処置: TPCインストール・ログを調べて、パラメータ定義が正しく挿入されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60070: コネクタ""{0}""が見つかりません。 
	
原因: 指定されたコネクタが見つかりません。


	
処置: OTPCインストーラを使用してコネクタをインストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60071: コネクタが見つかりません。 
	
原因: コネクタが見つかりませんでした。


	
処置: OTPCインストーラを使用してコネクタをインストールしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60072: 既存のアカウント: ""{0}""。 
	
原因: 指定されたアカウントはすでに作成されています。


	
処置: 処置は必要ありません。
レベル: 1

タイプ: NOTIFICATION

影響: ロギング










	TPC-60073: 作業アイテムの変更IDがnullです。 
	
原因: 作業アイテムの変更IDが見つかりません。


	
処置: 作業アイテムの変更IDがレビューの作成時に指定されたことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60074: 作業アイテムの変更ID""{0}""が他のレビューに関連付けられています。 
	
原因: 作業アイテムの変更IDが他のレビューに関連付けられています。


	
処置: この作業アイテムの変更が他のレビューに関連付けられていないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60075: ユーザー""{0}""には、LDAPサーバーに関連する操作を実行するための有効な権限がありません。 
	
原因: LDAPに関連する操作はTPC管理者により発行されていません。


	
処置: 操作を実行するように、TPC管理者に連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60076: {0} ""{1}""は存在しません。 
	
原因: 更新または削除するレコードが存在しません。


	
処置: 有効なレコードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60077: {0} ""{1}""はすでに存在します。 
	
原因: 作成するレコードはすでに存在します。


	
処置: 新規レコードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60078: レビュー・トピックの作成に使用する{0} ID ""{1}""のレコードが存在しません。 
	
原因: レビューID、変更セットID、ユーザーIDなど、指定されたIDフィールドを持つレコードはレビュー・トピックの作成として存在しません。


	
処置: レビュー・トピックの作成前に、レビュー、変更セット、ユーザーに関連付けられるレコードが作成されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60079: レビュー・トピックの作成に使用するトピック名が無効です。 
	
原因: トピック名がレビュー・トピックの作成として指定されていません。


	
処置: トピック名がレビュー・トピックの作成として指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60080: LDAPに関連する操作の実行に必要なユーザーIDが見つかりません。 
	
原因: LDAPに関連する操作を処理するために必要なユーザーIDが指定されませんでした。


	
処置: ユーザーIDを指定して、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60081: ""{0}""が、{1}を使用した認証に失敗しました。 
	
原因: LDAPの認証が特定の理由のために失敗しました。


	
処置: TPC管理者に連絡して問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60082: LDAPが有効になっていないため、ユーザーの同期化を実行できません。 
	
原因: LDAPが無効かLDAPの接続パラメータが指定されていません。


	
処置: TPC管理者に連絡して問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60083: ユーザー・レビュー・プリファレンスの更新に失敗しました。 
	
原因: レビュー・プリファレンスが無効なフォーマットである可能性があります。


	
処置: TPC管理者に連絡して問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60084: 存在しないLDAPアカウントを使用して認証することはできません。 
	
原因: 存在しないLDAPアカウントを使用して認証しようとしています。


	
処置: TPC管理者に連絡して、LDAPサーバーからアカウントを同期化します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60085: ユーザーが最後に表示したレビューの更新に失敗しました。 
	
原因: 最後に表示したレビューが無効なフォーマットである可能性があります。


	
処置: TPC管理者に連絡して問題を解決してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60086: ユーザーのオフライン通知フラグを更新できません。 
	
原因: サーバーが正しくインストールされていない可能性があります。


	
処置: サーバーが正しくインストールされていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60090: チーム・リソースは、名前が欠落しているため保存できません。 
	
原因: チーム・リソースを保存するために必要な名前が指定されませんでした。


	
処置: チーム・リソースの名前またはキーを指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60091: チームID ""{1}""、クラス""{2}""のチーム・リソース""{0}""は、詳細なパラメータが欠落しているため保存できません。 
	
原因: チーム・リソースを保存するために必要な接続のパラメータが指定されませんでした。


	
処置: チーム・リソースの接続のパラメータを指定します。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60092: チーム・リソース""{0}""に、必要なチームIDが欠落しています。 
	
原因: 指定したチーム・リソースに、データベース操作の実行に必要なチームIDが欠落しています。


	
処置: 操作を実行するチーム・リソースに有効なチームIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60093: チームID ""{0}""のチームが見つかりません。 
	
原因: 指定されたチームIDがデータベースで見つかりません。


	
処置: 有効なチームIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60094: チームID ""{1}""、クラス""{2}""のチーム・リソース""{0}""はすでに存在します。 
	
原因: 作成するチーム・リソースはすでに存在します。


	
処置: 作成するチーム・リソースの新しい名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60095: チームID ""{2}""、クラス""{3}""のプライベート接続 ""{1}""に対するユーザーID {0}が見つかりません。 
	
原因: 作成するプライベート・チーム・リソースはすでに存在します。


	
処置: 作成するチーム・リソースの新しい名前を指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60096: 空のレコードは更新または削除できません。 
	
原因: 更新または削除するレコードは空かnullです。


	
処置: 更新または削除する有効なレコードを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60097: チーム・リソース""{0}""が見つかりません。 
	
原因: 更新または削除するチーム・リソースがデータベースに存在しません。


	
処置: 既存のチーム・リソースを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60098: レビューIDがnullです。 
	
原因: レビューIDが見つかりませんでした。


	
処置: リクエストにレビューIDが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60099: 作業アイテムの確認リストがnullです。 
	
原因: 作業アイテムの確認リストがnullです。


	
処置: リクエストに作業アイテムの確認リストが指定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60100: 接続""{0}の作成に失敗しました。ログインしているユーザー""{1}""には、接続に指定されたID ""{2}がありません。 
	
原因: チーム接続には、ログインしているユーザーと同じユーザーIDがありません。


	
処置: 正しいユーザーIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60101: ユーザーID ""{0}""のユーザーが見つかりません。 
	
原因: 指定されたユーザーIDがデータベースで見つかりません。


	
処置: 有効なユーザーIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: スレッド










	TPC-60102: リクエストに指定したユーザーID"{1}"が自分のユーザーIDと一致しません。 
	
原因: ユーザーは他のユーザーに属するデータをリクエストしています。この操作は許可されていません。


	
処置: 自分のユーザーIDを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60103: ユーザー""{0}""にはチーム""{2}""の接続""{1}""を作成する権限がありません。 
	
原因: ユーザーには指定されたチームの接続を作成する十分な権限がありません。


	
処置: 正しいチームを指定してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60104: リポジトリ""{0}""は{1}によって使用されているため、削除できません。 
	
原因: リポジトリは指定されたレコードによって使用されています。


	
処置: 依存レコードまたは子レコードを削除して、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60105: チーム・リポジトリ""{0}""は変更セットによって使用されているため、削除できません。 
	
原因: 指定されたチーム・リポジトリは変更セットによって使用されています。


	
処置: 依存変更セットを削除して、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: データ










	TPC-60106: TPCクライアント・レビュー・プリファレンス・バージョン""{0}""は古いバージョンです。サポートされているバージョンは""{1}""以上です。更新の確認を使用してクライアントをアップグレードしてください。 
	
原因: クライアント・レビュー・プリファレンス・バージョンはサポートされていません。


	
処置: 更新の確認を使用してクライアントをアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90001: テストに失敗しました。ユーザー名とパスワードが正しいことを確認してください。 
	
原因: テストに失敗しました。


	
処置: ユーザー名とパスワードが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90002: ターゲット・データベースにコネクタ・レコードを作成できません。指定したコネクタjarまたはバンドル・ファイルが正しいことを確認してください。 
	
原因: ターゲット・データベースにコネクタ・レコードを作成できません。


	
処置: 指定したコネクタjarまたはバンドル・ファイルが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90003: コネクタ定義が正しくありません。connector.xmlファイルを調べて、すべての必須パラメータが正しく定義されていることを確認してください。 
	
原因: コネクタ定義が正しくありません。


	
処置: connector.xmlファイルを調べて、すべての必須パラメータが正しく定義されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90004: 指定されたローカル・ファイル名がjarまたはzipファイルではありません。正しいファイルを選択してください。 
	
原因: 指定されたローカル・ファイル名がjarまたはzipファイルではありません。


	
処置: 正しいファイルを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90005: 選択されたコネクタをインストールするファイルが見つかりません。 
	
原因: 選択されたコネクタをインストールするファイルが見つかりません。


	
処置: コネクタjarファイルが正しく配置されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90006: ""{0}""ファイルを更新できません。宛先フォルダが読取り専用でないことを確認してください。 
	
原因: 指定されたwarファイルを更新できません。


	
処置: 宛先フォルダが読取り専用でないことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90007: テンポラリ・ディレクトリの作成に失敗しました。 
	
原因: テンポラリ・ディレクトリの作成に失敗しました。


	
処置: 権限およびインストール・ディレクトリを作成するための領域を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90008: チーム・プロダクティビティ・センター・サーバーのデプロイに失敗しました。 
	
原因: チーム・プロダクティビティ・センター・サーバーのデプロイに失敗しました。


	
処置: 権限およびデプロイメント・ディレクトリの領域を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90009: 選択されたコネクタのインストールに失敗しました。 
	
原因: 選択されたコネクタのインストールに失敗しました。


	
処置: 権限、およびインストール・ディレクトリとファイルの領域を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90010: インストールに失敗しました。ディレクトリ""{1}""のインストール・ログ""{0}""を確認してください。 
	
原因: インストールに失敗しました。


	
処置: インストール・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90011: ""{1}""のデプロイメント用のアプリケーション・サーバー・ディレクトリ""{0}""が無効です。フォルダが存在することおよび書込み可能なことを確認してください。 
	
原因: 指定されたアプリケーション・サーバー・ディレクトリは無効です。


	
処置: フォルダが存在することおよび書込み可能なことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90012: インストーラjarに標準で組み込まれた""{0}""は無効です。インストーラ・イメージが破損している可能性があります。インストーラの作業用コピーをダウンロードしてください。 
	
原因: 指定されたwarファイルは無効または破損しています。


	
処置: インストーラ・イメージが破損している可能性があります。インストーラの作業用コピーをダウンロードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90013: JDBCドライバ・ライブラリ・パスが正しくありません。 
	
原因: JDBCドライバ・ライブラリ・パスが正しくありません。


	
処置: JDBCドライバ・ライブラリ・パスを修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90014: JDBCドライバ・ライブラリのシステム・クラス・パスへの追加に失敗しました。ディレクトリ""{1}""のインストール・ログ""{0}""を確認してください。 
	
原因: JDBCドライバ・ライブラリのシステム・クラス・パスへの追加に失敗しました。


	
処置: インストール・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90015: JDBCドライバ・クラスが見つかりません。 
	
原因: JDBCドライバ・クラスが見つかりません。


	
処置: JDBCドライバ・クラスが正しいjarファイルにあることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90016: コンポーネントが選択されていません。インストールする1つ以上のコンポーネントを選択してください。 
	
原因: コンポーネントが選択されていません。


	
処置: インストールするコンポーネントを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90017: SQL例外。ディレクトリ""{1}""のインストール・ログ""{0}""を確認してください。 
	
原因: SQL例外です。


	
処置: インストール・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90018: データベース表を作成またはシード・データを移入できません。ディレクトリ""{1}""のインストール・ログ""{0}""を確認してください。 
	
原因: データベース表を作成またはシード・データを移入できません。


	
処置: インストール・ログを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90019: 指定されたデータベースに接続できません。すべてのパラメータが正しく設定されていることを確認してください。 
	
原因: 指定されたデータベースに接続できません。


	
処置: すべてのパラメータが正しく設定されていることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90020: ファイル""{1}""はすでに存在しており、上書きできません。書込み権限があることを確認してください。 
	
原因: 指定されたファイルはすでに存在しており、上書きできません。


	
処置: 指定されたファイルに書込み権限があることを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90021: 更新に失敗しました。フィールド値を確認して再試行してください。 
	
原因: 更新に失敗しました。


	
処置: フィールド値を確認して、再試行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90022: インストールするバージョン""{0}""は、現在のバージョン""{1}""より新しくありません。 
	
原因: インストールまたはアップグレードのバージョンが現在のインストールと同じか下位のバージョンです。


	
処置: 新しいバージョンを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90023: このインストーラは、""{0}""または""{1}""が先頭に付いたデータベース・スキーマをアップグレードします。現在インストールされているバージョン""{2}""には適用できません。 
	
原因: 現在のバージョンは、インストーラがアップグレードする直前のバージョンではありません。


	
処置: 現在のバージョンから順にアップグレードしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90024: インストーラは、このSQL文の解析方法を認識していません: ""{0}""。 
	
原因: このSQL文はインストーラの解析範囲内ではありません。


	
処置: この文のSQL解析をインストーラに含めるよう問題を報告してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90025: インストーラでは、コネクタのみをインストールできません。前に戻ってサーバー・インストールを選択してください。 
	
原因: コネクタのみが新規インストールに選択されました。


	
処置: 前に戻ってサーバー・インストールを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90026: 現在のインストールのアップグレード用のotpc.warが、サーバーのデプロイメント・ディレクトリにありません。 
	
原因: 現在のインストールのotpc.warが見つかりません。


	
処置: ディレクトリ名が正しいことと現在のインストールのotpc.warの場所を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90027: CruiseControlのテスト・プラグインのデプロイに失敗しました。 
	
原因: CruiseControlのテスト・プラグインのデプロイに失敗しました。


	
処置: デプロイメント・ディレクトリが正しく指定されていることと現在のインストールのtpc-test-collector.jarの場所を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90028: test.propertiesの作成に失敗しました。 
	
原因: test.propertiesの作成に失敗しました。


	
処置: ディレクトリ名が正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90029: キーストア・ファイルの生成に失敗しました。 
	
原因: キーストア・ファイルの生成に失敗しました。


	
処置: Oracleテクニカル・サポートに連絡してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90030: データベースにはすでに作成されたスキーマがあります。 
	
原因: スキーマの存在するデータベース・インスタンスに新規インストールを実行しようとしています。


	
処置: スキーマのアップグレードを実行するか、現在のスキーマをクリーンアップしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90031: アップグレード元のデータベースにスキーマがありません。 
	
原因: 事前にインストールされていないデータベース・インスタンスにアップグレード操作を実行しようとしています。


	
処置: 新規インストールを実行してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90032: 新規操作またはアップグレード操作に対し、インストール・タイプが選択されていません。 
	
原因: 新規操作またはアップグレード操作に対し、インストール・タイプが選択されていません。


	
処置: 新規インストールまたはアップグレード・インストールを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90033: サーバー名、ポート、管理ログインまたは管理パスワードはいずれもnullにできません。 
	
原因: サーバー名、ポート、管理ログインまたは管理パスワードのうち1つ以上のフィールドがnullです。


	
処置: サーバー名、ポート、管理ログインおよび管理パスワードに値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90034: フィールドが空でないこと確認し、パスワードを確認してください。 
	
原因: 管理ログインまたは管理パスワードがnullです。


	
処置: 管理ログインおよび管理パスワードに値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90035: 値が空です。{0}のディレクトリを入力してください。 
	
原因: ディレクトリに値が入力されていません。


	
処置: ディレクトリに値を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90036: {0}は無効なディレクトリです。修正してください。 
	
原因: 入力された値は無効なディレクトリです。


	
処置: ディレクトリ値を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90037: Hudsonサーバーのデプロイに失敗しました。 
	
原因: Hudsonサーバーのデプロイに失敗しました。


	
処置: 権限およびデプロイメント・ディレクトリの領域を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90038: CruiseControlプラグインのインストールに失敗しました 
	
原因: CruiseControlプラグインのインストール中にインストーラにエラーが発生しました。


	
処置: ログ・ファイルを調べて、デプロイメント・ディレクトリの権限および領域に関する問題を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90039: ""{0}""を""{1}""にコピーできません。ディレクトリが存在することおよび書込み可能なことを確認してください。 
	
原因: 指定されたアプリケーション・サーバー・ディレクトリは無効です。


	
処置: フォルダが存在することおよび書込み可能なことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90040: ファイル""{0}""が存在しないか、読み取れません。 
	
原因: 指定されたアプリケーション・サーバー・ディレクトリは無効です。


	
処置: フォルダが存在することおよび書込み可能なことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90041: Hudsonプラグインのインストールに失敗しました 
	
原因: Hudsonプラグインのインストール中にインストーラにエラーが発生しました。


	
処置: ログ・ファイルを調べて、デプロイメント・ディレクトリの権限および領域に関する問題を確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90042: Hudsonのテスト・プラグインのデプロイに失敗しました。 
	
原因: Hudsonのテスト・プラグインのデプロイに失敗しました。


	
処置: 指定されたデプロイメント・ディレクトリが正しいことを確認してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90043: アプリケーション・サーバーにタイプが選択されていません。 
	
原因: アプリケーション・サーバー・タイプが選択されていません。


	
処置: アプリケーション・サーバー・タイプを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90044: 入力された値は有効なポート番号ではありません。 
	
原因: 入力された値は有効なポート番号ではありません。


	
処置: 入力フィールドに有効なポート番号を入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90045: サーバー・アドレスに文字、数字、ハイフンおよびドット以外の文字が含まれています。 
	
原因: サーバー・アドレスに文字、数字およびドット以外の文字が含まれています。


	
処置: 無効な文字を修正してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90046: プラグインが選択されていません。インストールする1つ以上のプラグインを選択してください。 
	
原因: プラグインが選択されていません。


	
処置: インストールするプラグインを選択してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90047: ""{0}""コネクタ・バンドル・ファイルが無効です。インストールをスキップします。 
	
原因: 無効なコネクタ・バンドル・ファイルです。


	
処置: 有効なコネクタ・バンドル・ファイルからインストールするように変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90048: パスワードは8文字以上で、少なくとも1つのアルファベット以外の文字が含まれている必要があります。 
	
原因: パスワードが8文字未満かすべての文字がアルファベットです。


	
処置: パスワードは8文字以上で、少なくとも1つのアルファベット以外の文字を含むように変更してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90049: 確認パスワードがパスワードと異なります。 
	
原因: 再入力されたパスワードが最初のパスワードと同じではありません。


	
処置: 最初のパスワードと同じパスワードを入力してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング










	TPC-90050: データベース制約""{0}""を{1}から{2}に変更しようとしています。制約に対する現在のデータの準拠が不明のためインストールを続行できません。 
	
原因: 新規の制約に対する現在のデータの準拠が不明のまま、データベース・スキーマを変更しようとしています。


	
処置: 現在のデータを確認し、スキーマの変更を手動で適用してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ロギング















15 TPCTEST-00001からTPCTEST-00002



	TPCTEST-00001: TPCサーバーへの接続が失われました。{0}問題を修正して再試行してください。 
	
原因: 示されている理由に起因してサーバーへの接続が失われました。


	
処置: TPCサーバーにログインしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: ネットワーク










	TPCTEST-00002: このURLを使用してサーバーへの接続を確立できません: {0}。 
	
原因: 示されている理由に起因してサーバーへの接続が失われました。


	
処置: TPCサーバーにログインしてください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響: セッション















16 UIX-00001からUIX-00025



	UIX-00001: サーブレットは初期化されていません。 
	
原因: ラインタイム・エラーによりサブレットが初期化されませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 1

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響:










	UIX-00002: 名前に'$'が使用されています 
	
原因: 名前に$文字を含むoracle.cabo.servlet.Pageオブジェクトを作成しようとしました


	
処置: $文字を削除してください。
レベル: 1

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00003: PageBrokerエントリはweb.xmlファイルに存在しません。 
	
原因: web.xmlファイル内でパラメータ(param-name=oracle.cabo.servlet.pageBroker)が見つかりませんでした。


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 16

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響:










	UIX-00004: ヘッダー: 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。すべてのHTTPリクエスト・ヘッダーが記録されます。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00005: ヘッダー {0} = {1} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。すべてのHTTPリクエスト・ヘッダー名とデバッグ・モードの値が記録されます。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00005: ヘッダー {0} = {1} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。すべてのHTTPリクエスト・ヘッダー名とデバッグ・モードの値が記録されます。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00006: リクエスト・ページ = {0} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00007: ページの状態: {0} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00008: イベント = {0} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00009: パラメータ{0} = {1} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00010: レンダリング・ページ = {0} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00011: doGetが終了しました 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00012: 時間: {0} 
	
原因: アプリケーションがデバッグ・モードで稼働しています。


	
処置: デバッグ・モードを無効にしてください。
レベル: 32

タイプ: NOTIFICATION

影響:










	UIX-00013: {0}のレンダラが見つかりませんでした 
	
原因: カスタム・レンダラJavaクラスが見つかりませんでした。


	
処置: ClassNotFoundExceptionおよび他のエラーを確認してください。
レベル: 3

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00014: PageBrokerはすでに初期化されています 
	
原因: ページ・ブローカまたはUIXサーブレットの初期化は2回目です。


	
処置: 2回目の初期化のコードを確認してください。
レベル: 2

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00015: ページ・フロー・エンジン: {0}を作成できませんでした 
	
原因: ページ・フロー・エンジン・クラスoracle.cabo.servlet.event.TrivialPageFlowEngineはロードできませんでした


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 2

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響:










	UIX-00016: ファイル・アップロード・マネージャ: {0}は作成されませんでした 
	
原因: カスタムFileUploadManagerクラスまたはデフォルトのFileUploadManagerクラス(oracle.cabo.servlet.io.FileUploadManager)をロードできませんでした


	
処置: カスタムFileUploadManagerがクラスパスにあるか、またはデフォルトがoracle.cabo.servlet.io.FileUploadManagerであることを確認してください
レベル: 4

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00017: リスナー: {0}は作成されませんでした 
	
原因: UIXリスナー・クラスの1つまたはデフォルトのUIXリスナー・クラス(oracle.cabo.servlet.UIXRequestListeners)をロードできませんでした


	
処置: すべてのカスタム・リスナー・クラスがクラスパスにあるか、デフォルトがoracle.cabo.servlet.UIXRequestListenersであることを確認してください
レベル: 4

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00018: 戻りタイプが無効です 
	
原因: UIXページ内のイベントにバインドされたイベント・ハンドラ・メソッドの戻りタイプが正しくありませんでした。


	
処置: イベント・ハンドラ・メソッドの戻りタイプはoracle.cabo.servlet.event.EventResultです。
レベル: 10

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00019: メソッド{0}はstaticではありませんでした。 
	
原因: イベントにバインドされるイベント・ハンドラ・メソッドがstaticではありませんでした。


	
処置: イベントにバインドされるイベント・ハンドラ・メソッドがstaticであることを確認してください。
レベル: 10

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00020: ファイルが大きすぎます。最大のファイル・サイズは{0}です 
	
原因: マルチパート・ファイルが大きすぎます。


	
処置: 小さいファイルをアップロードしてください。
レベル: 28

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00021: 明示的なソースのワイルドカードを使用したイベントは{0}をサポートしていません 
	
原因: イベント登録が固有ではありません。


	
処置: 固有のイベントを登録してください。
レベル: 10

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00022: ターゲットはMutableDataObject {0}ではありませんでした。 
	
原因: 指定されたクラスの名前がoracle.cabo.ui.data.MutableDataObjectのサブクラスではありませんでした。


	
処置: プログラム・エラーの修正が必要です。
レベル: 10

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00023: ターゲットがMutableDataObject: {0}ではありません 
	
原因: サーブレット初期化パラメータのoracle.cabo.servlet.io.MaxMemoryまたはoracle.cabo.servlet.io.MaxDiskSpaceのいずれかが数値ではありません


	
処置: サーブレット初期化パラメータのoracle.cabo.servlet.io.MaxMemoryおよびoracle.cabo.servlet.io.MaxDiskSpaceは数値であることが必要です
レベル: 10

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00024: ActionEventHandler: 転送できません 
	
原因: 取得した値は有効なサーバー・リソースではありません。


	
処置: 転送値が有効なサーバー・リソースであることを確認してください。
レベル: 28

タイプ: ERROR

影響:










	UIX-00025: QueueStateManagerは期限切れです 
	
原因:


	
処置: Oracleサポート・サービスに連絡してください
レベル: 10

タイプ: INCIDENT_ERROR

影響:
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